纖:: で， 賺 隱 
衡 UI  tin  tt}itnfffhm^ 


PL  Tsuchida,  Kyoson 

839  Tsuchida  Kyoson  zenshu 

S866 

1935 

v.U 

East 

Asiatic 

Studies 


PLEASE  DO  NOT  REMOVE 
CARDS  OR  SLIPS  FROM  THIS  POCKET 


UNIVERSITY  OF  TORONTO  LIBRARY 


赠 


紫 野に 新築せ し 頃の 書齋 


tat-  s 明治 四十 三年より 

0  ^  大正 十五 年まで 


1、 杏村が、 叨治 四十 三年 (十九 歳のと き〕 から 大正 十五 年 (三十 五歲 のとき) までの 間に、 種々 の機會 

に 稀々 の 形式で 發 表した 隨筆隨 想の たぐ ひの 中から、 目. I？； に 示す やうな 諸 IS を 選び出して、 この 第 十 

四卷を 編成した。 

1 、 便せ の 上から、 右の 期 11 を 五つ に 分ち、 それに 應 じて 全篇 を 五 つの 群れに 分つ ことと した。 第 一期に 

は、 杏村 は鄕 里に 近い 新 潟に 住み、 その 地の 師範 學 校に 在お f して ゐた。 笫 二期 は、 杏村が 艰京 高等 師 

範學校 を 卒業した 年から はじまり、 京都 帝^ 大 舉文鸟 「部 の 哲舉 科に 在學 して ゐた期 に ほぼ 該 (おする- 

第三 期 以後 は、 杏村が；^ 會人 として 思索し、 著作した 時代の 前半に 該常 する。 

1、 杏村 は 生前み づから  一！^ 魂の 彼岸」 (大正 九 年 53 版〕、 「j2^ 煙 心 挺」 (昭和 四 年 十月〕、 「紫 野雜 記」 (昭和 

八 i ^出版 y 「思慕の $s^」 (1? 和 九 年 出版)、 等々 の 隨錄隨 想 を あら はして ゐる。 これらの 著書の 中から 

本卷に 採擇 した もの は、 かなり 数多く、 また その他の 稀 類の 著誊 から 本 卷に採 撵 した もの も、 若干 あ 

るが、 雜誌 又は 新 閗 に 掲載され ただけ で、 いづれ の 著書に も收 めら れ なかった もの を、 なるべく 数多 

く 本卷に g-is する ことに 意 を 用 ひた。 そのほか、 年の 始めに 杏村が 年賀 狀 のかた ちで 友人 知己に 送つ 

fc 印刷物の 中から、 彼 自.： の 執 鋒に 係る もの を 本 卷に收 めた。 

一、 将？^ に 「iig 絍」 または 「隨 想」 の カテゴリ ィに屬 すると 考 へられる ものの 外に、 詩、 短歌、 俳句、 序 

文、 日記、 香 信の たぐ ひが 本卷の 內容を かたちづくって ゐる。 それだけに、 思想.： 水と しての、 また 人 

E としての 杏村の 仝 風貌が、 この 卷 のどの 部分に も 生き生きと 躍訕 して ゐる こと を、 讀 者は觀 取され 

るで あらう。 

,  (恒 籐 恭) 


扉 題簽 西 田？^ 多郎 

見返 賓 土田麥 1^ 


明治 四十 三年 

絕對 他力 敎に對 す る 疑問.，  

不徹底 語  

囘心 Q 動機  

大正 三年より 大正 七 年まで 

三 崎 日記  

卷 頭に (文明 思潮と 新哲學 序文) - 


I 


具體と 抽象  五一 

刻下の 戰亂と 思想の 獨立  五六 

彼の 人達  六 W 

詩篇 十三  七 四 

餐。 幸なる 心。 木魚の 昔。 薆體な^！^は來た。 ベ ラ ンダに 立ちて。 小さ い 私の 

isj の秘山 祈。 空 を 見上げた 暇に ついて。 公 11 の 一 隅なる ベ ンチ。 わたしの 心 はす 

つかりと あたり を 征服して ゐる。 E 舍。 忘れられ たもの がい まかへ つてく る。 

秋に な る 不安。 冬 Q 夜の はりつめた 調子に つ いて。 

愛 の 谷に く 花   < 九 

公準と し て の 愛  一 0 二 

自然の 聖壇  一 1 0 

今 は 魂 Q 季節で ある  一 一 九 

大正 八 年より 大正 十 一 年まで 

人間の 再生  ニー 二 

文化 學と 社會學  一 五八 


理想主義と 文化 學  

「文化 學的 研究」 刊行の 趣 ぼに 就いて  

^.^^   

夏 秋の 候。 赤い 船。 

0  0  

ま 匿  つ  

「霊魂の 彼岸」 序  

聖德 太子 憲法と 文化 主義  

富 岡鐵齋 翁に 就 い て  

東京で Q 學生辯 論 時代  



0  0  P   

一て I リ ス に。 小贵 四篇。 ご あ い さ つ。 新ら しい 生活様式 Q 第一 步。 昨年の 囘顧 

5i 誌 「文化」 に 就いて。 消息。 

再刊 Q 序 lis   


克服す ベ き 言葉  二 四 0 

增上銖  二 四 二 

へ ルンの こと  二 四 七 

0  0.  二 五一 

^  0  一 S  二 

曼荼羅 詩 章  二 Is 

t-  ^  ；ー  Is 

釋 尊自證 の 信仰  二 六 七 

信す る 限りの もの を 信ぜよ  二 七 四 

北 窓抄錄  二 <0 

害 雜感。 秋。 雨の 五月。 秋の 自然。 

紫 野より  ；兀 Q 

55? 畝 小彔。 ご あいさつ。 一九二 一  年の 日記。 算 して 見て。 消息。 

我國に 於け る 自由 大學 運動に 就いて  一一 一 0 一 

舊 都雑景  一一 一一 一 

默 殺と いふ こ と  ：  I 一一 一  七 


n 大正 十二 年より 大正 十四 年 まて 

紫 野より  i 一三 一一 一 

一 九 二  二 年の 日 a。 著作と 論文。 消息。 

我國 思想界の 現狀  一一 三 < 

勞農 露國の 反宗敎 運動  一一 一 3 一一 

或 日の 訪客  一一 一 五 0 

ドウ グラス イズム  一一 ー五儿 

好ましい 女性の 姿  一一 一 さ 一 

0  0  一一 一  K 

運命 觀 より 新 社 會速帶 へ  1  一一 V 八 

^  S  一一 一八 一一 一 

詩ニ篇  一 

1 九 二三 年 を 送り 一 九 二 四 年を迎 へ る  一一 ー<< 

花に 就いて Q 雜感  一一 兀 Q 

流言 蜜 語  HUE 


七 


八 


感想 ー篇  ：  3  0 四 

R 窓 の 諸君 へ  四 

初戀を r 自 然」 に  3  一  0 

建築 のテ H マに 於け る 歷史性  3  一  二 

生花の 創作 境  四 ニニ 

信と 望と 愛  四 二 五 

民 美術 研究所に つ い て  四 一一 A 

消費の み G 都 會觸手  四 一一 一一 一一 

忠義と 孝道  四 1 一一 五 

早天 を んで  四 四 七 

丘の 上に 立って  3五0 

生活の 一 隅  S 五一 

一 九 二 五 年の 賀詞  S 六 二 

南都 風景  四 六 一一 一 

新藥師 寺。 (お 嫁。 

あしび の 花  S 六 六 


誤解せ られ た產兒 調節  、  四 六 九 

モ オラ ンと 口 オメ ェ ン  四セ五 

y 大正 十五 年 

紫 野から  四 < 一 

社 會科學 及び 民族史 學の 勃興  四 <  一 一一 

丁 馬隨筆  四 九 四 

生活の 一隅  四 凡 < 

表現 劇場  五0 一一 一 

僕の 書齋 から  fs セ 

交響 樂と 社會  五一 一 

日本の 默劇  五 ニー 一 

洛外 四景  ち 一 0 

八濑大 原。 魔ガ 来。 醍醐。 淀； 

山 と 海：…  M 一一 


九 


一 〇 

箏界の 通弊  五 lint 


I 明治 四十 三年 


絕對 他力 敎に對 する 疑問 


一 宗敎 倫理 及び 哲學の 根本 解決 

組織 立った る學 問の 世界で は、 現今 その 學 問の 中の 諸種の 問題に 關 して、 紛爭に 於いて Q みな 

らす、 一般に 懐疑の 仕方が、 特殊の 傾向 を 持って 來た。 その 學に 包含 せられて ゐる 諸種の 問題に 

ついて 疑 ふ、 それ は當然 のこと として、 更に、 その 根本た る學 そのものの 組織、 或は 學 そのもの 

の 目的、 範圍、 研究方法と いふ やうの もの を 疑 ひ 出して 來た。 これら 學 問の 大前提と なって ゐる 

もの や 或は 假定 となって ゐる ものが 組織 を變 へれば、 その 學に 包含 せられて ゐる 諸種の 問題 は、 

一 時に 解決 出來 ると 思 はるる やうの 場合が 多くな つて 來た。 精神科 學 ゃ哲學 やに この 傾向が 最も 

著しい。 たと へば、 規範 科學と 叙述 科學 との 意義の 如き、 規範と いふ 意義、 叙述と. S ふ 意義が 明 

瞭 になって 来れば、 美學ゃ 倫理 學ゃは 根本的に 組織 方法が 違って 来る かも 知れない。 プラグ マチ 


一 四 

ズム とい ふやう の もの も、 あれ は 組織だった 哲 學の體 系で はない。 ただ 一 つの 態度 論で ある。 眞 

理 そのものに 關 する 見解で ある。 吾等の 哲 學に對 する 意味で ある。 

われら は、 科學 そのものに 多大に 信頼 をして ゐる。 實際、 科學 に信輟 しなければ われら 0 生活 

はプ ー ァ Q ものと なる からで ある。 併しながら、 われら は そ Q 眞理 なる も Q に 向っても、 遣憾な 

がら 全部の 自我 を 投げ 55 して 以て 信頼 十 るに はや や あきたらない 感が ある。 科學は 自我の 一部分 

Q 統 一 だ。 未だ 全部の 自我の 統 一 ではない。 文藝と 倫理と が 自我の 兩 側面で 反衝 しあ ふとい ふや 

うな 次第で ある。 ここに 於いて か 我等 は 哲學を 希求 せざるを得ない。 而 して その 哲學ゃ 科 學ゃは 

根本的に 懐疑 を 以 て m 發點 とする。 

ダリ ー ンは、 思想の 獨 立と いふ ことに 腐心した と 聞く。 自分 は 讀んだ 書物の 乏しき 故 を 以てで 

はない が、 事 實、" 思想の 獨立 とい ふこと が 肝要な 心 懸けで あると 思 ふ。 健全に 育って 來た 人の 思 

想 は、 直覺 的に も、 正 か 不正 か は 大體に 於いて その 場合に 判斷を 下す。 然るに 種 々他人の 說 をき 

いて、 これで もな し、 あれで もな しと 考 へた 人の 頭腦 は、 幾分 その 學 問に 中審 して ゐるも 0 とい 

つても よい。 正 不正の 判斷も 徒らに 中庸 をと つた 因循の ものと なる 場合が 多い。 眞理と は 何 Q こ 

とか、 迷信と は 何 0 ことか、 われら は 惑 ふ ことがある。 快 樂說が 快樂は 人生の 目的な りと い へば- 

未だ 快 樂說を 知らないん Q 良心 は、 直ちに これに 不正の 判斷を 下す こと は事實 だ。 何も 小さな こ 

とに 容喙 して 細々 しく 批钊 する 必要 もない。 自分 0 頭腦 は、 健全に 發育 する も 何も、 いまだ 發育 


0 字 さ へ あてる ことが 出來 ない 未熟の もの だら うが、 同時に 讀書 Q 少ない 有難 さに は學 問に も 中 

毒して ゐ ない。 中毒して ゐ ない 頭腦の 所說 として、 たと ひ 自分の 論が まづ いにしても、 眞 に好舉 

なる もの はこれ をー讀 して 貰 ひたい。 由 來擧說 を 批判す るの を 聞く と、 ただ^ 少なる 心理 學 的の 

誤謬が 時代の 相 逮で發 見せられた とか、 論理の 方法が わるい とかで、 滅茶滅茶 にこれ をけ なして 

しま ふの を 普通と する が、 自分 はこ Q 方法に は 頗る あきたらぬ。 こんな 琪 細なる こと を 見て いつ 

たら (勿論 見て 行く Q も 必要 だが)、 いつの 世に 同情すべき 說が m 來て こよう。 要は その 論 Q 持 

して ゐる倾 向、 根本 思想と いふ やうの もの を 見る にある。 その 人の 根本 思想が 那邀 にある か を 知 

つて、 はじめて、 論語 も 不滅の 寶典 になれば、 H ピクテ タスの 敎訓も 實踐的 意義 を もって 來 るの 

で あ る 0 

二 新時代に 於け る 宗教の 意義 

從來の 宗敎は 不思議のと ころから 出發 した。 コム トで あつたか がいって ゐ たと 思 ふが、 宗敎の 

出發點 となった もの は、 萬 物、 或は その 萬 物の 現象に 對 する 戰鬪 である。 憧懷 である。 支那 人の 

天と いふ 思想 は、 あの 天然の 供給 Q 乏しい 黄土の 上に 住って ゐた 人種が、 風力 水力と いふ やうの 

自然力 を 驚異した に 始まり、 印度人の 神と. S ふ 観念 は、 四 園の 豐 富なる 天然 物、 美麗なる 自然 現 

象に 對 する 歎美 憧愫 0 念から 起って ゐる。 つまり は 多 神敎だ 。自然と 奮闘して、 迚も これに 險て 


ぬと わかった 時に これ を 恐れる。 恐れた 結果 は 自分に 迫害し ないやう にと 崇拜 する。 これが つま 

り 宗教心で ある。 在来の 宗敎 者の 心的 狀 態の 起源で ある。 この 原始的の 宗敎 心が 進化して は 英雄 

ポ拜 となり、 多 神敎は 一 神敎 となって、 風神、 水神、 木の 神、 慈悲 0 神、 知識の 神 は、 渾 一 態な 

る 唯 一 祌ゴ ッド となり、 最勝業 偏 知 色無礙 自在 救世 大悲の 如来 ともなった。 而し てこの 絕對唯 一 

祌を 組織し あげた もの は 大聖 者であって、 つまり キリスト である。 釋 である。 彼等 は 無 盡藏な 

る 知識 を 以て 宇宙の 眞理を 究め 盡し、 あらゆる 懷 疑- あらゆる 煩悶 を 消去して、 大悟 徹底の 域に 

入った 後に その 深邃 なる 敎理 を說 いた。 凡人に は その 根本的の 所謂 解 (信 解 行 證の四 者の 中の) 

が 出来る もので はない。 ただ その 大聖 者の 大人 格に 憑據 信頼して、 敎理の 信 あるの みで ある。 

親 が 「念怫 は 誠に 淨土 にうまる るた ねに て やはんべ るらん。 また 地獄に おつる 業に て やはん 

ベる らん。 總 じても て 存知せ ざるな り。 たと ひ法然 上人に すかされ まいらせて、 念怫 して 地獄に 

おちたり ともさら に 後悔す ベから やさ ふら ふ o」 とい ひ、 叉 r 彌陀の 本願 まことに おはし まさば、 

釋 尊の 說敎虚 首なる ベから す。 佛說 まことに おはし まさば、 善導の 御釋 虚言し 給 ふべ からす、 善 

導の 御釋 まことな らば、 法然 のお ほせ そら 言な らん や。 法然 のお ほせ まことな らば、 親鸞が 申す 

むね またもて 空し かるべ からす 候 ふ歟。 詮 すると ころ 愚 身が 信心に おきて はかくの 如し。」 とい 

った^^も、 つまり この 境を吿 白した ので ある。 

故に 一般 信者 は、 信す る 理由 を 知らぬ。 ただ ゴ ッ. ドを 信す るの みで ある。 如來を あがめる のみ 


である。 その ゴ ッド その 如來 も、 宇宙 G 第一 原理であって もよ ければ、 人格 性の もので あっても 

よいので ある。 (否 一般に 宗敎 の特徵 として は、 その 人格 性なる 點 にあった。) 故に 一般 信者が 

信に 入る の徑路 は、 知的でなくて 情 的で ある。 知の 解決と いふ 滿 足でなくて 情の 偸樂 である。 宇 

宙 不可思議に 對 する 解決と いふ 煩悶でなくて、 人の 苦 惱を脫 する 目的で ある。 唯一 神、 絕對 性に 

對 する 知的 認識ではなくて、 釋迦 とい ふ 大人 格、 基督と いふ 大人 格に 依頼しての はなしで ある。 

知的 認識 は釋迦 基督に 一 任して、 自己 はた だ その 認識した 哲理 唯 一 神 を 信す るに ある。 知的 作用 

は 他に あって、 自己に は 苦 惱の脫 却と いふ 感情の みが ある。 

これが 某して 近代 人の 滿足 出來る 信仰で あらう か。 懐疑 を 出發點 とした 近代 人の 主張で あらう 

か。 人生の 苦惱 とい へば、 自分に は 哲學的 良心 を あざむく 一 一個の 矛盾せ る 信念 を 持す る ほど 苦痛 

な こと はない。 生 老病 死、 それ 自身が 直接に われ を 苦しめる 情の 痛 さよりも、 生 老病 死 そのもの 

についての 認識 解決 Q 煩 ひの 方が、 自分に は 適切に 感じて 來る。 プラグ マチ スト は、 眞理 ゃ實在 

やが 我々 人類の 主觀 的に 造り あげる もの だと 敎 へて くれても よい。 ルドルフ . オイケン は、 人生 

は 初めから 不變常 恆の體 がない。 われらの 行爲で 造り あげら るる もの だと 示して くれても， おん 支へ 

ない。 自分 はた だ 眞理實 在と. S ふ ものに 觸れて 見たい。 二 個の 基礎に よって^々 に きづく こと は 

爲し 得ない。 生 老病 死が 主觀 的に 苦しければ 眞理の 矛盾 も主觀 的に 苦しい。 否々、 自分 はこの 異 

る 基礎に 立つ 一 一個の 眞理を 信す る 位なら ば、 疾うに 死んで ゐる であらう。 そんな 險 香な 世界に は、 


住つ ■ て ゐられ なかった ので ある。 自分 は 誰の 所 說をも 疑って 見たい。 いはん や、 釋迦 だ， 三」 基督 

だとて、 その 人格に 依賴 して 所說 まで を も否應 なしに 信. f るな ど は 思 ひも よらぬ。 清 澤滿之 かれ 

何者 ぞ。 たと ひ 彼の 才學 世に 秀 いでて、 哲學に 赴き、 基督 を たづね、 懐疑に 懐疑 を 加へ たとい へ 

ども 終に 絡對 他力に 頭 を さげた と、 人 は 御幣 かつぎ をして、 自分に 無知 を あなどり 降伏 をうな が 

すと も、 自分に はな ほ 信頼す る 自己の 哲學的 良心が ある。 基督敎徒が綱島梁川を引っ張り3^して 

自分に 說 きつけよう とも、 自分 は 毫も 動く ところがない。 

ああ 自分の. S ふ 宗敎、 それ は 果して どんな もの だら うか。 自己の 哲學的 良心 を あざむかざる、 

また 自己の 行爲に 甚大の 意義 ある 宗敎と は 何 だら うか。 自分 は あへ ていふ。 

O0  Dooooooo〇  0000000  000000  0  0  0  0  0  C  C  0  0  0  0  00  00  0  0 

懐疑より 屮 I 發し て 自己の 哲學的 良 心 を滿足 す る 哲擧的 案 を 意志に 實 現した る もの こ れ宗敎 

0  0 

なり 0 

的苦惱 よりお 發 した 一 時 救濟の 哲理 は、 自分の 希求す ると ころで はない。 懐疑より ぉ發 した 

る も である。 情 Q 力 を 以て 知の 作用 を壓 迫した る斷 案で はない。 全 自我の 肯定した る 究竟 的斷 

案で ある。 これ 全 自我 Q 强き 信念の 以てつな がると ころで ある。 全 自我の 摺服 すると ころで、 ま 

た 同時に 溫 情の 湧く ところで ある。 烈日の 威力 あると 同時に、 父母の 慈愛 ある 斷案 である。 愛の 

源で ある。 知 Q 歸結 である。 信念の 力と 强 みの 以て 流れ出 づる ところで ある。 疑惑の 常に 解決せ 

られ ると ころで ある。 科學も 批钊し て 餘蕴 なき ところで ある。 


哲學と 宗教と は、 敢て^ 途 ではない。 哲學は 靜 的な もので、 宗敎は 動的な ものである。 哲學は 

理性で、 宗敎は 意志で ある。 哲學は 客 觀的斷 案で、 宗敎は 自我 體得 である。 

宗教と 倫理と は 違 ふ。 倫理 は科學 で、 宗教の 原 たる 哲學 はこの 倫理と も 背反し ない もの だか 

ら、 無論 宗敎 とも 衝突し ない もので は あるが、 倫理 は 畢竟 科學 である。 個人の 心理的 觀察、 社會 

の 社 會學的 考察の 結 m!^ 產 出した ものである。 宗敎は それと は 遠 ひ、 意志で ある。 全 我的氣 分で あ 

る。 道德は そこに 實在 する 物件に 據る。 實在 する 物件 を 給 合し 考察して 理想 を 組織す る。 倫理 舉 

は行爲 の 指針と なり て 、 宗敎は そ の 行爲に 意味 を與 へ る 。 

宗敎が 個人個人 によって 異 つて 来る ことがあっても、 それ は 不思議で ない。 各人の 哲學 が異る 

ので ある。 吾人 は 寧ろ 佛 敎國： は 悉く 佛敎を 信す るに 至り、 基督 國民は 悉く 基督 を 信す るに 至る 

のが 不審に たへ な. S ものである。 自分 は ただこれ を 以て、 先き にも 擧 げたやう に、 人格に 依頼し 

た 結 茶と しか 思へ ない。 たと ひそ Q 人が 如何 やうの 理由 を揭 げ哲學 的に 考察しょう とも、 つまり 

は 煩 琅哲學 が 基督 敎 に 於け る 態度 だ とい は う。 

三 絕對 他力の 考察 

絶對 他力 敎徒は , 宇 {5 の 渾沌た る 力 もしくは そ 力の 根源 者 を 認知し てなる。 自己 を 考察せ よ。 

生命 をつ づける 衣食住、 一 にこれ 他力で はない か。 他力な くして 自己の 力が あらう か、 活動が あ 


らう か。 否、 自己の 活動 は 自我の 活動で ない。 他力の 活動で ある。 自我 卽ち 他力で ある。 自己の 

ものと 思って ゐる その 自我 も、 親から 生じて 來 たもので ある、 とい ふ 風に 說く。 而し てこれ だけ 

では 宗敎に はならない が、 その他 カー 切 を 恩惠と 感じ、 他力の 根源 を 渾沌た る もの 又は その 渾沌 

たる ものの 支配者に 歸す るので ある。 この 論調 は、 十九 世紀に 怫國 にあった 決定論 や 機械論 や 唯 

物 論 的 傾向 やに 頗る 似通って ゐる。 

今、 自分 は、 彼等 自身のと つて ゐる 唯物論 的 傾向 を そのままに 取り入れて そして 考へ て 行きた 

い。 問題 は 自我の 本質、 自我の 起源と S ふこと だから、 容易に は 解決が 出来ない。 自分に は 今の 

ところ 確乎たる 意見 はな. S が、 それでも 他力 敎 徒の 所說 だけ はこれ を駭 する ことが 出来る。 

第一 に 彼等のと つて 行く ところ を 以てすれば、 結局 は、 渾沌た る 力、 宇宙に 適 在す る 力と いふ 

ものに なって 了 ふ。 先づ 現在の 自我に ついて、 他力に よって 活動して 行って ゐる、 生活して ゐる、 

とい ふこと は、 自我 も 宇宙の 力の 一 部で あると S ふこと をい つたに すぎない。 自我 も 宇宙の 一 物 

であると した 以上 は、 あへ て その 活動ば かりが、 不可思議な ものであって 宇宙の 力と 異る 力で あ 

ると いふ ことが ぉ來 ない こと は、 勿論で ある。 而 して その 宇宙 力が 種々 の狀 態に あら はれて、 或 

は 人となり、 或は 風と なり、 或は 獸 となり、 或は 草木と なること も、 物理 學の 指示す ると ころで 

ある。 尙ほ 自己が 父母に よって 生じた と 見ても、 その 父母 をす つと 遡れば つまり 現在 生育して ゐ 

る 我なる もの は、 根源に 於いて 一 に歸 し、 すな はち 世界の すべての 我 は 一 の 源より 發 したる 大な 


る 意識 そのもの である、 ともた-る。 

それらの 推理の 萬般 について 自分 はな ほ 幾多の 疑問 を 持って ゐ るが、 すべ て それ を拋棄 して、 

ここに 渾沌た る狀 態の 宇宙 力なる ものが、 實在 すると 考 へ よう。 併し 斯うい ふこと がいひ 得られ 

ると しても、 宗敎 として は 何の 意義 を 持って 來 るか。 實在 する 宇宙の 起源 は 以上い つた やうに 渾 

沌 たる もの、 力の み遍滿 する もの、 イブ セ ンの 劇に、 所謂 一切 ロゴ ス —— P ゴ ス 一 切で あつたか 

も 知らな. S が、 實在 する 宇宙 は 渾沌ではなくて まとまった ものである。 形式で ある。 個々 に その 

狀態を あら はして 意味 を 生じた る ものである。 力 そのもの がー のまと まりをな して ゐて、 それ 自 

身の 形式で は 決して 他と 交涉 のな. S ところに、 自我が 出来て ゐる。 まとまった 個々 の 形式 は、 決 

して 他の 形式と 互 ひの 認識 を しない、 自由な る 意志 活動 をな す主體 である。 責任の 主體で あ る 。 

その 行爲が 悉く 如来の 所作で あると いって、 殺人した くば 殺人せ よと 敎 ふる は、 無謀 も 甚だしい 

ではない か。 かくて は 人生に 理想 もない、 意義 もない。 責任、 道德 的歸與 とい ふやう の ものが ど 

こに あるか。 人生に 道德 なる もの は實 在し ない 理で はない か。 ダリ I ン 氏の 絕對的 唯心論の 破ら 

れ たと 同じ 缺陷が ある。 今のところ 哲學 は、 どうしても 人格 的 唯心論 以上に^で ない。 終局に は 

絕對的 唯心論と 相 提携す る もので は あら う が、 今のところ、 これ だけの 論據 では 到底 個 心 を包攝 

する 絕對心 は 認 め やうがない。 

筢對 他力 敎の 所說 をた だ 宇宙 力の 認知と E ただけ でも、 以上の 缺陷は あるの だから、 いはん や 


tV Q 宇宙 力 を 支配す る 絡 對祌な る 如來を 認識す るな ど は、 穴 忘-以上の 空想 で あ る 。 な ほ 5 把對 他力 

者が 自我 卽ち 他力と 見、 無我と 觀 じて ゐ ながら、 その 自我に 來る 他力 を 恩 惠と感 す るな ど は、 彼 

此 撞着の 理論で はな 5- か。 恩 惠と感 する に は その 感 する 主體 がなければ ならぬ。 その 主體は 自我 

とい ふ考 へがあって はじめて 生じて 來 るので はな. S か。 なほ 一歩つ き 亡んで、 渾沌た る 宇宙 力の 

種々 の 變轉が 宇宙 0 本性であった なら、 恩惠も 何もない 譯 ではな. S か。 

こ Q こと は結對 他力 敎の 根本 問題で あるから 第一 に 論じて 來 たが、 自我の 問題な ど は 頗るむ づ 

かしい。 とい ふより はこれ は實有 論に 屬 すると ころで、 確た る 論 も出來 ない ことで あるから、 こ 

れらの 問題に 就いて 論す るよりも、 そ Q 人 信の 動撵 たると ころから 論じて いって 入信 者 の 惑 ひ を 

^きた いもので ある。 

四 本務と 本務との 衝突 問題 

現代の 新ら しい 傾向と いったら、 懐疑と 5 ふこと、 これが 生命で ある こと は 前に 説いた。 近代 

人 の 知識 が 著しく 進歩し て來て は、 道德上 の 本務と 本務との 衝突が 起 る は 止 む を 得な いこと で あ 

る。 絕對 他力 者 はよ くい ふ。 自分 は 終に 11 者で ある。 無知 者で ある。 道 德の數 多い 本務と いふ も 

0 を 遣って 行く こと が 出来な い。 あっち を やれば こっちに 不德が 生じて 來る。 こっち を やれば あ 

つちに 矛盾 を來 してく る。 人間 は 道德の 規则を 守る 能ばざる 無能者で ある。 淺 ましい 罪惡^ であ 


る。 ただ 救濟 する もの は如來 あるの みで ある。 如來は 一切の 我の 行爲の 責任 を ひいて 下さる。 わ 

れは何 をな すと しても 自由になる ことが 出來 る。 如來 をた のめ。 如來を 信す る こと は 善で ある。 

信ぜざる こと は惡 である、 と。 これすな はち 本務の 衝突と いふ 悶へ である。 なほ 深く は 本務 その 

も の の 意義 を あやしんだ 懐疑で ある。 本務 はす な はち 絶 對的價 値 の ある ものと 思つ た 誤謬 である- - 

本務 卽ち 道德 的と 思 つ た 誤謬 である。 

そこまで 疑ったら、 何故 そ Q 本務の 根源た る 理想と いふ ものに ついて 考究し なかった であらう 

か。 理想で 足らなかったら、 何故 そ Q 上の 哲擧的 研究 をし なかった であらう か。 自分 はこの 熱心 

なる 道德 懐疑 者に 對 して、 惜しまざる を 得ない。 挹對 他力 者 は 他力に Q みついて 考 へる。 自己の 

受動的 方面の みを考 へて ゐる。 何故 自己の 能動的 方面 を考 へなかった か。 他力. 他力、 これ を 押 

しつめ ていって、 結對 祌に歸 する 前に、 そ Q 他力 は、 それ 自身で 發 する も Q が ある、 乙 は 甲なる 

ものの 他力 を 受けた とすれば 甲 は 乙に 能動 者であった、 とい ふこと に考へ 及ぼさなかった か。 同 

様に 自己 もまた 能動 者た る ことに 結着し なかった か。 想の 境域に 飛び込む 前に、 何故 經驗 

界に 安住し なかった か。 自己の 能動的 方面、 卽 ちそれ が 自我 實現 である。 社 會我卽 ち 自我の 實現 

である。 數 多い 本務 はつ まりこの 自我 實 現の 手段で ある。 根源 は 唯一 つの 自我 實現、 そこに 何の 

矛盾が あるか。 

ニー 一一 


二 四 

五 結 譫 

結對 他力 者 の 主張す ると ころも 數多 きいて 見る が、 その 所說 には異 つたる 意義の 種々 なる もの 

が氾 じて ゐる。 決して 單 純なる 思想で はない。 以上 論じた ところ は、 ただ その 一端 を馼 したに す 

ぎない。 その他に も、 インス ピレ ー ショ ンに 接する ことが 直ちに 如来と 神 交融會 する ことか、 直 

覺 11 所謂 直覺 した 眞理、 理窟で いへ な. S 信仰、 ただ 一途に 信す るば かりとい ふこと は 果して 言 

ひ 得る もの か、 とい ふやう の 重要なる 問題 (これ はすべ ての 宗教に 接觸 して ゐる) がな ほ 澤山殘 

つて ゐ るが、 ここで はこの 位に して 切り上げる ことにする。 他日な ほ 意見 を 發 表したい つもりで 

ある。 絕對 他力 者の 所謂 入信 現象、 及び その 意見 は、 それに 似通った ものが 福來 さんの 心理 學に 

長 々と 北米の 何とかい ふ 宗敎を あげて あつたの を 記憶す るから、 なほ 我が 國の浩 々洞 派の 運動ば 

かりでなくて^ 界 によく 例の ある ことら しい。 鳥居 扶桑 先生 は 入信 者 を 自然主義に 比較して 論ぜ 

られ たが、 自分 も その 間に 何等かの 關 係が ある やうに 思 ふ。 怫蘭西 あたりから 輸入 せられた 自然 

主義の 小說 Q 中には、 外界の 勢力が よく 個人の 性格 運命 を 支配 するとい つた 風の ものが 多く ある _ 

田 山 花 袋 氏の 『妻』 の 主人公の 如き も、 詩人 的 性格、 否 それ を氣 取って ゐ たもの が 漸次に 社會化 

せられる、 俗人 化せられる、 とい ふやう のと ころ を描寫 して ゐる。 こんな 主張が ふと 絡對 他力の 

宗敎 に接觸 して、 入信 問題 を 惹起した と 見れば 見られぬ こと もない。 その 間の 連鎖 は 無論， 無自 


覺的 である。 暗々 裡 である。 

自分が こ Q 論 を かくに ついては、 ただ 門外漢の 無鐵 砲に 批評した 言で な. S こと は 記して 貸 ひた 

い。 たと ひ淺 薄で あるに せよ、 自分 は數 箇月 を この ことに 腐心して、 佛經も 請んで 見た。 人 信者 

の 言 もき 5 て 見た。 信仰に 關 する 諸氏の 論 も 出来るだけ 讀む やうに つとめた。 結論 はた だ 一般 宗 

敎の根 據に對 する 根本 懷疑 あるの みで ある。 ただこ こで は浩々 洞 派の 絕對 他力 敎を 批難した が、 

歸結は ただちに すべての 宗 敎に來 る。 自分 はた だ宗敎 なる ものに つ 5 て 疑問 を もって 來る やうに 

なった のが この 結對 他力 敎 について であった からと、 現今 我々 友人の 間、 及び 他の 中等 學校 生徒 

職員の 間に、 この 問題が 隨分 かまびすしく なって 来たから とで、 この 宗敎 について 論じて 来たの 

である。 

終りに いって 置く が 自分 はた だ 一 介の 白面の 書生で ある。 籍を 中等 學 校に 置く ものである。 そ 

の 所論の 頗る 徹底せ ざる は覺 悟の 前で ある。 ただ 大方の この 問題に 關 して 考究して 居らる る 人の、 

自分の 說の 謬れ る點を 指示 せられん こと を 切に まつ。 否々、 いやしくも 宗敎を 信す る も 0、  ^し 

て絕對 他力 敎を 信す る もの は、 必 すやこの 論に 對 して、 自己の 信念 を 吐露す る 義務がなければ な 

ら ぬと 思 ふ。 反駭は 自分 の 喜 ん で 受け ると ころで ある。 


不徹底 語 


我が ひそかに 畏敬 す る 祭樓 足下。 

すでに 余 は 余が 思へ る 幾分 を 述べつ くせり。 足下が 懇切なる 御 紹介 は、 實に 余が 終身 忘る 能 は 

ざる 感謝に て fe^。  <lr や 徐ろに 先進 諸子の 敎示 すると ころ を俟 つて、 なほ あきたらざる ところ をた 

づ ぬべき 機に 際し 候へ ども、 ひるが へって ft 者 Q 起草 を 見 来れば、 余が 述べん と 欲して 述 ぶる こ 

と を 忘れし もの、 はた その 意の 頗る 徹底せ ざり しもの、 至る ところ 眼に みちて、 ここに 言 は ざら 

ん と 欲す る も 言 はざる を 得 ざ るに 至り、 再 び 自習時間 後 Q 餘閑を ぬすみて 筆 を 走らせ 候。 

最近に 於いて 出版せられ たる 余 子筑水 氏の 『時代 思想の 研究』 を繙讀 致し 候。 中に 於いて 敎を 

受け； i 見 を增 したる もの 少なから す 候が、 特に 目下の 思考の 題 百に ふれて 適切に 味 ひ 得た る は、 

「宗敎 的 蓖理」 0 一  文に 御座 候。 余が 頗る 首肯し 難き 節 も 多分に 候 中に、 また 余が 著しく 興味 を 

もって 比较對 照した ると ころも 御座 候。 そ は 氏が あげたる 宗教 的 信仰に 對 する 諸學派 Q 說と、 余 


がさき に發 表し た る 宗敎的 信仰との 關係 如何、 余が 說は して こ れら 諸說と 相容れ ざ る ものなる 

や 如何、 と Q 問題に 御座 候。 フォイ H ルバ ッ ハが、 人性の 美點を 理想化し たる 假定的 想念な りと 

Q 說 * こ は 申す まで もな く 一般 識者の 認めて 以て 極端なる 論と なすと ころなる べし。 かくの 如く 

ん ば宗敎 的贯理 はた だ沙 上の 樓閣 たるが 如きの み ならす、 個人 を强迫 す る 威力 もな く、 亦 宗敎者 

0 最も 宗教の 有難 さ を 味 ひゐる 安心立命 はいふ こと もなかるべく 候。 更らに 余が、 穩 健に 近き 主 

張な りと 思 ひたる は、 獨の バウ マ ン敎授 の唯理 的解釋 及び 新 力 ント擧 派の 所說 にて 候。 バウ マン 

敎授 の所說 によらば、 佘が. S ふ 宗敎的 眞理は 最上 唯理 的の 眞理 なるべし。 何と なれ ぱ唯理 の 最上 

階級 は 哲學の 解釋 に し て 、 余 Q 所說を 以てすれば、 その 哲學眞 理 なる も Q と宗敎 的眞理 なる もの 

と は、 二に あらざる ベければ なり。 また 新 カント 派の 所說を 以てすれば、 宗敎的 眞理は 感情 を以 

て、 或 ひ は道德 意識 を 以て 成り立つ ものと いふに これ あり 候が、 こはた だ、 一面の 解釋 にて 候 は 

す や。 £ 早なる 感情の 滿足 は、 果して 懐疑 的なる 人類の 全 自我 を滿 足せし むべき や。 余の 說の 如き 

を以 て すれば、 全 自我 の 意志 信仰な るが 故に、 こ れ 以上に 强き 信仰 は なかる ベ しと 思惟す る も の 

に 候。 宗敎 は道德 意識な りと いふ もの は、 甚だしき 科擧 的の せまき 眼界な り。 余 は 以て 宗敎と i は 

理と を^に し、 宗敎と 倫理と はた だ その いづれ も が 哲學を 連鎖と し て 矛盾な しとい ふ も Q にて、 

宗敎は 必す しも 道德的 の 意識な く、 全 我 的 氣分卽 ち 哲學的 斷案を 意志し たる も 0 、 行爲に 意義 を 

與 ふる も Q なりと い ふ 所以 に 御^ 膜。 


二八 

今にして かくの 如き 說を 批判す る はすで に 時代 後れなる や は 知らす 候へ ども、 世の 一般の 宗敎 

に 科學的 見解 を 加 へんと する 人の 所論の 陷る ところな るが 故に 聊か 卑見 を陳じ 候。 

所謂 見神、 結對 他力 論者 を 以てすれ ぱ、 人 信と いふ は 如何なる ものに や。 宗敎者 は 皆 かくの 如 

き 境界 を必す ふむ ものなる べし。 古の 禪の 僧侶の いふと ころ をき くも、 朦朧と して 明ら 力なら ざ 

れど まさに この種の ものなる ベく、 最近に は 綱 島 梁 川 氏の 見神の 實驗、 泰西 基督 敎 者の 見神な ど. 

こ は 分明な る 記述 によりて その 如何な る ものなる や を 察す る を 得べ く 候。 これ 迄の 所謂 宗敎 は 必 

す この 見 祌を伴 ひ 居り、 そのこれ なき はた だ 知的の 信仰に 止り て、 浮薄なる ものと S ふべ く 候 ひ 

き。 人 一一 3: 者の 入信て ふ 心理 現象 は、 果して これと 同一 種の もの か は、 余 はな ほ 頗る 凝念 を存 する 

も Q なれ ども、 少なくも こ れに 類似した る 心象な る は い ふまで もな く 候。 

この 見神て ふ もの こそ、 あやしき 芝居の 樂屋 にて 候へ。 「敎 育學 術界」 に 加 藤 博士が プラット 

氏の 宗敎 心理 說を 紹介 致し 居り 候が、 宗敎 心理 學は その 第一歩に、 まさに この 見神て ふ 心的 現 焚- 

を 研究すべし。 して 我等の プノ イマ、 活 元と 神的實 在と 融會 交通す る ものな り や。 福來 博士の 

第 八^ 界の 發見實 在の 感證 との 說の 如き は、 到底 余の 想定す る 能 はざる ところに 候。 これにつ き 

て は 余に なほ 說 あれ ど、 こ はな ほな ほ廣く 研究した る 上に て發 表した きものに 候。 ただ ここにて 

は 所謂 入信て ふ 芝居に 疑 ひ を 置きた る だけに 筆 を 止め 候。 


不徹底 語 は これにて つ きす 候。 この 次ぎに は 直覺の 意義に つ -S て なほ 疑惑 を つ づ くべ く 候。 今 

や 夜 や 深更 まさに 寢 につくべし。 ここにて 搁 筆致 候。 四 $ja 叔 たり。 寞 たり。 ゎづ かに 窓ガラス を 

磨る 風の さ さ や きを 閉き 申し 候。 

信仰 は 理窟に て は 述べ 難しと は 多くの 絕對 他力 者の 口 に 聞く と こ ろに 候。 理窟に て 述べ 難しと 

せば、 理論 は 最早 それ迄の ことなり。 然れ ども 所謂 理窟に 述べ 難しと は 抑. - 何の 意味 か。 これ 亦 

頗る 空漠なる 言葉な り。 幅來 氏の 所謂 第 八 新世界の 出現の 意 か。 否々 しかく 苦悶し 煩惱 したる に 

あらす して、 不圖 したる 機會に 信に 入り 爾來 物々 歡 喜に 堪 へす とい ふ 一 部 信者の 聲を 聞かす や。 

或 ひ は 中には 所謂 第 八 新世界 (もし ありと せば) の 認識 をな したる 高僧 智識 も あるべ けれど、 世 

の 一般の 入信 者と 稱 する も Q は、 必 すし も然ら ざるべし と 存じ 候。 第 八 新世界の こと は 第 八 新 世 

界の 語よ くこれ を說 くべ し。 眼の 識界 のこと を 語る に 聽覺の 言語 を 以てすべ からすと S ふ は 未だ 

恕 すべし。 徒らに その 大悟 徹底の 域 を てら ひて、 論の これ 窮まる に 及び、 理窟 も 及ぶ ベから すと 

遯語 をな す も Q 果して これ なきや 否や。 

はた 又、 感情の 滿足 なり、 個人の 主觀 なり、 これ を 吐露す る も客觀 的普汎 的の K 理に 合着せ ざ 

る を 以ての 故に 然り とい ふに や。 


はた 叉、 一般に 宗敎的 眞理の 成立す る 必耍耍 件と なした る 直覺の 意な りと いふに や。 然り とせ 

ば 余に 又 いささか 卑見 を 有し 候。 直 覺とは 誠に 都合の よき 言葉な り。 倫理に 於いて 快樂說 と嚴肅 

說と紛 々ゅ擾 をな すに 當り、 俄然 直覺說 なる もの 現 はれ 來り、 シジ ウィックが 自我と 他 我との 間 

に 衝突 を來す や、 直覺 せらるべき 公正の 公理なる ものに て 御茶 を^せ り。 古來 この 語の 用 ひられ 

し は 思想界の 餘 り景氣 よき 時代に て は 候 は ざり しなり。 (遗傳 によれる 盧覺 とならば、 幾分 は 意 

味 をな すべし。 その 根 原を尋 ぬれば いかに)。 金子 筑水 氏の 論に は、 事實 をば 分析せ ざる、 事實 

そのままの 認識 統一 とい ふが 如き 解 釋 ありし やう なれ ど、 それにて さへ なほ 事實 は事實 として 必 

要なる 3, ぃ發點 なり。 而 してな ほ 事 實を市 M 莨と しての 認識 統一 、 感性の 傾向と. S ふが 如き もの を考 

ふるに、 余 は そこに 暗々 裏の 心的 活動、 推理 $.1 合作 用 を 認め すん ば あらざる ものな り。 ただ その 

活動が 頗る 長 時期に 亙りて しかも 微々 たる 暗々 裏の ものたり しがた めに、 人 ほその 推理の 道程 を 

忘れた る ものな り。 何ぞ必 すし も直覺 と. S ひ直觀 とい はんや。 ここに 人な きに われ ここに 人 あり 

と 信. f とい ふ は、 の 頭 も 何と やらい ふ 論に 有 之べ く 候。 

淸澤 滿之師 は、 自己の 知識の 織少 にして 到底 宇 苗の 解決すべからざる を さとり、 しかも それが 

頗る 困難の ことなりし とかに 候。 親 驚 も 愚 未ルと 申した る 由に 候。 法 然も 愚痴と さげすみ たる 由に 

候。 -1 遠 なる 宇 扭に眇 たる 人類の 蠢々、 客覷 すれば 宇宙 の 祕鍵は 到底 こ Q 小 動物の 手に にぎられ 


ざるが 如く 然り。 され ど そ は眞理 なる もの を 不變客 觀の體 と 見た る 誤 @ ならす や。 カントの 說を 

ここに とり 来れば 、 時 問 空間 も 亦 我等が 外的 知 覺に必 耍缺く ベから ざる 內的 形式な り とい ふに あ 

らす や。 すべて は 内觀の 世界な り。 自我の 世界な り。 {-Hs と. S ひ、 現象と 呼ぶ もの、 悉く 藏 めて 

以て 自己の 意識に あるな り。 自己の 創造 建設に 俟 つもの なり。 何 をか大 とい ひ廣と いはん。 顧み 

れば 人類の 懷疑は 殆ど その 本能 性な り。 われ はわが 宇宙が 到底 解決せられ すと 敎 ふる も、 なほ 手 

をつ かねて 傍觀 する 能 はざる ものに 候。 努力て ふ 意識の 存 する 限りに 於い て、 余 は 余が 懐疑 をつ 

づけた きものに 候。 いはん や 一 片の 信仰て ふ ものに 退隱 して 安閑た るが 如きに 於い て を や。 余 は 

これ を さして 麻醉 劑に醉 ひ、 阿片の 甘夢に 自己 を 忘却した る ものと S ひたく 候。 

懐疑 は して 青年の 氣 力の f 釭滞 か。 2^ して 靑 年の 氣 力の？ J 滯か。 嗚呼 これ 何等の 妄言 ぞゃ。 例 

をと る も 古めかし けれど、 一一 ュ ー トン は 林檎の 熟 落す る を 疑 ひ、 ワット は蒸氣 e 勢力の 偉大なる 

に 驚き て、 彼の 大 なる 成功 をな したる に 非す や。 余 が懷疑 はた だ靑年 者の 鑌 々 宗教に 赴く を 怪し 

みたる のみ。 迷妄 を 以て か。 將た大 なる 信念あって か。 余 はた だ その 心事の 余に 知悉せられ ざる 

がた めに 大いに 理由の 存 する も Q は 大いに 理由 を 聞かん と 欲し、 迷妄 者は以 つて 正さん と 欲した 

るな り。 懷 疑なる 哉。 懊 疑なる 哉。 懷疑は 以て 近代 人の 生命な り。 余は懊 疑に 生きて 懐疑に 終ら 

んと 欲す。 ただ 後に して その 跡 を 頼みば、 そこに 幾分 努力 C- 痕跡 をと どめ 益す ると ころ を 見る 


と 言 はれん こ と を y 布 ふ も Q に 候。 

併しながら 足下の 所謂 氣カ の設 うると 稱 したる もの、 余 はな ほ^ 意 ありての 言 と 解せ り 0 粲樓 

足下 以て 如何と なす。 


同心 の 動機 

宗敎家 は 果して 如何 な る 定義 を 下せる か は 知らす、 ここに 囘 心と いふ は、 余 は 元來 の 無 宗敎者 

が不圔 したる 機緣 により て 端的に ただ はっと 心 付きた る 宗敎的 信仰 をさせる 也。 彼等 Q-S ふと こ 

ろを以 つて すれば、 實 在の 證得 をさせる 也。 神の 觸接 をさせる 也。 基督教の 見神 は その 主たる も 

のとして、 余 は 宗の 所謂 人 信 を もこれ に 含めた る 也。 

菜して それよ く實 在の 證得 か。 神の 觸接 か。 余聚 頗る これ を怪 まざる を 得 や。 彼等 は 則ち いふ。 

赏 在に 觸れ ざる もの は 以て 言 をな すべから す。 神 を 見ざる もの は 以て 神 を 論す ベから す。 砂糖の 


甘き はた だ 甘き なり。 これ を 味 はざる もの は 如何なる 言 語 を 用 ふる も 到底 知悉す る 能 はやと。 さ 

れど 余の 疑 ふところ Q もの は、 この 外郭に あらざる 也。 形式に あらざる 也。 宗敎的 意識に あら ざ 

る 也。 彼等が 神な りと 信す る 宗敎的 意識の 實在 する こと、 余輩 これ を 疑 ふに あらす。 そ は 多くの 

宗敎 者が 異口同音に 稱述 すると ころ を 以て 推し 得たり。 ただ その ふ i 的 意識 そのものが、 神の 存 

在な りと 5 へる こと を 疑 ふ 也。 實在を 感得 するとい へる こと を 疑 ふ 也。 梁 川 氏 は、 われ 等が 自然 

に 生命 あ りて ふこと は ただこ れを感 す ると いふより 外に 客觀的 證據な きが 如くに、 神 ありて ふ こ 

とも 祌を感 すと いふより 外に 客觀 的證據 なしと い へり。 そのこと がいぶ かしき 也。 滿 足お 來 ざる 

也。 彼等 はすな はち 言 ひて こばまん か。 未だ その 域に 達せす、 その 意識に 接せす して、 何 ぞい は 

んゃ 神な しとい ふこと、 實 在に 鋦れゃ とい ふこと と。 さなり 余 は 未だ その 意識 を 實-驗 せざる もの、 

實 にこれ を批議 する は 或る 意味に 於いて 獨斷 ならん か。 不合理な らん か。 然れ ども 余 は その 根柢 

な る囘 心と い ふ 事實そ の も Q の 性質 貧弱な るが 故に、 その上 に 築かれた る 樓閣を あ やしむ も Q な 

り。 實に 薄弱なる 基礎の 上に 築かれた る 臺榭の 未だ 儼然たる もの を 見し こと あ ら ざ れ ば 也。 余 は 

少しく こ こ に 所謂 囘 心 て ふ事實 Q 成立す る 事情 を 記さん か 。 

すべて これ 等の 信に 入りた る もの は、 心中 何等かの 缺陷 ありた る ものなる こと は 根抵に 於いて 

否む 能 はざる 事實 なりと 信 や。 缺陷は 或は 意識的に して 堪へ がた き 苦痛 煩悶 を 感じた る 場合 も あ 

るべ し。 或は 一 意識的に して 浸染の 甚だしき、 ただ 何とな き 不安 を 感じ 寂寞 を 感じた る 場合 も あ 


るべ し。 藍 ふところ は 心中の 不安 也。 感情の 苦悶 也。 絶望 也。 ある ものの 希求 也。 

余 は 更に この 不安の 意識 を 三方 面に 分ち て 思惟す る を 便宜 多し となす。 實 際に はた だ その 一 Q 

みあら はるる 場合 も あらん。 二 を 伴 ふこと も あらん。 すべて これ 現 はるる こと も あらん。 そ は 種 

種なる べき 也。 三種の 不安と は 何ぞ。 曰く 驚異 心、 曰く 罪惡 心、 曰く 無力。 

I お 異心 は 多く 理性の 不安 也。 白日の 瞳 々たる、 夕陽 Qg- 々たる、 これ^ 前の 現象 也。 夏の 夕の 

月昆 草の 露の したたり や、 ある は 秋の 花、 野に 無心の 蟲の すだく ー背 や、 みなこれ せまれる 光 1^3 ^也。 

誤らざる 感％ なり。 怫者 はこれ を妄董 習と 貶しぬ。 さはれ この 感覺 全部 を： i する も、 思惟し、 認 

識し、 われ をして 今 かく 考 へしめ つつ ある われの 存在 を. S かに か解釋 すべき。 更に 更に- hn 尺 竿頭 

に 一歩 を 進めて、 すべて は 湼槃の 寂寞、 無我の ささやき、 空 也、 無 也と 觀 すると も、 その さ、 そ 

の 無、 あに 奇怪の ものなら す や。 奇怪 もな く、 われ もな く、 思考 もな き 一切 {仝々、 これ あに 何等 

の 意義 ぞ。 いやしくも 理性 ある 人類の 誰れ もが 接する 驚異 はこれ ならす や。 

惡心は 多く 感情の 不安 也。 わがな し 来りし 罪 惡の數 々の 今更に 恐ろしくて * 良心の 呵責 は 遠 

慮な く犇々 と 寄せ 来れり。 實に惡 人 盛んなる 時 は 天 も 亦 如何 ともなす 能 はすと かや。 い へる 意 は 

彼等 Q 呵責な きをい ふ 也。 呵責な き 生活 は榮ぇ あり。 惡人 なほ 且つ 榮 ゆる 也。 然れ ども 一 旦不圇 

し た る こ とに 跪 跌を來 して ここに 言 ひ 難 き 苦悶 を 感す るに 至る や、 これ 惡 人の 衰 ふる 時節な り。 

良心の-芽の 芽ぐむ 時 也。 なほこ 他に 敎訓 によりて 原罪 を 感じた る も 如き は、 すでに これ 半 


ば 信仰に 人り たり。 囘 心に 近づきたり。 

無力の 不安 は 動的な りと いふ 點に 於いて、 余 は 便宜上 意 的に 見たり。 然れ ども 必 すし もこれ 意 

志の みに て はなし。 無力と は、 種々 なる 意味 あるべし。 然れ ども 余が ここに いふ は道德 本務に 對 

する 無能 をい ふ。 生活 活動の 上の 無能と いふ。 驚異 心の 結 菜 達した る 理性の 無能て ふ 意識 は、 便 

宜上 ここに 分類せ す、 萱 しその 根源 は 驚異 心に ありて、 無能て ふ 意識 は その 第二 步の 解決 なれば 

なり。 本務の 衝突 更に 程度 高き もの は、 本務 そのもの をす ら爲 すに 堪へ 十と 思惟す るな らん。 こ 

れ を道德 上の 無力と. S ふ。 精神 身體の 不具者、 虛 弱者 は、 蓋し その 宿命 を 天に 啣ち 地に 恨まん。 

生活の 苦惱の 痛切に 感ぜら るれば 也。 一切 萬 法 皆 これ 自己に とりて は晤黑 なれば 也。 これ を 生活 

上の 無力と いふ。 

缺陷は 到底 補足す る もの を 得すして 生活 せらる ベ からす。 不安 は 安心 を 得て 然る 後に 立命す ベ 

し。 暗黑は 到底 暗黑 にて 經過 せざる 也。 苦惱は 到底 苦惱 にて 堪 へられざる 也。 光明 を 欲求す。 一 

一 の 場合に あて、 先づ 第一 に 驚異 心に 就いて いはんに、 消極的の 徑路 をと りたる 人 は 不可解 を 結 

叫し、 人智 Q 無能 を 歎じて 終に あきらめの 信に 達す。 愈 A/ 進んで 眞理の 秘鍵 を 握らん とする にあ 

ら すして、 投げ出しの 狀態 也。 拋棄 の狀態 也。 罪惡を 感じた る もの は、 苦惱の 滅却 者 を 得ん こと 

を 希 ふ。 救 濟者を 得ん こと を 希 ふ。 彼 は 言 ふ。 この 罪惡 者の この 罪惡が 直ちに 1 洗せられ て、 明 

日の 淨 きわれ は 潔く 昨日の われと 離れ 去り、 無責任と ならん か、 われと わがす ベて を、 その 前に 


なげ 屮 I さんと。 生活 0 無力 者 は、 力 ある もの を 欲求す。 愛 ある もの を 欲求す。 力 ある もの われに 

映 じ、 われに 道 交し、 愛 ある もの われに のぞみ、. われに 加 はるとの 自覺 は、 遽然彼 をして 力の 人 

とならし め、 活動の 人と ならし めん。 これらの 事實 は、 すべて 心の 空しき 狀態 也。 心 を. S にして 

ある もの を 求む。 ある もの は 多くの場合に 人格 性 也。 具體性 也。 

この 煩悶 は し 時日の 長き も Q なるべし。 而 して そ は 多くの場合に、 身體に 或は 精神に、 幾分 

の 變調を 呈し來 らんと す。 或は これ を 逆にして、 心身に 變調 ある 時 最も この 不安 を 生す る 場合 あ 

りと いふ を 得べき か。 島 村 抱 nr 氏が 先月 Q 『秀才 文壇』 に、 宫坂容 Sji 氏の 例 を とりてな ほこ Q こ 

と をい ひたる を 余 は 記せり.。 こ は宗敎 者に とりて は 頗る 缺禮の 言なる や も 知ら ざれ ど、 事 實は終 

に事實 なる を 如何に せん。 近く 死した る宗敎 家に、 なほ 綱 島 梁 川、 淸澤滿 之 二 氏が これ を 例す る 

をい かに せん。 人 はすで に遺傳 的に 宗敎 的の 意識 を 有す。 心身の 虚弱と なりし 時、 精神と 肉體と 

Q 活動が 權衡を 失した る 時、 死の 片影が せまりた る 時、 この 微々 たる 意識 はこ こに 頗る 旺盛なる 

活動 を 惹起す る 也。 死の 神の 黑き 翼が 前に 蓋へ る 時、 人 は 終に その 死 を 無意識に 附 して 客 觀視し 

去る を 得す、 自己の 存在 は 宇宙に ただ 一 つの 眞理 なる に、 その 自己の 滅亡の 期す る 能 はざる 也。 

ある もの を 欲求す。 欲求 は 生きん とする の 煩悶 也。 また かくの 如くに 强烈 なる 煩悶 あらん や。 救 

濟者、 そ は 現下の 苦痛 を 一洗し 去れ。 カを與 へよ、 愛を與 へよ。 彼等 は 瞬時 もこの 祈願 

を 去る 能 はざる 也。 咄. _< 俄然、 彼等 は 幻覺に 接したり。 妄 像に 觸れ たり。 神 を 見たり。 如 來を見 


たり。 神の 子な りと. S ふ 自覺、 如 來の發 作な りと， S ふ自覺 は、 矢よりも 速 かに、 日よりも 明かに. 

はっとし たる 思 ひに 直觀 せられたり。 彼等 は 力 を 得たり。 愛 を 得たり。 歡喜 悅樂、 また まさに 地 

を 忘れん とす。 蓋し これ 感情の 陸 梁 也。 感情 全人 を滿 たせる 也。 而 して その 感情 はありた きもの 

をして 終に ある ものたら しめし 也。 强き ある もの の 欲求が ある もの をつ くり 出し たる 也。 

こ Q 幻覺は 何等の 不審 もな きた だ幻覺 なり。 この 幻覺 なしと いふに あらす。 稱 して 宗敎的 意識 

とい ひ、 囘 心と いひ、 見神と いひ、 入信と いふなら ば、 宗敎的 意識、 同心、 見祌、 入信な しとい 

ふに は あらざる 也。 この 感情 を 以て 直ちに 祌の實 在 性を證 し、 神と 相 道 交す と. S ふ を 貶す。 感 す 

る ことが 直ちに ある ことなりと いふ は、 デカルトが、 不完全なる われ 等に 完全 なる ものて ふ觀念 

あるが 故に 神は實 在せ ざるべ からすと. S ひたる と 同 一 徵 の獨斷 にあら す や。 

彼等 はすで に 神 を 見たり。 ここに 彼等の 論す ると ころ はこの 信 後の 言なる が 故に、 すべて 神 本 

位 也。 彼等が 經 験したり てふ祌 を根抵 として 談す るが 故に、 超 經驗的 也。 神秘的 也。 神と 相 道 交 

すと いひ、 相 照映す とい ひ、 如來卽 我な りと いひ、 不死な りと いひ、 永遠な りと いひ、 解^なり 

とい ふ もの、 すでに 立脚地 を 異にし 來れ るが 故に また 論す る を 要せす。 耍 はこ の 同心の 上に 立て 

られ たる 樓閣 なれば 也。 — 『新.？ S 新 (S;!5S 十三 年) 


大正 三年より 大正 七 年まで 
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三 崎 日記 


五月の 一 一十 七 口 から 三十 一 日まで 私 は 同學と 一 緖に三 崎 へいって ゐた。 海草の 研究 を 目的と し 

てゐ たので ある。 採集に は 私 も 毎日 31 てゐ たけれ ど 私に は 到底 他の 同學の 研究と 行動 を 共に して 

ゐる こと は 出来なかった。 私 は それ を 少しも 耻 辱と は 思って ゐ ない。 寧ろ 私 は それによ つて 私の 

生活の 汚されなかった こと を 喜んで ゐる。 海草 を 採集す る、 名 稱を敎 授から 聞く、 標本に つくる 一 

それで 萬 事 をつ くして ゐ るノメ ンクレ ー チ ユア の 博物 學が どれ だけの 意義 を 持って ゐる のか。 我 

が國の 博物 學は 本草 學 から 進歩した こと 幾許で ある だら う。 科學と 生活との 一 致して ゐる 私に は 

こんな 無意義の 學問 はない。 同學の 諸君が そんな ことにい そしんで ゐる 間、 私 は 宿屋のう すい 浴 

衣 一枚に 麥藁帽 を 頂いて、 海岸の 岩に 腰かけて 見たり、 高原の 木の間 を 逍遙して 見たり した。 私 

は 寧ろ これによ つて 私の 個性 を 愛育す る を 得た。 こんな こと を 私が 書く の は 同學の 諸君に 對 して 


甚だ 相濟 まぬ ので ある けれど、 個人的に 長年 私と 交際して ゐて 下さる 諸君 は、 私が これ 程まで 無 

遠慮に 書く こと も 私の 性格の ために 寛恕して 下さる ことと 信す るので ある。 

私 はあくまで も孤獨 である。 私に は そのまま 追從 して 行かう と 思 ふ先覺 もな く、 叉 私と 思想の 

交涉を 保って 平行に 進んで 行かう とい ふ 同僚 もない。 私 はた だ獨 りで 考 へ て獨 りで 實 行して 行く 

許りで ある。 多くの 書物に 私の 生命 を 根本から 改造して くれる もの はなく、 多く Q 人格に 私の 個 

性の 革命 を 喚んで くれる ものがない。 私に とって は 私 ほど 偉大な もの はなく、 私 ほど 絕對な もの 

がない。 私の 生活 は 所 私 ひとりで 歩く より 外に 途 はない ものと 思って ゐる。 

こ の 事實が 私に 明瞭に 意識 せられた 時 私 は どんなに 强. S 苦痛に 襲 はれた であらう。 どんなに 大 

きな 寂寞 を 感受した であらう。 私 は 決して 自分が 强ぃ 人間 だと は 信じて ゐ ない。 私 は 生理的に 見 

て も 極めて 弱い笞 の 人間で ある こと を自覺 して ゐ るので ある。 本来な らば 私 は 他人の 研究して く 

れた 科學に 信頼し、 他人の 統一 して くれた 折 c 學に依 憑し、 他人の 創造して くれた 藝 術に 享樂 する 

こと を 熱 し てゐる Q である。 私 は 自分の 肉體も 精神 も 甚だ 薄弱 で あ る ために 到底 これらの 思索 

と 資驗と を 自分で 一 々經 過して 行く だけの 活力と 勇氣 とがない ので ある。 然るに 今や 時代 はかく 

の 如く 偉大なる 天才 を 私に 與 へて くれない ため、 私 は實に 異常なる 苦痛と 寂寞と を經 験して、 私 

自ら 科舉 者で あり 學者 であり 藝術" 家 であるべき 必 然 に せ まられ た。 病人 は 當 然醫師 の藥に 信頓 


しなければ ならない のに、 今や 病人 は病牀 から 身 を 起して 自ら 靈藥を 索め なければ ならない 時が 

來た。 ああ、 それが どんなに 病人 を疲勞 させ 病人 を 苦惱に 導く ことで ある だら う。 併しながら 病 

人の 生活力 は 到底 微溫と 妥協と を 許さない ために 强ひ てこの 苦惱を 冒して ゐる。 

私の 周 圍は實 に 沙漠の 如く 乾燥して ゐる。 熱病に うなされて ゐる あはれ な 男 は 自ら 內 部に 燒け 

つく やうな 1 の 火 車の 旋轉 を經驗 して ゐる けれど、 路傍の 人 は 私に 一 杯の 冷水 をも惠 まな. S の 

である。 私の 頭腦 は混亂 した。 私の 活力 は 消 蜜した。 私 は 又しても 自らに、 私の 生活 は 私が 進む 

より 外に 仕方がな いのおと いふ 因 を ふくめて、 困 備^ 疲勞 した 脚に 力 を 籠め てゐ る。 私に 宗敎を 

與 へよ。 私の 生活 を 安らけ く 指導して くれる 神が あり、 私の 生活 を 相 々傘で 歩いて くれる 如来が 

あったなら、 私 は よろこんで 今 直ぐに その 宗敎 の謙遞 なる 徒弟で あらう。 ^しながら 鏡に うつつ 

た 影 を 見る やうに 宇宙と 人生と を 私に 示す 宗敎が ra^ して 滿足 を與 へて くれる 宗敎 である だら うか 

私 は 切に 戀愛を 願って ゐる。 少く とも 女の 愛に よって 私が 生活の 乾燥から 免れる ことが 出來、 

私 Q 生活の 磋跌を 介抱 せられる ことが 來 たなら、 私に とって は戀愛 は宗敎 よりも 貴重な もので 

あ る だら う。 最も 弱く 生れ ついた 私が こ Q 堪へ 難. S 寂寞の 人生に 進んで 行く ために は、^ はもう 

どうしても 女の 戀 なくして は 生きて 行かれ なくなった。 私は以 前^ 太 利 で 3^ 來た陶 物 の 人形 をい 

くつ か 見た 時から、 あえかの 女 を 遠く 伊太利の 彼方に 思 ひ あこがれて ゐる。 その 表情に は 少しの 

理智の 閃き なく , た だ眞 直に Q びの びと 春の 草 芽の やうに のびて 來た あたたかい 情の 姿 を 私 は 人 

四 三 


四 四 

形のう ちに 見て、 どんなに うっとりしたい. S 心持ちに なった ことで あらう か。 憧 情の 女 はた だ 美 

しい。 私が そんな 女 を 現實に 求める の は 恐らく 間違って ゐ るの だ。 海邊 近. S 旅 宿に さびしく 夕暮 

の签を 眺めた 時 やるせない 淚は 止め 度 もな く 私の 頰を傳 つて 來て、 私 は 直ぐに 戀 する 女に あてた 

手紙 を 書いた。 岩 頭に 白く 碎 けて 散る 波の 花、 その 寂とした 沈 默の晝 を、 夢の やうに 遠く？ I 靑を 

見入って ゐる 御身の 眼に 無限の 接吻 をつ づけたなら、 私 は そのまま 消えても 入りたい 滿足 にある 

だら う。 秋雨 は 音 もな く 軒端 を 傳ふ旅 宿の 夕暮 を、 梧桐の 窓に 倚って 感傷に 沈む 御身の 白き 腕と 

かたき 抱擁に あったなら、 私 は 何物 を も 忘却す る愉悅 にある だら う。 かう 書いた の は 本當に その 

時の 私の 感じであった。 併しながら その 接吻 その 抱擁の 間に 果して 私 は 女と 互 ひに 平行の 生活が 

求められよ うか。 私 は 私の こと を 思 ひ 女 は 女の こと を 思 ふ。 お 互 ひの 間の 間隔 は實に 恐るべき こ 

とも あらう。 私に どうして そんな 生活が 堪 へ られる もの か。 

孤獨の 人生、 寂寞の 人生。 病人の 私 はやつ ばり 私 ひとりで 進む より 外に は途 がない。 私の 生活 

は 所詮 私 ひとりが 進まなければ ならない ので ある。 私 は 弱者で あるが 今 はこ Q 上 もない 强者 とな 

つた。 私 はもう 自らに 超人 を 賞 現した ので ある。 私 自らの 生活ば かりで なく あらゆる 他人 Q 生活 

を も燃燒 して 行くべき 創造 Q 力 を 今や 體 得して 來た。 

奇饋を 信じないで 眞に眼 醒めた 時、 人 は 限りない 寂し さに 嬰 はれる。 日蓮 は 誠に 强ぃ 人で あつ 


. たが、 彼が 强 いのは 一 面、 奇饋に 慰藉 を 得て ゐ たの だと もい へる。 上 行 菩薩の 再来と いふ 佛讖は 

着々 として 事實に 符節 を 合せ、 彼に とって は 再来の 信念が 最早 疑 ふべ からざる 事實 となった 時、 

彼 は 自らに 宇宙 力 を 感得した。 の 法難に 少しも 動じない 偉大の 人格 を 彼が 示した の は、 i し 

この 奇蹺の 信仰が 根底 を 固めて ゐ るからで あったらう。 つまり- S へば、 彼 は 彼 自らの 强さ を自覺 

したので なく、 上 行 菩薩の 强 さに 自己 の 信念 を つないだ のであった。 

私 は 最早 宇宙と 人生と に 眼 醒めて ゐる。 而 して 私 はた だ 私 ひとりで 眼 ざめ てゐ る。 私の 側に は 

如來 もな く、 私が 菩薩の 再來 だと. S ふ自覺 もない。 私 はた だ 眼 醒めて 自然と 直截に 面接し 私の 生 

活を 顧^して ゐる ばかりで ある。 私 はた だ 私が 自然 及び 人生と いふ 奇蹟の 中に ひとり 絕對に 生き 

てゐる こと を 知つ てゐ る。 

樓の 御所の 高地から 私 は 今し 暮れ行く 三 崎の 港 を 見お ろして ゐた。 城が 島の 臺地は 長く 平 かに 

前に 横た はり、 燈臺 はもう 耿々 と 輝き 初めて ゐる。 白帆の 幾つ は 音な く 港の 彼方に 落ち、 撸をこ 

ぐ 船 は 勇ましく 聲を そろ へ て X  X の 入江 Q 方へ 今し 家路に つくので あらう。 蜂の 巢の やうに 並ん 

でゐる 市街の 人家 は 一 一階の 窓から すべ て を 私に さらして、 忙しく 動いて ゐる各 々の 家庭 を 私 は 家 

の 中に 認める ことが 出来る。 この 時靑 草の 中に 身を橫 たへ て ゐた私 は、 しばし は 恍惚と 蜃氣樓 を 

見る やうの 面 持に それらの 光景に 飽かす 眼 を 遣る のであった。 私の 前に は 傲慢 下る こと をし な い 、 

神祕の 自然が ある。 機關の 人形の うごめく やうに 遼遁 たる 人類の 活動が ある。 私 はもう 人生の 麻 
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醉 酒から 離れて 寂しく^ 醒めた 人と なって ゐる。 

何物に か 結え ゃ醉 つて 居れと 敎 へ るボ ー ド レ ー ルは、 實に 寂しい 服 醒めの 痛ましい 經驗を 怖れ 

た 人の 一 人で あつたの だ。 

その 痛ま し い 經驗を 私 も 深刻に 怖れ る が、 私 は 叉 何物に か絕 えす 醉ぅ てゐ ると いふ こと もよう 

し 得ない。 

寂しく 眼 醒めて ゐる 私、 私 は その代りに 生命 味に 感激した。 淚の價 ひ を 意識した。 私の 聲は本 

當に淚 に ふる へ て ゐる害 だ。 私の 文字 は 本當に 血に 染まって ゐる箬 だ。 

夜の 街頭 さ ざめ き步く 都の 男女の 中 を 私も亦 あてどな く獨り 彷徨うて 行く。 私に とって 男女の 

進行 はた だ 運命の 舞踏に すぎ な. S ものである。 私 は 小さ な 西洋 料理店の 扉 を 開 いて 中へ は ひって 

行き、 明るい 瓦斯の 灯影に 照らされて ゐるテ 1 'ブルの 片端 を 占領して あたたかい コ コア を暖 らう 

とした。 

路傍の 人の 如何に 醜き かな。 私 は 常に 彼等の 額に 於いて あまりに 的確と 表 はされ たる 人生の 彫 

刻 を 見る や、 愕然として 自ら を 怖る る ことがある。 悲慘 なる 現實 の苦鬪 は、 どんなに 彼等の 面 を 

彫刻し、 彼等 をして 取り かへ す ことの m 來 ない 陋醜を 自らに 帶ば しめた ことで あらう か。 絕 えす 

3： 物に も^ 戒し、 え， f 何程 かの 緊張 を 意識し、 休む ことなく 壓迫を 感じ 悲慘を 味って ゐる ため 


に、 彼等の 表情 は 鬼の 如く 怯 惰に蛇 0 如く 奸佞 になって 來 たこと も、 現代人 は 最早 見慣れて 了つ 

た 眼に 何等の 異常 も氣 付か す にゐ る。 我等 は 今 不意に 天 平 飛鳥 の 爛漫た る 少女 を 眼の 前に 見た と 

して、 どん な に そ の甚し ぃ對 照に 驚く ことで あらう。 

眼 まぐ るし い 現代 物質文明の 中に ゐて、 私 は 決して その 醜い 彫 剥 を 受けたくない。 要するに 彼 

等は藝 術に 生き る ことが 出来な いので ある。 生活 を そのままに 藝衙 化する ことが 出来な い の で あ 

る。 强烈 なる 自己の 偶 性 を 主張して、 爆た る 物質文明 を 自己 藝術 圏內に 同化す る 時に、 どうして 

私 は 自ら を享樂 しないで ゐられ ようか。 愛する わが 肉體 よ。 汝の 面に 美 はしき 贵 公子の 如き 氣品 

あれ。 汝の 皮膚に 絹の 如き 滑 かさと 大理石の 如き 光澤 あれ。 汝の 肉體は 光彩 ある 汝の 精神の 反映 

ではない か。 

私の 膝 をして 惜し 氣も なく 大地に 屈し、 私の 額 をして 後悔な く 泥に つかしめ る、 まこと 美しき 

少女 を 私の 前に！！ ら すなら ば、 私 は眞に 彼女 を崇拜 する。 世界に 何物の 怖る るな く 何物の 憚るな 

き 私 も、 ただ 彼女の み を 崇拜 する。 眞に 美しき もの は藝 術の 生活 を 外にして 何處に 求められよ う 。 

彼女の 生活 は渾然 た る 藝術品 、 彼女 そ の も Q は渾 然 た る 藝街品 ではない か。 

如何に それが 小で あっても 苟も 私 0 事業で あり 仕事で あ るなら ば、 他人が 來 て土芥 の 如くに そ 

れを 取扱 ふ 時、 私は堪 ふべ からざる 憤 懑を覺 える。 
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私の 持つ て ゐる小 說の謦 は S5 、、他人の 侮辱に あ ふ。 彼等 はた だ その 書 を 消閑の 具と なし 汽車の 

中 l^aH 早の 中で も 慰み物に でもす るか、 さもなければ 壓の 上に 寢そ べつて 讀む 暇？ おしと する ために、 

遠慮 もな く 私の 書棚から 拔 いて 行く。 侮辱せられ た 書物が 可愛 想 で あるの は それと して、 私の 眞 

面目な 化 事が そんなに 輕 薄に 見られ、 そんなに 容易に 見られた のに、 私 は 忿懣で 忿懣で 仕方がな 

C- ので ある。 — 『ss  (大正- 月) 


卷 頭に 

—- ： 文明 思潮と 新哲學 序文 

我が 思想界に 對 する 次の 如き 不滿を 充足す るた めに、 僕 は 今 この 書 を 社會に 提供す る。 

從來學 者に よって 我が 國に 紹介 せられた 近代 思潮 は、 單に^ 學文藝 の 表面的 思想に 許り 限定し 

て、 文明の 運動に 根強い 根據 をお いた 人類の 眞の 叫び を 無視して ゐた。 運動は^^;;學にょってそ0 

聰明 を與 へられ、 哲學は 運動に よって その 決意 を發 表する。 正當に 文明 を 理解す るに は^ 學と運 


動との 兩者 を嚴密 に點撿 する 必要が ある。 

哲學者 ゃ文藝 家は實 行の 興味が 乏しいた めに、 機 制の 運轉を 蔑視した 迂遠に 執着し、 政治家 や 

實業家 は 批評の 修養がない ために、 生の 形式に 拘泥した 淺 薄に 岡 定 して ゐる。 

批評の ない 紹介 は、 本當に 紹介した とい ひ 得る 權利 のない もの だと 信す る。 自らの 立脚地が 確 

固と して ゐ るなら ば、 文明 Q 運動と 哲學と は當然 ある 評 憤の 下に 觀察 せらるべき である 。この 點 

に 於いて、 我が 思想界に 立って ゐる 人々 の 態度 は 決して 國 人に すべ て Q 親切 を盡 したと はい はれ 

な 5-。 

文藝、 美術、 政治、 經濟、 敎育、 科學、 文明の これら 各方 面 を、 人的 經濟の 見地から 觀 察する 

ことに、 批評の 自由なる 第一 步は 始まる。 この 見地に 於いて、 時間 的に は 現代 を、 空間 的に は 我 

が 日本 を 中心とす るの は 勿論の ことで あるが、 我が 思想界の 人々 は 人的 經濟 を. S ふ 程に、 基礎的 

科學の 知識が なく、 侗性 凝視の 煩悶がない ために、 自由 思想家と しての 資格 を缺 くこと は 多大で 

ある。 

以上の 不滿を 動機と してな つ た 僕 の 書 が 、 全然 從來 の 缺陷を 充足 す るか どうか は 素より 疑問で 

ある けれど、 讀者は 少なくも 批評の 意義と 效 とに 就いては、 幾分の ヒ ントを 得られる であらう 

し、 最近 その 名の 喧しい にも 拘ら や、 一向 明瞭に そ 內容の 紹介せられ なかった 二三の 文明 運動 

に 就いては、 多少 全般的と いひ 得る 知識 を 得られる であらう と 思 ふ。 僕 は本來 徹底した 個人主義 
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者で あるから、 勉學 する にあた つ て 敢て學 者に ならう とも、 政治家に ならう とも 考 へた こと はな 

く、 ただ 專心、 忠實に 自己 を 顧慮し、 自己 を 育 醸しようと 心 懸けて ゐ ただけ であろ。 K 驗學究 の 

徒と なって 自然 科 學に沒 頭し、 瞑想 思念の 人と なって 倫理 哲學に 心を潛 め、 耽美 憧憬の 情に 動い 

て藝術 ^に 奔放と なり、 實行 改革の 急に 感じて 政治 經濟の 場裡に 走らう としても、 それ は 結 IS 

私 に^ia:佘時代を裔 さ んが ための 努力に 外な ら なかつ た。 僕 は 今後 自由 思想家と して^に 立って、 

社會 の 文明に 忠吿 する に、 稍 5 適當 なる 修養 を經 つ つ ある 快 心 がないで もない。 

光彩の ない 我國評 壇に、 獨自の 見解 を 抱いて 國民 生活の 改造 を 指導しつつ、 曉 天の 星の 如くに 

輝いて ゐ ると 日 顷 推賞す る 田 中 王 堂 氏 は、 僕の-書の 出版に 就いて 多大 Q 塞 力 を與 へられ、 加 ふる 

に卷頭 その 批評 を揭戟 する 約束で あつたが、 出版 時日 Q せまった のと、 氏が 著述に 多忙であった 

の と で こ と を さな かった の は、 この 上 もな. S 遣憾 である。 装幀 は 始め 麥僵 がする 答で あ つ たけ 

れど、 S 版の 時には 旅行 中であった から、 僕 は 自ら 最も 愛好す る 繪畫の 一 つで ある キュビ ストの 

もの を 借用した。 

原稿の 校正に 際して 大いに 盟友 余 子 杉 雨 兄 を 煩 はした こと を 僕 はな ほ 記載す る 義務 を 有す。 

(大正 三 if 卜 一月 一一： =) 


具體と 抽象 

僕が 文藝 評論 を 書き出す やうに なって からこの 方、 僕のと ころへ 手紙 をよ こしたり、 或は 叉 直 

接に 訪問して 來 たりした 數 多く Q 靑 年の 中に、 僕 をして 忘れる ことの 出来な. S 深い 印象 を 僕に 與 

へた ものが 三人 ある。 それらの 人 は 皆 極めて 若い 青年で ある。 世の 多くの 所謂 有識者と. S ふ 常識 

家の 眼から 見たら、. 極めて 世事に 慣れな. S 理窟 一遍の、 文 學雜誌 中毒の 靑年 とも 見える であらう 

が、 僕に は それらの 人の 思想 や 行動が、 決して そんな 浮薄な 又根抵 のない もので はな 5 と- S ふこ 

と を 知る に 至って、 自分の 幾分で も關係 の 深い 文 學ゃ敎 育と い ふ 方面に 考 へさせられる ことが 頗 

る 多かった ので ある。 今 は その 三人の すべ て. を ここに 紹介し ようと は 思 はな. S が、 少しく 自分の 

考へ を附け 加へ て 述べた いがため に その 中の 一 人、 11 殊に 京都へ 来てから 最近に 知った、 11 

を 紹介して 見ようと 思 ふ。  . 

靑 年の 姓 は T 11 とい ふ。 T は 中學の 三年 生まで を 南海の 或る 村で 暮らして ゐ たが、 それき り 

资 力が 綾 かな. S ので 學校を 止めて 了った。 併しながら 生来の 文學 好き は、 どうかして その 好む 道 
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を もっと 深く 進んで 見ようと いふ 念が 頻り であるた めに、 遂に 昨年 大阪へ 出て、 そこの 發電 所へ 

つとめる ことにな つた。 ここで T は勞働 者が、 何等の 理想 もな く、 ただ 踏みに じられ る 自由 を そ 

のま ま 胸の 巾に 消して 了って、 これが 抑た 社 會の眞 正の 姿 だと 思 ひ あきらめて ゐる やうの 狀を目 

の 前に 見て、 勞働 問題の 意義 を眞に 痛感した と. S ふ。 T は ここにつ とめて ゐて も、 別に 向上の 道 

がない のと、 將來 のこと を考 へて 見れば、 到底 自分 Q 研擧 0 資力 を 得る とい ふ 便宜 もない のとで、 

略々 文 學で身 を 立てる とい ふ考へ を徹囘 する やうに なった が、 それ かとい つて 單に實 業の ために 

實業を 選び 蓄財の ことに 夢中に なるとい ふに は、 T の氣 質と 理想と が 許さない。 そこで 彼 は從來 

の 理想 を餘り 曲げないで しかも 生活の資 を 得る 職業 を 見出さう として、 終に 行く行く は 書店 を 開 

かう とい ふこと に 決心した。 從來 の文藝 家が Si 版 業者の ために 妨げられ、 折角の 自分の 勞作も 出 

版が S 來す、 生活の ために はた だ社會 の 愚劣な る 階級 を 相手に した 遊戲的 の も Q しか 書け ない と 

いふ 狀は、 T もよ く 知って ゐる ところで ある。 それらの 文 藝家を 保護して、 a 呉の 意味の 傑作 を 損 

得な しに 社會へ 提供し、 幾分で も 自分の 文藝 欲を滿 足しようと いふの が、 この 人の 理想で ある。 

素より 彼に は 何程の 资カも ある 笞 がない。 彼は當 分の 事業と して 古本屋 を やり 初めた。 店 を s; す 

资カ もない の だから、 寺 町の 通りへ 夜店 を m すので ある。 二月の 寒い 時、 大阪を やめて 京都へ 來 

て、 それから は 毎夜 油煙く さい カンテラの 側に 雪 風に さらされながら、 五 厘 ー錢の 果敢な. S 利 を 

見る 商寶 にかかった ので ある。 併しながら 彼の 性の 飽くまで も 正直な むっつり としたと ころ は 到 


底 こんな 口巧者 G 人の する 商寶に 長く 堪へ 得られる もので ない。 彼 は そこで も 幾らの 利益 を も 見 

得ないで、 今度 は 巡 囘雜誌 を 初める ことにな つた。 毎月 二十 何 種 かの 雜誌を 買 ひ 込んで それ を 入 

會 者のと ころ へ 順々 に 持つ て 廻る。 彼 はこの 冬空に 今でも 毎日 元氣 よく その 仕事 を やって ゐる。 

かう した 勞働も 彼のた めに は 幾らの 利益に もなら ない。 僕の 胸 計算で は 毎月 僅かに 一 一三 圓 の 牧人 

にし かならない やうで ある。 無論 そんな ことで は 糊口に も窮 する 害 だが、 幸 ひ、 ある 敎會の 同情 

を 得て そこの 小 使 Q やうに なって 住み込み、 家賃 だけ は 敎會の 掃除 や 何 かで 許して 赏へ る ことに 

なって ゐる。 

T はこん な狀 態 に あ りながら も 少しも 悲觀の 態度 がない。 そして 喜んで その 勞 働に 從 ってゐ る Q 

後 ぐら いこと は 爪 ほど もない、 自分 は本當 に 自分 の 理想 を そのまま に實現 して ゐ ると S ふところ 

に 非常の ほこり を 持って 毎日 勞 働より 歸る 時には、 勞働 者の 尊い 勝利 を 眞に感 する ことが £ 來る 

とい ふ。 ； J  Q 間に あっても 寸陰 を惜ん で勉學 して ゐる こと はいふまで もない。 この間 來た 時の 話 

によると 自分の やって をる 巡 囘雜： 誌 G 中に 講談 俱樂部 だ と か 婦人 畫報だ とかい ふ も Q を 加へ る な 

らば、 確かに 組合の 人數の 殖える こと は 目に 見えて ゐ るが、 自分の 理想から 5 つて それらの 雜誌 

は 自分の 神聖 を 害する ものである のと、 叉 自分の 氣 質の 上から、 それらの 雜誌 のために 自分の 身 

體が驅 使せられ てゐ るの かと 考へ ると、 堪 へられな， S 汚辱 を感 する のとで、 どうしても そのこと 

が m 來な い で 、 依然 として 自分 は 自分 の 適當 と 思 ふ雜誌 に だ け 局限し てゐ ると. S ふ Q である。 


これらの 行動 や 信念 を 聞くな ら ば 、 今 の 所謂 文藝 家な ど は どんなに か 恥づ べき もので あるか 知 

れ ない。 自分 Q 生活 を賠 してまで も 理想 そのままの 生活 を營 まう とする T の 如き は、 何處 の社會 

に 求めても 容易に 得られる もので はない。 現今の 小 說の墮 落 を 言っても それ は 無情で ある。 罪 は 

ャ！ 5 鳳し 社會 にある。 叉 作者の 勇氣 の缺乏 にある。 常識的の 社會 はた だ 娛樂的 Q も を、 33 版 者 を 通 

じて 作者に 要求す る。， 寢轉ん でよ める もの を 註文す る。 精々 肉欲 的の 刺戟の 强 いもの を 註文す る。 

作者た る もの は その 生活費 を 得る がた めに、 どうしても これらの 註文 を 無視す る譯に は. S かない。 

誰が その 時にまで、 苦節 を 守って 自己の 理想に 邁進しょう とする ものが あらう か。 Tc^ 如き は そ 

の 苦節が 直ちに 生死に 關 する 問題な ので ある。 單に 一 囘の 遊興 费の 得失に 關 するとい ふのと は自 

ら類を 異にして ゐ る べきで ある。 ここに 至って か 我々 は 益. の 生活の 神聖に 敬意 を 表せざる を 

得ない。 

世間の 所謂 常識 階級 はか やうな 靑年を 見て、 これ こそ 世事に疎い 理想 一 遍の ものと なすに 相違 

ない。 そして その 生活 は 到底 現在で は 一般に 實現 Q 出来ない 空想と なすに 相違ない。 併しながら 

その 生活 は 果して 空想 だけの ものである とい へよう か。 實現 不可能の もの だとい へよう か。 ここ 

に 立派に それ を 實行 して ゐる T の や うな 靑年 が あるで は な いか。 同樣 の 理 論 を 僕 は 匱で、 かの 廢娼 

問題の 論議に 於いて 見る ので ある。 廢娼の 當然な こと は 今 こ こに 論議 を耍 しない。 然るに 社會の 

所 誚 常識 階級 は 度ぐ に 社會の 秩序と か 何とかい ふ 言 葉で 論 を 進めよう とする。 そして 公娼 を. 暖す 


る こと は 世の 處 女に 危險を 加へ る ことで ある。 人間に 性欲と いふ も Q が あり、 一方で は 結婚が 困 

難なる 蓽象 である 以上、 どうしても 社會の 安全瓣と して 公娼が 必要で あると いふ。 併し この 論 は 

社 會多數 のために は その 社會の 或る 部分 は 全然 踏み つけられ * 全然 手段に されても S いとい ふ 論 

である。 然 らば 論者 自ら は その 或る 少 部分た る を 得る 勇氣が あるか。 誰が 自ら 進んで その 手段た 

る 階級に ならう とい ふか。 これらの 論者 はた だ 他人の ための 論 をして ゐ るので、 自己の ための 論 

をして ゐ るので はない。 論者 は 僕 等の 論 を 抽象論、 理想論 だとい ふが、 僕に とって は 彼等の 論 ほ 

ど 抽象的な もの はない。 僕 はた だ 自己の ために 論す る もの を 以て 具體 的で あると いふ。 その他の 

S の ものに 就いて 論 やる の を 抽象的 であると する。 げ にも 自己の 人格の 尊厳と 自由 と を 意識し 

て、 そのために 論す る 程 我々 に 切實な ことがあら うか。 評論の 事業 は それ を 除いて して 何の 任 

務を 持た う。 世の 所謂 道德を 論す る 學者を 見よ。 彼等 も 亦 抽象論 をす る。 彼の 宗敎 政策なる もの 

が 世間に 唱 へられた 時 ほど、 僕 は 滑稽 を 感じた ことがなかった。 論者 はいふ。 今や 社會 人心 は滔 

滔 として その 敬虔 心 を 失 ひ、 道德の 尊厳に 對 する 熱意がない。 これ を救濟 する の は 宗敎を 以てす 

る 外 はない と。 併しながら 笑 ふべき ことに は、 それらの 論者 は その 宗敎の 必要 を 自己 自身に は少 

しも 痛感して ゐな いので ある。 自己の 敬虔 心が 問題ではなくて 社會 11 卽ち 他人 の 敬虔 心が 問題 

なので ある。 故に 彼等 は 自分 は 無宗敎 でよ いが 世間の 人に は 宗敎 が 必要で あると する。 これ は 所 

謂 新聞 者 流の 議論と して 我 々は！^ 斥す ベ きで ある。 我々 に はそんな ことが 問題に なって ゐ ない。 

五 五 


自分 は宗敎 とどう 接^す るか、 自分 敬虔 心の 缺乏 はどうして 救濟 する かが 唯一 の 問題な Q であ. 

る 0 

僕 は 世間に 餘 りに 多くの 社會 改良 家、 社會 評論家の 多い 0 を 不快に 思って ゐる。 それらの 論 は 

軍に 文字 だけの 論で 誰でも S 來る ことで ある。 何と なれば、 その 論に よりて 自分 は 何等の 痛痒 を 

も感 する ことがない からで ある。 我々 の 論 は 一層 抽象より 具體に 進まねば ならない。 而 して 幾分 

でも その 任務 をつ くす に 適當な ものが あると したら、 それ は文藝 評論で あらねば ならない。 

(大正 ra 年 十一 一刀) 


刻下の 戰亂と 思想の 獨立 

！ 岩 野 泡 鳴 氏に 寄す 

刻下の 戰亂 によつ て 或る 種の 生活 物资 がその 輸入 を 杜絶す る 悲境に 遭遇す る や、 我が 實 業界が 

俄かに 一 部 生産の 獨立を 言明した の は 決斷と 先見の ない 我が 實業 家の 便宜 苟安 主義 を 遺憾な く桊 


露した もの であるが、 それに も增 して 僕が 滑稽 だと 思 ふの は、 國 人の 文化と 修養と を 指導す ると 

稱す る 思想家が 今更 の やうに 思想の 獨立 を 叫び 出し て、 特に 獨逸 Q 思想 系統 を 排斥し ようと 企て 

てゐる ことで ある。 吾人 は 他の 何人と も 全く 同一なる 思想 を 抱 持して ゐな 5- と 同様に、 我 國は他 

の 諸 外國と 決して 全 等なる 哲學 を懷 抱す る こと は、 事實に 於いても 不可能で あるし 叉然 かする 必 

要 を 毫も 認めない のであって、 僕 等 は 常に 自由 思想家の 識見と 勇氣 とに 於いて、 たと へそれ が泰 

西の 如何なる 哲人 碩學の 人生 觀ゃ 文明 批評で あらう とも、 我が 國人獨 自の遣 傅と 環境と を 考慮し 

なければ 輕々 に その 採用 を するとい ふこと はなかった けれど、 又 同時にた とへ それが 日本 傳來の 

思想 と 生活で あらう とも、 現今 僕 等 の 生息し て ゐ る 時代と 境遇 と を觀察 して それが 忌 揮な き批正 

に當る こと を苟 かも 躊躇し なかった。 この 意味に 於いて 日本 古来の 哲學者 文藝家 の 思索と 政治家 

實業 家の 實 行と を 精 茶す るの は 勿論の ことで ある けれど、 また 一 方 泰西の 哲學と 歷史の 中心 を 捕 

捉 する ために 彼が あらゆる 謙遞を 示す こと は 決して 自由 思想家た る 體面を 損じた もので はなく- 

却つ て それが 修養に 缺 くべ からざる 用意と い ふ ものである。 思想の 自由 を 保持す るた めに は 毫も 

外國 思想の 輸入 を禁遏 する 必要 はない 0 であって、 我が 國 人が 不幸に も 戰亂の 反動より 獨逸 思想 

を 蔑 如し 除外す る ことがあったなら、 僕 は 思想の 獨立を 損する もの il^J しこの 行爲に 若く ものが な 

.S と 思 ふので ある。 

日 lg^、 自由 思想家 を 以て 自任して 居られる 岩 野 泡 鳴 氏が、 早稻田 文學に 書いた 我が 國民 生活の 


五八 

^察 は、 多くの 事實を 提示して 同情の 籠った 說明 をして ゐ るが、 僕から 見れば 思想の 獨 立と いふ 

ことと 思想 の 保守 とい ふこと と を 混同して ゐる 部分が 至 る と ころに 指摘 出來 る の で あ つて、 自由 

なる 見地に 立てる 自由なる 思索 だと は、 決して 言 はれない と 思 ふので ある。 思想家が 一 體 彼の 有 

する 總 ベての 束縛 を 離れて 不偏 不 倚の 自由 壇場に 驅馳 するとしたら、 本來 その 所 屬の國 家 や M 體 

の 何で あるか は、 考慮し な. S やうに 見える 程度に 高踏すべき であり、 狹 少なる 嗜好 や 偏愛に 意見 

を 左右 せらるべき もので はない と 僕 は 信じて ゐる。 

人間 は 過去の 記憶 を 以て 未来の 新世界へ 突入して ゐる。 常に 藝銜 Q 飽く なき 追求と 功利の 寛大 

なる 制限と によって 欲望の 可 及 量 を 充足し ようと 努力して ゐる。 最も 聰明なる 生活 方法 は 出來得 

る だけ 少量に 過去の 生活 方針 を變改 し、 新ら し S 境遇の 整頓 同化 を 完成す る ことで ある。 哲學は 

この 時 個人に 耍 求せられ 思想家 はこの 時 社會に 必要と なる。 或る 場合に は 割合に 多く、 或る 場合 

に は 割合に 少なく 過去の 生活 方針 を 保持して 行く であらう が、 何れの 場合に して も 有機 體 として 

その 遺 傅と 環境との 完全なる 調和 を圖 らうと する 努力の 發現 でな 5- こと はない。 今 我が 國 人の 生 

活簡內 へ外國 人の 思想と 生活様式が 侵 人して 來た としても、 僕 等が それ を どれ だけの 程度に 採用 

すべき か は 有機 體 として 我が 國人を 如何に 觀 察する かに 位って 定 まって 來 るので あって、 或 る 場 

合 は 寧ろ 保守的の 態度 を 採る の が眞に 思想の 獨立を 全うした もので あり、 或る 場合に は 寧ろ 模敝 

的の 分子 を 多くして 却って 自. E 思想家の 職務 を 保って ゐる Q である。 その 模 做が 一 向 不自然で な 


く、 國人 はこれ によって 前よ. = も 一 管豐 富に 一 層醇 濃に その 生活 を經營 する やうに なった とすれ 

ば、 その 模倣 は單に 模倣 だとい つ て 排斥す ベ き 理由が なく、 これ を 指導した 思想家 は獨創 家の 榮 

眷を擔 つて 毫も 不営 だと は 認めない。 岩 野 氏が、 物 部堪舆 を獨創 家と なし、 福 澤論吉 を 模倣 や 氷と 

いったの は 一 部分 同情し 兼ねる こと を 僕 は遣憾 ながら 玆に宣 一一 m する。 

日本人の 生活 は 明治維新 以後 殆ど 根本的と も 言って よい 一大 革命 を經驗 した。 それ は 決して 在 

來 思想 そ の 儘の 演繹で はなく、 日本人 はこれ によって 從來 有し て ゐ た 生活様式 の大ぃ なる 缺陷を 

充足した。 生活 は 常に そ の 內容 は藝術 であり その 形式 は 功利で あると いふの が 僕の 平素 懐抱す る 

哲擧 の 核心で あるが、 僕の 觀察 にして 幸 ひに 誤り ない と すれ ば、 我が 國人 は 從來藝 術 の 方面に 於 

いて 豐醇 なる 緊張 を 示した けれども、 功利の 方面に 於いて は舊 型の 墨守 を 以て 滿 足して ゐ たやう 

である。 大祓 であると か 淨瑶璃 であると か. S ふ 誇張 奔放の 文學的 作品に 現 はれた 片言隻語 などよ 

り 僕 は 決して その 左 券 を 求める ので はな 5-。 明瞭に して 一 點疑 ふべ くもない 生活の 外部 流動、 卽 

ち 社會的 事實に 鑑み てこの 結論 を斷霄 す るので ある。 然ら ば 僕が 今 明瞭なる 社會的 事實と いった 

の は 何で あるかと いふに、 第 一 に は 我 國に科 學の發 達しなかった とい ふ事實 である。 第二に は 我 

國 に 立 憲運 動 の 騷擾 がなかった と 5 ふ 事實 である。 

生 活 物資 の 豐 富 を 希望す る 本來 の 欲來 か ら 物質 科學 は そ の 端緒 を發し たもので あると は 何人も 

疑 はない 事實 であらう けれど、 その 欲求が 科學 と. S ふ 特定の 形式に 於いて 現 はれる ために は單に 


生活の 藝術 ばかりで 完成 せられる もの でない。 兹に於 S て か 功利の 精神が 缺 くべ からざる 條 伴と 

なる。 異れる 場合の 異れる 經驗は 常識と なって 保持 せられて ゐ るが、 常識 は 決して 互 ひに 矛盾 憧 

0 の 除かれた 知識 でない からこれ ら總 ベて を 包括 總 合し 、成る ベ く 多く 各個 を 採用し て 而か も 相 

反撥し ない 知識 を 建設す る 必要が 起り、 玆に 科學は 成立した。 卽ち 科學は 一 面に 於いて は 藝衛の 

欲求の 主張で ある けれども、 他面に 於いて は 功利的 精神の 發現 である。 岩 野 氏の 擧げ てゐる 飛行 

機發明 家の 例な ど は 僕 は 決して 國 人の 科 學的精 祌の證 明に は 認容 しないの である。 敢て 物質 科學 

ばかりで はなく、 精神科 學に 就いても すべ て同樣 Q こと は 言 はれ 得る。 

政治的に 我が 國人 は從來 極めて 穏健の 態度 を 維持して 來た。 立憲 だと か 自由 だと か 言 ふ 一 百 葉 は 

全く 明治 以後 泰西 思潮 を翻譯 した ものである。 政權 運用の 形式 は 何で あらう と、 その 形式 を 運用 

する 技巧に 於いて 彼の 全力 を 注ぎながら、 國人は 不平な く 生活 を潤澤 にした。 時勢の 變遷に 伴 ふ 

欲求の^ 加に よっても 舊 形式に 甚だしき 革命 を 起さないで 寧ろ 新 欲求 を舊 形式に 訓練した。 日本 

文明 はかく Q 如くに して 常に 完成 せられた 文明であって 雅致 艷麗の 色彩に 誇り、 西洋文明に 有り 

勝ちの 生 硬粗雜 Q 感趨 を缺く こ と が 屮ぃ來 て ゐ た。 立憲 的 精神 は 驚し 廣 S 意味の 科學的 精神 で あ る 

から、 ：：！ 本文 明の 政治的 方面に 以上の 徴候が 現 はれた の も强ち 理由がない と は 言 はれまい。 

食欲の 奴隸 となって 腸 を 害し、 身體を 損じた 愚 夫 を 指して、 何人も 「彼 は 生活 欲が 强烈 だ」 

と は 許さな 5。 一  旦の愤 怒に 任せて 殺人 を敢 てす る 暴漢 を 認めて 何人も 「彼のう ちに は 熾 盛なる 


生活 欲が 燃えて ゐる」 と は 評すまい。 この 意味から 論す るなら ば 近 松の 世話 淨 瑠璃に 現 はれた 主 

人 公 は必す しも 生活 欲の 强烈な 人物で はな. S ので ある。 僕は敢 ていふ、 生活の 功利 を考 へな. S 人 

間 は 生活 欲 を眞に 强烈に 作用せ しめて ゐる もの だと は、 決して 言 はれない と。 我が 國 人が 明治 以 

後 泰西 の 功利的 精祌を 吸牧し 同化す る 必要が あり、 叉 事實 に 於いて そのこと をな しつつ あるの は 

極めて 至當 のこと である。 これ を 從來の 思想 衝突に 比する に、 國人は 生活 樣 式に 於 S て 殆ど 根本 

的と いっても よい 革命 を經驗 する。 

古来の 政 治 家 や 思想家 の 言 行 は、 彼が 生息し た 時勢 の 必要 に 照合す れ ば こ そ 卓見 だ と も 偉功 だ 

とも. so て 賞 嘆す るので あるが、 これ を 直ちに 持ち 來っ て 現今の 時勢に 適用しょう などと 企てる 

のは甚 し. S アナクロ  ニズム であり、 時代 を 誤る ことの 大 なると 同時に その 政治家 や 思想家の 偉大 

を 汚す の 罪 を 許されない。 現今 交通の 進歩 は 著しく 世界 を 狭小なら しめて、 世界の 全人が 殆んど 

同一 の經濟 逼迫と これに 伴 ふ 人生 觀とを 懐かう として ゐる 今日、 僕 等 はたと へ同國 であっても 古 

昔の 政治家 や 思想家に 敎導を 仰ぐ より は、 寧ろ 外國の 文明 批評家 ゃ科學 者の 修養と 發見 とに 周到 

なる 注意 を 向ける 方が、 個人に とっても 國 家に とっても 甚だ 好まし. S ので ある。 日本 间 有の 國民 

性 は怫敎 ゃ儒敎 Q 如き 外來 思想の 影響 を 被った 以前に あると いひ、 太古 上古の 國民 生活 を 純 乎た 

る もの だとす る歷 史家に 僕 は 切に 問 ひた いので あるが、 太古 上古に 於 5 て 外來 思想の 影響が な い 

とい ふの は 如何なる 歷 史的 事 實 によって 證 明す るので あらう か。 偉大なる 日本 民族の 發展史 を 僕 


等 はた だ 古事記 日本書紀の 如き 一 部の 文獻 によって 太古 上古と 呼ばれる 時代まで 遡る ことが 出來 

るが、 民 俟の發 展史が 僅かに この 三千 年 を 以て 盡 きて ゐ ると はどうして 考 へられよう。 それ 以前 

に 於いて 幾度 日本 民挨は 他の 民族と 衝突した か 知れない。 叉 幾度 外來 思想 を 輸入した か 知れない。 

僕 等 は輕々 に 固有の 國民 遺傳を 云々 し、 純 粹の國 民 生活 を 知悉す る こと は 出来ない ので ある。 否 

寧ろ 正當 にい ふなら ば、 僕 等 は 如何なる 時代の 生活 史を 知り 得る にしても、 それ は國民 固有の 遣 

傅の 如何に 瑗境 へ 適應 する か を 見て ゐ ると いふべ きもので ある。 

戰爭 によって 喚起 せられた 敵懷 心が 獨逸 文明 排斥の 聲 にまで 高まるならば、 國民は 寧ろ 戰 勝の 

效 ra^ を 低下せ しめる 愚 をな してね る。 思想家に して 尙ほ 且つ その 愚を學 び、 戰 勝に 誇れる 國 民の 

自尊心に 媚びるならば 彼 は 自由 思想家の 榮 譽を擔 ふに 甚だ 遠い ものである。 (これ は 決して 岩 野 

氏 を 指した Q ではない。) さは 言へ 僕 とても 從來 思想家と. S はれる 人々 が、 無 自覺無 批評に 西洋 

思想 を 取り入れて、 自己 眞 面目の 生活 を も 顧慮せ す專ら それが 解說を 努めて ゐた迂 を 笑つ てゐる 

ものであるから、 彼等 保守 論者 國粹 論者の 主張 は 一 部 正當の 文明 批評 だと 考 へて 同情 を 持たない 

譯 でもない が、 反動の 餘り國 民の 峻^ 狹量を 示して 國家 發展の 將來を 阻害し ないやう に 希望して 

この 言 をな した 次第で ある。 


彼の 人達 


私が 今度 病床に 倒れて、 讀 むこと も 書く こと も 全然 禁ぜられて 了って からと. S ふ もの は、 私の 

生活に は 唯だ考 へる とず ふこと だけが 殘 されて ゐた。 そして 私 は 彼の 露西亜の 大 いなる ヒュ マ 一一 

ストで ある ドスト イエ フス キイが、 その 境遇 こそ は 遠って ゐ たに もせよ、 牢獄の さびし い 中に 取 

り 込められて 日夜に 樂 しい 讀書も 出來 すに、 腐って 行く やうな 倦怠の 生活の 中から 兄弟の ミカ へ 

ル へ 宛てて、 書物 を 送って 吳れる やうに ひたすら 依頓 してやった 手紙の 1 くさり を 始終 间 想す る 

のであった。 

殆ど 五侗 月間 私 は 全く 私自身の 貯蓄に よって 生活して ゐた。 とい ふの は 私 は 全然 私の 頸腦 だけで 生活し 

てゐ たの だ。 その 機械 は 今 も尙ほ 働いて ゐる。 併し 精神 を 新ら たにし 精紳を 養って くれる 外界の 印象 も 

なくて、 ただ 單に考 へる、 永久に 考へ ると 言 ふこと は名狀 しゃう のない 苦し いもので ある。 私 は 丁度 空 


氣の 出て 來る 空氣 ボ ン. フの 鐘の 下に 生活して， Q たやう の ものである。 私の 全 存在 は 私の 頭腦に 集中 せら 

れ、 私の 頭腦は 私の 思想 を騵 S し、 それら 思想の 勞働は 毎日々々 私 を 苦しい ものにした。 書物 はた だ大 

海の 一滴で ある けれど、 尙ほ 私自身の 仕事が 殘れる 私の 力 を 消費す る 時に 常に 私 を 助けて くれる ので あ 

る。 全く それ は 私に 多くの 幸福 を與 へ て くれたので ある。 

私 0 諝書欲 は 何故 こんなに 旺盛に なつ て來 るので あらう。 私の 散歩 癖 は 何故 こんなに 熾 盛に な， 

つ て來 るので あらう。 健康 態の 時に 要求す る 何十 倍と いふ 强 さで 私 は 一 冊の 書物が 欲しかった。 

外氣に 觸れる 一 囘の 散策が したかった。 三日に 一 度づっ 病院へ 通 ふために 乘る 俥が 私 は どんなに 

待 遠し かった か。 雨で も 降って 俥 Q 上に 幌を 掛けなければ ならぬ やうの 時には、 どんなに 天候が 

恨めしかった か。 幾分で も 熱が 下って 來て、 寢てゐ てなら 讀 書が 出来る やうに なった 時、 小形 Q 

薄い 木が どんなに 私に は 便利に 感ぜられ たか。 

ボケ ット 形の 小 本で さへ も、 それ を 布圑の 外に 支へ てゐる 手が 疲れて 了って、 恨めし さう に 私 

は そ Q 本 を 枕の 側に 落しながら、 浪に 千鳥の 唐紙の 模様の 中に 正 四角形 を考 へて 見たり、 その 對 

角 線の 長さ を 目測した りする ことが 何度で あつたか 知れない。 その 頃、 私に とって は 全く 晝と夜 

との 見境 ひもなかった。 考 へる。 ただ 單に考 へる。 その 苦痛 は 確かに 私 も 味 ひ 得た と 思 ふので あ 


母校 を 離れて 今の 家に 移轉 して 來る までのす つかりの 經過 も、 私の 頭 腦には 寫眞を 見る やうに 

まざまざと 浮んで 來る。 そ Q 間 僅か 一 箇月し か經 過して ゐ ない Q では あるが、 總 ての ことが 私に 

は 遠い昔の やうに 囘 想され た。 少し 光線 は 足らない が 他と は 比較の 出来ない ほど 靜 かな 家 だと 思 

つて、 借りる 約束 をして 今の 家に 移轉 して 來た。 學 校へ は圖書 館の 書物 を 始終 借りに 行く ので や 

はり 出来るだけ 近い 方が いいと 思った が、 その 點も 至極 理想的に いった。 新しい 窒の 主人と なつ 

た 嬉し さから、 私 は 出来るだけ 自分の 窒を 奇麗に して 本棚 や テ ヱ ブル もき ちんと 體裁 よく 取 付け 

壁に は 額面 を 掛けたり 縛 はがき を 貼ったり した。 初めの 一 日 や 二日 は、 美的に 装飾のお 來 たこの 

室から 餘り外 へ も a: て 見た く はな かつ た。 私の 家から 學校 へ 行く までの 間 は全體 とし て 貧民の 家 

が 並んで ゐ る。 泥 溝 か 川 か i5i 別の 付かない やうな 不潔な 小川 を 渡って、 つぎはぎの 襤樓を 纏うた 

職人 や、 日に 眞黑 に燒 けた 女子供 やの 集まって ゐる中 を 通って 擧 校へ 行く のが、 私に とって は自 

分の 紫 美的 要求に 裏切りす る やうで 何となく 胸の むかつ く 苦痛 である。 泥 まみれに なって 土の 上 

に 俯向きながら 汚ない 泥 溝の 中から 手毬 を 拾 ひ 上げて ゐる 子供 を 見たり、 耻づ ると ころな く 野卑 

の 唄を謠 ひ步 いて ゐる 子守 を 見たり すれば、 私の 頻が いっとな く 充血して 来る。 私の 住んで ゐる 

世界 はこの 人達の 住んで ゐ る 世界より 甚し く 美し いものの 答 だ。 一 層享樂 の分子の混ってゐる^^« 
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だ 0 

^^しながらさぅ考 へ るの も 私の 生活の 初め 1 週間 許りの 間にし か 過ぎなかった。 私に は 今まで 

のおへ が 日頃の 自分の 襟懐と 決斷 とを甚 しく 裏切る ものである ことに 氣が ついて 來た。 一 體 私に 

は 彼の 人達の 生活 を， 詛ふ 理由が 一 つもない 害で ある。 私に は 彼の 人達 を 無智 だと 笑 ひ 彼の 人達 を 

醜 だと 誹る 資格がない 害で ある。 何故 なれば 骨界に 彼の 人達と 同じ 生活 をし、 彼の 人達と 同じ， せ； 

智と 醜と にある 人が どの位の 數 あるか 知れな いので ある。 否 寧ろ 世界に 彼の 尺 達の 數は 彼の 人達 

でない 人の 數 よりも 絶 對多數 を 占めて ゐ るので ある。 私 は その 不完全な 世界に 生きて ゐる。 その 

無智の 世界、 その 醜の 世界に 生きて ゐる。 假 りに 自分が 自分の 住んで ゐる 八疊の 座敷 だけ を 精 人 

れて 装飾して 見たところで、 私の 住んで ゐる 周圍の 大きな^ 界が 無智と 醜と に滿 たされて ゐ たな 

ら、 私の 美的生活、 私の 享樂 生活に どれ だけの 光彩 を 加へ ようか。 私が 完全に 美 を 享樂 し、 完全 

に 生を實 現しようと するならば、 私 は 進んで 彼 Q 人達の 世界へ 出て 彼の 人達の 境遇 を 整頓し、 彼 

の 人達の 生命に 熟 意を與 へて やるべき ではない か。， 私の 今まで の 生活 は餘り に 近眼 的であった。 

餘 りに 私情 的であった。 

次 Q 瞵問に 於いて 私 は 生活と 思想の この 予 盾に 博惱 して ゐた。 


彼の 人達の 生活 を 改造して やる。 彼の 人達の 境遇 を 整頓して やる。 それ は 實に豫 一一： 一 C 者の 尊い 仕 

事で ある。 義人の 氣 高い 事業で ある。 私 は その 尊. S 仕事に 自分の 血 を 流して 見たい。 その 氣 高い 

事業に 額 を 破って 見たい。 幻影 を 追 ふやう に 私 は 今 その 事業 を 腦裡に 描いて 見た。 W しながら 私 

はこ こに 深く 考 へて 置く 耍が ある。 なるほど 私の 小さな 身體 でも、 渾身の 血液 を 湧かして 今後 死 

ぬまで 努力したならば、 或は 理想の 萬 分の 一 でも 達する と霄 ふこと がな いと は 限るまい。 よし そ 

の 理想 は滿足 出来なかった ところで、 少なくも 私が その 理想に 向つ て 活動し その 理想 を 仰 して 

ゐる間 は、 私 は 幾分で も 以前より は 生き甲斐の ある 生命に 生きて ゐた とも 言 はれよう。 だが 私 は 

彼の 人達の 生活 を 改造し、 彼の 人達の 境遇 を 整頓して、 多少と も 彼等に 滿足 を與へ 得た として、 

ただ それ は 彼等の 容觀 的の 狀 態が 幾分で もよ くな つて 來 たとい ふだけ のこと ではない か。 彼等の 

主觀的 生活 は 依然と し て 今 の 屈從的 の 卑屈に あるに 違 ひな い 。今の 封建制度 下 的の 猜疑に あるに 

違 ひない。 朝の 間 曇りに なり さう であった 天氣が 少し 晴れ 氣味 になって 來た 時に 感 する 程の 主 

的動搖 しかな. S に 相違ない。 さう したならば 私の 努力 は 結局 無効 無意義 G ものである。 私の 生活 

ひ 周 園に は 依然として 無智と 醜と が殘っ てゐ る。 

凡そ 物に 間隔が あると 5- つても、 彼の 人達の 主觀的 生活 の 穴 r: 氣と私 の 主観的 生活の {<.^氣 と Q 問 

ほど 甚し. S もの は 他に あるまい とい ふやうな 氣が 私に はする。 何よりも 彼の 人達 は 私を训 物にし 

て、 彼の 人達の 中から 分離して 置かう とする。 叉 私 も それ をよ く 知って ゐ るから 彼の 尺 達の 前 を 
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平然と 逋る ことが g 來 なくなって ゐる。 私 Q 始終 乘 りつけ てゐる 車夫 は 近頃に なって 餘程 私に 昵 

ん では 來 たけれ ど、 それでも やはり 私 を 別の 階級の ものと 思 ひ、 ^の资 格の ものに 祭り上げ 勝で 

ある。 私の 家から 下の 街 へ 下つ て 行く に 私 はどうしても 或る 鍛冶屋の 前 を 通つ て 行かなければ な 

らな いが、 ^はどうしても その 毅冶屋 の 人々 を 正視 出來 ないで 始終 脇の 方 を 向いて 急いで 通り 過 

ぎて ゐる ことに 氣 がつ いた。 そして その 毅 冶 屋の人 *! が 眞黑な 裸體の 中から 白い 眼 を 猜疑に 光ら 

して、 白い 手の 私 を 探る やうに 見 透して ゐる のが 私に は堪 へられな いの だと 分って 來た。 叉 私が 

その 邊を 歩いて ゐる 時よ く 途中で £ 逢 ふ 基督に 似た 一 人の 漂浪 者、 髮も 鬚髯 も 恐ろしく 長く し、 

身に は 襤褸 を 纏 ひながら 我々 の 歩いて ゐ るのに は 殆ど 氣も 付かない やうに、 始終 物に 憧憬れ た 眼 

をして 通り過ぎる その 漂浪 者 の 生活の 空氣 は、 どんなに 私の 生活の さ氣と 融和 の ？^來な い 性質 の 

もので. める か。 しんみりと 彼の 人に そ 0 生活の 樣式 やその 人生 觀を私 は 聞きたい ので あるが、 假 

りに も そんな こと を 尋ねようと するならば、 彼 Q 人 は 一 片の 冷笑 を 後に 殘 して 大 跨に 歩み 過ぎる 

であらう。 I の 旅行と いったら 大抵 一 人 旅行に 極って ゐ るが、 どんな 長い 汽車の 中で も 私 は 側の 

人に 一 言の 挨 もしないで 全然 無言の 旅を績 ける ことが 從來 少なくなかった。 そんな 場合 私は勞 

働 者で も 女で も 子供で も、 何とか 話し掛けて 彼等に 接近した いと 心で は 切に 願って ゐ るので ある 

けれども、 彼の 人達 は 私 を 別の 空氣に 住んで ゐる ものの やうに 等閑に する 傾きが あるから、 私 は 

無理に 物で も へ てゐる やうの 風 をしたり 書物 を 出して 見たり する 虚榮心 を a せて ゐた。 


私の 考慮し 苦悶す る こと は 彼の 人達に とつ て 全く 意味 Q ない 遊戲 Q やうに 見え はしない か。 私 

が 折角 彼の 人達の 生活 を 改造しょう として いろ 5- ろの 策戰と 計算 を 案じて & ようと も、 彼の 人達 

に は そのこと が 老人の 碁 を 打ったり 將棋を 打ったり して ゐ るのと 同じに 見えて ゐ はしない か。 私 

のと ころへ は 近頃 毎日の やうに 地方の 靑 年から 手紙が 來て、 私の 書いて ゐる 評論 を推獎 し、 ^の 

評； i がその 人の 生活に 偉大なる 効果 を 及ぼした やうに いって 感謝して 來る けれども、 私 は それら 

の 手紙 を 見ない 淋し さと は 違った 種類の ある 淋し さ を その 時に 感じる ので ある。 そして それらの 

手紙の 數が增 せば 增す ほど 私の 心 は 益. - 淋しく 淋しくな つて 行く ので ある。 これらの 人々 も 恐ら 

く は 私と 類似した やうな 生活 をして ゐる 人に 相違ない。 私 はた だの 一 人で も 彼 0 人達からの 手紙 

を 貰 ふこと が 出来ない か。 彼の 人達の 生活に 私 C} 評論が 力 を與へ 光明 を與 へる まで は、 私の 評論 

はま だ甚 しく 小さい の だ。 私の 生活 そのもの も亦甚 しく 力弱いの だ。 

四 

私の 心 は それ 以後と いふ もの、 日に日に 淋しくな つて 行く 許りで ある。 この 靜 かな 家で どんな 

に 心 ゆく ばかり 讀 書と 思索が ぉ來 ようと 言って 喜んで ゐ たこと も、 友達 一 人 訪ねて 來 ない 寂" お i を 

愛して 自分の 纏ま つ た 藝術的 生活 が攪亂 せら れな いの を 希った こと も、 今 はすべ て 謹 である こ 

とが 刺 然と 頭腦に 印象 せられた。 私が 彼の 人達の 生活と 全く 隔離して、 孤獨の 生活 を 綾ければ 絞 


ける ほど 私 0 生命 は 小さくなる c 私の 個性の 燈明は 絶え絶えになる。 

私 は その 孤獨 である こと を 痛感して 來た。 そして 今では こ の窒さ へ も 私に^ 物で ある やうに ほ 

しくな つて 來た。 私 はもう 落ちついて 請 書が 綾 けられない。 夜になる と 瓦斯の 喘ぐ 音が 私 を蹈 

白 J して、 私に 一種の 恐怖の 感情 さへ も 起させる。 せめても の 市街の 中 を 彷徨して 彼の 人達と ー緖 

に步 いてで もゐ たなら、 私の 心 淋し さは 落ちつく かも 知れな. S と 思って、 その後 私に は 大分お そ 

くなる まで 巷の 往来に 立 混る 幾夜 かが つづく ことと なった。 或る 夜の ことで ある。 私 は 街の 中 を 

當て どもな く、 捨て犬の やうに 彷徨して 見た けれども、 荒み 3^ てた 心 はどうしても 和まないで、 

見る といつ の 問に か大 塚の 電車 終點 へ 來てゐ た。 向 ふに は 王子 行の 電車が 停留し て 客 を 待 つて ゐ 

ると 見えて 客車が 一 一つば かり 明るく 闇に 浮き出て ゐる。 それ を 見る と 私 は 何となく 心忙しい 氣に 

なって、 あの 電車で 今何處 かへ 歸 つて 行く 市井の人の やうの 心に なり、 ふらふら として 電車へ 乘 

つて 了った。 外に は 小雨が 少し 降 0 出して ゐ るので 乘客は 案外 多かった。 王子で 降りる と 私 

はおの づ から 惹 かれる やうに 夜店 を 3^ して ゐる 街路の 方へ 向いて 行った が、 その 時にはもう 私の 

心 は t 一口 ひやう もない 冷 靜なも Q になり、 感激の ない 傍観者に なって 了って ゐた。 ふと 氣が 付く と 

私の 前に は 夜の 停車場が 薄暗く 立って ゐる。 私 は 不意に 上野へ 行って 見た くな つた。 時間 はもう 

あと 十分 許りで 上りが ある。 直ぐに 切符 を 買って 待合室の 固い 椅子の 上に 疲れた 身體を 投げ掛け 

る。 多分 女工 か 何 かが 鄉 里へ 歸 るので あらう。 身す ぼらし ぃ髮を 結った 小娘が 二人 大きな 風呂敷 


包み を 一 つ 宛 持って やはり 私の 側に 腰掛けて ゐる。 それ を 見る と^も 何 か 忙しい 商用 か 何 かで 汽 

車 を 待 つて ゐる やうの 氣 がして、 片手に 握って ゐる 三等 の 赤切符が こ 0 上 もな く 嬉し い もので あ 

つた。 遠くの 方から 地響きが して 來 たと 思 ふと 上り列車 は 轟々 停車場 の 中へ 這 入って 來 たので、 

乘り まれ ま. S と 心 急く  #3 通の 乘客 Q やう に 私 も 嬉しく 胸 を ときめかして 足早に プ ラッ トフ ォォム 

の 中へ 這 入らう とすると、 列車 はこの 停車場 へ 這 入っても 少しの 速力 を 緩 めす 轟 々 と 物凄 い 音 を 

立てながら プラット フォ ォムを 通過して 行って 了った。 時 閒表を 見る^の 眼が この 驛 通過の-汽車 

に氣 付かなかった ので ある。 私 はもう 泣き出したい やうの 氣 になって 急いで 時間表 を 見直す と、 

次の 上りまで はま だ 一 一時間 も ある。 小雨^^そぼ降る中を悄然として大塚の通りを私が步ぃてゐた 

の は それ から 半時！？ ばかりた つ た 後 のこと である。 全せ 界 の 人の 心 と 身 體とを 顏暧し 噴 落させ よ 

うとして 歡樂の 毒を販 いで ゐる 店の、 簿 ぼんやりした テ H ブルの 端に 物 狂 はしい やうに 身 を 投げ 

寄せて、 次第に 興奮して 來る腦 と 親 力 を 傷け ながら、 やがて その 店の 扉 を 開いて 私 は 癒 やし 難い 

心 を 遣りば もな く 再 び 小雨の 中の 人と なった。 自分 0 室に は 依然として 瓦斯が 明るく 嘯いて ゐた 

私 はかう 何 か 長い 旅 をして、 汽船の 顚 覆で 海洋の 中 を 幾日も 幾 R も 漂流し、 家に 殘 つた 家族 は最 

せ 自分 を 死んで 了った ものと 思って 何處 かへ 去って 了った 空つ ぼに なつ てゐる 自分の 家へ 歸っ て 

來 たやうな 物悲し ぃ氣 になって、 濡れた 着物の まま テ H プ ル の 上に 泣き崩れて 了つ た。 

その 次の 曰からで ある。 私が 四十 度 以上の 熱で 幾日も 幾日も 苦しめられ たの は。 そして 最後の 


診 斷で濕 性 肋 膜 炎と いふ 判決 を 下された の は。 

五. 

^間に 流行す る 哲學は 今、 動的から 靜 的へ 向 ひっつ ある。 そして それら 哲學を 讚嘆す る 人 は 

森林の 中の 冥想 だと か、 宇宙の 靈 魂と 冥 合する だと か、 東洋 岡 有の 禪的 修鍊 だと か 言つ て騷 いで 

ねる。 私 は それらの 人の 言葉が ただ 口先ば かりの 誤魔化しであって、 少しも その 人々 の 生命が 通 

はす、 侗 性が 浸潤して ゐな いこと を 悲しみ、 滔々 として 世間 を 誤る の 罪 を 許し 難く 思 ふので ある- 

立て籠った 暗室の 中に 一本の 蠟燭 がと ぼって ゐる。 腐る やうに 靜 かにと ぼって ゐる。 喘 かす 搖 

がす 炎 は 眞_& に 立ち上って、 油煙 も そのまま 一直線に 上騰す る。 その 豁 寂の 中に 偉大なる 生命の 

羅励を 見ないだら うか。 熱烈なる 愛の 閃發を 感じな. S だら うか。 死んだ やうに 重々 しい 大 森林の 

夜氣。 一枚の 木の葉の 呼吸に 顫動 すら 感ぜす、 藓 苔の 堆積から 起る 水 蒸氣の 昇騰に 空氣の 微搖す 

ら ない 沈默の 中に、 强大 なる 彈 力の 醸成、 熾烈なる 生 欲 醱酵 がない だら うか。 眞の 大聖の 溫情 

はこの 靜 寂と 沈 默 との 中に 培 はれ、 この 冥想と 孤獨の 中に 成就せられ たので あらう。 私 は それ を 

も 信じて ゐる。 W しながら 私 は 平凡の 一 匹夫に 過ぎない。 私 はこの 靜 寂の 中に 於いてた だ 窒息す 

るば かりで ある。 こ Q 孤獨の 中に 於いてた だ銷義 する ばかりで ある。 私 は 今にして 私が 母校に ゐ 

た 日の 生き甲斐 ある 反撥 を 思 ふ。 その 住んで ゐた社 會は假 令 どんなに 小さかった にしても、 私の 


生命 は その 小さい 社會の 生命と しっくり 合って ゐて、 私の 行爲が 革命の やうに 見られ、 私 Q 言論 

が 破壞の やうに 思 はれて ゐたぁ ひだ、 私の 生命 は 强く强 く 緊張し、 私の 個性 は 限界 もな く 主張せ 

ら れてゐ た。 私 は その 間に 私の 生命 を 確固と して 把持し、 私 Q 生命 を 無限に 向って 擴大 する こと 

が m 來てゐ た。 

彼 の 人達と 全く 筢緣し て靜 寂と 孤獨の 中に 私の 生命 を 愛育し ようとした 私の 行爲は 全然 誤謬 で 

ある。 自分の病氣が治ったなら3^來るだけ早く私は彼の人達の仲間に加はらねばならなぃ。 そし 

て 日常生活の 一 々の 行爲の 中に 外界の 反撥 を 求め、 苦しい 戰 鬪と勞 作の 中に 自分の 生命 を 擴大せ 

ねばならない。 私 は 志士の 襟懐と 勞働 者の 熱意と を 平行して、 私の 評論の 北呈 に 彼の 人達の 生活 

の签氣 を充滿 せねば ならない。 私 は 革命 者の 十字架と 戰士の 血の 中に 私の 熱意と 同情と を 培養せ 

ねばならない。 彼の 人達の 中へ。 ただ 彼の 人達の 眞 直中へ。 そして 私の 手に は 鋤と 玄 能と 劎と十 

字 架と を 持って。 —(大正 四 年 五月 十五 S 


詩篇 十三 

聖 餐 

むろ^きの たまし ひ 

間の 中に かがよ ふ。 

少女よ 聖壇の まつりに 就け、 

つくり 花の よろこび はサ フ ァ ィャの 海より 0 

みだれし 瞳の 生む 蒸氣 にも、 

晝の月 はた だよ はん、 


いま はやめよ 病める 心に、 

い とも美 はしき ゲラ 一一 ゥム の 花- 

幸なる 心 

はなやか に 

神の 聖壇 

眼 とづれば 今 幸 なる 心に 

その 祭壇の 燈明ぞ 見 ゆる 

木 魚 の 音 

木魚 を 打つ 音 

こ ぽこ ぼ こぼ こぼ、 

われ は その 時に 


あわただしく 服覺 めて、 

庵室の 雨戶を 繰るな り。 

木魚 を 打つ 音 

こぼ こぼ こぼ こぼ 0 

霧 は 廻廊 をめ ぐり、 

池の 水 は 氷る。 

埋み火 を かき 起して 

炭 屑 を つぎつつ も 

たえす 聞く 木魚の 音 

こぼ こぼ こぼ こぼ 0 

我が 心 

こよな くも 靜 かなり。 


憂 變な春 は來た 

ああつ ひに 憂 蒙な 春は來 た。 

水の 中に 螺 貝の 身 ごもり、 

森 に は 黄色の 蛾が 卵 を 產んで ま はる。 

さて これ は 何とい ふま ぶしい 空氣 だ。 

白衣の 鐘樓は ひね もすな げく。 

ああ 今日 もまた 

ゥんさ 

心 念の はなびら をむ しばむ 溫氣、 

その 音の ふち を しろがね Q 陰影 ぞ ただよ ふ- 

鐘樓 はなげく、 

鐘樓 はなげく、 

ああつ ひに 憂 1^ な 赛は來 た。  ； 


七 八 

ベ ラ ンダ に 立ちて 

麻醉 せる 夕暮 よ、 

うち 烟る 柳の 楷に何 Q 唄 をうた ふか。 

我が 愛する 1 もとの 小さき 花 は 

空中に さびしく なえて、 

しかも 厚き 玻璃 箱の底より、 

黄燐の 瓦斯 は 月 をめ がけて 蒸散せ り。 

一 點の 香を薰 する 

眞實欣 求、 

實に 人生 こそ は 長き 長き 單 昔の バス なれ。 

レンズ の 焦點を あるきて、 

ああ 我れ は 幻の 花 を ふみしだ けり。 


.^7さぃ私の室の祕密 

外で は 夜の さみだれが 今 も 降つ てゐ るので せう。 

げこ、 げこ、 げこ、 げこと 蛙が なくと き、 

わたしの 心は戀 人に あ へない 悲し さに 泣き ぬれ、 

泣き ぬれて 疲れたから だ をべ ッ ド によ こたへ、 

枕に ぴったりと 顏を うづめ、 

聞く ともなし にち ち、 ちち、 ちち、 ちちと、 

ゆ. 

かすかに 床板の ふる へ るお と を 聞く Q は、 

だれも 知らない、 

全く、 小さ， S わたしの へやの 一 つの 秘密と いふ ものです。 

外で は 夜の さみだれが. S まも 降って ゐ るのに、 

晴れた 大空の 梧桐が 見え、 

七 九 


その 下に は 白い. m ぃク ロバ ァ が 熟れ、 

クロ バァ がー 面に なやみ 疲れ、 

ああ、 窓ぎ はに は ひるの 月が ぐらぐらし、 

そして、 

わたしの 心は戀 人に 逢へ ない 悲し さに 泣き ぬれ、 

なきぬれて 狹 霧の 流れる おと を 聞く の は、 

だれも 知らない、 

全く、 小さい わたしの へやの 一 つの 秘密と いふ ものです。 

空 を 見上げた 眼に ついて 

晴れた ひろい 大空の もとで、 

神様！ あなたの 子供が 二人い まな やんで ゐ ます。 

短い ほんの ちょっとの くちづけ にも 心お びえ、 

病み やつれた くぼんだ 眼、 


愛の まへ にす ベて とたた か ひ 痰れ た 眼、 

ちらっと —— 

梧桐の かげから 空 を 見上げた ときに、 

わたしの 眼に はま へ の 洋館が た ふれ、 

みがいた 石段が よこ 向きに なり、 

彼女の あしもとに すっかり ひざ まづ かう といたし ましたが- 

神様！ 一  體、 あなた は 

あのと き、 あの 眼 を どう ごらんに なった のでせ うか。 

公園の 一 隅なる ベ ンチ 

待て ど 待て ど 戀人は 今日 も 来らす、 

行く 雲の ひかりに とけ、 

愛 を 求める に 疲れた 心 はおくに ところな し。 


晴れ わたる 或る日の 公園の ベ ンチ、 

ベ ンチは 日な たに なげいて ゐ る。 

男、 女、 

子供、 藝者、 

洋服、 パラソル、 

个日、 人々 はおよ そ 家の 中に 住む ものがない であらう。 

す ベて 輕 快の 空氣を 吸うて 健康 で あ る 。 

すべ て 豪爽の 日光 を 浴びて 幸福で ある。 

しかし 11 

わたし だけ は ひとり 木蔭の ベ ンチ から、 

さびし. S 心 をいだ いて 靑 いはつ 夏の 斜面 を ながめる。 ， 

祌樣！ あなたの 子供 はま だ 許されません か？ 

わたし 達が こ Q すべ る やうな 散歩 をす る 曰 はいつ です か？ 

わたし 達 は あまりに 長く、 あなたの 試みに あって ゐる やうです- 


ああ 幻像 は 耳 の わる. S 隣り Q 窒の 娘がぬ いて ゐた クロ バァ もな つかし、 

まどろみ 暮 るる 窓に 君 いささかの 疲れ をう つた へし も。 

わたしの 心 はすつ かりと あたり を 征服して ゐる 

はつな つの 夜のに ほひ は 

輕ぃ 油の やうに 流る る 

わが 紙 園よ。 

おどけた 隨 電燈は みなこ こ を めがけて 突 き すすみ、 

跳ねつ か へ りの よろこび は みなこ この 前で さやぎ 合 ふ。 

こ Q 石段のう へ に 立 つて 海 Q やう な あ なた を 見渡 せ ば 、 

わたしの 心 は どんなに ふさ はしく それ 等 を 征服して ゐ るか。 

やみの ふと こ ろ を 

火花 はさかん に 交叉し、 

八ョ 


、 


なんとい ふ 大勢の 人の 流れが、 

，界の はしから はし へ こ み 合 ふの だら う。 

だが 11 

いま 人間の 愛 を 得て ゐる もの はこの 中に 幾人 あるか。 

がっしりと 力強く ふみ 出 す 歩みが 凡そ 見られる か。 

お l^i ひ はお 互 ひに、 

敵 だと 思 ひ、  、 

お 互 ひ はお 互 ひ を、 

幸！ i だとの ろ ひ、 

お 互 ひがお 互 ひに さびしく 悲しくな つて ゐる。 

人の 群れの 中で お 互 ひの 心の 虚飾 はお 互 ひの すなほな 心 をむ しば ま せ る。 

何とい ふ 宿命に やつれた 人の どよ み、 何とい ふ 希望の 失 はれた どよ みで あらう 0 

わたし も 以前 はこの 中の 步み を、 

お 互 ひの さびし さ が 生む 空中の 幻像に さいなまれて 歩いた。 

いまし かしす ベ ての 眩景は 消えて あとかた なし。 

わたし Q 心 はかつ きりと あたり を 征服して いはの やうに 立って ゐ る。 


ああ こ ひびと、 

わたしの こ ひびと はもう 直き _に わたしの この 肩の 上に 白. S 手 を 置く の だ。 

田 舍 

初夏の ある 朝、 大 空 は 一 面 かがやきわたり、 

わたしの 心 は 水の やうに 落ちつ. S て ゐた。 

何とい ふす がすが しさが 草葉の 上 を 行く の だら う 0 

わたし は 急に、 久しい あ ひだ 田 舍の土 を 見ない ことに 氣 がつ いた。 

植 ゑつけ の 苗 はすん や んと Q び あがり、 

ひめ じょん の 堤から よろこびが 湧く   - 

そのと きに、 都 を 避けて とほく 山の ふもとに 住まって ゐる 一 人の 友 を 思 ひう かべ る。 

まっくろな 土に 向 ふ 執着、 

友 を 包容す る 愛、 

わたしの 心 は 久しぶり であの 友 を たづね る うれし さに 滿 たされて ゐた。 


忘れられ たもの がい まか へって 來る 

山上の 大 伽藍、 

苔 なめらかな 庭に は 地蜂が 一 面、 

だれに も さまたげられす 巢 くうて ゐた。 

髙 ぃ鑌樓 のおく 

そのほか 山す つかりの みどりに いろ. S ろ Q 鳥が さ へづる 

ああい. S 日光 だ。  . 

ふ はふ はとして、 

何と. S ふ 滑 かの 感覺 がわた しの 心 を饕宴 によ ぶ の だ。 

いま 本堂の 中から は、 

小さく かね を 打つ 昔が 聞え て 来る。 

あとに は 一 人の 僧 Q  口ごもる 經の聲 が つづく。 

また かね Q 音、 


經 のこ ゑ o  —i 

ああ. s い、 すべて 何もい ふこと がない。 

秋になる 不安 

もう 秋 だ —— 蒸し あ つ い 車道 を よこぎって、 

お ま へ戀 ひしい 心 を じっと じっと 胸に たたみ；」 め 

角の ボ ストへ 乎 紙 を 出しに 行く。 

うしろから 來 たけた たましい 電車に は、 

異人さん の 曲った 鼻、 

異人さん の 赤ち やけ ひげ、 

わたし はちよ つと 心配に なった、 

こ Q どんより した 空の 下 だ も QO 

なんの こと だ、 

わたし は 今朝 あるいた お 寺の わき Q， 


古 著 市 Q 日て り 雨を考 へて t*S るの か。 

わたし はよ つぼ ど 馬鹿なん だよ、 

疲れた 障子の そとが はに は、 

間の 拔 けた 蟬 がと まつ てゐゃ あがる。 

ああ わたし は、 

お前に わかれる と 叉 眼鏡が. S る やうに なって 来た。 

でももう 秋に なった か、 

この 底び かりの する iti! からかげ Q やうな しづく  G たる こと は。 

冬の 夜の はりつめた 調子に ついて 

はりつめた 冬 Q 夜 は、 

すつ ばくむ せる 沼氣の 中に 沈んで 行く、 

水に ふるへ る 白. S はなびらの 中に ひたつ て 行く、 

糜 園の あづま や を 這 ふ 瓦斯の 光 をと ほして 行く。 


ああ この 調子 Q ビンと した 冬 の 夜、 

n ォ ラス 

すべて ヴィォ 口 ンに 合せる 合唱 は 減んで、 

キネ マの 光線ば かり 幕の 上 を 白金の やうに 這 ふで あらう „ 

ああ この 調子の ピ ン とした 冬の 夜。 


憂鬱の 谷に く 花 


「明日の 我れ に 幸ち 多 かれ」 11 昨夜 この 言葉 を 繰り返しながら、 一時 眞近 かに 床に 着いた。 

そして 今日は 本當 にしなければ ならぬ 仕事が 澤山 溜って ゐ るので あった。 それ だのに 朝起きて 見 

ると、 昨日と 同じ 曇天で ある。 僕の 勇氣は それでもう すっかり 鼻先き を 折られて 了った。 テニブ 
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ルに 向っても 少しも 仕事に かかる 氣 分に はならない。 僕 は 直ぐに 寫 生の 道具 を 整 へ て 博物館へ 行 

つ て 見た。 古い 古い 美術の 寫生を 三時 間 計り やつ てゐ るう ちに、 少し は 心 も 落着いて 來た。 僕 は 

1 體 この 行く春 ハ から 初夏へ 掛けて、 どラ して こんなに 憂 lis- になって 了 ふの か、 自分に も 分ら 

ない。 

「思想 は 腦髓の 分泌物で ある。」 唯物論 者 は 力 アル . フォ ー タト 以來 この モット ォを 繰返して 

ねる。 「精神と いふの は 精神 質の 精神的 機能 全體の 集合 概念で ある。 精神と いふの は、 新陳代謝 

とか 生殖と かいふ 概念と 何の 15^ 別 もない 生理的 抽象た るに 過ぎない。」 へ ッケル がさう いって ゐ 

る。 もとより 僕 は 彼等の こんな 沒分曉 の 見解に 左袒 しょうと する もので はない。 寧ろ 思想 は腦髓 

以前 0 ものである。 思想が 獨立 したれば こそ、 腦髓 とい ふ 一 個の 統 一 が 出来た Q である。 かう 自 

分 は 信じて ゐ るので あるが、 さて それにして もこの 思想が 肉體 0 狀態 のために 驅 使せられ、 やや 

も すれば 足 並が 怪 L くなる の はどうし たもの か。 足 並が 怪しくな つても、 まだ 肉體が 思想 を 生む 

の だと は 言へ ない が、 それと いって 肉體の 勢力 を經驗 意識が 蔑視 出来ぬ とい ふこと は 否定され な 

い。 近頃の やうに 氣 候の ため.. 生理 機能の ため、 思想の 動搖 しがち な 自分の 姿 を 見る 時に 殊に こ 

の感は 深いので ある。 

二 


gl 五日 前- 天 氣の いい 日に 外を步 いて ゐ ると、 わきのと ころ を 荷車が 一 つ 通った。 何處 かへ 荷 

を 運んで 行っての 歸り であらう。 籠の やうな もの を 一 列に 七つ 八つ 並べて、， 前に は 若い 夫婦 者が 

二人 並んで 牽 つばって ゐた。 それが 殊に 僕の 注意 を惹 いたと いふ 0 は、 その 眞 中の 籠の 中に 二つ 

位の 男の子が 入れられて ゐて、 男の子 は溫 かい 春の 日 をう けながら、 おとなし くお 芋 か 何 かを兩 

手に 持って 嚼 つて ゐ たこと である。 了 度 その 時 僕 は 或る 友 を 病院に 見舞っての 歸る さで あつたの 

で、 その 夫婦 者 も その子 供 も 普通人 以上に 健康に、 普通人 以上に 幸 幅に 見えた。 何 か 強い 感動 を 

受けて 無理に も考 へねば ならぬ 問題 を 提出せられ たやうな 嚴肅 Q 感じ を 持った。 一 體 この 夫婦 者、 

この 子供 は 幸 一 i なの だら うか、 不幸な の だら うか。 こんなに 健康で、 こんなに 夫婦 水 いら. f- の勞 

働 をして、 可愛い 子供 も 他人の 手に 任せ. f に 自分の 車に 乘 せて 歩く。 このん 達 は それ 裎 にも 感じ 

ないで あらう が、 人間 t.;- 生活に 抑、、 これ 以上の 幸福が ある だら うかと も考 へて 見た。 併しながら、 

この 人達 は 自分の 生活 を、 こ t.:: 上 もない 不幸の ものと 思って ゐ るの かも 知れない。 埃の 多い 街 を 

かう して 遲ぃ遲 い 歩みで 車 を ひつばつて ゐる 時、 ガ ゾリ ンの惡 臭 を 遠慮 もな く あたり へまき 散ら 

しながら 飛んで 行く 自動車の 上の 紳士と 藝 者と を 見たならば、 彼の 人達 はどうして 自分 達 を 不幸 

だと 思 はないで ゐられ よう。 それよりも 僕 自身 は、 かう して 樂に ステッキ をつ いて 街 を 散歩して 

ゐ ながら、 重い 車 を ひつばつて 行く この 人達 を 幸 幅 だと 羡む 資格が ある だら うか。 僕が 若し この 

人達に 「君達 は 本 當に仕 合せ だね」 といったら、 彼の 人達 は眞っ 赤に なって 怒って 「且那 御戲談 
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を 言 つち やい けません ぜ、 旦那 達 の やうに ブ ラ ブ ラ街 を步ぃ て ゐられ る樂な のと は 違 ひます ぜ」 

といって 僕 を 叱す るに 相違な. S 。僕の 思索 は、 はたと 行きつ まって 了った。 ー體 近頃の 僕 は、 問 

題 を 抽象的に 考 へる ことにす つかり 慣らされて 了った。 實在 だと か價値 だと かいふ こと 許り いぢ 

つて ゐて、 次第に 具體 的の 事 實 から 離れて 了った。 こ Q 頃の 僕に 日記 を 書く としたら、 何 を 書く 

ことが 出来る であらう。 自分 は哲學 の專攻 者で ありながら、 日記に 書きつ けて、 今日の 日 を 無意 

義には 過ごさなかった と いひ 得る 事柄がない と は 何とい ふ 蕭條の 生活 だら う。 僕の 理性 は それに 

對 して 次の やうに 僕に 敎 へる。 成る 程 それらの 具體 的事實 が本來 Q 哲學の 問題で は ある。 ^しな 

がら それらの 問題 を考へ て 行く に はや はり それだけの 研究方法と いふ ものがなければ ならない。 

厳密の 方法で 嚴密の 問題 を考 へて 行けば、 結局 は 現在の 哲學で 取扱つ てゐる やうな 抽象論と なら 

ざる を 得ない の だ。 抽象論 は 議論の 結果 を 取扱 ふので あると。 この 議論 は正當 であって 決して 否 

定 する こ と は £ 來な い。 • 併 しながら その 抽象論 の歸 結から この 具體的 の 問題 を 解決す る こ と が 出 

来る かとい ふに 餘程覺 束ない。 全然 具體的 流動的 統一的で ある 問題 を 考察す るに、 僕 はもう 一般 

論 抽象論の 立場へ 引き もどして する より 外 はなくな つ てゐ るが、 それ は 丁度 甘露の 一滴 を 一石の 

水の 中に まき 散らし、 寶 玉の 一粒 を 粉に して 砂 を 交へ る やうの 痛まし さを覺 えて、 僕に はこの 上 

もな く惱 ましい ので ある。 


煩悶 は-常に 理性から 來 ないで、 具體 的の 經驗 意識から 來る。 苦を訴 へる の は肉體 的の われで あ 

る。 そのこと は 我々 にと つ て 何とい ふ悲慘 な事實 である だら う。 僕と いふ ものが 全部 理性から^ 

來てゐ て、 理性で 考 へた 通りが その 儘に 僕の 眞理 であり、 他の 何物 もこれ を 攪亂 する ことが なか 

つたら、 僕と いふ もの は 如何にお 目 度い、 如何に 理窟 ー點 張りの 人 II となって ゐる ことが m 來 

るで あらう。 併しながら 人類 は 永遠に 原罪 を擔っ てゐ る。 

我々 は 今價 値の 問題 を考 へ てゐ る。 恨 値の 問 题は當 然に實 在の 問題 を 呼ぶ。 眞の 惯愤が ある 以 

上 は 偽の 現實が あり、 美 Q 價 値が ある 以上 は 醜の 現實が ある。 ^界 はな ぜ眞 美ば かり を 持つ て 

造られなかった ので あらう。 最早 新ら しい 問題で はない が、 古人 は a^s^-l 界の惡 の 原因 を 問うた。 

若し 全智 全能の 祌が^ 界を 造った Q であ ると したならば、 何故 神 は 今少し 完全な^ 界を 造らな か 

つた か。 何故 直ちに 黄 余 時代 を 人間に 與 へなかった か。 この 疑惑 は屢. - 人の 口によ つ て 繰り返さ 

れ たが、 常に 我々 に 新ら し. S 具體 的の 問題で なければ ならない。 ウイ ンデ ルバ ンド はこ Q 問题に 

就いて、 「結局 我々 に 意志 を 超越 £ 來 ないから だ」 といって ゐる。 それ を 今少し 詳しく 說明 する 

と 次の やう Q ことになる。 我々 は 何等かの 疑惑 をな す 以上、 すでに その 人 は 眞の惯 値 を 許して ゐ 

る。 普遍 安當的 必然的の 眞の價 値 を 許さない では、 我々 は 最早 議論が £ 來 ない。 眞の價 値が 無條 


件に 許される としたならば、 その 結果 はどうな るか。 價 値と. S ふ 以上、 それに 反抗す る實 在を豫 

想す る。 認識の 世界に 於いて はこの 對立は 常に 豫 想せられ ねばならない。 便 値の 世界と 實 在の 世 

界、 當爲 の^ 界と 不可 不の 世界と は、 不可解の 謎と なって 我々 の 前に 現 はれて ゐる。 實 在を逋 

して 一 の 裂け目が ある。 併し この 問題 は 物の 本質 上 到底 解決の £ 来ない 問題な ので ある。 それ は 

卽ち 我々 の 認識の 本質から 來た 矛盾な 0 である。 この 問題 は、 我々 の 認識と 理解と は、 我々 の 本 

性た る 意志 以上 に^て、 その 向 ふ 岸に 達する； J とが 出来ない と. S ふこと を 示して ゐる。 何故 なれ 

ば 意志に は實 在と 惯 値の 一 一元 性と いふ こと は、 その 活動に 避ける ことのお 來 ない 條件 だからで あ 

る。 この 二 元 性 は 我々 の 本性で あるから、 我々 の 認識 は その 二 元 性 を 離れて、 11 元 性の 根源 を理 

解 するとい ふこと が^ 來る害 はない。 ウイ ンデ ルバ ンド は、 こ Q 本質的の 二 元 性 を 人類の 原罪 だ 

と. S つて ゐ る。 

認識 は 認識 を 超 趑出來 ない。 物に 疑惑 を 持ち、 眞の 認識 を 得ようと する 我々 Q 意志が 直ちに 原 

罪と なつ て 自ら を 苦しめる と は 何たる 人間の 悲劇で あらう か。 道德的 修養 は 却つ て 罪惡の 分量 を 

大 ならしめ ると は、 何たる 惡 魔の 手品で あらう か。 

我々 の 煩悶の 本来の 起原 は、 この ウイ ンデ ルバ ンドの 解答に よって 與 へられる。 併し 斯く 宇宙 

の 秘密の 根 原 を 知り 得た からといって、 我々 は 少しも 救濟 せられて はゐ ない。 何故 なれば 救濟せ 

られ ようと 努めて ゐる 間、 認識 Q 二 元 性 は 跳梁 を 極めて、 我々 を 苦しめる からで ある。 我々 は最 


早、 修養 も 不可、 思索 も 不可、 かくして 全然の 懐疑論に 陷 らうと すれば、 その 懐疑 も 亦 不可と な 

つて 了 ふで はな. S か。 

我々 は 誰し も、 不死 永生 を 願って ゐる。 若し 人間が 全く 死なない ものである としたら、 叉 これ 

程 憂 1^ な單 調な もの はなく、 これ 程の 苦檔は 世に ないで あらう けれど、 それと いって 現今のと こ 

ろ 死 はや はり 蔽 ふべ きもの、 永生 こそ 望ましき 限りの ものである。 我々 は 永生と い ふ 概念 を. S ろ 

いろに 考 へて 見る。 我々 が 現世に 於いて 所謂 時間と 稱 して ゐる連 綾の 中に 永生で あらう とすれば、 

それ は 如何にしても 不可能の ことに 相違ない。 我々 の 肉體は 或る 化 學的變 化の もとに、 死滅し な 

ければ ならな い 時期が 機械的に 來る。 肉體も 等しく 化學的 物質で ある 以上 こ の こと は當然 のこと 

である。 而 して 肉 體が壞 散 すれば、 現在 我々 の 意識して ゐ ると 同様の 意識が、 さらに 將來 へその 

is 綾す ると いふ こと も考 へられな いこと である。 所謂 靈魂 不滅 說と いふ もの は s^r た と も 偽 だ と 

も斷 言の 出來る もので はない けれど、 普通の 理論の 上から は 偽に 近い やうに 考 へられる。 我々 は 

父母の 生殖細胞の 合一 によって その 萠芽 を 生じ、 細胞の 分裂に よって 次第に 生長して 現在 見る 如 

き 肉體ゃ 現在 意識す る 如き 意 識 を 生じた ので あるが、 我々 は 少しも その 細胞 時代の 意識と いふ も 

の を 記憶す る ことがない。 我々 は 全く 何時と も 知れす ここに かう して 生れて 來 てね る。 死の 狀態 
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はサ 食. し 我々 の 生れない 以前の 我々 と 同様の ものである だら う。 我々 が 熟睡に 陷 つた 時には 全く^ 

事 を も 意識して ゐ ないやう に 見える。 併し 股覺 めて 見れば やはり 以前から 引き 辍 きの 自分で ある。 

熟睡の 時には.： 一;^ 識が 斷，" g し てゐ たもので あ ると すれば、 我 々 は 熟 陲 と い ふこと を 全く 知らな S 笞 

で あ る が、 我々 は 熟睡 の 如； 1： な る も Q であるか を よく 意識し て ゐる。 我々 は 全く 意識し な かった 

とい ふこと を 極めて S 接に 意識して ゐ ると 同様に 我々 は 我々 の、 生れない 以前の 我々 を 意識して 

はゐ ない が、 されば といって 我々 の 生れない 以前 を 全く 知らない Q でもない。 死 も 亦 我々 の 生き 

て ゐ る^り 意識 出來な いが、 されば といって 全く 意識 £ 來な い Q でもない。 

我 々 が 死滅し て、 我々 が 今現資 と稱し て ゐ る も の を 全く 認識し な. S やうに なつ たと すれば、 我 

我 は 一 體そ e 時 どうな つて ゐ るので あらう か。 この 疑問 は 我々 に强く 襲うて 來る問 L„3 である。 ，价 

しながら 冷 IS な 理知 を 以て この 問題 を 考察して 見る に、 そ 0 疑. 問 は本來 無理な もの だとい はねば 

ならない。 何故 なれば 認識 はすで に 現 實を豫 想して ゐる。 認識が 滅亡した 後の 認識 主觀 はどうな 

つて ゐ るかと 問 ふ 時には、 その 問 ひに はま だ 認識が 滅亡して ゐ ない。 何故 なれば 「認識が 滅亡し 

た 後」 とい ふ 時に 旣に時 問 を 許して ゐ るからで ある。 認識 あれば こそ 時 g も ある。 認識が 滅亡す 

れば 時間 もない。 隨 つて 認識が 滅亡 すれば 所謂 「滅亡 後」 とい ふ もの もない。 我々 の 認識 は、 我 

我 Q 認識の 根本に 許す 「意識 一般」 を 超越す る ことが 屮ぃ來 ない ので ある。 斯様に 考 へれば、 自己 

の 死滅した 後 の 樣界を 心配す る こ と も 極 め て 馬鹿ら し い 心配 だ とい はねば ならない。 


すべ て 知識で 考 へ る こと は 認識に 始まる。 認識の 中に 這 人つ て來な いもの は 嚴密な 考察の 與材 

と はならない。 その 認識 を 超越し、 その 認識の 流れ を 離れて 彼岸 を 聞く こと は、 我々 に 許されて 

はゐ な. S  0 否 寧ろ それ を 聞く ことが 質問と な つて ゐな いので ある。 

我々 は 死の 問题 を^へ、 死後 0 恐怖に 襲 はれる 毎に、 1^ ゅ靜 なる 理知の 權カ にたよ つて、 怯惰な 

る 自分に こ の 判 斷を與 へしめ る。 我 々はも 0 ことによって 最早 死の 問題 を 超越す る ことが 來る 

普で ある。 併しながら 我々 は それだけの 說 明で ra^ してす ベての 疑惑、 すべ て の 恐怖 を 取り去る こ 

とが mm 來た であらう か。 他人の こと を 僕 は 知らない。 叉 尋ねる こと も 必要で はない。 僕 自身に と 

つて は 死 はや はり 忌むべき ものの 極みで ある。 死 は 何事よりも 大 なる 恐怖 を 自分に 與 へ る。 嘗て 

病 li. 卜に t. 吟し 意識 は 生死の 間 を 彷徨して、 醫師の 口から 不治の 宣吿を 受けた 時に、 僕 は 全く それ 

ほど 悲慘を 感じた ことはなかった。 そして どんな ことがあっても 今 死んで はならぬ とい ふ、 不合 

理 とも 非合理と も 何とも S へない 無茶の 願望 をうな つて ゐた。 

現實の 至る ところに 矛盾が ある。 死の 恐怖 Q 如き も 認識の 本質に 根. ざした 1 の 矛盾で あると も 

言 へ よう。 併しながら 矛盾で あると いふ 理性の 説明 は 毫も 矛盾 をな くして くれて はゐ ない。 我々 

は 理論で はよ く 分る が、 分つ て 見たところで 理論 は經験 意識の 苦悶 Q 根 を 切つ て くれて はゐ ない- 
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現世 は 苦 Q 世界で あると いふ。 そして 快樂も 畢兗は 苦の 源で あると. S ふ。 希懺 Q ストア 派が そ 

の 種の 論理 を說 いた。 怫敎も 亦 同 趣の ものである。 飽 くことの ない 快樂を 追求す るの は 確かに 我 

我に 苦痛 を與 へる 源と なって ゐる。 我々 は 寧ろ 初め か ら快樂 を 追求す る 念 慮 を 去 つて アバ タイア 

にゐ るの がよ いので ある。 ストアの 倫理 は 世人が 攻擊 する ほど 非 眞理の もので はない。 理論 上 は 

確か に 眞理に 相違な い と 僕 は 思つ てゐ る。 

現抵は 敢 ない。 現世 は 苦痛の 谷で ある。 僕 はこれ だけの こと は 少なくも 現在 界 0 状態に 

就いては 肯定 せざるを得ないし、 隨 つて ストア や 怫敎の 倫理が 偽で ない こと を 知って ゐる。 倂し 

ながら 現^ は梁敢 ないから、 それ 故 我々 は 現世 を離脫 しなければ ならな， S と はどうして 一一 a はれる 

のでぁ^oか。 快樂を 追求す る こと は 却つ て 苦の 原因で あるから、 それ 故 我々 は 快 樂を追 ふこと を 

止めねば ならない と はどうして 言 はれる ので あるか。 理論的の 僕はス トァゃ 佛敎の 倫理 を 是認し 

ながら、 經驗 的の-僕 は 絶え. f これに 反對 する の はどうし たもので あらう か。 なるほど 現世 は梨敢 

ない。 だが 菜敢 な. S もの を 我々 は なぜ 捨てねば ならぬ のか。 或る人 は 僕に 敎 へて、 それ は 今 我々 

は 永遠な もの を 求めて ゐ るので あるから とい ふで あらう。 永遠な も 0 を 求めて ゐる こと も 確かに 

恭資 である。 僕 は 今 僕の 生命 を 永遠なら しめようと あらゆる 努力 をして ゐる。 併し 永遠 な も の を 

求める ために 永遠で な いもの を 何故 捨て なければ ならぬ のか。 我々 は 永遠な も のを欣 求す る と 同 

時に、 この美し い 幻 搖 落に も沈潛 してよ いで はない か。 


快樂 につ. s て は 尙更ら この 苦惱が ある。 なるほど 快樂は 苦痛の 因と もなる であらう。 現世 は樂 

少なく 苦 多い 境界に 相違 はなから う。 だが 我々 は 苦 を 避ける ために 何故 樂をも 避けねば ならぬ の 

か。 現世に 苦の 多い Q も、 僕 等の やうに 金と 權カ とに 緣の 遠い ものの いふ ことであって、 金と 描 

力と さへ 十分に 驅使 する ことが K 來 たら、 それほど 現世 は 苦で ない ので は あるまい か。 村 王と か 

续王 とかい. Ug 世の タイ ラント は、 どれほど 多くの 快樂を 得て、 どれほど 少な. S 苦痛 を 得て ゐた 

か。 現世 は 苦の 谷で あると. S ふこと は、 或る 條 件の もとに 言 はれる ことで、 世界 そ Q も 本 i 

から 出た 世界の 性質で ない ので は あるまい か。 

酒に 醉 つばらって 藝 者に 簪 やら 櫛 やら を 買って やって ゐる 遊冶郎 を 見る と、 僕 も 「馬鹿な 奴 だ 

な あ」 と 思 ふ。 一 厘 一 錢の利 を 惜んで 義理 も 人情 もな く 生 馬の 眼 を拔く 高利 貸 を 見る と、 「そん 

なにして、 貯めた 金 を 何に する Q だら う」 と 可笑しくなる。 それらの 點 では、 僕 も餘程 公明な 生 

活 をして 行く ことが ぉ來 ると 思 ふ。 今後の 僕 も m 來る だけ 嚴肅な 倫理的 禁欲 0 苦行 を機績 して 行 

かう とは覺 悟して ゐる。 それ だのに ふっとして 或る 快樂の 感情 を 記憶に 喚び 聯想に 浮べる 時に、 

僕は堪 へ られな ぃ葡 條の感 を銜す ことがある 0 はどうし たもの か。 例 へ ば戀 愛の 快感 を 腦裡に 思 

ひ 浮べ て 異性の 言 はう やう もな い 情熱 ゃ濃截 や を 自ら 聯想して 來 ると、 僕は惡 魔の- 感 する であら 

う 非 倫の 情の 中に ひたりながら、 非常に 主我 的な 人 問と なって 了 ひ、 斯 かる 感情 をす ら禁壓 しな 

ければ ならぬ 自分 Q みじめ さ を 思 ふ。 この 感情 を も 生かし 得て、 しかも 道德的 生活に 入る こと は 
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si 來な いの かとな げく  。針の 穴 をく ぐらう とする 駱駝 を 僕 は 決して 笑 ふこと が ^來な S  0 

六 

思想 0 厭^的 倾 向と は 軍に 生命 を 厭離し 生命 を 否定しょう とする 傾向で あると 見る の は、 厭世 

者の 眞 意に 達して 居らぬ と 僕 は 思 ふ。 厥 世 は、 僕 Q 痛感す ると ころで は、 我々 の 形而上 的 信念と 

I て J 我の 本能 性との 苦鬪 から 起って 來るも 0 である。 理性 は 我々 に、 宇宙に 存在す る ガッブ Q あ 

りか を敎 へる。 理性 は 我々 に、 現實 に充滿 する 矛盾の 根 據を敎 へる。 しかも 理性 はこ G ガップ を 

除去し、 この 矛盾 を 調和す る； J と は 5^ 來 ない Q である。 

宇 {.a 人生の；. i 密を 次第に 深く 解決して 行けば、 それに つれて 僕の 思想 や 信念 は 厭世的 傾向の 多 

分を菰 して 來る、 厭^ は 現實を 否定 せんがた めの 否定ではなくて、 肯定す る ことから 起る 否定で 

ある。 快活ならんと努めて僕は變|^)を得る。 樂觀 せんと 欲して 僕 は 悲觀を 得る。 この 厭世の 中に 

呻吟しつつ、 しかも 自己の 生命 を も 否定し 得ない。 僕 は ショォ ペン ハウ H ル Q やうに、 厭^; せ 學 

を 採り つ つ 自_权 し な い CJ 己 辯 護 Q 理窟 を 製造し ようと は 思 はな い。 それ は 厭世と. S ふこと に 僕 は 

シ ョォ ペン ハウ ェ ルと 同樣の 理解 をし ないから。 

理性より 見れば、 厭世と いふ ことほ ど 矛盾した 概念 はない。 何故 なれば、 現實を 否定し、 生命 

を 拒否しょう とする その 標準の 憒値 は、 それ 自身 現 費の &fii 樓の 上に 立って ゐ るからで ある。 理論 


家 はこの 理窟 を 押し通して、 それで 厭世 I 家 を 世界から 根絶した と 思 ふで あらう が、 しかも 理窟 は 

我々 に 何等 Q ォ ー シス を も與へ て くれて はねない。 

僕 は近顷 ツル ゲ ー 一一 . フの傳 記 を讃ん で、 彼の 末年の 作品と 對 照しつつ そ 基調に 潛む厩 世 主 

義を 所以むな S もの だと はとても 思へ なかった。 宇宙 や 人生 Q 深 祕を考 へ拔 くまで 考へ、 ！；れ驗 し 

悉 すまで 經驗 した 超人と もい ふべき 小說家 は、 常に その 背景に 憂 沈痛の 麼世 主義 を 持って ゐた。 

民族の 傳統を 重ん する 文藝 だと か、 愛 や 奮闘の 心 を 鼓舞す る文藝 だと かいって、 文藝" おに 註文す 

る 批評家 は、 眞に 自分の ための 藝術を 求めて ゐ るので はなくて、 他人の ために 藝術を 求めて なる 

に過ぎない。 國民に 宗教心 敬虔 心 の 必要 を說 S て 三 敎< ^同 を 行 つ た 施政 者 は國民 のために 宗敎を 

求めて やった ので、 自分の ため Q 宗敎心 敬虔 心 を 必要と する のではなかった。 文藝が 何故 民族 の 

傳統を 維持す る 道具に なったり、 愛 や 奩鬪心 を 鼓舞す る 救世軍の 喇叭に なったり しなければ なら 

ない のか。 藝術は それらの 道具よりも、 もっと 大きな ものである。 そして 民族の 傳統ゃ 人生の 理 

想から 遙 かに 超越した もので あ る 。 

痛ましい 經驗 我の 本能 性よ。 沈痛なる その 苦行 を 超越す るた めに、 侯 は 今一 階段 そ Q 思索 を 深 

6 な ナ -ま な ら な 0  I  (大正 六 te.KH;) 
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公準と して の 愛 

私 は 今 叙 山の 密林 C> 中、 日光 も 極めて 疎らに 落ちさら ば ふ 苔 Q 上に 坐って 靜 かに 靜 かに 萬 象の 

姿 を 眺めて ゐる。 私に は朗 かな 鳥の 聲が 聞え る。 私の 前に は 名 も 知らぬ 夏草が、 しなやかに 生 ひ 

立って ゐる。 ささやかな 花、 翠 碧の 花瓣の 香り、 その 中に も 溢れる やうな 傥 びを湛 へて ゐる。 秋 

に は 多分 頭重げ な 固. S 實を 結ぶ で あ らう 穗狀 のさび しい 花序、 その上に も滿足 したる 無限の 感謝 

が ある。 あの 細 谷 を 行く 淸 水の 潺 俊た る さ ざめ き は 何と いふ 誇りの ない 大きな 悟りの 聲 であらう。 

0  k 不 -1 更 生 一 我意 竟 拾レ事 人 我 見 II 自 性 I 如- 1 静 住 概 "舞 

人 縛な く脫 なし。 すべて は 宇宙の 感興で ある。 私の 前に は科學 がなくて ただ 藝術 のみが ある。 

無關 心の 美の みが ある。 伎 を觀る 人、 安 坐して 直ちに 住す。 宇宙 はた だ大 いなる 一 つの 舞 ひで は 


ないか。 

私の 耳に は 今 鳥 ハ-聲 がない。 水の 聲 もない。 すべ て は 死した る 池の 水面の やうに 寂と して ゐる。 

萬竊は 宇宙の 全面に 溶けて、 密々 の 中 * 叉 何の 音の 聞くべき ものが あらう ぞ。 私の 眼に はさ さや 

かな 花 も、 愛すべき 色 もない。 色々 碎 けて 邊 隅な く、 渾々 淪々 0 無味、 何物 0 形 を 識別しょう か。 

高々 峰 頂上 四 tsi 称 お 坐 無二 人 知 I 

月 照 ||兹 泉 1 泉中且 無 レ巧  月 自 在ニ靑 夭 I 

有 を 有と する 心 は 無で ある。 無 を 無と する 心 も 無で ある。 一 切 は 語る ことによって 萬 里の 遠き 

を 隔て、 口を^く こと 多くして、 益 魂の 故鄕を 後ろに する。 ああ 今、 死よりも 寂た る 一切の 

無が ある。 

空 無 はさ 無にして 叉 空 0 でない。 そこに は 無. 限 の 製造 力 が 包藏 せられ、 宇宙 に 遍滿 す る大 不可 

思議の 金胎が ある。 この 中に 動けば 鬼神 を も 降し、 この 中に 止まれば 天地 も 左右し 得ぬ。 

臨濟の 道場に 名 を 聞いて 集まり 參？ 衅 する 雲水 は 雲の やうであった。 大覺も その 一 人と して 混つ 

てゐ た。 臨 濟が拂 子 を擧げ ると 大覺 は靜 かに その 前に 進み出て 座 具 をのべ る。 臨 濟が拂 子 を 投げ 

ると 大覺は 叉 座 具 を 藏め默 々として 衆人の 中に 退く。 こ 0 心裡を 解す る もの は 今 幾人 あらう ぞ。 

1 つ Q 心 は 一 つの 心に 直截に 寫る。 臨 濟拂子 を 擧げれ ば 宇宙 は 偉大なる 創造 0 音樂を 奏し、 如來 
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Q 姿 は E 顯 する。 しかも 拂 子を投 すれば 水面の 波 を さまつ て 空々 寂々、 その 音 は 恐らく 宇 {.S の 隅 

隅にまで 行き 豆った であらう。 世俗 は その 席に 連った 無数の 雲水 達の やうに、 この 儉は師 に 一 ^ 

もしなかった が、 定めし 師の 君の 親戚の 人で あらう と S はねば 幸 ひで ある。 

二 

私 は リッケルトの^ 學を 愛する。 あの 論理で 徹底し きった 批刹 主義の 考察 を 愛する。 あれ を 乾 

燥 無味で あると いって 攻擊 する 人 は、 まだまだ 經濟的 性裕の 意欲に 執着し て ゐる 人で、 批判 祈；： 擧 

を 云 々する 资 格がない。 この^ 學 から は、 件しながら 永久に 我々 Q 體驗に 達する ことが 屮ぃ來 ない。 

又 リッケルト は それ を 欲して ゐ ない ので ある。 折 1： 學の £ 發點は 刹斷の 批^であって、 これに はお 

のづ から 似 とこれ に對抗 する ものとの ニー 兀を豫 想して ゐる。 {-H 由 は on+meon であって その 

何れ か 1 つで はない。 ^斷を どんなに 細かに 進めても 體驗に は 達しない が、 しかも 我々 G 經驗の 

上で はこの 雨 者 は 一致して ゐる。 判 斷には 或る 一 つの 中心が あって、 その 中心 は體驗 であるが、 

しかも これ を 論理的に 說 明す る こ と は 可能 でない。 何等か の 方法に よって それ が 可能 で あ る と考 

へ る 人 は が g き 切れる と 者へ る 人で ある。 體驗の 世界 は 認識の 世界の 限界で あると 考 へたと 

すれば、 ^界 とい ふ考 へに は 最早 體験 を豫 想して ゐる。 例へば 近世の 數學で 無限の 觀 念を說 明し 

て、 無^ は 全體と 部分と Q 一致す る ものであると いったと するならば、 これ はすで に 形而上 學の 


豫 想の 上に 立って ゐる。 認識論 的 或は 純 知識 的に は 部分と 全體 との 一 致す る ことがない。 或は 又 

解析 幾何 學で、 二次の 均 等の 方程式 例へば ax2+2hxy+by2= するとい ふやうな もので は雙曲 

線 は 直線と なり 漸近 総と 一致 するとい ふけれ ども、 これ は 〇==〇 としたからで、 實 際の 雙 曲^で 

はか かる 場合がない。 c=〇 と考 へる 時には、 最早 體驗の 世界 を豫 想した ので ある。 

我々 は 認識論から 形而上 學を 排斥して、 批判 折" 學者 はた だ 判 斷と判 斷の對 象と だけ を殘 す。 か 

くして， 哲學は 初めて 嚴密 となる。 これ は 卽ち價 倚の 哲學 である。 併しながら 凡そ 惯 値に は 如何な 

る 種類が あるか。 我々 は 一 つの 原理から 諸種の 惯値を 演繹す る ことが £來 るか。 凡そ 惯 値の 種類 

を 求める としたら 次の 三種の 方法が あるで あらう。 第一 は K 史の 文化 現象に 就いて 一 々の 惯紘を 

求める 方法で ある。 第二 は 形而上 學の 基礎の 上に 體 験の 發動を 考察して、 その 様式 を 系統的に 定 

める 方法で ある。 第三 は 論理的に ただ 1： 斷と刺 斷の對 象と いふ 形式的の もの だけ を 許し、 それ か 

ら 形式的に 諸種の 價値を 導く 方法で ある。 然るに 第一 の 方法から は 憤 値の 系統 を 求める こと は 出 

來 ない。 又 取り 殘 された 惯値も あり 得る に 相違ない。 第二 Q 方法 は 批判的で ない。 何故 なれば 認 

識 論の 問題 を 形而上 學の 基礎の 上に 立てよう とする からで ある。 (ミュ ンス テル ペル ヒの^ ^ 論 

これで ある) 第三の 方法から は 決して 他の 慣 が 導かれる： _lla がない 。何故 なれば 判斷 とそれ の對 

象と いふ 形式 は 論理的 判斷 についての 形式で あつ て、 それ 以外の 惯 使に 就いては 語って ゐ ないか 

ら である。 一見 他の 價爐 によって 導かれた やうに 見えても、 それ は 他の 價値 によって 代用せられ 
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たもので あり、 似而非 價値 である。 

この ことによって、 美學と 倫理 學は 當然嚴 密哲學 から 排斥 せられる。 それ は 形而上 學と 同一 邋 

命 を 持つ べき ものである。 

ミ 

宗敎は 我々 に體 驗の批 界を敎 へる。 ？衅的 世界の 如き は その 極致で あらう。 この 世界に 於. S て は 

一 切の 認識が 絡滅 する が 故に、 一 切 は無價 値で ある。 執 意な きが 故に、 我 も 敵 もな く、 愛 も 憎 も 

ない。 これ を 再び 事 上に II せば、 一 切の 人事 自然 は、 又無價 値と なり、 我々 はこれ に 執着す る こ 

とがない。 現象 卽實 在、 煨惱卽 菩提。 芥子の 一 粒に も 如来の 姿 は象徵 せられて ゐる。 

宗敎的 見地から はか やうになる が、 然 らば その やうな 修養と、 リソ ケルト の やうな 批判 哲學と 

はどうして 一 致す る ことが m 來 るか。 宗敎 から は 一 切 は無價 他の 體験 であり、 一 切渾 有の 一 元で 

あるのに、 哲學 から は、 一 切價 値で あり、 判斷 によっての 一 一元の 對立 である。 この 兩者は 全く 一 

致す ると ころがな く、 宗敎家 は 哲學者 を 煩琪だ として 侮蔑し、 哲舉者 は 宗敎家 を 思索 のない もの 

として 輕視 する ことになる。 

併し 私 はこの 兩 者と も眞實 であって、 偽りで ない と 思 ふ。 そして 宗敎的 立場から、 一 切 は體， 驗 

の渾. _<淪* となっても、 なほ 我々 は 知識の 世界 を 捨てて は 居らぬ と 思 ふ。 我々 の 人事に は 我も敲 


も あれば 愛 も 憎 も ある。 それ あるが 人間の 本性であって 煩 檔 は禁遏 する によし がない。 我々 はや 

はり 女 を 求め、 パ ンと 水と を 求める。 如何なる 宗敎的 立場に 於いても この ことが なくなる 害 はな 

い。 增阿 含の 中で 釋迦は 今の 問題に 觸 れてゐ るが、 それの 解釋に 就いては、 私 は從來 の怫敎 家に 

反對 せざるを得ない。 愚痴の もの も 苦 樂の受 あり、 多 聞の 聖 弟子 亦 苦 樂の受 ありと すれば、 凡夫 

と 聖人と は 何 の 差違が あ る か と釋 か 弟子 達に 問 ひた だし たに、 弟子 は 答 へ る こ とが m 來 なか つ 

た。 釋„1 は その 時 弟子に 敎 へて、 凡夫 は 身受と 心受と ニ受を 生す るが、 聖 弟子 は身受 のみあって 

心受 はな 5- といつ てゐ る。 併し 身受 あって 鬼して 心受 なき を 得る であらう か。 これ は 心理 學的事 

實を 無視した 考へ であると 私 は 思 ふ。 苦痛あって 泣き、 悅樂 あって 笑 ふの は 人間 Q 本性から 來る 

自然で ある。 これ を禁 する の は 却って 拘泥した 悟りで あらう。 勿論 その 場合に 一 見 身受の ー受し 

かない やうに 見える 場合が あるで は あらう が、 それ はた だ 全 體の惯 値の 上から 一 つの 價値を 殺し 

たので、 すべ ての 價値を 否定して ゐ たので はない。 結局 認識の 世界から どうしても 體驗の 世界に 

這 人つ て 行く ことが 出来ない と 同様に、 認識の 世界から 體驗の 世界へ 屮 1 て ゆく こと も a-i 來な いの 

である。 

ここに 我々 は、 認識の 世界に あっての 宗敎を 要求す る。 具體 的の 一 々の 生活に 於. S ての 宗教 を 

欣求 する。 我々 はどうしたならば 毎日 毎日の 苦 惱を脫 却す る ことが £來 るか。 さ しづめ 我々 はこ 

の 急迫した 經濟 生活の 憂 艨を脫 する ことが 35 來 るか。 我々 はどうしたならば 他人 を 愛する ことが 
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屮： 來 るか。 一 體現實 生活に 我々 がかう して その 日 その 日 を 送りつつ 死の 官： 吿の 近付く の を 待つ の 

は、 堪 へる ことの 51 來 な- S 單調 であり、 悲痛で あるが、 どうして それ を 脫れる ことが £ 來 るか。 

1 つ の 道 は 明かに 退隱 であらう。 ただ 常に 體 験の 世界に 閉ぢ る ことで あらう。 併しながら 街 

頭に 住む 人に とって、 それ は 許されない 髙價 の宗敎 である。 

-15 スチ ユラ ト 

私 はこ こに 公 準 を 基礎と した 哲學 Q 成立 を 主張す る。 認識論の みが 嚴密 の&: 學 であって、 そ 

の 他 はすべ て 否定せられ たが、 公準 を 基礎と すれば 形而上 學も 倫理 學も 再び 成立す る。 體驗の 世 

界は 知識 を 以て 論す る ことが 屮：： 來 ない けれども、 一 の 公準 さへ 許せば、 形而上 學は 宇宙の 本體が 

恰 かも 云々 なる かの やうに 說 くこと が 出来る。 同様にして 美的 價 値と 倫理的 價値 も、 それに は 外 

的で ある 知 ii を 以て 說 くこと が屮 I 來 る 。 

それらの 公準が 何と 何で あるか はこ こに 論じようと 思 はない。 が 私 は 今 その 公準の 一 つと して、 

愛 (Liebe) が あると いふ こと を 高潮せ ざる を 得ぬ ので ある。 この 人生に 生息して、 人生の 世相 

を つ くづ く觀念 すれば、 常に 我々 は 爾^ 主義 の 憂， に 達せ ざれば 已 まぬ とい ふこと を 私 はかって 

論じて ねる。 生 は 常に 絡對 的に 生で あれば、 生 だけ は 絕對價 値 を 持ち 得る であらう が、 生 は その 

終りに 死と いふ^ 錡 をなら して ゐる。 生と 死と は 一木 道で ある。 かかる 生に はどうしても 絕對價 

值 を附與 する ことが 來 ない。 生 は無慣 値で ある。 生きる とい ふこと に 何の 意味 もない。 かやう 

に 厥^ 的に なつ て來る 我々 を 救 ふ も 0 は 愛で あらう。 愛 は 菜して 人生に 存在す るか どうか を 我々 


は 知らぬ。 が 我々 はこの 愛が 人生 にないと すれば、 我々 は 最早 我々 の 生 を 綾け る 巽 氣 がない。 何 

人 かに 愛せられて ゐ ると 思へば、 初めて 我々 は 人生に 意義 を 認め 得る。 愛な き 人生 は 沙漠で あり" 

愛の 光明に よって 世界 は 輝き 初める。 愛 は 世界の 救 ひ 主で ある。 「我 戀の目 あて は、 あなた 方が 

噴して 居られる その ベア トリ イチ H の會釋 計りであった。 その 中に のみ 自分 は 自分の 願って ゐる 

至福 を 見た」 といって ゐる ダンテ を、 我々 は笑ふことが3^來ぬ。 叉 彼の 無 數の戀 愛 詩人 を犟 なる 

愤緖の 奴隸と 嘲り 去る ことが 出来ぬ。 生の 價 値よりも 寧ろ 愛の 要求 をと つた 至純の 男女 は、 近 松 

の 劇作の 輝きと なつ て 現 はれた。 

愛 は 果して 人生に 存在す るか どうか を、 我々 は 何等 正當の 原理から 證 明し 出す ことが 5^ 來な い- 

が これ を 公準と して 要求す る。  愛の 公準に よって 我々 は 人生 Q 寂寞 を 免れる ことが 出来る。 叉 他 

人 を 愛する とい ふこと は、 如何なる 倫理 學か らも その 意味 を證 明す る こと は屮 Z 來な いが、 寧ろ 愛 

の 公準に よって 倫理 學は 成立す るで あらう。 求めて 得ない 愛 は、 大慈大悲の 如來 をつ くって、 我 

我の 安心の 據り どころ となった。 宗敎は 畢竟 愛の 公準の 上に 成立す る。 

私 はこ Q こ とを考 へた 時に 叙 山の 山頂から 再び 地上の 生活 を 憧憬れ た。 そこに は 爛漫と き. P 

ふ 花の やうに かがやかの 愛が 私 を 待つ てゐ た。 —『i』i<is5 
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自然の 聖壇 


山で 得た 斷片。 . I 思索と 體驗 とは必 やし も 平行し ない。 私の やうな 惡 根な 人間に とって、 そ 

れが 他人 0 場合に は 日常 茶 叙事で ある 修養 も、 私に は 非常の 努力 を 要する 精進で あり、 他人に は 

生れな がらに 附與 せられて ゐる 道德的 能力 や 道德的 良心 も、 私に は 一 段と 考察 や 體驗の 進んだ 後 

にやつ と 到達す る 心的 境界で ある 場合が 多い。 ここに 書きつ ける 記錄 も、 他人に は 極めて 平凡な- 

極めて 通な 審柄 であるに 違 ひ はなから う。 ただ 鈍根の 私に は、 今度の やうに 山へ 這 入って 暫ら 

く 人工から^ 離し、 3i 々殊 妙なる 山 峰の 靈氣に 觸れて 見なければ 決して 得られなかった 體驗 なの 

である。 

• 

我々 はすべ てのもの を批 刺す る 時に、 常に 標準と して はこの 大 いなる 自然 を 採り、 我々 の 批判 


的 意識 はこの 自然 の 靈氣 に 面接し て な る 心持ちに 祌聖 化せられて ゐ なけれ ば な ら な い。 自然の 裂 

壇の 前に 立って ゐ ると 思 ふ 時に、 我々 は 文化 そのもの さへ も根牴 から 批 1- する ことが 來る。 -始 

質 化せられ 科學 化せられ、 分化に 分化 を 重ねた 現代 文化 は、 抑 我々 の 人間性 11 我々 の靈 性の 

ノスタルジアに 對 して、 絶對的 の 惯爐を 持つ てゐ るか どうかと 問 ふこと が £來 る。 自然 の 聖壇 の 

前に 立って 我々 は プラト オンの 所謂 イデアの 世界 を 見、 我々 0 いやしい 肉 心の 追 慕を經 験す る 

ことが 出来る。 自然 は沈默 せる 聖書で ある。 我々 はこの 神聖 化の 經驗を 度 重ねれば 重ねる ほど、 

洞 S の 中の 魂から 解放 せられて ゆく。 機根の 勝れた もの は 窓ぎ はに 仲び た ー單 子葉の ささやかな 

る 姿の 中に もこの 自然の 聖壇 を直覺 する ことが 出来る であらう が、 私の やうな 鈍根の もの は、 度 

度都會 から 離れ て 深山 の 中に 入り、 壓迫 する やうな 大 きな 自然 の 力に 接し て來る 必要 が 切に ある 

自然 の 聖壇 は祌 の 聖壇 である。 

我々 はこの^ 界に 生れて 來た 時に、 銘々 は銘々 の 境遇 を 持ち、 多くの 偶然が 支配しつつ、 それ 

ぞれ の途を 執つ て 進んだ。 そして 人 問 はこの 境遇の 變化を まるで 自分の 目的で ある やうに 思つ て 

それに 全身の 努力 を 注ぎ、 偶然と. S ふやうな 親む によし な. S ものに、 最後の 希望 をつな がう とし 

た。 それ は 現代人の 意識 を、 金錢 とか 地位と か、 知識と か 言 ふことの 概念が どれ だけ 强く 支配し 

てね るか を 見 .df. 分かる ことで ある。 金 錢の多 5 人、 地位の 高い 人、 知識の 豐 かな 人 は、 さう で 


ない 人に 對し、 自分 は 大きな 價 値の 所有者で ある やうな 態度 を 以て 向 はう とする。 生れながら 富 

豪の 家に 生れた 人、 何 かの 嫁 故 引 立から 高い 地位に 昇った 人、 父兄から 豐 かな 仕送り を 受けて 學 

校 を 卒業した 人 は、 すべて その 徑路 を、 偶然と いふ 危い輕 業師の 神様の 庇護 を 受けつつ 來 たこと 

も 顧みないで、 人生に 何 かの 特權を 持って ゐる やうに 考 へて ゐる。 しかし それらす ベて 境遇 や 偶 

然の與 へた もの は祌の 聖壇の 前に ある 衡の 上に は 載せる ことが 出来ない。 自然の 聖壇の 前に は、 

それらす ベての 境遇の 與 へる もの は、 本來 自然に 屬 した 公 物と して 取扱 はれ、 人 問の 捧げ物と し 

て 見られる ことが 許されて ゐ ない。 人間の 捧げ物 はた だ 人格 性 だけで ある。 人 問に 舆 へられた 特 

權は 意志の 自由で あり、 人間に 與 へられた 引出物 は 創造の 精神で ある。 我々 は 我々 の 努力 精進に 

よって 貯へ た 道德的 品性 を 聖壇の 前の 衡に 載せる。) 

常に 聖壇 を 望んで ゐる ものに は 限りない 心の 慰安が 與 へられる。 そして 彼 は 海の やうな 大きな 

感 から、 すべての 愤激を 去り、 すべて 他人の 加へ る 損傷に 報復し ないで 濟む。 我々 は、 自分が 

髙ぃ 地位に ゐて 無頓着に 低い 地位の 人に 接する の は 容易の ことで あるが、 自分が 低い 地位に ゐて 

高い 地位の 人の 暴 戾に堪 へる の は 苦痛な ものである。 併し それらの 場合に も 我々 は 常に 自然の 聖 

壇の 前に 立って ゐ ると 思 ふと、 限りない 心の 慰めが 來る。 又 物質的に 豊富な 人、 地位の 高 5 人に 

對 する 時には、 者 は 何の 心 を も 自分に 持って ゐな いのに、 自分 は 何となく 氣が 引けて、 卑屈の 

態度 を 示す こ と が あるが、 そ の 場合 も 我 々は 心 を 自然 の 聖壇の 前に 置かなければ ならない。 


神が 人間に 與 へた 引出物 は 創造的 精神で ある。 藝術家 は そ Q 引出物の 多く を 貰った 幸運 兒 であ 

る。 生れな がらに 神嶽 化せられ、 特權づ けられた も Q は 天才で ある。 天才 は 神の 默示を M いて 人 

類に 理想の 顯現 をな す 神の 特別の 愛子で ある。 我々 が 創作 をな す 時には *5 に 聖壇の 前での 創作 を 

しなければ ならない。 創作の 正し. S 批判 をな す もの は 神で ある。 我々 が 創作 をす る 時に、 いさ さ 

かの 誤魔化し、 いささか Q 虚榮 でも 持てば、 神 はすべ て それらの 罪惡を 知って ゐる。 創作に よつ 

て 肉 心 を 抟 つた 人間 を 誤魔化す こと は £ 来よう が、 神 を 誤魔化す こと は 出来ない。 かう 書けば 一 IS 

者が 分らなくなる だら うと か、 かう 書けば 自分 を 買 ひかぶ つ て くれる だら うと か考 へ るの は藝術 

家の 天分 を 知らぬ 人で ある。 さう い ふ藝 術^ は 少しも 守錢奴 ゃ官權 濫用 者の 痴を嘲 ふこと が m 來 

ない。 すべての 藝術は 讚美歌で ある。 

自然 は 大きな 藝術 である。 そして この 藝術 ほど 完全な 技巧 を 持って ゐる もの はない。 そこに は 

いささかの 銜 氣も、 粉飾 もな く、 その 構成に は 一毫の 損益 を も 許さない。 自然 は 無心の 心に よ 

つて 技巧 を驅 使す る。 それ は充賈 しきった 完成し きった 藝術 である。 自然に は 決して 未成品が な 

い。 叉 大作 だと か 小作 だと か. S つて、 力の 揮 ひ 方に 區 別 をつ けて はゐ ない。 叉 多くの 讀者を 得る 

ところと、 殆ど 讀者を 得ない ところと 骨の 折り 方に 差等 をつ けて ゐ ない。 叉 自然の 藝術は その 何 
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處を捕 へても 決して 繰返しがない と共に、 全體は 少しの 矛盾 もな く 連接して ゐる。 時間 的に も 結. 

えざる 變 化が ありつつ、 なほ 一 賈 したる 統一 である。 

ああ 人間の つくる 藝術品 はこれ に對 して 何とい ふ耻づ かしい もので あるか。 私 は 聖壇の 前に 立 

つて 常に この 自然の 大藝術 家 Q 態度 を 模倣し て 行かねば ならぬ。 

自然の 藝 術に は 悲劇が あると 共に 喜劇が ある。 人 問の 藝術家 は、 悲劇 作家た ると 同時に、 喜劇 

作家た る は 如何に 困難な ことで あるか。 しかも 自然の 悲劇 は、 悲しみの 中に 理想が あり、 喜劇 は 

喜びの 中に 感傷が ある。 この 作家 は 如何なる 作品の 中に も 理想 を msl くこと を 忘れなかった。 藤樹 

等の 行列、 象 馬、 獸、 ああ 何れ か 自然の 一物と して、 作品の 中に 現 はれて 来る 時に、 光に あこが 

れてゐ ない ものが あるか。 

我々 が この 文化 Q 中に 生.！ =0 して 行く 時には、 かなりに 苦しい 物質 上の 壓迫を 被る。 藝術家 は 終 

に は 荡術 のた めの 藝 術の 創作 を 目的と しないで、 ひたすら 生活費の ための 創作 をす る やうに なつ 

て來 る。 彼れ 本來の イデア の 追 io! は それでも 魂の 奥から 消え去ら ないから、 彼 は そのために 一 ー簞 

生活の 苦し さに 堆 へ なくなって 來る。 

併しながら 藝術家 は、 實際 それほど 物質 上の 壓迫を 被らねば ならぬ もの か。 私 は 固く 信じて な 


る。 私 は 過去に 於， s て隨分 いろいろの 苦しい 目に 逢った が、 それらの 苦し さは 常に 圓滿に 解決せ 

られて 行った。 神 は 我々 に 永久の 苦 惱を與 へる もので は 決してない。 そして どんな 場合に も 我々 

を 餓死させる こと はない。 苦しい 時には、 前途に 大きな 希望 を 持って 安らかに その 苦し さに 堪へ 

て ゆく。 そしてす ベて を 神の {漆 判に 任せる。 神 は 常に そ Q 愛子 を 捨てる もので はない。 この こと 

は 私の 從來 の經ん から 出て 來た 確信で ある。 

藝術家 は 飽くまで 藝術 のた めの 藝術を 創造し なければ ならない。 神 は 決して 神の 特刖の 愛子 を 

餓 ゑさせる とがな い。 锇ゑ のために 節操 を寶 つたと. S ふ 藝術家 は、 何等か その 生活法に 間違つ 

たと ころが あつたの である。 私 は 聖壇に 立って どこまでも そのこと を 主張す る。 

自然から 分れた 自然 物た る 人間 は、 自然の もの を 採って 着、 且つ 食 ふ 時に、 自然に 生育お 來る 

やうに 出来て ゐる。 

私 は 都會を 離れ てこの 山 に 住み、 澄明 の 空 氣と淸 透 の 水と に 育まれて 僅かば かりの 間に 自分 

の 健康 を 恢復す る ことが ぉ來る やうに なった。 朝起きて 顔 を 洗 ひ 口 をす すぐ さへ、 下行く 谷川へ 

降りて その ままに 自分 Q 手に 水 をむ すぶ 0 を こ 0 上 もな く 喜んだ。 炊烟 もこ こ で は 水蒸氣 と空氣 

の 干渉から 特別に 美しい 色で 立ち のぼる。 こ の烟 りの もとに 炊 がれる 食物 はいかに 健 かの 血 を 我 

我に 與 へる であらう か。 野菜畑の 朝露 を 踏んで 採って 來た靑 い 青い 豆 ゃ茱を 直ぐに 朝の 食膳に 上 
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す 時に、 自分の 食欲 は どんなに 强く そそられた であらう。 

藝術は 人生 を 描 する。 藝術家 は そのために、 人生 を眞 に體驗 しなければ ならぬ。 多くの 藝術 

家と 批評家と はかく 敎 へる。 併しながら 人生 を體驗 すると は、 人生の 中 を いろいろに こづき 廻 さ 

れて 境遇に 翻弄せられ、 運命の 遊戯 物になる とい ふこと ではない。 さう いふ 意味の 體驗 ならば、 

私 は 寧ろ 避けた 方が よいと 思って ゐる。 散々 こづき 廻され て 彼方へ 打つ かり、 此方へ 打つ かり、 

その 度 1  母に 反抗 心 をつ のらせて、 境遇 を 恨み、 運命 を^ ふなら ば、 却って その 人 は 無駄な 人生 を 

步 いて ゐる。 作品の 中に それらの 人生 を描寫 したと しても 何等の 價 値がない。 何故な れば 藝術品 

の 尊 さは、 その 容 となった 事件の 複雜 や、 喜變の 經驗に はない からで ある。 我々 は 作品 を 通じ 

て 作家 Q 生命の 深さ を 見る。 境遇の 壓迫 によって 毫末の 損傷 を 受けない 靈の 永遠 性 を 見る。 問題 

になる の は その 永遠 性であって 人生の 道具立て 0 貧富で はない。 

岩角の 上に 厳然と 立って、 豐 かな 日光 を 受けながら、 何の 苦しみ もな ささう に 見える 松 は、 極 

めて 細密な 年輪に、 わきに は 知られぬ 苦惱の 體驗を 忍ばせ、 谷風に 始終 吹き さいなまれて 打ち 搖 

らぐ栗 は、 節の 高ば つて ゐる にも 似. f 四 五 年生の 若木で ある。 

た 生の 中 を 散々 こづき 廻され た 人の 一部 は、 所謂 1^ 肉 家と なる。 彼 は、 やたらに 人生の 暗黑 面、 


矛盾 不完全 の 側面 を搜し S5 し て 大裝裟 に 記述 し、 以て 人生 そのもの が無價 Q ものの やうな 結論，. 

を 引き 3： す。 彼 自身 は その 場合に、 何等の 理想 を も 持たない ので ある。 私 はか やうの 皮肉 家 を 極 

端に 惡む。 たと へ、 彼の 技巧が すっと 卓越した もので あり、 彼の 觀 察が、 すっと 统敏 なる もので 

あっても、 私 は 彼と 伍す る こと を悅 ばない。 何故 なれば、 彼と 私と は 將來の 進路に ついて、 根本 

的に 方針 を 異にする ものが あるから である。 皮肉 家 は、 自分の 住む 家屋 を 建てる 時に、 窒 内の 設 

備 をす るに 必要な 衬料 をす つかり 窓の 設備に 使つ て 了った 人で ある。 

皮肉 家から ー步 進んだ ものに は 無 理想主義 者、 享樂 主義者、 虚無主義 者が ある。 彼等 は 自分 自 

身 の 主義 を 主張す る 時に 旣に 自分の 立場 を 失って ゐる とい ふこと を さへ も 知らす にゐる 精神薄弱 

者で ある。 美し. S この 自然、 偉大なる この 聖壇の 前に 立つ 人 は、 最早 それらの 中途半端な 立場に 

あつ て滿 足して ゐられ ようか。 自然 は 我々 に 最も 本質的 衷心 的の 悔悟 をな さしめ る 懺悔 窒 である" 

私 は 同僚の 藝術 家と さへ も 親密に 交通す る こと を傥 ばない。 眞の藝 術 家、 藝術 家の 天職 を 知つ 

て ゐる藝 術 家の 極めて 乏しい 現代に 於いて は、 彼等と 交 はる ことが 寧ろ 私の 精進 を 妨げる。 かや 

うに. S ふなら ば、 私 は 如何にも 钝粹な ものの やうに 聞え ようが、 さう. S ふ 意味から この こと をい 

ふので はない。 私 は 人一倍 不純で あり、 世間 氣、 出 氣が あり、 ちょっとした ことに 逆上る から、 

この こと を 言 ふので ある。 自然 は 少しも 私に 反抗せ す、 その 不完全 を認 めつつ その 儘 に 抱き 入れ 

て、 私の 心からの 懺悔 を 許して くれる 故に、 私 は 常に 自然の 聖壞の 前に ある こと を 希 ふ。 
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人生の 中で は 道 德と藝 術と は 常に 衝突す る。 その 衝突 は 我々 に 逃れ 難き 憂 惱を與 へる。 

自然に は 決して この 雨 者の 衝突が 見られない。 自然 は 1 の 大きな 藝術 であると 共に、 大きな 道 

德 である。 そして ここで は藝 術が 道德に 見え、 道 德が藝 術に 見える ではな. S か。 自然の 道 德の根 

柢は 愛で ある。 愛 は 少しの 動 搖をも 受け. f に 永遠 性 を 持って ゐる。 人生に 處 しての 愛と いふ こと 

について、 私 はこの 自然から その 最も 典型的の 形 を 示される。 男が 女 を 愛する 性愛 も 亦 この 自然 

の やう な 愛 で なければ なら な い 。 道德價 値と 藝術愤 値 と は 宗敎惯 値 の 中で 體驗 せられ 渾融 せられ 

ると いふ。 その 意味から いって 自然 は 大きな 一 の象徵 であり、 深；. i であり、 宗敎 である。 

1 『光陰』 (大正 六 年 *^月> 


今 は 魂の 季節で める 


今 はた まし ひの 季節で ある。 蹈淨の 世界、 無罢礙 Q 靈、 潑剌 Q 生命。 たまし ひ は 春の 水の やう 

にす ベ てのもの の 中に 流れる。 たましひの^^|.節には種子播きと牧穫とが 一 膦 時に 行 はれる。 そこ 

？  9 クル 

に 育つ ものに は 何等の 瑛蔽、 何等の 結 使な く、 その 人の 眼に は不斷 Q 奇蹟が 映って ゐる。 固定し 

た 物の 影 は 戰慄き に 消えて、 象徵 Q 舞踏 獨り 天使の 翼の 如く 輝く。 

今春な り。 これ 等 春の 歌。 

さう ひ  のゼみ 

早き 蔡 薇と 百合の 希望： の 歌" —— 

希望 を 達る 春の 夜の 風 は、 炎天の 露 夏に、 我々 の 魂 を 底の 底まで 浸み 透す。 象徵 の^ 界に 生き 

る ものば かりが 知る 悅 びと S ぶみ と。 そこ に は 早き 薔薇 のかが やきの 姿を搖 がせ、 白百合の 香り 遠 

く 物象の 奥より 來る。 ああ 私 はこの 百合の 希望の 歌を閒 くた めに、 どれ だけの 谷 を 渡り どれ だけ 
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の 山 を 越えた か。 そこに は 美し い 眞淸水 がなくて 私 は 蒸せ 返 る 渴を醫 す るに 苦しんだ。 そ こ で は 

峯を 越す. OS 鳥の 翼の 神々 しさに あこがれながら、 達する 術な き 寂し さに 悶えた。 今、 月 は あへ 

ぎ 木の葉 はむ せび 泣きし、 この 春の 歌の 悅 びに 等しく その 魂を淨 めて、 さ 百合の 香り 遙 かなる 希 

に 浸潤 せられて ゐる。 

私 は 一 冊の 詩壞を 手に して 廣 野の 中に さまよ ひ 出た。 草 は 路傍に 茂り、 鳥 は戀を 囀って ゐる。 

空に は 一 ばいの 日が 充ち 溢れて、 その 餘 つた I 卞は 露の やうに 野原へ 降って 來る。 私 は 大きな 出に 

渡した 橋の 上に 立った。 下 を 行く 水 をす かして 水底の 一 石 一 石が はっきりと 見分けられる。 水 は 

流れ 石 は 輝く。 私の 乏しい 心 は 最早 その 水 Q 中に あった。 その 石の 上に あった。 そこに は 小さな 

蒗が搖 れ搖れ て、 下に は 小さな 目高 ゃ蜈の 子が 群れて ゐ るに 相違なかった。 私 は それらの 生き物 

と 遊び 戯れた。 上に は 水紋が 大きく 廣 がって 微かな 音樂 をうた ひ、 側 を 行く 浪は いつも 私に 愛 を 

耳語して 通り過ぎた。 私の 心 はもう 無上に 嬉しくな つた。 嬉しくて 嬉しくて たまらな いので、 小 

さ. S 丸い 石を臺 にしながら その上で 踊つ て 踊つ て 踊り 拔 いた。 目高 や 蝦の 子 も 私と 同じ 位に やつ 

ばり 幸福で 側の 石の 上で 同じ 風に 踊って ゐた。 

私は靜 かに 本； を 見上げて、 落ち 散って 來る 光の 雨 を 手に =1 ひ 取り： f ひ 取りしながら、 叉 野 0 中 


を步 いて 行った。 やがて 私 は 眼の 下が ぞくぞくし、 心臓の鼓動が 早くなる やうな、 一種 特^の 刺 

激を 感じ 屮 I した。 私 は それに 調子 を 合せる ために は、 どうしても 野の 中 を 彼方此方と 駄け 廻らね 

ばなら なかった。 耳の 側で は 風が ひゆう ひゆう とうな つて ゐた。 やがて 幅の 一 歩 もない 程の 小川 

へ來 たので 私 は それと 並行しつつ 步き 出した。 不思議に その 小川の 水 を 見る と、 私の 心 はもう 靜 

まって、 私の 脚 は 直ぐに K ける こと をよ したので ある。 私 は のそのそと 步 かう とも 思った。 又 或 

時 はもつ とすん すん 早く 步 かう とも 思った。 だが さう する 時には 私の 心 はいつ も 不安に なつ た。 

そして 水の 流れ を 見つめて ゐる 私の 服 は 私の 歩調の 標準であった。 私 はどうしても その 標準に 隨 

はねば ならなかった。 私の 眼に はもう その 水が 流れて ゐる のか 滯 つて ゐ るの かも 區 別が 出来ない 

やうに なつ て 了った。 同時に 私 は、 私自身が 歩いて ゐる のか 止まつ てゐ るの かも 分ら なくなつ て 

了った。 ただただ 私の 心が この 上 もな く 落ちついて ゐる こと は事實 だった。 私 は その 瞬間に 又 世 

界 中の 物、 私の 心と 言 はす、 草と 言 はす、 水と 言 はす、 空と 言 はす >  畑と 言 はや、 それらす ベて 

が 或るた だ 一 つ の 方向へ 流れて ゐ るの を はっきりと 感じた。 その 流れの 源 はた だ 一 つで あつたが. 

私 は 何としても そ Q 源 を 指す こと は出來 なかった。 又 その 流れ は 眼に も 見えす 耳に も 聞え す、 そ 

れ だのに ただ 何とも 知らす はつ きりと 私に は 意識 せられて ゐた。 その 時に 私の 頭腦に はふと 乎に 

した 詩集の 中の 詩の  一 くさりが 浮んで 来た。 

今や 黄金の よろこびの 季節な り。 
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祌 のみこ ころの まったき 熱情、 

世界の 美の 歡樂、 

幸福の 永遠の 歡樂 I 

私 は その  一 くさり を 何度も 何度も 口に 出して 歌った。 私め 心 は 泣き出した. S やうに 嬉しくな つ 

た。 そして 今が そのよろ こびの 季節 だと 思った。 愛の 誕生の 季節 だと 思った。 私は獨 りで それ を 

思 ひ、 獨 りで それ を 味 ひ、 ただ それだけで すっかり 滿 足して ゐた。 私の 心は强 ぃ强. S 王様の やう 

に 私 Q すっかり を 支配して、 私に いろ S ろの こと を 思 はせ、 い ろい ろの こと を 感じさせ たが、 わ 

たし は それで 滿 足した。 そこに は 何の 不安 も 何の 不自然 も殘っ てはゐ なかつ た。 

ミ 

私 は 直ぐに 叉 そ Q 詩集 を 開いて 見た。 そこの 頁に は 次の やうの 詩が 載って ゐた。 

わたし は 海の 浪。 

また 浪の 泡、 

また 泡の 風、 

また 風の つばさ。 


わたしの たまし ひ は、 海の しほに 

浪の おもみに、 

泡の つぶやきに、 

風の みちに。 

わたしの たまもの は 海の 深さ、 

浪 のちから、 

泡の かろ さ、 

風の 速さ。 

私の 吸に はこの 若い 詩人の 悅 びが はっきりと 浮び 出た。 その 稍.^ 厚い、 凸凹の あ.. る 紙 は、 私に 

は 海の 浪 となって 見えて 来た。 そこに は 白い 白い 泡が 靜 かに 眩いて なる。 私 は その 浪の 泡だった „ 

その 泡の 風だった。 その 風の つばさだった。 私の たまし ひ は それから それへ と 流れて いって 止ま 

ると ころ を 知らなかった。 そして それらす ベての ものに 打ち ひたって、 それらす ベて は 私の 冇難 

い 賜だった。 野原の 草の 上に も、 その 白い 浪 があった。 浪の 泡が あった。 泡の 風が あった。 風の 

つ i さがあった。 私の 見る ところの もの はすべ て 海の 浪 であった。 聞く ところの もの はすべ て 泡 
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の 風であった。 M くと ころの もの はすべ て 風の つばさであった。 

すべて はた まし ひの 季節であった。 たまし ひの 季節で は播 かれた 種子が すぐに 收瘦 となった。 

海の 深さ は浪の 力であった。 浪のカ は 泡の かろ さであった。 泡の 輕 さは 風の はやさであった。 

四 

二階の 窨齋の 窓から 私 は 野中に 立つ た丈髙 い 一本の 木 を みっつ 一 H ひやう もない 寂し さに 擬は 

れてゐ た。 今日 やや 驟 風の 氣 味に ある 空 は 物凄く 輝いて、 風は强 くその 木の 枝と 葉を搖 ぶって ゐ 

た。 私 は その 枝、 その 葉の 搖 ぶれる を 見て ゐ ると、 何としても 心の を さまらぬ 寂し さ を覺 える の 

であった。 私 は 直ぐに その 高い 木の 枝 や 葉の さやぎ と 一緒にな つて ゐた。 葉片 の無數 は、 銀貨 を 

まき 散らした やうに、 枝 一ば いに 光って ゐる。 一し きり 風が 渡れば それらの 銀貨 は みんな 申し 合 

せた やうに 光り S して、 光って 光って 氣造 ひの やうに なった。 反射光 は 大空の 中で 打つ かり 合 ひ- 

これ も氣遠 ひの 呪 ひの やうに 興裔 した。  私の 心 も 次第 次第に 興奮した。 心臓の 動悸 は 高まった。 

. 斗 ががん がん^った。 もう 心 は 寂しい とい ふそれ ではなくて、 野蠻 人の 昔樂を 聞いて ゐる やうな- 

^はしい、 張り詰めて 精一 ぱい を 3^ したやうな 不思議な ものであった。 私の 服の 前 を 霧の やうな 

熟， 氣が 一 しきり 逋 過した。 

私 は その 木の 下の 方に ある. S ろい ろの 雜木を 見下ろした。 そこに は 松 もあった し 礫 もあった。 


竹 もあった。 名 を 知らぬ 濶葉樹 もあった。 それら は 本當に 仲よ ささう にお 互 ひの 葉 を 重なり合せ 

てゐ た。 濶ぃ葉 は濶. S 葉 だけ、 狹 S 葉 は 狹ぃ葉 だけの 空間 を 占めて 何の 不平 もな ささう だった。 

上 Q もの は 上の もの だとい ふ 傲慢が なく、 下の もの は 又 下の もの だとい ふ 嫉妬がなかった。 私 は 

直ぐに それらの 葉と 一 緒に なって 動き 廻って ゐた。 竹の 葉 は 如何にも 痦 しさに 堪 へぬ とい ふやう 

な 風で、 こん もりこん もりと 大きな 浪を 打って 笑った。 松 は 叉 少しで も その 姿を亂 して 眞 面目 さ 

を 害すまい とい ふ 風に、 眠った やうな くすぐった いやうな 眼 をして、 一 つと ころ を 見詰めて ゐ た。 

その外、 それぞれの 葉が それぞれの 氣 まぐれな 遊び を 繰返して ゐた。 繰 返す と. S へば、 この 木の 

葉 達の やうに、 根氣 よく 一  つ こと を 繰 返す もの を 見なかった。 彼等 は 一 日中、 同じと ころで 同じ 

こと を 繰返して、 同じ 遊びに 別段 鉋. S た 様子 も 見せなかった。 私が 彼等の 中へ 這 入る と 直ぐ そ Q 

時から、 私 もまた 彼等と 同樣に のんびりした、 ゆとりの ある 心に なって、 同じ 繰返しに 飽 くこと 

0 ない 狀態 になって ゐた。 私 は 私の 過去の すべて を 忘れて 了った。 そして 私の 上に ももう 今迄と 

はすつ かり 違った 新ら し. S 時間が 支配した。 私の 時間 は 何時に なっても 經過 すると. S ふこと がな 

く、 叉 新ら しく 來 ると- S ふこと もなかった。 そこに は 永遠の 今が あった。 その 時間 は 私 Q 上に 支 

配す る 許りでなく、 また 彼等 木の葉の 一 枚 一 枚に も 同じ やうに 支配した。 彼等 は 何も 言 はないで、 

ただ その 時間 だけ は、 はっきりと 意識して ゐた。 そして その 時間の 中で 語る 時に、 彼等 は空氣 の 

鼓動 もな しに、 すっかりの 心 を 聞き取り、 自らの 意見 を 述べる ことが a5 來た。 
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私の 心に も义 彼等の 思 はくがす つかり 分って ゐ た。 彼等の 中に 何の 哫 ひがな く、 何の 嫉 みのな 

いこと を、 彼等 自身の 證明を 聞く こ ともなく、 私 はすぐ に 私の 心に 自信した。 同時に 私の 心に も 

呪 ひがな く、  3： の嫉 みがな. S こと を、 私 はすつ かりの 不自然 を 離れて 明瞭に 自覺 した。 

今やた まし ひの 季節で ある。 私が そのこと を 知った 時に、 すべての 木の葉 も 亦、 そのことの 歌 

を 合唱して ゐた。 

五 

私 は 直ぐに 大 签 の 碧 を 見上げて 見た- C 

今日 眞直の 光の 屮に、 雲の 峰 は蟲々 と 立ち、 立って は 又 崩れた。 私 は その. n い 輝いた 色が 何と 

も 言 へ. f 床しかった。 或る もの は 鳥の 羽で 空 を 招った ほどに 淡く 線 をな して ひつばつて ゐた。 或 

もの は の 塊 を 山の やうに 積み上げて その上に 瀧 を 流した と 見える すさまじい 恰好 をして ゐた。 

私が それら をぢ つと みつめて ゐ ると、 私 は 叉 直ぐに それらの 雲の 中 を 極く 輕々 と 歩いて ゐた。 或 

る 雲 は 野原の やうだった。 又 或 雲 は 嵐の やうだった。 私 は それらの 何れ を 突き抜けても 少しの 恐 

怖、 少しの 誘惑が なく、 どこまでも どこまでも 同じ 心で 步 いて ゐた。 或 谷で は 淸ぃ淸 水の 中に、 

眠る やうな 美の 花の 誕生 を 見た。 その 白い 奥ゆかしい 匂 ひ は 私の 胸の 中に 何時まで もこび りつい 

た。 また 或 崖で は、 死の 幻影 達が 不思議な 恰好 をした 糸車 を ひいて、 世界の すべての もの を呒ひ 


つくさう. として ゐ るの を 見た。 だが それ はた だほん Q ちょっとの 間 自分 を 不安 にした だけで あつ 

た。 私の 胸の たまし ひの 季節 は、 この 花の 幻影 だち を掩 ひつく して、 却って 私の 心を豐 富に した。 

私 の 心 は 今 こ の 上 もな く豐 富で ある。 そして 私に はすべ てのもの が祌の つくった もとの ままの 姿 

に 見える。 天の 花 は 地上の 花と 蕋の色 を 同じく し、 愛の 誕生 は 死の 月の 眩暈 を酲 ますに 十分で あ 

つた。 今は最 a- 心と 物との ieM 別な く、 すべて はた だ象徵 として 搖 動し、 魂の 季節 は 私に 敷 P 、りな 

ぃ奇讒 のこ もる 一 卷を 繰り ひろげた。 

：  太と 地の 花 

生と 死の 月 

たまし ひの 季简 

私の 心に はこの 詩の 一 くさりが 思 ひ 浮べら れてゐ た。 そして この 多幸なる 詩人 を 祝 幅し、 叉 私 

自身の ために、 そのた まし ひの 季節 を 讚嘆した。 —f® 一一 一 帝 S  (大正 七 年 七月) 
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人間の 再生 


一 「樂 園よりの 追放-と 「春」 

フ a ォレ ンスの 都 は 世に も 勝る る 美術の 多數を 以て 飾られた、 「選ばれた る 土地」 である。 そ 

れらの 中には、 マサ チォの 畢生の 傑作と 言 はれる r 樂 園よりの 追放」 と. S ふ 壁畫も 混って ゐる。 

この 作品 を 見れば、 裸體の アダムと イブと は、 今し 天 國の扉 門 を 追放され て、 地上の 苦 惱に向 は 

うとして ゐ る。 併し そ 0 「追放」 は 本當に 「樂 園からの 追放」 であったら うか。 僕 はこの 作品 を 

見て 或る 意味より は それが 又 r 樂 園からの 解放」 とい ふ 風に も 見える。 裸體の 二人が 後に 殘 した 

樂 a は、 或は 「永久の 苦惜」 ではなかった か。 こ Q 二人の 足取り は 何と. S ふ輕快 さで あらう。 堅 

實 さで あらう。 この 健やかな、 この 輕ぃ 脚なら ば 地上の 苦惱も 物の 數 では あるまい。 

天國は 無知の 天國 であった。 眠りの 樂 園であった。 欲する もの を 欲する がま まに 飮み 且つ 食ん 
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その 樂圃 では、 自分が それ を 欲して ゐ ると. S ふこと も 知らない。 自分が それ を 取らう として 動い 

てゐ ると いふ こと も 知らな. so そこに は 永久の 明るさが ある けれども、 暗 さの な. S 明るさ は 叉 一 

の 闇で ある。 そこに は 永久の 春風が 花の 野 を 呼んで ゐる けれども、 冬 を 過さない 野原で は、 草花 

の 色の 香り を あせし める。 我々 はこの 天國、 この 樂 園に 住む こと を 本 當に捕 はれない 生活と して 

悅 ぶこと がない。 アダムと イブと は 樂園を 追 故され て 天國の 扉から 外に 出た 時に、 本當に 彼等の 

裸體 である こと を悅 び、 同時に 新ら し い 稳氣を 感じ たに 違 ひな .S 。 

この 追放され た アダムと イブと が、 卽ち ルネッ サ ンスの 人間で ある。 ルネッ サン ス のん 聞は始 

めて 裸體 Q 人間の 尊 さ を 知った。 無知の 樂 園から 解放され た 健やかな 歩みの ー與氣 を 感じた。 中世 

紀の 長い 長い 眠り は、 何. とい ふ 倦怠 を 我々 に與 へたで あらう。 ヘプ リュウ イズムが すべて を壓服 

して、 プラト ォもァ リスト テレス も、 基督 敎神學 Q 奴隸 となった 時代に は、 一般の 人間 は 聖書 を 

讀 むこと を 禁ぜられて ゐた。 蛮 書 を讀 ますして、 しかも 彼等 は 信仰 を强 ひられて ゐた。 誠に 彼等 

はすべ ての 敎條. を、 ホップス Q 敎 へる 如く 鶴飮 みに する より 外はなかった の だ。 この 無知の 中に 

信. f る 基督 Q 敎へ は、 やはり 我々 に 幸福 を與 へたで も あらう。 S や 寧ろ 彼等 は、 現代 Q 我々 より 

もより 强く宗 敎の悅 び を享樂 して ゐた であらう。 しかも その 悅びは 死んだ 悅び である。 捕 はれた 

幸 ひで ある。 我々 はや はりこの 無知の 樂 園から 追放され て、 「意志」 や 「情熱」 やの 支配す る 地 

上へ 降りた くなる。 中 世紀の 人間が、 ルネッサンスの 空氣 に觸れ て天國 から 追放され たの は、 卽 


ち 地上の 新ら しい 樂園を 創造した のであった。 樂 園と いひ、 天國 とい ふ 言葉が、 字義 通りに 解せ 

られ るの は、 實は 地上に 於いてで なければ ならない。 「原罪」 は 却って 我々 に 光明 を與 へる。 光 

は 闇を豫 想し、 價値は 渾沌 を豫 想す る。 そこに 我々 の 人生が ある。 

同じ フ 口 ー レ ンス 0 ァカ デミ ィ にある ボッ テ イチ H リイ Q 「春」 は、 最早 「樂 園から 追放」 さ 

れた 人間の、 現實に 於いて 經驗 する 「春」 を享樂 して ゐる。 彼等 は 本當に 解放され て 心 ゆく 許り 

自由の 空氣を 呼吸し、 躍り 狂 ふまで 躍り 廻らねば ならない。 ルネッサンス 期の 人 の 心 は 誠によ 

くこの ボ ッ ティ チェ リイの 作品に 表現され てゐ る。 しかも こ の畫の 中の 人物に は 現實の 足踏み を 

メラン n ワイ 

する 誰もが 經驗 する 「憂 まー 性」 が ある。 アダムと イブと は、 今 こそ 現實の 中で、 勇氣と 健康との 

背面 を 固める 憂 1^ 性 を 貰った の だ。 

二  0 マネスク 建築と 敎會 の敎條 

中世の 人間 は、 或る 見方から 二つの 相 矛盾す る 要素の 爭鬪に 苦しんで ゐ たと 言へ る。 その 第一 

の 要素 は、 何處 まで も 敎會を 中心に して、 一般の 民衆に 信仰 を强 制する とい ふこと である。 第二 

の 要素 はこ の 信仰 を 出来るだけ 論理的に 基礎 づけよう として 起った 合理的 傾向で ある。 この 二つ 

の 精神的 耍素は 蓋し 互 ひに 敵で あらう。 一般の 民衆と 敎會の 主宰 は その 前者の 要素に 同 執し、 所 

謂ス n ラ哲學 の 思辨は その後 者の 要素に 關心を 持った。 この (5^ 鬪は恰 かも 建築の 樣式 にも 表現せ 
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られ て、 前者 は 口 マネスクの 建築と なり、 後者 はゴ シ ックの 建築と なった。 

口 マネスク 建築 は、 威 壓のカ を 示す に はかなり に 有力で ある。 その 一 般 的の 感じ は 何となく 重 

苦しい。 どっち かとい へば 縱 よりも 幅の 長い、 平べ つたい 様式が どっしり とした 坐り を昆 せる。 

口 マネスク 建築と ゴ シ ック 建築との 區^ せられる、 これに 特徵 となった 半圓 形の 曲線 は 至る とこ 

ろに 使用 せられて ゐ るが、 球形 Q 寫薩 とい ふ もの は、 威 壓の樣 式と して この 上 もな く 成功す る。 

圓形は 平均した 力 を 以てすべ てのもの を 被ひ盡 す。 どの 一 點、 どの 一 角から も、 不平 や 精進の！ t 

れ よう 隙がない。 中世の 敎會に はこの 重苦しい 空氣が 必要で ある。 又 この 球形の 寫 獲が 必要で あ 

る。 天空と 人間との 境界に は、 どっしりと 地 を 覆 ふ ド才ム が ある。 

信仰の 篤い 民衆が、 うなだれた 頭 を 持ち上げて、 敎會の 窓から 靜 かに 外面 を覘 いた 時、 そこに 

は 美し， S 自然が ある。 自然 は 希暖に 於い て も、 中世に 於いても はた 我々 の 現代に 於いても、 常に 

美し. S 自然で あり、 叉 信仰者と ベ H ガ ン とのけ じめ なく、 常に 悅 ばし. S 自然で ある。 中世の 篤信 

^も、 明るい. S 氣の 中へ 出て この 自然と 面接したならば、 必. f ゃ內 心の 悅びを この 自然の 中に 投 

射した に 相違なかった。 しかも 口 マネスクの 建築 は 自然と 人間と を 隔てる ため 極めて 厚い 璧を張 

り、 壁の 厚い 割に は少數 0 窓 を 明けた。 口 マネスク 建築の 廊下 を步 めば、 上に は圓 孤の 天井が 張 

り、 左右に は 薄 >£ぃ 壁が 隔てる。 廊下の 签氣に は 永久に 沈 なる 迷信が 漂浪 ひ、 た 間 は种へ 精進 

する こ とも、 はた 叉 自然 へ 親近す る こ とも 許されな い 。 


口 マネスク 建築 Q 柱 は、 柱頭 を 形式的の 装飾で 飾って ある。 W しその 裝飾は ビザ ンチ ン 式の 亞 

流た るに 過ぎない、 形式 化の ひどい、 空虚な ものである。 その 點 では ゴシック 式の 建築と も異っ 

てゐ る。 ゴシック 建築で はこの 装飾 だけ は、 自然 を 振り向く ことが 許されて ゐ たけれ ども、 口 マ 

ネス ク 建築で は 全然 自然の 要素 を 取り入れる ことが 出来なかった。 そして 危險 な、 迷信 的な 恰か 

も ラビ リ ンスの 中 を彷植 する やうな 形式の 中にば かり 窒息 させられた。 これ は藝 術-;^ の Ig 腦を祌 

祕的 にし、 虚飾 的に し、 それの 自由な 進歩 を 阻害す る。 容 のな S 虚飾、 自然に 眼 を 背けた 神祕 

は、 卽ち 拘泥で あり、 邋鈍 である。 我々 の 神祕は 自然に 向 ひ、 自然の 澄 徹した 光に 養 はれた それ 

でなければ ならない。 口 マネスクの 建築 は その 點で 全然 我々 の 理想に 合 はない。 自然 は 無限の 生 

命を藏 して ゐ るから、 この 中に^ ひ 込む 魂 は 完成しつつ 常に 新ら し. S 途を拓 いて ゐ るが、 自然に 

眼 を 鎖 ざされ た 形式の 中に 沒 頭し、 これ を 完成して 行かう とする 魂 は、 完成しつつ 死の 目的に 股 

ざして ゐる。 渦卷の 端から 中心 を 求めて 行く やうな 進み 方が、 この 後者の 方針で ある。 新ら しい 

生命 は ロマネスクの 中に 創造され なかった。 この 様式 は 煩琅の 上に も 煩璜の 形式 を 繰返し、 終に 

は 全く 馬鹿らしい 凝り 方の 柱 や 柱頭 を 造り上げた。 よくこの 頃の 建築に 見た、 龍卷の やうな 恰好 

の 柱の 連立な ど は 却って 我々 に 不快の 感じ を與 へねば 止まない ものであった。 

併し。 マネスク 建築に は、 それだけで 時代の 耍 求の 全部 を壓 抑し 得な. S 時が 來た。 敎會 の敎權 

は 無上の 權カ 中心として、 我々 に 拘制カ を 持って ゐる にせよ、 我々 はな ほその 內 心の 合理的 傾向 
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を 全然 否定す る譯に はいかない。 ここに 祌學 者の 或る 少数の もの は、 その 鋭敏なる 論理 を 働かせ 

て、 敎會の 敎條を 知的に 證 明し、 解說 しょうとして 活動し 出した。 それ は 世に ス コ ラ哲學 者と 呼 

ばれる ところ Q ものである。 ス コラ^ 學 者に は 始めから 大きな 豫 想が ある。 それ は卽ち 如何に 論 

理を 精緻に し、 議論 を 高尙 にしても、 敎會 の敎條 を改變 して はなら や、 敎條 だけ は 始めから 絕對 

的 の-©； 理 として 許されねば ならぬ とい ふこと である。 換言すれば 彼等 ス コ ラ哲學 者 は、 始めから 

脚 を敎會 の敎條 より 出發 しなければ ならな. S  Q である。 この 危. S 發展 はや はり 口 マ ネス ク 建築に 

就いても 行 はれた 。口 マネスク 建築 €} 發展 した も 0 はゴ シ ック 建築で ある 。卽ち 口 マネスクが ゴ シ 

ックを 生んだ ので ある。 D マネスク 建築の 末期に 出來 たもの を 見る と、 f?^ 第に 尖塔の 數を增 し 或 

ファチ アド 

る もので は半圓 孤の 五 侗七個 並列した 前面に、 直線 式の 尖塔 を 中間へ 夾 め- その 比例が 丁度 相 半 

ばした やうな もの も ある。 この. 兩 様式 は、 結局のと ころ 同一 建築 樣 式の 一列の 發展 である。 しか 

も その 兩端を 取って 見れば、 この 兩者 はかなり に ひどい 反對 傾向 を 示して ゐる。 それ は恰 かも 敎 

會の敎 權とス コラ 哲學 者の 鋭敏な 思 辨が對 立した と 同一 の 事象であった。 

I 一一  ゴシック 建築と スコラ 哲 學 

ゴシック 建築の 尖塔 を 仰ぐ も Q は、 この 建築の 創意 者が、 如何に 崇高な 宗敎的 精進と、 如何に 

超越した 肉の 侮蔑 を 心 Q 中に 秘めて ゐ るかと 驚く に 相違ない。 


先づ その 出来るだけ 高く 錄立 する 尖塔の 角度と 一 建築の 中に 存在す る 尖塔 Q 無数と は、 この 會 

堂に 集まる 信者の 宗敎的 精進 が as 來る だけ 純化 さ れ 、 蒸 化 されて ゐる こと を 示 すに 十分で ある。 

しかも この 精進の 中には 敎會 にと つて は 實に危 險なー の 要素 を藏 して はゐ ないで あらう か。 口 マ 

ネス ク Q 建築で は圓 孤に よって 上方 を 閉ざして ゐた。 然るに ゴ シ ックの 建築で は圈 孤に 角が 出來. 

地から 天上へ 向 ふ內心 Q 要求が その 寫寢の 一角 を 持ち上げて 了った。 一角 を 持ち上げられた 寫薩 

は、 結局 その 向上 力の 天へ 達する 時まで 支へ たなり にして ゐ るか、 さもなければ 弯寢. Q 一部 を 突 

き 破らせて 自分の 戰 敗を吿 白す るより 外 はない。 その 前者の 苦 鬪と雖 もこの 無理に 尖った 穹窿の 

ために 自ら 破滅 を來 すと いふ こと は 知れて ゐる。 して 見れば 口 マネスクの 丸 屋根が 尖塔と なり か 

けた 時に、 敎會の 抑 壓カは 自由 信仰の 人心に 降服し かけて ゐ るので あった。 

ゴシックの 尖塔 は、 我々 が 自由に 我々 の 信仰 をつ くらう とする 表象で ある。 又 それが 天まで 達 

しょうと 努力す る 時に、 それ は 人間と 神との 距離 を 短く しょうと する 耍求を 示して ゐる。 人 問 は 

終に 神まで 達しなければ ならない。 神 は 叉 我 々人間の 地位に 降らなければ ならない。 神が 地上に 

降った 時、 神 は卽ち 自然と 同一視 せられる。 それ は 最早 我々 に 威 壓と裁 罰と をのみ 與 へる 天帝で 

はなくて、 人間の 姿 をし、 人間の 伴侶と なる ナザ レ S ィ H ス でなければ ならない。 神學 上で は 

幾度 か © 宗敎 會議が この 問題に 就いて 激しい 論爭 をした が、 建築 は ロマネスクから ゴシックに 移 

る 時に それの 解決の 端緒 を 開いた やうな ものである。 
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と 肉との 爭鬪に 於いて、 中世の 人間 は 極端に 靈を 尊重し 肉 を 侮辱した。 靈は 肉體の 拘束 を 離 

れ、 出来るだけ それ を 超越 すれば、 それだけ 靈の權 威を證 し、 神の 尊容 を顯 はす ものであると 解 

せられた。 同様の 事象 はス コラ 哲學の 構成に 於いても 現 はれて ゐる。 ス コラ^ 學は 本來宗 敎體驗 

の 論理的 自證の 必要から 存在して ゐる もので は あるが、 この 期の 哲學と 他の 哲學 とを區 別す る 要 

點は、 內容を 無視した 形式の 系統の、 出来るだけ 精緻 を 極める とい ふこと である。 

^容は 無^の 創造の 源泉で ある。 內容を 取り入れた 形式の 議論 を すれば、 或 時には 形式 は內容 

のた め 勝利 を 占められる。 それ は 基督 敎の ため、 非常の 危險 であると いはねば ならない。 正統派 

の 神 學が神 祕說を 恐怖した の も 一 つ はこの 理由から 來てゐ る。 神 祕說は 純內容 の哲學 であって、 

これに よれば 形式 は 全く 內容の 創造的 開展に 支配 せられる。 正統派の 神學 では、 アン セル ムスの 

眷て 試みた 祌の 賢體論 的論證 とい ふやうな 仕方の 證 明が、 その 存在に 安定性 を與 へて ゐる。 彼 は 

全然 「神」 と. S ふ 概念の 分析から 出發 して 神の 存在 を證 明した のであった。 形式 は 形式より a-H 發 

して 形式に 終る。 それが ス コラの 本領で ある。 それ故に ス コ ラ哲學 者の 論理 は、 形式と して 見れ 

ば、 哲學 史上に 比類のない 進步を 示して ゐた。 彼等 以前 も 亦、 彼等 以後 もこれ ほど 精し い 議論 を 

したと いふ こと はない。 實在 論と 名目 論との 論の 如き は 今日と 雖も、 十分に これ を 研究す る必耍 

が あり、 塽阔學 派の 進路 はス コ ラ哲學 者に よって 照らされた 部分が 頗る 多い。 それに も 拘ら， f 彼 

等 © 舉が 我々 に 不 滿を與 へる とい ふの は、 彼が 全然 或は 極めて 多分に 內容を 無 して ゐる とい 


ふこと である。 彼等 は 形式の ために 形式の 議論 をした。 論理の ために 論理の 議論 をした。 それが 

或る 場合に は 現代 哲學者 をして 彼等の 舒 學は單 なる 論理の 遊戲 であると 呼ばし める 所以で ある。 

飜っ て この 傾向 をゴ シック Q 建築に 當 てて 見よ。 ああ これ も 亦 同 一 なる 精神的 傾向の 表現で あつ 

た。 ゴ シック 建築 は 出来るだけ 建築の 材料 的 要素 を 無視して ゐる。 尖塔の あの 高さ は、 材料の 到 

底堪 へる ところでない。 それ は 形式と して 誠に 整頓し 完成した もので あり、 現代の 建築家 をして 

建築の 完成 はゴ シ ック であると 讚嘆させる までに 優秀な 様式 を 保って はゐる けれども、 その 完成 

は卽ち 破滅の 完成で ある。 高く 髙く 塔を錄 えさせる ゴ シ ックの 理想が 何處 まで も發 揮せられ るに 

堪 へる 材料 を、 我々 は 1 體 何に 求めよう か。 材料と 形式との この 不 一 致ば かりで なく、 ゴ シ ッ ク 

の 建築に は 窓が 多い。 そのため. に 建築の 負擔カ をして 益 5 弱い ものにして 了って ゐる。 建築家 は 

これらの 脆弱 を救濟 する ために、 外側に 澤 山の 張り出し を 捲へ、 内面から 起る 缺陷を 外面の 支へ 

によって 支持しょう とした。 しかも それが 根本的の 缺陷を 除去し 得な いのは 當然 である。 形式の 

缺陷 はた だ內容 によって 救 はれる より 外 はない のに、 その 點に 就い てはい ささ かも 顧慮せられ て 

はねない。 ゴシック 建築の イデ ー は 死に 向っての 進みで ある。 これ を 完成した 時 は卽ち 自己 を 破 

壞 した 時で ある。 ゴ シ ッ ク 建築 は 一 方から 完成して 行く それだけ づっ 他方から 破 壌して 行つ た。 

中世 文化の 滅亡 は その 原因 を 他に 求める まで もな く、 自己 自身の 中に 求めるべき である。 ルネッ 

サ ンス は單に 古典の 復活と いふ やうな 直接的 刺衝 だけで IS された もので ない。 
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ゴシック 建築の 破滅す る 原因 は、 その他 至る ところに 見出される。 この 建築 は 本来 矛盾し 衝突 

する やうな 幾つ もの 耍素を 混在せ しめて ゐる。 そ れは 畢竟 時代精神 の 中に こ れら 矛盾し 衝突す る 

要素 を 混在せ しめて ゐ たからで ある。 ス n ラの哲 學は唯 理哲學 である。 ゴ シ ックの 建築 は n マネ 

スクの 建築と 違って 窓が 多い。 全體の 空氣が 如何にも 明るい。 何處 まで も 理性の 明るみで 照らし 

31 さなければ 止まない。 しかも そ Q こと は 中世の 宗 敎に對 して 大 いなる 危險 ではない か。 信者 は 

こ の 外界の 明るみに よって 敎 きの 中の 隅々 まで も 眺め 遣る ことが 出来た であらう。 叉 この 窓から 

悅 びと 幸 ひとに 輝き渡った 大空 や 自然 を 心行く ばかり 見渡す こと も el 來た であらう。 ゴシ ックの 

建築 はこの 危險を 防ぐ ために、 尖 長な 窓に 一面の モザイク 装飾 を 施した。 モザイク 装飾 は、 開い 

た 窓 を 不透明に し、 外界 を覘ふ 信者の 眼 を 妨げる に 適して ゐた。 しかも モザイク 装飾の 精神 は、 

舊 時代の 遺物と して、 一 の 死へ 向っての 完成 をな す ものである。 拘束の 多い、 生氣 0 ない モザィ 

ク藝 術が、 我々 の潑剌 とした 藝術的 要求 を どうして 滿 たし 得よう。 羅 馬の 人間 はこの モザイク を 

脚の 下に 踏んで ゐ たが、 中世の 人間 はこれ を 壁に し 窓に し 又 天井に 持ち上げた。 それ は旣に 中世 

の 人間の 失敗で ある。 窓の 明るさ はス コ ラの 唯理的 精神 を說 明す るが、 モザイクの 装飾 はな ほ敎 

會の 迷信 的 傾向 を 辯 護す る。 我々 は そこに 遺憾な く 時代精神の 矛盾 を觀 取す るので ある。 

ゴシック 建築の 装飾 家 は、 それでも 自然に 對 する 希求 を 强く內 心に 持って ゐた。 彼等 は 或る 一 

部の 自然 を 頗る 忠實に 捕捉す る 能力 は 持って ゐ たので ある。 試みに 彼等の 製作した 柱頭の 装飾 を 


見よ。 それ は n マネスクの 建築に 比較して 何と S ふ 大きな 違 ひで あるか。 植物の 種々 の^ 分が、 

せま 

これ は 叉 そ Q 眞に 薄る 巧妙 さで 刻み 込まれて ゐて、 それ Q 與 へる 感情 は 我々 にやさし い、 親しみ 

の ある、 極く 澄んだ 心で 打ち 浸って 行きたい とい ふやうな そんな もの 許りで ある。 敎會 は、 これ 

らの靜 物の 中に その 信仰 を 裏切る 生々 した 生命 ある ことに 氣 付かなかった。 危險 はた だ 人間の 

肉體 許りで あると 考 へて ゐた。 併し 我々 の 所謂 自然 は 人間 を も 含んでの 自然で あり、 我々 の 所謂 

人間 は 自然 を も 含んでの 人間で ある。 人間の 血に 通 ふと 同じ 生命 は、 石に も樹 にも 雲に も 動いて 

ゐる。 叉 人間の肉 體は單 なる 情欲の 發 表ではなくて、 自然の 大 いなる 客觀 性の 表現で ある。 裸體 

を 造る ことの 恐ろし さ を 知る もの は、 靜物を 造る ことの 恐ろし さ を も 知らねば ならない。 敎會は 

この 點で 大いに 自己の 政策 を 裏切って ゐ たので ある。 

P マネスク 建築が ゴシック 建築に 移った 時に、 中世 思想 は その 壌滅 Q 第一 階段 を 降った。 しか 

もゴ シック 建築が その 理想 を發 揮して 行く 時に、 敎會ゃ 神 學者ゃ 藝術家 は 幾 階段と なく その 壞滅 

の 歩調 を 進めねば ならなかった。 中世 思想 を 葬る もの は 中世 思想 自身で ある。 彼等に とって 「生 

きる」 こと は卽ち 「死す る」 ことで ある。 彼等に 缺乏 する もの は、 一 口に 一一-一 ほ へば 內容 であり、 生 

命で ある。 彼等 は 今や 中世 思想の 知らない 一 つの 「生きる」 要素 を 自己に 加へ て來 なければ なら 

ない。 ああ、 それ は當 時の 時代精神に とって 實に大 いなる 革命で ある。 アダムと イブと は 先づ樂 

園から 追放 せられて 地上へ 降り、 そこに 固 5 足 踏 を 造り 始めた。 それが 卽ち 我- *< のル ネッサ ンス 
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と 呼ぶ ものである。 

四 ルネッサンスの 意味 

順序と して 今 ここに ル ネッサ ンスの 一 應の歷 史的 解說を 下して 置かう。 

ルネッサンス は 通常 「文藝 復興」 と譯し てゐ る。 外國 語で は renaissance と 書き、 rinasci- 

me 一 ito と 書き、 Wiedergeburt と 書いて ゐる。 卽ち 「再生」 とか 「復活」 とか 言った 意味の 言葉で 

ある。 つまり 希職羅 馬の 古典が 復活した こと を 指して ゐ るので ある。 千 四百 五十 三年 東羅 馬帝國 

の 滅亡 以後、 近世 期と 接 緩す るまでの 時代 を いふの が 普通で ある けれども、 K 際 は 所謂 中世と 呼 

ばれる 時期の 中に 旣にル ネッサ ンスの 萌芽 を 認めねば ならない。 隨 つて 美術史 上 は 千 一 一 百 五十 年 

代から 數へ て 行く の を 便利と する。 千 一 一 百 五十 年から 千 四百 年まで を原ル ネッサ ンス、 千 四百 年 

から 千 五 百年まで を 早ル ネッサ ンス、 干 五 百年から 千 六 百 三十 年まで を 熟ル ネッサ ンスと 呼ぶ こ 

とも ある。 千 三百 年代 (trecento) 千 四百 年代 (quattrocento) 千 五 百年 代 (cinquecento) と 

言 ふ 一一 一一 c 葉 も 美術史 上に は 頻繁に 使用 せられる。 (念のために 首 ふが 第 何 世紀と いふのと .^"ejrto と 

は その 意味が 違って ゐる。 つまり ク アット ロチ H ントが 第 十五 世紀に 相當 する Q である。) この 

期に 於いて 希隨羅 馬の 古典が 研究され、 敎育 上に はヒ ュ ー マ 一一 ズム の 主張が 起った。 ヒ ユマ 一一 ス 

トは それら 古代 文 藝を敎 へる ことによって、 先づ 人間の 性情 を 養 はう とした。 哲學 上で は プラト 


ォ ンゃ アリス トテレ スを その 原著に ついて 研究し、 中世 神學 Q 衣裳 を 着けない 生の ままの 希臘精 

祌を味 はう とした。 多くの 新 發見は その 前後に かけて 頻々 として 起り、 世の 耳目 を 新たに する に 

十分であった。 J れを 美術 上に 就いて 見る に、 先づ 希躐羅 馬の 古 美術、 例へば ベル ヴ- デレ 0 ァ 

ボロ などが 發 見せられ、 その 寫實 的の 作風 は當 時の 美術家の 好奇心 を そそった。 今や 作品の 题村 

も、 基督 敎的題 村 だけで は滿足 出来ないで、 希醍竊 馬の 美術家の 如く、 希險祌 話の 題 村 を 用ひ始 

める やうに なった。 從來の 壁畫の 如く 建築に 從覉 した 撙畫 から は、 自由に 持ち運びの m 來る板 S 

も發 達した。 油 畫の檜 具 も 完成され た。 それら は 全 美術の 様式 を 中世から 全然 一 變 せしめる。 

中世に 全勢力 を 振った 基督 敎は、 これと 同時に、 li 時 その 勢 ひ を 失墜した。 それに は 勿論、 政 

治 的 經濟的 の 方面 か ら の變改 が 重耍の 刺戟 を與 へたので ある。 

これらの こと は 一 々ここに 書き記さないでも、 一般の 歷史に 詳述 せられて ゐ るし、 且つ 世人の 

熟知して ゐる ことで あるから、 ただ 話の 筋道 を 運ぶ に 必要 な範圍 で あ らまし の 筋 書 だけ を 記し て 

置く。 我々 の硏究 目的と すると ころ は、 美術 發 達の 內面的 意義で ある。 以上の 外 素描 は 現下 Q 

關 心に とって 何等の 意味 を もな さない。 次に は 美術 上、 重耍闘 係の あった 數 種の 物件に 就いて 略 

述し、 中世から ル ネッサ ンス へ {^轉移が如何なる筋道で行はれたかを見て行かぅ。 
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五 マリヤの 禮拜 と美 術 

中世の 乾燥した 空氣の 中で マリヤ を禮拜 する 心が 次第に 育 醸せられ て來 たとい ふこと は 不思議 

な 現象で ある。 女 は 人間の 中の 最も 柔 かい、 やさしい、 美し S ものである。 女 は 人間の 服 を 美に 

眼覺 まさせる。 女 は 人間の 心を惡 魔に 誘惑す る。 女の 肉體は 古来 美術家が 幾多 その 題材に したや 

うに、 最も 美しい 色彩と 曲線と を 持って ゐる。 女の 肉體は 人間の 眼 を 自然に 向ける に ふさ はしい。 

この 人間と しての 女の、 最も 理想的に 表現せられ たもの が マリヤで はない か。 マリヤの 禮拜は 女 

の禮拜 である。 美の 禮拜 である。 自然 Q 禮拜 である。 人間の 眼 は 最早 中世の 敎會 堂の 中にば かり 

赘 居させられる 譯に はいかな 5。 

恰 かも 中世 Q 「武士道」 (Rittertum) はこの 女人 禮拜を その 組織の 中に 反映して ゐ たといって 

よい。 試みに 彼等 武士階級の 敎 養の 組 辯 を 見よ。 その 中には 如何に 不可思議な 姿で この 女人 禮拜 

の 思想が 現 はれて ゐ るか。 中世の 武士道 は 我が 國の 武士道と 同様に 强 きを 挫き 弱き を 助ける こと 

を、 その 本 33 として ゐた。 その 弱き ものに は 第一 に 女人が 數 へられる。 武士と なる 敎育は 大體三 

期に 分 たれる。 その 第 一 期 は 六 歳に 達する 幼童 期であって、 この 期間 は 母の 膝下に 在る。 第一 一期 

は 七 歳から 十四 歳までで あって、 男子 七 歳に 達すれば その 近親の 武士の 家庭に 預けられ、 敎育 Q 

全權 はこの 近親の 家庭に 移って 了 ふ。 彼 は 朝夕 その 夫人の 侍 童と なって 奉仕し、 食事に 侍り、 散 


步に隨 身す る こと を その 務めと しなければ ならない。 十四 歳に 達すれば 第三 期に 這 入る。 この 期 

間 は その 主人の 武士の 隨身 となり、 或は 戰 場に 働き、 或は 武術 を鍛鍊 する。 二十 一 歳に 達して 始 

めて 武士と なり、 その 時に 嚴肅な 宣誓式 を擧げ る。 武士の モット ォは 「我が 魂 を 神に、 我が 生命 

を 君に、 我が 心 を 貴女に、 我れ 自身に は名譽 を」 とい ふ 言葉で ある。 卽ち 女人 を 敬愛す る ことが 

武骨な 軍人の 一 の 大切な 任務であった。 この こと は 中世の 武士道 をして 一種 悲壯な 色を帶 ばし め 

た 所以で ある。 我が 『平家物語』 を讀む もの は、 當 時の 武士道の 中に 何とも 言へ ぬ 優し さ 美し さ 

の 含まれて あるの を 讚嘆す るに 相違ない。 武骨 だけ、 勇壯 だけで はどうしても 本當の 武士道に は 

ならない。 同様の ことが やはり 中世の 武士道に あつたの である。 試みに 獨 逸の 森林の 中に 生れた 

獨 逸文 學 劈頭の 英雄 物語 を 見よ。 この 民族 詩の 發端 をつ くる もの は、 この 千古の 英雄に 配す るに、 

常に 花 を あざむく 美人 を 以てする こと を 忘れなかった。 例へば 有名な 「一一 ィ ベル ン ゲン 傳說」 を 

見る に、 或は 鳥 語 を 解し、 或は その 身 を隱す ことの 出來る 英雄の ある 側に は、 罪に よって 山上の 

城に 睡ら され、 その 周圍を 火炎で 取り 園み、 何人 かの 助け を 待って 居る とい ふ 女性が ある。 r ト 

リス タンと イソ ルデの 傳說」 では、 後に ワグネルが これ を 構想して、 悲劇 Q 模範と した 如く、 道 

ならぬ 戀の 情火に 燃え、 白い 帆 を 待ちながら 失望して 死ぬ トリスタンに は、 すべての 情實の 世界 

を 打ち破つ て、 ひたすら 戀の 殿堂に 生きよう とした イソ ルデ姬 を 配して ある。 

マリヤの 禮拜 は、 この 下地の 上に ぉ來 上った 一 の 精神的 果物で ある。 謂 はば 女人 敬愛の 理想の 
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表現で ある。 初期の 「マリヤの 詩」 を 見れば、 マリヤ は 何 か奇臻 的の 力 を 持って ゐる ものの やう 

に 見られ、 武士が マリヤに 祈願 を 懸けた お蔭で 仕 合せに 勝った とい ふやうな ことな ど を 唄つ て あ， 

る。 ^しその マリヤ は 中世から ル ネッサ ンスに 入り込む に隨 つて 漸次に 人間の マリヤ、 女人 Q マ 

リャ となって 來る。 ここに 大膽 な獨斷 かも 知れない が、 侯 は 中世の マリヤ 禮拜に は、 何等か ブラ 

トォ 一一 ッ クの戀 愛の 心が 働いて ゐ るので はない かと 思 ふ。 G^-寺の尼が、 自分の すべ ての 心 を 打ち 

込んで 基督 を 崇め 愛する 時に、 彼女 は 「自分 は キリストに 結婚した の だ」 と. S ふ。 その 心 は 勿論 

彼女が 天國に 生き、 精神的に キリストの 侍女と なった こと を 意味して ゐる。 併し 僕 は、 その 時の 

尼^の 心 は、 廣實 精神 化され、 理想化 された 心の中の 基督に 結婚して ゐ るので あると 思 ふ。 戀の 

心の 至醇 になった ものと 宗敎の 心の 具象的に なった ものとの 間に は、 果して 幾許の 差異が あらう 

か。 尼愤も 感情 を 持った 人間の 尼僧で あれば、 朝夕 人間の 姿 をした 基督の 搶姿を 崇め 愛し、 これ 

に 至醇な 感情 を 投げ、 心に 傷み ある 時、 淚を 以て その 苦しみ を 基督に 訴へ、 聖書の 言葉に よって 

直接に 慰め を 得る としたら、 露實こ 0 尼僧 は 基督 を戀 人と して ゐ るので は なから うか。 同様の こ 

とが 中世の 武士の 心の中に 經驗 せられて ゐ たと 思 ふ。 武士が 1 人の 夫人 を 尊敬し、 すべ て その 心 

の 苦痛 を この 夫人に 訴 へたと する。 叉 この 主人の 夫人の ためなら ば、 如何なる 危難 をも潛 つて 救 

ひに 行かう と 決心した とする。 その 心の中に は、 主人の 夫人に 對 する 或る プラト ォ 一一 ック な戀の 

心が 働いて ゐ はしな. S だら うか。 彼等 武士 は、 習慣 的と なった 秩序 心の ため、 決して その 主人の 


夫人 を 冒さう と はしなかった。 しかも 心の中に 或る 輝いて ゐる 情火の 潛 むこと を 否定お 來 ない。 

されば こそ 火 焰の圍 みから 救 はれた ブリュ ンヒ ルド はグラ  一一 Q 馬に 跨った 英雄の ジィグ ルドと 道 

ならぬ 死に様 をした。 アイ ルラ ンド 王の 娘 イソ ル デは當 Q 結婚の 申込 者で ある 人 を 愛さないで、 

自分に 立 琴を敎 へた 卽興 詩人、 叔父の 申込 を傳 へに 來た 男の トリスタン を 愛した。 斯様の 道なら 

ぬ 戀は實 際 中世の 武士の 間に その 例 を 見た ことが 廣5 であった らう。 マリヤの 禮拜 とい ふこと も 

一 つ は 確かに その プラト ォ 一一 ックの 心から 起って 來 たに 相違ない。 奈良朝 時代の 不思議な 精神的 

裏面史 を 語る 『日本 靈異 記』 を 見る と、 和 泉に 住む 或る 優 婆 塞が 吉祥天 女の 模 像に 思 ひ を 懸け、 

六 時 毎に 天女の やうな 美女 を 自分に 與 へ よと 願 ひ 祈る こと 頻 りであった が、 或 夜の 夢に 天女 を 犯 

すと 見て、 翌朝 像 を 見れば 不淨に 像の 据を 汚して あつたと いふ 話 を 書いて ある。 この 話 を讀ん で、 

自分の 想像 は アナ トオル . フランスの 『タイス』 の 主人公に 及ぶ。 又 これによ つて 奈良朝 時代の 

現實 的な 宗教心に 觸れる 鍵を與 へられた やうに 思 ふ。 中世の 靑年は 後に なれば、 彼の サイ モ ンズ 

が譯 した 『酒と 女と 歌』 の 中の 詩 を さへ 唄った。 中世の 武士が 崇敬し、 愛戀 した マリヤ はこれ で 

は 希臘の 愛の 女神 ヴ ェ ヌ ス となって ゐ る。 r ォォ、 マリヤよ」 とい ふ！^ は、 r ォォ、 少女よ」 とい 

ふ 聲に變 つて ゐる。 

中世から ルネッ サ ンスに 移る に隨 ひ、 マリヤの 姿に 人間と して 女と しての 輝きの 出て 來 たの は 

敢て 無理な 發展 ではない。 中世の モ ザ イクに 現 はれた マリヤ を 見れば、 マリヤ は 王 后の やうな 装 
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飾 を 凝らし、 儼然として ゴシックの 座に 倚り、 全身 を 衣につつ まれた 神の 子 はこれ 又 王子の やう 

な 尊齩を 保って ゐる。 マリヤの 输 姿の 一般に 流布した の は 第 八 世紀 Q 頃で ある。 正面す る マリヤ 

は、 次第に そ Q 頭 を キリストの 方に 倾け 始める。 それが ジョ ットォ に 至れば 全く 新ら し. S 色彩 を 

以て 人間 化され 出す ので ある。 それに は 勿論 フ ラン シス 力 ン 派と ドミ 一一 力 ン！^ 诚 との 雨 5^ の 思想ぬ 

影響の 大きかった こと を 看過して はならない。 マリヤ は 令 ゃル ネッサ ン スの 人が 全 的の 感情 を以 

て 沈潜す るに 最もよ S 題材と なったり 我々 は 今 ここに ジョ ットォ の 二つの 作品 を 注意す る 必要が 

ある。 その 一つ は、 フロ ー レ ンス のァカ デミ ィ にある それで ある。 この 圖 では マリヤ は 依然と し 

て ゴシックの 座に 倚り キリスト は その 手に 抱かれて ゐ るが、 母 も 子 も 共に 正面 を 向いて ゐる。 マ 

リャの 額、 その 表情 その 胸に はやさし い 女性的の、 叉 人間的の 輝きが 漂うて ゐる けれど、 なほ 我 

我 はこの 母と この 子との 問の 情愛 を 知る こ と は 出来な い。 左右に 立って ゐる 天使の 熱烈な 眼な ざ 

し は、 恰 かも ル ネッサ ン スの 人の マリヤ を 讚へ る その 眼の 光で あらう か。 一 一人の 天使 は マリヤの 

前に 跪 坐して、 手に は 花を揷 した 花瓶 を 捧げて ゐる。 次に 我々 はジョ ットォ のもう 一枚の トンド 

ォ、 アツ シシの 寺の 上の 敎會 にある もの を 見る。 これで は マリヤ は 依然として 正面して ゐ るが、 

その 手に 抱かれた 神 子 は、 もはや 以前の 威嚴 ばかり を 持った 祌子 ではない。 子供の 顔 は マリヤ を 

仰ぎ、 その 眼に は 母 を 慕 ふ 熟が ある。 上半身は母の身體に倚りそ^5- 母の 眞 面目な 顔が もどかし 

くて ならぬ とい ふ 風な、 んマ にも 母 Q 首 もとに 飛びつ きさうな 姿勢 をし、 兩 方の 手 は 母の 胸 を さぐ 


るかの やうに 突き出し てゐ る。 何とい ふ 大きな 變化 がそ こに あるか。 

我々 は 更らに シ H ナ にある アンプ 口 ジォ. ロレンツェッティの 一 枚の 搶を想 ひ 出す 0 それで は 

最早 マリヤの 正面向き を 許さなかった。 又 子供 は 母の愛 を 本當に 母の 胸で 滿 たさねば 承知が 來 

なかった。 マリヤ は 首 を 傾けて 抱 5 た 子供 を しげしげと 眺めて ゐる。 子供 は 如何にも まるまると 

太った 健康ら し 5- 身 體を裸 かにして、 母の^ 房に 喰 ひっき、 手で しっかりと 房 を 押へ、 頰を膨 

らまして 貪る やうに 乳 を 吸うて ゐる。 これで は 我々 は 最早 この 子供に 神の 子と しての 尊 さ を 見る 

ことが 出來 ない。 それ はた だの 人間の 子供で ある。 子供の 無邪氣 さ、 一 こくな 欲望、 ひたすら 母 

に すがりつく 動物 的の 愛、 それらの 屬性は 今や 神の 子に も殘 ると ころな く附與 せられた ので あつ 

た。 (H.  Tliode,  FVanz  von  Assisi  und  die  Anfange  der  R:unst  der  Renaissance  in  Italien 

に據 ると ころ 多. so) 

ル ネッサ ンスに 這 入って、 マリヤの 禮拜は 全く 世界に 「美」 なる もの Q 禮拜 となった。 そして 

その 「美」 は 人間の 美であった。 自然の 美であった。 マリヤ は その子に 對 する 母の 熟 愛 を 持ち、 

キリ ス トは 母の^に 養 はれて すくす くと 生長す る 人間の肉 體を 持つ。 マリヤ は 世に も かぐ はし 5 

美女の 典型で ある。 世に も 妙なる 感情の 持主で ある。 マリヤ を 禮拜 し、 これ を 題材と する 美術家 

は、 マリヤの モデル を 現世の 美女の 中に 求め、 現世の 美女に マリヤの 理想 を 移入した。 神 は 人間 

であり： 人間 は 神で ある。 この 思想が 發 達する に は 後に 述べる 聖 フランシスの 影響の 大きかった 
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こと を 見逃して ならない。 例へ ばフ ラン シス によつ て 影響 せられた ボナ ヴ H ン トウ ラを 見よ。 彼 

は その Meditationes  vita ひ Christi に 於いて、 全く 人間と して Q マリヤの 悅び、 やさし さ、 愛 

情、 その他 一切の 女性の 性質 を 讚美す る こと、 恰 かも 自然 詩人が 現し 世の 少女の 美し さ を頌、 # す 

ると 同様の ものであった 0 

六 天使の 發達 

天使と いふ もの は、 基督 敎の 思想の 中で 特殊の 地位 を 占めて ゐる ものである。 天使の 思想が 發 

展 して 來 ると. S ふこと は 基督 敎に とつ て は、 實は 自身の 存立に 或る 危險性 を裔す ものである かも 

知れない。 

中 骨 的の 基螫敎 精神から 見る 時には、 世界 は祌と 人間、 靈 性と 肉體、 光と 闇との 二元論で ある。 

この 兩者は 全然 異 つた 二つの 對 角であって、 その 中間に 何等 仲介 をな す ものがない、 換言すれば 

神の 姿 をして 人 問の 魂 を 持った ものと か、 人間の肉 體を 持って 神の 魂 を 含む ものと かの 存在す る 

餘 地がない。 この こと は、 基督 は 人間で あるか 神で あるかと いふ 重要な 問題と なって 現 はれて、 

永い Si 宗教 會議の 論題と せられて 來た。 然るに これと同じ 運命 を 持った もの は 天使で ある。 天使 

は 神の たより を 人間の 心に 偉 へ ると ころの ものである。 換言すれば 神性 を 人間の 心に 附與 する 媒 

介 者で ある。 天使 は 人間の 姿 をして、 しかも 人間から 超越す る 翼 を 具へ、 天なる 神の みもとに も 


達する ことが 35 來る。 聖書 を さへ 一般の 民衆に は讀 ませないで、 祌と 人間との 仲介 をな す もの は 

ただ 敎會に 限って ゐる とした 中世の 時代精神から 見る 時には、 天使 は實 に敎會 の危險 物で ある。 

哲學 上で もこの 天使の 地位 は隨分 厄介な ものであった。 併し 最も 都合の よい 解決 は、 基督 敎 のこ 

の 天使 を プラト オン 哲學 の 觀念 に對應 せしめ、 流出 說 によって 世界の 成立 を 說く とい ふこと であ 

らう。 ブロォ ティ ヌス の先驅 をした フ イロ ォ ン では、 祌は唯 だト、 オンであって、 何等 これが 形 

容 のお 來な. S ものである。 そして この 神の 反對 をな す もの は 物質で ある。 卽 ちフィ B ォ ンの 折！： 

は 神と 物質との 二元論で ある。 然 らば この 唯一 絶對 Q 存在で ある 神 は、 如何にして 萬 物 を 生産し 

萬 物の 根據 となる ことが 出來 るので あるか。 神と 萬 物との 中間に は それの 媒介 をな す ディ ナ ミ ス 

(勢力) が ある。 フ イロ オン はこの ディナ ミス を プラト オン 式に 觀念 とも 呼べば、 义 基督 敎 的に 

天使と も 呼んで ゐる。 この 思想 は プロ オデイ ヌ スに 至って、 最も 明瞭に 流出 說の 姿と なる ので あ 

つた。 併し 流出 說は、 基督 敎に とって 一 の危險 思想で あると いふ こと は、 彼の やうに して 見て 行 

く 時には、 結局 ブルノ ォ などの 思想の 起原と なるやう に、 神と 自然と を 同一視して 萬 有神敎 的に 

なるとい ふこと である。 正統派の 基督 敎 から 見る 時には、 神と 自然と は 飽くまで も 光と 暗と であ 

つて、 これ を 同一視す る こと は 勿論、 その 中 問に 何等かの 媒介 者 さへ あって はならない。 

然るに 中 世紀 を 通じて 天使の 思想 は 人の 心に 失 はれす にゐ る。 失 はれない 許りでなく、 これに 

或る 情熱 を さへ 投げて ゐる。 . ^ネッ サン スに 至って は、 天使の 思想 は 全く 伊太利 人の 心を領 して 
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了った。 例 へば彼のサヴォ ナ ti ラの說敎を見るも當時の人心の歸向を見ることは3^來る。 ルネッ 

サン スの人 問 は、 天なる 神 を 天使の 翼に 乘 せて 人間に 降らせた。 それ は 卽ち彼 故 SK 術 家が マ 

フ H ルキ ユン ディ グング 

リャへ の 神の 「お告げ」 を 題材と した 所以で ある。 又ル ネッサ ンスの 人間 は、 地上の 人間 を 天使 

の 翼に 托して 天國 なる 父の みもとへ 经り屆 ける ことが 出来た。 それ は卽ち 彼等 美術家が、 Iffiw 基 

督ゃ聖 フランシス やの 「昇天」 の圖を 描いた 所以で ある。 今や 天國と 地上、 神と 人間との 間に は 

通路が II かれた。 祌は人 問と なること も、 亦 人間が 神と なること も 出来た。 天國が 地上と なり、 

地上が 天國 となる こと も 出来た。 玄光 禪師の 『獨 庵獨 語』 を讀 むと、 水と 火と は 全然 反對 0 性質 

の もので あり、 互 ひに 相容れな いが、 鼎が その 中間に あれば 五味 相 和す る ことが 出來 る、 そして 

その 鼎 は卽ち 心で あると いふ 風の 譬喩が 書いて あるが、 如何にも 面白い と 思 ふ。 ルネッサンスの 

人間の 心は恰 かも この 水火の 間に 懸る 鼎で ある。 

中^から ル ネッサ ンス へ かけて、 天使の 姿が どんな 發展 をし たかを たづね て 見る の は 興味が あ 

る。 ビザ ン チンで は 天使、 特に 首 天使 は 朝 服 を 着て ゐる。 これ は 天 國をー の 王國と 見、 神を以 

て審 きする 法官の 如くに 考 へたが ためで あらう。 ゴシック でも 同様の 樣 式の 天使が ゐる。 これ は 

長く ルネ ッサ ンス にまで 影響を及ぼす。 例へば 彼の ジ ョ ットォ に 就いても、 朝 服 を 着た 天使 を 我 

我 は 見 51 す ことが 屮 I 來る。 千 三百 年代に は、 天使の 頭の 上に 可愛らしい 飾り、 例へば 鮮 らしい 花 

冠 を 戴かせた ものが ある。 千 四百 年代に は、 天使 は 美し. S 歌 ひ 女の 姿 をし、 多數 集合して 音樂を 


奏して ゐる。 これらの 變 化の 間に 如何に 大きな 時代精神の 動きが あるか。 天圃は 最早. 藩 判の 法廷 

ではなくて、 美 を 讚嘆す る 理想の 樂園 である。 (これらの 叙述 は、 H.  Mendel$sohn,  Die  Engel 

in  der  bildenden  Kunst によると ころが 多い。) 

マリヤの 膝に 抱かれた キリ ストが 裸 かとな つた やうに、 天使 も 後に は 裸 かの もの を 見る やうに 

なる。 裸 かの 天使 は 中世に 全く その 例 を缺く Q ではなかった が、 初期の 基督 敎 美術で はた だ 一人 

の 天使に のみ 限って ゐた。 多數 集合して しかも 裸體 になって ゐる 天使と いふ もの は、 實に ルネッ 

サ ン スの發 見であった。 一 體にル ネッサ ンスの 天使 は 個 立 的ではなくて 集合的で ある。 そして そ 

の 集合の 中から 大きな 悅 びが 湧 S て來 る。 天使の 翼な ど を 見ても 中世の もの は その 形が 如何にも 

大きく、 重々 しさう で身體 にそうて 力なく 垂れて ゐる のが 多い。 然るに ルネッサンス Q もので は、 

その 形が 如何にも すんなり とし、 見る からに 活潑 で、 輕々 しい。 これら もす ベて 時代精神の 表現 

された 點 であらう。 

七 聖 フランシスの 自然 觀 

ルネッサンスの 美術 を 語る 時には 常に 忘れられる ことのなかった 一 の 偉大な 宗敎 家が ある。 そ 

れは言 ふまで もな く アツ シシ の聖 フランシス (彼 は 一 一八 一年に 生れて 一 ニニ 六 年に 死んだ。 或 

は 一 一 八 二 年の 生れ だと も 言 ふ。) であった。 彼 は實に 中世の 基督 敎 (特に 伊太利に 於け る) に 

一 五三 


一 五 四 

最後の 宣吿を 言 ひ 渡して、 ルネッサンス の 序幕 を 開いた やうの ものである。 彼の ロマン ティ ッ ク 

の 生涯 は、 今や 數 種の 翻 譯書 によって 我が 國 にも かなりに 詳しく 知られて ゐ るから、 彼の 隐史 

(といっても 旣 に傳說 的と なって ゐる) と 思想と を敘述 する こと は、 今 はすべ て 省略しょう。 概 

念 的、 固定 的、 敎權 的、 形式的であった 中世の 基督 敎は、 彼の 體驗 によって 全然 我々 の內 部の も 

のとな つた。 勿論 彼 も 亦 一般の 基督 敎 徒の やうに 禁欲的 生活 を敎 へる。 彼の 教派の 敎條 は、 貧乏- 

潔、 從順 である。 囘心後 0 彼の 生涯 を 見れば 餘 りに 痛ましい まで、 彼 は これらの 敎條に 固執し、 

その 生活 を簡單 にし 淸純 にし 順良に した。 彼 は 全然 肉の 權利を 否定して、 靈 がすべ ての 上に 利 

を 占め 得る こと を 感得した。 しかも 彼の 宗敎に は 從來の 基督 敎 徒と 袂を 分つ 重要な 契機が 含まれ 

てゐ る。 へ ン リイ . トォデ が 彼の 宗敎と 怫敎と を 比較して ゐ るの は 如何にも 面白い と 思 ふ。 フラ 

ン シス カン 派 も 佛敎も 共に その 欲望 を 否定し、 全然 消極的の 人生 觀を 立てる。 その 點で はこの 兩 

者 は 如何にも 共通した 要素 を 持って ゐる やうに も 見える。 W しな ほそ こに 大きな 相違 を 示して ゐ 

ると いふ もの は、 雨 者の 人生 觀の 基礎が 抑 違って ゐ る。 菩提樹 下の 哲人 は 飽くまで も 一 のデ 思索 

家で ある けれど、 アル ヴ H ル 一一 ャ 山上の 敎祖は 依然として 一 の 詩人で ある。 思索 家と 詩人！ こ 

の對 照が すべ て 彼等 一 一人の 宗敎の 特色 を 語って ゐる。 聖フラ ン シス は その 青年時代から 感じの 鋭 

い、 享樂 的な、 想像力に 富んだ、 言 はば 詩人と して 完全な 性格 を 持って ゐる 一 の 伊太利 人で あつ 

た。 その 性格む 素地 は、 たと へ 彼が 淸貧、 從 順を敎 へる 時に なっても 消え去る ことがない。 フラ 


ン シス は 寧ろ これらの 感受 力、 想像力 を 生かして 行った。 享樂的 精神に 根 據を與 へた。 彼 は天國 

の 高き に その 心 を 遊ばせつつ、 實は 地上の 樂圜に その 情緒 を 逍遙せ しめた。 彼の 神、 彼の 基督、 

彼の マリヤ は 肉と 血と を 持ち、 その 脚 を この 世界に 置いて、 すべての も 0 を 愛の 中に 包容す る。 

彼の 宗教に は 偉大な 理論の 構成 はなく、 すべて 美なる もの、 愛なる もの を 直接に その 心に 感受す 

る。 彼の 享樂 彼の 想像 は、 純粹 の、 世に も純粹 の、 享樂 であり、 想像で ある。 彼の 宗敎は 「超 感 

性的に 感性 的」 である。 

この 心の 悅びを 彼 は 宗敎と 呼ぶ とする も、 我々 は それ を 美と 呼んで 少しも 差 支へ はない。 彼の 

悅びは 知性の それではなくて 感情の それで ある。 彼の 宗敎は 趣味 性の 宗敎 である。 悅 びの 宗敎で 

ある。 美の 宗敎 である。 

神に 對 する 愛の 心 は 更らに 一 般 化せられて、 神の 造り 給 ひし 一 切の もの へ の 愛の 心と なる。 卽 

ち あらゆる 動物、 植物、 星、 太陽、 月 は 彼の 敎會の 「兄弟 姉妹」 である。 人間 は 神の 御前に 於い 

ナトウ ラ  ナトウ ランス  ナトウ ラ  ナトウ ラタ 

てす ベ て 同 一 の 權利を 持つ てゐ る。 natura  naturans  (能產 的 自然) と natura  naturata  (所產 

的 自然) と は 同一 の ものである。 叉 所產的 自然 はすべ て祌 の所產 として、 互 ひに 同一 の 權利を 保 

ち、 同 一 に 神の 姿を寫 し、 隨っ て 互 ひに 互 ひの 姿を寫 して ゐる。 星に 神 宿り、 月に 星 は 宿る。 叉 

植物の 一草 一葉に 神の 心 を 止め、 人間の 心を寫 して ゐる。 この 萬 有 神敎的 自然 觀、 象徵 主義 的自 

然觀は 聖フラ ン シス の 想像 的 詩人 的 素質の 中で 解決 せられた。 中世の 基督 敎 では、 自然 を 物質と 
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して 邪物視 したが、 聖 フランシス では、 造り 主の 光榮を 讚嘆す る 讚美歌の 1 表現で ある。 彼が 鳥 

に說敎 したと いふ 話 は 彼の 一 代 記の 傳說の 中で も 最も 有名な ものである。 彼 は 野に 遊ぶ 小鳥に 向 

つて、 「歌へ よ、 5^ の 兄弟 達、 そして 神と 造り 主と を悅び 讚へ よ」 と說敎 した 時に、 小鳥 達 は 彼 

の 手 Q 上に 飛んで 來て、 やさし. S 囀り を 始めた と. S ふ。 ああ、 實に 「彼 は 魔術 者ではなくて 二  Q 

詩人で ある。」 彼の 說敎が 小鳥 を さへ も悅 ばせ るの は 如何にも 自然で ある。 彼 は 美の 中に すべて 

最ー！ 2 の 美、 すべて 最高の 善 を 認めた。 彼 は 造られた ものの 中に 現 はされ る その 奇 しき 力の 跡 を 追 

ひ、 すべ て祌 により 愛された る もの を 階段と して 神の 御 位の 光榮 へと 急いだ。 

聖 フランシスの 宗敎 により、 ル ネッサ ンスの 人間 は 一時に 自然に 對 する 眼 を 開いた。 彼等 は 先 

づ 自然と 神と を 同一視す る 萬 有 神 敎的藝 術 的 自然 觀を つくる こと を敎 へられた。 叉 人間 を 神 Q 地 

伉にまで 髙 める こと を學ん だ。 それらの 人々 の 中に も 最も 有名な Q は、 民衆 說敎 家と しての バド 

ァの アン トー 一 ウス、 神秘的 思索 家と しての ボナ ヴ H ン トウ ラ、 神に よって 魂づ けられた 詩人 Q ャ 

n ボォネ 等が ある。 この 人々 の 言說ゃ 詩は聖 フランシス Qllii 說 にも 匹敵して 我々 には與 味の 深い 

ものである。 ボナ ヴニ ン トウ ラの 敎說は 後の ルネッサンスの 美術家に 影響す ると ころ 僅少で はな 

かった。 ヤコ ボォネ の 詩 は、 我々 はこれ を 現代 0 詩と して 見ても なほ 且つ 新ら し 味を感 する。 彼 

の 後、 伊太利に は 自然 を 讚美す る 多くの 國民 詩人 を顰 35 せしめ、 詩壇 Q 覺醒 と共に 民族の 言葉と 

いふ ものに 自覺を 生じ、 人間の 心 は 益. Z 具象 化され、 個性 化されて 行った。 國民的 詩歌と いふ も 


の は 伊太利で も又獨 逸で もこの 頃に よく 發 達して 民族の 圑結心 を そそり、 新ら しい 文舉の 勃興す 

る氣勢 をつ くった。 それに は 勿論 他方に 於いて 伊太利の 詩聖 ダンテ (一二 六 五— 一三 ニー) の 力 を 

無 する こと は 出来ぬ。 ダ ン テは恰 かも ボ ナヴヱ ン トウ ラ (一二  二 1 1 1 二 七 四) と 時勢 を 等しく 

して ゐる。 ボナ ヴ- ン トウ ラの 思想 は 略 5 ス n ラ哲學 の 正統 诞ト マス . ァ クイ ナス の 思想に 類し 

てゐ るが、 ダンテの 考へも 亦 その 骨子に は 多分の トマ スが 含まれて ゐる。 彼 は 要するに 中世と ル 

ネッサ ンスと 雨 者の 時代精神 を 併せ持つ たもの だと 言って よい。 ダンテの 自然 觀神觀 も 亦 ルネッ 

サン ス の 美術家に 關 係の 深い もので は あるが、 ここに は詳 說の餘 地がない。 

かくして 幾多、 中世の 中に 藏れ てゐた 思想の 鏈れ は、 すべて それの 自然 的、 合理的に 解かれる 

とい ふ 日が 來た。 その 時 は卽ち ルネッ サ ンスの 盛時で ある。 中 思想 はル ネッサ ンスに 入って 悉 

くそれ の總 勘定 を濟 まし、 同時に 新ら しい 人 問 を眞の 人生、 眞の 自然の 中に 喚び 覺 ました。 今や 

神 は 人 問の 中に 降った。 今や 自然 は 神の 御榮ぇ をた たへ る 「兄弟 姉妹」 となった。 實 にも ダンテ 

の 首った 如く、 「自然 は 神の 造った ものである。 その 自然 を 描く 美術家 は、 祌を 護る ところの も 

ので ある。」 美術 はかくして 人生に 服覺 め、 自然に 服覺 め、 この 題材、 この 態度の 上に 新ら しい 

藝術を 製作す る ことと なって 來た。 —  _f 制作』 (大正. <  年 一一" き 
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社會 問題 だと か 生活 問題 だと か 首 ふことの 議論が 益. - やかましく なって 來た。 往年なら ば單な 

る 夢想： ばに 思 はれて ゐた 普通 選擧 論な どい ふ ものが、 今 は 決して 單 なる 空想と は 見られす に、 眞 

面目に 議會で 論ぜられた。 デ モク ラシィの 議論 は 最早 古く さい、 昔の 特權 階級に 對 する ブル ジョ 

ァ 階級の 鬪 爭がデ モク ラシィであって、 その ブル ジ ョ ァ 階級に 對 する プ 口 レタ リア 階級の 鬪爭が 

社會 主義で ある、 我々 は 寧ろ 社會 主義 を 主張し なければ ならぬ と 言 ふ 議論 も 見受ける。 社會 主義 

標 f." の雜 誌が 今では 四 種類 も 堂々 と發 行され てゐ て、 しかも それが みな 相當 の賣れ 行き だと 言 ふ _ 

時勢の 變 化と いふ もの は 恐ろしい もの だと、 熟々 と 感じさせられる。 殊に 社會 主義 標榜の 雜誌が 

何れも 眞 面目な 研究 的 態度 を 採って ゐ るの は 面白い。 これ は 或は 實は プロ パガ ンダ まで やりたい 

の だが、 それ は 政府の 方針と して 許されて ゐ ないから、 一先 づ こんな 態度 を 採って ゐ ると 言 ふの 


であるか も 知れぬ。 併し、 ー體 ああ 言 ふ 種類の 雜誌を 讀む人 は 誰で あらう。 それ を考 へて 見なけ 

れ ばなら ぬ。 勞働 問題 だと か社會 問題 だと か 言つ て も、 それ を讀 むの は正眞 正銘に 手足で 働く 勞 

働 者 で は あるまい。 少 なく も當令 G マルクス 研究な ど は 、 譯文 は ゴ ッ ゴ ッ して 難解 だ し、 研究の 

論文 も かなりに むづ かしい もの だから、 普通の 勞働 者に は、 讀ん でも 中々 意味 はとれ まいと 思 ふ- 

然 らば、 誰が 一 體 ああい ふ 雑誌 を讀 むか。 僕の 思 ふところ では、 それ は 主として 知識の ある 學生 

と、 有識 無産の 中產 階級と であらう と 思 ふ。 併し こ Q 讀者を 有する が 故に、 この種の 思想の 傳播 

の 根抵も かなりに 强. S もので あらう。 この 生活の 逼迫した 世の中に、 中產 階級 はよ く 堪忍して ゐ 

る。 健全 だな どと 言って ゐ たなら、 大 いなる 間違 ひで あらう と 僕 は 思 ふ。 最も 窮乏した 時代に 注 

ぎ 込まれた、 自分に 眞に 適切な 議論 は、 しみじみと 感心 させられる。 この 傳播 した 思想 はも はや 

輩 固な 地盤 を國民 の 間に、 植 ゑつけ てゐ るに 相違な い 0 

一 體 これらの 社會 問題 生活 問題 は 何 を 中心に して 動いて 行つ てなる Q であるか。 僕の 見る とこ 

ろで は、 これ も 亦 我々 人生の 意義 は 何で あるかと 言 ふこと を、 中心の 問題と して ゐ るので あると 

恩 ふ。 我々 は 斯樣に 生きて ゐる。 一 日數 時間 わき 目 も ふらす に 働いて ゐる。 然るに 旨. S 食物 もよ 

く 採れない。 家と S つたらん 問ら し. S 住居で ない。 然 らば 我々 が 働く と. S ふこと に は 一 體 如何な 
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社會 問題 だと か 生活 問題 だと か 言 ふことの 議論が 益. - やかましく なって 來た。 往年なら ば單な 

る 夢想 位に 思 はれて ゐた 普通 選擧 論な どい ふ ものが、 今 は 決して 單 なる さ 想と は 見られす に、 眞 

面目に 議會で 論ぜられた。 デ乇ク ラシィの 議論 は 最早 古く さい、 昔の 特權 階級に 對 する ブル ジョ 

ァ 階級の 鬪 爭がデ モク ラシィで あつ て、 その ブル ジ ョ ァ 階級に 對 する プ 口 レタ リア 階級の 鬪爭が 

社會 主義で ある、 我々 は 寧ろ 社會 主義 を 主張し なければ ならぬ と 言 ふ 議論 も 見受ける。 社會 主義 

標 瞎の雜 誌が 今では 四 種類 も 堂々 と發 行され てゐ て、 しかも それが みな 相當 の寶れ 行き だと 言 ふ _ 

時勢 Q 變 化と いふ もの は 恐ろしい もの だと、 熟々 と 感じさせられる。 殊に 社會 主義 標榜の 雜誌が 

何れも 眞 面目な 研究 的 態度 を 採つ てゐ るの は 面白. so これ は 或は 實はプ 口 パ ガ ンダ まで やりた い 

の だが、 それ は 政府の 方針と して 許されて ゐ ないから、 一先 づ こんな 態度 を 採って ゐ ると 言 ふの 


であるか も 知れぬ。 併し、 ー體 ああ 言 ふ 種類の 雜誌を 讀む人 は 誰で あらう。 それ を考 へて 見なけ 

れ ばなら ぬ。 勞働 問題 だと か社會 問題 だと か 言っても、 それ を讀 むの は正爲 正銘に 手足で 働く 勞 

働 者で は あるまい。 少なくも 當 4「Q マ ルクス 研究な ど は、 譯文は ゴッゴ ッ して 難解 だし、 研究の 

論文 も かなりに むづ かしい もの だから、 普通の 勞働 者に は、 讀ん でも 中々 意味 はとれ まいと 思 ふ- 

然 らば、 誰が 一 體 ああい ふ 雑誌 を讀 むか。 僕 0 思 ふところ では、 それ は 主として 知識の ある 學生 

と、 有識 無産の 中產 階級と であらう と 思 ふ 。併し こ Q 讀者を 有する が 故に、 この種の 思想 0 傅播 

の 根抵も かなりに 强 S もので あらう。 この 生活の 逼迫した 世の中に、 中產 階級 はよ く 堪忍して ゐ 

る。 健全 だな どと 言って ゐ たなら、 大 いなる 間違 ひで あらう と 僕 は 思 ふ。 最も 窮乏した 時代に 注 

ぎ 込まれた、 自分に 眞に 適切な 議論 は、 しみじみと 感心 させられる。 この 傳播 した 思想 はも はや 

鞏固な 地盤 を國 民の 間に、 植 ゑつけ てゐ るに 相違ない。 

一 體 これらの 社會 問題 生活 問題 は 何 を 中心に して 動いて 行って ゐ るので あるか。 僕の 見る とこ 

ろで は、 これ も 亦 我々 人生の 意義 は 何で あるかと 言 ふこと を、 中心の 問題と して ゐ るので あると 

思 ふ。 我々 は 斯様に 生きて ゐる。 一 日數時 問わき 目 も ふらす に 働いて ゐる。 然るに 旨. S 食物 もよ 

く 採れない。 家と いったらん らしい 住居で ない。 然 らば 我々 が 働く とい ふこと に は 一 體 如何な 
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る^41|がぁるのでぁるか0 又 或る 特權 階級と 特權 のない 階級 は 生れながら にして、 その 間に 生活 

の 差違が ある。 人間 は 果して 先天的に 斯様な 差別 を 持つべき もので あるか。 この 特權的 差違に よ 

つて 支配され た 人生 は 菜して 如何なる 意義 を 持って ゐ るので あるか。 かくの 如くに して、 すべて 

の 問題 は 生活、 人生の 意義と. S ふこと を 求めて 進んで ゐ るので ある。 而も その 議論 は 今や 決して 

頭腦 だけで 考 へる {41 想 論 ではない。 實際 日常 の 生活に ぴしぴ しと こたへ て 來る實 際 論な ので ある - 

人生の 意義 は 何で あるかと いふ こと を 間 明して くれる 學問は 一 體何 であるか。 

議論 は簡單 でない が、 極く 平易に 言へば それ は哲學 であると 言 ふこと になる。 哲學は 人生の 意 

義を 求める 舉問 である。 殊に その 中の 形而上 學と いふ 學問 がそれ を 研究す るので ある。 

私 はこ こ に 文化 學と言 ふ ものの 樹立され る こと を 目下の 急務と 考 へ てゐ る。 

文化 舉は 名の 如く 文ト 化-を 硏究 する 學問 である。 文化の 何たる か は、 嘗て 本誌に 書いた ことが 

あるから、 今 は 述べない。 併し 現今 やかましい 生活 問題、 社會 問題 を 解決す るに は、 どうしても 

この 文化 學で なければ 駄目 だと 思 ふ。 

一 體先 きに 述べ たやう の 議論 を詮 じつめ て 見る とどう いふ ことにな るか。 デモ クラ シィと は 

であるか。 社會 主義と は 何で あるか。 僕む 考 へる ところでは、 これらの 問題 は 要するに、 我 々の 


諸種の 活動 は 各々 全體の 活動の 中で どうい ふ 地位 を 占めて ゐ るか、 全體の 活動に どうい ふ 意義 を 

持って ゐ るか、 各. -の 活動 は どれ だけの 程度に 仲 長し、 どれ だけの 程度に 限界すべき ものである 

か、 各 5 の 活動 は 各 //何 を 理想と して ゐ るか、 とい ふやうな こと を 決定す る 議論で あると E わ ふ。 

例 を 擧げれ ば、 經濟 生活の 理想 は 何で あるかと 言 ふやうな 議論から 社會 主義の 議論が 91 る。 政治 

生活の 理想 は 何で あるかと 一一 目 ふやうな 議論 から デ乇ク ラシィの 議論 が るので ある。 

ここに 我々 は 全體の 人生と いふ こと を阪 中に 置いて 侗々 の 活動の 識闕と 限界と を 決定し なけれ 

ばなら ぬ。 全體の 人生の 理想 は、 文化 理想に よって 示される。 我々 の 人生 は 文化 主義で なければ 

ならぬ。 然る 時には、 この 文化 主義の 理想 を實 現す るた めに、 個々 の 生活、 例へば 經濟 生活、 ま 

治 生活の 理想 は 如何になら なければ ならぬ かと 言 ふこと が 決定 せられて 來 る。 

文化 學と いふ 特殊の 研究 範圍 が斯 くして 確かに 樹立され るので ある。 

先き に 個々 活動の 識 調と 限界と いふ こと を 言った が 識閾と いふの は、 どれ * たけのと ころで 達し 

たもの が 經濟で あるか、 政治で あるかと. S ふこと をき める の を 言 ふ。 言 はば 各 生活 活動の 敷居で 

ある。 哲學 上で はこれ を アプリオリと 一一 目 ふむ づ かし. S 言葉で 言 ひ 現 はして ゐる がその 言葉 を 使 つ 

て 言へば、 つまり 各 活動 範圍の 認識の アブリ オリ は 何で あるか、 と 言 ふ 議論で ある。 前號 に經濟 
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舉の 心理主義 のこと を 論じた が、 ああい ふ 議論が つまり その 一例で ある。 この 敷居が きまらない 

で、 經濟 にせよ 政治に せよ、 それぞれの 議論 をして ゐても 全くの 無駄骨折りと 言 ふ ものである。 

に は 個々 活動の 限界と いふ こと を 言った。 これ は どれより 外へ 35 ると もう 經濟 でな. S か、 政 

治で ないかと 言 ふ、 その 範圍の ギリ ギリのと ころ をき める の を 言 ふ。 言 はば 各 生活の 活動の 上の 

敷居 をつ くるので ある。 これ は 結局 全體の 生活の 中に、 個々 の 活動 は 如何なる 意義 を 占めて ゐる 

かと 官 ふこと を 決定す る 議論であって、 生活の 意義 を 定める と. S ふ點 から 言へば、 新ら し い 意味 

の 形而上 學 であると 言って よい。 一昨年 僕が 文化 學の 意義 をき めた 時に、 文化 學は 或る 新ら し. S 

意味で C- 形而上 學 であると 一一 目った の は、 それ をい ふので ある。 こ Q 研究 は 最も 大切 Q ことで ある。 

形而上 學と いふ もの は、 力 ント 以後 哲學 Q 中から 葬り去られ たと 一一 一一 n ふ。 併し この 新ら しい 意味に 

於いて、 形而上 學は 文化 學の 中に 復活して ゐ るので ある。 

この 文化 問題 を 解明す るに、 個々 0 特殊 文化 擧、 卽ち經 濟學ゃ 政治 學ゃを 以てしよう とする 0 

は 間遠って ゐる。 つまり 現在 問題と なって ゐ るの は、 經濟學 や 政治 學ゃ Q 內 部での 問題で はなく 

て、 經濟舉 や 政治 學 やの 形而上 學 0 問題で ある。 これ を それぞれの 特殊 文化 學が 解明し 得ない の 

ほ當然 である。 それぞれの 特殊 文化的 範圍が 全體の 文化の 中に 於いて どうい ふ 位置 を 占めて ゐる 


かとい ふこと を 極める のに、 それぞれの 特殊 文化 學は效 をな さない。 これ を 極める もの はもの 特 

殊 文化 學ょり も 立場の 一段と 髙ぃ もので なければ ならぬ。 その 髙 い 立場から 特殊 文化 範圍の 位置 

はき まって 來 るので ある。 形而上 擊は折 rr 學 から 排斥せられ たと いふの は 哲學の 主な 仕事 は 認識論 

であると. S ふこと になり、 形而上 的本體 とい ふやうな もの は 我々 の 知識に よって は 捕捉 出来ない 

ものであるから とい ふので ある。 それと 同じ 理由 を 以て それぞれの 特殊 文化 學の 形而上 學はそ 

ぞれの 特殊 文化 學 によって は 解明し 得られない。 併し 現在 經濟寧 者 や 政治 學者 やの 議論 を 見る と 

經濟學 や 政治 學 やの 立場から 經濟學 や 政治 學 やの 形而上 學の 問題 を 解明し ようと かかって ゐ る。 

それ は大 いなる 間違 ひで ある。 マ ルクスの 唯物史観 や 階級 鬪爭ゃ を 議論す る 立場 は 決して 軍なる 

經濟學 ではない。 文化の 性質、 歷史の 意義 等 を 文化 學 的に 明らかにした 上で なければ これらの 問 

題 は 決して 正當 に解釋 せられない。 デ モク ラシィの 議論に も 文化 學の 研究が 必要で ある。 又社會 

主義 の 議論に も 文化 學 の 研究が 必要で ある。 

次に は これらの 文化 問題 を 解明す るに、 社 會學の 原理 を 以てしよう とする 人に 反對 しなければ 

ならぬ。 嘗て も 本誌で 論じた やうに、 文化 は 社會の 中に 存在す るから と- S つて 文化の 研究 は 直ち 

に 社 會學の 範圍の 中に 這 入る とい ふこと は 言 はれない。 それ は 倫理 學の 研究 をす るに 生物 學の原 

理を 以てした と 同一 の 誤りで ある。 今ここに詳しく學問論をすることは3^來なぃ。 結論 だけ 言へ 

ば、 特殊 文化 學は廣 義の歷 史學の 中に 這 入る ものである。 それ は 沒慣値 的の 自然 科學 から 嚴密に 
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lEi 別され ねばならぬ。 さて 社 會學は 自然 科 擧に屬 する であらう か、 叉歷史 學に屬 する であらう か 

と考へ て 見る に、 これ は リツ ゲルトが 雨 者の 中間 範圍と 呼んだ ものの 中に 屬 する やうで ある。 寧 

ろ 自然 科舉 に 近い ものの やうで ある。 正當 に 自然 科學 の 中 に屬す る もの は 物理 學化學 な どで ある 

が、 これに 發展と 言 ふ 考へを 人れ て、 更らに 自然 科學 的に 取扱へば、 天文 學、 地質 學、 生物 學が 

來、 次に 社 會學が S 來る やうで ある。 キス チア n フス キイの 議論な ども ほぼ かう 言 ふやう の も 

ので ある。 從 つて 社 會舉の 原理 は、 文化の 問題 を 解明す るに はよ ほど 緣遠. S ものである。 實際現 

今 の 我國の 社 會學者 の 議論 を 見れば わかる やうに、 文化 問題 を 解明す るに 何の 社會 舉獨特 の 原理 

が あるか。 彼等 は 經濟擧 的の 問題に は 經濟學 の 原理 をつ かひ、 政治 學 的の 問題に は 政治 學の 原理 

をつ かって ゐる ではな. S か。 僕 は 未だ 嘗て 社會學 獨特の 原理から 經濟學 や 政治 學 やの 範圍の 議論 

をした の を 見た ことがない。 

ラスクの 『法理^ 學』 を讀 むと 「法の 社 會學」 と 「法 學」 と は 厳密に 區训 せられね ばなら ぬと 

詳論して ある。 これ は 至當な 議論で ある。 法學 は法學 であって 法の 社會舉 ではない。 もっと 詳し 

く 言へば 法舉は 法的 惯值を 持った 文化 意味 を 研究す るので ある。 それ は どこ 迄 も 意味の 學問 であ 

る。 法的 意味 は 自己 自身から 發展 していって、 法の 細 末 を 形成す る。 法 を 決定す る もの は 法 自身 

であって 社會學 ではない。 イエ H リング は その 著 『羅馬 法の 精神』 の 中で 法 は それ 自身に 實 現す 

る ものであると いふ 風の こ と を 論じ てね る。 或は 又、 法 は 法を與 へ たも の の 意志 を 固定す るので 


あると 言 ふ 風に 議論す る もの も あるが、 これ も 亦、 法 は 自己 自身に 實現 する ものであると いふ 議 

論と 何等 異る ところがない。 イエ H リング は、 法學の 方法 は 數學の 方法の やうに 何等か 不變の も 

のがなければ ならぬ とい ふこと を 言つ て ゐる。 

文化 學の 研究 は 以上の 如くに して 現今の 如く 社會 問題、 生活 問題、 文化 問題の やかましい 時に 

於いて は 一 日 も ゆるがせに 35 來 ない 事業で ある。 然るに 我國に 於いて 未だ その 研究 をす る ものが 

なく、 生活、 社會、 文化 問題の 議論 をす る 人に この 學の 素養の 少ない こと は 遣憾の 極みで ある。 

自分 はこ こに いささか 發憤 すると ころあって、 身の 不敏 を も かへ り 見す、 文化 學の 研究に 從 事し 

『文化 學的 研究』 とい ふ連績 的の 刊行物 を 世に 公に する ことと なった。 自分 は 文化 學 研究所と い 

ふ ものの 設立 を 志して ゐる ものであるが、 その 施設の 中ぃ 來る迄 この 『文化 學的 研究』 は、 僕 一個 

の 研究の 成績 報告で ある。 從 つて 一年 僅かに ニ册を 公に する こと も かなりの 苦痛で ある。 自分 は 

この 「研究」 中で 屮  1 來る だけ 專門 的に、 3 屮來る だけ 徹底して 文化の 意義 を 考察して 見たい。 目 

下 印刷 中の 第， 一 卷は 『象徵 の 哲學』 と 題した。 これ は 自分の 認識論の 考へ Q 一  部 を まとめた もの 

である。 すべて 議論 はお 來る だけ 嚴密 でなければ ならぬ から、 自分 は 先づ總 ての 根底と なって を 

る 一 百 表と. S ふ ものの 研究が 必要で あると 思 ひ、 これ を 第一 卷 として 發表 する ので ある。 第二 卷以 
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後、 議論 は 次第に^ 展 して 文化の 細 末の 議論に 及ぶ であらう。 何に せよ 議論が かなりに 専門的な 

ために 通俗の 讀者 を 多數 に 得る とい ふこと は 頗る 困難な ことで あるから して 本誌 の 讀者諸 子の 中 

で 幾分で も 自分の 研究に 興味と 同情と を 持 たれる 方 は 『文化 學的 研究』 の購讀 公布に 御盡カ 下さ 

れ、 自分の 仕事に 後援して 戴きたい ものである。 —  i 造』 (大正 < 年- <»^號> 


理想主義と 文化 學 

一 理想主義と 自然主義 

私 は 或る 雜 誌で、 我國の 一 理想主義 者の 書. S た論篇 を讀ん だ。 その 中には 次 Q やうの 言葉が あ 

つた。 

「余 若し 小說を 書く とすれば、 そが 出版され て どれ 程 世 道 人心 を裨 益す る だら う、 低級な 讀者 

の 趣味 を どれ だけ 髙尙 にし 豐 富に する ことが S 來る であらう と 空想に 耽り、 この 空想 は 余 をし 

て尙 一 cl? の 努力 を 以て 眞實に そが 左樣な 有益な 創作で あらねば ならぬ と 努力せ しむる。 この 努 


力 は 佘が唯 小說を 書いて ゐる 現實の 感興 以上の 或 者が 余に 與へ て吳れ たので ある。 この 或 者 は 

卽ち 余が 小說を 書いて ゐる 目的で ある。 余 は 人間の 生涯に 新樣な 目的が あり 理想が あるから し 

て、 人生 は 動物の 生涯と 異 つて 遙 かにより 豐 富で、 より 有意義で 而 してより 犬なる 價値を 有す 

る もの だと 思 ふ。」 

この 理想主義 者 はな ほ 所謂 新 理想主義 などと 15^ 別して、 自らの 理想主義 は、 「何故に 然る かそ 

は予の 知る 處 ではない。 予が 人類の 歷史、 宇宙の 經驗に 顧みて 然 かする ことが 宇宙の 生命 をして 

最も 意義 ある ものたら しむる 所以 だと 信す るが ためで ある」 と. S ふ 風な こと も 言 はれて ゐる。 余 

は^の 何人の 意見 を も 妄りに 輕視 しょうと する もので はない。 少なくも 或 人が 或る 意見 を 持つ と 

いふから に は、 その 人に は 然か考 へざる を 得ぬ、 その 侗人 だけの 人格 的 論理が あると 思 ふから、 

如何なる 人 Q 意見 も、 これに その 人の 人格 的 背景 を與 へて 同様に 尊重す る ものである。 併し 今 例 

誰した 如き 理想主義 では、 理想主義と いふよりも 寧ろ 空想 主義と いふが ふさ はしく 毫も 我々 の 論 

理的 要求 を滿 足せし めない ものであると 思 ふ。 現今 は 新 理想主義の 時代で あると か、 今や 自然 主 

義 破れて 理想主義が 起った とか 言 ふ 時には、 世間の 人 はべ ルグソ ンゃ オイケン ゃタゴ オルの 流行 

哲學 にも ふれて ゐ るから、 又しても、 そんな 思潮が 流行して 來た のかと いふ 位に 考 へて. S ふ。 現 

に 私 は 或る 小學 校で 敎師の 人達から こんな 疑問 を 提出され、 「小 學 校の 敎師も 時代思潮の 本で も 

讀ん でゐな S とわきから は 頭が 古い 時勢 遲れだ と 言 つて 罵倒され るし、 そ れ か と 言 つて そん な 種 
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類の 本 を讀み 出す と、 一 流行 一 流行に すたって 行って 實 際どれ を どれ だけ 信じて よいの かわから 

ん ではありません か」 とい ふ 風の 述懐 を 聞いた。 これ は 實際敎 育 者の 偽らざる 吿 おであら うと 思 

ふ。 思潮 を 論す る もの は その 黨に 於いて 特に 愼 重の 用意が 必要で あると 思 ふ。 新 理想主義と いふ 

もの も 亦、 この やうの 流行 哲學 かと 言 ふに、 決して さう ではな. S 。哲學 は 如何にしても 理想主義 

ならざる を 得ぬ 理由が あるので ある。 ただ 漫然と 人生に は 理想が あると 言 ひ、 我々 は 理想 を 追求 

しなければ ならぬ と 一一： 一 II ふなら ば、 それ は 宗敎の 獨斷も 同一 の ものであって、 結局 は 嫋 の 頭 も 信心 

からと 首 ふこと になって 了 ふ。 我々 はこの やうの 理想主義に 對 して は、 「それならば 何故 我々 は 

その 理想 を 信じなければ ならぬ か」 「どうして その 理想の ある こと を 知る か」 と. S ふ 風の 疑問 を 

提出す る ことが 出来る 。この 疑問 を 半殺しに して n ^いて、 「ただ 我々 の 心 を 反^す ると、 この 理 

想の 耍 求の 存在す る ことが 直覺 的に 知れる から」 とい ふやうな こと は、 毫も 近代 人の 煩悶 を 解決 

する 役に は 立って ねない。 その やうの 理想主義 は 是非共 一 度 は 深刻な 自然主義の 洗禮を 受ける こ 

とが 必要で ある。 或る 場合に は マ ルクス の やうな 唯 物 史觀を 採って 見る こと も 肝要で ある。 

二 眞の 理想主義 

理想主義 は 空想 主義で はない。 理想主義 は 何れ かに その 理想の 立って ゐる 確固たる 基礎 を 見出 

さねば ならない 0 


この 點に 於いて カント Q 哲學は 千載に 朽ちない 光輝 を 放つ てゐ る。 又 この 力 ントの 哲學の 理想 

主義 的 方面 を繼 承して ゐる 現代の 所謂 獨逸 西南 學派、 卽ち ウイ ンデ ルバ ンド 及び リッケルトの 學 

派 は 意義 ある 主張 をな して ゐる。 この 學派は 今 言った 如き 確固たる 基礎 を、 我々 の 所謂 「規範 意 

義」 と 言 ふ ものに 見出した ので ある。 

私 は 今 徹底的の 懐疑主義 を 採った とする。 そして 「眞理 とい ふ もの は 決して 存在し ない」 と 言 

ふ 主張 をした とする。 然る 場合に、 この 私の 態度 を 翻って 見る に、 ^は 果して 懐疑主義者 であり 

得た か。 r 眞理 とい ふ もの は 決して 存在し ない」 とい ふ 私の 主張 は 少なくも 永遠に 亙って 賀理で 

なければ ならない。 ^の 主張が 主張す る わきから、 もう ぐらぐらして ゐる やうであって は、 私の 

主張 は僞 であり、 隨 つて 懐疑主義 は 懐疑主義で はない。 そこで、 私 は 少なくも 私の 主張 だけ は眞 

理 であると 許して ゐる。 「世界に 唯一の 眞理が ある。」 斯様に 主張して ゐ るなら ば、 私は旣 に、 

r 眞理 とい ふ もの は 決して 存在し ない」 と 言って ゐる 主張 を、 私自身 破って ゐる。 

次に 私 は プラグ マチ ストの やうに、 「眞理 は相對 的の ものである」 とか、 r 眞 理は變 化する も 

ので ある」 とか 言った とする。 この場合 も 前と 同様に、 斯く 主張 せられた 私の 眞理 だけ は 相對的 

である こと も、 また 變化 的で ある こと も 來 ない。 眞 理が變 化する ものである ならば、 プラグ マ 

チ ストの 眞理も 何れ は變 化する ものに 相違ない。 

斯様に、 一 切 我が 怫 知らす して 徒らに 眼 を 他處へ 向け、 他 を 批評して ゐる もの は、 實は 自分が 
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一 の絕封 主義者で あり、 理想主義 者で ある ことに 氣 がっかな いので ある。 今の 例に 示された 場合 

に は、 「眞理 は 存在す る」 とい ふこと が、 如何にしても 否定 出来ない 我々 の 意義 的事實 である。 

換言すれば 我々 は 眞理の 存在 を 信. f る 意識、 眞理の 規範 意識 を 持って ゐる Q である。 もう 一 つ 突 

つ 込ん で 言 へば、 我々 は Si バと いふ 理想 を 持 つて ゐ るの で あ る 。 

同様にして 我々 はな ほ 善の 理想、 美の 理想 を 持って ゐる ことが 證 明せられ る。 眞 善美 は 我々 の 

如何にしても 否定 Qaj 來 ない 理想で ある。 この 理想 を 追求す る こと を やめよう としても、 やめよ 

うとす る こと が旣に そ の 理想 を 追求す る こ とに なって ゐ るので ある。 そして この 理想 は 個人の 力 

で どうす る こと も 3,1 來 ない、 偶人の 好惡 によって は 影響せられ ない、 もっと 根抵 的な、 內面 的な 

ものである。 

一二 理想と 文化  、 

この 理想の こと を又惯 値と も 呼んで ゐる。 

惯値 は眞養 美の 三者で あるが、 なほこの 外に 聖卽 ち宗 敎の價 値を附 加す るの を 普通と する。 聖 

の 慎 値 は 別段 眞 善美の 價 値と は 違った もので はない。 叉 こ Q 眞 善美の 三價値 は 極く 大まかな 1511^ 

であって、 これが 幾つかの 價 使に 分れ、 經濟、 法律 等の 價値 ともなる。 

さて この やうな 價 値と いふ もの は、 我々 の 世界に 全く 新ら しい 或る 色彩 を帶 ばし めた。 卽ち我 


我の 世界 は單に 自然と 言 ふ もので はなくな つた。 世界に はな ほ 別の 見方の 世界が ある。 それが 卽 

ち 文化と 言 ふ ものである。 

私の 前に は 一 本の 草が ある。 私 は その 草 を顯花 植物 だと か 隠花植物 だと かいふ 風に 考へ て觀察 

して ゐる。 それ は 我々 の學 問と いふ ものである。 又 我々 の 前に は澤 山の 人間が ゐる。 その 人 問に 

對 する 自分の 態度に は 或る 節制 を 持って ゐる。 我々 は 他の 人に 對す るに 犬 や 猫 同様の 自然 的な も 

ので はない、 それ は 我々 の道德 とい ふ ものである。 同様にして 藝術も あれば、 經濟も 法律 も宗敎 

も ある。 これらの ものが すべて 文化と 呼ばれる ものである。 今 道德を 例に 採って 見る に、 道德的 

の 行 爲と言 ふ も、 つまり は 私の 手 を 動かし、 足 を 動かす ことであって、 手 を 動かし 足 を 動かす こ 

とだと 見た 時には、 犬 や 猫の 身體を 動かす のと 何の 區別 もない。 斯様に 見た の は、 行爲を 自然と 

して 見た ので ある。 藝術を 例に とっても 同樣 である。 一 枚の 緣畫は 力 ンヴア スゃ il 具 やから 出來 

た 物質で ある。 卽ち 自然で ある。 然るに 我々 は これらの 自然 を 全く 別の 見方から 文化 だと 見て ゐ 

るので ある。 在る もの はた だ 自然 的 材料で あらう。 自然主義 はこの 見方に のみ 固執して、 文化的 

見方 を 打ち破らう とする。 併し 文化と 言 ふ もの は、 この 自然に 對 する 我々 の 心 P 態度の 中に 存在 

して ゐる。 文化 は 我々 の 意識の 事實 なので ある。 かう いふ 風に して 大きな 文化と いふ ものが、 一 

社 會の人 問 Q 意識の 共通 財產 となって 保存 せられて ゐ るので ある。 ディ ル タイ は 斯様な 世界 を、 

「歷 史的 社會的 世界」 と 呼んだ。 つまり は 文化 世界の ことで ある。 
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ディ ル タイ はな ほ 斯様な 歷 史的 社會的 世界 は、 我々 の 意識が 直接に 經 験して ゐる 世界で あり、 

自然 は 意識に 間接的、 外的な 界 であると 言って ゐる。 個人の 意識と. S ふ もの は 何かと 言 ふに、 

つまり この 大きな 歷 史的 社會的 世界の 幾分 づっを 分 有して ゐ るので ある。 侗 人の 意識に はいろ い 

ろの 文化の 燈が ともって ゐる。 そこ は 多くの 文化の 系統 (ディ ル タイの 目的 結合) の 十字街で あ 

る。 耻が今 斯様に 論文 を 書いて ゐる 行爲の 一 つ を 見ても、 私が これ を考へ る こと は學 問で あり、 

これ を 害いて 依賴 者の 約に 背かぬ やうに して ゐ るの は道德 であり、 幾分で も 文意 を 上手に 書かう 

として ゐ るの は 藝術 で あり、 それが 我國の 當事者 の檢 閲に堪 へる やうに して 行く の は 法律で ある。 

四 余の 文化 學 

理想主義と は 斯様に して、 自然に 對し、 我々 の 意識に 共 逋財產 となって ゐる 文化、 或は 歷 史的 

社會 的^ 界 を自覺 して 行く ことで ある。 この 自覺 のない もの は 自然主義者 である。 それ故に 我々 

は 理想主義 を 文化 主義と 呼んでも よい。 今や 世界の 大勢 は、 この 文化と いふ 方面に 着服す る こと 

を 盛んなら しめた。 すべ ての 問題 は 文化の 見地から 解決 せられる 必要が ある。 私 はこ こに ディ ル 

タイの やった やうな、 文化の 系統の 研究 及び 外的 構成 (國 家と か、 社會 とか、 產業 組織と か) Q 

研究、 この 兩 者の 關 係の 研究 を なすこと が 目下の 急務で あると 思 ふ。 それ は 社會學 のな し 得る と 

ころで はない。 文化 は 社會に 存在す る けれども、 社會の 研究 は 直ちに 文化の 研究で はない。 それ 


は 或る 範 園まで 哲學の 問題で ある けれども、 亦哲學 とは異 つた 範圍を も 持って ゐる。 何故 なれば 

哲學 は專ら 形式の 研究 をな すに 反し、 私の 研究 は 內容の 問題に も 立ち入る からで ある。 ここに 一 

の 新ら しい 舉 問が 成立す る。 それ は 文化 學と言 はれる ものである。 文化 學と言 へば、 リッケルト 

等の 文化 科學、 ち 個々 の 文化の 學 問と 混同せられ るから、 私 は 過去に それ を 文明 學と 呼んだ こ 

とも ある。 文明 學の 研究 は、 我々 の 今後 研鑽 を 加へ なければ ならぬ 新ら しい 範圍 であると 私 は考 

/る 0 —— sssi 界』 (大正 八 年 五 nj 號) 


「 文化 學的 研究 J 刊行 の 趣 u 曰に 就 い て 

11 「象徵 の 哲學」 序 

私 は、 私 生涯に M つての 全 論 作 を 『文化 學的 研究』 と 題し、 これ を 刊行 致さう として 居ります 

今 そ Q 第一 卷を 出版す るに 當 りまして、 その 刊行の 趣旨 を 大方の 諸氏に 吿 ほし、 微力なる 私の 

努力 を、 今後にー&^り如何樣にも助カ致して貰ひたぃと希ふ次第でぁります。 
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私 は 文化 學 (Kulturwissenschaft) 一般 0 純 理論的 研究 及び それ 0 純 歷史學 的 研究 を 志して 

ゐる 一 侗の靑 年であります。 私 從來の 研究の 如き は 實に微 々たる も 0 でありまして、 何等 一 般の 

御 批評 を 仰ぐ ほどの も Q では ございません。 それ は 私の 未だ 年少に して、 準備 教育に 稍.^ 長い 年 

月 を 取られた ためと 御 宥察を 願 ひます。 併し 私 は、 文化 學の 全般に 互って これが 純 理論的 研究 及 

び 純 歷ぉ舉 的 研究 を、 今後に 亙り、 如何なる 困難に も堪 へ、 31 来る だけの 努力 を 以て 繼 緩して 行 

く と 言 ふ 熱心 と 勇 氣を持 つて ゐる もので あり、 その 點 では 敢て 人後に 落ちな い 積り で ござ 5 ます- 

文化の 全般に 亙って 以上の やうの 研究 を 致します こと は、 我が 日本の 將來の 事業と して 最も 强 

く 力瘤 を 人れ なければ ならぬ ことと 信じて 居ります。 私 は先づ これらの 研究の 第一 の 仕事と して 

^<^^學とぃ ふも の の 建設に 忙 がなければ ならぬ と考 へ ます。 文化 學は 文化 一 般を對 象と して これ 

が 純理 的 研究 を 致す ことであります。 それ は哲學 とも 社會學 とも 異 つた 學的 方法と、 並びに 學的 

範園を 持って ゐる ものであります。 私 は 嘗て この 學の 建設の 方法 を、 幾分 具體 的に 述べて 居り ま 

す。 そして 文化 舉と言 ふ 言葉 は、 論理 學、 倫理 學、 美學、 經 濟學、 政治 學等、 文化の 種々 なる 慎 

値 を 取扱 ふ 特殊 文化 科 學の總 名と 解せられ るお それが あります ので、 私 は 特に それと l5i 別す るた 

めに.|^;^^,と申してまゐりました。 近頃 文明 批評と いふ 言葉、 文明 批評家と いふ 職業の 人 を 見る 

こと は 康>., であります けれども、 私の 拜見 致しました ところでは、 それらの 人 Q 議論 は 少しも 文 

明擧 的で はなく、  に 常識的、 便宜 的に 過ぎな. S のであります。 私 は それらの 人が もっとも つと 


原理 的、 統一的に 文化 を 批評 せられる こと を 願 ひます。 世界 は 今や 歐洲 大戰の 結果と して、 文明 

學の 研究の 必要 を 切實に 感ぜし めて 居り ます。 國 家の 上に は國際 聯盟 だ と か 國際 裁判所 だ と か  一一 S 

ふ 文化的 機關が 建設せられ ようとし、 これらの 施設 を 批評 致します に は、 最早 政治 學ゃ國 家學の 

原理 は 役に立ちません。 されば とて 正義 人道 だけで も說 明の 35 來 ない 文化の 大きな 動きが そこに 

存在す る ひであります。 文化 學は 哲學 及び 社會學 とも 異 つて 居ります。 哲學 との lEH 別 は 割合に 明 

瞭 らしい からこ こに は 述べません。 社 會學は 社會を 研究 對象 とする もので あり、 文化 學は 文化 を 

硏究對 象と する ものであります。 文化 は 社會の 中に、 社 會を俟 つて 存在す る もので はあり ますが、 

倫理 現象が 社會の 中に 存在す るから といって 倫理 學は 直ちに 社會學 の全體 又は 一 部で ない 如く、 

文化 學は 社會學 の全體 又は 一 部分 を 構成す る ことが な. SQ であります。 (詳細 は それ を 論じた 私 

の 論文 を 御 奏照願 ひます。) 鬼に 角 この 文化 學の 研究 は、 目今 最も 重要の 仕事であります。 次に 

はこの 文化 學の 下に 分化 的に 成立す る 論理 學、 倫理 學、 美學、 經 濟學、 法學、 社會學 等の 特殊： S 

研究が 重要であります。 これらの 諸 學硏究 は、 世界 全般の 大勢に 比較して、 我國の それ は 甚だし 

く 貧弱なる もので ありました。 侗々 的に 申せば 極めて 有力なる 學 者が 存在 致して 居ります けれど 

も、 それら は 諸 大學、 髙等 專鬥學 校の 極めて 少數 の敎授 でありまして、 未だ 民間に 屈指の 學者は 

なく、 その 點 では、 現今 磅碼 たる デモ クラシ ィの氣 運に 甚だしく 遠ざかって ゐ るので あります。 

これら 諸學の 研究 は、 一 は 文化 學 一般との 關係 をつ けて 論じ、 他 は 特殊 的に それ 自身と して 論じ 
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なければ ならぬ 範圍 であります。 

第二に は、 我. _< は 日本、 これ を廣 くして は 東洋に 生存 致します ところから、 本來 的に その 文化 

は 東洋 的の 特色 を 持って ゐ るので あります。 それ故に 我々 は、 理論的に 文化の 研究 を 致す と 同時 

に、 特に この 色彩 を帶 びた 東洋 文化の 研究 を 致す ことが 肝要であります。 私 は 一般 文化に 就いて 

史的 研究 を なすことの 重要 を 思 ふ も Q ではあります が、 なほ その 史的 研究 は 特に 東洋 文化 及び 日 

本文 化に 就. S て 一 日 も 早く 完全に なされねば ならぬ ものと 信じて 居ります。 例へば 佛敎 とい ふ 一 

範園を 取って 見ましても、 これの 理論的 研究 及びお 的 研究 は、 我々 靑年學 究の必 す 新 研究 を 試み 

ねばならない 責務 を 持った 範 園であります。 人種的 僻見の 打破と いふ こと は、 媾和 會議に 於いて 

一 の？ 1； 題 を 惹起 致して 居ります。 併し 人種的 卑少の 觀念を 一 掃す るに は、 單 に軍國 主義の 髙 潮で 

は 不可なる こと、 議論 Q 餘地 もな く 明瞭なる ものが あります。 我々 は先づ 東洋人と して、 又 日本 

人と して、 西洋人と 異 つた 一 の 文化の 特徴 を 持って ゐる、 その 文化 色彩 を 海外に 闡明 しなければ 

なりません。 優秀なる 文化の 源泉で ある ことが 明瞭と なれば、 直ちに 人種的 僻見 は 打破 せられる 

に 相違ありません。 この 故に 私 は、 東洋 文化 及び 日本 文化の 理論的 研究 及び 特に 史的 研究 を 我々 

の 重要なる 事業で あると 信じ、 且つ これ を實行 致して ゐる ものであります。 

斯様に 文化の 理論的 並びに 歷 史的 研究と 言 ふこと は、 我々 の 最も 肝要なる 仕事で ある。 然るに 

從來 の我國 の社會 はこれ に對 して どれ だけの 注意 を拂 つて ゐた であり ませう か。 理化學 研究所 は 


設立せられ ましたが、 日 木 文化 學 研究所と 言 ふ もの は 未だ 一;f^ 立せられ て 居りません。 理化 學的發 

明 だ とか 武器の 改良 だ と か 霄 ふこと に は、 かなりに 多く Q 經費を 投じて 居ります けれども、 文化 

の 理論的 研究者に 對 して は 社會は 何等の 庇護 をも與 へて 居りません。 私 は 僅々 五十 莴圓 あれば、 

それ Q 利子に よって 最も 經濟 的に、 日本 文化 研究所と いふ もの を 施設 運用し、 有力なる 文化 學者 

を费 成し、 それら 學 者の 共同研究 によって 日本 及び 東洋の 文化 を闡 明し、 且つ 日本 將來 Q 問題た 

る勞 働、 社會、 文化、 國際 諸問題の 解決に 資する ことが 出來 ると 考へ、 將來必 す これの 施設 を完 

成したい と發願 致して 居る ものであります。 併し 目下のと ころ は、 これらの 文化 學的 研究 を 原理 

的に なして ゐる もの は、 僅かに 文科 大學、 法科 大學の 諸敎授 及び その他 少数の 專門學 校 諸 敎授等 

であります。 一の 美學、 一の 哲學に 就いて 僅かに  一二の 學者を 有する に 止まり、 これらの 舉者を 

失へば、 差し詰め その 專 門の 研究 は 停止せられ ると S ふ狀 態であります。 如何なる 文化的 範圍に 

せよ、 その 範圍に 活動して ゐる ものが 僅かに 一 二に 止まり、 しかも 今 言った 危險が あると するな 

らば、 日本の 文化 は 何とい ふ 不安な 何とい ふ輕 薄な もので ありませ う。 叉 これらの 研究が 單に大 

學の 仕事と な つて ゐ ると. S ふこと は、 それ も 餘り好 ま しい ことで はあり ま せ ん 。 デ モ ク ラシィ は 

舉 問の 方面で も 常に 必要の こと で ありま す 。 

大學醫 科に 對 して 傳染病 研究所の 獨 立して ゐ たとい ふこと は、 學界の 利益で ありました。 すべ 

て 淸 新な る空氣 を學界 の 上に 窗 すに は、 如何にし て も、 それぞれ 侗 性的な る 研究所が 對立 致して 
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ゐる ことが 必要であります。 この 點 から 見ても 淸新有 爲の靑 年 諸 學士等 をして 文化 研究所 を 組 41 

せしめる こと は我國 にと つ て 有利であります。 然るに 從來 文化 畢的 方面の 研究に 携 はって ゐる靑 

年 擧究の 狀態は 如何で ありまし たでせ うか。 一 二の 數し かない 尊門學 者の 失 はれた 際、 直ちに そ 

れを 補充す ベ き 重要な る 任務 を 持って ゐる それら 靑 年學究 の 攻學 の 狀況は 如何で ありました で せ 

うか。 私 は JJ こに 正直に 私の 見聞 を吿白 致します。 彼等 は僞ら ざると ころ、 日々 の 生活の 物質的 

S 礎 を 得る に 頗る 困難 を 感じて 居りました。 彼等の 事業 は、 誤られた る 意味の 非生産的 事業で あ 

ります がた めに、 彼等が 自己の 尊 門の 研究に 忠實 である こと は、 直ちに 彼等の 物質 生活 を 支持す 

る 道と はなって 居りません。 勿論 彼等 は淸 食に 甘ん する だけの 決心 は 持つ て 居ります。 併し 一 身 

1 家 の 生計 を 維持す る こと 旣に、 今日の 經濟 組織 に 於いて は 頗る 困難なる 道であります ために、 

それだけの 物質的 基礎 を 得る ことに 彼等の 勢力の 殆ど 大半が 消費せられ、 專鬥的 研究に は 僅かに 

十が 一分の 精力し か 注ぐ こと は屮 I 來 ません。 これが 彼等の 最も 活動力に 富んだ 靑 年期の 狀態 であ 

ります。 彼等が 意氣 漸くに 銪 沈し、 學說に 概ね 澄剌 たる 淸 新味 を缺く 少老の 時期に 達して、 彼等 

の 百が 一 は、 始めて 大學の 諸敎授 等と なり、 先 蒙の 後 を 襲 ふこと となります。 これが 偽らざる 現 

今舉 究の狀 態であります。 私の 經験 により ますれば、 僅かに 三年の 自由なる 研究 は、 その 人の 思 

想 をして 偉大の 進歩 を來 させます。 片手間に やった 十 年の 仕事 は、 この 青年期の 自由なる 二 年に、 

その 成績 遠く及ばないので あります。 それ を 思 ふ 毎に、 私 は 現今の 文化 學的 研究の 方面の 不經濟 


なる 狀態 を、 惧 然として 慨嘆し なければ ならぬ も Q でございます。 

昔 顏囘の 時代に ありまして は、 陋巷に 淸節を 全うして、 なほ 且つ 思想 を 練る ことが 出来ました。 

然る に 現代 思想の 發達 は、 思想家 をして 到底 かくの 如き 方法 を 採る こと を 許さな い 狀 態に ありま 

す。 例へば、 哲學の 一 科 を 採って 見ましても、 社會 普通の 人々 は 現今 哲學の 主潮 流と なって ゐる 

「殿 i: 學問 としての 哲學」 の 方法 を 理解して は 居りません。 理と 一一 一一 n ひ、 氣と言 ひ、 又 仁義と 論す 

る 散漫な 思想に 慣れて 居ります がた めに、 數學ゃ 自然 科學の 種々 の 原理と 事 實とを 背景と 致し ま 

した 哲學 と. S ふやうな ものの 存在 を 知悉せ す、 又 それ を 要求しても 居りません。 併し 實 際のと こ 

ろ 哲學者 は 現今 數學ゃ 自然 科學 の 知識の 必要な こ と は 非常 の ものでありまして、 これらの 知識 を 

缺. S てゐる もの は、 現代 西洋 哲學の 著書 を さへ 讀んで 理解す る ことが 3i 来ない 狀態 になって 居り 

ます。 ここにお いて か、 文化 學 研究者なる もの は、 それの 準備 敎 育に 大 S なろ 時間 を 必要と 致し 

ます。 單に 片手間に 哲學を やるな どと いふ こと は、 到底 出 來 ない 相談で ござ います。 次に は、 斯 

樣に 個人個人に 準備 敎育を 要する 許り で なく、 なほこ れら 諸學者 の 共同研究と いふ ことが 必要と 

なって 居ります。 例へば 日本人 固有の 思想 を閩 明しょう と 致し ますれば、 日本 民挨 混血の 狀態、 

日本 民族 傳來の 歷史を 知る 必要が ありまして、 そのために 研究 は考 古學、 人類 學 等の 範圍に 立 入 

ります。 然るに この 考古學 の 研究 は、 近頃 幾分 わが 國 でも 試みられた やうに、 言語 學者、 人類 學 

者、 土俗 學者、 ま 那學者 等の 合同 研究 を 必要と する ものでありまして、 この 合同がなければ、 到 
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底 完成 せられる ことのな S 舉問 でございます。 斯様に して、 今や 方法 的に 一 文化 畢範圍 を 研究し 

ようと 致し ますれば、 個人と して は先づ 準備 敎 育に 多大 G 時間 を 要し、 叉侗人 Q 研究 は 幾つか 合 

同せられ る 必要が 起って ゐ るので あります。 中學ゃ 專門擊 校に 英語 ゃ獨 語の 敎鞭を 執つ て 以て 口 

を 糊し、 傍ら 自己の 專門 とする 文化 學を 研究す る やうの ことでありまして は、 あたら 人生 五十 年 

を 大半 空費す る ことと なりまして、 大正 は 何年と なり ませう とも、 日本の 文化 學的 研究 は 到底 諸 

外國 Q それと 比肩す る ことが £來 ない Q であります。 思想 は國 民の 血液であります。 國民 思想の 

統 一 とい ふやうな ことが 有識者の 間に 論ぜられる こと は であります けれども、 先づ その 統 一 

に 役立つ 思想が 現代人の 全體を 包容す る だけ Q 力 を 具へ てゐ なければ、 どうして 國民 思想 を統 一 

する ことが 出來 ませう か。 叉 この やうの 有力の 思想が 樹立し ますれば、 思想 統一 を 論す るまで も 

なく、 民心 は 翕然と して これに 歸趨 する こと を 知り ませう。 返す返す も 現今 文化 學的 研究の 狀態 

は 殘 念な もので ござい ま す。 

遗憾 はな ほこれの みに 止まらな いので ございます 。これらの 文化 舉的 研究者が 畢生の 事業と し 

て 研究して 居ります ことが、 幾分で も 一纏 まりに 纏まりました 時に、 これ を 書^と して 一般に 刊 

行し、 以て我國文化學の發達に資することが3^來ましたら、 彼れ 研究者 も それだけで P (目す る こ 

と は出來 ませう。 ところが 我が 國讀書 界の耍 求から 割り します と、 これら 研究者の 專鬥的 研究 

は、 これ を 書冊と して 出版 致しましても、 一定 數の購 讀者を 得る ことが 出來 す、 隨 つて 營利を 目 


的と する 書肆 はこの 研究の 5^ 版を肯 じない のであります、】 書肆と 致しまして は、 この 處置を 執る 

ことが、 經濟擧 上至當 のこと であります。 併し、 獨り 浮ばれな いのは、 彼れ 著者と しての 文化 凰す 

研究者で ございます。 彼 はかく 身 を If おして 專 iZ の 研究 を 致しましても、 その 事業 はこれ に 何等の 

外形 を與 へる ことが 出來 す、 空しく 胸中に 潜めて 塵 土に 歸 せなければ ならぬ 次第であります。 若 

し 彼に してよ く 淸贫に 甘んじ、 生涯の 零碎 なる 時間 を 利用し、 少 々なりと も 新ら しい 思想 的 研究 

を 完成 致しました 時に、 それが 書冊と なって 學界に 提供され、 専門家 同志の 批評 を 聞く ことが 

來 ましたならば、 彼 は 陋巷に その 一 卷を 抱いて 嬉し 泣きに 泣き、 その 一 卷を 抱いて 棺の 中に 身 を 

藏 めら れ るで ありませ う。 併し 現今の 實情は 決して かくの 如き こと を 許しません。 我々 は そのた 

め に 自己 の 生命 を 顧み、 叉 友人 達 の 生命 を 顧み て 遣憾遺 る 方な いもので ございます。 

私 はこの ディ レンマの 中に 立って、 いろいろと 自ら を考 へて 見ました。 そして 私 は 私の 生命 を 

愛育す ると 同時に、 社會 にも 大 なる 損害 を與 へない、 さう いふ 研究 法 を どうかして 取りたい とェ 

夫し ました。 かう いふ 問題 は、 どうしても 經濟學 的、 及び 倫理 學 的に 考 へる こと を 私に 要求いた 

します。 それによ つて 私 は 幾分で も 經濟學 上の 解決 を 得る ことが 屮  1 來 ました。 (それ は 叉 他日 こ 

の 「文化 舉的 研究」 の 第何卷 として 公表 致したい と 存じて 居ります。) 私の 考 へます ところでは、 

勞働 と は 、 社會 文化 の發展 せられる 經過 行程で あり ます。 道德 は行爲 の 中に 實 現せ ら れて 行く や 

うに、 文化の 進展 は勞 働の 中に 實現 せられて 行く のでありまして、 勞働 なきと ころ 社會 文化の 進 
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展は消 減して 居ります。 而 して 勞 働は必 す、 その 進展せ しめられた 文化 を 享有す る 文化圏から 報 

慣を與 へらるべき 资格を 持って ゐる ものであります。 換言すれば、 ^が 文化 問題 を 理論的に 考蔡 

して、 理論的に 文化 を 進展せ しめ ますれば、 それが 卽ち勞 働でありまして、 隨 つて それ は 私の 研 

究 した 文化 を 享有す る 文化 圈 から 報 慣を與 へらるべき 资格を 持った ことになります。 これ は社會 

連 帶の結 が翠 固に なって 來た 現代に 於いて、 益. - 明徴され て 來る倾 向であります。 私 はこの 經 

濟的歸 結に 到達し まして、 私內 心の 道 德的耍 求に 裏切らないで ゐる ことが m 來、 良心の 支配す る 

ところ 風々 たる 涼味 を 味 ふ ことが 出來ま した。 私 はこ こに 日本 文化 研究所 を 施設し たいと 思 ひま 

す。 そして その 研究所から 『文化 學的 硏究』 なる 年報 を 刊行した いと 思 ひます。 併し かく G 如き 

は 何時 實行屮 H 来る ことであります か、 誠に 日本 文化 研究所の 誕生まで、 その 前途 は 遼遠なる も Q 

であります。 その 研究所の 施設せられ ますまで は、 私 一身の 全 論 作 を 擧げて 『文化 學的 研究』 と 

題し、 逐次 刊行 致したい 積り であります。 私 は 先づ私 一 身 並びに 一 家の 費用 を屮 I 来る だけ 節約 致 

します。 同時に 私は單 なる 衣食 Q ための 所謂 勞働を a,I 來る だけ 局 少しようと 致します。 そし て 私 

の 時間の 大部分 を擧げ て、 一方で は 文化 學的 研究の 準備 敎育を 自己に 施す ことに 使 ひ、 他方で は 

文化 一 般の純 理論的 研究 及び 特殊 部門 的 研究、 並びに 文化の 純 歷史學 的 研究に 使 ひたいと 思 ひま 

す。 私の 生活の 物質的 基礎 は、 出来るならば こ 0 研究 そのもの によって 支持した いと 思 ひます が 

そこまで 達する の は、 なほ 容易の ことで はありますまい。 目下のと ころ、 私の すべ て の硏 究の刊 


行 公布 せられる だけで も、 私 はこの 上ない 滿足を 得る であり ませう。 私の 研究 そのものから 私の 

生活の 物質的 基礎 を 得る とい ふこと は、 前述の 經濟學 的 理由に よって、 私の 恥ぢ ない ところで あ 

ります けれども、 經濟學 的 理由 は 直ちに 實行的 理由と なって 居りません。 現今 は 侗人を 立場と し 

て 0 經濟 と、 社會を 立場と しての 經濟 とが、 相 透融、 相爭鬪 して ゐ るので あります。 隨 つて 個人 

を 立場と しての 經濟は 十分に 尊重 致さなければ なりません。 その 點に 於いて 私 は、 一般 諸賢の 私 

の 事業に 對 する 御 同情 を 懇請 致す 次第で ございます。 私の 思想に 御 同情 を 表せられる 方 は 元より 

として、 たと へ 思想 上 私の 論敵でありまして も、 私の 仕事に 多大の 御 同情 をお 寄せ 下され、 私の 

「文化 學的 研究」 の 刊行 公布に 御議カ 下さるならば、 著者 はこの 未見の 知己に 對 して 滿 腔の 誠意 

を 捧げ、 感激 勵精、 その 研究に 全力 を沒 する ことで ございませう。 私 は 他人の 主張 を 批評 致 

す ことが ございます。 併し 私 は その 說を 論議す るので あって、 その 人 を批議 する ので はあり ませ 

ん。 私 は その 論 を 評論す る だけ、 叉 その 人に 多大の 愛執 を 感じて ゐる ものであります。 この 點、 

御 考察あって、 たと へ 私の 論敵たり とも 私の 事業に 御 同情 を 賜 はりたい と 私のお 願 ひする 次第で 

ございます。 

私 は 目下のと ころ. S ろ. S ろの ことに 興味 を 持って 居ります。 隨っ て 私の 研究に 現 はれます 題目 

は、 哲學、 美術、 歷史、 政治、 經濟等 極めて 廣汎 なる 範 園に M つて 居り ませう。 併し それらの 研 

究を 一 貫して、 ， 私の 所謂 文化 學的 研究で あると いふ 態度 は 捨てられぬ 積り でございます。 その 點 
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から 見て、 私の 研究の 全部 を 通じて 御請 過 下され、 然る 後に 私 Q 思想 を 御 批評 下さる やうに お 願 

ひ 致します。 私 は 前 申す © り、 誠に 年少 未熟の もので ございまして、 この やうな 大きな 事業 を 起 

すだけ の资格 もなければ、 叉 それ を發 意す る だけの 力量 もない もので はあり ますが、 私に は 幸に 

馬 を 鞭つ 熱心と 勇 氣を存 して ゐる 積り でございます。 一 般諸 S の 同情 ある 御 盡カ御 庇護 を 賜 は 

りましたならば、 私 は 感激 措く ところ を 知らす して、 專心 その 研究の 完成に 努力す る ことで ござ 

いませう。 幸に 御 推察 を 懇請 致します。 —(大正 八 年 一一- 5 


尖 映 句 

夏 秋の 候 

茶に 痛む この頃の 弱さよ 月 一 夜 明かく  (悼む) 

草 衣の 暖かさ 竹林の 夜霧 をな つかしめ 

裸に 沿 ひて さく さくと 雨の 砂 を 踏む 

誰 ぞ 梧桐 の 夜露く ぐれ ば 異人 窓 C; 中に 

出水 を 嘆く 交番の あかり は 冷え冷え 

鏡 ガラス 玉 曲線 一ば 5- の 秋 だ 

耳鳴り の する 雲 を 大文字 へ 見お ろす 

蓮 搖ぐ搖 ぐ眞晝 の眞空 —『文化』 (5 一  i  . 

〇 

あ あ 朝 窓 を眺 め て疊む II 刀 

らんらん として 夢 さ つきに くづ るる も 
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罨線 這へば 日 ざし 鶴の 生む 卵 

土 佐 堀の 蠣 船に 船 搖れ を氣 にしたり 

はこ 柳の 芽吹く 小川 も 見える 車窓に 

窓 砲 子 へ あてた 子供の 手 二つが 紅く 透い て  ， 

米 利 堅 波止場 を 終日 吹き 廻って ゐ た？ 1:3^ 

淡^ 通 ひが あぶ あぶと 滿ち潮 —『文化』 (is き 

〇 

その 水溜り を 見れば じっと ゐた 蝦の 子 

潮 引いた あとの 砂 行けば こぼ こぼ とサ： ^ち 

ただ 海 を 見て あり 拾 ふ 貝 もな し 

風邪 ありと 聞き 止めた 淡路ょ 股の 前 

漁船に 手 を 寄せさて 砂 を 踏む 今日 足らへ り 

砂 扱き 寄せ 差し 仲ぶ る 脚よ 生ま 臼 き 

日 を 仰いで 土 を 見る 土 ことごとく むらさき 

顔に ぬく とき 日 を 浴びつ 繰る 阿 彌陀稱 名 

日 を 仰ぎ 淨土見 ゆるま で 日 を 浴び たれ 『；. ^化』 ( 一 


きらら、 きらら、 明け 行く 海に、 

何處 から 來 たか 赤. S 船。 

昨ん 衣 吹雪いた、 ちら ほら 松に や" 

動く 帆 もない。 風 もない。 

ぎつ ちら こ、 えつ ちら こ 0 

きらら、 きらら、 朝け の 海に、 

何處 から 來 たか 赤い 船。 

潮が 流れり や、 沖邊が 陰り や、 

重い 帆^が さと 搖れ る。 

ぎつ ちら こ、 えつ ちら こ 0 

きらら、 きらら、 晴れ 行く 海に、 

何處 から 來 たか 赤. S 船。 
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^の內 側に 陽光 を 受けり や、 

熟れた 蜜柑の 朱 を 流す。 

ぎつ ちら こ、 えつ ちら J0O 

(紀 州和妝 にて) —『ズ 化』 ( i 三^) 


(『文化』 發刊 の辭. 


余楚は 元来、 余輩の 所謂 文化 學の純 理論的 研究、 並びに それの 歷史舉 的 研究に 志す 一 の 學究者 

にして、 又 常に 實 行に 着服し、 批評に 沈思し、 志士た る Q 襟度 を 捨て ざらん と 欲する も 0 なり。 

今や 世界の 大勢と、 特に 我國現 時の 混亂 せる 思想と 生活と は、 余輩 をして 切に その後 者の 事業 Q 

急務なる を 思 はしむ。 藎し 余輩 は眞 なる 思想 を 愛す。 しかもな ほより 以上に 人 問 を 愛せざる を 得 

ざれば なり。 現 時 我國に 盛んなる 文化 批評の 言論 を 見る に 概ね これに 二 類の 謬 想 者 あり。 一は 單 

に 特殊 文化 科學 0 原理 を應 用して、 この 生きた る 全人生の 價値 問題 を 決定 せんとし、 その 背後に 


哲理より 屮 I でた る 人生 觀の體 系 を缺く 政治 學者、 經濟學 者、 社會學 者な り。 他 は 嚴密學 問と して 

の 哲學の 素養 を 有する も、 しかもな ほ 時勢 批評の 勇氣と 着眼と を缺 き、 文化 批評家の 一一 一一 n 論に 哲學 

上の 謬 想 ある を 指摘す るに 止まりて、 漫然 彼等 を 冷笑し 去らん とする 哲學 者な り。 共に これ 思想 

問題 を 論. f る ものの 誤れる 處置 にあら すして 何ぞ。 蓋し 前者 は 人間 を 愛する こと を 知りて 未だ 思 

想 を 愛する こと を 知らす、 後者 は 思想 を 愛す る こと を 知りて 未だ 人間 を 愛する こと を 知らざる の 

致す ところに あらざる か 否か。 余輩 は識 乏しく 見淺 しと 雖も、 窃かに 思 ひ を ここに 潛 むる もの、 

幸 ひに 大方の 助力と 獎勵 とに よりて、 幾分な りと もこの 兩 者の 長處を 併せ、 弊 處を碎 き 得ば、 欣 

幸 これに 過ぎた る ものな からん とす。 

余輩 は 民主主義 者に も あらす、 叉社會 主義者に も あらす。 現 時の 狀 勢に 對應 し、 强 ひて 余輩の 

執らん とする 手段の 方針に 命名せば 或は これ を 文化 主義と 名 づけて 可な らん か。 余輩 はこの 主張 

を 一 般に 徹底せ しめんと する に當 り、 先づ 正面より 斷定 する の途を 避けて 側面より 多くの 有力な 

る 思想家の 正 見 を解說 し、 その 註解に 口 を 借り、 間々 自身の 見解 を揷 入す る ことと したり。 解說 

頗る 平易に、 補註 懇切 を 極めたり と雖 も、 余輩の 惡文、 往 々にして 解し 難き の 章句な しと 言 ふべ 

からす。 大方の 批 正と 指導と を 得ば 幸 ひなり。 

若し それ 我が 日本 文化 學院の 事業に 至りて は、 到底 この 一 月刊 雜 誌の 刊行に よりて 滿 足せら る 

べき ものに あらす。 余輩 は 始めより、 頗る 重大の 目的 を 持して これが 創設に 當 りたる ものな りと 
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雖も、 一未 だ 達せ. f- して 旣に十 を 望む ベから す。 ここに 黽勉 努力して 次第に そ Q 初志 を 貫徹 せん 

こと を 期す。 しかも その 努力た る や、 寧ろ 余輩 自身に 於いてよりも 大方 諸君 子に 於. S てより 以上 

に大 なる 性質の ものな り。 これに 擧 院將來 の 進路 を 懐 ひ 三度 大方の 助力 指導 を 懇請す る もの 也。 

日本 文化 學院 


詩の 認 謬 

11 兄 

御 約束して からまる 一 筒 月になります。 何 か 有益な 詩論の 紹介で も 書いて 創刊 號の 御用に 立て 

ようと、 隨分 苦吟 致して ゐ たのであります が、 これ はと 面白い 詩論 も 見當ら す、 (叉 ある もの は 

餘 りに 長かった りして) それと 言って 私自身の 意見 もさつ ばり 纏まらない 始末、 御 約束の 最後 日 

にまで 押し 詰って 了 ひました が どうぞ 御 勘 辨を願 ひます。 それでも 今日と 明日と は來る 箸の 來客 

にも その やうに 申して お 斷りを 致し 專心 この 原稿の ために 盡さ うと 致しました。 その 心 を 汲んで 

戴いて 私が 不 M 面目から 延び延びになって ゐ るので ない こと を 御 推察 願 ひます。 


この間 葉書で 一 寸 お知らせ 致しました 如く、 こ Q 二十 二日に 一家 を 擧げて 明 石へ 轉 居して 參り 

ました。 それまで 私 も 隨分彼 地 此地を 放浪して ゐ ました。 併し 今度 はどう やら 氣が 落ちつく やう 

です。 今まで 參 つて ゐた 場所 は、 少し 世間 的に 有名 過ぎる 場所で、 しかも 近傍に 同じ 友人の 人な 

どが 住んで 居られる のが、 少し 私の 感情 を壓 迫し ます。 さう 申す と 甚だ 失禮の やうで、 いろいろ 

おすすめして 戴く 好意 を 無視す る ことになります が、 私は實 のと ころ 餘り 知人 Q 多い 場所に 住む 

のが 好きで はない のです。 又 そこら を散步 する のに、 何時も 行儀の いい 風 をして 出なければ なら 

ぬのが 煩ら はし 過ぎる のです。 今度 は 明 石 も 西の 端です から、 近傍に はさつ ばり 知人が ありませ 

ん。 訪ねて くれる 人 も 極く 稀れ です。 叉 そこら を散步 する にも、 近傍 は 漁夫 町です から、 私が ど 

んな 風で うろつか うと、 一 向に 無禮 立て をして はくれ ません。 或 時 は 家に ゐる 時の どてら のま ま、 

その上に 外套 を 重ね て 誤魔化 し て 外出 致します。 家の ものが 皆 その 通りの 怪しい 様子で 外へ 出か 

けます。 床 は 座敷の 眞 中に 敷きつ 放しで、 身體が 疲れれば 直ぐに その 中に 潛り 込んで、 寢た まま 

で讀書 致します。 勝手な 童^ を 作った リ、 それに 又 自分で 譜を附 けたり、 それ を 又 自分で 歌った 

り、 た わ. S もない ものです。 

昨夜 は 本當に 嬉しい 氣 分で、 あなた 達の 雜 誌の 生れる 神戶を 汽車で 通過して ゐ ました。 私の 體 

重が 思 ひ 掛けな く增 して ゐ たからです。 この 一 月に なつてから ぐんぐん 體 重が 減じた ので 大いに 
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不安 を 感じて ゐた ところ、 明 石へ 来てから 一 週間の 間に 一 キ n 殖えました。 堀 見さん の 病院 を 出 

てから、 そのこと で 嬉し さが 胸 一 ばいに なって ゐ ました。 下らない ことにと お 思 ひで せう が、 目 

下の 私と して は、 身體 のよ くなる ことが 何よりも 嬉しい のです からね。 途中で 買った 本 を三册 と- 

帳面 類の 包みと、 それから. ^ろい ろの 食べ物 やらと、 どつ さり 荷物 を 持って、 夜も遲 くな つた 汽 

車 0 三等の 出口のと ころに 坐って ゐ ると、 前に は大阪 から 釜 山へ 歸國 する 朝鮮人が 居り、 横に は 

不幸が あって 急に 四 國へ歸 つて 行く と 言 ふお ゃぢ さんが 坐って ゐ ました。 その外、 汽 卓の 中 は 身 

動き も m 來ぬ 人込みで、 立って ゐる人 さへ 押し合 ひ、 へし 合 ひして ゐ ます。 そんな 中で も 明日 書 

く 論文の 考案 をしょう と 努めて 見ました が、 何時も 汽車 や 電車に 醉ふ私 は、 もう 人い きれで お腹 

の 中が 吐き 氣を 催して ゐ ますし、 それに 先の 體 重の 增し たことの 悅 びが 頭 を 占領して ゐて、 考へ 

る どころ の 沙汰ではありませんでした。 

—— 兄 

一度お 遊びに お出で 下さい。 天氣 さへ よければ" 私 は 直ぐに 海岸へ 出かけて 草の 生えた 日向に 

日向ぼっこ をしたり、 浪打 際で 貝殼 を 拾ったり して ゐ ます。 私の 今ゐ ます 家 も、 持ち主の 親切で 

疊 から 建具、 一切 新しい ものに 取り 換 へて くれ、 窒數は 大きい の 許り 十 も あり、 誠に 氣 持の よい 

ところです。 後 庭に は 夏蜜柑が 實 つて ゐ ます。 それが 何よりも 私を悅 ばせ ます。 私の 座敷の 障子 

を Si ける と、 庭 越しに、 前の 家で も复 蜜柑が 垣のと ころに よい 色 をして 實 つて ゐ るの が 見えます- 


散歩に 出る と、 何 處ぞの 飼犬が 二三 匹 飛んで 出て 來て、 前へ 廼 つたり、 後へ 歸 つたり してついて 

來 ます。 何から 何まで 私を傥 ばせ ます。 

私 は 近頃 かう した ロオカ ル . カラ ァに 最も 注意す る やうな 傾向 を 持って 來てゐ ます。 出来る だ 

け かう した 自然の 個性 を 感受す る 幸福 を 味 ひたいと 希って ゐ るので す。 

それ は ロオカ ル . カラ ァ 位の 言葉で はとても 言ひ盡 せない、 情盡體 露の 自然な のです。 現資な 

のです。 或は &ォ カル. カラ ァと言 ふこと を 主張して ゐる 人達の 耍 求の 根本 基調と は 全く 具った 

要求の 根本 基調の 上に 立って ゐ ると 言っても よいので す。 ロオカ ル. カラ ァは 寧ろ 甲の 個性から 

デ イス ティン クシ ヨン  • 

乙の 個性の lEit 別 を 尊びます。 より 新ら しい、 より 鮮 かな も Q を 求めて、 物と 物との 區刖 相、 

關係 相を悅 んでゐ るので す。 ところが 私の 今 意味して ゐる もの は、 そんな 151! 刖相、 關係 相で はな 

くて、 寧ろ その物の 本體 相、 絕對 相な のです。 本體 相、 結對 相に、 とても 言葉で は 言 ひ 現 はし 難 

ぺゥ スト ハイツ カラク テル    I  -  J  ： . 

い 私の 言 はば 體 識 特質 が あるので す。 私は朗 かな 叉、 冷やかな 情 盡の情 を z^- て その 體識 特質 

の 瀧 水に 打 たれる こと を悅 びます。 

私 は 京都に ゐる時 は、 住居が 直き 御苑の 後ろの ものです から、 頭が 疲れる と 直ぐに 家 を拔け W 

して、 相國 寺の 森から 御苑の 方へ 逍遙 致します。 あんな 月並な 景色 をと お 笑 ひで せう。 併し 私に 

とって は 御苑 は 誡に廣 い 廣 ぃ散步 場です。 あの 西側の 方の 松 並木 は 何 か沼津 近傍の 海岸で も步ぃ 

てゐる やうな、 夏の 夜に ふさ はし. S 清々 しい 感じが 致します。 私 はよ く 暗の 夜に あの 中 0 小徑を 
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逍遙 ひました。 叉 東側の 松 並木 は 北國の 海岸の やうに 薄ら さびしい、 何 處か物 すさまじい 氣分さ 

へ 手傳 つて、 この 先方に 砂丘が あり その 彼方に は 寒い 浪の 音が M える とい ふ 風な 感じが 致します。 

その 又 傍に は 蘇 0 花の 何とも 言 へぬ 美しく ゆ、 き糗く 原野が あります。 この 逄の地 味 は 隨分肥 え て 

ゐて、 近 邊の草 も 露 深く、  丁度 那須 野が 原の 沼澤 地へ 参った やうです。 こ Q 原野の 直ぐ 南に は、 

一本 一本 振りの よい 老木が 西洋の 郊外へ でも 行った やうな 晴れた 靜 かな 感じ を 持たせます。 こん 

な こと を 書いて ゐ ると、 とても 切りが ありません。 私 は これらの 御苑の 一 部 を 逍遙し、 最後に は 

必. f あの 最も 南側の 池の あると ころへ 來て 石の 上に 休息 を 致します。 あの 池の 上に かかって ゐる 

石橋、 叉 その 下の 水、 又 それへ 上から 垂れ 下って ゐ^ 椿の 枝、 枝 垂樓の 枝、 何時も そ こ に 時の 凝 

結し た 姿 を 望む こ と が 出来ます。 

ああ、 これが 本當に 自然 その も Q の 姿、 私が 前に 申した 自然の 情盡體 露で はないで せう か。 私 

は 哲學の 一 學究 です。 哲學も 殊に フ ッサァ ル 流の 殿密學 問と しての 哲學の 立場 を 採って ゐる もの 

です。 そこに は 論理の 最も 錢密 なる 結晶が あります。 ^^しこれだけではどぅしても取り殘される 

或 物が そこに は あるので す。 論理 は 論理と して 一 の 脈絡 を 持ちます。 しかし 非 論理 は 非 論理と し 

ての 脈絡 を 持って 居ります。 論理が 論理と して 脈絡 を 持つ こと は 何故で あるかと 問 ふに、 最早 論 

理 自身が それ を 解決す る こと は 屮ぃ來 ません。 この場合 心理主義の 勝利 を 承認し ます。 何故 なれば 

この 時 我々 は、 「それ は體驗 C 露實 であるから」 と 答へ るより 外ありません から。 然 らば 論理 も 


亦 窮極 は 非 論理の 脈絡の 一 つであります。 世界 は實に 無限 數の非 論理の 連鎖の 混融 であります。 

この 非 論理の、 止む に 止まれぬ 展開 は 如何なる 論理 もこれ を 制限し、 これ を變 化する ことが 中ぃ 來 

ません。 それ は 所謂 論理 を 何人も 制限し、 叉變 化する ことの 來 ぬと 同様であります。 廣ぃ服 か 

ら 見れば、 それぞれの 非論理的 展開 を 成立せ しめて ゐる 前提 は 悉く それぞれの 價 値であります。 

然 らば こ Q 非論理的 價値を 私共が 個性 の アプリオリと 呼ぶ に 何の 不當が ありませ うか。 

一 つ 一 つの 個性に 一 つ 一 つの アプリオリが あると 言へば ディルタイの 型と 言 ふ 言葉 さへまで 物 

足りない ものです。 何故 なれば 型と 言 ふだけ では、 まだ 大ざっぱの 議論に しかな りません から。 

併し この種の 非論理的 連鎖に 着眼した 點で ディルタイ は先覺 者で ありました。 我々 は 一 方に 嚴密 

凝-問と しての 哲擧の 立場 を 飽くまで も 貫き通す と 同時に、 他方で は 型の 哲學、 個性の 哲學を 諦め 

通したい ものです。 

11 兄 

大分 議論 風に なって 參 りました。 がもう 少し 許り 小面 倒な 議論 を績 ける こと をお 許し 下さい。 

私 は 先き にこの 非論理的 體系を ロオカ ル • 力 ラァと 言 ふで は 物足りな いと 申しました。 その 意 

味 は 今や や 明瞭に なった ことで ございませう。 地方色と いふの はや はり 論理の 言葉です。 それ ぞ 

れの 非論理的 體系を 並列し、 これ を 論理の メスで 解剖し、 さて その 論理的 仲介者の 上に 立って 地 

方 色と 申した のです。 私が、 地方色 は 關係相 Q 上に 執して ゐ ると 言った の は そこです。 ところが 
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私の 所謂 非論理的 體系 は、 それ 自身の 中に 展開し、 それ 自身の 無限 系列の 末端に 純化 を 完結す る 

も Q です。 この 無限 系列 を 追究す ると ころに 得 も 言 はれぬ 我 々の 喜びが 生れて 來 るので す。 

型の 哲學、 個性の 折 n 學が この種の 非論理的 體 系の 前提で ある 非論理的 アプリオリ を 見出し、 又 

その 非論理的 アプリオリに 依って 生産 せられる 純化の 連 緩 を 追求しょう とする に、 これ は 詩人 Q 

なす 作用と 何の til 刖を 持つ でせ うか。 私 ゆ ここに 哲學と 詩の 最も 密接なる 接觸を 見出す もので あ 

ります。 詩人 は 一 の哲舉 者で あり、 哲學者 は 一 の 詩人であります。 然ら ばかくの 如き 哲學 者の 認 

識 はこれ を 詩 Q 認識と 申して 何の 不當が ありませ うか。 私に は 詩が 一 の藝 術で あると S ふことの 

議論 はま だ 問題に なって 參 りません。 それ はもつ ともつ と將 來に考 へて 見たい 問題です。 詩は藝 

術で あり、 美で ある 以前に 先づ 一 の 認識であります。 私 は 目下 この 詩の 認識 を 問題と して 考察 を 

緩け て 居ります。 その 結 rar 上 論の やうの ことが 朧 ろげ ながら 結論 づけら れて參 りました。 

これに 就いて 書きた. S こと は 未だ 澤山 あります が、 餘り 長くな ります から、 もうよ しませう。 

, それ は 何處か 他で 書く 機會 がご ざいます。 以上の 議論 をお 讀み 下されて、 ただ 私が 所謂 個性 を 尊 

重す る もの だと か、 ただ 私が 哲學と 詩と を 同 一 視 する 陳套な 議論 をした とか 思 はれて は 少し 弱り 

ます。 多少 は それらの 議論の 基礎 づけ を 或る 新しい 立場から 試みよう として ゐる 努力 をお 歡み取 

り 願 ひます。 

病 持つ 身に は、 これ だけ 書く 中に もうぐ つたり とした 疲勞を 感じます。 外で は 塞い 5 やな 雨が 


降って ゐ ます。 これ を 書いて 了ったら、 早速 海岸へ 行って 享の 上に 日向ぼっこ をしたい と 思った 

ものが、 少し 目算が 外れて！ i しい 氣 になって 居ります。 叉 床の 中へ でも り 込んで、 1SQ い 本で 

も忱讀 致し ませう。 —- 00 『幻 S  (大正 九 年 一 5 


「靈 魂の 彼岸」 序 

人間の 歷史は 苦惱を 以て 充 たされて ゐる。 何故かく も 苦悶し なければ 生きて 行けない か。 それ 

は實に 何人の 察知 を も 許さな. S 宇宙の 秘密と 言 ふ ものである。 

大正 五六 年 を 中心として 前後 三年の 間、 私 は 京都 一 一條の 觀 夢幻 庵の 庵室に 住んで ゐた。 庵 は 水 

淸. S 池 上に 架して 建った 二 暦の 小窒 である。 私 は その 下&? に 住んで ゐた。 疊の下 は 直ちに 池の 水 

である。 夏に は 大きな 緋鲤が 日蔭に 悅 んで數 知れ 十 その 下に 潛み、 冬に は 冷た. S 氷が ひしひしと 

重なりせ まって 來た。 私 は S つも その 丸窓から、 自然 物象の 變移を 寂しく 眺め 幕して ゐた。 この 

三年 こそ は 私に とって 誠に 修練の 三年であった。 晝 となく 夜と なく、 眼覺 むれば 枕頭に 雜然 たる 

佛書ゃ 西洋 現代の 哲學書 や 文藝書 を耽讀 し、 疲れれば 直ちに、 臥して 徒ら なる 午睡の 夢 を 貪る、 
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覺 むる も 眠る もた だ讀 書と 思索との 外に はない。 この間 猛然と して 私 を 襲うて 來る もの は、 蒙々 

たる 人生の 憂 1^ である。 殊に その 憂 1^ 性 は 春 夏の 候に 甚 しかった。 私 は それ を 避ける ために、 或 

は ti^ 朝 霜 を 履んで？ 衅 堂の 講座に 參し、 或は 暮秋 叙 山に 寂々 たる 夕 鐘 を 聞く の 身と なった。 華嚴幽 

殿の 經 典に 朝夕 疲れた 眼 を 遣り、 コォ H ン、 シグ ワルトの 難解なる 論理 學 をば 三 伏の 熱風 を 浴び 

て讀 破した の も 思へば この頃の 苦しい 思 ひ 出で ある。 この 當 時に 私の 讀 破した 書卷 はかなり の數 

にの ぼった と 自信す る。 私 はかく 讀 みかく 考 へつつ 苦しい 修練に 這 入って ねる 間 は、 出来るだけ 

自由に、 大膽に 自己 を 改造す る 積り で、 何等か 論文め いた もの を 書いて 幾分で も 自己 を 固定す る 

などい ふこと を 欲しなかった。 私が とにかく 京都へ 来た 根本 理由 は、 一先 づ 文壇から 絶緣 して、 

自己 を 根底から 鑄 la すに ある 以上、 區々 たる 論評な どに 浮 身 を やつし、 多少で も 外界 を 見る こと 

は、 修養 上 非常の SS 失 だと 考 へたので ある。 

^し 私の 從來の 友情から、 どうしても 絶緣 b 出来ない  一 二の 雜 誌が、 私 を 飽くまで も その 文壞 

とい ふ^ 界に 引き止めよ うとして 待って ゐた。 私 は それとまで 絕緣 する ほど 非人情 的に はどうし 

て も なれなかった。 斯 くして 執筆した も Q は、 やはり 自分の 期待に 反して、 餘り 少な. S 數の もの 

でもなかった ので ある。 併し 今 その 頃の もの を 讀んで 見る と、 餘 りに 苦惱の あとのみ 著しくして- 

餘 りに 錢 得した も の が 貧弱 である。 私 は 今 それらの 中から 多少 でもよ いも の を集錄 しょうと し、 

編輯 を 始めて 見る に、 辛うじて この 『観 夢幻 庵 手記』 に 集めた 六篇を 得る にし か 過ぎなかった。 


なほ その 前後に 書いた 一 ー篇を 加へ、 漸く この 苦 n の 長い 三年 を 記念す る ことと す る。 それ は餘 り 

に 寂しい、 叉 痛ましい 私の 歷史 である。 

『詩と 日記』 に を さめた もの は、 これ 亦 年代に 於いて 非常 Q 懸隔が ある。 詩 は 殆ど 全部 前の 觀 

夢幻 庵 手記と 同時代 Q ものである。 『三 崎 日記』 に 至って は 古く 大正 三年、 私が 未だ 一個 Q ナチ 

ユラ リストであった 頃の 日記で ある。 この頃の 憂鬱と 焦燥と は、 觀 夢幻 庵の それに 於け るより は 

なほ 一 暦 甚だし. S ものであった。 その 頃の 手記 はかなり に數 多く ある けれども、 私 は 一 々それ を 

活版に 附 する に堪 へない。 朝から 晚 まで 顯微鏡 を^ きづめで、 僅かに 二 一時間 位、 アル コ ホルと 

その アル コ ホルに 漬けて 腐敗 を 防いで ある 動物の 異臭との 皮膚に 深く 浸み 透って ゐる 手指 を 働か 

して、 これらの 手記 を 始め、 詩 や 小 說ゃを 書いて ゐた 私の 歷史を 顧みる と、 私の 心 は實に 無量の 

感慨 を 以て 滿 たされる。 

『美と 宗敎』 の 中の もの は、 稍. 觀 的の 評論で ある。 その 一 部 は 私が 「ル ネッサ ンス 以後」 

と 題して、 西洋 美術の 歷 史的 考察 を爲 すため に 或る 雜 誌に 連載し 始めた ものであった。 併し 二三 

II にして 私 は 事情 あり 同誌と 關 係を絕 つたから、 爾令絕 稿と なって 了った。 日本 美術の 研究に 就 

いても 私 はこ こに 一 篇 だけ 加へ て 置 いたが、 これ も 亦せ めて 奈良朝 美術 だけで も全體 的に 書いて 

見た. S と 思って ゐる ものの 一部で ある。 この 方 は 今 もな ほ 盛んに スケッチ を 取って ゐ るから、 遠 

からす 何等かの 形に 纏めて 公表した いと 思って ゐる。 その他 私の 書いた 論文と して はかなり に 多 
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くの 文藝 評論が ある けれども、 みな その 時の 作品 や 思潮と 關 係の ある、 時評 的の ものであるから * 

すべて これ を廢棄 し、 本書の 中へ は を さめな いこと にした。 

これらの 手記の 全體を 通じて (殊に 大正 四 年から 大正 七 年までの 四 年間の もの を 僅かに 八篇の 

『觀 夢幻 庵 手記』 によって 代表せ しめた もの を 通じて)、 私 は 一 體 如何なる 生活 理想 を 提示し よ 

うと 言 ふので あるか。 要 一 百 すれば、 私の 主張の 結論 は 何で あるか。 かく 問 はれれば、 私は卽 座に 

その 答 辯に 窮 する ものであって、 誠に 汗 額に 堪 へない 次第で ある。 私 は これらの 諸篇 により 何等 

かの を 示す と 言 ふより は、 寧ろ 私の 暗中摸索 を耻づ かしげ もな くさらけ 出して ゐ たと 曾 ふ に 

参 

過ぎない ものである。 その 論 3 曰 も 今と な つ て は贊成 の 出来な S こと 計りで ある。 

併し 私 は 近頃 かう 言 ふ 考へを 持つ やうに なって ゐる。 ー體 我々 日本人 は、 他人から 議論の 結論 

だけ を 要領よ く 聞き取ら うと 言 ふやる い 心 を、 近頃 餘 計に 持って ゐ はしない か。 無論 私 はこの や 

り 方 を 全部 的に 攻搫 する もので はな. S けれども、 かやう にす る 時には、 生活と 密接に くつ 附 いて 

ゐる 思想 Q、 人間の 思想た る 所以 を 害し はしない であらう か。 過去と 未来に それぞれ 個別 的 0歷 

史を 持って ゐる 我々 人間 は、 他人の 結論 を 容易に 聞き取った からと言って、 それで 直ちに こ Q 結 

論 を 取り入れた 生き方 を爲し 得る と 言 ふ もので はない。 それよりも 人間が 思想 を 持つ 人間と して 

に贲. S 所以 は、 この 思想 を DuTchleben  (生活し 通す) すると 言 ふこと にある。 隨 つて 一の 思 


想と 一 の 生命と は、 到底 切り離す ことの 出来ない 誠に 必然的な 連繁を 持って ゐる。 評論家 も 創作 

家 も 常に この 必然的なる 連繁 を、 その 作品の 中に 內在 的に 示現し なければ ならない。 私 はか やう 

に考 へて ゐる Q である。 

私 は 一 方に、 怫敎を 中心とした 形而上 學 的の 要求 を 持って ゐる。 叉 それに 基いて 一 點願 求の 敬 

虔心を も 持って ゐる。 他面に 私 は、 西洋 現代の 哲學の 細緻なる 硏究を 試みようと、 努力して ゐる 

學究 である。 私 は その 形而上 的 要求 や 願 求の 心 をば 單に、 獨斷 的に、 又 通俗的に 賞き 透す こと を 

惡 んでゐ る。 ここに 思索の 苦悶 は 始まらざる を 得ぬ ので ある。 加 ふるに 私の 弱少なる 肉體 —— 天 

候の 狀態 や、 消化 Q 機能 や によって 毎日 大き い 影響 を 受け てゐる この 憐れむ ベ き 肉 體を持 つて ゐ 

る。 私 はこの 庵窒 にある 頃 は、 偉大なる カントで ある こと を 望む よりも、 寧ろ 弱々 し- S 肉 體の蒸 

發氣 によって その 思想 を爐ら せた メ  H ン. ド. ビラ ン である. U と を 望んだ ものである。 この 矛盾 

渾沌た る 空氣 0 中に 生れた これらの 諸篇 を、 證者は 願く は 一 の小說 でも 讀 むお 積り で 讃んで 行つ 

て 貰 ひた いもので ある。 

額 みれば これらの 諸篇 は、 私が 三 崎に あって 書いた もの、 叉 京都 岡 崎の 假寓、 又觀 夢幻 庵の 庵 

窒、 又洛 北の 寓居に あって 書いた ものが ある。 而 して 今や この 序文 を 書いて ゐ るの は、 遠く 病 を 

養うて 味氣 ない 生活 を 送って ゐる明 石の 濱の 假寓 である。 私 は その 半生の 歷史が この 乏しい  一 0 

の 日記と なって 結晶せられ るかと 思へば、 感慨 は 殊更に 深. S ものが ある。 (大正 九 年 1； 月 > 

二 〇 一 


.  二 〇 二 

聖德 太子 憲法と 文化 主義 


奇蹟と 言 ふべき 憲法 

日本人と して 我々 が 世界に 誇示すべき もの は澤 山に ある。 しかも 政治問題、 經濟 問題、 社 < ^問 

題、 敎化 問題 等の 世界的に 喧しい 今日、 余輩 は 今更の 如く 聖德 太子の 偉大 さに 驚嘆の 股 をみ ひら 

かないで は 居られない。 今から 千 三百 年 も 以前に 太子 0 やうな 文化 批評家、 哲學 者、 宗敎 家に し 

て 又 同時に 實際 政策 家 であつ た 偉人が 我 國に生 住し 給うた と いふ こと を考 へる 時には、 余翬は ど 

うしても 歷史の 上の 一 の奇蘆だとしか^1!？ へられない。 宗敎 哲學の 上に 於け る 太子の 偉大 さは <lr こ 

こに は 述べない。 叉 太子の 實際 政策に 就いても 說述を 省略す る。 目下の 時勢に li みて、 特に 本誌 

の 冠 頭に 太子 御作と 傳 へ られる 憲法 十七 條を 傳寫 して 見た。 (本文 の 書き方 は 書物に より 多少 の 

相違が あるが、 彼此 訂正して 先づ かなりに 精確 だと 思 ふ もの を揭 げた。 訓讀の 仕方 は 現代 風に し 

て 見た。 これ は 一般に 分りが よいから である。) この 憲法 十七 條と 申す も 0 を數囘 となく 拜讀す 


るに、 余輩 は囘 一 罔、 そ Q 文 言の 立派なる に 敬服 感佩 する。 今 はこの 憲法 を 以て、 世界に 二つと 

ない 文化 政策の 根本 哲理 書と 信す るに 至った。 詳細なる 註解 を 加へ るの は 今の 目的で ない。 未だ 

詳しく 知られな. S 讀者 諸君がないで もなから うと、 今 はた だ 本文 を傳寫 する だけに 止める。 これ 

ら Q 條目 を拜讀 して 先づ 第一 に 我々 が 敬服に 堪 へな いのは、 この 全 意の 背後に 確固たる 文化 哲學 

が 樹立せられ、 全體の 問題 を 批評し 敎戒 せられる に その 哲學の 根本的 立場に よって 居られる こと 

である。 第二に は、 倫理 政治、 分配、 生產、 敎育等0諸政策をそれぞれ侗々的の生活斷片とは^^. 

られ や、 常に 統一 的 立場に 於いて 考案 せられて ゐる ことで ある。 第三に は、 太子の 御 敎戒は 全く 

その 時代の 卓越した 時代 批評の 御 首 葉で あられる のに、 しかも それが 同時に 永遠 的な、 時代 を 超 

越した、 文化 政策の 根本的 敎條 となって ゐる ことで ある。 第 四に は、 かやうな 法律 的、 倫理的 立 

言 は、 由來 抽象的、 概念的に なり、 他人に 刺戟す る 力 は 弱い ものであるが、 この 憲法 を拜讀 して 

ゐ ると、 何とも 言 はれぬ 愛情の 力 を その 背後から 感受す る ことが 31 來る ことで ある。 近い 話が 總 

理 大臣の 議會 での 演說 など 言 ふ もの を 讀んで 見る と、 その 叙述が 餘 りに 乾燥 的、 概念的で あり、 

何の 味 ひも 嚼 みしめ る こと は出來 ない。 然るに この 憲法の 文章 は 誠に 藝術 的で あり、 赘 句に 富ん 

でゐる 。痛い ところ を こつ こつと つつく やうな 感じが する。 以上 はた だ 形式から 見た 優越性で あ 

るが、 第 四に は 一 々の 內容の 優越性が 擧 げられ なければ ならない。 今次に 註釋 までと は 行かない、 

ほんの 所感 を附 加して 述べて 見よう。 

二 〇 三 


二 〇 四 

政黨者 果して 何の 顔色 

r 一  に 曰く、 和 を 以て 貴し となし、 忤 ふなき を宗 となす。」 これ は實に 「宗 となす」 と宣 はせ 

られた 御言 葉で ある。 孔子 は 仁と 言 ひ、 釋迦は 慈悲と 言 ひ、 基督 は 愛と 言った。 我が 聖德 太子 は 

十七 條の第 一 條、 人間 行 爲の準 條の宗 として 和 を 取り、 無忤を 取られる。 しかも 一 呼吸の 餘裕も 

なく これ を 政治 界の狀 勢に 對 比せられて、 「人 皆な 黨 あり、 亦 達者 少し。」 と宣 はせられ た。 余 

^は 從來 事に 當っ て こ 0 言葉 を 口す さ み 繰返した こ と は幾囘 である か を 知らない 。 從來の 註釋家 

の說 では、 この 御霄葉 は 他に 類語がない とい ふこと である。 疑 ひもな く、 それ は 太子 御自身の 發 

明に なった i: 句で ある。 「亦 達者 少し」 と 言 ふに 至って は眞に 冷汗が 流れる。 これ を 以て 所謂 政 

戴なる もの を 見る 時には、 我々 は そこに 何とも 言へ ぬ 感慨 を 催さざる を 得ぬ。 「然れ ども 上 和し 

下睦 びて 事 を 論す るに 諧 へば、 則ち 理 自ら 通す。 何事 かなら ざらん。」 この 童 句 を 以て 太子 は 萬 

丈の 熟 炎 を 吐かれた。 そこに はび くと も 動かぬ 意志が 現實 する。 余輩 は 現今の 勞働 問題の 解決に 

所謂 溫情 主義なる ものが 何等の 意義 を も 持って ゐぬ こと を 信す る。 けれども、 所謂 階級 闘爭 なる 

もの も、 亦 我々 の 常住の 生活 様態と なり 得べき 理想で はな 5。 鬪爭は 手段であって、 目的 は飽く 

まで も 和で あり 件 ふなき であり、 人 問 性の 根柢 を 一貫して ゐる liumanity である。 


滞敎を 取る 事の 辨 

第 一 條が hnmanity の 基礎 づけであった とすれば、 第 一 一條 はこれ を敎條 化して 佛敎を 一 切 政 

策の 根柢と し、 併せて 敎化 政策の 意義 を 高潮せられ たもので ある。 ここに 多くの 反對者 は、 太子 

が怫敎 をば 政治 の 耍 論と せ られ た こ と を 非難す るか も 知れな. S  。併し こ Q 點 について は 讀者は 十 

分に 思考 を 費して 貰 ひたい。 太子の 時代に は 宗敎と 言 ひ 哲學と 言へば 佛敎の 外にはなかった。 勿 

論 日本の 古神 道の 精神の 中に 偉大なる 宗敎 及び 哲學が 含まれて はゐ ようが、 系統的なる、 旣に知 

識に搆 成せられ たものと して は 佛敎の 外にはなかった。 太子が 若し 今日に 生 住せられて ゐ たなら 

ば 、 必す や この 條目は 別の 御言 葉 で 一 百 ひ 表 は された に 相違ない ものである。 この 章の 趣旨 は 結局 

すべての 政策の 根抵に 「終 歸」 となる 宗敎、 「極 宗」 となる 哲學、 「何の 世 何の 人」 も 貴ばざる 

ベから ざる r 是法」 を 持って 居れと 言 ふこと である。 換言すれば 一 切の 政策の 根據は 文化 主義で 

なければ ならぬ とい ふこと である。 第一 一條 は 一 層 知識 的に、 一 層 政策 的に 言明せられ たので あつ 

て、 その 趣旨の 歸 すると ころ は 第 一條に ある。 humanity から 文化 宗敎、 文化 哲學が 生れ、 そ 

れが 一 切 政策の 根據 となる ので ある。 而 して 政策の 根本 は敎 化で ある。 r 枉れる を 直う する」 こ 

とで ある。 「人 尤だ惡 しきもの 鮮し。 能く 敎 ふれば 之れ に從 ふ」 と 言 ふ 御言 葉に も 何とも 言へ ぬ 

人間味、 愛情が 含まれて ゐる ではない か。 

二 〇 五 


二 〇 六 

君臣と 禮 治 

第三 條は 君臣の 分 を 明瞭なら しめた。 これに 就いては 何等の 註釋も 加へ る 必要 はない。 前 一 一箇 

條は 凡そ 文化人た る 以上 必す從 はねば ならぬ 人間 則 を 示された が、 ここで は 我國の 歷史に 根據を 

置いた 特殊 的 敎條の 第一 則 を 示された。 君臣の 分 はこの 明晰な、 論理的な、 叉 哲理 的な 教化に よ 

つて 些かの 疑點 もな く据ゑ 付けられた。 第三 條は臣 と 君との 間の 關係を 定められ たが、 第 四條は 

臣僚 相互の 間の 關係を 定められた。 ここに は 禮が治 民の 大本と して 敎戒 せられて ねる。 余輩 はこ 

れを 以て ビュ ロタ ラシィ、 アリス トク ラシィ の 打破、 デ モ ク ラシィ の 高潮で あ る と 解す る。 デモ 

ク ラシィの 要は 禮 である。 「位次 不亂」 にして、 r 國家 自治」 なる、 これほど 徹底した デモ クラ 

シィが 也に あらう か。 —『ズ化』 (ils) 


富 岡鐡齋 翁に 就 い て 

鐵 is 先生に 就. S て 何 か を 書く と 首 ふ 私の 借 趑さを 先 づ恥ぢ なければ ならない。 鐵齋 先生が その 


生活に より、 又 その 作品に より 我々 に 示して くれた もの は、 私に とって は 極めて 大きい。 先生 は 

餘 りに 世界的で ある。 餘 りに 現代的で ある。 

私 は 近頃 妄りに 他人の 生活 や 作品 や 意見 や を 批評し ない ことにして ゐる。 それ はすべ て 他人の 

生活の 行き方 を 見て ゐ ると、 そこに は 誠に 尊い、 輝いた ものが 動いて ゐ るからで ある。 私 は 何度 

となく 繰返し 言った、 すべての 人に、 ただ その 人 だけに 許された 論理が 貫いて ゐ ると、 極く つま 

ら ない 聲價 しかな. S 畫 家の 描いた ものに も、 ただ その 人 だけの 許された 論理 は、 はっきりと 映し 

出されて ゐる。 すべての 虚偽、 すべての 裏切り も、 かう した 眼に よって は淨 めら れる ことが 出來 

る。 なる 程、 世間に は 私の 嫌 ひな 畫 家の 作品 ももて はやされて ゐる。 その 人 は 全くの 虚飾から、 

胡 魔 化しに その 畫を 描いて ゐる であらう。 卽 ちその 人 は 自分の やって ゐる こと を 本當に 捕ま へ き 

ら ぬで ゐる だら う。 併し 私に は その 人の 生活、 その 人の 作品が 敢て 許せぬ こと もない。 その 人 は 

その 人の やって ゐる こと を、 はっきりと 捕へ 得すと も、 その 人 を 貫いて ゐる 論理、 その 人の つつ 

かひ 捧 になって ゐる 或る 眞 直ぐの ものが、 その 人 Q 全體を 許し、 全 體の罪 惡を淨 めて ゐ るに 相違 

ない。 私的の 感情に 支配せられ 勝ちの 私に も、 折々 は その 論理の 片鱗が 見えた と 思 ふ ことがある 

そ の 時 私も亦 そ の 人に よって 祝 幅せられ てゐ るので ある。 

かやう にして 私 は、 現代の 日木畫 家の.^ に 或る 品定め をす る こと は 甚だ 苦し. S こと だ。 併し 私 

にも 一 分の 憤慨 性 は ある。 私の 愤慨性 は、 日本 畫家 を單に 日本 畫 家と いふ 水平線 上に 置いて 眺め 

二 〇 七 


二 〇 八 

させようと はしない。 私 は 謙遜な、 併し 熱心な、 或る 物理 學 者が ぢ みな 研究室の 中から 世界的の 

發見 をな しつつ ある こと を 知って ゐる。 又 私 は 神の やうな、 併し 愛情に 滿 ちた 或る 宗敎 家が、 人 

問 本務の 完成と も 言って よい 立派な 行爲を 誰れ にも 知られす に 行って ゐる こと を 知って ゐる。 私 

は 本當に 偉い、 あたまの 下がる 人を澤 山に 知って ゐる。 私の 憤慨 性 は、 直ちに 日本 畫家を この 偉 

S 人達の 水平線 上に 持って 來て 並べて 見る。 私 は それ 以上 を 言 ひたくない。 私 はこの 時に 感 する 

焦躁な 愤慨性 を どうかして 駕 御して 行きたい もの だと 思って ねる。 まだまだ 私 は それ を 全然 的に 

駕 御し 得ない。 その 問 私 はた だ 沈默を 守って ゐる だけの ことで ある。 沈默を 汚し 得る 如何なる 冒 

漬も あり 得ない。 私 は 近頃 全く 日本 畫界 とは鎵 遠くな つて ゐる。 私 は どんな 評論 を も 今 は 書かう 

とする 要求がない。 (後記 11 この 一 文 を 書いた 大正 九 年頃 は、 歐洲 大戰の 影響と して 日本に も 

未曾有の 好景氣 時代が 來り、 日本 畫家は 生活 的に 最も 墮 落した 時で ある。) 

ただ 富 岡鐵齋 先生の こと を 思 ふ 毎に、 私の 眼 は 輝いて 來る。 私 は そこに 何物に も換へ 難い 偉大 

なる 魂の 聖化を 見る。 さう だ、 先生の 作品 は 全く 聖 化されて ゐ るので ある。 

私 は 近 Ig; 不思議の 因 嫁から、 鐵齋 先生の 作品、 しかも 大作ば かり を、 かなり 澤 山に ぉぁづ かり 

して 持って ゐる。 畫も あれば 書 も あれば、 手簡 も ある。 私 は 今 それ を 私の 書齋に 飾りつ けて、 何 

とも 言へ ない 嬉しい 氣 になって ゐ るので ある。 これらの 作品の 持主であった 禪僧 も、 亦 世に 珍ら 

しい 偉 5- 人であった。 こ 0 禪 僧の 名 を 言へば、 今 も 當路の 諸大官 にかな り 知った 人が ある 位に、 


世間 的に も 或る 一 部の 人々 に はよ く 知られて ゐた。 併し 全體 の^ 間に はさつ ばり 聞え すに 數年前 

死んで 了った。 (この 人の 遺品 全體を 近. S 中に 我々 は展覽 して、 一般の 人に お見せす る計靈 をし 

てゐ る。) この 禪 僧の 精神的に 最も 近く 交 はった 人が 二人 ある。 (その他に も 無論 あるが、 それ 

は 多く はこの？ i 僧を師 として 兄と して 取扱つ てゐ たのであった。 この 二人と. S ふ は 先づ對 等の 地 

位で 交 はり 得る 人で ある。) その 一 人 は 今 ここに 嚼 をして ゐ る鐵齋 先生で あり、 他 は相國 寺の 前 

管長 獨 園さん である。 獨 園さん と鐵齋 さんと それから この 禪 僧と は、 よく 一緒に 清 談に日 を 送ら 

れ たやう である。 恐らく は鐵齋 先生と 獨 園さん と の 合作 で あ らうと 思 はれる 戯畫 もこ Q 人の 遣 品 

の 中から S た。 叉鐵齋 先生が 與に乘 られて その 邊に 散らばった 紙片に 勝手に 樂書 をせられ たもの 

も 幾つか 出た。 樂 書と 一一 一一 n つても 「至誠 感祌」 などと 同じ 文句 を 書いた のが 二つ もあった。 この 禪 

僭の 偉かった こと は、 今； J こに は 書かな. S が、 この 人が 鐵齋 先生へ 潤筆料 を 送られた のを斷 つた 

手紙の 一節に、 「誠に 和尙髙 潔の 御 道行 景 慕の 義に付 何 成 共 愚 拙 相 應し候 事 服 I？ 可 仕 候 事 亦 友誼 

之當然 也」 と あるのに も わかる。 私 はこの 遣 品 を 通じて どれ だけ 敎 へられた かわからない。 これ 

らの 遺品の 中に ある 鐵齋 先生の 作品 は、 全く 自分の 道の 上の 友に 贈られた もので あり、 先生の 全 

幅が 正直に 語られて ゐる とい ふところに 値 打が ある。 或る 軸物に は 先生が 畫を 描く に 至った 徑路 

を 詩に 書かれた ものが あり、 これ は 先生 自身で 表装せられ、 この 僧に 贈る 夢を見た ので 贈る と- S 

ふ 風に 裏書き をせられ たもの があった が、 それ は 私のお ぁづ かりして ゐる 分で はない ので 忘れて 

二 〇 九 


二 一  〇 

了った。 私 は 私のお ぁづ かりして ゐる 分の 中に 例 を 取り、 私の 敎 へられる 事柄 を 一 つ 二つ 記述し 

て 見たい。 

二 曲 屏風が ある。 因みに 言って 置く が、 これらの 屏風 は 以前 はこの 禪 僧の 庵窒の 襖であった も 

の だが、 それ を 後で 昇 風に 仕立變 へた ものである。 庵 窒の襖 は 全部 先生が 書かれた ものである。 

それ 故、 六 曲 屏風が 全體で 確か 四五點 ある。 併し 私の 最も 尊く 思 ふ もの はこの 二 曲 昇 風で ある。 

見る ところ 一 本の 樹木が 立つ てゐる だけで ある。 時候 は眞 冬。 鴉が さびしく とまったり、 飛んだ 

りして ゐる。 併し この 樹木 0 枝振りの 威勢の よい こと を 見よ。 それ は 全く 天空 を 衝き拔 いて 了 ふ 

だけの 努力 衝進を 持って ゐる ではない か。 人 はこの 枝振り を 見て ゐ ると、 宇宙の 誠實 にぶつ かつ 

て 全く 生れ 變 へさせられて 了 ふ。 ヴ アン. ゴ オダの 畫に 何處か 似て ゐ ると 思 ふ。 併し ゴォグ は 病 

的 だ。 病的 Q 中から 病的で ない ものの 姿を^ かせられる。 先生の は 直ぐに それが 宇宙の 姿 だ。 こ 

れは 世界で 幾つと 言って 數 へて よい 傑作の 一 つ だと 私は考 へる。 先生 はこれ に自赞 せられて 「三 

冬 無援 氣」 と ある。 全く この 畫に 援氣は あるまい。 私 はよ く 詩人の 友達に 言った。 我々 は 人間性 

をす つかり 沒 却して、 宇宙に なりきって 作 をし なければ ならない と。 或は 個人的 自我の 眼 を燒き 

つくして 「意識 一 殺」 の 認識の 眼で 物 を 見なければ いけない と。 ここに 人間性と か 個人的 自我と 

か  一一 H つたの が卽ち 先生の 所謂 煖氣 だ。 本氣 になれば 主 觀は加 はり やうがない。 主觀 だと か 人間味 

だと か侗性 だと か 一 W つて ゐる間 は、 まだ 切 端 詰まって ゐな いの だ。 I 遍 がすべ て だ。 普遍 は 宇宙 


の 姿 だ。 普遍に 行き 盡 した 時 始めて 言 ふ 如き 個性、 眞の 個性 は 現 はれて 來る だら う。 寸毫 の嫒氣 

を も 許さぬ 世界、 そこに 透明な、 玲瓏な 宇宙の 姿が 命 を 見せて ゐる。 

かやう にして 見られた 世界 は、 さても 何と いふ 生き甲斐の ある、 すべての も Q の 捨てられない 

感謝に 滿 ちた 世界で あるか。 先生の 或る 小品に、 羅漢の やうな 姿 をした 僧が 石塊 をた てて 禮拜し 

てゐ るの が ある。 その 石 を 見る と、 何れも 確固と した 人間の 姿 をして ゐる。 その 石の 人間 は 土 Q 

上に しっかりと 足 を 置いて ゐる。 この 石の 人間 は 僧の 禮拜 により、 呼び 起されて 地の 中から むく 

むくと 起き 上って 來 たの だ。 先生の 自贊の 句の 中に r 竪石亦 首肯 之」 と ある。 さう だ 我々 は 「石 

を 立てて これに 首肯す る」 謙 適な 心 を 要する。 自然の 如何なる 一 隅に も 流れ 盡 きせぬ 愛の 泉が 湧 

いて ゐる。 

恰か もこの？ i 僧の 遣 品の 中に 澤庵 禪師の 書かれた 額面が ある。 その 始め を 見る と 「見 花 則以花 

爲心。 見 月 則 以月爲 心」 と あ. る。 花 を 見る は 花が 花見る 心で ある。 月 を 見る は 月が 月見る 心で あ 

る。 見る もの も 見られる もの もた だ 花、 ただ 月の 外に はない。 (拙著 『象徵 の 哲學』 二三 一 頁 を參照 

して 賞 ひたい。) ああ、 この 心 はすべ て 大哲の 魂の 中 を 貫く 道 そ Q も 0 であった。 澤 庵禪師 と鐵齋 

先生との 間に、 何等の 區別 もない。 

鐵齋 先生 は、 世界に 誇って よ 5 我國が 生んだ 異常の 天才で ある。 我々 はどう かして 先生 を佛蘭 

西 あたりへ 紹介した いもの だ。 先生に 共鳴す る もの は、 或は 我國に 於け るよりも 寧ろ 佛蘭西 Q 新 


らしい 畫 家の 方に 多い かも 知れない。 私 は 先き に 二 曲 屛風を ゴォグ に 比較した。 ここに は 叉 マチ 

ス にも 對 照すべき 恐ろしい 人物 畫が ある。 これ はこの 持主の 禪 僧が 末年、 人相見に なって 諸國を 

遊歷 しょうと した 時、 獨園 禪師は 「諸 國御 役所 御中」 とい ふ 珍ら しい 紹介 狀を 書き、 鐵齋 先生 は 

それの 看板 畫を 書いた その 看板 畫 である。 これ こそ 天下の 珍品 だら う。 先生の 近頃 書かれる 畫に 

は、 何とも 言へ な. S 美し. S 若々 しい 彩 具が 施されて ゐる。 色彩 を驅 使せられ る點 でも 先生 ほど 巧 

みなもの は、 今 他に 見出されない。 先生 はお 顔 を 洗 はれた 水 さ へむ だに は 捨てな. S で 植木のと こ 

ろへ 持って行って 捨てられ ると 閜 く。 この 周到 さ 親切 さが、 つまり この美し い、 いやしく もしな 

い 色彩に なって 現 はれて 來 るの だら う。 近頃 は餘り 大作 をせられ る ことがない。 多く 昆る Q は 色 

紙の やうで あるが、 あの 小さ. S 色紙の 中に どれ だけの 時間 を 込められた であらう と 思 はれる 親切 

さが あるの は、 神々 しい。 油畫の やうに 塗り 重なった 彩 具 は、 物體 を立體 化し、 生命 化しな けれ 

ば 置かない ものが ある。 作品 そのものの 技巧 を考へ て さ へ 先生に 及ぶ もの は 凡そ 現代に ない。 容 

觀 的に 一一； ：！： ふなら ば、 (こんな 言 ひ 方 は 極く 嫌 ひだが) 他 は 敛十段 先生の 下に ある。 世評 Q ある 如 

何なる 大家 も。 しかも その 氣 品の 尊 さに 至って は 何人 か 先生の 足下に 近付き 得よう。 これ は 世界 

を 通じて 八：' ゃ獨步 といっても、 過言で はない。 見る もの は 見る 日が、 必. f 世界の 上に 來る であら 

う。 先生が) J の？ W 僧に 送った 手紙の 中に、 或る 畫家を 評した ところで、 「その 名 は 彼の 大雅堂 を 

襲 ふ而其 技倆に 及 共 心 如何 甚 難解」 とい ふ 言葉が ある。 後世の 畫家、 或は その 技倆 先生に 相等し 


きもの ありと しても- その 心に 至って は、 私も亦 先生と 共に 「甚 難解 甚 難解」 と 宵 ひたい もの で- 

あ  る 。 

數月來 病床に あり、 執筆 思 ふに 任せす、 やっと 執筆の S 來る日 は 私自身の 雜誌 『文化』 に 全力 

を 奪 はれる ため、 從來 編輯 者との 約に 背いた 罪 を 謝する。 氣 分の 面. 0 くない 時に 書いた もの だ 

から、 文章が蕪雜になっ てゐるのは幾重にもぉ；f^^びする。  —gis (大正 AO ヌ號) 


東京での 學生辯 論 時代 


東京へ は 滿六年 御無沙汰 致して 居ります。 東京での 最終の 生活 は 多少ながら も 評論家と して 立. 

つて 居りました から、 その 地 を 離れて 京都へ 參 ると 5 ふの は 非常に 殘 念な ことでした。 併し 再び 

攀生 の 生活に 這 入る 上 は、 學生 生活 三年 の 間 決して 雜誌 の 評論な どに 手 を 出す ま いとい ふの がそ 

の 時の 決心でした。 ちゃんと 一定の 勉强が 出来た 上 は、 必す 直ぐに 東京へ 出て 來 ると. S ふの が、 

その 時の 私の 決心でありまして、 片付けた 荷物 を 東京 驛へ 送り、 私 は 一人で 行李 を 傅に 乘 せて 小 
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石 川から 神 ffl を 通り 東京 驛へ 急ぐ 間、 本當 にさび しい 淚が 眼に にじんで 來 ました。 祌 田へ 這 入る 

頃に 俥 夫が 提燈の 火 をつ けた こと や、 一 つ 橋から 內 濠のと ころへ as た 時に、 宮城の 松の 色が 何と 

も 言へ. f 美しく、 私の 淚を 誘った ことな ども、 今 ははつ きりと 頭腦に 印して 居ります。 全く、 評 

論界 から 手 を 引く と いふ こ と は 言 はう や う もな く 寂しい ことなの でした。 その 寂し さ は 私を驅 つ 

て、 京都の 畢生 生活の 間、 一 ニ年經 過した 後で、 又もや その 種の ベ ンを 取らせる ことにな つて 了 

ひました。 

私 は 新 潟の 學校を 卒業して から 東京の 高等 師範へ 入學 致し、 博物 學を 專攻 致して 居った Q であ 

ります。 新 潟の 學 校の 最終の 年に 私 は 始めて 評論家と しての 筆 を 取りました。 それ は縣 下に 或る 

宗敎遝 動が 起った 時の ことでありまして、 私 は縣の 新聞で 猛烈に その 運動と 戰 ひました。 それ は 

かなりに 與味 ある 論戰 であった のです が 今 は餘談 になり ますから 記述 を. 略します。 擧校を 卒業し 

て 上京し、 S ちに 高等 師範へ 入舉 致しました 時 は、 專攻を 博物 學と 致しました ため、 (この 理由 

も 八，' は 記述 を 略します。) 母校の 先生方から は、 今後 は 一 切べ ン など 取ら. f- に 熱心に 實驗 ゃ讀書 

や を やれと いふ 忠吿を 何度と なく 受けました。 私 は 夜 も 他人より は晚 くまで 起きて ゐて、 勉强ゃ 

赏 験の 方 も 一 所 懸命に やり ましたが、 併し 本来の 思索 癖 はとても それだけ では 根絶やしが 3,1 來ま 

せんで、 豫 科の 時から 叉ぞ ろ文學 や^ 學の 本音の 方の 本 を 請み 出し、 辯 論 部の 練習 會 では 盛んに 

論陣 を 張りました。 そのお 一 陰で 本科に なった 時 は 辯 論 部の 委員に なり、 そ 0 部の 室へ 這 入り まし 


た。 御 承知 かも 知れません が、 學校 では 校友 會の 部に よって 寄宿 舍の窒 を 分けてなる Q です が、 

辯 論 部 は 十 人 0 委員で 一 窒 だけ を 組！^ して ゐる のです。 ところが この 辯 論 部の 十 人の 速 中の やん 

ちゃな ことと いったら、 全く 棒に も 箸に も かからぬ 手 合で、 學 校での 問題と. S ふ 問題 は みんな こ 

こで 音頭 取りになる 始末です。 勉 强と實 行と 雨 方の 平行 を 主張して ゐ るので ありまして、 その 當 

時 Q かまぼこ 式勉强 一 點 張りの 校風に 反旗 を ひるが へして 居る のでした。 私達が 殊更に 高潮して 

ゐ たの は、 敎育 家は須 らく 政治、 經濟の 知識 を 持ち、 現在の 時 潮 を 批判し なければ S かぬ と 言 ふ 

ことでありまして、 私が 最上級で 辯 論 部 主事 を やって 居ります 時な ど は、 窒員擧 つて その 種の 勉 

强を 致しました ものです。 いや その 勉强 振りの 恐ろしい ことと 言ったら、 消燈 後になる と、 廊下 

へ テ H ブ ルを 持ち 3^ して それから 專門學 科の 方の デ イナ ミックス 0 計算問題 を いぢく る もの や、 

漢文の 豫習を やる もの や、 又 これ も窒の 一 の空氣 であり ましたが、 獨逸 語の 勉强が 猛烈でした。 

霸 氣の强 いこと と 言ったら、 全くお 話に ならぬ 位で、 そのために はいろ 5- ろの 珍談が ありました- 

寄宿 舍の 襲擊 など は. S つも 發起 人で、 或 時 何 かの 祝 ひの あった 後で、 大擧 して 體育 科の 住んで を 

る^の 寮へ 遠征に 出かけました。 うんと みんな を とっちめる 積り で 31 かけた ところ、 敵 もさる も 

0. いつ Q 間に か 樣子を 聞き 知り、 柔道の 旨い 専門の 奴等が 廊下で 待ち 構へ て をる。 その他 c:- 奴 

等 は 水道栓から ゴ ム管を 引いて 待ち 構へ て をる。 又 その外のお， 等 は 窒に備 へ つけて ある バ ケッに 

悉く 水 を 汲み込んで 待ち 構へ てゐ るので す。 我々 が 威勢よ く 入口から 繰り込む と、 先づ 柔道の 扠 
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等に 投げつ けられて 了 ふ。 その上から バケツ Q 水 を ザ ブザブ と あびせ かける とい ふ 始末です。 ,v 

れ でも 無理やりに 繰り込んで、 あちこち を ふみにじって 歸 つて 來 ますと、 みんな 衣服 はすぶ ぬれ 

です。 それ を スト I プの 側に つるして、 床に 寢 込みました が、 殘 念で 眠れません。 すると 今度 は 

體育 科の 方から 隊伍 を 組んで 乘り 込んで 来て、 廊下 を 軍歌 を 歌って 通って 行く のです。 持って ゐ 

る 棒 や 竹刀で 彼方此方の 戶ゃ窓 をガク ンピ シリと 打って 行く うちに、 フッと 私 等の 寢窒の 硝子 窓 

が 竹刀に あたって 一枚 破れ、 破片が 窒內に 飛び込みました。 それ を 見る ともう 堪忍袋が 破れて 了 

つて、 ー齊に 跳ね起き、 逃げて 行く 隊伍 を 追跡し、 たうとう 一人 を 生け捕りに しました。 體育科 

の 紋長か 何 かが 示談に 來て やつ と 放免して やる と、 さあ みんなの 威勢の. S いこと 恐ろしい もので 

それ 祝 ひ 酒と いふので、 薬 子な どを賣 る場處 からする めな ど 買って 來て、 メ  H トル を 上げた もの 

です。 

そんな 様子でした から、 窒 から 出た 卒業生の 半數は 敎育界 以外の 方面へ て 了 ひました。 先づ 

我 々と 同期の もので は、 新 里 文 八郞、 富 田 義介雨 君が 大學の 英文科 を 出て 文 學士、 新 里 君 は 東京 

の大學 院在擧 中、 富 田 君 は 岡 山 高等 學校 敎授 です。 その 次の 級で は 務臺理 作 君と 有 賀敦義 君が 大 

舉の哲 學科を て 京都の 大學 院在學 中、 その 次の 私 等の 級で は、 私が 現在の やうな 狀態、 合 棒 Q 

安島 毅君は 政治 科 を て 山 下 汽船に 居る。 ^の 次の 級で は 深 田 榮次郞 君が 法律 科 を^て 外務い おに 

a 入り、 目下 北京 在勤と いふ 次第です。 これ は 私と 同時代の 四 級の 人達です が、 その 前後と もす 


ベて こんな 狀 態で、 一 窒十 人が それぞれ 特色 を發 揮して ゐ ます。 それ も 皆 やっと 實社會 へ 入學し 

た 計りです から、 &れ からの 活動が 叉 辯 論 部 式 を發 揮し ませう。 

前 申した やうに 私 は 博物 舉專攻 でした が、 他の 學 校へ 他流 仕 合に 參る節 はいつ も社會 問題 や 政 

治問题 の哲學 化と いふ やうな 題目 を 選びました。 つまり 現在の 評論の 熊 度と 同一 です。 演題な ど 

すっかり 忘れ ましたが、 明治 大學で やった の は 確か、 「愚 衆の 勝利」 と 5 ふ 題でした。 私が 外交 

史 の 上の 事實を いろいろと 並べ 出して ゐ ると、 ちょつ と 息 を 入れる 時に 「そ こ が 試験 に 出た のか」 

とや じられ て、 まごつい たこと など を 記憶して 居ります。 早稻田 大學で 確か、 政治 哲學 に關 係し 

た 演說を やった 時です。 前に ゐた會 社員 風の 人が 何 か 鋭い 批評 を やりました。 けれども 私 は 直ぐ 

に その 批評に 對 して 逆襲の 意見 を 述べた ところ、 野次 は閉 息し ました。 あとで 晚餐會 の 時、 面會 

尺が あるので、 35 て 廊下で 會 つて 見る と、 先程の 會 社員 風の 人で、 お 互 ひに 感激して 思想 問題 Q 

活動 を 約し ました。 今 そ Q 人の 名前 を 忘れ ましたが、 機會 あらば、 會 つて 話して 見た S ものです- 

大日 本 雄辯會 主催の 大演說 會が新 富 座で 開かれた 時 も 3,1 席し ましたが、 これ は 夜も晚 くの 方で あ 

つたのに、 私が 盛んに 統計 引用の 女子 勞働 問題 を 論じた もの だから、 聽 衆が 倦んで 了って、 大. S 

に 野次られました。 併し 今 は あんな 元氣 のよ かった 時代の やうな 演說を やりません。 機會が あつ 

たら、 あの 神 田の 野次と 戰 つて 見た いと 思って 居ります が、 京都で 壎 つて ゐる次 第です。 

1 SS  (大正 九 年 十一月 號) 


尖 映 句 


部屋に 散らばる 新聞が 明るく 外に は 風 

移つ て來て 今日 見つけた 土 * の 下の 藤の 薹 

張り 替 への 襖へ 移り この 家の 薮蚊 ささす 

汽車の 間に合 はう とたん ぼを甌 ける 人へ 春 日が 

もうこの 海岸 町に も 住み 飽 いた 頃 はしみ じみと さす 蚊の 痛 さ 

ぼって りと 蚊に はれた 手 をす かせば 連翹が 闇の 庭に 

^ 一  日 この 日曜 を 舞うて ゐた 城の 公園 —『文化』 (二卷 ー號) 

〇  . 

柳 盛んに 芽吹き 大師 堂の 中に 住んで ゐる 家族 ("下 明 石に て 春 > 

見上げる 一 木ぞ つくりと 若芽 

この 能の 鋪 詰のに ほひに むせ か へ る 


鐘 詰 を あける 晚餐に 蚊が 一 西ゐし 

葬儀 出た あと 娘ら の ひかる 島 田 

發動 船の 音 を 風が 持つ て來る まだ 初夜 だ 

大きな 蟥ら這 ひ ゐる磯 逢に 來り S 下き にて き 

くらげ とろけし 跡の しめり ぞも 風に 飛ぶ 砂 

こ の 岩のう ねりに 抱かれ もの を 思 はす 

何、 いなく 汽船で 語った 人ら そこ へ も 行く  —  化』 三き 一き 


紫 野より 

ウィリアム 。 モ. I リスに 

厲實に 切り込み、 倦ます 眞實 に 切り込む 强. S 人に だ け 、 

必ら， f 同じ 結論が ひき 3,1 されて 來る と 私 は 信す る 。 

それ を何處 からお 發さ せ ようと、 

二 一  九 
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叉 それ を何處 へ うろつき ま はさう と、 

常 に さ うだと 私は斷  一一 m する の だ。 

その 一 つの 例 を、 モ ー リスよ、 私 は 君の 仕事の 上に 見る。 

ウィリアム . 乇 1 リス、 

君 は 藝術家 だ、 そして 社會 主義者 だ。 

君 は贵族 主義者 だ、 そして 民衆 主義者 だ。 

素 的 だ、 明かに その アンク ゴ 1 ーズム が、 

君に よって 文句な く摑 みほぐ された ではない か。 

乇 ー リス、 君で なければ 出来ない。 いま 新ら しい 人 はすべ て その あと を 追うて ゐる 

バ アト ランド. ラッセルが、 アナ アキ スト が、 

义 かの コ オル、 ペン ティ ー の ギルド . ソ シ了 リ ストが。 

我々 は 貧乏で ある。 

しかし 贫乏 以上の 罪惡が この 社會 にある の を 人よ 知って ゐ るか。 

奴隸 こそ は 貧乏の 母に して また 父 だと. S ふこと を 人よ 知って ゐ るか。 


私 は 自分の 仕事に 沒 頭したい、 

仕事 をつ きか へす まで 掘って 行きたい、 

そこに 見える 曇りな き 大空、 

澄んだ みどりが さしの ぞいて ゐ る。 今し かし 人 は その 自由 を 持たない。 この 犟 調なる 

事務と、 こ Q 工場の 駿 昔と、 

そして この 危險 なる 魔 醉藥、 フ >• l 一一 チ ユアの モノ ボ ー ル、 

それ をに くます に は ゐられ ない。 

その ゆ ゑに 我々 はすす む、 

1 つの まとに つき 進む、 

ここ をめ がけて つき 進む、 

ウィリアム . 乇 1 リスよ、 

感謝す る、 君 はよ S 手本 を 我々 に 見せて くれたの だ。 

小景 一 

長椅子の 上に 地圖を 開いて、 


中 つ とま はり Q 山々 を 眺め わたす 

それぞれの 名前の 美し さよ、 

一 つ 一 つに 見つめ 人る。 

お前た ち は 私の 條痕板 だ、 

研ぎ W してぐ つと 引っぱる、 

その 1 線 を 見つめよう、 

一 つ 一 つに 見つめよう。 

小景 二 

野の 中の 一 つ 家に 住んで ゐ ると、 

大空 はた だ 自分 だけ を 守って ゐる やう だ。 

白い 雲 は 干 切れ を 飛ばし、 

はばつ ぴろ い 風 は 田んぼ を かすめて とほる。 

彼方の 山が 思 ひ 出した やうに 輝き 3- いし、 

眼の 前の 田んぼが 陰惨な 光景に かげって 來 ると、 

窓から 這 人って 窓に 通り抜ける むしあつ S 風が、 


書棚の 上に かざつ て ある、 形 達の 頰に 霧の やうの うれ ひ をた だよ はす。  ！ 

小 景 三 

ぶ 

空が 晴れ、  . 

雲が 流れて、  _! 

大 さは 見上げる 限り 靑く 輝く とき、  _ 

比 叙よ お前 は はじめて 本 當のカ を 見せて ゐる。  し 

がっしりと 踏み こたへ、 

一 

悠々 と 胸 をのべ、  一 

お前 は 見る 限りの 山々 に 雄飛す る  一 

比.^ よ、  一 

私 は 今 はじめて お前 Q えら 5 姿 を 見た。  一 

小景 四 

橫高、 水 井よ、  一 

お前の 冷酷 も 今日は 淺 薄に 見える  一 
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そして 自分に 近くな つかし 5、 

お前 Q 酷薄な 體纏 にも、 

この 深い 雨の 上りが なやまし いか。 

その 靑黑 いかげ りと、 

签 よこ 走る 止まった 雲と、 

お前 は 憂愁に おそ はれて ゐる。 

大文字の 空に は 短 か. S 虹の 切れっ端が かかった 今 だ。 

ご あいさつ 

明けましてぉ目3^度ぅござぃます。 皆々 樣に はお 變りも ございま せんか。 年頭 Q 目出度い 時と 

は 申せ、 酷し. S 寒さの 時節で ございま すから、 御 自愛 遊ばされる やうお 願 ひ 申し上げます。 何時 

も 多忙に 取 紛れて、 詳しい 御見舞 ひや 又 私の 近況の 報道 も 出来ません 次第、 惡 しからす お許し を 

願 ひます。 私 方も^ 條 なく 暮らして 居ります。 父母な き 後 はおの づ から 家が 三つに 分れ、 弟の 私 

達 は それぞれに 分家 致し ましたが、 長兄 は鄕 里に 農林に 從 事し、 次兄 は 京都の 等 持院の 近傍に 住 

み、 私 はこ こ 京都 紫 野 Q 眞直 中に 住んで、 それぞれ 幸 幅なる 新年 を迎 へました。 

私の 宅で は 私と 妻の 千代 子と、 それから ニ歲ー 歳の 寬、 隆の 二人 Q 子供と、 女中 は餘 所へ 手傳 


ひに やった ので その代りに 手傳 ひに 来て 貰って ゐる 妻の 妹と 五 人で 新年 を迎 へました 次第です。 

一 年 一 年と 年が 經 過す るに 伴れ て、 みんな いろいろに 境遇の 變 化が ある やうです。 私が 鄕 里に ゐ 

てお 守り をして やった 姪な ど、 未だ ほんの 小 學校を 出た 許り Q やうに 思って ゐ たのが 今年お 嫁入 

りしょう などと 言って ゐ るので すから 早い ものです。 本當に 不思議の やうです。 大學を 35 まし. ご 

の もつ い 昨日の やうに 思って 居り、 友人な ど， を も その やうに 見て 居ります が、 どうして そ.； -ぞれ 

に 偉い 學者 となって 行きます。 

私 も 今年の 一 月 十五 日で 滿 三十 歳に なりました。 愈./ 今年から は 三十 代の 人へ 加入した 譯 です 0 

1 一十代で は 未だ 少年の 部類 かも 知れません が、 三十 代と なると 愈 5 靑 年の 看板 は 外されません。 

靑年 として 恥づ かしから ぬ 行 爲を爲 したい 決心 を 持って 居ります。 三十 歳と 言へば 或る人 は 「私 

を大變 若い」 とお 考へ になり ませう。 併し 叉 或る人 は r 大變年 を 食って ゐる」 とお 考へ になり ま 

せう。 私も實 のと ころ その どっちの 考へを も 持って ゐ るので す。 併し 今 仕事 を やって 行きます 上 

に彭 いて はそんな こと は 何でもありません。 やる だけの こと を 1 日 一 日と やって 參り ませう 0 事 

事に 就き 御 親切な 御 指導 をお 願 ひ 申します。 先づは 年始の 言葉まで にお 祝 ひ 申し上げます。 皆様 

御 健康で 今年 も 御 活動の a-l 來 ます やう 祈り 上げます。 

新ら しい 生活 樣 式の 第 一 歩 

二  二 五 


ニニ 六 

この 逋信を 書きました 理由 を 申し上げます。 

毎年 毎年、 年 貿狀を 書いて 友人に ぉ途 りする の は大變 結構な こ とだと 存じます。 私な ど はこの 

年始の 葉書 だけで 交際が やっと つづいて 行く 友人 も 少なく は ございません。 その 友人 は 全く それ 

だけの 値 打し かな. S 友人 かと 申します と 決して さう ではな. S の です。 その 友人 も 昔 は 嘗て 非常の 

親密 さで 交際して ゐた ことがある のです。 殊に 學 校で 三 四 年間 も 一 緖に學 んでゐ た 人な どに して 

見ます と、 その 間の 交際の 親密であった こと は 言 はう やう もない ものです。 それが 一 旦學 校の 校 

門 を 3^ て 了 ひます とすつ かり 疎遠の 關係 になって 了 ひます。 

と 中して、 それで は 友情が. この 人達との 間にす つかり なくなった のかと 申します と 決して さう 

ではない のです。 たまに 途中で 逢ったり、 又は 旅行 中に 訪問で もしょう ものなら、 この 上 もな く 

偸 快な 會 話が 取り 交されます。 併し 叉た まに はそんな にして 逢って 話しましても、 さつば り 話に 

資 がいらぬ とい ふ 場合 もあります。 それ は 何故かと 申します と、 お 互 ひの 間に 知り合って ゐた生 

活の狀 態が 一 一人と もす つかり 違って 了った からです。 

どんな 子供が 生れた か、 どんな 會 社に ゐ るか、 どんな 地位に あるか、 すっかり 0 見當 がっかな 

いために 話が 面. n く なくなって 來 ると 言 ふ 場合 は 少なくありません。 年始 狀と いふ もの は、 偶/ y 

そんな 場合の 感情 融和 を やってくれ ます。 「はは あ 彼の 君が 何會 社へ 這 入った な。」 「この 君 はも 

う 學校を 卒業した のか」 とい ふやうな 新ら しい 知識が 與 へ ちれます。 


併し 私 は 近頃 それでも 少し 不滿 になって 參 りました。 昨年 は 少し 様式 を變 へた 年始 狀を發 しま 

したが、 今年 は 又もつ と變 つた 様式の ものにする こと を考 へました。 私達 は 今後 益 > 、多忙な 生活 

を 送らねば なりません。 その 多忙な 生活の 間に は澤 山の手 紙 を 書きます。 手紙 を 書く 時間 も、 考 

へ て 見る と 中々 馬鹿にな つた も { ^ではありません。 併し その 手紙の 性質 を考へ て 見る と 少し 寂し 

ぃ氣が 致します。 何故かと 申します と、 それらの 手紙の 大半 は 事務 用と でも 申します やうな、 ほ 

んの その 時 その 時の 用事 本位な ものである からです。 情の 細かい、 誠に 懐かしい 近？ 仏の 報道な ど 

を やって くれる 友人 もあります が、 それに 同じ やうな 返事 を 書かう と 思って ゐ ると、 時日が 遷延 

したりして 了って、 ついつ. S 返事 も 書け ないやうな ことになります。 お 互 ひの 間の 直接の 訪問な 

ども その 通りです。 次第 次第に 知人の 間が 阻隔 せられて 行きます。 

かやう にして 我々 の 生活が 一 步は 一 步と 機械化せられ、 事務 化せられ、 お 互 ひの 間の 接 IT か 又 

同様に 機械的に 事務的に なるとい ふ は、 何たる 悲しい ことで せう か。 

私 は 昨年 來社會 改造の ための 運動に 參畫 し、 種々 の獻 策な り 忠告な り を 致して 參 りました が、 

今 はもつ ともつ と 事實に 接近して、 一 々細か. S 運動 を 起し、 叉實際 これ を 自分の 生活の 上に 實行 

して 見たい と 存じて 居ります。 然 らば その 實際 運動 は 何かと 申します に、 お 互 ひが 今よりも もつ 

と 共働 的になる やう 小 部分より 運動 を 起して 連結 を 作って 行く ことです。 このお 互 ひの 連結が 一 
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つの 强 S 理想 を 目が けて 出来て 居り ますれば、 或 人 は それ を模 做す るで あらう。 叉 或 人 は それに 

加盟す るで あらう。 この 現實 世界から 離脫 せす、 現實の 中に 於いて 步々 進んで 行く 改造 を爲 すに 

はこの \i ^段が 第一 です。 敢て 鬪爭を 要しません。 況ん ゃ社會 革命 を やです。 

我々 はもつ と 自分の 生活 を藝術 化し ませう。 美しい 藝 術の 花に 遊んで 日常の 生活が 嬉しく 又 深 

く 進んで 行ける やうに 致し ませう。 そしてお 互 ひの 間の 接 觸は單 に 機械的で ない ものに 致し ませ 

う。 私 はこん な 計畫を 建てて 見ました。 それ は 次の やうの ものです。 私 は先づ 私の 家挨の 通信 機 

關 として この 小冊子 風の 印刷物 を 出し、 無代で 私の 友人に 配付 致し、 それで 私の 近 を 割合に 詳 

しく 知って 賞 ひます。 この 印刷物の 原稿 を 少し 許り 書けば、 それで 同種の 手紙 を 二三 十本 書く 時 

間が 省け ます。 それで 時間に 於いて 餘 程の 得 を 致します。 お負けに その 通信 は 手紙より は 詳しい 

から 面白く 讀 まれます。 

次に 私 はかう した 事務的で ない 藝術的 或は 精神的 或は 人間的の 結びつき をしょう と 思って いら 

つし やる、 何の 家族な りと、 この 印刷物へ お 加入 を歡迎 致します。 加入 せられた 家族 は 叉 その 家 

挨. 5： の 出 來事を 幾つで もこの 印刷物へ 書く のです。 「家の ジョンが 捕られた」 とか、 「冬に なつ 

たので 鶴が 卵 を 生まぬ」 とか、 「米 を 參拾五 圓で寶 つた」 とか 何でも その 人 Q 生活の 明瞭に 浮き 

3^ て來る こと を 書く のです。 そんな 家族 は 叉 歌 だと か 詩 だと か を も 時々 は 書. S ての せる のです。 


議論 も 結構です。 子供の 自由 畫を 載せる の も 大いに 結構です。 かう して 樂 しい 圑欒 が屮： 来ました 

ら 何とい ふい. S 社會 でせ う。 社會を 改造す ると 抽象的に 議論す るより は、 かう して 我々 0 失 はれ 

た 人間性 を 人間の 結び付きの 中に 恢復す る は どんなに 必要 か 知れません。 この 印刷物 は 兎に角 年 

始 P 一一 in 葉に 書きました。 もし さう した 同感の 家庭が ござ. S ましたら 御 遠慮なくお 巾 人 一 み 下さい。 

一 緒に 歩いて 參り ませう。 平凡 人の 生活 を績 けて 參り ませう。 

昨年の 同顴 

昨年 一 年 を 通じてす つと 藥 餌に 親しんで 參 りました。 大阪醫 科の 堀 見 教授の 厄介に なりまして、 

唯今で はやつ と 身體の 改造が 出來 上り さう です。 體 重も增 して 來 ました。 

一 月から 『文化』 とい ふ 文化 研究の 雜誌を 起しました。 同時に 日本 文化 學院 とい ふ 文化 研究 機 

關を 設立す る ことに 致し 趣意書 を發し 基金 を 募集して 廻り ましたが、 財界の 反動 期に 際し、 その 

方 は 中々 3:: く參 りませんでした。 

1 月 二十 二日、 大 吹雪の 日に 明 石へ 轉居 致しました。 同地 碓井 氏の 好意で 氏の 持 家なる 當津ニ 

番町 三百 番地 へ 居住 致しました。 その後、 誠に 悠々 たる 生活 を 致して 居りました。 美しい 海岸 は 

未だに 忘れる ことの 出来ない 記憶です。 

三月 以後 健康の 恢復に つれ、 東京の 諸雜 誌に 論 稿 を 寄せました。 『雄 辯』 『解放』 『中央 公論』 
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『日本 及 日本人』 『大 觀』 等の 諸 誌に、 總計 二十 篇 計り 書きました。 

五月 五日、 明 石の 家 を S んで 京都へ 歸り、 前の 上御靈 前の 家に 住みました。 三十日に 現在の 新 

町 頭の 家へ 移りました。 野中の 一軒家です。 不便な 代りに は 四季 折々 の 美しい 景色が 見られます 0 

七月 二十日、 聚英閣 から 『靈 魂の 彼岸』 とい ふ 一書 を 刊行 致しました。 七月 二十 二日、 名 古尾 

へ 講演に 行き、 翌日 歸 りました。 

九月 十八 日、 長 野縣へ 講演に 參り 上田 近傍の 諸處、 東京、 名古屋 等で 講演 を 致し、 二十 八日に 

歸宅 致しました。 少し 痰勞 しました。 

十月 十七 口、 次男 生る。 隆と 命名し ました。 十月 三十 一 日、 『中外 日報』 へ 入社 致しました。 

時評 を 書いて ゐ ます。 

雜誌 「文化」 に 就いて 

『文化』 は 一月 號 から 第五 號 まで 刊行 致しました。 その 節發行 所で ある 佐 藤 版 部が 株式 會社 

に變更 せられる こと あり、 事務 引き 繼 ぎの ため 發行を 一 時 中止 致しました。 爾後 發行を 督促 致し 

ますが 紙型にまで 取って ある 第六號 以後が 刊行せられ ません。 それでもう 我慢が 出来 なくなり ま 

したから、 今度から 京都で 發行 致す ことにしました。 目下 その 引き 繼 ぎの 交涉 中です。 引き 繼ぎ 

の 出来次第、 京都の 內外 出版 株式 會 社から 發行 致します。 どうぞ 御 愛 讀を願 ひます。 何度と なく 


事情 をお 問合せ 下さつ た 讀者 の 方に 深謝 致します。 叉 私の 方から はさつ ばり 雜誌 を 0 ら な く な つ 

たのに、 相 變らや 交換 雜誌 をお 送り 下さった 諸 雑誌に 厚く ぉ禮を 申し上げ、 且つ 雜 誌のお 送り出 

來 なかった お詫び を 中し ます。 寄贈の 書物の 批評 も 何れ 必す 書き ませう。 寶れ 行き は 一 一千 三百 程 

あつたの は 意外に 感じた ことです。 最後の 號 などす つかり 時期が 後れて 出た のに (五月 號を 七月 

に 出して) それでも 二 千 程 出ました。 四千まで は 出したい と 思 ひます から 御 援助 を 願 ひます。 先 

輩 各位から 熟 心なる 推贊の 手紙が 參 つて 居ります が、 私信の 公開 を 私 は 嫌 ひます ので ここに 書き 

ません。 左の 諸 誌が 交換 せられて 居ります。 

中央 公論、 日本 及 日本人、 雄 辯、 解放、 我等、 大観、 實 生活、 社會 主義 研究、 東方 時論、 大日 

本、 啓 明、 社會 問題 硏究、 文化 運動、 その他。 多分、 一 月の 末 か 二月に は、 發 行せられ ようと 存 

じます 0 

消 息 

昨年 秋、 週刊 評論 新聞 Q 發行を 企て ましたが、 財界 不況の ため 延期 致しました。 大阪府 下から 

『文 粹』 とい ふ 投書 雜誌を 出す のに、 發 行者 を 私と して 發 表して ありました。 見る とそ C- 同人の 

一 人に 土 田と いふ 人が あって その 人が 杏村と， S ふ 雅號を まぎら はしく つけて ゐ るので した。 同姓 

同號 でも^ 人です。 酷い 雜誌 もあった も Q です。 京都で 日本 文化 學會を 組織し 雜誌 『文化』 を發 

二三 一 


行す ると 新聞に 出して ありまし たが、 これ は 私ではありません。 その 會名 も雜誌 名 も^のに 變更 

して 貰 ひました。， I まお (大&. 十 年) 


再刊の 序言 


半年 餘り 休刊して ねた 『文化』 を、 今 叉 再刊す る。 雜 誌の 趣 33 に は 始めの 時と 何の 相違 もない。 

社 會問题 は 愈 益 V 紛糾して 来る。 その 問題に 關 しての 著書 や 論文 は數 限り もな く 刊行され る。 

それら 外来の 諸 思想 を 出来るだけ 公平に 研究す るた めに は、 我々 は 出来るだけ 冷靜の 態度 を 以て、 

1 亙り それら 諸 主張に 傾聽 して 見る が、 何よりも 必要の ことの やうで ある。 余 は 現在 この種 Q 研 

究に沒 頭して ゐる ものであるから、 毎月 多少な りと も その 考察 整理の 結果 を社會 へ報吿 する Q は、 

全然 社會に 益の ない ことで もなから うと 考へ るので ある。 今 5,1 た 書物 を 今 直ぐ 亂譯 して、 氣の早 

い 讀者 Q 御機嫌 を 奉伺す る 藝當は とても 余に 出来さ うにない 代りに は、 現在の 時代思潮に 引き絞 

ベて、 甚だ 利き目の 薄い 安藥 を、 さも 髙價藥 らしく 吹聽 する、 賣藥 業者の 營業を 敢て眞 似ない 積 


りで ある。 若し 夫れ 余輩 を 目して、 外來 思想、 危險 思想の 直輸入 者で あると 爲し、 國 家の 蠹賊で 

あると 罵る ものが あるならば、 蟹 は 小川の 石の 下に 隱れ、 耷魚は 岩床の 洞の 中に 潛む 如く、 余 は 

國 家の 法律の 許す 範圍內 に 於いて 唯 だ默々 とその 研究 窒裡に 退く であらう。 (二月 洛北紫 野、 日本 

文化 學院に 於いて) —m 化』 (ii) 


自 畫 像 

〇 

おお お婆さんよ 子供よ 洋服よ 

この 電車 を どこまで 乘 らうと する か  . 

薄 ぐら. S 夕方に、 この 箱の 中 はすこし 濕 つぼく 

時々 電線に 火花が 散る 

人 はかう した 空氣の 中で 
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ただ あわただしく、 そして 不思議に もお 互 ひの 近づ きを 感じ 合 ふ 

おお あたふたと 落ちつかぬ 心の中に 

すべて Q 人が 搖 られつつ まじま じと 人の 顏を 見る 

人間 0 いのち はすべ て を 押しつ つんで 一つに 流れて ゐ るの を 

すべ てが 痛切に 感 する 時 だ 

さびしい 生命 を、 うすい 着物に つつんで 

どこ を步 いて 来た 女 か  - 

S つか この 野中 を、 過ぎた やうに 私 は 記憶す るが 

ああ 今、 秋の 日の 下で 晝の 蟲ぞ 泣く 

私の いのち はさて いっから 始まった か 

うすら 白い 記憶の 影から、 蟲の聲 が つづく 

ただ 流れ出で よ、 ただ 流れ出で よ 

联は 一所懸命に それ を 汲み出さう 

忙しくて たまらぬ 程 どんどん とそれ を 欲み 出さう 


あとからあとから、 新ら しい 水 は 一 ばいに 溢れ出で よ 

この 神秘よ、 あまりに 明るい  ... 

人よ 何 を 避ける か、 また どこへ ひそみ 逃る るか  一 

ただ あまりに 明るく、 しっかり として ゐる  一 

すべて は 照らし、 すべて は ® する 

一 

おお なつかしき 君、 ともに この 手 を 取れ  i 

暗愚と 迷信と は 近代 人の 敵 だ 

くらい 野の 中に、 この 電燈 がー つと もって ゐる 

どこから 來た光 かそれ は 知らない  一 

私 はた だ その 光 を 信. f- る  _ 

不思議な 世界が ここに 開けた  .ー 

いろいろの ものが その 光の 下で つくられて 行く  Q だ 11 ^ii^  一 

〇  . 

我れ 今 何 を 書かう、 書く こと は 歩く こと だ  一 
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私 はこ こに 議論 をし ない 

概念の 堆肥よ、 地中 深く 埋め 去れ 

新ら しき 奇 積が 生れる 

この 澄み切った 秋の 空 

その 中に ひろがる 私の 感激 

ただこれ を 私の 紙の 上に しみと ほらせよ 

流れざる 泉に 何 を 味 はう か 

沈默の 暗室に 何の 芽 を 吹く か 

歩みつつ 私 は 私の いのち を 意識す る 

大膽 であれ、 男性的で あれ 

みなぎり 出づる わが 感激 

その 何れの はしばし を も 蠶蝨に 任せるな 

私心 を 去って 自己 を 冷酷に 解剖せ よ 

直接に かへ り來る もの は 自己 Q 聰明 を蔽ふ  ， 


反動に よって 制せら るる もの は 生命 を 機械化せ しめる 

怠惰 は 虚榮を 呼び、 燥 急 は 新ら しさ を缺く 

ただ あるがままの 生長に 息 づき、 欲する がま まの 聲にカ を 込めて 

今や これ を大 {仝 に 投げ 與 へよう 

秋の 日の 朝、 西の方から はミケ ラン ジュ 口 Q 大きな 畫 集が 来た 

私 はすつ かり それに 参らされた 

同じ 日 Q 夕方に、 東の 方から 戒壇 院 四天王の 寫眞 が來た 

私 は 何の 音 も 出ない やうに 打ち ひし がれた 

安ん ぜょ、 我が 日本！ 我が 東洋！ 

この ミケ ラン ジ H  口の 中に すら、 この 日本の 廣目 天が 見られる か 

その 沈着、 その 公平 

愛に なづ まない 隱忍、 聰明に わざ は ひされない 決心 

これ は 全然 日本の もの だ、 我等の 祖先が 生きた S のち だ 

私 は 今一 緒に 來た デュ ゥラァ を、 また レ ン ブラ ントを 開いた 

ああもう そこに 何が 問題に ならう ぞ 

二三 七 
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ただ 呀 ふべき 現代人の 英雄主義よ、 それ は 小なる 祌經 質の 扮 装した 玩具 だ 

ああ 現代の 日本. S まま さに、 我等の 風 先が その 魂 を 打ち込んだ 

廣目天 ©{ さ 刺 を 受けよ —『文化』 (ii) 

〇 

汽車に 搖られ て 山峽を 走って ゐるぁ ひだ 

また 演壇に 立って 何事 か を 論じて ゐるぁ ひだ 

ちらちらと 自分の あたまに その 姿の 浮び 出して 來 るの は 

この 野の 中の 一つの 藤 椅子よ 君であった 

靑ぃ 晴れた 大空の もとで 

しっくりと 深い 藤 椅子に 埋れ ながら 

蜘蛛が 絲を つむぎ 出す やうに 思索 の 筋 を 追う てゐる 自分 

熟に うなされた 病人の やうに なって へ 込んで るる 自分 

自分の しづかな 生長 はすべ てこ の錢 椅子の 中から はじまる 

藤 椅子よ 自分 はまた 君のと ころへ かへ つて 來た 

旅 また 旅 を こえて 


新ら しい 印象の 自然 を 眺めて 來 たが 

やはり 本當に 美しい 自然と い へ ば 

この 窓から 見える 山と 野との 外に はない 

朝夕 自分が 掘れる だけ 掘って ゐる  - 

その 落つ きの ある 窓の 外の 自然 だ 

新ら し， S 自然 を 自分 は 美し いと は 思 ふ 

しかし その美し さに は 自分の 反省が な S 

隨 つて 自分の 表現が な. S 

ただ 鬼 に 角 美し い と 驚く だけの 自然 を數 多く 自分に 重ね て 

それが 自分の 生長に 何の やく をな さう 

旅の 中に 自分 は 一 つの 詩 を も 仲ば さなかった 

詩 は ひたすら にこの 野の 中の 籐椅子より 生れて 來る 

見覺 えの ある 茄子 の 花が 散った 

それが 一 つ の實 になって ゐる 
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となりに は 又 一 つの 花が 開いた 

自然よ 

そこに 大きな 歷 史が經 過した 

古い 人 問 を 新ら しく 化する だけの 力 を 自分 は 持たない 

問 違った 考 へに 固った 人間 を 正す だけの 光 を 自分 は 持たない 

そのこ と を 自分 はさび しく 思 ふ 

しかし それ は奇饋 0 可能なる 人間に だけ 惠 まれた 力 だ 光 だ 

自分 はや はり 新ら しい 人達と だけ われわれの 途を 語り合って 進まう —f 文化』 ---iw 


克服す ベ き 言 葉 

「かう した 忙し さ を 經驗す ると いふ こ と は本當 に. S い こ とだ らう か。 それ は 何 か 間違 つ た 生 舌 


なので はない か。」 

この 意味の 手紙 は 私の 胸に も 鋭く ぐ さと 突く ものが あった。 聞かれる 私自身の 生活が、 實は近 

頃 大分に 無理した、 何でも かで も を 押し通して 了 ふ、 忙しい ものに なって ゐた。 

さう だ。 この 生活 は 無論 正しい 生活 だと は 言 はれない。 人間が かう も 忙しい 氣 分で、 あた ふた 

と 暮らさね ばなら ぬと いふ は 褒めた ことで な い。 

「生活 をお 互 ひに もっと 整理しょう。 中から 突く やうに して 出て 來る もの を 落ちついて 書け る 

やうな 生活に しょう。 何に せよ、 今の 我々 の 生活 は 不健全 だ。」 

かう した 手紙が 取り 交 はされ て は、 彼 も 自分 もや はり 從前 通りの 生活 を 綾け て 行く らしい。 こ 

の 一一 一一 n 葉 を 手紙に 見る の を 極度に 恐れて 開封しながら、 しかも 何時の間にか 何 かの 言 譯の やうに 同 

じ 文句 を 手紙の はしに 書いて ゐる 自分 を 常に 發 見した。 

一 日 私 は、 この 最も 恐るべき 言葉 を 克服 全滅しょう として 思索 三味に 這 入った。 

「さう だ。 この 不健全な 生活 を績 けても、 まだ 現在の 境遇に 盲從 した、 より 不健全な 生活 を績 

ける より はすつ と 健全な 生き方で あるに 相違ない ではない か o」 

それ は 解決と して 甚だ 立派な ものである かどう か 未だ 大分に 怪しかった。 けれども 私 は、 何 か 

鬼の 首で も 取った やうに 子供ら しく いそいそ として、 手紙の 紙 を 取り出す のであった。 

I 『文化』 (ニ卷 六ぎ 
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增上緣 


1 

冬に なって 窒內溫 度 を 取る ために 私 は 石炭 を 使った。 ハイカラ だからで はない。 木炭より は そ 

の 方が 遙 かに 經濟だ からで ある。 處が 私の 家 は 市街から やっと 離れた 處 にある ために、 石炭 屋が 

容易に 石炭 を遝搬 して くれない。 受取った 金まで 返して よこした。 無理 もない。 新聞 屋は 新聞 配 

達を斷 つて 了 ひ、 今では ffi 接購 を やって ゐる。 併し 郵便 だけ は 感心に、 五 厘 切手 を 貼った やつ 

でも 雨 嵐の 中 を 宅まで 持つ て來て くれる。 

大いに fiS つて ゐ ると、 或る 一 軒の かなりに 遠. S ところに ある 石炭 屋 だけが 神妙に 持ち運んで 來 

て くれた。 甚だ 有りが たかった。 これ は實は 家の も Q がその 邊へ 聞きに 出て、 「いっち 正直の 炭 

屋」 といって 聞き 廻った 時に、 どの 家で も 一致して 敎 へて くれた 店だった の だ。 「なるほど 正直 

にやって くれるな あ」 と、 まあ 自分勝手の 批評で は あらう が、 やはり 都合が よいから その 店を褒 


める 一 人に 私 も 加 はった 次第で ある。 

私 は 思った。 世間 はすべ てこの 通りに して 渡らなければ. S けない。 我々 は^ 間から 大 i? な 御 恩 

を 受けて ゐる。 數 へて 見る と、 あの人、 この 人と 何人で も 指 を 折る ことが 出来る。 私 は 昔 はさう 

した 御 恩 を 受けた 人の 名 を 日記帳の 初めへ 書き記して 置いたり した。 併し それらの 恩人へ 一 々個 

刖 的に 御 恩返し をしょう と 思つ て 骨 を 折って ゐ ると、 どうも 自分の 行動が 窮屈に なって いけない。 

第一 さう した 恩人の 前へ 出た 時に、 自分の 行動が 因循に なって いけない。 かう 言ったら、 かう し 

たら、 その 人の 感情 を 害し はせ ぬかと 惧 れてゐ る。 それから、 かう いふ 風に して ゐ ると 自分の 行 

動 は その 御 恩 報じに すっかり 費され て 了つ て、 全體 として は 甚だ 乏し. S 仕事 を 社會へ 提供す る や 

うにな つて ゐる。 これ は 餘程考 へ 物 だな と 私 は考へ 直して 見た ので ある。 

私の 頭に ふっと r 增 上緣」 とい ふ 一一 一一 口 葉が 思 ひ 浮べら れた。 何が 增上緣 なの だか、 はっきりと は 

分らな. S が、 丁度 その 言葉が この場合に は 都合よ いやう に 思 はれた ので ある。 「なるほど 因陀羅 

綱の 重々 印 現 かな」 とも 考 へられた 譯だ。 

御 恩 を 受けた から 御 恩 を 返す。 馬鹿な。 責樣 にどう して その 御 恩が 返せる か。 それほど 偉. S 力 

を 貴様 は 持って ゐる 積り か。 ああ 分った、 分った。 御 息 は 諸方から- S くらで も 受けられる だけ 受 
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ける がよ いの だ。 そして それ を 受けても 平氣な 顔で 受けつ 放しに 過ごせば よいの だ。 「貰った か- 

ら 返す。」  「返して 赏 ふために 與  へる。」  さう だ この 考へ こそ は、 現代 社 會の墮 落 を 招. S た 第一 原. 

因であった Q だ。 

自分 は 自分の 出来る限り を盡 す。 それが すべて だ。 あとに はもう 何にもない。 自分の 盡す對 乎. 

が 誰で あるか を 自分 は考 へまい。 甲から 受けた 御 恩 を 直接に 甲へ 返さう と 努める Q は、 自然の 法 

則 を 任意に 支 しょうと する 無駄骨折り である。 自分 はもつ と 自然に 從 順になら う。 兎に角 小川 

の 上流から 小舟 を 浮べて 見よう。 何處へ 流れ 寄る かそれ は 知らない。 流れよ つた 乙が どんな 關係 

で义 甲と 結びついて ゐ るか。 それ も 知らない こと だ。 

小 學校を 卒業す る 時、 私 は その 先生へ だけ は 今後 一 生涯に 亙って 毎年の 年始に 報告の 手紙 を 書 

かう と 思った。 實際七 八 年間 は それ を 糠 綾した。 そして 自分が 多少 づっ でも その 先生より 偉くな 

つて 行けば 行く ほど、 かう した 行 ひ をす る こと は 世間の 所謂 美談 だと 思った ので ある。 併し 私 は. 

もう そんな 趣味 を廢 して 了った。 自分が 特別の 御 恩 を 受けた 人へ、 毎年 一通 づっ 特^の 報告書 を t 

書く。 ああ とても 出来ない 骨折り を考 へた もの だ。 

三 

增上緣 を 私は兩 方の 意味で 考 へて ゐる。 よい 方と 惡ぃ 方と。 


電車の 中で 足 を 踏まれて ゐる。 踏まれて ゐる 身に して 見る と隨分 痛い。 大抵の 人 は 踏まれた 瞬 

間に 特^に 大きい 聲を 出し、 額 をし かめな どして 「痛い」 と 叫ぶ。 對 手が 謝罪 するともう 直ぐに 

平氣 な 顔 をして ゐる。 併し さう し た 場合 に 聲も立 てないで ぢ つと 我慢して ゐる として 見る。 

痛 いのは 隨分 痛い。 聲を 立てないで ゐ ると 尙 ほさら 痛い。 早く 足 を 取って くれさうな もの だと 

思って ゐ るのに、 少しも そ Q 様子がない。 そろそろ 我慢が 出來 なくなって 來る。 腹 さへ 立つ。 そ 

れ でも 默 つて ゐ ると、 また 對 手の 人 はどう かした 拍子に、 前より は强 くぐつと 踏みつけた。 堪忍 

袋の 緒 はすつ かり 切らされて 了った ので、 對 手の 人 を ねめつけて、 「どうした のです。 人の 足 を 

踏んで 默 つて ゐ るなん て、 さっき からもう 大分 我慢して るの ぢ やありません か。」 と、 顔 さへ 露 

赤に して 来る。 

私達 は、 人生の 中で かう した 場合に 屢. -al く はす やうに 思 ふ。 足 を 踏んだ 方の 側に して 見る と、 

足 を 踏んだ 位で 何で こんなに 憤る の だら うと 不思議に 思 ふ。 踏まれた 方に して 見る と、 もうこれ 

以上に 我慢の 仕方 はない ので ある。 

自分の 知らない間に 自分の した ことで、 どれ だけの 苦痛 を 他人に 與へ るか 知れない。 それ は自 

分の 全く 知らなかった ことで も あるし、 また 一 々の 行爲を さう 末々 の 結果まで 尋ねる 譯に はいか 

ない こと だから、 自分に 責任が な. S と は 5 ふ ものの、 倂 しさう した 知らない間に、 他人に 與 へる. 

自分の 過誤 を何處 まで も 惧れて 行きたい と E ひ， ふ。 
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「實は あの 時、 隨分氣 色が 惡 かった けれど 言はなかった のです がね」 などと 後で 言 はれる と、 

その 時に 直ぐに はっきり 言 はれた よりもす つと 耻づ かしく、 過去の 自分 を 振り かへ る。 そして そ 

0 人 を 何 か 奥深い、 侵すべからざる 人の やうに 見上げる こと さ へ あるの だ。 

私 は 以前よ く 他人の 手紙 を 讀んで 感じ を惡 くしたり、 或は 善くした りした。 「こんな 言葉 を 使 

ふの は 失敬 だ」 とか、 「なんだか 奥齒に 物の はさまつ たやうな 言 ひ 方 だ」 とか 思って 嫌な 氣 分に 

なる ことがある。 そして その 返事 を 書く 時には、 多少 その 感情 0 反應を 見せて 來る。 

處が あとで その 人と 逢って 見る と、 その 人 は 微塵 もさう した 嫌な 態度 を 取って はゐ ない。 非常 

な 親切 さ を 見せて くれる。 ちょっと 狐にば かされた やうな 形で ある。 それから 私 はだんだ ん考へ 

る やうに なった。 

聞いて 見る と、 誰し もさう した 感じ を 持つ ものの やう だ。 殊に 大弱り をす る ことの あるの は、 

自分の 乎 紙が 同樣 にさう した 誤解 を 受けて ゐる 場合で ある。 少し 前の ことで あるが、 やはり さう 

した 場合が あった。 「貴方の かう した 言葉 を大變 重大 Q ことの やうに 言って ゐ ましたよ」 とか 

「こんな 言葉 をい ふの は失禮 だと 言って 憤って ゐ ました」 とか， 脇で 聞いて ゐた 人が 言った。 聞 

いて 見る と 全く 馬鹿馬鹿しい 誤讀を した もの だ。 


だが 私達 は 始終、 自分の 手紙、 言葉、 態度な どで さう した 惡感を ちらちらと 他人に 與 へて ゐる 

に 相違ない。 それ は 全く 自分の 關知 しな. S こと だ。 偶然に さうな つたので、 言 はば、 さう 感 する 

人の 方が 惡 いの だ。 併し それ だからと言って、 私 は 飽くまで もさう した 場合の 自分 を 無責任 だと 

感じて ゐ ない。 

こんな 小さな 原因が お 互 ひの 間に 積り 積つ て 行つ て、 しかもお 互 ひが その 場合 場合に 少しづつ 

退却して 行った とすると、 取 返しの つかぬ 大事 件 を さへ 醸す。 大抵の 事件 は 1 擧 にして 來る もの 

でない。 增上緣 Q 積 集 こそ は、 人生の 大事 を 決して ゐる主 原因で あると 私 は 思 ふので ある。 

I 『中外 = 報』 (大正 十 年) 


へ ル ン のこと 

私の 誓齋 (とい ふより は 寧ろ 私の 居窒) に は ラフカディオ. へ ルンの 小さな 寫 ®r か 掛けられて 
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ゐる。 この 寫 は 私が 東京での 畢生 時代、 京都で Q それ を逋 じて、 或 時には 寄宿 舍の 殺風景な 窒 

に、 或 時 は 庵室の 孤獨 なる 壁に、 同じ 框の 中に 嵌められて、 同じ やうな 恰好に 掛けられて 來 たも 

ので ある。 束 京から 京都への 引き 移りの 時 その上 硝子 は壞 されて 了って、 今では それに 砲 子 さへ 

-〉 狀 めら れ すに、 そのまま 寂しく 壁に 掛かって ゐる Q である。 

私 は元來 頗る 我儘に 出來 上って ゐる。 野原の 中に 一 人で 勝手な こと をして 暮らさねば ならぬ や 

うに 來 上って ゐる。 誰の 生活 を 模範に して 暮らさう と考 へても、 大分に 偉い 精進 的の 人 は 私の 

5. バル 敬の 的に する に、 少し 息苦し 過ぎる。 日常の 會話 をす るに さへ、 さう した 偉い人と は、 息苦し 

くて いつも 弱る 方な ので ある。 それで 私 は 力 ント だと か マ ルクス だと かいふ 偉い人の 寫眞を 壁に 

掛けて ゐて は、 どうも 毎日の 生活が 壓 迫され る やうで 苦しくな つて 堪 へ られな い。 

よい 文耷、 よい 學問 をしょう と 思っても やはり 同じ； J とだ。 「ここが 惡ぃ、 あすこが 間違って 

ゐる」 と やかましく 首 はれる と、 自分 は 却って いぢけ て 了って 何も 出来ない。 

さう した 自分が へ ルンの 寫 を かけて 何年 も經 過す るの は 不思議な 氣 がする。 へ ル ンを 自分 は 

何も 非常に 偉い と考 へたので もなければ、 また へ ル ンの やうに ならう と 思って ゐ たので もな い。 

ただ 何となく へ ル ン はこの 人生 を 渡る に 同行 一 一人の 他の 一 人で ある やうな 感じが する の だ。 心 置 

きな く 何でも を 話せる 友人の やうな 氣 がする の だ。 

私 はへ ルンの 寫眞を 見上げた 後、 雨の 日の 外の 麥畑 を遙 かに 見渡す。 そこに は廣ぃ 野原と、 周 


圍 を取圍 んだ靜 かな 山 並が ある。 そして そこに へ ルンが 「おい 君」 と 呼んで ゐ るの を感. f る。 人 

生 は 長い 長い 旅程の 一部 だ。 それが 我々 の 死 を 以て 終り を 告げて ゐ ると も 思へ ない。 如何なる 土 

地、 如何なる 地位 も、 ただ 一 つの 假 りの 世で ある。 

へ ル ンが 京都へ 来て、 その 邊を 見物して 廻った 日記が ある。 仙 洞 御所 を拜觀 して 外へ 出てから、 

俥に 引つ ばられ て、 その 近傍の 汚い 小さな 西洋 料理屋へ 上り、 中 食 を 食べた とい ふ 記事が ある。 

その 料理屋の 記述 を 見る と、 私 は その 當 時の 未だ 日本と 西洋と 哈ひ 合って ゐ ない、 一 つの 雰圍氣 

をし つくりと 感 する。 

安つ ぼい 石版 印刷 畫の 額面、 こ はれ かかった 樂器、 食器の 皿に つ. S てね る、 印象の 乏し. S 西洋 

式の 模様 畫、 何から 何まで が 明治 も 二三 十 年頃までの 空氣 をた たへ てゐ る。 そこに ひょろりとし 

た、 旅人の 11 さう だ 永久に 人生の 旅人であった —11 へ ル ンが、 市街の いきれ に 疲れた やう 0 顔 

をして 坐って ゐる。 誰 一 ん として この 旅人が 後に 世界に 有名と なった へ ル ン だと 知って ゐる もの 

はない。 11 私 はかう した 畫幅を 思 ひ 浮べ て、 堪 へられない やうに へ ル ンが 懐かしく なつ て來 る。 

その 料理屋 は 今の どれで あらう か。 私 は相國 寺のう しろに ゐた 時、 よくこの 御所の 中 を 散歩し 

て、 そのこと を考 へた。 それが 私の 行きつ けて ゐる 料理屋であって、 ひょっこり その 食器の 皿の 
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模様 を 見つけ、 暑い 珈琲の 一 杯で もす すって、 そのまま 默っ て歸っ て來 るので あったら、 どんな 

にか 面白から う、 などと も竊 かに 考へ るので あった。 

へ ル ンは 自分の 書いた 文意 を 机の 引出し へし まって 置き、 長い 期間 を 置いた 後 取 出して、 見て 

よい も Q だけ を發 表した とい ふ。 如何にも 筆者 は それ を 書いた 瞬間に は、 そ Q 文耷の 何れもが よ 

いやう に 見え、 客觀 的の 批評 を 加 へる ととの 出来ない ものである。 私 もさう した へ ル ンの心 遣 ひ 

を 露 似した 5 と 思って ゐ るが、 どうしても 出来ない。 今日 書いた もの を 今日 直ぐ 雜誌ゃ 新聞に 送 

つて ゐる。 S や 場合によ ると 明日 書かう と 思って その 準備 をして ゐ たもの を さへ、 急の 依頼で 今 

日 その 人の 待って ゐる 間に 直ぐに 書 S て 了 ひ、 碌に 讀み 返す でもな くその 人に 手渡しす る こと さ 

へ 何度か ある。 私 はかう した 自分の 生活 を 甚だ 不健全で あると 思 ふ。 何とかして その 生活の 整理 

を斷 行し なければ ならぬ と 者へ てゐ る。 

併し それ は 何も 物 を 書く とい ふこと だけに 關 して ゐ ない。 私達の すべての 行爲 が、 一 々の 欲望 

や 感情 を 今 直ぐ 反撥 するとい ふので はない やうに したい。 むかつと 起って 來る 感情 や、 押しせ ま 

つ て來る欲&^！ゃを、 その 時 は 19^ に 角、 机の 引出しへ しまって g き、 さて 後で ゆっくり 取 出して 讀 

み 直して 見る とい ふこと にしたら、 どんなに 立派な ことで あらう。 隨 つて 私達の 人生 も、 その 時 

に は どんなに 淸ら かの、 また 穏 かの ものに なって 行く ことで あらう か。 —『中外" 報』 (大正 十 年) 


私への 贈物！ 何と. S ふ 立派な 花 だ。 私 は どの 一 つ 一 つに も 見とれて ゐる。 この 物 狂 ほしい 天 

氣に、 すっかり 私の 心 を しづ まらせ て くれる 花お。 今日 丁度 私 は 私の 爲 すべき 仕事 を はたして 一 

と 月の 大安 日 だ。 私 はお 前 達と 一 緒に 偸 快に 遊んで 暮らさう。 日 ま はりの やうな 赤い 大輪。 靑空 

を 吸 ひ 込んだ かと 思 ふ 濃紫に ただようて ゐる 小さな 花。 葉の. E く 大きな の も、 豆の やうな 黄の 花 

も， どれ も 私 は 好きだ。 この 高貴な 香り を、 お前 達が 出して この 窒を賑 かにして くれる Q かね。 

しかし 私 は田舍 もの だ。 お前 達が さう して 貴族的に 私 を 嘲弄す るの だけ を 私 は 好かない。 いい、 

いい。 それ もお 前 達の 罪ではなかった の だ。 なんでもよ S 。私 はお 前 達と 偸 快に 遊ばう。 

I 『屮外 HSS  (大正 十 年) 
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收 穫 

あっちで も麥 をた たいて ゐる。 こっちで も麥 をた たいて ゐる。 子供 等 は 大麥の 刈り取られた 畑 

の 中を大 よろこびで 走り 廻る。 むしろ を 持って お母さんの あと を 追って ゐ るの も ある。 隣り Q 畑 

の 子供 等が みんな 一緒で 鬼ごっこ を やる。 畦 を 飛び越え 飛び越えして 走って なる。 「豆 を 倒さん 

やうに おし」 とお 母さんから たしなめられて ゐる のが ある。 やがて 麥 たたきの 昔 も 大分に 靜 かに 

なった と 思 ふと、 あちこち では 麥择を 山の やうに 積む。 よい 麥稈 のりだ 。 丁度 夕日 は 山の 卞へ 

落ちて 行く。 まるで ミ レエの 綺だ。 .S がすつ かり 暗くな つたと ころで、 子供ら は麥 稗の たいまつ 

であち こちへ 火 をつ けて 廻る。 朝から それ 計り を 待って ゐ たの だ。 火 を 持って、 はねて、 はねて、 

はね 廻って ゐる。 やがて 火が ついた。 ばち、 ばち、 と 麥稈が はじく。 わ あっとと きの 聲を あげる。 

大野の 何十 筒 所で 火が 燃える。 野の 果て は眞 つくらで 烟 だけが なびく。 ああ、 まるで 大 露西亞 だ。 

大露 西亞の 野が これから つづく の だ。 ツル ゲ ー  一一 H フ の枯 草の 香りが なつかしい。 

li 『中外 日報 『  < 大正 十 年) 


あたりす つかりの 麥 の浪、 大麥は 粽招眷 の やうな， めた ま を 彼方此方へ 振り立て、 小麥は Q つべ 

ら ぼうの 散 切 頭で、 まだ 早. S 朝に 眠む たさう に ぼんやりと 立って ゐ る。 田舍 者の やうに 無器用に 

立って ゐる。 彼方に は 蠶豆も ある。 菜種 も ある。 菜種 はもう 直きに 誰かが 刈りに 來 るの だら う。 

浴びる やうな 大麥 の浪。 浴びる やうな あたまの 幸 幅。 何物 を も 持たない ものの 持つ こ Q 幸 幅 を 

およそ 誰が 知る か。 

何處へ もぐった 雲雀 か。 何處 から ともなく、 ぴ S よろ、 ぴ いよろ、 ぴ い、 ぴ いよろ、 と 聞え て 

來る。 と、 すっと 遠. S 先方から も 同じい、 しかし 聲の 小さい、 ぴ. S よろ、 ぴ いよろ、 ぴぃ、 びい 

よろ、 が 聞え て來 る。 茱 種の 上 を 白い 蝶が かすめて 飛ぶ。 

電信柱から、 物干しの 竿、 物干しの 竿から 茄子 を植 ゑた 麥の献 A -、 じゅんじゅんに 飛び移る 澤 

山の 雀ら。 ばつと 飛び散って は、 また 不意に、 思 ひ 出した やうな 止まり 方 をす る 雀ら。 麥の穗 の 

畝から 麥の穗 の 畝へ と、 雀ら はハァ ドル - レ H スを やって ゐる。 一 畝 越えて はまた 止まり、 二 畝 
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越えて はまた 止まり、 今 は 麥の稳 の 中へ 隱れ 込んで、 仲間と 隱 れんぼの おいた をす る。 

ちゆ、 ちゆ、 ちゆ、 ちゆつ、 と 寄り添うて 來て 止まる 一本の 大麥 は、 小さい 雀の 重みに 堪 へな 

いで、 德の 尖き からすう つと 地べたへ 腰 を 曲げる。 と、 雀 はび つくりした やうに、 また、 ちゆ、 

ちゆ、 ちゆ、 ちゆつ、 と 飛び離れて、 ^の 一本の 大麥に 寄り添うて 止まる。 この 麥も 同じ やうに 

するりと 肩 窣に乘 せて、 雀のお. S た を 逃げて 了 ふ。 と 雀 ，は， ちゆ、 ちゆ、 ちゆ、 ちゆつ、 と何處 

まで も、 何處 まで も、 麥の穩 を 尋ねて 飛び立って 行く ので ある。 

ふっと 私 は、 竹の 枝に すがって 危 S 城 中 を 逃れ出た 阿 新 丸の 奇智 を 思 ひ 浮べた。 と、 それ はま 

た 私 等の 子供の 時に よくやった 二重の^ 陣を つくり、 その 廻り を どうどうめぐり する、 一種の 鬼 

ごっこで もあった。 と、 それ はお さんの 首っ玉へ ぶらつ 下り、 「よう、 おんぶし てよう。 よう。」 

としな だれよ る、 子供の だだっこ でもあった。 l-fx^』(i」5> 


澤山 もな. S 荷物 を 取り 片 づけ、 これなら ば俾が 取りに 来ても 直ぐ 出せる とい ふ 1 段が 著いた 時 

に、 ^4は長ぃ長ぃ溜息を 一 つ ついて、 岡 崎の 下宿の 汚れた 疊に 腰をおろした。 

「かう して 一 つ 一 つ Q 下宿 を 動き る 間に (家) とい ふやうな もの は 永久に 私 Q 感情から 消え 

て 行く に 相 遠ない」 と， その 時 私は考 へて、 かう した 生活の 歷史に 何 ほどかの 位置 を 占めて ゐる 

も Q は、 手紙の 書き？ おし 一 つで も 取り 淺 したくな. S とい ふ Q がその まま Q 感情だった。 

岡 崎の 下宿へ 移って 來た Q は 半年 ほど 前になる でも あらう。 大擧の 入 學試驗 を 受けに 宽京を 立 

つた 時 は、 私の 健康 はま だ 夜汽車の 冷え を 心配し なければ ならな. S 程の ものだった。 ひとま づ知 

恩院 Q 下の 寺へ 落ち 付いて 岡 崎の 下宿 は 兄と 一 緒に 出て 搜し當 てた ものであった。 

「これなら 黑 谷から 若 王 寺が 見える。 學 生の 下宿と して は惡 いもの ぢゃ あな- so」 

大根な ど を植ゑ て 、 畠に 靑 いものの 見え る廣 つばの 端 を 通り ながら 兄 は 獨り言 の やうに さう 言 

つた。 直ぐ側に は 何とかい ふ 花壇が あって、 ゲラ 一一 ュ ム Q 小鉢が 寂しく 殘 つて ゐた。 

ニ條 のお 寺の 片隅に 小さな 庵窒を 見つけて 私が そこ へ 引き越す 約束 をした の は、 私 ももう 餘裎 

京都の 地の利に 慣れて ゐる 時であった。 今日まで は 私 は 下宿の 人に 起して 貰って、 冬 Q 早い 課業 

にも 通れないで」 沢んだ。 明日から はた だお 寺の 片隅に 寢 起きす るの だ。 朝寢 をして なると ころ を 
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誰も 起しに 來て くれる ものがない 0 さう 思 ふと 私 は兹ぃ 夜に きりきりと 冷えて 來る. EI 分のお 腹 を 

氣遣 ひ氣遣 ひ、 丸太 町の 通り へ 股覺し 時計 を 買 ひに 中いた。 

私の 買った の は g: 角の 恰好 をした 亜米利加 製の ものだった。 何と 5- ふ 歌 か、 節 廻し も 少し 怪し 

氣な マ ァ チを唱 ふ 仕 懸けに なつ てゐ た。 

「この 時計 はたった もう 一 つし かないの です。 今時 こんな 機械な のはありません ぜ。 安い もの 

です よ。」 

と 時計屋の 主人 は 言った。 

私 は そ Q 時計 を 買って 歸 つて， 大きな 本箱の 上に 載せて 螺旋 を戾 して 見た。 時計 は 快活に 異國 

Q 歌 を 繰り返し 繰り返し 唱っ た。 

「これなら 大丈夫 だ。 この 本箱の 上へ 置き さへ すれば 箱が 響いて、 よく 聞え るから いい。」 

と 私 は獨り 言った。 下宿む 娘の 子が、 その 歌 を 聞きに 梯子段のと ころから 顏を 出したり した。 

二 

それまで 私が 持って ゐた 懐中時計 は、 丁度 その 一 寸前に 油 を さした 許りであった。 時； とい ふ 

もの を 持つ やうに なつてから、 こ の 時計 は 一 一つ目の ものである。 製造 は どこの もの かよく その 商 

號も ss^ たこと はない。 ただ その 時； 1^ が 友人の 持って ゐる ものより は 割合に 小形で 薄手な の を 得意 


にして ゐ た。 こ の 時計 を 持 つ て か らもう 何年に な る か 。 それ は； の 洋耶の ボケ.. -トに 入れられ て 

散兵の 伏せ もやった。 H 曜 毎に 鴻の臺 あたりで ひとり ぼつねんと 油畫の ス ケ ツチ をして ゐる 自分 

のォ ー ヴァ ー の 中に も藏 はれた。 病院の 薄暗 5 電燈の 下で、 危篤の 友人の 脈 を 見て やる 時計に も 

なった。 併し その 時計 も、 今では 誰に 誇り やう もない 古びた ものに なって ゐる。 それ はまる で數 

奇の 自分の 運命 をす つかり 語って ゐる やうに 見えた。 二重 側 Q 藍 を 開ける と、 緣の ところに 刻ん 

である 修繕の 度数の 一 つ 一 つが 自分の 艱難 を 眼の 前へ 鮮 かに 浮き立た せて 見せた。 

岡 崎で 買った 時計 は、 私の 父 や 母の 死 を も 知らない もので あろ。 こ Q 快活の マ了チ はこれ まで 

の 私の 歷史 をす つかり 斷ち 切つ て 了った ものの やうに、 朗らかに 窒內に 響いて 行った。 

荷物が すっかり 整頓 させられて 了つ て、 俥 を 待つ てゐる 私の 側に 轉 がつ て. Q る 眼覺し 時計 を 見 

ると、 私 はまた もう 一度 螺旋 を戾 して、 唱歌 を 窒內へ 響かせて やる のであった。 

ニ條の 庵窒は 自分に 取って この 上 もな く 思 ひ 出の 深い 場所で ある。 私 は そこで 本當 にす つかり 

周圍と 離れた 生活 をした く 思った。 庵室の 下の 池の 水に は 冬の 日に も 緋鲤の 影が 見られた。 秋の 

薄つ すらした R ざしが 池の 彼方の 燈籠を 照らす と、 一 燈圔の 見知らぬ 人が ひょっこりと 尋ねて 來 

たりした。 その 人の 紙片に 書いて 行った 名刺 は、 木箱の 上に 服覺 しと 並んで 載せられて、 ；^^の學 

校へ 行つ て ゐる 留守 を、 障子 越しの 畫の 生ぬるい 日 を 受け て ゐ た C 

il 覺し 時計 は、 ここで 一 一度 ほど 修繕 させられる だけ Q 時間が 私に 經 過した。 
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京都 もす つと 上の 方の、 田舍 らしい ところへ 自分 達が 家庭 を 持つ やうに なった の は それから 少 

し 後であった。 思 ひ 返す と 自分が これまで 曲り なりに も 一 © りの 敎育を 受けて 來 たこと が 奇蹟 0 

やうであった。 それまでの 自分の 苦心 は どんな ものだった か 知れな. so また 自分の 周 園の 人達の 

苦勞も 一 と 通りの もので はない。 殊に かよわ. S 自分の 肉體が これまでの 長い 年月 を隨 分の 無理に 

も 塔へ て來 たとい ふこと は、 私に とつ て 不思議で たまらな い。 田 舍の學 校から 束 京 へ 出る。 その 

入 學試驗 を 病氣の 中で 受けた。 歸 省して 療養して ゐる 自分の 許へ は 親の やうに 親切に して くれる 

校長から、 受験が 屮 I 來 るか どうかの 問 ひ 合せの 電報が 來た。 東京の 學校を 出て、 ほんの 半年の 間 

世間へ 出て ゐる。 その 時 耻は叉 もや 大息に 見舞 はれて、 下宿の 窒で 卒倒した。 この 時 は校醫 であ 

つた 人が 見に 來て くれて、 私の 生命 はもう 見込みがない とい ふこと を、 生徒 監に吿 げられ たと 後 

で 聞いた。 (その 校 翳 はもう 先年 なくなって ゐ る。) 小石 川から 淺萆 まで 長 S 長い 道 を 俥に 乘せ 

られて 一 日 置きに 通 ふ 私の 姿が その後 半年 ほどの 間 見られた。 それから 私 はろ くろく よくもな つ 

てゐな い 身髏を 京都へ 持って 來て 毎朝 Q 通學 である。 これでよ くも 今に 生命が 核いて ゐる もの だ 

と 不思議に 堪 へない ので ある。 

父 も 母 も 自分 の 今 曰 を 見な い で 世 を 去 つて 了った。 父 や 母が 死ぬ にも 死ねない 心配に なった の 


は、 自分 Q 將來の 身の 立て 方に 就. S てよりも、 自分の 健康に 就. S てで あつたに 相違ない。 

<5 移る 家 は、 自分 達が 調べに 来て 「これなら ば」 といって 這 人って 來 たもので あった。 書生 

の 自分から 俄かに 家庭の 人と なつ て 一 軒 建ちの 家へ 移る。 私 は 何遍も 自分の 書棚の 洋書 を 引き出 

して、 その 背 皮 を 撫でて 見た。 何だか ここに 自分の 歷史の 頁が 變 つて 了って、 これらの 書物との 

親しみ も變 つて 了 ふ、 書物に 對 する 自分の 操守 を 破る 面 は ゆ い 感じが したから である。 

殆ど 本ば かりの やうな のが 私の その 時の 引越し 0 荷であった。 大八車が 一 一度 ほど 運んで 行った 

ら、 後 は 俾に乘 つて 行く 自分の 廻りに 戟る ほどの-ものば かりとな つた。 眼覺し 時計 は 自分 0 脚の 

下のと ころへ こっそりと 忍ばせられた。 

相國 寺の 森のう しろへ 俥が た 時には、 俥の つけて ゐる 提灯 も本當 に必耍 になる ほど 夕方 は晚 

くな つて ゐた。 新ら し. S 家へ 這 入って 見る と、 疊を 敷いた 部屋 は、 以前に 板敷きの ままに なって 

ゐ るの を 見た 時と 違って 大分 廣々 した 感じが した。 「これなら ば」 と 思った 家 もどう して それ ど 

ころ か、 現在の 自分に とって は 少し 勿體 なさ 過ぎる 位に 見えた。 何 くれと 心配 をして くれた 親戚 

の 家の人が さっきから 待つ てゐて くれた さう であるが、 もう 夜に なった ので 歸っ て 了った とかで. 

言 偉て だけ をして 置 いて、 後に は 妻の 實 家の 下男が 一 人 だけ 待って ゐ た。 位 馬 男に よく 見る、 働 

き 一方の 正直 さ を顏に 出した、 S い 男であった。 

本當に 自分の しんみに なって くれる、 かう した 下男 だと か 下女 だと かいふ ものと も、 もう 何年 
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離れて ゐ たか 知れ やしない。 个 まで 自分の 眼に 觸れる もの は、 たった 一足 それ を 動かす にも、 一 

一 それだけの 心付け をし なければ ならな. S もの 許りで あつたの だ。 かう した 正直と 着實と は、 自 

分の 過去に もう 霧の やうに 淡くな つて ゐる 記憶に 過ぎなかった。 

一 と 通り 荷物 を 二階へ 上げて 貰って、 書物の 整理な ど をして ゐる 間、 下男の 人 は 下で 晚 食の 仕 

度な ど をして くれる らしかった。 世帶 道具な どい ふ もの も、 一切 親.^ の 人達に お 世話 を 頼んで あ 

つた もの だから、 何 一 っ滯 りの ないやう に 揃へ て くれてあった。 まだ 新ら しい 箒な どが 頓序 よく 

梯子段の 下に 掛けられて ゐ るの も、 「なるほど かう した ものが 在る のだった な あ」 とい ふ 遠い 記 

憶 を 呼んだ。 例によって 私の 服覺し 時計 は、 本箱の 上 へ 載せられて キチ キチと 動いて 行った。 

荷物の 大方の 整理 は 明日の 仕事に 延ばして、 一と 先づ 下へ 降りて 來 ると、 そこに は 新しい 長 火 

鉢に 火が きちんと 生けて あって、 鐵规の 湯 氣が勢 ひよく 揚がって ゐる。 奥の 窒には 私の 床が、 事 

所に は 下男の 人の 床が 仲べ られて ある。 私 は その 床の 上に ひと 先づ どっかり と 坐って、 不思議の 

もので も 見る やうに、 近邊を 一 巡す つと 昆 廻らす のであった。 

. 張った 障子 は 新しい。 壁 Q 腰 紙 も 新ら しい。 これ だけ は 親戚の 店の 小儈 達が 來て 張って くれた 

とい ふこと である。 窒の 片側の 柱 を 見上げる と、 そこに は 如何にも 安物ら しい 注 時計が e つたり 


と 一 つ 掛かって ゐて、 力 チカ チ と靜 かな 落ち 付 い た 音 を 立 てて ゐ る。 窒巾 がす つ かり 落ち ついて、 

次の 室から は 微かに 下男の 人の 寢息 だけが 聞え て來る 中に あって、 こ C- 時計 はまる で窒全 體の調 

子 をで も 定めて ゐる やうに、 如何にも 落ち 付いた、 優長な 振子の 音を立てて ゐた。 

確かに そこに は 「家」 とい ふ ものが あった。 私に はまる で、 放蕩息子が 勘當を 許されて 「家」 

へ歸っ て來た 感じであった。 自分のう なじ は ひとりでに 下 へ さがる。 私の 前に は 過去の 幾つかの 

シィ ンが靑 光る 姿 を 以て 消えて 行った。 淚は 止め どもな く 私の 頰を傳 うた。 

は そこで 家庭の 出來 るまで 一 週間 計りの 間と いふ もの、 近邊 G 仕出し屋の 辨當 をと つて 暮ら 

したので ある 0 

その 頃から 私の 懐中時計 Q 方 はどうした のか 針が 動か なくなって 了った。 時計屋へ 持つ て 行つ 

て 見 せ る と 、 「ど こ とかの 道具が 折れて ゐ るの だが、 か う し た 時計 の 镌械 は 現在 他 にない Q で、 

そわ を 取り 換 へ るの は大變 である。」 と- S ふこと で 斷られ て 了った。 ^の 時計屋で も 同じ こと を 

いったが、 無理やりに 頼んで 置いて 歸 ると、 修繕した もの は 二三 日す ると やはり もとの やうに 針 

の 動かない 駄目の 時計と なって 了った。 それから 私 は どこ へ 行く にも 懐中時計と いふ もの を 持た 

ない 身と なった。 傷んだ 時計 は 私の 卓子の 引出し Q 片隅へ 抛り 込まれた なりで 永久に 淺 つた。 

庭 のん 達が^ かな 笑 ひ 聲で狹 い 家の 中 を 快活に して 行く 時には、 また どうした のか 柱時計の 

時 を 打つ 音が 聞え なくなって 了った。 併し 時訐 0 方 は 間違 ひなく キチキ チと勸 いて 行った。 私達 
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はこの 狭い 家の 中で 大きな 無愛想な 音を立てられ るより は、 結局 この 方が S  s として 少しも それ 

を氣に 止めなかった。 

眼覺 まし 時計が、 書齋 Q 方の 專用 になり、 私 も 多少の 本 を 請んで、 少し は 仕事 もして 見た. S 位 

の氣 分に なった 頃に は、 私達の つつまし い 生活の 上に も 二度 ほどの 秋を迎 へた。 その 時 はもう 私 

達 も、 動かし 雞 S 時勢の 動きに 惹き すられて、 或る時 は 現在 0 社會 組織の 惡 いこと を 憤慨したり、 

或る時 は飽 くこと なき 商人 Q 專 横に 拳 を 握ったり して ゐた。 世-を 擧げて 一 つの 大きな 戰爭に 狂奔 

し、 何とい ふことの ない 呻きが 外に は 聞え る やうの 氣 さへ したので ある。 

五 

或る人 は 甚だ 幸 幅であった。 その 人達の 幸 福 を 誇示して なる 幾つかの 知らせが、 自分 達の 無 il^ 

な 感^ を 損傷して 餘す ところがなかった。 丁度 その 時に 私 は 叉しても 生命 さへ どうなる か 分らな 

い、 大息に 取りつ かれた ので ある。 私 は 流石に 自分の 生命の ことに 就いては 醫師 ほど 悲觀 しなが 

つた けれども、 併し 自分の 將來 0 四 五 年 は 全く 棒に振って 了った と 思って、 限りな. 望に 陷っ 

た。 私 はた だ 一人 無限の 悲しみ を 載せて、 一 提の樂 器 を 持った まま 南國の 方へ 旅立った。 そこに 

は 親切な 友人が、 私 一人の 住まへ さうな 温かい を搜 して くれて ゐる 害であった。 殊更 電車に 弱 

い 私 は 殆ど 二 時間 餘りも かかる 電車 Q 中に 立った まま、 最早 悲しい とも 嬉しい とも 思 はない、 铕 


祌の 痴呆した ものの やうな 無 記の 感情で、 しげしげと 車中の 人の 顔 を 見つめる のであった。 

併し ここに 私 は 1 週 問と 住んで ゐる ことが 出来なかった。 第 一 私の 住ま へ さうな 家と いふ 家 は 

1 つも i 仝いて ゐ なかった。 それに 私 はもう かう した 「家」 を 離れた、 荒んだ こころ を 棲け るに は 

堪 へなかった ので ある。 

直きに 私達 は 明 石の 海岸の 大きな-: M に 怯んで ゐた。 そこ は 私達の 周圍の 本當 に 親切な 人達が 世 

話 をして、 私達 一家 埃が 住める やうに 貝 立てて くれた 家な のであった。 今度 こそ、 私 は 周 国のう 

る さ 5- 何もかも を 離れて、 心行く だけ 美しい 签氣を 吸へ た。 私の 持って 來た 書物 も 甚だ 少ない。 

^帶 道具と- S つた やうの もの も、 ほんの 一 寸し たものば かりであった。 勉強が 不必耍 になる と、 

隨 つて 私 は 書齋の 眼覺し 時計と も、 しばし の 別離 をす る ことにな つた。 その代りに 私達 は、 大丸 

で 非常に 安. S 小形の 八 角 置 時計 を 買って 來た。 これが 明 石の 家の すべての 時と いふ 時 を 支配す る 

責 任 を 持つ てゐ たので ある。 

私達 はこ こに 住んで ねる 間、 お 互に 3^ 來る だけ 身體の 健康 を 計らう と 思った。 天氣 のい. S 口 は 

海岸へ 屮 I て 貝殼 を 拾ったり、 漁船 を 見に 行ったり した。 私達に は贅澤 過ぎる 廣. S 庭に、 實に すば 

らしく 綺 置に 實 つて ゐる 夏蜜柑 は、 祌戶に 住まって ゐる 友人の 詩人が 来て 褒めて 行った。 

電車 や 汽車で 何度か 神戶へ 遊びに 行った。 その 時には 汽車の 時間に 遲れ ないやう にす るた めに、 

私達に はどうしても 一 つの 懐中時計が 必要であった。 妻 は 結婚の 時に 持って ゐた 小形の 金 時 針と、 

二 六 一一 一 


二 六 四 

その 前から ふだん 使って ゐた、 これ も 小形の 女 持 時計 を 持って ゐた。 私 は その ふだん 用 0 を ひと 

たづ 借りる ことにした。 妻 は 金時計な ど は 使 ふこと もない ので、 これ は 京都 0 家の 箪笥に 藏ひ切 

りで、 つて 時計 を 持たぬ ことにな つて 了った Q である。 

「よく 俺に 似合 ふぢ やない か」 

と 私 は 笑 ひながら、 その 飾り Q ある 女 持の 時計 を、 絹絲の 紐の端で 持ち上げて 見せたり した。 併 

しその 後から 私 は 直ぐに 無造作 に 着物の 抉へ この 時計 を 投げ込む のであった。 

京都へ 歸 つて 来た 時、 私達 はもう 出来て ゐる 別の 家に 住む ことと なった。 これに は 留守中に 妻 

の 弟が 一 所 懸命に 奔走して くれたので あった。 

「これ こそ 永住 地 だ。」 と 思 ふと、 私達 は 妻の 弟 も 一 緖 になって、 これ はこ こ へ、 あれ は あす 

こへ と 道具 をい ろい ろに 置き 並べた。 注 時；；： S は ニ疊の 間へ、 眼覺し 時計 は 女中のと ころへ、 明 石 

へ 持って行った 八 角の 置き時計 は、 私の 書 齋へ來 た。 懐中時計 は ひとま づ妻 Q ところへ 歸っ て、 

その 方 G- 用事 を 足す ために 始終 側 へ 出しっ放しに されて ねたので ある。 

私達 はこれ から 本當に 幸福 Q 生活が 途れ さう だった。 私の 健康 も 日に 口によ くな つて、 今では 

逮へ るば かりにな つて 来た。 子供 も 女中 も元氣 がよ かった。 


併し 元氣 のな いのは 女中のと ころ s 眼覺し 時計と， 一 一 墨の 間の 柱時計と でめった。 柱時計 は、 

もう 永遠に 止まった 姿で びくと も 動き はしなかった。 女中の の は 一 日に 何度も 螺旋 を卷 かないで 

は、 止って 止って する。 了 ひに は 柯 時の 間に か 子供の 玩具と なり、 惡戯な 女中が 砲 子のと ころへ 

人間の 顔 を 書いた なりで、 玩具 も 面白くなくなる と、 臺 所の 棚の 上へ 置きつ 放しに されて、 寧が 

その 卜： へ 積った。 

私 は その後 も 怠らす、 十 n 目 毎に 大阪 の醫 者へ 通 ひつ づけた。 健康が よくな つたのと、 時勢の 

動きの 甚 しい ことと は、 何時までも 自分 を 家に 止めて 置かないで、 かう した 病院 通 ひの 合間き 閒 

に、 私は地方へ講溃に3^たり、 また 他人 を 訪問した りする ことにな つた。 私 はそんな 時にはもう 

默っ て 妻の 時計 を 持つ て 出かけて I：；： つた。 或は 寧ろ それ は 私の 時計 だとい つてよ い 位で も ある。 

私 はすつ かり それが 女持ち S 時計 だとい ふこと に氣 がっかない やうに なって 了つ て、 講演の 時 も 

平氣で これ を袂 から 取り出し、 卓子の 上に 置く のであった。 時計に はもう 大分に 汚れた、 G と靑 

との 極く 細い、 又 短 かい 紐が 着いて ゐる。 

かう して 家の 中には 役に立つ 時計と 言ったら、 たった 二つの それし かない ことになる。 妻 は 一 

度 一度、 朝に なって 女中 を 起しに 行く のが 隨 分と うるさい。 女中 は 女中で 時間が きちきちと 行か 

ない と 機嫌の 惡ぃ 私の 感情に 觸ら ないやう、 食事の 仕度 をす るの は 苦しい ことで ある。 何時の 問 

にか、 私の 書齋の 時計 は、 女中の 方の 代理 を も 勤める ことにな つて 了った。 
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「今度 は 又 あんな 安い 置 時計 を 一 つ 買 ひませ うよ。 それに あなた はもう 懷. S: 計がない と隨分 

と 世間 體が惡 いです よ。 柱時計 も脱覺 しも， あれ は寶 つて 了 ひませ うよ。」 

と 妻が 發議し てゐ た。 私 もこれ は 無理で ない と 思った。 

「それで は 俺 は 一 っ院 時計で も 買 はう かな。 俺に は 洋服 はな. S し、 叉 例の 抉へ 投げ込む 奴で は. 

落しても 詰らない し、 腕時計なら 隨分 すば らしい もんだ よ。」 

と 私 は 戲談の やうに して 言った。 

「あなたが いつも 買 ふ 本 を 1 1 1 册减 らしたら 直ぐに 買 へ るぢ やありません か。 時計 位 何でもな 

いのです よ。」 

洋服お 買 ふと S ふ 相談が る 時 も かう した 話が 出る。 マ ントを 買 ふとい ふ 話 Q 時 もや はり さう 

である。 W し 私に 今 猛然と して 襲うて ゐる讀 書 欲 は、 とても さう した もの を賈ふ 方へ 私の 輿 味 を 

動かし さう になかった。 私の 書架に は 一 一三 日 置きに 一 冊 一 一冊と 書物の 數が 殖えて 行った ので ある- 

私 はや はり 平然として 妻の 時計 を 抉へ 投げ込んで 街へ 散步に 出た。 

「家」 とい ふ ものの 空氣 は、 この 時 は 柱時計 を耍 しない ほど 落ちついて、 私達の 周圍に 漂うて 

ゐる。 私 は 一 ー疊の 間に 無能の まま かかって ゐる 柱時計な ど を 股に かける こと さへ なかった。 


「いよいよ やはり 買 はう かな。 どうも 不便で 仕方がな S よ c」 

その 時計 を 買 ふなら、 私の 歷史に は、 全く 新ら し. st^ 史の Inr か 繰り 擴 げられ て 行き さう である- 

さう は 口に 言 ふ ものの、 やはり 私の 興味 は 何時までも 女持ちの 時計で 滿 足して 行く らしかった。 

八 角の 置き時計 は 彼方此方 Q 室へ 持ち 廻され るが、 いつも 確 實に號 砲に 合って 行く。 そして 何時 

まで も 力 チカ チ と 平安な 刻み を績け て、 私 Q 心 をし つ とり 落ち つけて くれた。 

書齋 のうしろ に 背丈け の 伸びた 葉鷄 頭の 色 は 益. /黄に 赤に 爛熟して、 その 種子の 分與を 希望す 

る 人の 數が 殖えて 行き、 秋 はー曆 深くな つて 行く らしかった。 —ITS. 外 ns  (大正 十 年) 


釋 尊自證 の 信仰 

宗敎を 信す ると はどう. S ふこと であるか。 勿論 宗敎 Q 言葉 を 言葉の 上 だけで 信す るので はない。 

又 宗敎の 理論の 上 だけで 信す るので はない。 宗敎を 信す ると は 偉大なる 宗敎家 の 宗 敎體驗 を 信す 
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る ことで ある。 卽ち私 及び その他す ベ て 佛敎の 信仰に 生きようと 欲する 宗敎 者に とって は、 釋尊 

その 人の 自證す る 宗 敎體驗 、 或は これ を釋尊 その 人の 內 的實感 と で も 言 ふ もの を 信す る こ と で あ 

る。 その他 釋 尊の 何物 を 信じよう とする ので もない。 釋 尊の 尊い、 氣高. S 內的 實感を 離れて^ 敎 

を 云々 する は、 實は 怫敎を 信じて ゐる { でな く、 何 かその 人の 獨斷を 勝手に 述べ立てて ゐる にし 

か 過ぎない と 私 は 思 ふ。 

併し 勿論 釋尊自 證の宗 敎體験 は、 我々 の 直接に これに 觸知 する ことの 出来ない ものである。 體 

驗 は 實は體 験 者 そ Q 人に し か 分ら な い 境地で ある。 否 寧ろ 體験者 自身 でさへ 知った かどう か 分ら 

ない 境地で ある。 況んゃ 何千 年も經 過した 後に なって、 どうして 直接に それに 觸知 する ことが 出 

來 るか。 我々 は先づ その 點を疑 はねば ならぬ。 

こ Q こと を考 へる 時、 私 は 人生に 頗る 孤獨 を感 する。 電車の 線路に 沿うて 獨り とぼとぼと 步ぃ 

てなる 時、 私 は そ Q こと を考 へて、 こ Q 市街が 非. 常に 物寂しい とい ふ 感じ を 持つ。 釋 尊と 自分と 

に は その 間 何 干 年の 距離が ある。 私 は 切に 釋尊 Q 人格 を 求め、 釋 尊の 進んだ 道 を追縱 して 行かう 

とする が、 釋尊は 最早 こ Q 世界に 住んで ゐ たま はぬ ので ある。 私 は 最も 直接に 釋尊 Q 姿 を 見る こ 

と が 出來な い。 また そ Q 演說を 直接に 聞き取る ことが 31 來な い 0 


釋 尊の 內的 資感に 就いて 私 どもの 知り 得る 唯一 Q 材料 は 何で あるか。 それ は 直接の 人格で もな 

ければ、 また 直接の 浪說 でもない。 釋 尊の 言行 錄 とも 申すべき、 非常に 大部な- あのお 經 である。 

あのお 經 だけが、 釋 尊と 私との 聯絡 機關 である。 ぉ經が 私の 實感 をして 釋 尊の それに 入らし める 

口火で ある。 

勿論お 經は釋 尊 自身 Q お書きに なった もので はない。 中には 割合に 早く 5^ 來 たも 0 も あらう が、 

大部分 はやつ と 後に なって SE 來 たもの だら う。 私 は あのお 經を讀 んでゐ て、 丁度 四！ i 音 書 を讀ん 

だ 時と 同じ 種類の 驚異に 打 たれる。 四福 昔 書 C. 筆者 は それぞれに 違って ゐる。 しかも その 中に 現 

はれて 來る 基督 は、 どうしても ただ 一 の 人格 を 持った 基督 だ。 

それ を 見る と 私 は 基督と いふ 人格 を S 史 の 中から 抹殺す る氣に はどうしても なれない。 歷史家 

は、 かう した 生きた ものの 記錄を 捨てて、 態々 死んだ 瓦 0 やうな 記錄を 求めて ゐる。 釋 尊の 場合 

も 全く それと 同一 である。 あのお 經の 筆者 は實に 種々 雜 多の 人達で、 それらの 筆錄の 時代 もお E 

に餘程 離れて ゐる ことで あらう。 また その 多く は 一 人の 藝術 家？， 專斷 による 描寫 ではなくて、 0 

くの 人格の 持ちより 著作で あらう。 しかも あれ 程 的確に 釋 尊の 人格 を 躍動せ しめる ことが、 どう 

して 可能であった か。 また あれ 程 1 致した 處の 人格 を どうして 紙上に 生かす ことが 出來 たか。 そ 

れは 全く 不思議で ある。 人 問 以上の 奇 か 行 はれて ゐ ると 私は霄 ひたい。 それ故に 私 は、 釋尊を 

史上より 抹殺し 去る こと を 夢にも 考 へる 譯には いかぬ。 釋尊 Q 生きた 人格 は、 丁度 奈 良の 大佛 Q 
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やうに、 大 蓮華 藏 海の 一 々の 蓮辦 にも 譬へ るべき、 無盡藏 のお 經の 上に 跨って、 しっか. りした 光 

を 放って ゐ ると 思 ふ。 

昔から お 經を續 む 人が ゐ なかった ので はない。 併し 最近になる に隨っ て、 お 經を讀 む 人 はだん 

だん 少 くな つたと 私 は 言 ひたい。 佛敎の 議論 や 歷史の 研究の ためにお 經を讀 む 人 は澤山 ある。 併 

しその 中で 釋 尊の 內的赏 感 をし つかりと 摑ま へ ようとし てお 經を讀 む 人が 少 くな つたの だ。 ぉ經 

を敎 へる 人 はお 經と いふ ものが、 何 か大變 にむ づ かしい 意味 を 持った、 素人に は 分りつ こ Q ない 1 

專鬥 的な ものであると いふ 感じ を 一 般の 人に 懷 かせた。 早い話がお 經を讀 むと 言へば、 聞いて ゐ 

て さつば り 文句の 意味の 判らない、 ！ t 讀 みで 勿體 ぶって ゐた。 素人で ぉ經 など を 持って ゐる もの 

は數 へる 位しかない。 これ を ルタァ の 宗敎 革命 前に 於け る 西洋 の 神學者 の 基督 敎を 取扱 つ た肽態 

と 比 一；^ して、 人 は 何とも 感じないで 濟 むか。 

ぉ經の 記者 は、 何に せよ 素 的に 偉い 文藝 家で あつたに 相違ない。 一寸した 例 を 取って 見ても、 

「華 嚴經」 にせよ、 「法 華經」 にせよ、 何とい ふ 偉大な、 ドラ マチ カルな 場面に 豐 かな、 情 熟と 

詩情と に 富んだ 文學的 作品で あるか。 私 ども はこの 偉大な 作家の 心的 體驗 内に 映寫 した 釋尊を 知 

り 得る だけで ある。 しかし これら Q 作 も亦釋 尊に 次ぐ やうな 偉い、 大きい 宗敎的 實感を 4 & つて 


ゐ たに 相違ない。 さもなければ、 とても あんなに 的確に 釋尊 自證の 境地 を 描き 得る 箸 はない ので. 

ある。 それら 偉い 作家た ちが 模寫 した 釋尊 は、 どのお 經 にも 共通した、 比較の 屮ぃ來 ない 或る 祌々 

しさ を 持った 釋尊 である。 この こと を 思った だけで も、 釋 尊と いふ 人格が どんなに 大きかった か 

は 分る。 若し それほどの もので なければ、 甲乙 一 一種のお 經に 同じ 色 合 ひで 出て 來る箸 はない ので 

あるじ 

あれら のお 經をー つの 藝術的 作品と して 味 は ひ、 その 中に 一貫して 表現 せられて ゐる釋 尊の ^ 

的實 感に沒 人し 得る もので なければ、 未だお 經 を讀ん だな どと はい へない。 お 經を讀 むに は、 一 

の 藝術的 感覺が 必要で ある。 誰に でも 分る とい ふ もので はない。 併し、 本営に 優れた 藝術的 作品 

になる と、 どんな 無 感覺の やうな 人に でも、 多少 づっ强 s 印象 を與へ 得る もの だ。 ぉ經の 場合が 

丁度 それ だ。 あれの 文句に 誤魔化されす、 怖氣づ かすに 素直に 読む ものに は、 吃 度 何等かの 實感 

が ぴったりと せまって 來 るに 相違ない。 その 寳感の 得 方に はいろ いろの 種類が あらう けれども、 

かう した 實感 を摑む ことが 出来た 時に、 私 は 始め て お 經を讀 む ことが 出來 たと 言 ふ。 

怫敎 の 神 學者は さ う し て ぉ經 を讀ん でゐ ない。 一 々の 文句 を 分析 し て 、 意味 を 殊更に むづ か し 

くしたり、 意味の ない 文句へ 殊更に 意味 あり 氣な附 け 加への 說明 をしたり して、 人の 能力 を 困し 

める。 分析に 加へ るに 分析 を 以てし、 ぉ經 はた だ佛敎 百科 事彙の 底本に されて 了 ふ。 南無 歸命云 

云の 「南無」 とい ひ、 「歸 命」 とい ふから 始めて 言葉の 詮索 をす る。 「南無 歸命」 と 言った 時に 
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感ぜられる、 その 中に 流れて ゐる 1 つの 內的 實感 など は 問題に ならない。 私に して 見れば、 「南 

無歸 命」 はた だ 「ああ 有り難い」 と. S ふだけ の 率直の 意味の ものである。 そして 同じく 「ああ 有 

り 難い」 と 言っても、 甲の 場所に あると、 乙の 場所に あると では、 その 前後の 文句の 係り 工合で、 

それぞれに 多少 遠った 內的 實感で 感ぜられて 來る。 しかるに 佛敎 の神學 者に、 一 人で も そんなと 

ころ を 注意しょう とする ものが あるか。 

分析に 分析 を 重ねた 解義 は、 旣 に文學 としてのお 經の 生命 を さへ 打ち 壞 して 了 ふ。 ？ W んゃ釋 尊 

の內 的實感 など 言 ふ もの は 滅茶苦茶 になって 了 ふで あらう。 どこに 宗敎 あり や。 どこに 釋 尊への 

信仰 あり や。 

註 釋に註 釋の加 はった 議論な ど は先づ いい加減の ところで 切り上げよう。 そしても つと 率直に 

お 經を讀 み 直さう。 たった 一 つの 形容詞 や、 接績詞 にさへ 感ぜられ るお 經 0 微妙な 文學的 表現に 

感謝しょう。 そしてお 經の 文勢 を 率直に 受け取って、 その 場處へ 出て 來て ゐる釋 尊の 感 i^o 威勢 

を そのままに 受け取らう。 

各宗の 祖師 達 は、 その 所 依のお 經を それぞれ 異ならし めた。 そして 甲、 乙 まるで 正 反對の やう 

な 行き方の 宗敎 をつ くって 了った。 その 末輩 Q 人達 は 今 宗派と 宗派との 爭 ひに、 これ 日 も 足ら や、 


互 ひ Q 勢力の 侵略に 謀. *V 凝らして ゐる。 實に 馬鹿らし. S 信仰で はな. S か。 い い 加減のと ころで 我 

我 はお 互 ひの 尊い 生命に 氣 付き合 はう。 そして 一 日で も 無駄の な. S 生活 をしょう。 私 ども Q 祖師 

はや はり 釋尊 自證の 信仰に 生きようと 努力した。 卽 ちその 祖師 達 は 全く 釋尊 Q 內的實 験 Q 中に 沒 

入しょう としたの であった。 今 我々 は これらの 祖師 を 我々 の 先導者、 先覺 者で あると 見る。 歸す 

る 處は釋 尊であって、 その外の 誰でもない。 よし 祖師 達の 信仰 は、 我々 と 比 絞の 3 ^来な. S 深 いも 

のであった としても、 その 人達 はな ほ釋 尊と 比して は、 雲泥の 相違 を 持って ゐた。 のみなら 十、 

この 人達 は、 ただ 釋 尊の それぞれの 一 面 をし か 述べ 得なかった と 言っても よいので ある。 

五 

併し それら Q ぉ經 は、 それぞれに 違った 特色 を 持って ゐる。 その 特色 を摑 まへ て、 それぞれの 

祖師の 宗派 的 信仰が 始ま つたと いふ 人が あるか も 知れない。 如何 にも それぞれのお 經は、 そ れ ぞ 

れの 特色 を 持って ゐる。 この 特色 を擴 張して 行けば、 一 つ 一 つのお 經 から、 それだけの 數の 信仰 

が 生れて 來る かも 知れない。 また 一 つ Q ぉ經 にして 見ても、 それぞれの 「品」 から 叉 それぞれの 

信仰が 生れて 來る であらう。 それ は實に 可能の ことで ある。 併し かう した 擴 張の 起る と. S ふ もの 

は、 私に して 見る と、 未だ 實は釋 尊自證 Q 信仰 を 多少 知識 的に 捕捉して ゐ るからの ことで ある。 

それらの 特色よりも、 もう 一つ 道 接 的の ものに 打つ かって 見る と、 どc^ぉ經の中 へ でも出て來る、 
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ただ 一 つ 0 釋尊 C 岡滿 無上の 的 實感が あるば かりだ。 その.？： 的實感 にせ まった 眼で 見て 行けば、 

ど Q 個性 も 許さ れ てゐ るに 相違な い。 どの 宗派 でも 道理に 適って ゐ るに 相違な い 0 た だ 我 々 は そ 

の 唯 一 の 內的資 感の方 を 粗末に して、 それぞれの 特色が 本物 だな どと 思 ふ 了 昆 違 ひ， を やって はな 

ら ない 0 

かくして 私 は、 どの 宗派の 信仰に も 頼らう と は 思 はない。 私の 信仰の 的 はた だ 一 つで ある。 卽 

ちそれ はお 經 Q 中にはつ きりと 見える、 釋尊自 證の內 的 實感 である。 私 はこの 外の 信仰 を 持た な 

い。 これが 現在 Q 宗敎 者に とって 革命的の 考へ の やうに 見える とするならば、 私は斷 乎と して 私 

の 信仰 Q 方向が 間遠つ てゐ な. S と 宣言し、 その 宗敎 革命の いくさ を镜 けよう。 - 『中外 =報』 (大正 十き 


信ずる 限りの もの を 信ぜよ 

何 を 如何に 信 や べきで あるか。 私 はこの 問 ひに 答へ る。 する もの は 何。 釋嗱 el 誇の 信仰で あ 


る。 信す る 道 は 何。 信す る 限りの もの を 確く 信ぜよ C 

信仰に 目標 は ある。 併し その 信念の 深さ を 測定すべき 外的 標準がない。 また その 目標に 達した 

も Q だけが 深. S 信仰 を 持ち、 その 徑路 にある もの は、 さう した 深. S 信仰 を 持た な S の だと は 言へ 

ぬ。 信す る 限りの もの を 信ぜよ。 それ は 信仰の 目標に 達した 時に も、 又 そ 目標へ Q 徑路 にある 

時に も。 信す る 限りの もの を 信す る 人 は、 最も 强 い 信仰に 生きて ゐる 人で ある。 

信仰に 誤魔化し は 駄目 だ。 外面 だけ 偉い 信仰 を 持った やうの 額 をして ゐて、 その 實 少しの 信仰 

を も 持って ゐな いん は澤山 ある。 成る 程 その 人 は 他の 人に 勝れた 偉い 信仰 目標 を 持って ゐる かも 

知れない。 その 目標が その 人の 信仰の 深さ を定 める Q ではない。 ただ 要するに そ の 人が 信 やる 限 

りの もの を 確く 信じ て、 その他の もの を 悉く 捨 て て ゐ る か ど うかと いふ ことに 問題 は 係つ て ゐ る 

の だ。 

二 

科學は 宗敎を 破壊した。 それ は 或る 程度まで 確かで ある。 い ろ. S ろの 事柄に 於いて そのこと が 

雷 へる。 例へ ば 或る 種の 奇蹟と 言 ふ も G は 催眠 心理 學的 法則に よって 說 明が as 來る かも 知れない r 

併し 現在で も^んな ど は、 科學の 知識が ないから それら Q 奇蹟の 一 部 を 信じて ゐる。 これらの 奇 

蹟 あるが 故に 自分の 信仰 は あるの だと 思って ゐる。 だが 我々 科學の 洗禮を 受けた ものまで が、 そ 
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0 同じ 信仰 を 追 ふ 必要 は亳末 もない。 その 奇瘇が 奇鑌と 思へ な. S 時まで は、 自分 は本當 C 信仰 を 

持って ゐ ない の だな どと 怖ぢ氣 立つ 必耍 はない。 さう した 老人な どの 信仰が 本當 0 信仰 だと か、 

また その 信仰の 方が 深いの だな どと 言 ふのに は、 大分の 註 釋 がいる。 世間の 人 は、 自分の 信じら 

れ ない 知識. 5： 容を その 老人が 信じて ゐ るから、 その 老人の 信仰 は 本物 だし、 また 深さ も 深. S の だ 

として ゐる。 併し 私 はさう した 内容な ど を 問題に しない。 ただ その 老人が 信す る 限りの もの を强 

く 信じて ゐる のが 偉い と 思 ふ。 老人 は 我々 の 信じられ ないやうな 不合理 を 信じて ゐ るから 偉 5 と、 

，^の 人 は 一一 一一 E ふが、 その 老人 は 知識が 乏しい から、 我々 の 不合理と 感 する もの を實は 不合理と 感 

じて ゐ ない。 そして 至極 合理的な も Q を 合理的 だとして 信じて ゐ るの だ。 我々 も 後の世の 人から 

これと同じ 取扱 ひ を 受ける であらう。 见に 角、 生半可が. S けない の だ。 信す る^り 0 もの を 信ぜ 

よで ある 0 

三 

人の 信仰の 强さを 批評す るに、 釋尊 0 宗敎 や、 その他 多くの 祖師の 宗敎 を循に 取り、 それでと 

やかう 言 ふ ことがある。 その やうな 批評 は 今 最も 多く 敎界に 行 はれて ゐる。 或る人が 「かう だ」 

と 言 ふと、 他の 人 は 「それ は何經 の何處 にかう あるの を 知らぬ の だ」 とか、 「かう. S ふ 敎理を 忘 

れ てなる」 とか 利口 振って、 まるで 釋 尊の 內 的實感 をす つかり 知り 憲し たやうな、 釋 尊の 店 Q 


やうな 口調で 批評す る。 甚だ 失禮 だ。 成る 程 知識 的に は、 釋尊 Q 外的 表現 をい ろ. S ろと 揑ね 廻す 

こと も 出来る だら う。 人の 信仰 をと やかう 批評す るに 釋 尊の 信仰、 言 ひ換 へれば 釋 尊の 內 的實感 

を 以てする ことが どうして 可能で あるか。 釋 尊自證 Q 信仰 は、 そんな 利口な 知識 者 達が どうに も 

しゃう のない、 深い、 圓滿 な實感 だ。 誰でも 生涯 を盡 して それに 到達す る ことが、 不可能で あら 

それで かう し た說敎 をし なければ ならな S 人達 は、 知識 だけで 先づ それら の 祖師 達の 信仰 を 尊 

ねて 見る。 そして 自分 はさつ ばり そこまで 達し 得られな. S のに、 人に は そこの 目標の 處 だけ を 詳 

しく 說明 する。 また それ を說 明し なければ、 自分が 强 5 信仰 を 持って ゐな. S ものの やうに 疑 はれ 

る こと を 恐れて、 無理やりに その 終局の 信仰 を 得ようと する。 また 精々 正直な 人で も、 信仰と は 

かう した もの だが、 自分 は そこまで 今 は 達して ゐな 5 などと 言 ふ。 何時も あやふやな 熊 度で、 自 

分で 自分 を 危ぶんで るる やうな 始末 だから、 S つに なっても 信仰 を 得る ことが 出来ない。 か- 「し 

た、 こ は 信 卬とは 何 か餘程 奇妙な、 普通と は 違った 處の ある ものの やうに 見える らしい。 

私 は 少しも さう した 急ぎの 信仰 をして ゐ ない。 また 信 p: に 終局が あるな どと も 始めから 考へ て 

ゐ ない。 どうせ 1 生 を 通じて 努力しても 達せられな いもの だと、 諦め 切つ てゐ て、 さて 自らの 信 

する 限りの もの を 確く 信じて ゐる。 甚だ 心安ら か だ。 世間の 人 はよ く 入信した 後、 何度か その 人 

信 を破壞 する。 「この 前に 入信した と 思った の はま だ その 徑路 にし か 過ぎなかった」 などと 後で 
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あやまる。 それ は 目標に は 直きに 達せられる もの だと、 始めから 少し 信仰 を輕 蔑して かかって ゐ 

るからで ある。 私 はいつ になっても、 信仰に 後悔 をし ない。 いつでも 自分 0 途 は徑路 である。 信 

する 限り の もの を 確く 信 や る だけで ある。 

私が 宗敎の こと を 話す 場合 は 滅多にな S  。 恐らく  口 で 言 ふの は 演說の 場合 位に 限って ゐ よう。 

日 常會話 に は 殆ど 全く それ を 物： おらない と 雷 つても よい。 少しで も 私が 宗敎 のこ と を 一一 一一 n はう もの 

なら、 私 は 何 か 宗教と 首 ふ 珍ら し- S もの、 人の 得づ らい もの を旣 にちやん と 持って ゐるも Q の や 

うに 見られる のがい や だからで ある。 世間 で は 釋尊 の やう な =£, 的實感 を 直ちに 得る ことの ぉ來 る 

ものの やうに 思 ふので 寳に 弱る。 そして 自分が かう. S ふ 風に 見られる と、 この 人から 何 くれと さ 

うした 內的 實感の 光景の 質問 を 受ける。 旣に 祖師に 成り 濟 ました 偉い 所謂 宗教家 は、 その 場合に 

うまい ばつ を 合せる ことで あらう が、 私に は 正 s を 守らぬ ほど 心苦し い こと はな， S から、 そんな 

うまい 答 辯が 出来な い。 それで 直ぐに 何 か 蟹 物の やうに 疑 はれて 了 ふだら う。 これ を 恐れる から、 

自分 は 少しも 自分の 信仰 を 云々 せぬ ので ある。 また 演說の 時に さへ、 後で 何とか彼とか 非難 せら 

れ たり、 喧嘩 を 買 はれたり する P が 嫌 だから、 「これ は 自分の 宗敎を 一一 K つて ゐ るので はない。 宗 

敎の 論理、 宗敎學 の 知識 を 云って ゐ るの だ」 と 斷り書 きをす る ことが 多 5。 


信す る 限りの もの を 信す る o 私の 信仰の 仕方 はこれ より 外に はない。 そして 極めて 確 實な石 を 

置いて 一歩一歩 進んで 行かう とする。 知識で はよ く 分って ゐて、 行爲で 出来な 5 切な さは、 實に 

S 5 經驗 する。 こんな 場合、 大抵 は 事實の 方が 自分 を 經驗へ 引きす り 下して くれる。 事實が 引き 

すり マして くれないと、 やはり もとの 處へ 納まつ て 了 ふ もの だ。 仲し かう して 强 ひて 引き やり 下 

されても、 やはり それが 信. やる 限りの も Q を 信 やる 0 であれば 實に 尊. so いつも 信仰 はかう して 

發展 する。 

また、 始めて 聞 S たこと は 道理 だと 思っても、 心から 信. f る やうに は 中々 なれぬ もの だ。 例へ 

ば社會 主義の 議論な ど、 大抵 のん は 「理窟 はさうな るが、 さて どうも さう も 行くまい よ」 などと 

いい加減の ところで 投げて 了 ふ。 これ も 何度と なく 話 を 聞いて ゐ ると、 或ると ころまで 同感す る 

やうに なり、 しま ひに は 却つ て 自分 Q 議論の やうに して 他ん に說 いたりす る もの だ。 これが a, 、理 

の 威力 だ。 良心が かぶれた ので はない。 木當に 自分が 信ぜられない ものなら ば、 何時に なった つ 

て 信す る やうに なれる もので はない。 それ 故 私 は、 宗教の 話な ど は、 たと ひ宗敎 は無闬 だな どと 

現在 思って ゐる やうな 人で も、 度々 聞. S て 見る がよ いと 思 ふ。 これ も 亦 事實が 自分 を 引きす つて 

行く、 一つの 場合で あると つてよ い。 

理論ば かりが 人格 を 引き やる ので はな い。 信仰の 進み は. S つも 飛躍で ある。 信 やる 限りの もの 

を 確く 信ぜよ。 信仰に は 少し も^ぐ 必要がない ので ある。 その 目標 は 釋尊自 證の內 的實感 だ。 我 
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我 はいつ もこれ を 意味 深く、 自分の 行爲の 上に 味って 行かねば ならない。 -— 『中外 ns< 大正+き 

北 窓抄錄 

讀 書雜感 

英國へ 歸られ たラッ セル 氏から 到着 後 第一 の 書信 を 受け取った。 ラッ セ. - 氏が 口 本 を 立 たれる 

間際に 私の 發 した 質問に 對 して は、 一 々詳細に 答 解 を 書いて くれた。 純粹 の^ 學 問題に 就いての 

質問と 答 解と は、 讀 者に 割合に 舆 味が 薄から うから、 社會 思想に 關 係の ある もの 二 件 を ここに 紹 

介して 置かう。 

ギルド 社會 主義に 對 する 私の 一 つの 質問。 11 あなた は その 著の 中で 次 0 やうに 雷 つて アナ 丁 

キズム と社會 主義の 批評 を爲 して ゐる。 「アナ アキ ズムは 自由に 關 して 利益 を 有し、 社會 主義 は 

仕事 をさせる ことに 關 して 利益 を 有して ゐる。 この 一  一 Q 方法 を 結合す る 方法 はな S もので あらう 


か。」 (本誌 前 接 論文 參 照。」 この 霄 葉は實 際眞理 である 。若しも 社 會哲學 に 於いて 國家 社ず 王蔡 

は 唯理論で あり、 アナ アキ ズム は經験 論で あると すれば、 我々 はこ こに 二の 耍素卽 ち 形式と 內容 

との 综 合の 方法 (the  method  of  synthesis) を考 へなければ ならぬ 譯 である。 社會 主義と アナ 

アキ ズムと は 結合 せられて^ 合 的に 融着 せられなければ ならない。 (sccialism  and  Anarchism 

should  he  combined,  being  synthetically  fused. ) この 點に 於いて ギルド 社會 主義 は 完全 C 綜 

合と は 言 はれないで、 單 なる ェクレ タティ シズム であると 言 はるべき である。 卽ち ギルドと 國家 

とが 犟に 分離せられ (bein ぬ merely  separatei)、 前者 は 一方へ、 後者 は 他方へ と 置かれた に 過 

ぎない ものである。 あなた はこの 點を 如何に 考 へられる か。 

ラッセ ル 氏の 答 解。 

ギルド 社會 主義に 對 する 君の 批評 は 理論的には 甚だ 精確なる ものの 如くに 私 は 思 ふ。 (I  think 

very  likely  your  criticism  of  Guild-Socialism  may  be  sound  in  theory)  w.- し、 實行 問題 を 

頼 慮す ると 產業 的に 進歩した 國 に適當 した ものと して はこれ 以上に よりよ き 組織が あらう と は 思 

はれない。 併し 私 は 露國ゃ 支那の 如くに 産業の 後れた る國 にまで この 組織が 適當 して ゐ ると は 考 

へない。 

この 質問 及び 答 解 は、 恰も 本號に 論じた 意見と 大 いなる 關係を 持って ゐる。 該論 では ギルド 社 

會 主義が 一 の エタ レク ティ シズム であって、 完全なる： S^H  口論で ない ことまで を 論じなかった。 こ 
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の點は 何れ 詳しく 後に 論す る 積もりで ある。 併し 極めて 簡單に は 『大 觀』 十月 號 所載 「社 會 改造 

の 竹學」 に 論じて 置いた から 就いて 參 照して 貰 ひたい。 

私の 質問。 

コ オル 氏 は 言った。 「社 會は侗 人の 上に 基礎 を 置き、 個人の 中に、 叉 個人の ために 存在す る。 

而 して、 社會は それ を 組成す る 個人の 意志 を 決して 超越して はならない。」 (society  is び ascd 

upon  the  individuals,  exists  in  and  for  the  individuals,  and  can  never  transcend  the 

wills  of  the  individuals  who  comp-ose  it.)  n オル 氏 や マ ック アイ ヴァ ー 氏 や ラスキ s や， T ！、 

國 家に 就いての へ エゲル 哲學 に反對 して、 社會 集群說 (the  sroup-theory  of  society) を 主張 

して ゐる。 レツ キット 氏 は 言った。 ギルド は 工場に 出發 して ギルド 會議に 終る、 こ 悪逆であって 

はならない と。 併し 社會の 意志が その 社會の 組成 員た る侗々 んの 意志 を 超越す る 0 は 寧ろ 眞實で 

はない か。 ギルドの 各員の 意志が 完全に ギルド 會議の 決議に 一 致す る ことが どうして 可能で あら 

う。 コ オル 氏の 社會 論、 隨 つて ギルド 社會 主義の 社會論 は、 コォ H ン氏 などの 哲學に 於け る 「多 

性」 (MehTheit) の 基礎の 上に 立って 「全 性」 (Allheit) の 基礎の 上に 立たない ではな いか。 あ 

なた は 然か考 へないで あらう か。 

この 疑問に 就いては、 私 は 詳しく 『文化 主義 原論』 中 「ナショナル . ギルドの 社會 論の 文化 主 

義的 修正」 なる 章の 中で 論じた。  - 


ラ ッ セ ル 氏の 答 解。 

私 は 「 一 般 意志」 (the  "general  will し なる もの を 信じない。 私 は それ は犟 なる 作り物 だと 

考へ る。 哲學に 於. S て 私 は 一 個の アト ミ ストで ある。 個人なる もので さ へ も、 私に は旣に 一 の複 

合 的の 論理的 構造の ものである として 見える。 私 は、 すべて Q ガヴァ メント なる もの は、 本質的 

に は 弱者の 意志の 上へ の强者 Q 意志の 僞瞞 であると 考 へる。 (I  do  not  belive  in  the  "general 

will." I  think  it  is  a  fiction.  In  philosophy,  I  am  an  atomist.  Even  the  individuoJ 

seems  to  nie  already  a  coml^lex  logical  structure.  I  thinl〈  all  government  is  essen- 

tially tlie  imlDcsition  of  the  will  of  the  strong  UJ5n  tlie  weak.) 

ラッセル 氏の 哲學的 立場 は ロジカル . アト ミズ ム であるが、 その 立場の 上より して 個人の 心 を 

も アト ミス ティ ッ クに考 へ、 隨 つて 所謂 「一 般 意志」 なる もの を 信ぜす、 單 にこれ をフ ィ クシ ョ 

ン であると したの は 興味深. S ことで ある。 國家 Q 性質 を解釋 する 場合に ラッセルの 考へ は、 レ H 

11 ンに 甚だ 近い ものと なって ゐ る。 

ギルド 社會 主義に 對 する 私の 批評に 就いては、 更に 機 を 見て コ オル や ホプソ ン 等から も 直接の 

意見 を 聞いて 見たい と 思って ゐる。 — 『K 化』 (一一 ー卷 5) 
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すっかりの 秋に なった。 

日の 短 かいの が、 我々 の やうな 仕事 Q ものに は先づ 最初に 氣付か れる ことで ある C これから 何 

をしょう かと、 新たに 考へ 直したい やうな 氣 がする。 秋は讀 書の § 節 だとい ふが、 少なくも 私 は 

秋 に なつてから、 これ ぞと S ふ 請 書 を し た 記憶が な S 。 

仕事の 51 來 るの は 夏と 冬と である。 どちら かに 決 ii-r かっかな いと、 私の 心 も 落ちつかない。 

その か はりに^ は、 秋に はしみ じみと 自然 を 見つめて ゐる。 この 秋の 山 叉 水 を 見つめて ゐ る。 

秋の 自然 は 夏の 自然の 如き 野心 を 持って ゐ ない。 叉 それ は 何等の 虚飾 を も 含まな. S a?" で 春の 自 

然と 分離す る。 

私 は <K 側に あった フィット マ ン Q 詩禁 を^ S て昆 た。 そこに は IT 悅 びの i^』 と. S ふ 長い 詩が 

あ つ た。 

0  t;he  joy  of  a  manly  selfliood 1 

To  b ひ sorvile  to  none,  to  defot  to  none,  not  to  any  tyrant  known  or  unknown. 

Ho  walk  Willi ひ rect  carnage,  a  step>  springy  and  dlastic, 

fo loolc  with  calm  waze  or  withi  a  flashinf^  eye. 


lo  spsak  with  a  lull atd  sonorous  voice  oul:  of  a  t>road  chest. 

Ho  confront  with  your  personality  all  the  other  personalities  of  th ひ ひ arth. 


秋の 自然と 面接しつつ、 その 山と、 その 水と、 私 は 極めて 自然に この 雷 葉 を 言 ひか はす-こと 0 

出来る やうな 氣 がする の だ。 

澄ん だ靑 い 大空 が 今 大野 を蔽ぅ てゐ る。： 『文化』 ( 一 i 一 號) 

雨の 五 月 (詩) 

スレ I ト  くお 

おお、 聞け。 石盤 を 打つ 雨の 聲。 また 我が 窓 を かすめ 行く、 風の 寂し さ。 雨の 五月。 腐ち 行く 

五月。 おお、 聞け。 雨の 音樂。 さすら ふ 契り。 さて はよ よと 泣き， くづ るる 五月。 おお、 雨の 野に 

向 ひて 立つ、 窓 硝子の さびし さ。 

われ 八；'、 何を考 へんと する か。 心 はた だに 安から す。 物薩 より 我が 怯惰を 奇襲す る は、 禁制 伴 

天 連の 異行。 さて この 大 いなる 野原に、 謙虚なる 香 をた く は、 われと 我が家 族との みなり。 雨に 

ごんぎ やう  げ しん 

明けて 雨に 暮れ行く、 妄念の 廣 野よ。 我が 行 ふ は 何の 勤行。 しのびよる 窓に 何の 悔心 か。 草 はう 
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るめ き 安から す。 われ は 耳鳴りし、 口の なか かわきて、 かすかなる 胸騒ぎ を すら 感じつつ あり。 

心浪 打ち、 ひたよ る もの。 そ は 知らす。 溜息 Q みぞ、 麥の穗 に 生れて、 麥の穗 の 彼方に 傳 はる。 

今日の 日の 菜て を 追 ひ 行かん。 

おお、 聞け。 石盤 を 打つ 雨 Q 聲。 また 我が 窓 を かすめ 行く、 風の さびし さ。 雨の 五月。 滅び 行 

どんよ，/ 

く 五月。 おお、 聞け。 蛆蟲 Q 老いさら ば ひし 巧言。 森林の 中に むしばむ 蠶の 貪欲。 さて は、 黄い 

ひャウ た 

ろき 花の 湖み て 欲 ふ 挽歌。 なやみの 五月。 くづれ 行く 五月。 おお、 このな やみの 野に 向 ひて 立つ、 

窓 子の 一 つら。 

我れ 今 茫然と して 雨の 野 を 見る。 心 はた だに 安から や。 雨の 野 は、 黃 いろき { 仝氣に 鎖され て あ 

り。 昨日 野に あまる 雀 子、 雲雀 子。 廣 野に さか ひなし、 見 はるかす、 飛びち が ひ、. 飛び あがる。 

今日は ぴ よとの 昔 も 立てす。 萆 はなげ かひ、 迷信し、 花 はうな だれ、 また 愁訴す。 耕 畝 は ぬれて 

黑し。 空 いっか 晴れむ。 ゎづ かに 認 むる 我がい のちの 一 とみち。 おお、 いづこよりか 呼ぶ 聲 のす 

れば、 われ は そ Q 途 0 小高き に 立ち上りて、 專 念に 默禱 するな り。 ああ、 され どこの 空の くらさ 

よ。 くらさ は 麥の穗 の 末より 生れき たる。 


おお、 聞け。 石盤 を 打つ 雨の 聲。 また 我が 窓 を かすめ 行く 風の さびし さ。 雨の 五月。 病み こや 

す 五月。 かくて 廣野 はいよ いよ 險 はし。 おお、 聞け。 地下に よどめる 水の 專擅。 この みごもりの 

女の 背信。 五月 は 惑 ひて、 くだち 行くな り。 —— おお、 雨の 五月、 さびしき 五月。 され ど大. 141。 

何もの か 御身より 生れ 出づる を、 我れ 肅然 とこの 窓に 倚りて 待たん。 —3.2  (is> 

秋の 自然 

この頃の 自然 は 美しい。 私 は 限りなく その 中へ 浸って 行かう とする。 人間 は その 環境の 騒がし 

い 中に あって 始終 自分の 外的の もの、 形式的の ものに 偽り 欺かれ、 自分の 生活の 本質的の もの を 

忘れて 了 ふ。 かう した 時 我々 は靜 かに 自然の 中へ 逃れ て 見る がよ い。 そこに は 飽くまで も 健 全 

な 土より 來る II- が 聞かれる。 理性 は その 自然の 聲 とさな がらに 結ばり ついて ゐる。 慣習 を 批評す 

る 要求 も、 制度 を 破らう とする 情熱 も、 すべて はこ こに 結ばり ついて ゐる。 

事實は 現に ある もの を敎へ る。 理性 はこれ に 如何に あるべき か を敎へ る。 我々 は 自然の 中に 浸 

つて 自然の 精神 を 感得す る 時、 我々 の 冷やかなる 魂の 中には、 冷やか なれ ども 脈々 として 動き、 

正しく、 健やかなる 理性の 決心 鋭き を 直感す。 

途は 野の 中 を 北へ 走って、 遠く 加 茂 川 0 堤 上に つづく。 私 は 今 その 堤 上に 立って 河 上 を 眺めた- 
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加 茂 川 もこれ だけ 上になる と 流れる 水 は 乏しくなる。 石に 堰 かれて ひたすら.. rn い。 一面 飛び飛び 

に 連る 小石の 狹間を 通り、 水 は， H く 幾 十 條と數 へ 得べき が 如く、 それ は 葱の 根の 細く 輝け るに 似 I 

また 冬の 樹 枝の 分れて 鋭き にも 似て ゐる。 心 はさな がらに 河底 を潛っ て 流れた。 

ただ 私の 立って ゐる途 沿 ひだけ は、 河が  一 深くな り、 水 は 淀んで 綠に 澄み、 流れる 樣子 V」 へ 

見えぬ 靜 けさ だ。 上から は 落 紫樹の 枯葉が 幾 枚と なく 舞 ひ 落ち、 はら はらと 水面 を 打ちて は、 そ 

の 面に 幾何 學的 整形の 波紋 を 起す。 私 は 何時までも その 水面 を 見つめた。 

見 上 ぐれば. E き 河！^ の 上に、 出せみ が 二三 羽 降りて、 河底の 高き を 歩いて ゐる。 脛 は 飽くまで 

も 寒む 寒む として a える。 

川上 は 晴れて ゐる。 川下 もや はり さう だ。 ここに は 暖かな H 光 さ へ あたって ゐる。 うつ すらと 

秋の 氣 がその 間に 惱ん でゐ る。 

夜 ともなれば 河瀨を 流る る 水 はい やが 上に も 光る。 河原の 彼方に はまろ き 月 のぼりて、 人家の 

窓に あかく 灯が つ いた。 今 は 落葉の 上 を 爬ふ風 さ へない。 

この 時 この 川 沿 ひ を 歩く 何 尺が あらう。 ただ ひとりで ある こと は 心強い。 自分の 心の中 を往來 


する 乏しい 信仰 や、 批刺 や、 社會 想像 や、 それら はすべ て孤獨 にこの 心の中に 生れる。 思想と 信 

念と は、 飽くまで も 孤獨に 生れて、 また^ 獨に 他人の 胸に 訴 へられねば ならな 5-。 

社會は 自然の 如くに 美しくなければ ならぬ。 尺 間の つくった すべての 文化 は、 澄みた る 自然 を 

模範と して 冴え きらねば ならぬ。 人工的 Q 建築と 街路と 工場との 上に 新ら しき 美 は 求められる。 

しかし それ は 自然 の 持って ゐる 美し さと 別の 範瞎 に屬す る も Q で あ る笞 がな い 。 

側の 落葉樹 を搖 すれば、 樹は聲 なく 動いて その 周圍 より 多くの 枯葉が 散った。 牛乳の 如き 空氣 

を 縫うて 落葉 は ゆたかに 月光 を 浴びた。 私は默 して それらの 落葉の 幾つか を 拾 ひ 祭め て 見た。 

實 にも 昔の 哲人の 言へ る 如く、 この 幾つかの 落葉の 一 つ 一 つが 個別の いのち を 宿して、 掌の 中 

に 美しく 光って ゐた。 
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紫 野より 

耕 畝 小景 

蒔いた 西^ は 芽吹いた。 ちら、 ほら、 ちら、 ほら。 二 枚の 葉つ ば は 威勢よ く、 ばつと 開いて ゐ 

る 。大空に 向って、 のびのびと 開いて ゐる。 まるで 子供が 背 仲び をした やう だ。 そっち Q 畝の 胡 

凡 白菜。 に はふら ふらと からみつく 白 豆の 花。 すべて は 潤澤 なる i 仝氣 と、 野に あまる 日光 を 

浴びて 健全で ある。 雲雀よ、 雲雀よ、 ぴ. S よろ、 ぴ いよろ、 ぴぃ、 ぴ いよろ。 いま 自分 は、 禁制 

は. . , 

伴天連の 異書 を讀み 了へ、 この 短い 裼を はき、 廣ぃ笠 をいた だいて 耕 畝の 中に 立ち働かう。 輝く 

日輪。 麥の德 のさ やぎ。 さや、 さや、 すそ、 さや。 小さき 鍬 は 土 深く 噴 ひ 入る。 

, 小徑の 彼方に 人 見えす。 見渡せば 人の子の 家に 開きた る窓ぞ なき。 初夏の 憂 われに 降り そ 

そぐ、 雨の ごとくし げし。 


比 方の 小 丘、 彼方の 凹地。 畝 また 畝に つづく、 麥の穗 のさ やぎ。 さや、 さや、 すそ、 さや。 あ 

あされ ど その 畝に おびただしき 黑 穗黑穗 よ。 その 實ら ざる 德の まじれる をい かに かすべき。 農夫 

は ひたすら 手 を こまぬ く。 輝く 日輪、 麥の穗 のさ やぎ。 麥の德 のさき ざき 七 彩の まば ゆ さぞ 住む。 

ああ 人の 世 は 制せす、 略せす。 願 求の 淨土、 寂 光パァ ソナル • アナ アキ ィ。 移り行く 世界の もの 

みなに 何の さい は ひが あるか。 露 裸 か を もて 生れ、 眞裸か を もて かへ り 行く 自然の ふところ。 あ 

あされ どこの： g におび ただしき 黑 穗黑德 よ。 その 次第に 殖え 行く 力 をい かに かすべき。 農夫 は ひ 

たす らま，！ &す 0 

蒔いた 西瓜 は 芽ぶ. S た。 ちら、 ほら、 ちら、 ほら。 成 勢の よい 葉つ ぼ は、 まるで 兩 手で 大空 を 

持ち上げて ゐる やう だ。 輝く 日輪、 麥の穗 のさ やぎ。 來れ 我が 友 今 何處に 住む か。 小徑の 彼方 

に 人 見えす、 見渡せば 人の子の 家に は 開きた る窓ぞ なき。 初夏の 憂 管、 雨の ごとく 降り そそぐ。 

ああ 我れ 今耕鉞 におり 立ちて、 禁制 伴天連の 異 書を讀 むに、 小さき 鍬 Q み 魔物の ごとく 大地 にん „^ 

ひ 人る の だ。 

ご あいさつ 

謹んで 年頭のお 祝 ひ を 申し上げます。 この きびしい 寒さに 皆 さまの 御 健勝 を 祈り 上げます。 私 
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方 も 皆々 達者で この 新年 を迎 へます。 一 々に參 上いた しお 祝 ひのことば や 常々 の 御無沙汰の おわ 

び を. S たすべき です が、 私 は 新年 早々 から 一 向新 年ら しくない 忙し さ をつ づけて ゐる ものです か 

ら失禮 ながら この 印刷物で 失禮を させて 頂きます。 

昨年の 新年に 私 はかう した 印刷物 を 持へ、 何 家族 かが それに 合併して 家庭 通信 を 始め、 我々 の 

生活の 一 切 を 公開し 極く 平凡な 社會を 作り出したら ど うだらう と 提議した ところ、 卽 座に 何 家族 

かの 贊同を 得ました。 今度の 新年に は實 行しょう と 思って ゐ ました。 ところが 私の 忙し さとい つ 

たら 叉 格^で、 その 年末 も， f- つと 押しせ まつてから 印刷に かかった やうの 次第で、 一 々それらの 

家族の 通信 を m.^ めて ゐる 暇が ありませんでした。 それで 鬼に 角 私の 家族の 通信 だけ をいた します。 

若し 贊同 者が あったら、 當番を 廻り 持ちに して 一年に 二三 囘の 生活 通信 を やったら 面白い こと だ 

と つて ゐ ます。 ー體 我々 の 生活の どうい ふ 部面が 最も 重要な もの か。 唯 八 「申した やうの 生活 公 

開の 家庭 結びつき は餘程 深い 意義 を 持った もの だと 思 ひます けれども、 我々 の 社會的 表面的の 活 

. 動 は、 さしせまっての 必要 を 我々 に 感じさせる ために、 さう した 表面的の もの 許りが 世間に 見え 

る やうに なり、 その 生活 を 裏 づけて ゐる 極く ファミリア. ir インチ メ ー トな 生活 は 影 を簿 くして 

了 ひます。 

現代の 人 はお 互 ひに その 社會的 外面 的のと ころ を 許り 見せ 合って ゐる ためにす ベ て のん 間が 

偉く え、 偶像 的に 見え、 その 偉 さの 偶像に おびえて は、 自分 も それに 競爭 しょうとして つまら 


ない 偉ぶ り や、 偶像ぶ り や を 世間へ 向けます。 つまり 世間の 人間が お 互 ひに 外側へ 殼を 持へ て 防 

いで ゐ るので す。 神經 衰弱 者ば かりが その 數を 殖やします。 人 問 はお 互 ひに 馬鹿らし いこと を や 

つて ゐ ると 思 ひます。 我々 は 人間と 人間との 結びつきに、 これと は 全く 反對の 行き方 をしたい と 

思 ひます。 それ は 外面 的の 殼 によって ではなく、 內面 的の 平凡な ところ を 以てお 互 ひに 接し 合 ふ 

とい ふこと です。 卽も 我々 の ファミリアな、 インチ メ I トな 生活の 公開です。 さう した 部面 を さ 

らけ 出して 見れば、 世間に 際立って 偉. S 人 もなければ、 叉 際立って つまらな. S とい ふん はない 答 

です。 すべての 人間が 「おい 君」 といって 呼び掛ける ことが 出来る 害です。 フィット マンが 詩の 

中で さう. S つたこと を 歌って ゐ たやう です。 通りが かりの 人が いきなり 自分に 呼び掛ける、 それ 

が 惡ぃ譯 が どこに あらう。 叉 自分が 通りが かりに 見す 知らす の 人に 向 ひ、 お 5 君と 呼びかけて 惡 

ぃ譯が どこに あらう。 フィット マ ン がさう 言って 居ります。 私達 はお 互 ひに さう した 生活 を 落ち 

つかせ、 生活 を 生活ら しく 愛育した いと 思 ひます。 この 印刷物 は實は 年に もっと 何囘か 出し、 且 

つ 今度のに は 美しい 三色版の 畫を 入れる 積り でした。 子供達が 澤 山に 集まって 来て 私の 野の 中の 

一 つの 家を寫 生し ま 十。 その 寫生畫 を 三色版に する 積り だった のです。 併し 今度 は 間に合 ひませ 

ん。 この 次に 考 へませ う。 
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一九二 一年の 日記 

一月 一日、 年始 廻りす る。 極く 少数 0 家庭へ だけ。 新年 號 Q 雜誌 では 『大 i へ 「凡俗 讀 

者に 代 辯して 我が 文壇に 與 ふる 書」 を、 『雄 辯』 へ 「共 產黨官 一言と 精神 革命」 を、 その他  一 二 書 

いた。 

二 口、 家族 全 體の全 息 日。 荷 風 全集 を讀 みながら、 それに 就いての 種々 の 所感な ど を 語り、 1 

日 を^ら す。 

四日、 窒 内の 掃除。 五日より 普通の 如く 家族 全體 就業。 

十日 東上。 明治 大學ォ tM フ協會 の 講演 會に 臨む。 始めて サ アベルの 人家へ 來る。 十四日 歸る。 

一一 月 十二 日より 四日 間、 智山 大學の 特別 講義 をす る。 『新 文學』 に 「ディルタイの 哲學と 

文學 批評」 を 載せる。 

二十 二日、 長 野縣へ 旅行。 二十 八日 歸宅。 上田の 折：！ 學會で 講義。 

一 II 月 休刊 中の 『文化』 愈. - 復活、 今月より 店 へ 屮 いる。 第一 號は ホルム スの 理想主義 的社會 

改造 論 を 主として 紹介す る。 『自由 敎育』 へ 「ホル ムスの 自由 敎育 論」 を 誓く。 

二十 八日、 風邪に て 臥床。 

四 月 『文化』 は ポリシ H 1 ヴ イズム を 主として 紹介す。 『日本 及 曰 本人』 へ 「お 稻 荷さん 


と聖 天さん」 を、 『自由 敎育』 へ 前の 績稿を 書く。 

十六 日、 大學の 宣誓式へ 行く。 大學院 の 學生も 宣誓 を 要する ことと なり、 古い 連中が みなき 合 

する - 

十九 日、 畑打ち をして 種子 を 蒔く。 

二十 七日、 新著 『マ ルクス 思想と 現代 文化』 出來。 

五 月 IT 文化』 はや はり 主として ポリシ 二 ー ヴ イズム を 紹介す。 『改造』 へ 「少数者 暴力の 

價値」 を、 『大観』 へ 「直接行動 論に 理 あり」 を、 『日本 及 日本人』 へ 「この 境遇と この 敎 育と」 

を、 『自由 敎育』 へ 「自由と いふ ことの 意義」 を、 『中央 新聞』 へ 「藝術 生活と 經濟 生活」 を 載 

せる 0 

二十 二日、 大阪 主潮 社に て 講演。 それより 直ちに 高 野へ 行き、 寶 物の 特別 展觀を 見る。 二十 四 

日歸 る。 

六 月 『文化』 へ は ルソォ C> 社會 契約 說 Q 考察 を揭げ る。 『改造』 へ 詩 を、 『大阪 朝日』 へ 

「農民 美術と 農村 文化」 を、 『創造』 へ 「詩 を 中心としての 敎育」 を 書く。 

三日、 新著 『文化 主義 原論』 出來。 

十七 日、 智山 大學の 講演。 

七 月 『文化』 は 「ディルタイの 文化 哲學」 を 主として 紹介す。 『改造』 へ 「ラッセルの 哲 
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舉」 を、 その 特刖號 へ 信 州の 新ら しい 村の 紹介 を、 『野 依雜 誌』 へ 「人生の 因数分解」 を、 『女 

性！： 盟』 へ 「婦人運動 批判」 を、 『自由 敎育』 へ 「奉仕と いふ ことの 意義」 を 載せる C 

三十 n、 東上。 

< 月 『文化』 は 休刊。 IT 太陽』 へ 「老年 者 を 老年 者と して 殘せ」 を、 IT 東方 時論』 へ 「中 夏 

剂記」 を、 『中央 美術』 へ 「第二 ルネッサンスと 藝術」 を、 『自由 敎育』 へ 「藝 術敎育 論」 を、 

『中外』 再刊 號へ 「利害 鬪爭 の社會 學說」 を 載せる。 

一 日より 三日まで * 千葉縣 敎育會 にて 講演。 

四日 农、 早稻田 建設者 同盟に て 講演。 

六日より 八日まで、 新 潟 市の 思想 問題 研究 會 にて 講演。 

九日より 十  一 口まで、 同 縣岩船 郡敎員 同志 會 にて 講演。 

T 二日 夜、 長岡巿 にて 講演。 十 ran に 京都へ 歸る。 

づ 八日 夜、 東上。 二十日より 二十 三日まで、 S 野縣南 佐久郡 敎育會 にて 講演。 

一 一十 五日に 京都へ 歸る。 

九 月 『文化』 は 主として マルクスの 勞働價 値說を 評論す。 『改造』 へ 「ラッセル 氏と 日本 

及び 露國を 語る」 を、 『日本 及 in 木 人』 へ 「平城京 禮讚」 を、 その他 短篇 二三 を 書く。 

パ 0 始め 消化器 を 害し、 二三 日 臥床す る。 


一 n、 『文化 主義 原論』 三 版。 

八日 夜 東上、 東北の 石の 卷へ向 ふ。 十日より 二日 間 同地に て 講演。 十二 日夜、 仙臺巿 にて 講演。 

十三 日、 京都より 來る妻 を 宇都 宫 にて 待ち 合せ、 日光に 向 ふ。 それより 日光、 中禪 寺、 躂原等 

に 遊び、 東京に 出で、 二十日まで 旅行。 二十日 午前 京都へ 歸る。 

二十 五日、 大 暴風雨。 庭の 立 木な ど 大方 倒る。 家に は 損害 少し。 

二十 八 口、 家族 殆ど 全部 風邪に 襲 はる。 

十 月 『文化』 は 「社 會 主義 及び アナ アキ ズムの 統一 としての 文化 主義」 なる 長 論文 を 主と 

する。 『雄 辯』 へ 「文化人の 一 票權 行使」 を、 『大観』 へ 「社 會 改造の 哲學」 を、 『解放』 へ 「自 

我發 見の 開展史 J を 載せる。 

四日、 歐洲へ 旅行す る 兄 麥僭を 神 戶の據 頭に 見送る。 長兄 も鄕 里より 來り會 す。 

二十 一日、 野に 美しき 虹 二つ 見える。 

二十 九日、 暴風雨、 野の 家 大いに 見舞 はれる。 

十一月 『文化』 は 「ギルド 社會 主義 最近の 發達」 の 長篇を 主と す。 

『日本 及 日本人』 へ 「貧窮 問答」 を、 『詩聖』 へ 「詩に 就いての 雜感」 を、 その他 二三 を 書く。 

三日、 鄕 里の 姪 ふみ子 死去の 通知 來る。 

六日 夜、 高等 蠶業 にて 講演。 十二 日、 神戶 高等 商業に て 講演。 
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十五 日夜 £ 發、 九州へ 向 ふ。 十七 日より 二日 間、 鹿 兒島七 高に て 講演。 二十日 歸る。 

十二月 『文化』 は 「分 產 主義の 硏究」 の 長 論文 を 主と す。 『詩聖』 「詩に ついての 雜感」 は 

今後 毎號速 載す る。 

月初めより 風邪。 講演 その他 一 切の 用務 を 破約す る。 申譯 なし。 

一九二 二 年の 一月 號の 原稿 を 書く。 『東方 時論』、 『改造』、 『我等』、 『日本 及 日本人』、 『表 

現』、 『日本一』、 『詩聖』、 『婦人 公論』、 『新潮』 に 何れも それぞれ 揭 載せられる ：1  哲。 

今年の 冬 も 無事に 暮れる。 

清算して 見て 

1 九 一 九 年から 1 10 年に かけて 病床に 苦んで ゐた 自分に 比較 すれば、 昨年 は 非常に 幸福な 一 年 

であった。 自分の 周圍の 人に は そのため どれ だけ 多くの 損害 や 心 勞を與 へた ことか。 今 自分 は 謹 

んで それ 等の 人達に 感謝したい。 

健康 はすつ とよくな つた。 もう 一 年 を從來 同様の 嚴 肅な攝 生に 費す つもり。 さう すれば 見 違へ 

る やうに よくなる ことと 思 ふ。 野の 中の 一 つ 家が 何よりも 自分の 健康 をよ くして くれた。 

家族の 人 も 皆な 冗氣 がよ い。 殊に 子供 は元氣 がよ い。 そして 家族 全體が 31 来る だけ 無駄 をし な 

い、 意味の ある 生き方 をす る やうに 努力して ゐ る。 


自分 は 今す ベての 學校會 社 新聞 雜誌社 等に 關 係がない。 全く 一 偶の 自由 人で ある。 そして 自由 

に 言 ひた. S こと を 言 ひ、 書きた. S こと を 書き、 讀 みたい もの を 請んで ゐる。 今年の 春 ほど 本 M の 

精神の 淸が淸 がし さ を 感じた こと はない。 ただ今 後 希 ふこと は、 家族 全體が 自分の 生長の ため、 

3^來るだけ多くの讀書0時間を作り合ふことだ。 自分の 所で 贅澤と い つても よい もの は 書物の 購 

求 だけ だ。 生活費 Q 大部分 は 書物に 費され てゐ る。 

消 息 

昨年 は 未だ 時間の 配分が 3 曰く 行きませんでした。 『文化』 を 毎月 刊行す る こと、 自信の ある 著 

書 を 書く こと、 社會で 種々 の 運動に 奉仕す る こと、 自分 達の 生長の ための 讀書 する こと、 これら 

0 配分 を 今年 はもつ とすつ とよく やりたい と 希って 居ります。 

『文化』 は 何とい つても 私の 全 生命です。 昨年 中に 五 百 二十 頁 を 社會へ 報告した ことにな つて 

ゐ ます。 これに 著書の ニ册を 加へ ると、 千 三百 九十 glln; になります。 他の 雜誌ゃ 新聞に 書いた 分 

量を內 輪に 計算して 三百 貝と して、 全 體で千 七 百 頁 ほど 社會へ 報告した ことにな つて ゐ ます。 今 

年 はこれ を もっと 整理して、 もっと 有意義の ものにし たいと 思 ふ。 

『啞の 如くに 語る』 とい ふ 一書 を 印刷へ 廻して あります。 三月 頃に 刊行せられ る豫定 。 

1 箇月に 一 一日 か 三日 だけ 特^の ァ ー ベ ントを 持 へ て s!?l いて、 その 日 は 好きな 友人 家族が 集まつ 
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て 文藝 り 作品 を 読んだり、 蓄昔機 を^ いたりす る こと をしたい と 思って ねます。 

手紙で 用の 足る 用事 は、 訪問し ないで 手紙で 申し上げる ことにします。 私の 方へ の 用事 も その 

方が 構です。 一 々の 御 訪問 は、 お 互 ひに 馬鹿らしい 時間の 濫費です から。 

私の 方の 面會日 は從來 同様、 毎週 日曜 午後に 致して 置きます。 その他の 日の 御 訪問 は、 これ 亦 

從來 同様、 出来る限り は玄關 備へ附 けの 力 ー ドで 御用 を辨 じたいと^ じます。 

に 形式的のお 訪ね は 今後す ぺて廢 止 致します。 その 時 問で 社會 一般へ 奉仕 的の 行動 をす る こ 

とに 致します。 形式的の 贈答品、 これ 亦 一 切麼止 致します。 すべての 人が 路傍の 人で あると 共に、 

すべ て Q 人が 兄： である こと を 希 ひます。 

私の 家 は大暦 分か り の惡 いところ です が、 師範 學 校の 北東、 田の 中の 一軒家と いってお 訪ね を 

願 ひます。 人車なら ば、 烏 丸 今 出 川の 俥 帳場が よく 知って ゐ ます。 俾賃 三十 五錢の 規定、 それ 以 

上拂 はぬ こと。 電車なら ば 今 出 川 新 町 停留 場から 眞 直ぐに 北 へ 十 町餘。 

この 新年 を迎 へる 家族 は、 戶主 茂、 妻 千代、 長男 寬、 二 男隆、 女中 本 間 ふでの 五 人。 但し 長男 

は赛 の 赏家 へ 預けて 育てて 貰って ゐ ます。 — 年 S 狀 (大正 十 1 年) 


我國に 於け る 自由 大學 運動に 就いて 


この 運動 は、 やっと その 緒 口につ いた 許りで、 實縝 として は 何 一 っ報吿 すべ きもの を 持つ てゐ 

ません。 私 はせ めて その 成績 を 一 年 だけで も 擧げて 見て、 その上で 社會 に報吿 しょうと 思つ てな 

たのであります。 仉し 時勢 はもう さう して 禱躇 して ゐる こと を 許しません。 他方で も 同様の 計畫 

を やりた. S から、 輪廓 だけで も 報告せ よと 命ぜられます。 そこで 本號を 借りて、 計 誓の 大體 だけ 

を報吿 する ことに 致しました。 

QI 由 大學の 運動 は 日本で 起きた ものです。 しかも 長 野 縣で經 験して 来た 大學擴 張 運動の 自然の 

發展 として かう した もの を產ん だのであります。 西洋に さう した 類似の 運動が あるか どうか、 そ 

んな こと はまる で 知らない。 「自由 大學」 とい ふ 名 も、 それらの 勇氣に 富んだ 靑 年の 中から、 自 

然に 湧き出て 來 たもので あって、 强 ひて 誰が 命名した とも 言へ ない。 勿論、 私な どが 勝手に 附け 
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たので はな. so 私と して はま だ 外の 名 稱を考 、たりして はゐ たが、 今と なって は、 自由 大學 i . 

もう それで 立派 だ、 僕 等が 言 はう と 思 ふこと を 皆ん な 言って ゐ ると いふ 氣 がする のです。 

自由 大學は 一 侗の大 學擴張 運動で ある。 併し それ は 夏期に なって あちこちで 開かれる 短期 講習 

會 などと はまる で 性質が 違 ふ。 これ はこれ として、 從來 全く 日本に なかった 新ら しい 敎育樣 式 を 

始めた ことにな つて 來 たのです。 

最初に これまでの 運動 を 生やる に 至った 經過 をお 話し 致し ませう。 

大正 九 年の 秋、 私 は 長 野 縣小縣 郡 神 川 村 11 山 本 鼎 氏が 農民 美術の 經營 をして ゐられ る 村 —1- 

を 中心としての 靑年 達に 招かれて 哲學の 講習に 參 りました。 村の 青年が 哲學の 講習 を 聞く。 非常 

に 喫驚した ので ある、 が 行って 見る と 成る ほどと 思った。 それの 計畫を 立てた、 中心に なって ゐ 

る 二人の 靑年 は、 家業 に 熱心な の は 言 ふまで もな い が、 そ の 忙しい 家業の ひ ま ひ まに 實に よく 讀 

害 をして ゐる。 羨し いほ どの 讃書 をして ゐる。 その 藏書を 見ても、 ちょっとした 學 者の 書 齋 ほど 

澤 山の 1^ 學書を 備へ附 けて ゐる。 何に せよ 大した ものです。 聞きに 來た 人達 は 主として 小學 校の 

敎職員 諸君で あつたが、 その 熱心 さも 又 大した ものです。 午後の 學 課 を 終へ てから、 一里 許りの 

途を 息せ き 切って 通って 來て 講義 を 聞き、 夕方 遲 くに 歸 つて 行く のです から 偉い ものです。 中に 


は 非常 Q 遠方から 汽車で 通 はれる 方 も ありました。 私が 或る 敎 員の 會 合に 招かれて、 二 里 許り 遠 

方で 午前に 講演 をし、 大急ぎで 俥で 歸 つて 午後の 講義 をす る 時には、 兩方 かけ 持ちで 聽 いて くれ 

ると いふ、 私と して は 誠に どう 感謝 をして よい か 分らない、 熱心 さ を 示して くれたり しました。 

ところが これが 刺戟、 とい ふこと もあります まいが、 これ 以後、 この 講義 を 一 つの 連績 的の 講 

義に するとい ふこと に 皆ん なで 決議 を 致しました。 つまり 言へば 哲學 講義 を 一 囘 だけの ものにせ 

や、 二 囘三囘 と 翌年へ 持ち越す 組織に するとい ふこと になり ました。 翌年、 卽ち 本年の 春 私 は 又 

上田 市へ 出かけて、 高等 女學 校を會 場と 致し、 又 五日 間の 講義 をつ づけました。 前年の 第一 囘に 

は、 獨逸 西南 學派 の 哲學の 立場 を 主として 說明 しました から、 今囘は 獨填學 派の それ を 講義 致 し 

ました。 これ も 大變に 熱心に 聽 S て くれ、 聽講生 は 前年 以上の 多數 で、 大變の 成功で あり、 發起 

人の 人達 も大悅 びと いふ 譯 でした。 

この 時に 小縣 哲學會 とい ふ ものが 生れました。 一 地方で 哲學會 が 生れる とい ふの は 大した もの 

だと 思 ひます。 この 講義 は、 叉 この 十月に 開かれる 箸 で、 もう その 印刷物 を さへ 配布し ましたが、 

肝心の 私が 八月 九月 二 箇月 全部の 地方 講演です つかり 疲勞 して ゐ たもので すから. あとでお 斷り 

をし なければ ならぬ ことにな りました。 これ は來 年の 1 1 月頃 また 開始す る 箸です。 
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信 濃 自由 大學 はかう した 準備 的 運動の あった あとで 靜 かに 計 畫 せられました。 そして 今年の 九 

月から 来年の 四月まで、 それの 第一 學 年が 開始 せられる ことにな りました。 設立の 趣意書 を轉載 

すると 次の 如き ものです。 

信 濃 自由 大學 趣意書 

設立の 趣意 

舉 問の 中央 壤權的 傾向 を 打破し、 地方 一般の 民衆が その 產 業に 從 事しつつ、 自由に 大學敎 育 を 

受 くる 機會を 得ん がた めに、 综合 長期の 講座 を 開き、 主として 文化 擧的 研究 を爲 し、 何人に も 公 

問す る こと を 目的と 致します が、 從來の 夏期 講習 等に 於け る 如く 斷片 短期 的の 研究と なること な 

く 統一 連 綾 的の 研究に 努め、 且つ^ 講時 以外に 於け る會 員の 自學 自習の 指導に も闢與 する こと を 

努めます。 

一 、 講 魔の 種類 

哲 學 哲學史 倫理 學 美 學 社會學 心理 學 

宗 敎學 敎育學 文畢 概論 法 學 經濟學 社會 政策 


講座 はこれ を踪合 的と し、 聽講 はこれ を 完全に 聽講 する ことによって 統一的に 文化 學的 研究 を 

なす を 得る やうに 致します が、 場合によって は その 講瘦を 選定して 聽講 する こと を も 許します。 

二、 開講の 時期 

聽講 生の 產業を 顧慮して 大體 次の 如く 開講し ます。 

十月、 十一月 、十一 一月、 一 月、 一 一月、 三月、 四月、 

は 以上 各月の 十日 以內を 一 講座の 連績 開講 時期と し、 その 講義 を 翌年 度に 延長し ます。 

三、 自學 自習 

講座の 開かれて ゐ ない 期間の 聽講 生の 自學 自習 を 尊重し、 これが 指導に 適當の 方策 を 講じます。 

■ 四、 講座の 年限 

一 講座 は 三年 乃至 四 年 を 以て 終る ことにします。  • 

五、 短期 講習 

長期 連續の 講座の 外に、 別に 短期に 完結す る數 講座 を 並立した 講習^ を 開く こと もあります Q 

自由 大學 經營 の 經費 は聽講 料と 及び 寄^ 佘を以 てこれ に 充て ます 。 

黯 講 生 

講義 を 理解し 得る 各自の 自信に 信頼して、 聽講 生の 资 格に 一 切の 制限 を 置かす、 a つ 男た ると 
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女た る と を 問 ひません。 S 举に 申込 を 以て 聽講生 の 資格 を 得 ます。 

役  員 

一、 講師 自由 大學の 趣旨に 贊 せられ 講座 擔 當を諾 せられた 學 者に 講師た る こと を囑托 致します。 

二、 理事 自由 大學經 營に關 する 一 切の 事務 を擔當 致します。 

三、 类 負 自由 大學經 營に關 する 主要の 事務 を 協議し ます。 

ra:、  ^問 自由 大學の 趣旨に 贊 せられ、 その 經營 に聲 援を與 へらる る 諸士に 顧問た る こと を 依頼 

致します。 

計  畫 

木 年 十月より 開講し、 同學 年度 中に 少 くも 三 乃至 五 講座 を 開講し、 翌學 年度より 更に その 數を 

^加す る 運びに 致した- S と 思 ひます。 

經费の 一 部 を蓄稜 して、 將來 講師の 自由に 宿泊 せらるべき 宿舍を 設け 以て 講師と 聽講 生との 關 

係の 密接 を 計り、 更らに 講義 Q ための 校 舍をも 設備す るに 至りたい 豫定 です。 

^？ほこの自由大學運動を全國に波及して、 到る 處に その 設備 を 見、 以て 地方 文化の 程度 を 著し 

く 向上せ しめんが ために、 全 國の靑 年と 提携す る こと を 努めます。 

大正 十 年 七 W:  長野縣 上田 市橫町 (猪 坂 直 一 方) 

信 濃 自由 大學 事務所 


多少 これに 註釋を 加へ て 置きます。 

講座の 種類 は 廣義の 文化 學に 致し 自然 科學を 除外し ました。 自然 科學が 不必要 だとい ふ譯 では 

ない が 目下の 運動と して は先づ これ だけで 滿 足しなければ ならなかった のです。 哲學ゃ 倫理 學ゃ 

心理 學を、 法學 や、 經濟學 と 一緒に 學 ぶと ころが、 自由 大學の 特色です。 

開講の 時期 は、 その 土地 Q 事情に よって いろいろと 變り ませう。 これ は 長 野縣の 養蠶の 事情 を 

顧慮し、 他の 農閑期 を 利用した 積り です。 

講座の 連 緩の こと は 一寸 說明を 加へ ない と 誤解 を 招き ませう。 これ は 次の やうな 意味です。 一 

講座 は 五六 日間 を 以て 第一 年度の 講義 を 終ります。 そのつ づき は 翌年 度に 糰續 されて、 翌年の 略 

ぼ 同じ 時期に 又 五六 日間 講義 せられる。 かう いふ 組織です。 この 講義 三 四 年で 全部 を 終る 都合に 

なります。 何に せよ、 その 間に 一 箇 年の 餘裕 があります から、 最初の 講義 を 忘れて 了 ふこと も あ 

らう。 それ 故 第一 年に は 概略、 第二 年に は 稍. - 詳細と. S ふ 風に 進む 遣り方 も ありませ うし、 全然 

：2： 容を 三つに 分けて、 その 一 つ 宛 を 一年に やって 了 ふ 遣り方 も ありませ う。 どっちで も 出来ます 

舉 課が 全體に 綜合 的で あり、 且つ その 取扱 ひが 長期に 亙り、 基礎的で あるの が、 自由 大學の 短 

期 夏期 講習と 差異 を 置く 所以です。 
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夏期 講習 は澤山 やって 見る と 分かり ますが、 どうも 旨く行かない ところが ある。 とい ふの は 題 

目が 一つ々 々變 るので、 講演が 單 なる 知識と なって 受け取られて 了 ふ。 聽講 生の 身に ならない。 

それから 基礎 は 永遠に 9,1 來てゐ な いのに、 ただ その 結論 だけが 傳 へられる ことと なる。 これで 

は 本當の 信念に はならぬ。 學 問の f:^ 法の 怪しい 知識 を どれ だけ 澤山 持って ゐて も、 何にも 役に は 

立ちません。 我々 は 地方の 靑年を も つ と 基礎的に 敎育 しなければ なりません。 

こんな 譯で 自由 大學は 昨年 十月 一 日から 法 學士恒 藤恭君 (京大 講師) の 法律 哲學で 始められ ま 

した。 六日 間 講義が つづいて 聽講生 は 九十 名 足ら や ありました。 十一 月に は 文 學士高 倉 輝 君の 文 

學 概論が あって、 あとす つと 新進 0 有力な 學 者が 講義 をして くれます。 

ところで この 聽講生 を 定員 だけ (經費 を 支持して 行ける だけ) 得る こと も 困難です が、 講師 を 

得る の はもう 一 つ 困難です。 遠方へ 一 週間 も 十日 も參 つて ゐ ると いふ 時間 0 餘裕の ある 人が あり 

ません。 殊に 大抵 は 敎職を 持って ゐ ますから、 なほ 更ら 弱りました。 

今後 全國に 自由 大學 運動 を 普及 するとしたら、 先づ 第一 にさう した 講師 は 自由 大學 だけの 專 氐 

の ものと する 必要が あります。 これ は大曆 困難の ことで せう。 さう した 自由 大學の 講師 は 報酬が 

3 口く 勞 力に 伴 ひません。 それから 時間が 隨分 不經濟 です。 併し これ も 先方での 講義が 一 日 僅か 三， 


四時 以內 のこと ですから、 他 は 自分の 勉强の 35 來る やうな、 特^ Q 建物な ども 立つ やうに したい 

ものです。 それから かう した 講師 は 大抵 は學問 方法の 基礎的で ない、 所謂 通俗 學者 であり 易. 

さう した 點も 出来るだけ 防いで、 一 流の 靑年學 者 を 得る やうに して 行きたい。 

五 

何に せよ、 自由 大舉は 重要な 運動です。 みんなが 大學 まで 入學 しなければ 高等 敎育を 受けられ 

ない 社會 制度 は 不健全です。 我々 は 家に ゐて南 業に 從 事しながら、 その 餘 りの 時間 を 節約して 高 

S 大學敎 育 を 受ける のでない といかぬ。 社 會の敎 育 制度が さう いふ やうに 改造せられ ない と、 民 

衆 は 永遠に 大損 害 を 受けて ゐ ると 思 ひます。 これ は 不合理な ことです。 

信 濃 自由 大學の 基礎が 固くなれば、 私 は 更に 他の 地方に も かう した 自由 大學を 起したい。 それ 

から _s ^京な り 京都な りに は、 それの 中 丸 機關を 置いて 講師の 周旋 や、 大學 設立の 宣傳ゃ をす る や 

うにして 行きたい。 

なほこれ も s; 來る ことと 思 ふが、 さう した 口 だけでの 大學擴 張で なしに、 書物と して 『大 學擴 

張 叢書』 を やすい 本に して 屮 I したい。 夜學 式に して 毎日 開かれる 大學 講座 は 東京 や 京都で 開かれ 

ましたが、 みんな 失敗し ました。 とても そんなに 毎晚 は通學 3^ 來 ないから です。 (それで 自. S 大 

舉は 六日 問 位 引きつ づきに 開 いて あとの 日 は 休みに したの です。) これに は 書物に よる 敎育擴 張が 
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必要です。 

私が 『日本 文化 舉院』 を 創設した 理由 は、 ニ點 ありました。 その 一 は 徹底的に 文化 學 Q 研究 を 

する 研究所に する こと、 その 二 はかう した 大舉擴 張 運動の 中心になる ことです。 ところが 基金 募 

槳が く 行かない ため、 とても 研究所 を 起す だけの 資金 を 得ません。 (極く 小さな 會 社の 資本金 

だけ あったら 堂々 たる 綜合 研究が 出来る のです が) 却て かう した 大擧擴 張の 運動の 方 は 物に なり 

さう です。 大學擴 張 叢書 も必す ものにして 見たい ものです。 

日本の 社會 が、 そのす ベての 方面から、 いろいろの 建設的 運動で 新ら しくな つて 行ったら、 ど 

ん なに 偸 快で せう。 少 くも 我々 は敎 育の 方面で はこ の 自由 大學を 至る ところに 建設す ベ き 時代に 

到達して ゐ ると 思 ひます。 何故に かう した 方法で 社會 改造 をす るの がよ いかと いふ 根本 理由な ど 

は、 私の 始終 書く 論文に 詳しく 說 明して あります から、 今 ここに 再 言し ません。 それ を併讀 して 

戴いたら なほ 更ら 有り難. S ことです。 なほ 自由 大學を 新設したい とか、 或は 設立した に 就いては 

かう いふ 點を どうし たらよ いかと か、 いろいろの 疑問が ありましたら、 お 互 ひに 意見 を 交換して 

よい？ お備 をつ くりたい と 思 ひます から、 下名 宛てで 御手 紙 を 下さる やうお 願 ひします り (京都市、 

上京 K  、新 町 頭。 日本 文化お f 院 にて 稿) I- 『文化 運動』 (大正 十 一 年 一月^) 


舊 都雑景 

賀 茂のお ± 居 

應仁亂 後の 京都 は餘程 の 程度に 荒廢し て ゐ たも のと 見える。 その 後 を 引き受け、 最も 大瞻な る 

市 1^ 改正 を實 行した のは豐 太閤で ある。 その 當 時の 京都 は、 現在の それに 比較して もう 少し 北の 

方まで 達して ゐ たか、 或は 少 くも その 方へ 仲び 出る 形勢 を 馴致して ゐ たに 相違ない。 秀吉は 聚落 

第 を 今の 京都の 西北 端に 起した けれども、 その 時まで 長い間の 政令の 中心であった 室町 幕府， 卽 

ち 所謂 花の 御所 は、 京都 もす つと 北の 端の、 現今の 今 出 川 通よりも なほ 北の方に 占められて ゐた 

から、 幕府に 關係 ある 諸士の 邸宅 や 商人の 廛肆 で、 鞍馬口 邊 まで を 埋め、 市街 を 北へ 伸びさせる 

形勢 をつ くって ゐ たやう である。 

その 證據に は、 秀吉の 築いた 京都の 外郭、 所謂お 土 居 は、 今の 京都から 見る と、 これから 市が 

行 はう として ゐる 都市 改革の、 大都市 制と 稱 せられる 範 ii に 比較して さへ、 なほ 且つ その 北數 町 
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の ^分 を 包 擁し てゐ るので あ る 。 

加 茂 川の 上流、 下賀茂 神社から 上 賀茂祌 社に 至る 河 堤、 約 一 里 間 を、 俗に 賀 茂のお 土 居と 稱レ 

てゐ る。 併し 本當 のお 土 居 はこの 河 堤で はない。 河 堤に 平行し、 鞍馬口 通りの 北 あたりから、 河 

堤と 略 1 町の 問隔を 置き、 十 つと 北の方へ 仲び て ゐる土  Bsn の殘 りが それで ある。 昔 はこの 土壘 

を 相當の 高さに 築き上げ、 外方 を 鋭角に し、 その 下へ は、 更に 深い 溝渠 を 掘った ものの さう であ 

るが、 今 はこの 邊 では その 溝渠の 面影 を 見る によし なく、 お 土 居の 高さ も 低められた。 その上に 

は小笹 やちが やの 類が 一 ば. S に 生え、 がんない いばらの 白い 實ゃ、 藪柑 子の 赤い 粒が 點 綴せられ 

てゐて 寂しい。 春に なれば すっかりが 雲雀の 巢 になる。 ぴょ、 ぴょ、 ぴ よと 嗚く聲 は、 お 土 居 半 

里の 間に 互って 喧しい が、 また 長閑な もので も ある。 舂 早い 薄れ 日の 下 を、 その 土壘の 蔭に は 氷 

解けの 水が 流れて、 芹、 たんぼ ぼな どの 芽 を 吹かせる。 

併し それに も增 して 美し いのは、 この 賀 茂の 河 堤で ある。 俗に は それ をお 土 居と 呼ぶ ので ある。 

人が 京都の 風光 を 賞 すれば、 卽ち 近郊に 於いて 嵐 山 宇治の 山水 を數 へる けれども、 未だ 曾て 一 人 

のこの 賀 茂のお 土 居 を 言った ものがない。 けれども 京都の 新ら しい 山水と して、 この 賀 茂のお 土 

居 は、 嵐 山 宇治と 全く 特質 を 異にする 美 を 持って ゐる。 しかも それ は從來 32 來 上って ゐる 京都の 

概念に ふさ はしい、 重箱 入りの 名勝で はない。 それより はすつ と 解放 せられた 自然の 美し さ だ。 

私 は 幸 ひに、 そのお 土 居から は 程遠から ぬ 紫 野の、 廣 野の 眞 中に 住んで ゐる。 かう して 筆 を 取 


つて ゐる 書齋の 窓から、 もうお 土 居の 松 並木 は S 重の 錦畫の 如く 私の 眼前に 展開す る。 私^^茅屋 

は 粗末 だけれ ども、 私の 書齋に 入る 友の 一 人と して このお 土 居の 松 並木 を 歎賞し なかった も Q は 

ない。 

讀誓 や 思索に 倦んだ あ ひだ あ ひだ を、 私 は. S きなり 書齋 のわきの 入口から 下駄 を 履いて 出て、 

田圃の 間の 畦 道 を 横切りながら 新 町 頭の 通りに W で、 靑 S 茱ゃ 大根の 一 面に 栽培 せられた 街道 を 

北へ 進み、 賀 茂のお 土 居に 散步 する を 常と する。 

お 土 居の 松 並木と、 その 背景に なった 叙 山 ひ 本當の 美し さ を 知らう とする もの は、 最初に この 

新 町の 街道 を 北へ、 上賀 茂へ 向 ふが 最上の 方法で ある。 愈. - 京都の 市街 を 3,1 外れてから、 東に は 

叙 山の 山脈、 西に は 鷹が 峰西賀 茂の 裏 一地 を 望む の は、 この 上 もな く氣 持ちの よ. S も Q である。 

磨が 峰西賀 茂の 美し さは また 刖の 時に 語らう。 今 叙 山に ついて 一ーーー1 口す るなら ば、 この 山の 遠 tsm 

の 最も 整頓 せられた 美し さは、 この 街道から 見た 時 を 頂點 とする。 歙 山と 京都市 街と はかなり に 

近い 距離 を 持つ。 それ 故 京都の 市中 を 南北 五町す るなら ば、 叙 山の 山貌は 全く 別の ものと なる の 

である。 御所の 中から 見た 叙 山 はま だ 本當に その 正面 を 見せて ゐる とはい へない。 落ち 付いた、 

氣髙 かさ を 見せないで、 却って 何物 かに 突進しょう とする やうな、 氣短 かさ を 示して ゐる。 然る 

に 新 町 頭の 街^から は、 山 は そのす つかりの とげとげし さ を 取り去って 了った 鹰揚 さ、 自若 さ 

VJa^ せる。 

11 一 1 三 


三 一 四 

所謂お 土 居 は 平地より は 大分に 高い。 その上 - 里の 間にす つと 松 並木が ある。 私 は 東海道の 松 

並木 を 一 々に は 知って ゐ ない。 併し 私の 知る 限りのと ころで は、 東海道 はとても 廣 重の ヴ イジ ョ 

ンを 見せて はくれ なかった。 然るに 此のお 土 居に は、 さながらの 廣 重が ある。 その 松の 樹齢 はち 

よつ と 推测の 出来ぬ 古い もので あり、 且つ 東海道の それより、 高さ も 幾分 高く はない かと &ふ。 

毎年の 低氣壓 製來の 季節に は、 この 松 並木 も大 いなる 損害 を 受け、 或る時 は その 中の  一 二 本が 根 

幹より すっかり 駄目の ものに なつ て 了 ふ ことがある けれども、 しかし その 大部分の 松の 姿勢 は、 

今が 見頃 Q 美し さ を 持つ。 新 町の 街道から は、 その 樹 勢の 一 々を 遠望 鑑賞す る ことが 出来る。 京 

師の地 由来 霧 多し。 この 堤と 教 山との 河 間に は、 大抵の 時に 淡い 霧が 立ち籠めて、 山 は 薄 ぼん や 

りした、 文人 螯の 遠山の 趣き を 見せる。 その 松 並木 さへ も 霧に 蔬 はれ、 淡い シルゥ ヱ ット になる 

場合が 少 くない。 さう した 時に、 この 街道に 沿うて 北上す る こと は、 まるで 廣重 のどれ かの 繪卷 

を 繰り ひろげて、 見 もて 行く 感じで ある。 

或ると ころで 私 は、 この 街道 を 離れ、 畦 道を橫 切って 松 並木のお 土 居へ 上る。 お 土 居 は坦々 と 

して、 且つ 割合に 廣ぃ。 前に もい つたと ほり、 お 土 居 は 平地より はすつ と 高く、 その 西側 は廣溯 

なる 紫 野の 田圃、 東側 は 直ちに 加 茂 川の. E い 河原で あるから、 この 上 を 散策 すれば、 何處 か廣大 

な 公園 地を步 いて ゐる 感じが する。 私 は 人と よくこの 堤 上 を 散歩して、 京都市が 何故 この 河 堤 を 

公園 地に 編入し ないか を怪み 語る ので あるが、 何人も それに 同感し な. S 募 合はなかった。 


私 は 少しく 下品の 感情の 持ち主な のか も 知れない。 正直に 吿白 すれば、 人跡 至らぬ 深山の、 荒 

凉 たる 自然 を 見る より は、 幾分 かそれ に 人工が 加 はり、 大道き り拓 け、 朱塗りの 塔が 見える とい 

ふ 風な ところ を 歩く ことが 好きで ある。 自然の 靈感 によって より. も 人間の 魅惑に よって、 より 奇 

怪 なる 幻 蕩を覺 える こと を悅ぶ 私の 病的 感情に 由來 すると、 或 人 はこれ を 非難し、 自然に 對 して 

よりも 人間に 對 して、 より 多くの 執着 を 有する 私の 根本 性格に 根據を 置く と、 或 人 はこれ を 嘲笑 

した。 併し 或は 私の 肉體が 羸弱な ために、 さう した 深山 を 踏破す る を 困難と し、 平地 を 散策す る 

を 偸 快と す る、 已むを 得ざる 安易 性から 來 たもの かも 知れな 5- ので ある。 

鬼に 角 私に は、 かう して 大公 園 風に 育 て られた 自然 を 見る の は 限りない 嬸 しさ で あ る。 

加 茂 川の 河原 は 隨分廣 い。 流れる 水 もこの 逢まで 來 ると、 友禪の 安つ ぼい 染料に よって 祟られ 

る ことがない。 本當に 山峽を 流れて 來た 純の ままの 美し さ を 持つ。 河 堤と、 本當 のお 土 居との 問 

は、 一町 計りの 距離 を 隔てて、 南北へ やっと 細長い 畑地と なって ゐ るが、 此處 では、 冬から 早春 

へ かけて、 何曆 にも 高く 藁む しろの 垣が 出来て ゐ るの を 見る。 自然の 地勢から 野菜の 速成 栽培に 

適し、 その 作り 主 は、 それ 許り を 仕事に して ゐ るので ある。 冬に なって、 加 茂 川の 水 は、 愈、、 細 

く 愈 A/ 淸く 河原の 小石に 瘦 せて 行く 時、 赤. S たす きを かけ、 白い 手拭 を 被った 若い 娘 達が、 河原 

に 七 八 人の 列 をつ くって、 取り立ての 范蔆 草の葉 を 洗って ゐ るの を 見る。 この 邊の 菠蔆草 は、 お 

汁に 浮かせて、 舌に 溶ける やうな 柔 かさと、 加 ふるに 高い 香り を 持って ゐる。 私 は 散歩の ついで 
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に、 よく その 娘 達から. 洗 ひ 立ての を 買って 歸 つて、 そのままお 汁に 浮かせた も Q である。 范 藉 草 

の 束 は 何れも、 蘭の 二 筋 許りで、 極く ゆるやかに くくられ てあつた。 それでも なほ 藁 は 傷まし い 

ほど 柔らかい 紫に i& ひ 入って ゐた。 

河原と 高い 河提 との 間に は、 姿勢の よい 樫の 樹 などが、 互 ひに 二三 間の 隔て をお. S て 立って ゐ 

る。 澄んだ水 だまりの 上へ、 その 常綠の 葉の 枝の 姿 を 投げて ゐる ところ は、 見る 人 もな くこの ま 

まに 打ち捨てて 置く に は、 餘 りに 惜しい 氣髙 さで ある。 

私 はな ほこの 河 5^ から、 川 を 隔てて その 東岸の 河原 を 眺め、 更に その 東に 大分の 奥行まで 連つ 

てゐる 3^ 野 を 見る 美し さ を 限りなく 愛する。 この 廣 野の 一部分 は 今 は巿の 植物園と なった が、 併 

しその 西北 隅な どに は、 少しの 人工 も 加 はって ゐ ない、 いかにも 河原ら し 5 寂し さ だ。 ところ ど 

ころに 取りす ました やうな、 やや 丈の 高い 灌木が、 霧の 中に 見え 陰れして ゐ るの も 嬉しい。 

これらの 河原 を 東に すっと 低く 眺めて、 下 鴨から 上 加 茂の あ ひだ、 無蓋の 自動車 を 走らせる の 

は、 爽快な もので あらう と 思 ふ。 外國の 風景 だとい ふやうな 感じさへ 私に はする 時が ある。 現に 

筘 形の S 動 車の 中す つかりに 深 碧 色の カァ テン を 張らせて、 その 反映の 中に 打ち 浸りながら、 怫 

簡 西の 少女が 二三ん、 滑る やうに そ ひ 堤 上 を 走らせて ゐ るの など を 私 は 幾度 か 見た。 私 は 無論 か 

うした 美し さへの 陶醉を 今の 文明に ふさ はしからぬ 贅澤 だと は 思 ふ。 それに も拘ら す、 この美し 

さの 幻想が、 何の 穀恥 もな く、 無遠慮に、 私の 腦 裏に 去 來 する こと を 私 は 如何と もし 難く、 且つ 


それ を 不德義 だと は 感じな 5 の である。 

加 茂 川 を 渡って 植物園へ 至る 橋梁 は、 今 は 相當に 長い 凝結 土 造り 0 も Q と 改められた。 併し そ 

の 橋梁 は 中 H 來る だけ 謙虚に、 低く 架けられ たので、 かう した 橋に 特有ない やみ を 割合に 持って ゐ 

ない。 その 白鼠 色の 橋全體 が、 人工的の 明るさ を裔ら すので、 私な どに は 少しく 輕躁な 氣分を 持 

たせて くれて、 それ も 却って 偸 快で ある。 この 橋の 東の 端から お 土 居 を 眺めれば、 松 並木の 遣憾 

なき 全景 を 見る ことが 出來 るので ある。 『明£』 (大正. H 年 三月き 


默殺 とい こと 


藝術 家に とって 最も 恐ろしい こと は、 他の 藝術家 や 批評家から、 一一 一一 n 葉を換 へて 言へば 全 體の文 

壇から 默 殺せられ る こと ださう である。 默殺は 實際ー つの 戰鬪 武器 だ。 トルストイの 無抵抗と は 

違 ふ。 

つぶて 

或る 二つの も Q が爭 つて ゐる 時、 最初の 間 は 弱い 方が 强ぃ 方に 向 ひ、 始終 礫 を 飛ばして ゐる。 


强 S 方 は 平氣で それ を默 殺す る。 默殺は 故殺よりも 瘤 だから、 弱い 方 は 一 暦 いら. S らして 來て强 

い 方へ 礫 を 投げる。 併し そのうちに は 弱い 方 もこの 戰 術の 馬鹿らしい ことに 氣 付き 出す。 そんな 

空 元氣 でない、 內容 の充實 した 方法 を 取らう とする。 もう 他なん か 顧みて ねられない。 一所懸命 

に 自分の 實カを 養 ふ。 ちょっと でも 力の 空費 をすまい とする。 今度 は 大分に 偉い 勢の ものと なつ 

た。 强 い 方 は そろそろ 氣が氣 でなくなる。 今度 は 自分の 方から 弱い 方へ 礫 を 投げる。 弱い 方 もも 

ぅ自信が3^來たから、 それ 位の 礫に は 腹 を 立てない。 强ぃ方 は 一 曆 いらいらして 來て だんだん 大 

きな 礫 を 投げる。 弱い 方 はすつ かり 實カ を貯 へて 了って、 さあもう どっちが 强ぃ か弱い か 分らな 

いものになる。 それでも まだ ぐんぐんと 弱い 方 は 太って 行ぐ。 本來强 かった 方 は、 すっかり へこ 

たれて、 反つ て やっと 弱い も Q の 地位へ 蹴落される。 併し それ 切りへ こたれ るの は 大いに 癀 だか 

ら、 最後の 勇 氣を振 ひ、 元來强 かった 方から 腕力 沙汰に 訴へ、 元來 弱かった 方 を ぼかり とやら う 

とする。 どっこい さう はいかない。 元來强 かった 方は滅 茶々々 に 打ち 负 かされ、 今度 は 元来 弱 か 

つた 方が 大將 さまになって ゐる。 

默殺は 故殺 以上の 戰術 である。 併し 本當 0 實 力が^ 來 るまで は、 人 は 容易に 默殺 をい ふ もので 

ない。 それほど 人 問に は 名き 心が 强ぃ Q である。 r 默殺 だ」 と. S ひ 出した 時には、 餘 程の 實カを 

持ち出した 時 だと 思つ て 間違 ひがない。 これ は 何 やか やに 就いて 感じた こと を 言った ので ある。 


商業主義の 世界で は默 殺が 嫌 ひだ。 何事 を も 表沙汰の 上に も 表沙汰に する。 

IT が轉ん だの も 事件 だ。 女が 逃げた の も 事件 だ。 金持ちの 嫁が 歌 をつ くるの も 事件 だ。 變 つた 

髮が 流行り 3, ジ？ の も 事件 だ。 新聞 や 雜誌は 出来るだけ 大きな 活字で、 この 表沙汰 を 愈 X- 益./ 表沙 

汰 らしく して 行か なければ ならぬ。 いや そ れ でない と 新聞 や 雜誌は 立 ち 行か な い 0 

それ だから 新聞 ゃ雜 誌の 上で 社會を 見て ゐ ると、 社 會は實 に 凸凹の 多. S 曲面 だ。 ちょっと そこ 

らを 歩いても 何 かに ひっかか りさう だ。 併し 實 際に 步 いて 見る と、 さう 世間 は 異常な もので ない 

らしい。 いや それよりも すっと 平凡な、 寧ろ 思った よりも 退屈な のが 本當の IK 婆ら しい。 

自然 科 學者は そのこと を 熟知して ゐる。 自然 科學 者の 世界 は- 大洋の 深 底の やうに 愛想の ない、 

ぶっきら棒の 世界 だ。 大 象の 圖體 も、 哺 a 動物の 筋肉と してより 以外に は默 殺せられ る。 鯨の 脊 

骨 も 白鼠の 脊 骨と 同視 せられて その 以外 は默 殺せられ る。 

默殺は 自然 科學 者の、 隨 つて 我々 周 園の 自然人 事 を 冷淡に 見廻して ゐる 人間の 知った 第一 の戰 

術で ある。 I  S 卷 5) 
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紫 野より 

一 九 ニニ 年の B 記 


一月 一日、 年始 廻りす る。 朝の 十 時より 俾で 廻り 午後の 三時 頃 終る。 

二日より 書 齋に引 籠る。 讀書。 

十四日 頃、 雜 誌の 原稿と 本の 校正と にて 忙 はし。 

十九 日、 午前 一時 半 頃、 長女 分娩 祥 子と 命名。 千代 子 産後の 出血 甚 しく 危險に 瀕し、 殆ど 絶望 

となる。 出来るだけの 手當 にて 生命 だけ 取 留める。 

三十 一 日、 『文化』 の 二月 號出 來。 

11 月 七日、 同志 社大學 の擧會 にて 講 浪。 

三 二三 


十三 日、 夜行に て 上京。 長野縣 上田へ 行く。 自由 大學 での 講義。 その 中頃 流感に かかり 發熱甚 

だし。 咽喉 をお かされ 發語 不可能と なる。 

一 一十 日、 病氣 0 まま 歸宅。 家で も 同様に 千代 子、 隆、 女中 皆 流感。 一 家 全部 床に 就く。 

二十 一日、 中耳炎と なる。 手術 を 受ける。 經過 良好。 

ni 月 五日、 この頃に なって 皆 恢復。 自分 だけ は 毎日 醫師へ 通 ふ。 中耳炎 次第によ し。 仕事 

はすべ て 拋棄。 九日、 新著 『啞の 如くに 語る』 出来 上る。 

十三 日、 隆を 祖父母の 家へ あ づける。 

二十日、 大暴 風。 損害 多し。 二十 八日、 寬を 祖父母の 家より 引取る。 

四 月 十五 日、 都 踊り 見物に 行く。 十七 日、 天氣 よき 故、 一家 上賀 茂へ 遊びに 行く。 

二十 九 口、 大阪で 講演。 

五月 一日、 新著 『華嚴哲學小論^^=0 出来 上る。 

士 一日、 神戶 の女敎 員の 會 にて 講演。 直ちに 上京。 上田 へ 向 ふ。 

十四日、 小縣哲 舉會の 第三 同 講義 を 始める。 二十日、 信 州より 歸宅。 

二十 九 口、 大阪の 交通 勞 働の 會へ 行く。 

六 月 十 一 日、 名 古屋の 中部 勞働 組合 同盟へ 行く。 そ Q 日歸 宅。 

士  w、 家の 近傍の 途 など 直す。 一 一十 曰、 コ ス モス を 移植。 


t 月 六日、 晴天 ゆ ゑ 家族 全部で 琵琶湖へ 行く.' 三 井寺より 石山へ。 

十五 日、 草 引きして 錄に ささる。 手 はれて 仕事 3^ 來 す。 

八月 二日、 夜行に て 上京。 

四日より 六日まで 高等 師範 若 溪會の 講習。 夜 は 自由 敎育 講習 會。 一 夕 は 市民 自由 大學 にて。 

六日、 直ちに 甲 州に 向 ふ。 七日、 八日、 小 淵澤の lE,^ 期 大學。 

八日、 信 州に 向 ひお 發、 淺間溫 泉に 宿泊。 九日、 須 坂に 向 ふ。 

十日より 十二 日まで、 須 坂の 高原 哲學會 にて 講義。 十二 日、 長 野宿 泊。 十三 日、 釵 田に 向 ふ。 

十四日より 十六 日まで 鈸田 にて 講義。 午後 は 近傍 諸 村に て 講演。 

十七 日、 歸宅。 留守中の 用事 を處理 す。 

一 一十 日、 夜行に て 越後へ 向 ふ。 一 一士 一 曰より 一 一十 四日まで、 與 板の 郡 敎育會 にて 講義。 

二十 暴風雨の 中 を 魚 沼 堀 內に向 ふ。 .f ぶ ぬれに なりながら 會員 諸君が 停車場に 迎 へ こ來 

ら れ た 情景 今に 忘れられす。 

二十 五日より 二十 七日まで、 魚 沼 夏期 大學 にて 講義。 二十 八日、 朝歸 宅。 

九 月 三日、 扁桃腺の ため 發熟。 これ 以後す つと 扁桃腺よ くなら す、 不定の 發熱 をつ づける 0 

解熱 劑を 服用しつつ そのまま 仕事 をつ づける。 併し 體重は 次第に 咸少 する。 

十八 日、 臥床す る。 發熱。 
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二十 二日、 露西亞 飢饉 救濟の 講演 會へ 行く。 

二十 三；！；、 大阪天 王 寺公會 堂へ 行く。 阪神 電鐵 組合員の 會。 

一 一十 九：：：、 コスモ ス^き 始める。 これより すっと 十 一 月まで 家 は n ス モ スに 取り 園 まる。 

十 月 五日、 發熱 頻々、 扁桃腺、 急に 手當の 方法な し。 

十三！：：、 朝の 汽車で 信 州へ 行く。 十四日より 十七 日まで 上田に て 自由 大學の 第二 年度の 講義。 

十八 日、 越後に 向 ふ。 十九 日、 午前 午後 柏 崎に て 講演。 

二十日、 朝歸 京。 直ちに 大阪へ 行く。 歸宅。 

二十 一日、 奈良 女子 師範に て女敎 員の 會の ため 講演。 夜パヴ n ヮの 舞踏 を 見る。 

二十 七日、 扁桃腺の 發熱 高し。 この 後數 日間 臥床。 

十一月 二日、 やはり 不定の 發 熱。 

五日、 畝 傍へ 行き 講演。 

十三 口、 すべての 仕事 一 期 を 劃した ので 一 家 全部 奈 良へ 遊びに 行く。 

十八 口、 こ Q 顷义發 熟する。 十九 日、 發熱髙 く 臥床。 終に 急性 肺炎と なる。 

二十日、 千代 子も發 熱。 同様の 流感。 祥 子も發 熱。 

十一 一月 一 一日、 醫師の 許可 を 得て 今日より 起きる。 發熟 なし。 その後 經過 良好。 但し 千代 子の 

熱 は 下らす。 すっと 臥床した まま 年の暮れ となる。 五日、 初雪。 


十 日 、 公會堂 にて アインスタインの 講演 を 聞く 、 こ の 頃 仕事 は餘り 熱心 にやらぬ ことと する。 

十七 日、 呰 なすつ と元氣 になる。 

著作と 論文 

今年 は 私に 取って、 分量 的に は 最も 著作 論文の 多かった 年で あると 思 ふが、 右の 日記に 記 人し 

て ゐては 際限が な. S からすべ て智 いた。 

著作と して は 『啞の 如くに 語る』 『華 嚴哲學 小論 敌』 『自由 敎育論 上卷』 の 三册を 出した。 

種々 の雜 誌へ は 毎月 平均 六篇位 宛の 論文 を 書 5 た。 

自分の 『文化』 は、 三月 號と 八月 號とを 休刊に した。 十二月 號は 愈. - 第五 卷 第一 號に なった。 

今年 發 行した 『文化』 の總頁 は、 六 〇 四 Kb; である。 

著書の 總 -m は、 八 三 二 頁で ある。 他の 雜 誌へ 書 S たもの を 内輪に 見積り 四百 頁と すれば、 全體 

で 今年 は 一 八 三 六 頁を發 表した ことにな つて ゐる。 

消 息 

私の 生活 は 益. - 忙しい ものに なって 行きます。 殆ど 一 時間と して 私に は 空に 費せ る 時間がない 

やうに なって ゐ るので、 あらゆる 場合に 缺禮 をす る ことと^ じます。 どうぞ その 點は 事情お 察し 
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の 上お 有恕 下さる やう 願 ひ 上げます。 友人が 来ても 笑 ふ 位、 名刺と 手紙の 數が 恐ろしい やうに 殖 

えて 參 ります。 隨っ て 私で はとても 應 接して ゐられ ません。 乎 紙の 御 返事 は 始終お くれが ちと 存 

じます。 この 點も御 宥恕を 願 ひ 上げます。 

かう した 無理な 生活 をす るから 健康 を 害する やうになる の は當然 のこと です。 ただ 自分の 健康 

を 頼 慮す るが 故に、 思ふゃぅな禮儀の盡せなぃことが頻3^します。 私に 眞の愛 を 持って 下さる 方 

は、 私の 健康 を顆 慮して 下さる こと を 私 は 何よりも 感謝す るので す。 

『文化』 は 私が 主義の ために 戰 つて ゐ る機關 です。 一部で も 多く 社會へ 流布 せられる やうに 骨 

折り 下さらば どんなに 感謝 致す か 知れません。 

お訪ね 下さる 方は豫 めお 知らせ 下さる やう 願 ひます。 電車 は 新 町 今 川 停留 場です が、 今度 京 

都驛 から 眞 直の 電車で 來られ る やうになります。 植物園の 近傍です から、 師範 學 校の 北東と お 聞 

きになれば、 直ぐにへ 力 かります。 — 年 狀 (大正 ± 一年) 


我國 思想界の 現狀 


大戰 後、 我國の 一般 民衆の 間に 起った 幾つかの 思想 的 傾向の 上へ 私 は 一瞥 を 投げて 見よう。 勿 

論 私が 顧慮し ようと 思 ふ範圍 は、 專 鬥學界 だけに 就いて ではない。 民衆 一般の 生活 を 基準に した 

上の ことで ある。 

何人も 先づ 第一 に 注意した に 相違な. S 思想 的 傾向 は、 社會 改造の 思想が 異常の 速さで 民衆の 間 

に擴 がって 行った ことで ある。 そして 從來、 思想と 言へば、 主として 専門的の 哲學、 倫理 學、 美 

學 等に 關 係す る だけであった ものが、 今では 民衆の 主たる 興味 は、 社會 改造 思想の 上へ 動いて 行 

つた。 市井の 間に 流行す る 評論 雜誌 は、 爭 うて この種の 思想 評論 を その上に 滿載 する。 世界的に 

觀 察しても この 傾向 は 最も 一 般 的の ものであるから、 それが 我國の 思想界の 主たる 傾向と なった 

ことに は 何 の 不思議 も あ るまい。 

それらの 社會 思想の 中で、 最も 力強い 流れ をな して ゐる もの は、 言 ふまで もな く、 カルル-マ 

ルクスの 唯物史観と、 及び その上に 建設 せられた 社會 主義の 主張で ある。 恐らく マルクスの 流行 

は 一時的の もので なく、 十分なる 根據を 民衆 生活の 上に 置. S た。 この 思想の 傅播と 興隆に 貢獻す 

ると ころの 最も 多かった ものと して は、 その 以前より 社會 主義者と して 來た堺 利彥、 山川 均 氏、 

マルクスの 『資本論』 の 大著 を翻譯 した 高 畠 素 之 氏、 最初に 民衆へ マ ルクス 學說の 要領 を 解說し 
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た 『社會 問題 研究』 の 著者 河上聚 氏、 勞働價 値 說の撿 討に 熱心なる 議論 をつ づける 福 田 德三氏 等 

を舉げ なければ ならぬ。 雜誌 として は、 『社會 問題 研究』、 『社會 主義 研究』、 『前衛』、 『種 蒔く 

人』、 『無産階級』 等 を 始め、 勞働 新聞の 多く はこの 傾向に 屬 する。 社會 運動 及び 勞働 運動に 携は 

る 理論家、 K 行 家の 中の 大多數 も 亦 この 派に 屬 するとい つてよ い。 

併し 唯 物お. 観 は 普遍 妥當 的眞理 となる に は、 根本的の 誤謬 を 持って ゐる。 唯 物 史觀は 唯 物史觀 

自身 を 基礎 づけ 得ない とい ふ 非難が それで ある。 マルキシストに 隨 へば、 經濟は 人間の あらゆる 

文化 生活の 根本 動力で ある。 換言すれば、 それ は 歷史の 創造者で ある。 政治、 科學、 逭德、 藝術 

等の 生活 は經濟 生活に 比較 せられれば、 それの 上部 建築なる 價値 をし か 持たない けれども、 人間 

の歷史 がその やうに 主知的に、 必然的に 決定せられ 得る は 誤謬で ある。 のみなら や この 文化 觀は 

その 着 股に 於いて 餘 りに 狭 隙で ある。 經濟 だけが、 すべての 文化 を 決定す る こと は、 理論的に も 

亦事實 的に も 肯定せられ 得ない。 歷史の 進行 は 不合理 的で あり、 各々 の 文化 生活 は それ 自身に 自 

律す る 惯似を 標的と する 0 

唯物史観 說 はへ H ゲルの 辯證 法的 論理 を. 權 承し、 必然 論 を 支持した。 この 必然 論に 隨 ふなら ば、 

個人の 革命的 努力 如何に 拘ら す、 社會 革命 は 必然的 經 過に 於いてし か 起り 得ない。 我々 は 何故 一 

個の 革命.； として 運動 を錢 けねば ならぬ か。 最近に 高 畠 氏 はこの 意味の 疑問 を社會 主義者の 中に 

投じた が、 併し それ は高昌 氏の 發明 ではなく、 マルキシズムに 對 する 非難が 通說 であり、 私の 如 


きも 數囘 となく そのこと を 論じて 來た。 河 上 博士 はこの 問題に 對し、 『我等』 の 誌上で 答 解 を 書 

いたが、 それ は 博士の 所 說を辯 護す るより は、 寧ろ その 思想 的 矛盾 を 大きく a つ 露骨に 暴露した 

ものに 過ぎなかった。 併し この 矛盾 を 多少で も 意識して、 自 からの 考察 題目に 上 ぼす もの は マ ル 

タス 主義者で ありながら 性格 的に 理 想 主義 を 捨て 得ない 河 上 博士 だけで あらう。 その他の 社會主 

義者は その 思想 的 煩悶 を缺 くもの の 如くで ある。 河 上 博士 は實際 運動家からの 非難に 答へ て、 博 

士 の 如く 實際 運動 か ら 離れて ゐる もの は、 思想 的に 冷靜 なる 態度 を 維持す る 長所 を 持ち 得る こと 

を 以てした が、 この 態度 を 徹底せ しむれば、 唯物史観の 經濟 本位 觀を 離れて、 カント 學 派の 所謂 

普遍 安當的 立場に 來 なければ ならぬ ものである。 

かくの 如き 思想 的 誤謬 を 含む に拘ら す、 マ ルクス 主義が 一般 民衆の 生活の 中に 喰 ひ 入った 力 は 

强 いもので ある。 思想が 單 なる 知識で あるに 止まらす、 一の 生活 態度と なった 點 では、 マルクス 

主義 は大 いなる 功 縝を擔 ふ。 何故 なれば、 それ は權 威の 批判、 迷信よりの 解放、 個人の 自律 を、 

大 いなる 程度に 於いて 高める ことが 出來 たから、 マルクス主義 は、 それの 理解の 容易で あり、 且 

つ 生活に 痛切なる 故 を 以て、 今後 ー麼、 民衆の 間に その 勢力 を 張る ことで あらう。 民衆の 中に 傳 

捲せられ た 唯 物 史觀 は、 なほ 進んで は 唯物論と して さへ 解せられ てゐ た。 これ は 一層 容易に 民衆 
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によって 理解せられ 得る であらう し、 叉 理論的に も、 唯物史観が 哲舉 的の 基礎 を 得る ために、 唯 

物 論にまで 進む こと は徑路 として 自然で あらう。 現に それら 理論家 Q 間に は、 ディ ー ッ ゲンの 唯 

物； 學を 輸入し、 その 立論の 基礎 も 亦 唯物論の 上に 置かれて ゐ ると 見える ものが あった。 

マルクス 主義者 は、 叉當然 レ 一一 ン 等の ポリシ H  I ヴ イズム を 支持し た。 ポリシ ヱ ー ヴ イズム は 

現に 社會 思想家の 間に 第一 の 注意 を惹く 思想で ある。 一時 英國の ギルド 社會 主義が 輸入せられ、 

社會 思想家の 間に 熱心に 研究せられ たが、 今 は その 論議 を 聞かない。 藍し 現實 改造の 上に 於いて 

後啻は 前者 ほどの 服 立った 功績 を擧げ 得な- S からで ある。 ポリシ H 1 ヴ イズムの 獨裁的 集中 的倾 

向に 對し、 性格 的に 個性的 地方 的 傾向 を 追求す る もの は、 近時 アナ キズム の 信奉者と なって ボリ 

シ H 1 ヴィ キと鬪 ひっつ ある。 rB か A か」 の 問題 は勞働 運動 者の 間に 重要な 論題と なり、 寳際 

運動に 影響を及ぼした。 アナ キズム の 有力なる 主義者 は 大杉榮 氏で ある。 大杉 氏の 思想 は 著しく 

理想主義 的 倾向を 持ち、 哲學 上の 理想主義に 近い 立場に 立つ。 併し その 基調 はや はり 經驗 論の 上 

に 置かれて あるから、 社會 成立の 全體 性的 要素 を その 思想の 中から 導き出す ことが 出 來 ない。 大 

杉 氏 は 組合 運動 を 破壞す る こと 計り やって ゐる とい ふ 非難 Q 起る 思想 的 根據が ここに ある。 併し 

その 誤 をバ クウ 一一 ンも クロポトキン も 侵し てゐ た。 

A と B との 對戰 により、 社會 思想の 考察の 仕方 は、 民衆 特に 勞働 者の 間に 深められて 行く に 相 

違ない。 勞働 組合 運動 はこれ により 良い 收瘦を 得る ことと 思 ふ。 併し 目下のと ころ、 自由 ゃ社會 


統制の 意義に 就いて 考察す る 仕方 は 甚だ 幼稚で あり 抽象的に 過ぎる。 「自由 もよ いが 放縱 となつ 

て は 困る」 と. S ふやうな、 思想 的に 甚だ 低い 議論の 取り 交されて ゐ るの は遣憾 である。 併し 思想 

的に B と A と は 互 ひに 極限 Q 概念と なって ゐる。 雨 者の 止揚に よって 所謂 文化 主義の 立場に 來る 

ことが 出来る。 卽ち B は 奉仕 を、 A は 自由 を それの 基礎 哲學 になす が、 眞の 自由 は 規範 意識に よ 

つての 經験 意識の 決定で あり、 經驗 意識の 立場に 於いて 規範 意識 を 凝視め なば 眞の 奉仕 を 得る。 

兩者は 同 一 なる ものの 見方の 方向 的 差違 だ。 私 はこの 考察 法に よって 正しく B と A とを統 一 し 得 

る こと を 論じて 置 5 たが、 現在の 論爭の 結果 は、 後必 やそこへ 達する に 相違な. S と 信じて ねる。 

マ ルキシ ズムと 直接に 結びついた 問題と して、 最近に プ a レタ リア 文化の 意義の 論爭が 評論 壇 

に 喧しかった。 特に それ は藝 術に 關 して 論ぜられる ことが 多かった ので ある。 文化の 內容 は、 歷 

史的に、 無限の 個性 化 を 以て 變遷 する。 しそれ が 固有の 文化 價値を 標的と する こと は 常に 變化 

しない 文化の 意義と 呼ばるべき ものである。 批判 哲學の 立場 は 常に それで ある。 それ故に 私は藝 

術、 一般に 文化の 內 容がプ 。レタ リア 的 個性 を帶 びる こと を 否定 しないの みか、 現代に 於いて そ 

れは當 然歡迎 せらるべき 傾向 だと さへ 考 へる。 ルナ チヤ ルス キイ 氏 は、 プロレタリア 文化の 興隆 

をシ ュト ウルム . ゥ ント. ドラ ンクに 比較した。 それ は 最もよ く プロ レタ リア 文化 Q 本質 を 語つ 
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たもので ある。 藝 術の 藝 術た る 所以の 惯値 は、 それにより 何の 變易を も 被らない。 ル ナチ ルス キ 

ィ氏 Q 文化 論の 歸結も 亦 それ を 許し 得る と 思 ふ。 然るに 我國の プロ レタ リア 文化 論者 は、 この 價 

値の 自律 的 本質 を さへ 否定して、 自殺的 議論の 難點に 衝突した。 或は 亦 そのこと に 全く 氣 付かな 

いで ゐるも Q も ある 0 

これらの 論者 は 若い 社會 主義者の 中に 多い。 隨 つて その 議論の 形式 は 自由で あり、 澄！： たる 意 

氣を 持つ。 いかにも 新時代 Q 文化 を豫 言す る ものであると 言へ る。 併し それ は耍 求と しての 新ら 

し 味 を 持つ とい ふだけ のこと で、 議論の 材料 や 論理の 經 過に は 杜撰な 點を 持った。 私 は 最近に、 

この 傾向に 屬 する 一 論者に より 非難せられ たが、 彼 は その 論 據にァ イン ス タイン の 相對性 理論 を 

取った。 併し それ は 毫も アイ ン ス タイ ン らしい もので はなく、 單 に哲學 上の 相對 論であった ので 

ある。 この種の 誤謬 はこの 派の il 者に 珍ら しい ことで はなく、 又 同時に 彼等 はさう した 誤謬 位に 

は平氣 である。 叉 これら 論者が 常に プロ レタ リアなる 語 を 口にする に拘ら す、 その 態度に イン テ 

リ ゲン チア の 臭味 强く  、 そ の 議論 0 標的 も 亦少數 の インテリ ゲン チアで あり、 一般の 民衆 生活 は 

それにより 何の 影響 を も 被らなかった こと は 注目に 値する。 

民衆 全體の 生活に 强ぃ 根 を 張った 思想 は 如何に 處置 せらる べきで あるか。 例へ ぼ 田舍に 住む 農 

夫 は、 昔から 傅 へられた 講談 や を 請んで、 自 からの 人生 觀を 作りつつ ある。 英雄主義 や 商業 

主義 は 第二の 天性と なって 生長す る。 兒 童に は粗惡 なる 童話と 繪 本と が與 へられて ゐる。 我が プ 


口 レタ リア 作家の 宣 傳小說 など は、 これら 民衆の 生活に は 沒交涉 である。 右に 述べた やうな 民衆 

生活に こそ、 我々 は 第一 に 着目し なければ ならぬ。 そして 敎育 意義と 効果と を、 甚だ 髙. S 程度に 

於いて 考慮し なければ ならぬ。 

專 門の 哲學界 は その 全體の 傾向に 於いて 獨 逸の 新 カント 學派を 取り入れる ことが 多くな つた。 

その 前期に は、 プラグ マ チズ ム的倾 向が 强か つたので ある。 專鬥の 哲學界 を 除 5 た 通俗の 思想界 

に は、 今も尙 ほ全體 的に プラグ マ チズ ム的倾 向が 强く 支配して ゐる。 この カント 的 轉囘を 始める 

動機と なった ものと して は、 西 田 幾多 郞 博士の 『自覺 に 於け る 直觀と 反省』、 朝 永 三十 郞 博士の 

『近世に 於け る 我の 自覺. ay、 桑 木嚴翼 博士の 『カントと 現代の 哲 學』、 田邊元 博士の 『科學 概論』 

等 は 忘るべからざる 功鑌 をな した。 叉 岩波 書店の 刊行した 「哲學 叢書」 が この 啓蒙運動に 貢獄す 

る ことの 多かった こと も豫想 以上で ある。 我々 は 我國の 思想 開 展史の 一事 實 として、 すべて これ 

ら のこと を 閑却して はならない。 

專 門の 哲學界 が この 傾向 を 持ち 始めれば、 自然の 勢 ひとして、 民衆の 思想 も j その 傾向 を 追 ひ 

始める。 哲學 研究 は 現今の 著しい 一 流行と なった。 哲 學に關 した 書物の 寶 行き は激增 し、 それに 

關係 すると ころの 多. S 雜 誌の 種類 は 殖え、 地方の 夏期 講習 會 等に は 哲學の 一 科目 を 加へ る ことが 
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頻繁と なった。 そして これらの 民衆 は 殆どす ベ て 新 力 ン ト學派 風の 哲學を 追求し 始めた ので ある。 

けれども 一 般の 民衆が どれ だけの 程度にまで、 この 哲學を 同化し 得 たかは 大 いなる 疑問で ある。 

私の 觀察 すると ころで は、 彼等 民衆の 態度に は 甚だ 3 呉摯 なる ものが ある けれども、 併し 彼等の 獲 

得する ことの S 來 たもの は、 軍に 知識と しての 哲學 であり、 態度と しての それではなかった。 の 

みならす 彼等の 求む る もの は 形而上 學 であって 認識論で はない。 彼等 は その 認識 41 的 苦悶 をい い 

加減のと ころで 切り上げて 置いて、 直ちに 形而上 學の 砲壘へ 突撃しょう とする。 然るに 民衆の 態 

度 を 自由にし、 人格 を 解放す る もの は、 形而上 學 ではなく 實に 認識論な ので ある。 哲學の 專門學 

者 は、 彼等 民衆に 一 冊の 哲學 人鬥書 をも與 へなかった。 その 論文 は、 獨 逸の 學界に 見られる それ 

よりも 難解で あり、 且つ モノ  B 1 グ 風の ものであった。 民衆が この 傾向 を 持つ に 至った 大半の 罪 

は、 專門學 者 自身に 歸 せられなければ ならない。 

自己の 人格 を 解放し、 權 威に 對 する 批判 心 を 育成し 得た 點 では、 右の 如く カント 的 哲學を 追求 

した 民衆よりも いまなら 唯物史観へ 猛進した 民衆の 方が 長所 を 持って ゐた。 これらの 民衆 は、 專 

門^ 舉 者の 思想 を、 生活に 何の 關係 もない 觀 念の 遊戯で あると して 蔑視した。 のみなら す、 哲學 

に對 する 反感 は、 へ H ゲルの 國家 哲學を 否定しょう とする 要求に も伴隨 して 起った。 國家 組織の 

批！： は、 これ 亦 現今 © 1 流行で ある。 一元的 國家觀 は 至る ところに 於て 否定せられ 始めた。 その 

傾向 は 概ね 三つの 源泉 を 持つ。 第 一 は 純粹に マルクス、 H ンゲ ルス の 唯 物史觀 から 來 たもので あ 


り、 直接に はレ 一一 ン がその 國家觀 を 明示した。 第一 一は グンブ 口 ウイッツ、 ォッ ベン ハイ マァ等 Q 

社會學 派の 國家觀 である。 最後に は、 所謂 複合 的 社 會學說 である。 これらの 國家觀 は、 多少に 拘 

らす國 家 哲學の 思索に 携 はる 思想家に 影響 を與 へ、 隨 つてへ H ゲルの 一 元 的 國家觀 は その 勢力 を 

失墜した。 哲舉 一般への 反感 は、 この 國家 批判に 伴隨 して 生起した。 

その 議論の すべてに 哲學 否定の 主張 を 漲らせて ゐる ものに は、 長 谷川 萬次郞 氏、 大山 郁夫 氏が 

ある。 兩氏 は雜誌 『我等』 に占據 し、 民衆の 精神 を 解放す るに 偉大なる 貢 獻を爲 した。 その 論調 

は 全く 講壇 式 特徵を 離れ、 生活 自身の 自由 を 表現す る 現代に 缺 くべ からざる 民衆的 評論で ある。 

併し その 思想の 基調 は發生 主義で あり、 起原の 問題と 本質の 問題と を 混同して ゐる。 我々 の敎へ 

ら るる 點は、 この 思想の 基調ではなくて 兩 氏の 人格に 基く 世相の 自由 批評で ある。 哲學を 否定す 

る 時には、 これ を 原始人の 魔術 や 呪術に 比較したり する。 そして これらの 議論の 眞 理性 を 要求す 

る 時に、 自か らも 亦 無條件 的に 普遍 安當 的眞理 の 理 念 を 許容し てゐる こと を 忘れて ゐる。 Q みな 

らゃ兩 氏の 思想に は 開展が 少ない。 幾つ の 論文 を讀ん でも その 內容は 同じ もので あり、 その^^現 

までが、 單に簡 と 繁の差 を 持つ だけの ことがある。 要求に 於いて 甚だ 民衆的で あるに 拘ら す、 態 

度の 印象に 於いて は 貴族的で ある こと も 否定せられ ない。 『我等』 は 現代に 珍ら しい 自由の 雜誌 

であり、 恐らく は 現今の 思想 雑誌の 中に 最 優位 を 占める としてよ いもので あるが、 その 寄稿者 は 

長 谷川、 大山 兩氏を 除いて は 講壇 學者 であるか、 或は 講壇 風 を 多分に 持った 人達で あるた め、 こ 
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の雜誌 の 印象 をして 一 曆ィ ン テリ ゲン チア 的たら しめて ゐ る。 

然 らば^ 門 の 折；： 學界 に はいかなる 獨創的 思想家 が あるか。 

„4 に 外 國の廿 I- 々^學 者 を 祖述し 解說 するとい ふで はなしに、 性格 自身に 根據を 置き、 世界の 思 

想 { 水. と 伍して、 なほ 十分に 一 の獨創的領域を主張することの5^來る尊鬥折：：學者は、 田 中 王 堂 氏、 

西 田 幾多 郞 博士、 左右 田 喜 一 郞 博士で ある。 

田 中 氏 は その 態度に 於いて、 その 文意に 於いて、 眞に 評論家ら しい 評論家で ある。 時代 を 批判 

し、 民衆の 要求 を 代 辯し 得る 評論家の 襟度と して は、 氏 は 現在に 全く 獨 歩の 地位 を 占める。 氏 を 

ー侗の プラグ マチ スト 又は 功利主義者と 呼ぶ は 誤解で ある。 哲學界 はた だ 一 つの 學派 によっての 

み占據 せらるべき ではない。 獨逸 にあっても、 ジム メル、 ディルタイ など は、 所謂 何々 擧 派から 

離れて しかも 獨 立の 地歩 を 占めて ゐた。 我國 の舉界 は、 これらの 哲擧 者に 比較 せらるべき 唯一 人 

を も 持たない。 僅に 田 中 氏が 全く 他より 獨 立した 領域 を 確保して ゐ るの は、 舉界 のために 悅 ばし 

い ことで ある。 

西 田 博士 は瑞 西の 湖面 Q 如くに 淸 澄した 思想の 持ち主で ある。 博士 は 認識論 的に 厳密なる 論理 

を 追求す るが、 併し 單に 論理 主義者と して 止まる には餘 りに 豐 かなる 形而上 擧的耍 求 を 持つ。 そ 


して 多分の 東洋 的 特色 を さへ a 有して ゐる。 そ Q 著 『自覺 に 於け る 直覺と 反省』 が、 哲學界 こ 

起した 感激 は 大きな ものであった。 博士の 思想 は、 今や 文化の 各範 a に 亙る 形而上 學的大 伽藍 を 

建設す る までに 完成 せられた。 

左右 田 博士 は、 リッケルト 直系 Q 認識論 者で あるが、 我國に 誇り 得る、 最も 有力なる 學 者の 一 

人に 羼 する。 本来の 經 濟哲學 者た る 地位から 進んで、 今ではより 多く 純粹 の哲學 者で あり、 旣に 

一 の 哲學體 系を豫 示しつつ ある。 價 値と 存在との 結び付きに ついての 博士の 見解 は 西 田 博士の そ 

れとは 違った ものであるが、 獨 創に 富む。 將來の 展開 は 恐らくす ばらしい も Q であらう と 信す る 0 

此等三 氏の 外に、 獨創 的と いふ 點 では 紀平正 美 博士の 思想 も 亦 注目に 値する。 その 思想の 基調 

は フィヒテ、 へ H ゲルで あるが より 多く 東洋 的の もの を 含む。 この 外に 希望 ある 學者は 少壯派 中 

に 夥しくな つた。 法律 哲學、 經濟 哲學、 宗敎 哲學、 教育 哲學、 美學、 倫理 學等 は、 すべて 將 來の活 

動を豫 望せ しむる 多幸なる 學者を 持って ゐる。 眞 の哲學 時代 は 今後に 期待せられ 得る やうに 思 ふ。 

六 

專 門の 哲學界 は 右の 如く 多幸なる 將來を 暗示して ゐ るが、 併し それら 擧者は 殆ど 全部 講壇 擧者 

であって、 その 思想 も 亦 著しく 講壇 的 臭味 を帶 びて ゐる。 隨っ て 民衆的 要求の 熱 を缺き 民衆の ま 

持 を 得難. S のみなら す、 彼等 自身 それらの 民衆 を 忘れようと 努 むる ものの 如くに 見える。 形式的 
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抽象的なる 論理に は 精緻で あっても、 時勢 を 批判す るに 機械的で あり、 且つ その 着眼 は 奇警なる 

直 觀を缺 く。 或る もの は 論理の ための 論理の 大 建築 を 作って 観念的 安住 をな さう とする ものの 如 

くにさへ 見える。 これ を 防ぐ ために は、 我々 はな ほ ー曆長 谷川、 大山 氏 等の 如き 民間 的 生活 的特 

色の 强ぃ 思想家の 輩出 を 希 はなければ ならない。 さう でなければ 哲學界 は將來 忌む ベ き 官僚主義 

機械 主義 の 空氣 を充滿 せし むる に 相違な い 。 

現に これらの 官僚 的 臭味 を 離れ、 人間 再 造の 氣慨を 保つ もの は、 自然の 勢 ひで は あるが、 所謂 

文明 批評家と 言 はれて ゐ る哲學 者の 中に 僅かに 求められる。 田 中 王 堂 氏の 如き は その 最 たる もの 

である。 この 外に 文明 批評家と して は、 杉森牵 次郞、 阿部次郎 二 氏が ある。 何れも 特色 を 持った 

哲學 者で ある。 杉 森 氏 は 本 來カァ ライルな ど を 思 はせ る英國 式典 型の 評論家で あるが、 近來 カン 

トの 長所 を その 中へ 吸牧 しょうと 努めつつ ある。 文意の スタイルに 模 すべから ざる 一 樣式を 始め 

た。 それ は 恐らく 氏 自身の 性格が 生んだ ものである。 この 文章 を 離れて 氏の 思想 を 評する は 全く 

意味の ない ことで ある。 併し 思想 自身 Q 構成 は直覺 的であって 論理的で ない。 その 中心 點も 割合 

に 簡單な ものである。 阿部 氏の 表現 も 亦  一 0 藝術的 特色 を 持つ。 その 思想の 基調 は カント Q 上に 

置かれて ゐる やうで あるが、 それが 藝術 的なる 氏の 性格と どれ だけ 融合せられ 得る か。 氏の 將來 

の 思想 開展は 恐らく は 二の 渦動の 中心に 動いて 行 くだらう。 一一 ィ ツエ、 ゲ H テ、 ダンテ 等の 思想 

を 解說し 批判す る 時の 氏の 內感 は、 それらの 思想家の 體驗へ 切に 觸れて 行って、 その 表現 は 他に 


類例 を 見な s 特色 を 示す。 

最後に 私 は 最近の 流行語であった 文化 主義、 文化 生活、 文化 等の 言葉と、 及び アインスタイン 

氏の 來朝 とに 就いて 一 言 を 費した い。 私自身 文化 主義の 一 主張者であった。 言 ふまで もな く、 文 

化 主義 は 新 理想主義の 立場に 於いての 社會 改造 意見であった。 我々 の 言って ゐる 「文化」 は、 哲 

學 的に 特有の 意義 を 持つ。 然るに 世上の 流行語と なって ゐた 所謂 「文化」 及び 「文化 生活」 は概 

念 的に それと は 全く 違った もの を 指示す る。 所謂 文化 生活 論者の 生活 理想 は、 慣 値ではなくて 畢 

竟 は快樂 である こと を、 私 は從來 幾度 か 論じて 来た。 文化 主義 は 所謂 文化 生活 論と は 違った 途を 

歩く ものである。 アインスタイン 氏の 來朝 は、 我國の 思想界の 記錄 として 特記に 値 ひする。 併し 

思想家 は 一般に、 彼の 思想 を 歡迎し 得る ほどに 高い 程度の 數學と 物理 學の 知識 を 持たなかった。 

それ故に 輕 率なる もの は 彼の 所謂 相對性 理論 を哲學 上の 相對 論で ある 位に しか 理解し 得なかった 

りで ある。 併し 甚だ 少數 の 思想家 は 確に この 理論より、 大 いなる 影響 を 受けた 。彼 の 論じて ゐ る 時 

間 . 空間 は單に 物理 學上 0 概念で あり、 力 ントの 言って ゐる 意味の それで はない。 なほ 言へば そ 

れは 認識 範疇と しての 時 問 性 空間 性で はない。 彼の 理論 は、 寧ろ 理念の 普遍 妥當性 を 主張す る 思 

想と 一致し、 哲學 上の 相對 論と 相反す る。 カント 主義者 は、 自 からの 主張の 物理 學に 於け る具體 

的 一 適例 を、 アインスタインの 相對性 理論に 於いて 見る ことが 出来た。 （'『表 SJI  (大 K±l 年 一一： 月 號> 
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三 四 二 

勞農 露圈の 反宗敎 運動 


ラッ セル 氏が 露國を 訪問した 時に、 有名な 詩人で あり 且つ 美學 者であった プロ ック 氏に 逢った。 

プロ ック氏 は、 勿論 革命 政府に 專 翳した 美學 者ではなかった から、 革命と 同時に その 職 を 失 はな 

ければ ならなかった が、 併し 政府の 命令す ると ころで は、 若しも 「唯 物 史觀說 Q 上に 立って」 美擧 

を 講義す るので あれば 生活 を保證 してやら うとい ふこと であった。 ブロッ ク氏は そのこと をラッ 

セル 氏に 語って 苦笑した ので ある。 併し 美學 と. S ふ獨 立した 一 學問を どうして 唯 物 史觀の 上に 立 

脚せ しめる か。 流石の ブ n ック氏 も 自分の 學的 良心 を寶 物にし 官舉 擁護 Q 御用 學者 となる に は 忍 

びなかった と えて、 ラッセル 氏が 英國 へ歸 つてから 間もなく、 飢餓の ために 死沒 した。 ラッセ 

ル氏は そのこと を 近著 『自由 思想と 公的宣 傳』 の 中に 書いて ゐる。 

けれども これ は 敢てボ リシ ェ ー ヴィキ が美學 者に 對 して だけ 取った 態度で はない。 ボ リシェ ー 


ヴノ キに 取り、 唯 物 .&< 觀說 や、 國家 死滅 論 や、 無 產者獨 裁 論 は、 あらゆる 信念 あらゆる 研究- あ 

ら ゆる 主張の 根本 礎石 だ。 植物 學も 化學も 地質 學も、 すべて は 唯 物 史觀說 の 上に 立たなければ な 

らぬ。 數學、 鎮床學 も 亦、 唯 物お 觀的 數學、 唯物史観 的 鎮 床學 でなければ ならぬ。 . 

文學 ゃ美學 ゃ哲學 ゃ宗敎 や が 唯 物 史觀說 の 上に 立脚す るの は、 彼等に 取って 餘 りに 當然 過ぎる 0 

若し その上に 立脚し 得な. S とすれば、 立脚し 得ない ものの 方が 11 丁度 ブ n ック 氏の 餓死した や 

うに ，11 自分から 進んで その 地 伉 を 離れなければ ならぬ。 反對に 唯物史観 說の 方から 見て 不屆至 

極の もの は、 嫌 やが 應 でも その 地位から 離され、 强 ひて これに 抵抗 すれば、 非常 委員の 乎に 委ね 

られ、 監獄の 壁に 頭 を 打ちつ けられて へたばらなければ ならぬ。 

露國に 於け る 宗敎は その後 者の 場合に 際會 して ゐる。 ポリシ H 1 ヴィキ の 世界で は、 宗敎は 正 

に國 家の 禁制 物で あり、 政府 はこれ に對 して 「過激 思想 取締法」 を 徹底的に 適用し ようとい ふ Q 

である。 

反宗敎 運動 は、 革命と 同時に 露 國內に 起った。 或は 寧ろ 反宗敎 運動の 方が 革命運動に 先んじて 

ゐ たといっても よい。 露國 として はこれ は 無理の ない ところが ある。 何故 なれば、 露帝 は 宗敎の 

元首と 國 家の 元首と を 兼職し、 その 專制 主義 を宗敎 的に 實 行して ゐた からで ある。 露帝 主義 を征 

伐す るに は、 先づ その 精神的 背景 の 宗敎を 征伐す る こと を 以て 着手の 始めにし なければ ならぬ。 
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革命 後に も、 農民の 宗敎心 は 毫も 衰 へて ゐ ない。 農民 は 本來小 ブル ジョ アジ ィの 心理 を 以て、 

本能 的に 充 たされ 切って ゐる。 彼等に 取って は、 政治の 首 腦者は 誰であって もよ い。 要するに、 

手製の 燭酒を 飲み、 歌を唱 ひ、 神 を 祈る ことが 出来れば それでよ いので ある。 然るに この 小 ブル 

ジョ アジ ィが勞 農 政府に 取って は、 實に 度し難き 危險 物な の だ。 

加 之、 露帝 主義 を 夢み てゐる 反革命 者 は、 今日な ほその 命脈 を 完全に 斷 つて はゐ ない。 新聞 を 

見て ゐ ると 世界の あちこちで それらの 連中が 集會を 催し、 本國の 農民と 呼應 して 反革命 運動 をた 

くらんで ゐる。 政府と して は、 これ も 亦 甚だ 邪魔になる しろ 物 だとい はねば なるまい。 

ポリシ ェ ー ヴィキ は 唯 物史觀 論者で ある。 或は 寧ろ 唯物論で ある。 我等 は 自然 科學の 知識の 萬 

能 を 信じ、 宗敎は 非科舉 的の 迷信の 一種 だと 考 へて ゐる。 それ故に 彼等 は その 敎 育に 於いても 極 

力 自然 科學的 知識の 普及 を はかる。 最近の 報道に よれば、 大學 分科の 中の 社 會科學 を學ぶ もの は、 

化學、 物理 學、 生物 舉の 講義 を 聞かねば ならす、 その 一 科目 は 試 驗の强 制 課目で あると 言 ふ。 唯 

物 史觀說 の 建設者 マ ルクス は、 やはり 宗教の 否定 者であった。 英國 の社會 主義者 は —— 例へば ェ 

チ . ジィ . ゥ H ル ス 氏の 如き は —— 自ら 社會 主義 を 信奉しながら 宗敎を 排斥し ようと はせ す、 そ 

の點に 於いて 寧ろ マ ルクス 主義 を 修正した とし、 ソ シァ リズム は 大陸の ゾチ アリス ム スとは 違 ふ 

とさへ 言った が、 レー ーンは マルクスの 正統派 を繼ぐ ものと して、 やはり 宗敎 否定の 途を 進まう と 

する。 


ポリシ H  I ヴ，. キの 反宗敎 運動 は、 最近に かなり 猛烈であった らしい。 法王 や 釋迦の 人形な ど 

を 捲へ て、 街の 中 を 押し 廻し、 いい 加减 なぶり 物にした 寫眞 などが 雜 誌に 載って ゐる。 

露國 なれば こそ、 反動と して この 運動 も 已むを得ない こと は、 前に 述べた 通り だ。 私 は その 運 

動に 多大の 意味の 含まって ゐ たこと を認 むる に吝 かなもの ではな 5-。 

世界的に 見ても、 又 日本的に 見ても、 今日 宗敎は 腐敗の 極に 達して ゐる。 しかもな ほ 鞏固なる 

敎權 制度 を 維持して 大 いなる 勢力 を國家 ゃ社會 Q 中に 張って ゐ るの は、 苦々 し S ことで ある。 今 

日 我國の 宗教が すべて 自由 敎圑の 形に 解體 再建 せらるべき こと を、 私自身 熟 心に 要求す る" その 

過程に 於いて は、 反宗敎 運動の 起る こと さへ、 或は 已むを得ない ことか も 知れない。 

併し そ Q 宗敎 改造 の 運動が 程度 を 進め て 、宗教心 そのものの 根本的 結 滅を歸 す る ものに なった 

とすれば、 私 は 全然 この 運動への 同情 を 持ち 得ない。 

人間 は 他の 動物と 區^ の 出來る 時から 宗敎 的で あ つたと ルナン は 言った。 神 は 良心に より 理智 

以前に 旣に その 存在が 證 明せられ てゐ たと、 プル ドンで さへ 言った。 我々 の 宗敎心 は、 いかに 强 

盛な る 反宗敎 運動に よ つてで も 絶滅 せられる も ので はない。 

宗敎 意識 は、 傲然と して 疑へ ない 我々 の 文化 體驗の 一 つ だ。 藝術ゃ 道德の 文化 意識が、 現實の 
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體驗 として 決して 排斥せられ 得ない と 全く 同じ S 根據を 以て、 宗敎 は旣に 一 の現實 だ。 唯 物お 観 

論者が その 狹 S 人生観の 中に 立て籠り、 宗敎を 排斥しょう としても、 唯 物 史觀 0 者が 宗敎 意識 を 

體驗 しない こと は、 宗敎 意識 そ の もの を 否定す る 根 據とは なり 得ない ので ある。 

人生の 內容 は立體 的で ある。 單 に經濟 とい ひ、 自然 科學 とい ふから だけ 見た ものが、 生活の 全 

面で はない。 

旣に 自然 科學の 立場に 於いて 我々 の 生活 を 眺める にしても、 化學的 見方、 物理 學的 見方、 生物 

學的 見方 は それぞれに 全く 違った 特色 を 持って ゐる。 化學的 見方 は 生物 學的 見方よりも 精密 だと 

か 何とか 言 はるべ きもので は 決してない。 

藝 術の 世界と 道德の 世界と は、 その 特色の 全く 違った 二つの 世界 だ。 春畫は 美術家の 眼から は 

どんなに 美しく とも、 道學 者の 眼から は 甚だ 不埒の ものである。 そこに 一 つの 物の 見方の 標準の 

相違が ある。 

ヴァ ン . ゴ オダの 描いた 木樹 は、 みな 炎の やうに 天に 向って 燃え 上って ゐ る。 褙に はヴァ ーミ 

リオンの 生の ままの 繒具 をべ たべた と 塗って ある。 誰が 見ても、 これ は 自然 科學 的に 間違った 稳 

である。 セザ ンヌの 描いた 女 は、 顔が 歪み、 鼻が 曲って ゐる。 そんな 畸形の 女 は、 世間 を 探して 

も餘程 珍ら しいに 相違ない。 


けれども、 これらの 艙畫 は、 皆な 藝術 的の 高い 香り を 持って ゐる。 そして、 正しい 批評 象の 誰 

が 一 體 それらの 畸形の 咎め立て をした か。 

藝術家 は 自然 科學 的に 眞の 作品 を 創ら うと はっとめ ない。 彼の 見た 世界 は、 藝術的 感情の 直線、 

曲線、 色彩の 織り 交ぜで ある。 

我々 は これらの 藝術 家の 描いた 歪曲した 線の 世界と、 製圖 家の 描へ た 幾何 學 的の 世界と、 その 

何れが 世界と しての 確實 性の 强 いもの だと 斷 言し 得よう か。 我々 は 常識に 最高の 批刹者 たる 地位 

を與 へて はならない。 

この 意味に 於いて、 宗敎 的^ 界は、 自然 科學 や、 藝術 や、 道德 やの 世界と は侗 性の 全く 相違し 

た 世界と して 現實に 成立す る。 宗敎 的刹斷 は、 道德的 判斷ゃ 科舉的 刹 斷と は、 一見して 矛盾す る 

やうに 見える 場合が ある だら う。 けれども 我々 は道舉 ゃ科學 Q 立場 を 固守し て 宗敎 の 刹斷を 否定 

する 權利を 持って はゐ ない。 

宗敎 は絕對 性へ の 信念で ある。 人生の あらゆる 價 値を單 に相對 的に 見る こと は 我々 の 任意で あ 

る。 例 へ ば 道 德の價 値 をす らも、 斯様に 相對 的に 見る は 我々 の 任意で あらう。 然るに 我々 はこれ 

らの 人生 價値 を絕對 的の ものと して 信す る。 そのと き宗敎 意識 は 成立した。 宗敎は 良心と 共に 確 

實 であると はこの 謂で ある。 
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それ故に、 唯物史観 論者が いかによ く 自然 科 學の眞 理の萬 能 を 信す るに しても、 自 學の眞 

理惯 値さへ 相對 的の ものと して 見られて 差 支へ はない。 然るに 我々 が この 眞理 を單に 知識と して 

見す、 これを人生觀の中 へ繳り込んで、 實生活の中 へ9^て來ょぅとする時には、 その 眞理價 値へ 

は旣 に絡對 性が 附與 せられて ゐる。 彼の 態度 は宗敎 的で ある。 

而已 ならす、 宗 敎ゃ藝 術の 究極 世界 は アナ キ ストの 要求す る 究極 世界と 一 致す る もの だ。 ボリ 

シ H 1 ヴ イズムの 究極 理想 社會は アナ ル キイの それ だとす るなら ば、 宗敎は 當然ボ リシ H  I ヴィ 

ズ ム と 結び付く 害 だ。 

現在の 誤れる 宗敎 は、 敎權 と信條 との 固定 形式の 中に 塞 動して ゐる であらう。 それ は 正しい 宗 

敎の 目標と する 世界で はない。 

例へば その 一 適例と して、 我々 は トルストイの 『イヴ ァ ンの 馬鹿』 を 擧げる ことが ai 來る。 ト 

ル ス トイ は 基督の 原始 基督 敎の 信仰 を 基礎と して この 小說を 書いた。 然るに それが 同時に ト ルス 

トイの 經濟的 ユウ ト ピアの 表現であった。 イヴ ァ ンの 世界 は 徹底した アナ ル キイの 世界 だ。 ボリ 

シ ェ ー ヴ イズムの アナ ル キイ、 生產の 無限 豐富 を內容 とした アナ ル キイで あるが、 トルストイの 

それ は、 機械文明 否定の アナ ル キイで ある。 そこに 文明 觀の ニ大 相違が 現 はれて ゐて、 レ 一一 ンか 

ら a- れば トル ス トイの 思想 は 結局 小 プル ジ ョ アジ ィの アナ キズ ム であり、 それ は 寧ろ 資本主義よ 


りも惡 いもの だと 言 はれる でも あらう が、 併し 個人の 無限 完成 を內容 とした ァ ナル キイの 世界 を 

理想と する 根本 點は兩 者に 全く 共通で ある。 

宗敎は 直ちに 現世に 於て その ァ ナル キイの 世界に 生きよう とする。 然るに ボリ シ H 1 ヴ，' ズ ム 

は、 一旦 社會 主義 的 共同 社會、 無産者 獨裁的 國家を 形成して それの 完成の 究極に アナ キズム 的 共 

同社 會 を 得ようと する。 

この 意味に 於いて、 宗敎 こそ は 現世 主義で ある。 ポリシ HI ヴ，， . ズム は反對 に未來 主義、 永遠 

努力 主義で ある。 宗敎は 直ちに 現實 のす ベて を 肯定し、 ありのまま を 生かさう とする。 救 濟は却 

て 罪悪に 宿る ので ある。 ポリシ H 1 ヴ イズム は現實 を未來 Q 手段と なし 理想 を 遠き 彼方に 眺める- 

宗敎を 目して、 未來 主義、 厭世主義、 非現實 主義で あると. S ふ は、 問題の 究極 點を 見て ゐ ない 言 

ひ 方で あると 思 ふ。 

正し. S 宗敎 運動 は、 隨 つて 共産主義 運動 を 助ける ものに はなっても、 それの 反對者 Q 側に 立つ 

もので はない。 

露國の 反宗敎 運動 は、 苟 くも 人類が 文化人と して 生きる 限り は、 成功し 得な S 無謀の 計で ある 

と 私 は 信す る。 我國の 評論家の 中に も、 社會 主義 運動と 宗敎 との 關 係に 就き 誤った 考へを 持った 

ものの 少 くな „ ^の は 遣憾 である。 —ニ乂  ® 公論』 (大正 士 一年 55 
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或 日の 訪客 

或る日の 夕方で ある。 毎日 を 殆ど 機械的に 暮らして ゐる私 は、 その 日の 仕事の 豫定 だけ を果し 

たから、 後 はいつ もの やうに 籐椅子に 寢轉ん で、 その 日來た 新聞 を 順次に 取上げ、 ぼんやりした 

頭で 請んで ゐた。 そのと き 家の ものが 書 齋へ這 入って 來 たので、 私 は 「來 客が あるな」 とい ふこ 

とに 氣 付いた。 見れば 一封の 紹介 狀 である。 その 手紙 を 書いた 人 は、 古い 學校 時代の 同窓で あり、 

その 姓は變 つて ゐ るが、 私 は 容易に その 人 を 想起す る ことが m 來た。 今 は 私の 鄕 里の 縣で 小舉校 

の敎師 をして ゐる笞 である。 

その 手紙の 內容に は、 極く 簡單に 次の 意味の ことが 書かれて あった。 

「この 手紙 を 持って行った 男 は、 實は 家に かなりの 资產を 持って ゐ るの だが、 よく ある 新舊思 

想の 衝突と S ふ 奴で、 親爺と どうしても 意見が 合 はない。 それで この 男 は 斷然家 を て 自分で 勞 

働す る ことにした。 どんな 酷い 勞働 でも 構 はない から、 一所懸命に やらう といって ゐる。 若し 君 

がさ ラ いふ 勞 働の 口 を 知って ゐ るなら、 叉 知って ゐ ると 豫定 して 紹介した の だが、 この 男に 味方 


して 貰 ひたい。 宜しく 賴む。 小學 時代の 同窓で 自分と は 親友の 男 だ。 —— 」 

この 近傍 は 小作 問題の 爭議が やかましく、 又當然 その 問題の 起らねば ならな いやうな 社 會狀態 

を呈 して ゐ ると ころ だ。 廣 い 平野の 彼方此方に、 倦怠 さうな 村落が 散在して ゐる とすれば、 必す 

その 中央に は 廣い湊 をめ ぐらした 地主の 邸が ある。 何となく 昔の 露 西亞の 地主 を 想像せ しめる や 

うな 土地 だ。 最近に も 小作人 組合の 大演 說會が あり、 大騷ぎ を やった ことな ど を、 私 はつい 數日 

前の 新聞で 讀 んでゐ た。 この 手紙 を讀み 終る と 同時に、 私に は それらの 土地の 視 像が まざまざと 

見えて 來た。 手紙の 文字に は、 餘 りに 誤字が 澤山 あり、 文章 も 意味の よく 通らぬ ものである。 田 

舍の小 學敎師 をして ゐれ ば、 こんなに も 早く 老いぼれる もの か、 などと も 私 は 一方で 考へ、 少し 

あさまし いやうな 感じが ちらりと 私の 腦裡を 過ぎ去った。 

併し 鬼に 角、 勞 働の 口 を 探せと. S ふ 註文に は 困って 了った。 日頃 交際が 少なく、 一年中 殆ど 家 

族と だけ 話 をして 暮らす やうな 私 は、 勞 働の 口と いふ もの を 全く 知らない。 遙る遙 る數百 里の 土 

地から 尋ねて 來た靑 年 を さう- S つて 歸 すの も氣， Q 毒で は あるが、 しかし どう 考 へても それより 外 

に 方法 はない ので、 兎に角 その 青年に 上って 貰 ふこと とした。 近來 咽喉 を 痛めて ゐて 殆ど 全く 會 

話の 出来ない こと、 勞 働の 口 は 勿論 知らな いこと、 簡單に そのこと だけ を傳 へたい から. M つて 貰 

ふこと など を 家人から その 人に 傳 へ た。 

次の 窒へ靑 1^ が 通り、 椅子に 隨を おろした らし 5 樣子 であるから、 私 は 籐椅子から 身 を 起して 
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次の 室へ 出て 行った。 上に はもう 電燈が 輝いて ゐた。 

靑年は 想像 通り 頑丈 さうな 農夫 であつ た。 彼 は先づ 病中 面會し て くれる 好意 を 謝した 後 次 の や 

うな 意味の こと を、 その 地方の 言葉で 早口に 述べ立てた。 

「自分の 家 は 村で も 相當の 資産家と して 暮らして ゐる ものである。 けれども そんな 財產 とて 考 

へて 見れば 何程に 値 ひしょう。 然るに 父 は戀々 として その 財産に 固執し、 永遠に そ G 耕作地 を 耕 

さう と 欲して ゐる。 自分 は 生じつ か 近頃 Q 新 思想に かぶれた ため、 さう した 父の 態度が 生ぬるく 

て 仕方がない。 幾度と なく そのこと を 父に 首 ふが、 父は舊 思想で、 自分の いふ ことが 分らない。 

新舊 思想の 衝突 は 結えす 家庭で 繰 返される。 それ だから、 自分 は 今度 斷然家 を 出る ことにした。 

自分 は 素手で 勞 働しょう と 思 ふ。 自分 は 人一倍 酷. S 勞働 でも やれる 人間で ある。 どんな 多い 分量 

の勞 働で も 構 はない。 農業 以外の 勞働は その 仕方 を 知らないが、 農業に 就いて ならよ く 知って ゐ 

る。 さう した 澤 山の 分量の 仕事が 自分の 上に 振り かかって 来れば 来る 程 自分 は悅 ぶの だ。 どこか 

さう. S ふ 農業 勞働 の 口が あ るなら 紹介し て 欲し. S o」  . 

彼の 使 ふ 地方 語 は、 かなりに 意味の 取りに くいもの だが、 私 は 幸 ひその 地方に 二度と は 得難い 

自分の 一 そして それ はもう 故人と なった が —— 心 友 を 持って ゐた お蔭で、 その 意味 を會 得する 

ことが W 來た。 

彼 Q 話の 間に、 彼 は 幾度と なく、 「新 思想 を 知った お蔭で」 とい ふ 言葉 を 繰返した。 私 は それ 


を 聞いて ゐて、 ひょっとすると、 この 靑年は 西 田 天 香 氏 風の 信仰 をで も 持って ゐる 0 ではない か 

と考へ 出した。 こ 0 地方 は眞宗 信者の 非常に 多い ところで あり、 時々 は その 狂信者 さへ 出て 來る 

し、 その 時 は 丁度 本願 寺に 御 忌の あった 時 だから、 そんな 事情が 私に かう した 聯想 を 持たせた の 

である。 もし さう した 信仰 靑年 だと すれば、 大. S に その 精神 を 尊重して やらなければ ならな. S- 

併し 私と して は- そんな 農業 勞 働の 口 を 知って はゐな 5。 

私 は 彼に 外方の 農圃を 指し示した。 そこに は圃は あるが、 作物 は 植わって ゐす、 草 だけが、 ぼ 

うぼうと 生えて ゐる 數献の 田圃が 績 いた。 

「この 地方の 農民 は渐 次に 返却 策 を 取って vQ る。 都會 が發展 し、 この 近傍に も 毎日の やうに 新 

建ちの 家が 殖えて 行く から、 何日まで もこの 農地に 固執して ゐれ ば、 彼等 は 二三 年のう ちに、 す 

つかり その 生計の 途を失 ふこと になる。 だから 機敏な 農夫 はもう 職業 換へを やって ゐる、 その 圃 

を 作って ゐた 農夫 は、 今年から 氷の 卸賣を 始める といって 農業 を 放擲す るに 至った。 こんな 狀態 

の 土地 へ 来て 農業 勞働を やらう といった 處で、 仕事の ある 道理がない。」 

そんな 意味の こと を 私 は 彼に 言った。 農業の 事情が 違 ふために、 彼に は その 趣 3 曰が 十分に は納 

得 出来なかった らしい。 

私 は 彼に 對 して 餘 りに 氣の 毒と なった から、 鬼に 角 どうした 行き 違 ひが その 家庭 0 中に あるの 

か を ゆっくりと 尋ねて 見た。  ， 
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彼の い ふところ は 次の やうな ものであった。 

「自分の 家の 事情 は 前に 言った 通りで ある。 だが 一 體 そんな 家產に 固執して ゐて 何の 旨. S こと 

が あるか。 父 は その 家產を 後生大事 とし、 每年 同じ 樣 式で 農業 を镜 けて ゐる" 父 も かなりに 勤勉 

であり、 仕事に 倦む こと を 知らない。 他人が 三度 除草す ると ころなら ば 父 は 四 度 除草して その 成 

縝を あげる。 ただ 孜々 として 努めて ゐる。 けれども 自分から 見れば、 それが 生ぬるくて il 方が な 

い。 敢て新 思想 を 知った ぉ薩 で、 自分 は その 父の 進んだ 途を追 ふ 意志がない。 そんな 勞働 を爲し 

たと ころで 幾らの 儲けに なるとい ふの か。 勞 働と 儲けと は 全く 釣合 はないで はな. S か。 だから 自 

分 は 出来た らもつ と 大裂裟 の 機械で それだけの 土地 を 耕作せ よ と 主張す る。 そこで 新舊 思想 の 衝 

突が 起る。 自分 は 勢 ひ勞働 もせす、 家に ごろごろして ゐる とい ふこと になる。 ー體 どんな もの だ 

らう か。 自分 は 前に もい ふ 通り 相當の 资產を 持って ゐ るの だから、 その 幾分 を 投資す る ことが 出 

來る。 旨く 儲かる 商賣 とい ふ もの はない もの だら うか。 南洋へ でも 發展 したら ど うだらう。 そん 

な こ と を 書 いた 本 を 取 寄せて 讀む と隨分 儲か る やうな こと を 書 5- て ある が 、 そ れ と て 實際は ど う 

か、 隨分 怪しい。 自分 は 殆ど 全く 南洋へ 行く 積り で 家 を 飛び出し たの だが、 XX 先生 (紹介者) 

のい ふところ では、 一 應 京都へ 行って 自分の 友達の T  (私) に 問 ふが よいと いふ ことであった。 

T は 今 立派に 暮らして ゐ るの だから、 勿論 南洋 方面に 發展 して ゐる實 業 家に 友人が あるに 相違な 

ハ。 T は その 人 を 自分に 紹介して くれる だら う。 X  X 先生が さう. S つて 自分に すすめた ので 自分 


も 一 應 貴下 を 訪問す る氣 になった ので ある。」 

それだけの 話 を 聞いて ゐる 中に、 私の 豫想ゃ 期待が すっかり 外づ れてゐ たこと を 知って、 私 は 

驚き 且つ 呆れた。 彼 は 私な どの 及び も 付かない 目的 を 持って 私 を 尋ねて 來 たので ある。 私 は 多少 

經濟 問題に 就いて 考 へて は ゐる けれども、 金儲けの 方法な どい ふ ものに、 全然の 門外漢で ある。 

況んゃ 南洋 方面の ことな ど を 微塵と て 知つ てゐる 道理 はない。 近くの この 土地の 實業 家に さ へ 知 

己の ない 私が どうして そんな 南洋 經營の 實業 家な ど を 知って ゐ よう。 同窓の 小 學敎師 も 小 學敎師 

だ。 僕な どが 鄕里を 離れて こんな 處に 住んで ゐれ ば、 何 か 大實業 家の やうな 生活 をで もして ゐる 

やうに 思 ふので あらう か。 私 は 偶然 數年 前、 私の 鄕 里から 女中 を 連れて 來た 時の こと を 思 ひ 起し 

た。 その 頃 私 は 三 軒 綾き の 小さな 長家の 一 つに 住んで ゐ たが、 来た 女中 は その 三 軒 を 一 つの 家 だ 

と 思 ひ、 それにしても 小さな 家 だと 輕 蔑す る氣 になり、 態. -鄕 里から 出て 來 たこと を 後悔した の 

である。 

併し それ は 何方でもよ いとして、 かう した 青年の 思想 を 小 學敎師 が 新 思想と 呼び、 彼 も 亦頻り 

に 新 思想 云 々を 口にする の はどうした 譯 だら うか。 私 は その 意味 を 解す る ことが 35 來 なかつ た。 

持つ てゐる だけの 土地の 耕作に 全力 を盡 し、 ただ その 生産の 仕事に 悅びを 見出しつつ 毎日 を 生き 

てゐる 老父と、 一 厘 一毛の 儲けの 差に 血眼と なり、 南洋まで も 飛び出さ うと いふ 息子と、 果して 

何れが 新 思想の 持主で あると いふか。 私 は 直ぐに 私達の 少年 期に あった 敎 育の 精神 を 思 ひ 起した 
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それ は 私達に、 「偉い ものに なれ」、 「人に 後れを取るな」 といって 私達の 自由 競 爭心を 鼓舞して 

ゐ たので ある。 今 もな ほ 小學校 は、 かう した 精 祌を新 思想 だとして、 少年に 吹き込んで ゐ るので 

あらう か。 

私 は 全く Itl 然として 爲す 方法 を 知らなかった。 そして この 青年の、 貪る やうな 眼 付きに 多少の 

反感 を 持たない 譯に 行かなかった。 ふと 私 は、 その 數日 前に 東京の 友人の 送って 來た 手紙 を 想起 

した。 この 友人 は 非常に 立派な 人格の 持主で あつたが、 某 地方の 某勞働 問題の ために 解職せられ、 

今では どこに も 職業の 口が なく、 立ん 坊 にまでな り 下り、 辛うじて その 日の 食に ありついて ゐる。 

その 仕事 さへ 今 は 容易に 得られな. S から、 數 名の 立ん 坊を 以て 圑體を 作り、 一 日 漸く  一  二度の 食 

を 取る 狀態 にある。 數日 前の 手紙に よれば、 「圑體 の もの は 今日 も 例によって 仕事がない から、 

その 晚 たべる 食物 もな. S のに、 皆ん なで 荒 川 堤へ 花見に 行って 來た」 とさへ 誓いて あった。 そ Q 

乎 紙 を 貧った 終日、 私 は 食事 を 取りつ つ 暗い 心に なって ゐた。 

書 齋へ這 入って、 私 は その 手紙 を 探して 来た。 

「かう い ふ 風に ど こ も景 氣が惡 いの だ C 君な ど はま だ 儲け るた めの 仕事 を 求めて ゐ るの だが、 

この 手紙 を 書いた 人 は その 晚 たべ る 食物がなくて 仕事 を 求めて ゐ るの だ。 その 酷い 場合 さへ 職業 

は 容易に 得られない。 君の 考 へて ゐる やうな 仕事 は、 今の 時期と して は 全く 夢想に 近から う。」 

かう した 意味の こと を 簡單に 言って、 私は靑 年に 切に 歸國 をす すめた。 私の 反感 は その 時 はも 


うすつ かり 氣の 毒な 感じに 變 つて ゐた 。この 青年の やうな 考へ方 を 新 思想 だと 思 ひ 込んだ の は、 

決して 靑年 自身の 罪で はない。 丁度 その 時、 南洋へ 仕事に 行って 失 奴の 結果 歸 つて ゐた靑 年 を 私 

は 知って ゐ たから、 その 話 を 彼に 聞かせたり、 鄕 里から 出て 來た靑 年 を 或る 農業 經營 者へ 紹介し 

て やった が、 人に 雇 はれて ゐる 限り は 儲け 0 溜る もので ないた め、 たうとう しびれ を 切らし、 僅 

か 二三 箇月で そこ を 出て 行った 話 を 聞かせた りした。 そして 「この 不景氣 時代に は、 先づ さう し 

た 事業 欲を控 へて ゐる 方が よいだら う >  我々 はもう 知合 ひの 人達の 失業に 苦み 切って ゐ るの だ」 

とい ふこと を 繰返し 繰返し、 說 明した。 併し 彼 はさう した 私 G 嘆訴を も、 私が 何 かの 事業主で あ 

るた めに、 不景氣 を こぼして ゐ るかの やうに 解したら しかった。 私 はもう その 說 明に 諦め をつ け 

た 0 

どうしても 就業の 紹介 狀を 貰へ さう にないと 見て取つ たので、 彼 はもう そのこと に は 話 を 打 切 

つて、 京都へ 來 ての 感想 やら、 鄕里 0 消息 やら Q 話 をした。 

「その 邊 を 歩いて 見る と、 口 入 屋の看 枚 は 出て ゐ るが、 どんな 仕事 をす るかと 言って、 まさか 

あんな 口 入 屋の轺 介す る やうな つまらな. S 處へも 這 入りた く はない。」 

そんな こと を 彼 は 言 つ た。 私 は 自分の 期待から 愈 A/ 以て 遠ざかる の を 淋しく 思 つ た。 

彼 は叉鄕 里での 小作 問題の 話 をした。 

「みんな は 田 を 地主へ 返還す ると- S つて ゐる。 併し 自分 は 彼等に いふの だ。 土地 を 耕して ゐて 
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さへ 食へ な. S ものが、 土地 を 返して どうして 貪へ ると S ふの か。 土地 は澤山 耕す 方が 得 だ。 返す 

どころ の 沙汰で はない。 だから 自分 は、 誰かが 小作 地 を 返還したら、 それ を みんな 自分の 小作 地 

にして やる 積り だ。 自分の 持 地の 外に 小作まで やれば、 儲け は 大きくなる。 發 動機で も 何でも 買 

つて、 大裂裟 の 仕方で 自分 は それ を 耕作しょう。 それ は 午の 小作 問題 は、 實は 煽動 せられて やつ 

てゐ るの だ。 あんなに 驟 がしく 全 郡 を 動かした 小作 爭議を 煽動して その 大將 になって ゐ たもの は 

S 町の 女郎屋の 亭主であった。 小作 爭議 をい ふ 位の ものなら、 自分の 女郎屋の 商寶 からして やめ 

たがいい ではない か。 その 男 は 今後 政治的に 地位 を 得て 何 かの 議員に なりたい もの だから、 あん 

な 爭議を 起し、 東京から いろいろの 人 を 連れて来て 演說會 など を 開いて ゐ るの だ。 だから 小作人 

の 中で も 多少 考へ の ある もの は、 彼に 利用 せられぬ やう 駭 t 戒 して ゐ る。」 

この 話の 眞僞は 兎に角と して、 私はその中から胸を衝く幾っかの暗示を得ることが3^來た。 

一時 問 足らす 話して ゐる 間に、 私の 聲は 大分 苦し さう になって 來 たもの だから、 彼 は それに 氣 

付. S たか、 椅子から 腰 を 上げて 歸り 仕度 を 始めた。 

夕食の 問 中、 私 は 彼の こと、 小 學敎師 のこと、 新 思想の こと、 彼の 老父の こと、 小作 爭議 のこ 

と、 それらに 就いて じっと 考へ 込んで ゐた。 その 日 一日、 書物に よって 學んだ 以上の もの を、 そ 

の 青年との 接觸 から 受取る ことが 出来た やうに 私 は 思った。 社會の 事件 は、 決して 大まかに 一 つ 

の 見方から だけ 解釋 されて はならない と考 へた。 


1 一 一 日立つ と、 まだ 鄕 里に は歸ら ない らし. S 彼 Q 手紙 を 私 は 受取った。 

「貴下 を 尋ねて 見れば、 この 不景氣 に賁下 もはや 頭痛 鉢卷の 態、 誠に 困った 世 問に なった もの 

 o」 

などい ふこと がちび つた やうな インキで その上に 書かれて ゐた。 私 は 自ら を 顧みて こ はば つた や 

うな 苦笑 を 漏らした。 けれども、 その 氣分は ひとりでに 嚴肅 となって ゐた。 I 『タ 化』 (5S ハ 


ドウ グラ スィ ズ ム 


櫻 は 散った。 後へ は 直ぐに 若葉が 美しくな つて 行く。 それ も亦ぢ きに 梅雨の 陰 まな 風景と 變る 

であらう。 我々 の 周 園の 自然 は、 實に めまぐるし い 勢 ひで 變轉 推移しつつ ある。 然るに 拘ら す、 

我 々の 人事に は、 我， <<  の 社會に は、 永遠に 解かれない 或る 壓 力が 加 はって ゐて、 我々 は それ を ど 
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うする こと も 出来ない。 例へば 現在、 世界的 一般 現象と なった 失業の 如き、 その 中の 最 たる 問題 

である。 この 小論 文 を 書かう として ゐる 時に、 私 は 東京の 失業者の 或る 團體 から 手紙 を 受取った。 

それ を 12 んで 見れば、 「一日 一食、 一 一食で 濟 ます 日 は 少なくありません」 と ある。 「こんな 生活 

が續く ことによって、 それが 運命で あ る な どと 宿命的な 考 へ に なり 行く 友達 を 思 ふ 時 私は悲 ます 

に は ゐられ ません」 とも ある。 「もう 東京の 徵は 散りました。 昨日 圑體が 皆 仕事がない ので、 翌 

日の 食料 どころ か、 その 夜の 食料 もない のに、 荒 川 堤まで 花見に 行って 來 ました」 とも ある。 何 

とい ふ 悲痛な 生活で あるか。 諸君よ、 花見 客の 中には さう した 悲痛な 人達 も浪 じて ゐる こと を 忘 

れ るな。 

我々 の 周 園に は、 生活に 必要な 物資 を 得る ことが 出来ないで、 慘擔 たる 消费 生活 を爲す 人達が 

ある。 ^界 的に、 日本的に、 我々 C- 生活必需品 は 決して 潤澤に 供給 せられて はゐな いので ある。 

然るに 他方に は、 爲さ うと 欲する 勞働を 供給す る ことが 出來 や、 空しく 周圍を 眺め 暮らす 失業 勞 

働 者が ある。 諸君 はいふで も あらう、 「何 かの 仕事がない こと は あるまい。 人間 一匹 食 ふだけ の 

仕 察 をし 得ない 害 はない」 と。 だが 現在のところ、 一 旦 失業して 了へば 本 當に勞 働の 機 會は與 へ 

られ ない。 誠に 不思議な 現象で は あるが、 社會の 要求しつつ ある、 仕事の 分量に 比較して 勞働者 

の數は 多過ぎる。 かくの 如く 矛盾した 社會を 平氣で 眺める 人が あると すれば、 その 人 は 全く 常識 

を缺 いて ゐ るの だ。 何故 この 需給の 關係を 平滑に 結び付け ないか。 有り 餘る勞 働 を 以て 窮迫 を 極 


めつつ ある 消費者へ 供給す る 物. 资を 生産し ないか。 それが 出来ない 現 社會の 組織 は、 餘程 不思議 

な、 妖怪 的の もの だ。 

けれども 社會 制度 は 一 つの 約束した 形式 だ。 或る 一 つ Q 様式が、 物理 舉ゃ 化學の 自然法 則に 隨 

つ て 自然 的に 出來 上った とい ふ もので はない Q だ。 我々 は その 一 つの 約束した 形式 を 不都合 極ま 

ると 信す る ことが 出来る やうに なった とすれば、 我々 自身 Q 力で、 その 組織の 約束 を變 へて 了へ 

ば それでよ いので ある。 

現在の 社會の あらゆる 缺陷 は、 キア ビタリ ズム (資本主義) から 來る ものであると. S ふか。 併 

し キャピタリズム は 甚だ 古 S 名稱 だ。 それ は 少なくも 今から 七十 五 年 前に 死滅した。 資本主義 は 

今 我々 の周圍 にない。 然 らば 現在の 社會 制度 はこれ を 何と 呼ぶべき であるか。 それ は クレディ テ 

イズム (信用 主義) である 。社會 の あらゆる 病弊 は その クレディ テ イズムの 生んだ もの だ。 かや 

うに 論じて 立った 新ら しい 經濟 學說が ある。 それ は 我々 の 耳に 何とい ふ 不思議な 響き を裔 らす敎 

說 であらう。 

現在の 勞働 運動 は、 勞働 問題 を 徹底的に 解決す る ことが as 来ない。 それ は 却て 勞働 者へ 不利 を 

招く 計りで ある。 勞働者 は 工場 主の 利潤率 を 減少せ よと いって 要求す るで も あらう。 叉 その 賃銀 
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の 値上げ を资 本家への 要求の 最初に 揭げ るで も あらう。 けれども それら Q 要求が、 果して 勞働者 

に 利益 を^ら す も Q となって ゐ るか。 その 勞働 運動 者 は、 現社會 の經濟 組織 を 十分に 知って ゐな 

い の だ。 今 若し 工場 主が その 利潤 を 全然 取らなかった とする。 言換 へれば 資本家 は 儲け 仕事 を經 

營 せす、 すべての 儲け を勞働 者へ 引渡した とする。 それに 依り 勞働 問題の 形勢 は 少しで もよ くな 

り はしない。 却て 前よりも 甚だしい 率 を 以て 失業者の 數が 殖える。 叉勞働 者の 賃銀 を 高く したと 

すれば、 H 場 主 は その 失費 だけ を生產 する 商品から 恢復し なければ ならぬ。 然るに 現 制度の 下に 

あって は、 資本家が 從前 通りの 利潤 を 自らへ を さめる ために は、 賃銀 を 極く 僅か だけ 値上げした 

場合に も、 物慣の 値上げ は餘程 著しい 率に 於. S てで なければ いけない。 そして この こと は 現に 我 

我の 社會 にあって 行 はれて ゐる。 それ故に 勞働者 は 少し 位 自らの 賃銀 を 引上げた にしても、 それ 

より は 著し い 率 を 以て 値上げ せられた 貨物 を 購入し なければ ならぬ から、 結局に 於いて その 生活 

に 損失 を 被る。 勞働 者の 生活 は 益 5 窮迫した ものに 移らざる を 得ない。 资 本家 は 勞働者 Q 敵で は 

ない。 勞働者 は 現に その 的 を 誤って 矢 を 放ちつつ ある。 

それが この 不思議な 敎說 からの 演繹 だ。 我々 は 一 體 何と 云 ふ 不埒な 敎說を 聞く ので あるか。 そ 

れは 結局 資本家 側の 辯 護 をした ので はない か。 かう も 疑 はれる。 倂 しその 敎說 は、 極めて 冷靜な 

立場から、 これ を 考察す るに 於 5 て は、 非常に 正當 にし かも 數 量的に、 現社會 の經濟 機能 を 解剖 

して ゐ るの だ。 


この 經濟 學說を 最初に 生み出し たもの は英 國のメ ー ジャ • シィ . ヱチ . - ドウ グラス 氏で ある。 

ドウ グラス 氏 は 最初に その 意見 を 公表した の は 一 九 一 九 年 Q ことで あつたが、 思想 Q 全 組織が 示 

された の は その 翌年に 公刊した 一 一冊の 著書に 於いてであった。 その 敎說 並びに それに 隨 つての 改 

遣 提案へ 直ちに 贊 成した もの は、 『新時代』 の 主筆 ォレ H ジ 氏であった。 『新時代』 は 人の 知る 

如く ギルド 社會 主義の 搖籃 地で あつたが、 今や 又 ドウ グラス 氏 Q 主張の 發 育す る場處 でもあった。 

隨 つて その 主張 は、 ギルド 社會 主義者の 間に 於いて 熱心に 討議 せられた。 今日 英國の 政策 論者 Q 

中、 最も 活潑に 活動しつつ ある もの は、 ギルド 社會 主義者で あるから、 結局 ドウ グラス 氏の 主張 

は、 英國の 若き 經濟學 者 0 間に 於け る 最近の 主 論題と なった ので ある。 我々 は近來 受取る その 種 

の 雜誌ゃ 著書に 於いて、 ドウ グラス イズムの 名 を 見ない こと はない やうに なった。 その 敎說の 主 

張 者と して は、 前記の 二 氏の 外に、 レ ッ キット 氏、 キト ソン 氏、 クウ ゼ ンス氏 等が ある。 併し ギ 

ルド 社會 主義者 中の ベン ティ ー 氏、 ホブソン 氏、 コ オル 氏 等 はみ な その 反對 者で は あるが、 ドウ 

グラス イズム 一度 現 はるる や、 その 思想の 組織に 何れも 大 5 なる 改變を 加へ ざる を 得 なくなった。 

その 敎說の 正否 如何に 拘ら す、 ドウ グラス 氏の 着眼 點は 甚だ 新ら しく、 我々 の 所謂 資本主義、 ド 

ゥ グラス 氏の 所謂 信用 主義の 缺陷 を、 殆ど 冷酷なる までに 解剖し 暴露した ので ある。 
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ドウ グラス 氏の 敎說 に隨 つた 改造 方策と して は、 先づ 第一 に 生產者 銀行 を 設立し、 勞働 者に よ 

つ て 信用 を 統制し なければ ならぬ ので あるが、 この 計 畫は旣 に 各 國の勞 働 組合の 政策と して 實行 

に 移されつつ ある。 勞働 運動に は、 犟に ストライキ ゃサ ボタ アジ ュ を 用ゐる 時代より、 一 步 進ん 

だ 構成 的 戰術を 取る それに 移る 時が 来た。 米國 では 機關車 運轉手 友愛 會が 先づ その 銀行 設立の 皮 

切り を やり、 佛國 では CGT がその 計畫を 進めた。 敎說 として、 運動と して ドウ グラス イズム Q 

進歩 は 今後 著しい もので あらう。 殊に 敎說 として カ强. S 點は、 失業の 原因 を 的確に 示し 得た 點で 

ある。 

四 

ドウ グラス 氏の 主張 は、 最も 普通に は ドウ グラス イズムと 呼ばれて ゐ るが、 そ Q 外に は 「ドウ 

グラス 新時代 計晝」 とか、 「信用 計畫」 とか、 或は 亦 「ドウ グラス 理論」 とか 呼ばれて るる。 そ 

の 敎說の 組織 は 相當に 難解で あり、 難解なる がた めに 英國 では 一 時贊成 者が 少なかった 位で ある。 

今次に その 思想 Q 中核 點を m 來る だけ 平易に 記述して 見 よ う。 

ドウ グラス イズムの 組織の 全 骨子 は その 所謂 A プラス B 定理に 存 する。 その 敎說に 誤謬が ある 

とすれば、 他の 部分 は 差し 措いて この A プラス B 定理の 構造 そのもの を 批評し、 その 誤謬 を 指摘 

しなければ ならない。 併し 今日までの ところ、 勿論 多くの 批評 は 出て ゐ るが、 (叉 私自身 も 一 の 


批評 意見に は 達して ゐ るが」 我々 に 納得 せられる だけ 精到した 意見 は 見られな いので ある。 

我々 の 工場 叉 は 生產的 組織 は、 貨物 生産者と しての そ Q 經濟的 機能の 外に、 純粹に 財政 的 金融 

的なる 側面 を 持つ。 そ Q ことが 先づ 肝要で ある。 然 らば そ 0 所謂 財政 的 Q 稷 能と は 何で あるか。 

工場 は その 货 物の 生產を なすこと により、 一面に は 賃銀、 俸給、 及び 配當 を支拂 ふ。 苟 くも 资木 

主義 制度 下の 生 產機關 なる 限り は、 その 生産から 利潤 を を さめて ゐ るに 相違な， S から、 この 工場 

の 支拂の 中には これ を會 社と 見立てての 利益 1^ 當が 算入 せられて ゐる。 然 らば 社 會全 體を考 へて、 

そ G 社會 人の 持つ 購買力 0 總額は 何で あるか。 かくの 如き 生 產機關 が支拂 つた 賃銀、 俸給、 及び 

配 當の總 和で ある。 この 總和 はすべ て 個人へ なさる る支拂 であり、 これ を 工場の 支拂の 中の 群と 

呼ぶ。 

元より 工場 は その他の 支 拂を爲 す。 それ は 原料 品、 銀行 決濟、 及び その他の 外的 费用 としての 

支拂 だ。 これ は 工場から 直ちに 他の 組織へ 引渡され、 個人の 購買力に 轉 する こと はな 5。 この 支 

拂 総額 を B 群と 呼ぶ。 

然 らば その 工場で 生産 せられた 貨物の 價格は 幾許の ものと なる か。 工場 は 先き に は 財政 的 機能 

の 側面 を 持つ ものと して 見られた が、 今 は 又物憒 -—— 財政 的價値 —— の 製造所と なった。 物慣は 

鬼に 角 その 生產 養より は 少額に なり 得ない。 然 らば そ Q 生 產費は 幾許で あるか。 工場の 總支拂 が 

それで あり、 結局 A ブラス B である。 物 價は少 くも A プラス B に 同じい か、 或は それより は 幾分 
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大きくなければ いけな. so 

右の 關 係が 成立し 得る とすれば、 我々 の 經濟社 倉 は 不思議な 構造 を 持った もの だ。 工場の 生產 

する 货 物の 物^ は、 A プラス B である。 然るに その 貨物 を 購買す る 社會の 購買力 は單に A である。 

A は A プラス を 購買し なければ ならぬ。 それが どうして 可能で あるか。 それ 故 今 若し その 工場の 

資本 主の 利潤 を 全くない ものにし、 その 反 對に貨 銀 や 俸給 を髙 額の ものにした ところで、 畢竟 A 

の內 容に變 化を來 たす だけで あり、 瞵買 力の A に 影響を及ぼ すと 同じ 額 を 以て 物價の 中の B に 影 

響 を 及ぼす。 叉 資本 主の 利潤 だけ を 全くない ものにした とすれば、 A の 額は滅 少し、 A 對 A ブラ 

ス B の 比率 は 消費者に 不利の ものと なる ので ある。 この 社會的 矛盾 は、 苟 くも 現 經濟 制度の 存績 

する 限り は、 そのまま にある 社會的 矛盾 だ。 寧ろ 言へば、 所謂 資本主義 は 滅亡し、 資本 主 は 全く 

利潤 を牧め なくなった としても、 この 矛盾 は 消失す る ことがない ので ある。 

以上 は 有名なる A プラス B 定理の 構造で ある。 併し 讀者 はかく 聞いて 異様の 感に打 たれた こと 

と 思 ふ。 若し 現在の 生 產檨關 が 右の 如き 關 係の 間に 立つ てゐる ものなら ば、 そこで は 工場 Q 生產 

も 亦 起り 得ないで はない か。 何故 なれば、 工場が よし. S かに 少額の 生 產を績 けて 行く にせよ、 社 

會の 購買力の 中から、 その 生 產費を 恢復す る こと は 出来ない からで ある。 この 關係 はどうなる 0 

であるか。 現經濟 組織が その 如き ものである ならば、 その 組 綠は當 然破壞 して ゐ なければ ならぬ 

ではない か。 理論 は それと して、 事實 として は 現に 活廢に 生 產機關 は 活動し、 貨物の 數量は 年と 


共に 增大 しつ つ あるで はない か。 さう した 事實 はどうして 可能な ので あるか。 

ドウ グラス イズム は それに 答へ て 言 ふ。 工場 は、 それ故に 社會 により 直接に 消 養 せらる る 究極 

貨物 をのみ 生產 して はゐ ない。 一 の 工場の 生產 原料 品が 消費者の 究極 貨物に 變 形す るまでの 經過 

に は、 中間 貨物が 幾許で も 介在す る ことが 出來 る。 その 中間 貨物の 生產 は、 どれ だけで も 複雜化 

せしめられ 得る ので ある。 例へば 一 の 織物 工業 を考 へる とすれば、 一 工場が 棉花から 織物 を 製造 

する までの 經 過の 中へ 幾多の 工場 を 介在せ しめ、 更に それらの 工場で 使用す る 機械の 製造 工場、 

その 機械の 原料 品 を 製造す る 工場、 と. S つた 順序に、 いくらでも 中間 工場の 性質 を豐 富に する こ 

とが 出来る。 棉花から 織物まで への ー績 きの 工場 は、 これ を數 工場に 分つ も、 又 一 工場に 纏む る 

も、 それの 結果 は 同じい もので あらう が、 違った 結 菜 を生產 消費 組 錢 に與 へる もの は、 究極 貨物 

に 闘 係な く、 一  の 製造業の 使用の ために だけなる 間接的 生產 物の 製造で ある。 资本主 は、 究極 貨 

物の 生產 だけに 携 はって 居れば、 結局 そ Q 全生產 品を賫 捌く ことが 出来す、 その 生産 自身 を破壞 

しなければ ならない が、 されば とて その 資本 を生產 事業に 投ぜ す、 空しく 遊ばせて 置く こと も 出 

來な， S から、 究極 貨物の 生產 以外に 間接的 貨物の 生產 を計畫 する ので ある。 今日 我々 の 周 園に 見 

る 甚だ 多額の 貨物 は、 それ故に 我々 が 直ちに 使用す る こと 0 出来る 究極 貨物で はなく、 主として 

は 間接的 貨物な ので ある。 工場 建築、 機械 等が それ だ。 

今 或る 究極 貨物の 生 產を考 へたと する。 A プラス B の 中 QA は 究極 貨物と なる が、 B に 相當す 
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る もの は、 問 接 的 貨物と なる。 究極 貨物 は 直ちに 消費 せられる けれども 間接的 貨物 は、 長. S 年限 

の 間に 消費せられ、 今 直ぐに はなく ならない。 然るに 究極 貨物 は 人間が 生活す る 限り は 結え 十 生 

產 せられる から、 その都度 間接的 貨物の 量 は增大 し、 結局 社會の 中に、 莫大なる 分量の 工場 建築、 

機械 等が 存在し、 それが 社會 的遺產 となって、 順次に 相續せ られる ことと なる。 併し 一 體 この 莫 

大 なる 分量の 間接的 生産物の 生產を 許して ゐた 購買力 は 何で あるか。 工場 主 は その 購買力 を豫想 

せす に は、 幾ら 窮 して わても 生産に 着手す る 害 はない。 この 點は亦 ドウ グラス イズムに 甚だ 重耍 

なると ころで あるが、 それに よれば、 この 購買力 こそ は實に 銀行が 發行 する 公債 信用 だとい ふの 

である。 銀行 は 資本 主に 资木 を貸附 ける。 銀行の 立場と して は、 その 貸附 金と 利子と を 併せた も 

のが 他日 囘牧 せらる る 見込 さ へ あれば それでよ く、 その 貸附 けられた 產 業の 性質の 何で あるか は 

問 ふところでない。 併し 銀行の 發 行した 公债 信用 は、 貨幣と 關 係がない。 そして この 分量 は、 A 

ブラ ス B の 中の B の總 額に 相當 する ものと なる。 工場 主 は眞の 購買力 A と 銀行の 附加 購買力 B と 

を 併せ、 A プラス B の 貨物の 生 產を爲 す。 併し 勿論 B は、 その 生產經 過の 繰返しに より、 A に 比 

し、 著大なる 頷に 達した ものであるから、 結局 は 工場 主 は社會 Q 直接の 購買力よりも 公債 信用 を 

標準と して、 その 生產 を繼續 する Q である。 

私 は今說 明の 便宜上、 一 余 額 を 公債 信用 だと 解した が、 實際 はこの 外に 輸出 信用 を數 へて 居 

る。 B は 公債 信用 プラス 輸出 信用 だ。 輸出 信用 も 亦 生產の 一 經過每 に そ Q 量 を增大 し、 國際的 商 


業戰を 惹起し、 終に 世界 大戰に 至らざる を 得ない と、 ドウ グラス 氏 等 は 論じて ゐ るが、 この 小論 

の 中で は それら を 一 々詳しく 論じて ゐる ことが 出来ない。 

さて 右 Q 如くに して、 B の 量 は 益/, 膨大し， それに 主たる 關係を 持つ も Q は 銀行の-貸 附 だとい 

ふこと になった とすれば、 その 結 菜 は實に 恐るべき ものと なる。 第一 に、 生產 のす ベて を 支配す 

る もの は 銀行で ある。 第二に、 B の 量の 增 額す るに 隨ひ、 物價は 高くなる。 そして この 物 價を決 

定 する も Q も 亦 銀行で ある。 社會の 生產と 消費と は、 直接の 購買力に よってよりも、 主として 信 

用に より 決定 せられて 居る ものであるが、 社 参 は その 信用 を 統制せ す、 これ を 統制す る もの は實 

に 銀行で ある。 

それ故に、 失業の 根本的 原因 者 は 銀行であって 工場 主で はない。 工場 主 は 銀行が 資本 を 貸附け 

て くれる から その 生產 を經營 する こ と が 出来るだけ である。 今 何の 産業に 投資す るか 決定 は、 

全く 銀行の 判 斷に俟 つ。 それ故に 失業に は勞働 失業 0 外に 資本 失業 を考 へなければ ならぬ。 資本 

失業 起る が 故に、 勞働 失業 も 亦 それに 隨 つて 起る ので ある。 

五 

私 は 最後に、 ドウ グラス イズム の敎說 から 演緯 せられた 改造 方策 を 略記して この 紹介 を 閉ぢょ 

う。 その 改造 方策に は 消極と 積極と ある。 今 その 積極的の もの だけ を 述べる。 
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その 第一 は、 社會 による 信用の 統制で ある。 信用 は 我々 の 社會的 文化 生活の 總體的 遗產を 代表 

する ものであるから、 我々 は そ の やうに 重大な る ものの 統制 を 銀行に 任せて 置く こと は 出来な い 。 

併. し 一 舉 にして その 統制 を 我々 の 間に 牧 める こと は m 來な いから、 又 その 革命的 手段 は 却て 信用 

組織 を 混亂に 陷れる ことで あるから、 我々 は各產 業に 於 S て獨 立した 生產者 銀行 を 設立す ろ。 生 

產者 銀行 は、 その 產 業の 持つ 全 信用 を 基礎と して 設立せられ、 その 產 業に 從 事す る 全人 員 を、 そ 

れの 株主と する。 

生 魔 者 銀行 は、 利益 を牧 める ための 機關 ではない から、 他 の 銀行の 如くに 利益 配當 をな さな 5- 。 

その 目的 は 信 W による 社き 統制へ、 勞働も 亦參靈 せんとす るに ある。 生産者 銀行 Q 全 株主に 關す 

る 勘定 は、 すべて その 銀行に 於いてな さるる が 故に、 生產 賃銀 及び 俸給 も 亦 一括して その 銀行に 

支拂 はれる。 

この 方法に より、 從來 集中 せられた 信用 を 地方 化し、 これ を 生產者 自身の 手中に 取戾す ことが 

出來 るので ある。 

その 第二 は 物愤の 制定で ある。 この 制定 法 は、 ドウ グラス イズムの 敎說の 中で も、 特色の ある 

もの だから、 それ を 理解す るに 困難と なる。 併し 根本の 着眼 點を さへ 見れば、 何も 不思議な 意見 

ではない。 ドウ グラス 氏に 隨 へば、 貨物の 物價は それの 生產 費よりも 小で なければ いけない。 こ 

れを 理解す るた めに 私 は 再び 前の A ブラ ス B 定理に 歸る。 


工場 生産費 は A プラス B だ c 併し その 中の B は 巾 間 的生產 物に 赴く。 中 問 的 生産物 は、 長い 問 

に 消費 せられる ものであるから、 B だけが 直ちに 物惯の 中へ 現 はれて はなら な. so 然るに t 卞 K に 

於いて は、 物慣は 生産費より 大 であるから、 數量 として は A プラス B よりも 大きい。 これ は 誤つ 

た物價 制定 法で ある。 眞實に は物價 は、 A の 外に、 B の 中の 極めて 小^ 分 だけ を 加へ たもので な 

ければ ならぬ。 それ故に、 物價 はいかなる 場合に も生產 費より 少額と なる笞 である。 ドウ グラス 

氏 はこの 生產 費と 物價 との 比率 を 公式 を 以て 示して あるが、 今 は それ を 省く。 かくの 如く 物惯が 

生產 費よりも 小に なった とすれば、 その 差額、 言換 へれば 生產 者の 損失 はどうな るか。 氏に よれ 

ば、 これ を 補償す る もの こそ、 實に國 庫 紙幣の 職務 だとい ふので ある。 

私 の 解說は 甚だ 短 いものであった から、 讀者 の 納得に は 困難な 點が 少なく あ るまい と £^ はれる" 

^し キト ソン 氏の 如き、 今日の 失業 問題 を 徹底的に 解決す る もの は、 ドウ グラス 氏の 信用 計靈の 

外に はな 5, と稱 して ゐる。 今後の 勞働 運動 は その 中から センチ メンタ リズム Q 要素 を 省いて、 冷 

靜 にビズ ネスの ものと ならなければ ならぬ とい ふ のが 一般の 趨勢で あり、 ；乂 それ は當 然の發 達で 

も あるが、 その 時に 當 つて ドウ ダラ ス イズム の寄與 すると ころ は 決して ®1 少な ものであるまい。 

I 『表！ s』 (大正 十二 年 六月 II) 


三 七 一 


好まし い 女性の 姿 

この 感想文 を 書かう として ゐる 時、 さは 一 面に 低 氣壓の 雲に 蔽 はれ、 私 は 呼吸 苦しい、 陰 t) な 

感じに 充 たされて ゐ る。 それ は本當 にい やな 氣 持ちな ので、 ー體私 はさう した 氣壓 の變化 を强く 

感じ 過ぎる 體質を 持って ゐ るので ある。 若し 本當に 張り切れる やうな 活力 を 身內に 感じて、 仕事 

に携 つて ゐる 時と いったら、 一箇月の 間に 數 へる ほど 少ない 日數 だら う。 W し 私 は 近頃で は、 さ 

うした 毎日の 氣 分の 變 化に 割合に 平氣 となって ゐる。 陰 な 日 は 陰！^) の やうに、 快活な 日 は 快活 

なやう に、 それぞれの 氣 分の 中に それぞれの 意味 を 見出して 生きて 行かねば ならない もの だと 思 

つて ゐる。 私 は何處 まで も 自分の 生活 を 運命的に 觀 察しない。 生活 は 自分で 切り 拓 いて 行く も Q 

だと 信じて ゐる。 

私 は 英雄 を 信じない。 英雄 を崇拜 する 氣 になれ ない。 隨 つて 自分 を、 英雄 だと か 天才 だと か 思 

つて ゐる 人を輕 蔑した くなる。 自分に 生長の ある こと を、 自分で 認める こと さ へ 容易で はない。 

こんな こと を 前書きと したの は、 私の 感想に 全く 關係 Q ない ことで はない からだ。 私 は 世の 誰 


でもに 美點を 認める。 併し、 他面に は、 美點 だけの 人間が 世に ある ものと 思 はない。 肉體 美に せ 

よ、 性格に せよ、 これ こそ 理想的の タイプ だと S へる ものが 世に あるか どうか、 私 は それ を 疑 ふい 

叉 そ の 理想的 Q タイ ブを 抽象的に 語 つて 見たところで、 我々 Q 持って 生れた も Q を それと 對 照し 

て 見て、 どう 動かし やう も あるまい と 思 ふ。 

耍す るに 我々 の 好ましい 女性の タイプ は、 その 女性の 持つ て 生れた 個性 を 生かす ことに ある。 

陰 の 性分の ものが、 どんなに 快活に 振舞って 見ても、 それ は 調子外れ となる。 それに 反して 快 

活な 女性が、 どんなに じみな 性格へ 移らう としても、 そこに は、 ただ 不自然が 殘る ばかりで ある。 

誰でもが、 好ましい タイプの 女性に 進み 得る と 私 は 思 ふ。 

併し 若し そこへ 私の 主 觀性を 加へ る こと を 許して 貰 ひ、 「私」 が どんな 女性 を 好んで ゐ るか、 

もっと 適宜に. S へば、 どんな 女性と 談話 を 交へ たり、 自分 達の 仕事 を 一 緒に したりして ゐて、 安 

易 さ を感. f- るか、 と 問 はれれば、 私 は 次の やうに 答へ る 積り である。 勿論 この 選擇の 中へ は、 私 

の 個性 や 仕事 やま た 年齢 や がすべ て 影響し てゐ るに 相違な い。 私 はこの 選擇が S つまで も その ま 

まに 緩いて 行 くだらう とは考 へない。 

藝術 を、 とい ふより は 寧ろ 「詩」 を 理解し 得ない 女性 は、 何よりも 寂し 5-。 どんなに 美しい 肉 

體を 持った 女性で も、 ； はどうしても その 人 を 「美しい」 と は 言へ ない 氣 がする。 「詩」 は 女性 

の 場合に は、 「聰明」 を 意味して ゐる とさへ 思へ る。 
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私 は 女性 を考 へる に、 その 肉 體美を 離れて は考へ 得ない。 ただの 性格 美な どと いふ もの はない 

と 思 ふ。 そして 「詩」 は 最もよ く 女性の 肉體 美に 影響す る。 女性の 表情に 鈍重で ない、 或る 聰明 

な 感受性 を 持たせる。 それ は 特に 女性の 「限」 に 於いて 言へ る ことで ある。 

女性の 服の 淸純 は、 それに 向って 立つ すべての 人間の 生活 を 一時に 明るく し、 それに 或る 方向 

を 持たせる 力 を 持つ。 併し その 淸純は 或る 處 女に 就いて だけ 見られる。 處女 Q 持つ 絕對の 特權だ 

かも 知れない。 

戀 愛の 分らない 女性 は 寂しい。 そして 男性に ついても 同じ ことが いへ るが、 S§ して 女性 は 常に 

若々 しい 氣分を 理解し 得る もので ありたい。 戀愛は 結婚と 共に 終った ので はない。 大抵の 女性が、 

化 S 婚と 同時に、 急に 分训 臭くな り、 戀 愛の 姿を消し 潰して 了 ふ Q は 惜しい ものである。 

家事の ことな どに 女性の 全 生命 を 見出して ゐる やうに 見える 女性 は 寂しい 。料理が どう と か -住 

宅が どうと か、 そんな ことば かり を 口にして ゐる 女性と は 話 を 交へ たくない 氣 がする。 そんた こ 

とに すっかり ル ー ズ なの はこれ も 亦 厭や だが、 併し そんな 料理 や 住宅の ことな ど は、 默 つて るて 

すっかり 立派に やっての け、 話 や 態度の 上で はすつ か り それ を 忘れ てゐ ると いった 風の 女性が 自 

分に は 好ましい。 

作法 だと か 生花 だと か を 仰々 しく やって ゐ る 女性 も 好き ではな S  0 それら はみ な 極く 平氣 の 態 

虔で やっての ける も © だ。 そして 生活 は それ 以外 ひところに、 ちゃんと 空地 や 重心 を殘 し、 何物 


か を 持つ てゐ ると いふ 風で ありたい。 

他人と 會話 をして ゐる 時に、 一 々對 手の 話の 腰 を 折ったり、 無批 1: 的な 自說を 臆面もなく 述べ 

立てたり する 女性 はた まらな くい やな ものである。 そ Q 女性が 聰明で ないから さう した 態」 お を ーャ仏 

るので ある。 自分に 定見 を 持って ゐ るが、 それ はた だ 話の 端々 に 出 て來 る。 といった だけの もの 

が 見て ゐて氣 持ちよ い。 

別段に これと. S つて 非雞 すべき 點 はない の だが、 話 をして 分れた 後で、 「好きな 女性で はない レ 

とい ふ 感じ だけ を殘 される 女性が ある。 叉 それと は 全く 反對の 女性 も ある。 謙虚の 心が、 前の 4:! 

性に は缺 けて ゐ たからで あらう。 

私 は 陰 驚な 女性より は、 快活な 女性が 好きで ある。 ^しこれ こそ 全く 主観的の 選擇 である。 

運命に 征服 せられて 了 ひ、 何時までも 同じ 場處に 停滞す る 女性 を 私 は 好まない。 それに 引き 換 

へ、 絕ぇ. f 新ら しい 力で、 どしどし 運命 を 超えて 行く 女性 を 私 は 好む。 それ は、 生活に 對 する 女 

性の 眞劍 味が 强 S からであって、 その 女性の 我慢が 强 いからと か、 意地つ ばり だからと かいふ こ 

とに は關 係がない。 

男性で もさう であるが、 女性に あっても、 骨折り を惜 まない、 自分の 近い 友人に 對 して 心から 

の 友情 を 示す 人達 を 私 は 好む。  • 

近来の 女性の 装飾 法 を 見て ゐ ると、 自分 を餘り 一面 化し 過ぎる と 思 ふ。 それ はつ まり 社 會の中 
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にぁっ て自分の個性をはっきりと浮き3^さぅとする、 よい 傾向の 現 はれで は ある。 しそれ が 外 

面 的で あり、 誇張 的で あり、 一 寸 見た 眼に 美しい と 思っても、 長く 飽かない 本質的の もの を 自分 

に 持って ゐな. S 場合に は、 私 は それに 贊 成しない。 個性の 表現 Q 仕方に、 もっと 內面性 を 持って 

ゐ なければ ならぬ と 思 ふ。 個性 は 自分から 意識して、 個性と して 表現 せられる もので はない。 

權 力に 對 する 愛着 を 露骨に 示して ゐる 女性 ほどい やな も Q はない。 自分の 境遇から さう いふ 地 

位に 置かれて ゐて も、 少しも その 調子 を 出さない 女性 はいくら も ある。 低い 地位に ありながら、 

食る やうな 權勢欲 を 持って ゐる 女性 は、 最早 我々 の觀 察の 中へ さへ 入れた く はない。 

I 『女 件 =" 本人』 (大正 十二 年 六月 is) 


謙 虛 


人 閒は何 を 措いても * 先づ 自ら を 謙虚に する 修練 を 積まなければ ならぬ。 一 

站對 G 無は卽 ち絕對 の充實 である こと を 知る もの は、 ただ 謙虚の 人 だけ だ 0ー 


如何なる 天才 も、 自分自身 では その 生長の 過程 を だけ 意識す る。 目的 は 常に その 前方に ある C 

多少で も 傲慢に なって ゐる 時間の 餘裕 はない。 傲慢に なった 瞬間から、 目的 を 見る 眼に 霧が かか 

る C  . 

未だ 生れざる 天才に 對 して 恥 ぢょ。 それが 自分の 創作 を 批評す る 時 は必. f 來る。 多少で も油斷 

した、 思 ひ 上った 態度が 自分に あつたと すれば、 未だ 生れざる 天才 は それ を 見て 自分 を 嘲笑す る 

だら う。 思 ひ 上った 態度に 對 して は、 他人 はや はり 思 ひ 上った 態度 を 以て 應 する。 その 間に 妄執 

の 角逐が 始まる。 眞理を 見る 眼 は 益 V 曇つ て來 る。 

自分に 實 力が あれば、 謙虚に ならす に は ゐられ ない もの だ。 そして 他の 勝れた 人の 勝れた 點を 

祝福せ すに は ゐられ ない。 それが 自分に 滋味 豊かなる 糧を 供給し、 自分 は それにより、 叉 一 段の 

生長 を 遂げる ことが 出來 るから だ。  ， 

嫉妬 心 を 起したり、 思 ひ 上りの 心 を 持ったり する の は、 自分の 實 力に 不安が あるから だ、 謙虚 

の 人 は 絶えす 生長す る。 すべての 自然と 人事の 個性が その 有りのままの 姿 を 以て、 自分に 映る か 

らだ。 謙虚の 人に して 始めて 藝術を 鑑賞す る こ と が 出来る。 

自分の 個性の 美し さが、 その 充實 した 全體の 美し さを發 揮す る こと も 亦、 人間が 謙虚と なった 

時に 於いて だ 。僅かの 天分 をし か 持ち 合 はさない 人間で も、 謙虛 になって ゐる 瞬間 は、 その 侗性 

の 美し さを殘 りなく 示して ゐ るから、 何人も その 尊嚴を 侵す ことが ぉ來 ない。 
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謙虚の 人に して 始め て放然 たる 勇 氣を發 す る こ とが 出来る。 謙虚 は 自信 そのもの である。 

謙虚の 人 は、 自分の 第一 に選擇 すべき 良友で ある。 事 功の 人 は 良友と 爲 すに 足らない。 謙虚の 

友の 中に あって 自分 は 仲び 伸びと 生長す る。 事 功の 人 は 我が 心 を急忙 ならしめ、 傲慢の 友 は 我が 

動機 を 不純なら しめる。 泉の 湧く やうな 自分の 創造 を 止める ことに、 それら は 力 を 添へ る だけで 

ある。 

謙虚 は 天地の 心で ある。 — 『is 代』 (大正 十二 牟 七月 號) 


運命 颧 より 新 社 會連帶 へ 

震災と 今後の 恢復 政策と は、 國民 Q 心理に 大. S なる 影響 を與 へた。 これ を 書いて &る 時に も 私 

は 未だ 火の 詳報 を 得て ゐ るので はな. S が、 しかし 旣に 聞いた だけで も、 我々 の 信念の 上に は、 

或る 性質の 運命 觀の蔽 ひか かる こと を どうしても 否定 來な い。 況して 實際 その 募に あつ て 悲痛 


なる 經驗を 潜った ものにして 見れば、 世界 最終の 審判 時に 遭遇した やうな、 沈痛なる 運命 觀をぴ 

つ たり と、 その 肝の 上に 植ゑ つけられ たこと であら うと 思 ふ。 

我國の 歷史を 顧みれば、 足利時代に は 天 變地妖 の 記錄が 多い。 始ど すべて その 天 變の記 錄を連 

續 させて 歷史 をな したやうな 部分が ある。 その 地妖 とい ふ もの を 見る に、 火の玉が 飛んだ とか、 

大入道が 現 はれた とか、 寧ろ 滑稽 さや 無邪氣 さの ある もの さへ あるが、 當 時の 民心 は、 それ を 愛 

橋と は 見ないで、 みな 何 かの 運命 を豫 言す る 意味 を 持った もの だとした ので ある。 德川 時代に な 

つても、 飢饉、 噴火、 洪水 等の 連鑌 して 起り、 人心が 戰々 兢々 として ゐた時 は、 概ね 社會 的^ 相 

や 政治が 墮 落し てゐ た。 天 變地妖 と社會 相と は 全然 の 無關 係に あると は 言 へない ものである。 

要は その 天災 を解釋 する 人心の 性質 如何に ある。 民心が 健康で あり、 社會 生活が 幸福で ある 時 

に は、 いかなる 天災に 遭遇しても、 それに 何等かの 色を附 けて 見ようと はしない。 然るに 社會生 

活の r 容 がそれ に 反對の ものである ときには、 極く ささやかな 自然の 異常 現象 を 見ても、 それに 

恐怖 を 感じ、 一 々観念的に その上に 何等かの 解 釋を附 ける やうになる。 運命 觀 はかう して 生れる。 

この 天災 は社會 的に 意味 を 持った もの だと か、 神が 我々 を 罰する ために 下した もの だと か、 多少 

でも さう した 解釋 をな す も Q が社會 にある 時 は、 その 社會は 健康な 生活 をして ゐ なかった に 相違 

ない ので ある。 

我々 の社會 生活 は近來 著しく 動搖 して ゐた。 人心 は神經 的に 興奮し、 生活 は 安定 を感 する こと 
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が 來 なかった。 例へば 大戰に 引き 核いての 我々 の 物質 生活 は 極度にまで 壓 迫せられ、 物 價は何 

時まで も 低落せ す、 住宅難 生活難 失業 難 等 は 最早 一時的の 現象で はなく、 今後 永遠の 社會 現象で 

あると. S ふ 風に さへ 見えた が、 何人も それに 根本的の 改革 を 加へ る 術 を 知らない。 又よ しそれ を 

知る もの はあって も、 直ちに その-策 を實 行に 移す だけ 0 勇 氣を缺 く 社會の 分子 は 甚だ 多かった。 

苦しむ も Q は、 最初 は S 早に 一時的の 現象に 過ぎまい 位に 思って、 それに 堪忍して ゐ たけれ ども、 

何時に なっても その 困苦が 輕 減せられ ない とすれば、 流石に 堪忍袋 0 緒 を 切らして、 何等か 根本 

的なる 社 會的變 化 を 思 はざる を 得なかった。 現狀 打破 同盟と いふ ものが 政治の 方に は 出来て ゐる 

と 聞く が、 しかし 現狀 打破の 耍求 は、 政治に 就いて だけの もので はない。 どの 方面 を 眺めても 現 

狀を 打破したい 要求 許りが 充滿 して 居り、 我々 は 環. -そ Q 呪. 語 を 聞いた。 例へば 街頭に 一 節 Q 俗 

謠を IS いても、 その „ ^調と 言ひ、 歌詞と いひ、 結 望と 興 街と 哀愁との 交錯した もので あり、 民衆 

の 生活に 於け る 失意 を證す る に 十分な る も のがあった ので あ る。 かう した 時に 我 々の-上に 下った 

天災が、 運命的に 何等かの 意味 を 以て 解釋 せられた とすれば、 我々 は その 解釋を 冷笑す る ことが 

出来ない。 何故 なれば その-解 釋の 背後に 潛む 生活の、 眞 に戰慄 すべき もの ある ことに 眼 を 蔽ひ得 

ないから である。 

世界 大戰 後、 それに 參 加した 國家 は、 何れも 國 策に 根本的の 變革を 加 へた。 n バ アト. セシル 

卿の 言 つた 如く、 歐洲 の諸國 は、 今や その 生活の 『公理』 を 異ならし めざる を 得なかった Q であ 


る。 各 大臣の 名稱を 見ても、 大戰 以來、 軍需 相、 航空 相、 改造 相な どの 名 を 聞く だに、 そこに は 

國家 の 採つ た 非常 の 決心 を 窺知す る こ と が 出来る" 英國 の 議會 が社會 主義 Q 採用 を 議題 に の ぼ せ 

て、 火の 如き、 併し 頗る 科學 的なる 論議 を 交した こと を 見ても、 時勢の 轉囘 の眞に 偉大なる こと 

を 思 はしめ る。 然るに 我國 は、 大 戰に參 加した と は 言へ、 その 結果 は 多少 成金に なった 位の もの 

であり、 國 策の 上に は 何等 根本的 手術が 加 へられす、 社會 相と して は 往日と 性質に 幾許の 相違 を 

も 見出す ことが 出来なかった。 併し 今日の 國家 として は、 世界 一 家の 如き 生活 をな しつつ ある も 

の だから、 その 形式 は どんなに 古くと も、 その 內容 として は、 これらの 新形 勢に より 影響せられ 

なければ ならなかった。 社會 民心の 統 一 を缺 くとの 聲を 我々 は屢. - 聞いた が、 そ G 統 一 の 可 不^ 

は 一 先づ 論外と しても、 社會 人の 意識が 大 いなる 動榣 を經驗 しつつ あった こと は 鬼に 角 否定 せら 

れな いので ある。 

社會 意識 を 統一 しょうと する もの は、 新ら しい 世界的 狀勢を 眼中に 置かす、 ひたすら 古い 國家 

道德 の-下に、 專制 的强制 的に 現代の 生活 を 統一 しょうと いふので あった。 これに 對し、 個人の 自 

由 を 高調す る もの は、 ただ 大戰以 來頓に 興隆した 商業主義の 自由 を 主張す るので あって、 その 狀 

勢 は 益. - 進められつつ あった。 我々 はこの 意味の 統一 、 この 意味の 自由に は 極力 反對 しなければ 

ならない。 今日 我々 の 社會が 要求す る もの は、 社 會連帶 の 新 基礎に 立っての 國家 統一 である。 そ 

れは舊 の 統一 、 舊の 自由と は、 全く その 性質 を 異ならし めて ゐる。 
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併し 今囘の 天災の iiS 果を 恢復す るた めに は、 社會 意識 は その 點に 達せねば 巳まぬ であらう。 そ 

れ でなければ 恐らく 徹底的の 恢復 は覺朿 な. S ので ある。 今囘の 災害の 經濟的 损失は 莫大な もので、 

それ を 恢復す るた めに だけで も、 我々 は 非常の 決心 を 要する。 非常 徴發 令の 公布せられ たこと は、 

旣に その 新制 度への 暗示 を 持つ。 國 家社會 主義 的 政策、 より 適切に 言へば 國家 資本主義 的 政策 を、 

今日の 國 家が 採用す る ことな ど は 最早 少しも 急進的の 提言 ではな. S  。今 同の 天災に よって 見れば、 

我國 など は社會 として は 實に狹 小 G 範圍の もので、 東京 を 中心とした 一 都市 國 家の 観が あるで は 

ないか。 かくの 如き 國 家が、 社 會連帶 的、 國家资 木 主義 的の 政策 を 漸次に，： iK 行して 行く こと は. 

赏に 易々 たる ものと 一一 一一 11 はなければ ならない。  . 

一例 を 擧げれ ば、 關 東の 地震 は 七 八十 年 目 毎に 週期 的に 來る ものであるが、 かくの 如き 不安定 

なる 地盤の 上に、 ー國の 首都が あり、 それが 週期 的に 大破 壤を 被る とすれば、 徹底的の 首都 政策 

を實 行す るの 必耍を 何人も 切に 感 する ことで あらう。 ^し それら は、 我が 國家を 一 都市 國 家の 如 

くに 逑帶 的に 見て、 國家 資本主義 的に 實行 せられる のでなければ、 換首 すれば 今日の ブル ジ" ァ* 

リ ベ ラ リズムの 自由 を餘程 の 程度に 制限して 取り かかる ので なければ 出来る ことで はな い 。 東京 

にあって 資際今 罔の 災害 を經驗 し、 數 日間の 悲痛なる 生活 を鬪 つた もの は、 その 社 會連帶 の 必要 

を 最も 强く、 自らの 矸に鉻 した ことで あらう。 その 芽から は 何物 かの 結果が 生れる に 相違ない の 

である。 


普通 選擧 さへ 實 施せられ てゐな いのが 舊 n 本であった。 食糧、 家屋、 勞務の 非常 徵發を 令した 

のが 新 日本であった。 この 災害の 恢復 事業の 緩く 限り 今の 新ら しい 國家的 胃險は 消失し ない。 我 

我の 天災 を 恢復す る 事業の 前途に、 私は大 いなる 希望 を 懐いて ゐる ものである。 (大正 十二 年 九月 

四日 雷雨の 中に 稿 )—- 『女： S  (大正 十二 年 十月 is) 


0 感 

實 によく 晴れた ひ 1- の 日が つづく。 流石に 京都の 秋 はすが すがし い。 東京の 荒廢 など、 ここで は 

どうしても 想像 出来ない。 私 は 朝、 床 C- 上で 眼が 覺め ると、 何より 先き に 窓の 板戶 の節孔 から 漏 

れて 障子に 映る 日影 を 見る。 外 景は色 寫眞の やうに くっきりと 逆 かさに、 その 障子の 紙の 上に 映 

る。 日が きらきらと まぶしく、 白- S 雲 一 つな. S 靑 空が 實に色 濃く 描き出されて ゐ ると、 私の 心 は 

それで す つかり 落ち 付く。 そして 熟 陸 の 屮： 來た後 の 快 さを靜 かに 味 は ふ。 

】1J 八 S 


三 八 四 

かう した 秋晴の 口に、 私 は 午前と 午後と、 常に 定まった 時間 を 四 五十 分づっ 散歩す る。 讀書子 

に 取って は實に 惜しい 時間で あるが、 健康 を 一層よ いものに したいし、 また この頃の 日、 この頃 

の 自然で は、 それだけ づ つで もこの 外景の 中へ 打ち ひたる ことなしに は ゐられ ない。 私の 步く道 

は 毎日 同じい。 その 途をー めぐりして 私の 家の 玄關 へ歸り 着いた ときに、 私 はもう 一遍 名 殘り惜 

しい^れ をす る やうに、 大空の 青へ 眼を途 る。 と、 そのたび に 不思議に 故 有 島武郞 氏の 言葉が 聯 

想せられ て來 る。 氏 は その 生 に、 「人間に はもう 何等の 執着 を 持たない が、 晴れた 秋の 空 を も 

う 一度 見た S 氣 がする」 と 語られた やうに 傅 へられて ゐる。 その 晴れた 秋の 141 は 今 私 Q 前に ある。 

島 氏の 人生観と 藝 術と は それほど 大きい と 私に は 思 はれない。 しかし この 言葉 だけ は、 今後 

秋晴の 日に 逢 ふ 毎に、 さらに 新ら しく 私の 頭 へ よみが へ つ て來る ことで あらう。 

健全なる 學說を 以て、 また 完成 せられた 藝術を 以て、 後の 人の 頭腦. をい つまで も 占有し 得る 人 

は^ 界に少 くない。 しかし さう した 學說 ゃ藝 術と は 全く 違った 平凡な 一 つの 言葉が 同じ やうな 力 

を 持つ こと も 亦 敢て少 く は あるまい。 私 は その 何れの 典型の 人 を も 敬愛す る。 しかし 今 私の 心き 

打つ もの はとに かく 有 島 氏の その 言葉で ある。 

震災 後の 文壤 はどうな るか。 ま た そ の文藝 評論 は どうなる か。 

災後旣 に 二 箇月 を經 過した。 勿論 まだ 眼 立った 作品 は 35 てゐ ないし、 また 權 威の ある 批評 も 聞 


かれは し な 5 が 、 震災 直後ん r に 至る まで 極く つまらない ことが そこで 議論 せ ら れてゐ るの を 見る。 

それ は 「かう した 大 天災に 對 して は藝術 は餘 りに 無力で ある」 と S ふ考 へ とそれ を 否定した^ へ 

とで ある。 私 は 今 さら こんな 問題 を眞 面目に 議論の 題目 へ 加 へたく はない。 ただ 次の 事 を 言 ひた 

いから 引合に 出して 見た までで ある。 それ は 我國の 評論家 (文藝 の) が餘 りに 怠慢に 過ぎる 事 だ。 

一 體文壤 などい ふ ものはなくて 結構 だつ 然るに 近來 著しく 文壇と いふ 纏った 感じが する の は ど 

こに 原因 を 持つ か と 言 へば、 或る 雜談を 交 へつつ ある 範域 がその 統一 感を與 へつつ あるから だ。 

隨 つて 文壇 人の 感想と か 評論と かの 題目になる もの は、 そ Q 雜談の 題目に しか 過ぎない。 作品の 

批評と 言へば 毎月の 雜 誌に 出た 短篇の それに 過ぎない。 評論の 材料と 言へば 新聞の 文 藝攔に 載る 

小 感想の 批評と 應酬 とに 過ぎない。 單 行書の 小說は 批評 せられる ことなく、 堂々 たる 研究 や、 そ 

れ 自身が 一 の 人生 觀を 語る やうな 評論 は文藝 批評の 中に 見られる ことがない。 藝術 としての 文藝 

評論 は、 現在のところ 全滅して ゐ ると 言って よい。 それと いふの は 一般に 文壇 人が 餘 りに 怠馒で 

あり、 安易 を 貧 つて ゐ るからで ある。 

藝術品 も 評論 も、 その 生命 は 月刊の 雜 誌に 揭 載せられた 一 筒 月 だけの こと だ。 それが 一 冊の 作 

品 集、 または 評論 集に なって 9, いると、 もう それ を 批評す る ものがない。 讀者も 甚だ 少ない。 これ 

を 刊行す る 著者 さ へ、 一 墳墓 を 築いた 感じ を 以て その 著作 を社會 へ見途 る。 

私 はふと 氣が向 5、 て ラ ス キ ン の 「ァ ン トウ ー . ジ ス . ラ ス ト」 を 開く 機會を 持った。 い ふまで 
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もな くこの 書は雜 誌に 揭載 せられた 四つの 短い 論文から 成り立つ。 ラスキン によれば、 これらの 

論文 は發 表の 當時、 世の 多くの 攻擊を 受けた もの だと. S ふが、 しかも 彼 自身 はこれ 以上 はよ いも 

のが 書け ない と 言つ て、 非常の 期待 を 後の世に 投げつ っ發 表した、 これ は 甚だ 小さな 論文 集な の 

だ。 i  m 化』 (六お 二！ is) 


詩ニ篇 

きん もく せ い 

かをり そらに はなやか 

かをり むねに かよへ り 

この かをり なにの ちぎり か  . 

ただ あ ふぐ ：\- ら のみむ しろ 

まんじ ゆし やげ 

あれち 

ま へに ひらけた 荒 地に は 

何 萬 本のまん じゅしゃげ 

ひ らくく づ れ る ま つ さかり 

それが 何處 まで つづく やら。 
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ここ は 散歩の ひと も夾す 

犬の 走った あと もない 

見れば く づれて 地に 落ちた 

花 もど こまで つづく だろ。 

なんじ 

今 は 何時か 日 はさ さす 

くに まかせた まんじゅしゃげ 

ひとり 見る の は 惜し けれど 

友 を 呼ぶ 氣も しなかった。 —『文化 a  (セ S ハ號 > 


一 九 一 一三 年 を 送り 一 九 一 一四 年を迎 へる 

一 

象 徵の透 見 は 認識 だ。 衝動の 內察 は神祕 だ。 われら は 表現の 生新と 重厚と を 愛して、 革命の 魏 


燥に 加 はる。 生產 G! 尖點 に內感 する 意志 は歷史 であり、 知見の 接線 を 呼ぶ 問題 は傳統 であるから、 

われら 歷史 主義者の 生きる 部 靣は國 際 的 だ。 制度 は 創造 せられる。 そして 創造 作用が 卽ち 創作 だ。 

犟に それの 必然 を 追求 すれば 固有 Q 氣品を 失 ひ、 ひたすら それ の 動機 を懺愧 すれば 筆意 の 雄渾 を 

忘れる。 客観的 制度 を內觀 し、 懺悔し、 そして 自責 を感 する われら 理想主義 者の 思索 は、 それ ゆ 

ゑに 當來 社會的 だ。 個人 は 社會の 中に、 社會を 以て 生れる。 反い おして われらに 何の 一 者 的 新 異な 

く、 個性 は ただちに 社會 の連帶 衝動で あるから、 われら 人格主義 者の 敎養は 當然に 社會的 だ。 政 

治 は 第一 に 早老で あり、 生活 蝕 害の 殘生 を！ i 化せし めた。 それに 比すれば 經濟 は實際 的で あるが、 

それの 商業主義 的 粉粧を 除いた われらの 世界の 術語 は 産業 だ。 萬 衆 を 擧げて 生産の 社會的 部局に 

就く 産業 制度 を 以て、 信用の 轉 位と 賃銀の 擬制 Q 中に 人間性 を 熔融す る 商業主義 を 克服す る こと 

こそ は、 われら 當 面の 着手で あり、 カ點 である。 經濟 ミヌス 商業主義 ミヌ ス產業 は、 新たに 生る 

る われらの 政治 だ。 すな はち 組合 的 社會の 經營と 創見と である。 最後に これらす ベての 創作が、 

個人的 英雄主義の 手 を 離れ、 連帶的 歴史的 機構の 中の 文化と して 自己 認識せられ たと き、 現實の 

眼晴を われら は敎 育と 呼ばう。 產 業と 政治と 敎 育と Q 立體 交角 こそ は、 哲學の 射 眼 だ。 放光 一滴 

の 水、 われら は敢て それ Q 頓渐を 問 はない ので ある。 —年 (大正 ± 一 一年) 
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花に 就いての 雜感 

「郊外に ささやかなる 家 を 建て、 ま はりす つかり 花で 圍 ませる。 花に かこまれた その 家が 自分 

の 理想 住宅で ある。」 とい ふ 意味の こと を、 或る 女流作家が 何 かの 雜 誌に 書いて ゐた。 やさしい 

少女の 童話な ど を 常に 害いて ゐる その 女流作家に は、 い かに も ふさ はしい 希 願 だとい へよう。 若 

しそれ が 地上に 許された 私達の. S ともさ さやかなる 幸福 だとい はれ 得るならば、 私 はい またし か 

に その 幸 幅 を 握って ゐる。 私の 家 ははな はだ ささやか では あるが、 實 にも 郊外の 一 孤屋 であり、 

ま はりす つかり 美しく 草花で 圍 まれて ゐる。 ことに 近頃 は 秋 ざ くらの 眞 盛りで あるが、 いま 私の 

書齋 から 見える 小 庭の 秋 ざ くらだけ でも 何千 本 あるか、 數へ 知りが たい。 厨の 用 を 聞く ために、 

裹所ロ を訪ふ 小男 も しづかに 自轉車 を 降り、 その 花の 小枝 を かきわけて 來る。 白い 猫、 黄なる 蝶、 

活潑な 雀の 群 も、 その 秋 ざ くらの 間 を 縦横に 飛翔 駄走 する。 花 は 雲の ごとく、 雪の 如く、 山樂の 

換繪の 如く、 醍醐の 花見 屏風の 如く、 わたくしの 小屋 を 取り かこみ、 壓 倒す るので ある。 

私 はいかなる 花 を も 好む。 いかなる 花に も 親しみ を 持つ。 しかし わたくしの： y しい 生活 は、 每 


日 それらの 花 を 育成す る だけ 0 時間 を わたくしに 許して はくれ な- s  。それ故に これらの 花 はこと 

ごとく 自生の ままで ある。 梅雨に ひたされ、 野 分に やぶれ、 なほ も かそ かなる 生命 を ささへ 得た 

る ものの みが、 こ Q しづかな る 誇り を 秋晴の 空に 輝かしつつ あるの だ。 

麥ゃ稻 の 黄に 實 りて、 見る 眼 はるかに 連なる の もい ひ 知れぬ 悅びを 私たちに もたらす。 こ Q ご 

ろ は 何れの 窓より 眺めても、 あやしげなる かがしの 姿 立ち並び、 さびしい 野路に 新鮮な またお ど 

けた 賑 かさ を 見せて ねる。 ^はこの 野路の 中に 住まって から、 まだ 幾年 を も經過 しないの である 

が、 それらの 案山子 や 鳴子の 姿 かたちに も、 蔽 ひがたき 時勢の 移りの 反映 せられる こと を 否定し 

得な 5。 案山子と は、 蓑と 笠と 枯 竹と によりて £來 る ものと 信じた の は 昔 のこと、 今 は 洋服 を 着 

たもの、 戮 砲を擔 つた もの、 或は ズボン 穿き の 半裸 體 となった ものな どが、 出来る限りの 殘虐さ 

を 表現して ゐる。 鳴子と よぶ 名の 美し さは、 今の それに はふ さはし からす、 多く は 石油の 空鍾に 

石な ど 取りつ け、 風 吹く ごとに 擾音を 野 面の E ポ てへ 送る。 それだけ 雀の 群が 狡猾に なった ので あ 

るか- はたまた 農夫ら の 利が 酷簿 となった ので あるか。 私 は その 何れなる や を 知らない。 肥料の 

一； C を 動かす ために も 農夫ら は 洋服 をつ け、 自轉 車に 乘 つて 来る。 時勢と 戰ふ ものの 持つ あわた 

だ しさ Q 心 をいだ きながら、 私 は ひとり 茫 然 とその 後 姿 を 見お くる Q である。 

やう 

鎗畫が 寫生を はなれ、 むなしく 镓に よ つ て葫 蘆を畫 い たと き、 そ 淸 新の 氣を失 つた。 わたく 

し は 生花に ついて 全くの 素人で は あるが、 この頃の 生花なる もの を 見る に、 いささか その 惑 じ を 
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懷か ぬで もない。 當 今の 畫家 にして 寫生悵 を 持たぬ は畫 家と 呼ばれない。 同じ やうに して 生花お 

なす ものに も、 一帖の 寫生帳 を 必要と はしない か。 自然の 中に ある どの 草花の 枝 を 取っても、 そ 

こに は 言外の 悅 びが 溢れて ゐる。 それらの 枝の たた. f- まひの 中には、 生花 をな す 人の 忘れた 線 や 

形が、 幾つか は必す 取り 殘 されて ゐる ことと 思 ふ。 わたくし は その 點に 於いて、 現今の 生花 をな 

す 人の 技巧 力より は 自然 自身の 持つ 表現力 をより 强. S ものと 考 へる 立場から 離れ 得ない. 

自然の 中に ある 萆 花の. S かに も 生々 した 感じ を 持つ の は、 すべ て 自然に 光線へ の 正しい 關係を 

保って ゐ るからで ある。 光 は 草花の 取る 形の 整理 者で ある。 自然の 草花に 動的の 眼晴を 施す もの 

は、 じつに 鳥蟲の 配合で あり、 鳥蟲の 配合な き 草花 は そのよろ こびの 十 中 九分まで を 損する。 し 

かるに 生花 は窒 内の 花であって、 そ 0 鳥蟲の 助け を 借り 得ない。 この場合に 生花の 靜に動 を附與 

する もの、 それ は 光線の 外にない。 生花 自身の 姿が それだけで 均齊を 保っても、 窒內 のど こかに 

置かれた とき、 その 生氣 は、 或は 生かされ、 或は 死ぬ。 その 原因 は 全く 光で ある。 生花 をな すの 

は、 先づ その 窒に來 る 光の 方向と 强 さと を つぶさに しらべ、 その 花の 置かれる 位置 を考 へ、 その 

うちに、 生花すべき 花 Q 種類と たたす まひと を 考慮すべき であらう。 大いに 明るい 窒は、 その 枝 

ぶり も 亦 大いに 動かなければ ならぬ。 光の 乏しい 室の ものが 明る. S 室の ものと 同じい 姿の 破格 を 

なせば、 茶室の 中に ゐて 大聲傲 語す る ものの 如くお ろかに も 見えよう。 

花の いろの 美し さは、 光線の 强さ により それぞれに 異る。 この こと は 心理 學に 所謂 色の 飽和 を 


知る ものの つぶさに 考 へる ところで あらう。 多く 花の 色 は、 白日の 强ぃ 光りの 下で は、 美しく 

は 見えない ものである。 か Q 徵 花や 秋ざ くら Q うすくれ なゐ なる も Q さへ、 輝いた 日の 下で はむ 

なしく 色 薄れ 折角の 美し さ を發 揮し ない， 薄ぐ もりの 日 こ そ 花見 Q ための 好天 氣と言 はなければ 

ならぬ。 しかし 私 は 大いに 晴れた 日の 花見 もまた、 全く 無 趣好 だとい ふので はない。 晴れ晴れし 

た 心 を 得る ために は、 空よ く 晴れ、 枝に. S ささ かの 風 ありて、 千 花 萬 花樹 上に もつれさ さやく と 

きが 最も ふさ はしい。 青が かりたる もの、 紫に 近き も Q、 これ 等 は 明るい 光りの ものです ベて 奏 

えし ほれる。 さりと て餘 りに 暗い 夕景に は、 ただ 一 いろの 黑 としか 見えない であらう。 靑綠 紫の 

濃い もの は、 雨ぐ もりの 淡れ 日に 飽かす 眺められる 美しい 色 を 持つ。 雨の 日の 打ち つづく 頃 地に 

ひくく く つゆくさ は、 その 葉 Q 綠、 その 花の 空. いろ- 他の いかなる 花に もま さる 美し さ を 見せ 

てゐ る。 朝が ほの 朝 まだき にさく、 月見草、 待宵草の 夕 ぐれ に^く、 みな 天の なせる 美の 配合と 

い ふ ものである 0 IE 華』 (大正 十三 年 一月 is 
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流言 費 語 


大正 十二 年 九月 七日 官報 號外を 以て、 流言 浮說 取締の 勅令なる も Q が 公布 せられた。 それに は 

次の 如くに ある。 

M 版 通信 その他 何等の 方法 を 以てする を 問 はす 暴行 騷擾 その他 生命 身體 若しくは 財產に 危害 を 

及ぼす ベ き 犯 S 非を塌 動し 安寧秩序 を 紊亂す る の 目的 を以 て 治安 を 害す る 事項 を 流布し 又は 人心 を 

惑亂 する の 目的 を 以て 流言 浮 說を爲 したる 者 は 十 年 以下の 懲役 若く は 禁鍋叉 は 三千 圆 以下の 罰金 

に處す 

附則 本 令 は 公布の 日より これ を 施行す 

この 勒令 は、 折から 非常の 天災に より、 心氣顚 倒して その 歸趨に 惑うた 民衆に、 もう 一 つ 心配 

の 種子 を植 ゑつけ る 形と なった。 震災の 範圍と 程度と はま だまった く 不明と 言って よいし、 肉親 

知己 朋友の 安危 悉く，； 1^ かなら す、 片言隻語 の 通信 を でもお 互 ひに 吿げ 合 つて ゐた 時で あ るのに、 

若し そ Q 告 けた 話が す つかり 間遠った も の で でも あ つ たなら、 どんな 係り 合から 流霄浮 說令を 適 


用せられ ない もので もない。 觸らぬ 神に 祟りの な いのはい つの 世 も 同じ ことで ある。 人 はすべ て 

口 を 鼓して かすかなる 一 身の 安全 を 計らう とした。 

併しながら 翌 八日の 新聞 は、 そ Q 流言 令 を 適用せられ たる 不幸なる 人 A< の 氏名 を 公表した。 物 

貰 ひ 三 名、 商店の 小 t:? 五名、 荷馬車 投きー 一名、 老婆 一 名。 

翌々 九日の 新聞 が 憎む ベ き 流言 浮說 の 徒と して 撿擧 せられた る 人名 を 記す ところ は 次の 如くで 

ある。 甲 某、 商店 小僧。 乙サ r 俥 夫。 乙 某 女、 子守 女。 丁 某、 洗濯 夫。 

翌々々 日 十日 C 發表 次の 如し。 俥 夫 甲 某、 乙 某。 印刷 職工 丙 某。 荷馬車 挽き 丁 某 直ちに 拘留。 

但し 拘留 せられて 主人 Q ない 荷馬車と 馬と がその 場で どう 處 置せられ たかは 新聞に 記されて ゐな 

折から 私 は 某々 誌の 依囑 により 震災 に關す る 所感と それの 對策 意見と を徴さ れてゐ たので ある 

が、 その 第一 稿 はこの 令の 公布せられ る數日 前、 卽ち 九月 四日に 稿 を？^ して 雜誌 社へ 達って 了 ひ、 

それの 第一 一 稿 第三 稿 を 執筆しつつ あった。 けれども 私 は その 旣 送の 第 一 論で 相 當に强 硬の 意見 を 

述べて 置いた から、 見樣 によって は それが 流言 浮說の 一種に 取られな いも Q でもな. S と氣 遺って、 

新聞に 發 表せられる 浮說令 適用 者の 氏名 や 身分 職業 を 仔細に 考 へて 見なければ ならなかった。 そ 

の 第一 論 は旣に つて 了った 後の祭り だから 爲 方がない にせよ、 第一 一 論 第三 論に は 相當の f|i 戒を 

張らなければ ならない。 私 平生 Q 主張 を 捨て、 外来 思想の 有害無益、 軍國 主義と 官僚主義の 擁護、 
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近來 流行した 戀愛論 や 文化 生活 論 はすべ て 亡 國的倾 向 を 暴露した もの、 普選 永久に 爲 すべ からす 

など、 天晴れ 道義に 言 寄せて、 新聞に 大袈裟な 賣 藥廣吿 をす るサ  1- の 口吻 を その 評論の 中で 告白す 

るの が、 何より 身の 安全 を 計る 方法で はない かとさへ 考 へた。 けれども 私の 筆と 言 ひ、 手と 言 ひ、 

永年 或る 傾向に 慣らされて ゐ るから、 愈. - 書き 35 して 見れば 私の 地金 を發 揮す るより 外の 藝は 出 

來 ない。 身の 安全 を 危ぶみつ つも、 平生の 意昆を その 同じ. S 調子と 同じい 强 さで、 執拗に 言 ひ 張 

ろ より 外の こと はな かつ た。 

ぼ は旣に 昌平に 落着し、 流言 不逞の 徒 悉く 滅ん だ。 今から あの 頃 を 振り返って 見れば、 僅かに 

二 箇月 0 間隔 をし か 置かな いのに、 五 年 か 十 年の 日月 を經 過した ほどの 感じ は 確かにす る。 あの 

時 あれ 程祌經 過敏に なって ゐた私 かと 思 ふと、 竊 かに 冷汗が 流れて 來 るので ある。 流言 蜚語 を 取 

締 る 必要な ど は、 もう 遠い 過去の ことにな つた。 

それにしても あの 時 不幸に も その 令 を 適用 せられた 某 甲、 せ  1- 乙、 某 丙 等 はどうな つた か。 世間 

に は 今 何の 風評 もない ので ある。 

一 體 流言 蜚語と は 何 を 指す か、 私 は その 詳しい こと を 知らない。 

併し これが その 流言 蜚語 かと 思 ふやうた 噌 さは、 震災 後 甚だ 澤 山に 聞. S た。 聞く と； J ろに よる 

と、 滿洲邊 では 途方もない 大きな 流言が 傳 へられて ゐ たさう だ。 r 關東 は海嘀 のために 全滅し、 


碓永 峠に 登って 見れば、 脚下に その 淼々 たる 海水 を 望む ことが 出来る」 とい ふ 意味の 新聞 號 外さ 

へ發 せられた と 聞いた が、 それ は 本 當か噓 か、 ことによると 流言の 自乘 かも 知れない。 併し 我々 

の 間に も、 丸 ビルが 倒壞 して 数千の 人間が 壓 死した 噂 さは、 誠しやかに 傳 へられて ゐた。 東京の 

實地を 見て 來な いものの 中には、 まだ それ を本當 だと 思つ てゐる ものが ある 位 だから、 內地 だか 

らと 言つ て 遠. S 滿洲 のこと を、 大きな 聲で 笑へ たもので はない。 

だが それでない 流言 変 語 、 主として 思想 問題に 關 係の ある それ は、 果して 流言 であるか どうか、 

今な ほ 私に 刹 別の つかない ものが ある。 そして 私 は、 流言 蜚語 必す しも 侮る ベから やとい ふ 感想 

を さへ 持って ゐる。 何が それらの 中へ 這 人る かと 言へば 言 ふまで もな く、 鮮 人に 關 する 事件、 不 

穩社會 主義者に 關 する 事件の 二つが それで ある。 これら は 不思議に も 流言 が 本當の 流言 ぢゃ あな 

か つ た。 

鮮 人に 關 して は 今 議論 Q 自由 を 持たない。 ここで は不 穩社會 主義者の 事件に 就て 言って 見よう。 

豫め斷 つて 置く が、 私 は近來 健康 を 害して ゐる ため、 ただの 散步の 外に は 一度 も 用事で. 外出し 

たこと がない。 そして 直接に は 家族 以外の ものと 一 言の 談話 を も 交へ たこと がない ので ある。 そ 

れ だのに、 その 私の 耳へ さへ 何時の間にか 幾多の 流言 蜚語が 襲来して ゐ たので ある。 

社會 主義者が 多數に 殺された との 噂 を 私 は 最も 早く 聞いて その 事實を 悲痛に 思った。 日本 國民 
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性の 一 部に 潛む 偏狭なる 主我主義と、 淘 冶せられ な. S 野 蠻武俠 性と は、 或は かう した 事件 を 生ま 

ない とも 限らない。 い や、 必す さう した 事件 を 帝都の 一 隅に 演じた に 相違ない。 それにしても、 

社會 主義者の 中の 誰れ々々 が 殺された ので あるか、 その 氏名 を 早く 聞きたかった。 當時 にあって 

は、 「社會 主義者が 多数に 殺された」 とい ふこと を 語った だけで も 流言 取締 令 を 適用せられ さう 

であるから、 その 氏名な どの 釗 明しょう 害 はない。 ただ その 漠然たる 風說 だけが、 一 つの 流 一一 一一 口と 

なって、 誰の 口から ともなく、 それから それへ と 傅 へられて 行った ので ある。 

价 しこの 流言 は單 なる 流言ではなかった。 すっと 後に なって 龜戶 事件なる ものの 發 表せられた 

の を 見る と、 そこで は數 名の 社會 主義者が 軍人の 手に より 刺殺 せられて ねる。 この 刺殺 は 當路者 

0 間に は 早くから 刺 明して ゐ たものと 見え、 甘 柏 事件の 調書 を讀 むと、 大杉 君の 殺される すっと 

前に、 そのことの 嚼 さが 彼等の 間に 傳 はって ゐ たと 5^ てゐ る。 これ は 流言 浮說 ではなかった。 民 

に 傅 へられた 本物の 流言 斐語 は何處 からお たもの か 知らないが、 恐らく 前の 官報 的 流言と は關 

係の ない も Q であった らう。 それにしても 二つの 流言が 一 つ の 事實に 於いて 一 致し、 最早 如何な 

る 手段 を 以て も、 龜戶 事件 は 蔽ひ隱 し 難き ものと なって 來 たの は、 大いに 不思議と しなければ な 

る ま so 

堺利彥 氏 等の 遭難した 流言 も 誠しやかに 傳 へられて ゐた。 私の 聞いた 一 つ を擧げ ると 民衆の 一 


圑 (これ を 特に 不逞 邦人 圑とは 呼んで ゐ なかった) は 震災 中に 巿ケ谷 刑務所 を 襲 ひ、 共產黨 事件 

の 一 味 徒黨を 殺して 了った とい ふので ある。 もう 一 つ は それより 合理的に 地震の 危險を 避ける た 

め、 堺氏等 は 市ケ谷 刑務所から 解放せられ たが、 編 笠 を かぶった 掛氏 等が 刑務所の 門を潛 つて 出 

ると ころ を、 待って ゐた 不逞 邦人が 片っ端から 一 人 づっ首 を 斬った とい ふので ある。 何れにせよ、 

甚だ 殺風景な、 よし 非常の 場合と は 言へ、 昭代に ある まじき 重大 事件で ある。 

けれども 私 は 自ら 心 を 安んじて ゐたー つの 理由が ある。 それ は橫濱 刑務所の 解放せられ た^さ 

を 聞いた が、 市ケ谷 刑務所 を 始め、 一般に 東京 近傍の 他の 刑務所に 就 S て さう した 噂 さ を 聞いて 

ゐ ないから である。 解放せられ もしな 5- 刑務所の 門前で、 一 人 づっ首 を 斬られる 笞 もない。 しか 

し 何に せよ。 この 非常の 場合で あるから、 どんな 無茶な ことが 無茶な 人達に より 演ぜられ なかつ 

たと も 限らない。 私 は その 非常時に 發 揮せられ る 日本 國民 性の 弱 點を ひたすら 怖れなければ なら 

なかった。 今と なって は、 誠に 痴愚に も 等しい 心配で は あるが、 當時 はこれ でも 一 所 懸命に 考へ 

てね た 重大問題であった。 

それらす ベ ては單 なる 流言であった。 そして これ こそ 本當に 何の 事實 にも 立脚し ない、 „ 。卓なる 

推測の 浮說 であった らしい。 けれども その 流言の 「誕生」 と は 何の 關係 もな く、 とにかく そ に 

類似した 事件がなかった と は 言 へない。 私 はこ こで も 亦 流言 S 語の 勢力の 決して 侮つ てなら ない 

ものである/ J と を 痛感せ しめられた。 その後 十月 十七 日の 『霞 寶』 を 開く と、 それに は 次の やう 
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な 記事が 描 げられ てゐ た" 

九月 一 日の 夜、 數 名の 軍人が 市ケ谷 刑務所に 現 はれ 「共 產黨 事件で 牧監 されて ゐる もの は 皆 集 

まれ」 と 厳命。 と 聞いて 典獄 憤慨して 「司法大臣の 命令がなければ 絕對に 諸君の 命令に は服從 

しかねる」 と 逆襲し 命令の 有無 を 尋ねた が、 例の 內閣騷 ぎで 誰が 大臣 やら 分らす 結局 軍隊 は 引 

揚げた。 お蔭で 入監 中の 魏利彥 氏ゃ眞 柄さん など 一 同 命 拾 ひとは 何が 幸 ひになる か 分らぬ もの。 

大杉榮 君 暗殺の 流言 は、 これ も 亦 最もよ く 流布 せられて ゐた流 一 百の 一 つで ある。 聞く ところに 

よると、 當の大 杉 君が まだ のん； J のし や あと 生きて ゐて、 ス テツ キを 片手に 夜警の 詰 所へ など 出 

かけて ゐる 時に、 旣に 大杉榮 暗殺の 流言 を 自分で 聞いた さう だから、 この 流言 はまた 隨分 手廼し 

よく、 早く 立ち 廻った も Q と 言へ る。 事實が 流言に 隨 つたの だ。 そして その 事實 をい ち 早く 號外 

として 發 行した 新聞 は、 事件の 本人が まだ 何の 刑罰 を 受けない 前に 相 當の處 罰 を 受けた。 この 場 

合に は 事資の 刑罰が 流言の 刑罰に 隨 つたので ある。 影 は 形に 隨 ふので はなく、 大杉 事件に あって 

は 常に 形が 影に 隨 つた 形に なって ゐる。 

この 1= 殺 事件 を 最も 早く 號外 として 發 行した もの は 『時事』 であり、 その 記事 は 相 當に長 かつ 

た。 發 行と 同時に 差し 押 へられた とかで、 その 號外 は關 西で は廣く 行き 亙って ゐ なかった が、 あ 

る 人が その 全文 を寫 して^に 知らせて くれた。 讀んだ 私 は、 眞に 暗然と して 淚を 飲んだ。 今 こそ 


平氣 で こ ん な 文章 を 書く が、 その 時の 私の 興奮 は 何とも 形容 の 出来な いもので あつ た。 

私 は 平生 日本 社會 運動 史の 資料 を 出来るだけ 澤山 i 集して、 散逸し ないやう に 努めて ゐる。 こ 

れに はいろ いろの も のが 集ま つてね るから、 もう 百年 も經 過したら 大事な 硏究 物になる こ と で お 

らう。 この 大杉 事件の 號外寫 し は、 永久に その 資料の 一 として、 後に 殘 して 置きた. S 考 へで、 私 

は それ を も 紛失し ないやう にして 置いた。 

『時事』 の發 行した 號 外の 材料 は、 何處 から 探知した もの か 知らないが、 實 によく 詳細に 事件 

を 書いて ある。 すべて 當路 者が 嚴秘の 中に も 嚴祕を 守った 事件で あるから、 その 方面から は 村 料 

の 得られる 箬 はない し、 と 言って 被害者 は 一人 殘らす 死んで ゐ るの だから、 その 詳細 を 採 知す る 

に 一 方なら ぬ 苦心が 5 つたこと だら う。 恐らく その 記事の 大半 は、 小說 的の 揑造 であるか、 さも 

なければ 流言 を 基と した ものであった らう。 ところが こ の號 外の 記事が また 甚だよ く 事件の 眞を 

書. S てね るので ある。 

號外 では、 殺された のは大 杉、 野 枝 及び その子 供 二人に なって ゐ るが、 子供 だけ は 違って ゐ た- 

それが 大杉君 Q 子供で はなく、 全く 關係 ない 他人の 預り 子であった 點で、 事實は 流言よりも 一 

曆悲壯 であった。 死 體の處 置の こと は 間違って， Q ない。 號 外に は r 大 杉の 自宅より 親子 四 人を拉 

致し 来って 散々 罵詈 を 加へ 殿 打した 上」 と あるが、 日本の 名譽 ある 軍人の 態度 を考 へれば、 この 

推測 はいかに もと 諸け る。 ところが 事實 はもつ と 卑劣に、 怯懦に、 要するに 名 を 取る より は實を 
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取って、 大杉 君に は 罵詈 も 毆打も 加へ す、 後ろから 闇み 打ち を やった。 すべて 推測 0 方が 日本軍 

人の 熊 度 を 1只 ひかぶ つて ゐた 態で ある。 けれども こ の 推測 か 流言 か 性の 知れない もの は、 不思議 

にもよ く 事實の を 傅へ てゐ たので ある。 大杉君 遭難 以前より 流布して ゐた流 首 は、 一 の 容觀性 

を 持つ ことが 屮ぃ來 たので ある。 

昔、 平家の 盛んなる とき、 市中に 禿 を 放って 京 わらん ベの 流言 を 取締った こと は 有名な 話に な 

つて ゐる。 その 話 も 亦 一 つの 流言で あるか も 知れな. S が、 『平家物語』 など は 流麗な 首 葉で その 

時の S; 來事 を活寫 したので ある。 しかし それによ つて 流言が すっかり 退治 せられる ことが 3, ぃ來た 

と は 害いて ゐ ない。 

流言 は 人間 0 心理の 最も 微妙な ところから 誕生す る。 これ を 「生む」 とい ふこと に 我々 は 何よ 

り もの 注意 を g かなければ ならない。 若し これ を 正 傅と 比較 するならば、 流言 も 正傳も 要するに 

程度の 相違で あらう と 思 ふ。 或る 一 つの 事件が 起きた として、 これ を 後に 記述す ると なれば、 そ 

の 同一 事件の 觀 察が 十人十色で 變 つて 来る もの だ。 自分自身 さへ 正しい 記述 をす る こと は 中 r 來な 

いもので、 犯罪 心理 學 などの 研究で は、 自分自身の 記述 吿白 は、 最も 怪し S もの だと 5 ふこと に 

なって ねる。 ？ W ん やその 記述が 甲より 乙へ 傳 へられる 間に は、 その 事實は どんな 變 形が 加 へられ 

るか 分った もので はない。 餘程 精確な 正傳 だとい ふ もの は、 大抵 二分 か 三分の 流言 を 含む。 却て 


その 流言 を 生まなければ ならない 人間 心理の 機微 こそ、 何にも 勝って 眞理 なる ものである。 取締 

らうと しても どうして も 取締れ な い 流言、 それに も 拘ら. f 最も 嚴格 に 取締ら なければ な ら ぬ 流言 

. I すな はち 流言の 中 Q 互 頭 こそ は、 私の 考へ では その 時代 を活寫 する 正傳 だと 思 ふ。 ， 

忠臣 楠 正 成が 七 世 報國を 誓って 自 19- した 話 は、 我々 Q 間に 甚だ 有名で は あるが、 自 の 後 その 

家に 火 を 放って、 死骸 を さへ 敵に 委ねなかった と稱 する 正 成の 死が、 11 それ も 流言 か 知れない 

が —— 死人に 口な く、  んゃ 死骸な きも Q に 口の あらう 箸 はなく、 七 世 報 國の誓 語 を 誰が 側から 

速記した ので もない。 それ は 全體が 美しい 一 つの 流言で ある。 けれども、 我々 は そ Q 流言で 澤山 

だ。 流言の 美し さで 澤山 だ。 忠臣 正 成 は その 流言 Q 上に 生きて ねる。 

私 は それ故に、 しか 爪ら しい 正史 正傳 より は、 官學 者に より 荒唐無稽 取る に 足ら やとして 後け 

られる 稗 史野乘 Q 記述 を悅 ぶ。 何々 隱史、 何々 秘史と 稱 する も Q の 流言 振りに 打ち込む。 流言 輩 

語 なれば こそ、 それ は眞實 として 取る 値打ち を 持つ ので ある。 人間から して 我々 下品の 輩ら は、 

旣に 流言 蜜 語 者と して この 世に 生れて 來 たも Q の 如くで も ある。 

震災と 同時に 行 はれた 鮮 人に 關 する 流 言 0 如きが、 嚴 に禁遏 せられなければ ならぬ こと はいふ 

まで もない。 けれども すべての 流言 斐語 は、 法律 Q 威令 を 以て 酷し くその 上に 臨む より は、 寧ろ 

爲政 者の 心して これに 傾聽 すべき 性質の もので はない か。 地方の 低級 無感覺 なる 郡長 ゃ縣 知事が、 

自分の 治世 振り を廣吿 する 目的 を 以て、 さも 誠しやかに 報吿 する 繁文縛 禮の官 書へ 眼 を 通 ほし、 
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さなく とも 惡ぃ頭 を 一層 惡 くす るより は、 巷に 流行す る 根 も 葉 もない 流言 蜜 語 を 探り出して、 そ 

の 趣 3:n を 汲み取る こと を やつ て はどう か。 

昔、 最明寺 入道 時 頼 や 西 山 侯 光 頃が 諸國 行脚に 姿を變 へて 國內 を遍歷 したと いふ もの は 流言 蜚 

語 を 採集に 出た の だと 少なくも 私 だけで は解釋 して ゐる。 

何 々 危言 とい ふ 名の 本 を 書いた 男 も 昔 はあった。 けれども それ は 危言 なれば こそ、 ー莨 は大 なる 

安全 策を献 じた ものであった。 何々 正 言、 何々 眞傳 とい ふ ものに 限って 嘘八百 を 書いて ゐ るか、 

さもなければ、 太陽 は 東から si て 西へ 傾く とか、 草木 は 地に 生えて 天に 向 ふと か、 人間に は 男女 

の lEi^ が あると か、 言 つ て も 首 はないでも、 大して 人生に 關係 のな ささう な絕對 M 理 を 書 いてね 

る 0 

流言 を 流布し た 人間に 幾許の 罪が あるか。 流言 事實を 現行 した 扠が 何より 惡 いの だ 0 

I  S 『.！s£  (大正 十三 年 二 另> 
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有 島 氏の 全集の 內容 見本が 來た。 毎月 配本 せられて 來る鶸 外 全集 を II くと きに 何時も 考 へる こ 

とだが、 今日 も 亦 それ を考 へさせられた。 そして 今日は 少し 問題 を 解く 緒 口 を 得た やうの 氣 がし 

た。 僕の やうな ものの 書いた もので もい つ Q 日 か 全集に あつめられな いもので もな ぃ0 その 時 僕 

は 僕の 書いた すべ てのもの を全蕖 の 中へ 人れ る 自信が あるか。 生きて ゐるぁ ひだに は 全集 は 31 し 

たくない。 全集 を 出して 自分で それ を 眺めたら 嬉しい もの だら うとい ふ氣 もす るが、 何だか 自分 

で 自分 Q 境 墓 を 築いた やうな 嫌 やな 氣も する。 大抵なら ば 出したくない。 死後に すと すれば 自 

分の 甚だ いやに 思って ゐる もの をまで その 中へ 入れられたら、 それ もさ ぞい やなこと だら う。 そ 

れ から 自分の 生きて ゐる 間に 遣言狀 でも 書いて、 何と 何と を 全集に せよ と 書いて 置く か。 僕の や 

うな もので も 自惚れ は あるから、 近来の もの は 皆な 原稿 を殘 して ちゃんと 整理して は あるが、 そ 

れにー 々のせて よい もの 惡 いものの 區^ を 記して 置く か。 何より 嫌 やなの は 書信 を 全集へ 入れる 

こと だ。 これに はいつ も 僕 はこ だはって ゐる。 とい ふと、 自分の 生活 を 公開し 得ない 卑劣 さが 屮：： 

たやうな、 嫌 やな 氣 がまた 自分に する。 倂し實 際のと ころ 僕 は 自分の 書信 を 全集の 中へ 入れる の 

は 御免 だ。 そのく せ 他の 人の 全集で は、 書信 や 日記に 最も 多くの 興味 を 持つ もの だが。 今日は 少 

し 分った やうな 氣 がする。 結論 を 先に 言へば、 これからの 人間 は 全集な どい ふ もの を だんだん 出 

せなくなる だら うと， S ふこと だ 0 全集で はなく 選集 を 出す ことになる だら うと 思 ふの だ。 有 島 氏 

の 全集の 目錄を 見れば 一 茵 年の 問に 幾つの 作品 を も 書いて はゐ ない。 靠作 はいかに も惡ぃ こ とで 
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はない。 だが 寡作に は それでも 生活お 來る牧 入 0 基礎が 必耍 だ。 僕 等 は 寡作な どして ゐた 日に は 

生活が 3,1 來な いの だ。 然 らば 生活の ために は 何 か 外の 爲事 をして ゐて 作品 だけ は 良心的な、 少ぃ 

もの を 社會へ 提供 するがよい ではな. S かとの 疑問 も 起きる。 だが 今日の、 いな 今後の 社會 では そ 

んなー 一重 生活 こそ 却て 贅澤 だ。 何 かの 書け る 人 はや はり 書く ことで 食 ふが 經濟的 Q やり方 だし、 

また 社會は 必然的に さう させる の だ。 物 を 書く やうな 人 は 立派な 筋 肉勞働 が出來 ないから 社會は 

彼 を 歡迎し はしない Q だ。 また 同時に 僕な どの 書く もの はいつ も 社會戰 だ。 ただこれ を 一 っ發表 

して 置けば 滿足 35 來 ると. S ふ もので はない。 あらゆる 機會を 利用して 社 會戰を 開く。 數 多く 論文 

を齊 くこと が 必要と なって 來る。 それ は 勢力の 濫费だ と. S ふ もの も あるが 實は僕 等 Q 氣分を 理 解 

して くれないの だ。 またた だの 紹介 ゃ翻譯 もしなければ ならない。 僕 等が それ を やらなかったら、 

髙 等の 畢 校へ 這 入れない 民衆 は 何に よって 知識 を 得る ことが 出来る の だ。 例へば 僕が 力 ン トの批 

評 を 許り 書いて ゐて、 カント 哲學の 易 解 を 書かない としたら、 民衆 はどうな るか。 僕の 手紙な ど、 

五分の 四まで は 事務 や 運動の ための もの だ。 そんな ものが 全集に 這 入る か。 かう 考へ ると 僕は少 

しあた まが 淸々 した。 全集の 出せる 社會 はま だ 貴族的な の だ。 全民衆で 動く 社會 では、 どんな 偉 

い 人 も 選集 を 出す より 外よ なから うと & ふの だ。 I 『ァ ルス (大正 十コー fe. 三月 十： USB) 


同窓の 諸君 へ 

出來 上った 雜 誌を拜 見す ると、 い ろ. S ろの 感じが 湧いて 何 か を 申した くなる が、 發 行の 豫告を 

貰った 時には それほどの 感じが 湧かない。 この 前に 貰った 雜誌 OS 來 映え は大變 立派だった と 思 

ふ。 いまでも その 記憶が ある。 殊に 何か敎 育の 基礎 哲學 Q やうな こと を 議論して 居られた 方の 論 

文 は 立派 だと 思った。 私の 著書の 中の 意見な どに 就いても、 何 か 御 批評が あった やうに 記憶す る 

が、 それに は その 節 直ぐにお 答へ したい やうの 氣 がした。 何に せよ、 これ だけの 內容の もの を 出 

す こと は 氣强ぃ 感じが する。 近來 母校 は 運動で 日本に 霸を唱 へ てゐ るから、 思想の 方 はどう かと 

內々 で 心配して ゐ たので あるが、 それ は 軍に 杞憂に 止まった こと を 知った。 

わたくし は 修養に ついて、 こんな こと を考 へて ゐる。 或る 性質の 修養 は、 一定の 年齢が 來 なけ 

れば、 どうしても その 境地へ 這 入れる もので はない。 だから さう した 修養 は 若い ときに あまり や 

かまし く 一一 ：ーロ つても だめ だと 思 ふ。 例へば 女に ついての ことな ど は、 年齢 さ へ 長 すれば ひとりでに 

それに 無關 心と なれる ものであって、 老人が 若い 人に 女での 間 建 ひを敎 へても、 それ は 老人の 乎 
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柄に はなら な 5 と 思 ふ。 若い 間に は、 そんな 理窟 は 分って ゐて も、 或點 で、 わたくし 達 は 運命の 

前へ 食け る やうになる。 どれ * たけ 戰 つても、 それに 敗れたら、 これ は 仕方がな いと 思 ふ。 それと 

同じ やうの ことが 幾つ も ある。 わたくし は 妥協が きら ひであった。 だから 何でも 徹底す ると ころ 

まで 押し 貫かう となる から、 目上の 人に は 餘り悅 ばれなかった。 わたくしの 性格 をよ く 飲み込ん 

でゐて くれる 先輩 は、 3 曰く わたくし を 制御して くれたが、 さう でない 人 は 不倫 快な 氣を 持た され 

てゐ たやう だ。 それで わたくし はこれ までよ く 他人と 喧嘩 をした。 家へ 來る 商ん などで も、 わた 

くしが 餘り 叱る から それが 何より 困る とわきの 方で 不平 を 言ったり して ゐ るの を いた。 しかし 

わたくし は近來 はさう した 喧嘩の 鼻 を 大分に 押へ て 大抵の ことなら 我慢す る やうに して ゐる。 そ 

して 對 手の 人が 不正 を やって ゐる ときで も、 默っ て見遁 してやり、 ひどく 小言 を 言 はないで 置く 

場合が 澤山 ある。 それ は 妥協 かとい ふに、 わたくしの 體驗の 中で は斷 じて 妥協で はない。 それが 

分って からこれ まで Q 老年 者 を 見る と、 感心す る ことが 多くな つた。 これまで ならば、 「あんな 

妥協 をす る 人 問 は 一緒に 並んで 立つ Q もい や だ」 と 思った 人が 實際 はえら く 見えたり してく る。 

わたくし は それ を 自分の 生長 だと 思って ゐる。 しかし かう した 境地 は 修養と いふよりも、 年の功、 

經 験の 功で ある。 

老年 者に は、 だから ゆかしい ところが ある。 しかし また 靑 年が 或る 感情 を 押へ 得ないで ゐて も、 

それ はき つ く咎む べき ことで は な 5 と 思 ふ。 若い 時に は 若 い に 相應 し た 感じ を 持ち、 年が MB つに 


隨 ひだん だんに 精練して 行けば よい。 

しかし それと は 違って、 最初から 修養し、 訓練して ゐ なければ ならぬ ことが また 澤山 にある。 

これと 前の ものとの けじめ を はっきり させて おく ことが 肝耍 だと 思 ふ。 たと へば 困難に 堪 へ る 意 

志の 力 を 養 ふこと など は、 生れた 子供の 時から 嚴 格に 訓練 せられて ゐ なければ だめの もの だ。 

この 後の 性質の 修養と して は、 第一 に 物事 をよ く考 へる 修練 を 諸君に おすすめしたい。 考 へな 

ければ、 人間 はくさつ て 了 ふ。 生き物でなくなる。 考へ るに は 材料 を 持つ ことが 必要 だ。 それに 

は讀 書が 必要で ある。 讀書は 一朝 一 夕に 出来る ことで はない。 諸君の 時が 失 はれて、 三十 歳 位に 

なった 時に、 今更 讀書 を考 へても もうお そい。 惰性が ついて ゐて、 容易に は讀 書の 出來る もので 

はない。 諸君 は 語 學に骨 を 折つ て 欲しい。 これ は 後に なって 最も 後悔す る ことの 一 つで あらう と 

思 ふ。 

わたくし も 今年で やっと 三十 三 歳と なった。 常 盤が 岡 を 去って から 十三 年し か經 過して ゐ ない。 

まだまだ わたくし は 子供の やうな 氣 がして ねる。 殊に わたくし は 今まで 敎職 についた ことがない 

から、 なほ さら 子供ら しい 感じ を 保って ゐる。 他人に 修養の はなし をす る 年齢で もない し、 また 

したく はない。 ただ 自分の 弟の やうな 氣 がする からこれ だけの. こと を か. S た。 これから 一 緖には 

げみ 合って 行きた. S と 思って ゐる。 最後に わたくし は 言って おくが、 日本の 將來を 生かす 途は、 

ただ 敎育 にある との 強い 信念の 上に 今 わたくし は 堅固に 立って ゐ るの だ 0  S ろい ろと 歩 S て 見た 
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iimT わたくしの 三十 年間の s 史の 結論 はこれ より 外にはなかった。 わたくし はこれ から 諸君と 

おなじく、 初等 敎 育に、 民衆 敎 育に 全部の 生命 を ささげる 決心で ゐる。 場所が 近かったら、 その 

信念 を 諸君の 前に 述べた. S の だが、 しかし わたくしの 今 言った 言葉 だけで も、 何人 かの 諸君 は理 

して くれ たかとも 田 ひふ。 — If 新 ssss£«B!5<si』 (大正 十 11 一体 五月 SS) 


初戀を 「自然」 に  . 

初戀を 「自然」 に對 して 持つ 人であって 欲しい。 純眞な 初戀を 「自然」 に對 して 持った 人で あ 

れば 、 そ し て そ の 初戀 の 悅び を3^來る だけ長く味 は つ て 來た人 で ぁ れ ば そ 0 人 の 將來を わたくし 

は保證 する ことが s; 來 ると 信. f- る。 

若い 男女 は 最も 純眞な 初戀を 自然に 對 して 覺 える。 そし て 自然 が 彼等 に 示し た 感情 を 、 殘り な 

く 彼等 は 受け取る。 自然 はすべ て 公平 だ。 自然 は虔 ましく、 そ Q 表情に 虚飾と 誇張と がない。 自 

然 はいつ も衰 へない 愛 を 以て、 自ら をつつ み、 また そ £ にある すべての 人 をつつ む。 


自然の 持つ 感情 を そのままに 受け取る ことの 出來 たもの は、 つねに 據 るべき、 絕對の 確 さ を 信 

じ 得る であらう。 現代の 輕佻 は、 すべて 生活 を 信じ 得ない 薄志！ 5^ 行の 中より 來る。 

若い 男女 はやが て 人工的なる、 また 機械的なる、 社會の 虚偽の 中に 生活し なければ ならない。 

自然と 共同 結合の 生活 を營 んで來 なかった もの は、 その 時 社會の 虚偽 を 以て 自らの 生活に 汚濁 を 

加へ、 敢 て耻ぢ とすると ころがない。 しかし 見よ、 彼の 生活に も 倦怠と 懷疑 とが 來る。 ひとり 初 

戀を 自然に 對 して 持った もの は、 その 魂の 據り どころ を 失 はない。 彼 は 常に 信じ、 愛し、 且つ 悅 

ぶ。 そして 彼が 切に 革命 へ の情埶 5, を感 すると ころ は、 社會の 虚偽 そのもの である だら う。 

自然 を 信じなかった ものの なす 生活 革命 は、 ただ 一一 ヒ リズム である。 自然 を 信す る ものの なす 

それ は 理想主義の 理念 を 失 はない。 

若い 男女 は、 またつ ぎに、 純粹の 自由 を 愛する 人であって 欲しい。 純粹 ならぬ 自由 を 愛好す る 

傾向 を 若. S 問に つくった もの は、 結局 は 性格 破産者の 悲劇 を 自らの 歷史に 招かなければ ならない。 

また 自由 を 萎縮せ しめた ものの 將來は 沙漠の ごとくに 蕭條 たる もので あらう。 

若い 男女 は、 悅 んで勞 働す る ことの^ 惯を つくる 人であって 欲しい。 人生の 深い 意味 は、 勞働 

を 通して でなければ、 決して 得られる もので ない。 それ は 彼 を 高雅に し、 純潔に し、 且つ 爽快な 

らしめ るで あらう。 

若い 男女 は、 權 柄に 悅びを 感じな. S 練習 を 積む 人であって 欲しい。 權柄は 人間の 美しい もの を 
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殘 害し、 彼の 動機 を © らせ、 なほ 結局 は 彼の 生活に 充足した 平 靜を與 へない ので ある。 

I 『婦. < 之 友』 (大正 十三 年 五月^) 


建築の テュ マに 於け る 歷史性 


わたくし 達が 何れ かの 地方 を —— 世界的に も國內 的に も —— 旅行して、 自分の 乘 つて ゐる 汽船 

が 或る 港へ 錯を おろした とすれば、 わたくし 達 は 何よりも 先き に その 港に 建って ゐる 多くの 建築 

を&, 1! 見し、 ただ その 一瞥 だけで、 その 地方の 文化の 性質、 それの 發 達の 程度、 それと 人口との 關 

係な ど を 想 知す るで あらう。 さぅした^!11.:見は、 言 はば わたくし 達の 一 つの 本能 だ。 それ は 未知の 

文化に、 生活に 對 する わたくし 達の 最初の サリ ュ ゥト であり、 その サリュ ゥト がわた くし 達 相互 

を 和解 させ、 認識せ しめる。 そして 今、 特に 注意して 置きたい こと は、 一 つの 文化の 特質 それの 


；: へ.！ など を、 わたくし 達に 最もよ く直觀 的に 認識せ しめる もの は、 そこに ある 建築 を 見る こと だ 

と. S ふ、 一 つの 眞理 である。 それ は餘 りに もよ く慣 熟した 眞理 であり、 わたくし 達 は 毎日 その 認 

識 C 樣式を 取って ゐる ために、 こと 新ら しく t. てれ を 反省して 見る こと さ へない。 

建築の やうな 外的な ものに よって、 わたくし 達の 生活の すべて を 決定して 了 ふこと は、 あまり 

にも 機械的な 認識の 仕方 だと 非難す る 人が あるか も 知れない。 けれども 建築 はわた くし 達の 生活 

を 表現す る ものと して は、 少しも 外的な、 機械的な もので はない。 わたくし 達 Q すべての 要求 は、 

11 例へば それが 宗敎、 藝術、 道德の ごとき 內面 的なる 特質 を 持った 要求であった 場合に も、 — 

—一 旦は 外的に、 特に 政治的、 經濟 的に 表現 せられて、 客観的の 形式 を 得る ことの m 来る もので 

あるが、 生活^^經濟的表現は、 また 必. f 建築の 形式 を 持たなければ ならない。 建築に 表現せられ 

ない 經濟 生活 は、 要求の 單 なる 萠芽で あるか、 或は 生活の 意味 を 弱くし か 持ち 得なかった もので 

あらう。 それ故に、 わたくし 達が 或 港での 見に 建築の 展 觀を つくった 0 は、 ちに そこの 1- 

衆の 表現 を 求めつつ ある 生活 要求の 特質、 及び それの 强度を 認識す る ことにな つ てゐ たので ある。 

わたくし 達 は、 自らの 歷史 生活 を 繰り返して 經験 する 譯 にいかない。 歷^ 生活 はいつ でも 新ら 

しく， 個^的に 經驗 せられて 行く。 なほ 正しく 言へば、 經驗 せられる もの は侗々 の 生活 耍求 であ 

り、 それに は 繰返しが ある けれども、 歷史 生活と は それらの 要素 を 統一し、 將來を 創造す るズブ 

ィ H ク トウ ゥム であり、 經 験せられ る ものではなくて、 經驗 する も だ。 歷史が 生活の 耍 求を統 
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一 したと き、 統 一 は 直ちに それの 背景に、 より 深 .ぃ ズ ブイ ェ ク トウ ゥムを 證識 せしめる から、 更 

に それら を統 一 したより 一 般 的なる 歷史 生活 を 求めよう とし、 それ は 無限の 系列 を 以て 歷史 を發 

展 せしめる。 かかる 歷史 生活に 繰返しの 見られる 理由 はない。 

しかし さう した 歷史 生活の 統一 は、 それの 要求と なった もの へ は 全く 無頓着な、 ズ ブイ ヱ ク トウ 

ム だけの 持つ 働き だと は考 へられない。 そして この 銃 一 の 特色、 卽 ち歷史 生活の 個性 は統 丁王觀 

が 要素の 上に 專制 的に 付與 した もので あり、 要素 は その 特色へ 何の 關係 もない もの だと 考へ る こ 

とも 正しい と は 言へ ない。 要素 はや はり 自らの 要求 を 以て、 それの 力に よりこの 特色 を 創った も 

のでなければ いけない。 かく 考 へれば、 歷史 生活の 一 つの 耍素 となった ものが、 繰 返される 同質 

的の ものと 考 へられた 時には、 それ は實 は、 歷史と 無 闘 係に 置かれた 要素で あり、 少なくも それ 

が歷史 生活の 中の 要素であった 場合に は、 それ は 一 つの 要素であって 實は 歷史を 決定す る 個性的 

,耍 求で あり、 全體的 統一 の 特質 を それ 自身に より 象徵 する もので なければ ならぬ。 

かくして 歷史 ■ 生活 を內容 的に 見た 文化の 一 つの 流れ、 . I それらの 要素の 總 和の 發展 は、 所謂 

「客観的 精神」 である。 それ は單に 個々 の 主觀が 自己の 中より 想像した 世界で もなければ、 また 

露に 生活の 環境に より、 他律 的に 決定せられ たもので もない。 さう した 主觀的 生産と 外的 決定と 

を 止揚した、 獨立 的の 容觀的 精神で ある。 わたくし 達の 要求に 外的 表現 を與 へた 經濟 生活 を、 さ 

らに 客観 化せし めた 建築 は、 この 意味に おいて 一 の 「客観的 精神」 である。 わたくし 達の 主観的 


なる 生活 要求が そのままに 建築 を 決定した Q でもなければ、 また 逆に 客観的なる 建築が そのまま 

にわた くし 達の 生活 要求 を 決定した ので もな く、 そこに はかう した 主客 Q 對立を 超越した 一 の 客 

觀的 精神が 確固と して 成立して ゐ るので は あるが、 しかし それ を 主客の 二者に 分解す るなら ば、 

前の 如くに 主 は 客 を、 客 は 主 を、 相互 的に 決定 するとい ふこと が 出来る であらう。 

それ故に わたくし 達 は、 過去の 歷史に 現 はれた 客観的 精神 Q 一  つの 特質 を、 それの 後に なり 繰 

返へ して 見る 譯に. S かな 5。 しかし それ は敢て 建築に 就いて だけ 言 はれる ことで はなく、 宗敎で 

も藝 術で も 乃至 は 法律で も經濟 でも、 わたくし 達の 歷 史的 生活 Q 特質 は、 一つと して、 そのまま 

に 繰 返される ことが 出来ない ので ある。 要素と して、 それ は どんなに 微力な もので あっても、 そ 

こに は 歷史を 構成す る 力が 存在し なければ ならない。 歷史 により 決定 せられた 個別 的 特色 がな け 

れ ばなら ない 0 

だから わたくし 達 は、 中 世紀 主義 を 空想して ゴ シック 建築 を わたくし 達の 現實的 要求の 最適な 

る 表現 だとす る こと は 出来ない。 ゴ シック 建築 はや はり 中 世紀の 生活 を 思想 を また 瑗境を 象徵す 

る もので あり、 わたくし 達が 現に 創造しつつ ある 生活 を、 思想 を また 環境 を象徵 する もので はな 

い。 例へば ゴ シック 建築の 精神 はわた くしが 嘗て 或る 小論の 中で 論じた やうに、 その デ ティルに 

至る まで、 その 時代に 最 盛であった スコラ 哲學と 及び 中 世紀 人の 生活 信條と を、 そのまま 相互 的 

に 表現す る ものであった。 ス n ラ哲學 は 人 問の 考へ 得る 論理的 組立と して は、 もっとも 緻密な、 
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そして もっとも 精神的な もので あり、 若し 哲學 する ことが 人間の 現實を 究竟 地 ま で 概念 化 す る こ 

と を 意味す る ものであった とすれば、 ス コ ラ哲學 こそ は 希 職以來 今日までの 哲學の 中で もっとも 

多く その资 格 を 持った ものであった らう。 しかし そこに は 直ちに 現實の 叛逆が あった。 ル ネッサ 

ン スの廣 野が わたくし 達 を 待ち かまへ てゐ た。 然るに 他面に 於 5 て、 ゴシック 建築 は 建築の 理想 

を究兗 地まで 完成せ しめた もの だとい はれて ゐる。 わたくし は 今 この 樣 式の デ ティル を 一 々スコ 

ラ哲學 の 概念 構成と 比 絞して ゐ るいと ま を 持たない が、 右の 如き 最高の 發展を 遂げた ゴ シック 建 

築 は、 餘り にも 精神 化せられ、 現實 から 超越した ために 生活の 全面の 要求 を滿 足せし める ことが 

中： 來す、 それが 最髙 度にまで 完成せられ たと きに、 それ は 同時に この 建築 様式の 崩壤 する 端緒 を 

つくって ゐ たので ある。 

しかるに 近來 わたくし 達 は、 哲學の 方で はスコ ラス ティ シズム を、 建築の 方で は ゴシック 樣式 

を、 また 經濟の 方で は ギルド 組合 を、 それぞれに 復活しょう とする 要求の 發 現せられ つつ ある を 

見る。 これら は それぞれに なんらの 關係を も 持た な 5- 個々 運動で はなく、 そこに 一 つの 統一的 理 

想 —— 5.^ 紀 主義 への 復歸の 要求が 動いて ゐ るので ある。 しかし それが 單 なる 歷 史的 復古主義で 

あるならば、 わたくし 達 は それに 赞成 する ことが 屮 H 来ない。 のみなら ナ、 その 要求 は實 現の 不可 

能なる もの だと 言 はなければ ならない。 けれども それらの 運動の 一 々に は 統一的なる 文明 批評が 

見られ、 中 世紀 主義の 持って ゐた、 人間の 本質的 生活への 憧 情が 見られる。 それ はたし かに 意味 


の 深 いもので ある。 批評と して それ は產業 文明に 非難 を發 する であらう。 次ぎに 主張と して それ 

は 生活の 自足 的 沈潜 をめ ざすで あらう。 わたくし はこの 批評と 主張との 雨 者に 11 結局 それら は 

同じい 理想 を 表 はす も Q であるが —— 强ぃ 共鳴 を感 する ものである。 ただ、 それ だから、 世の 誤 

解より 遠ざかる ために、 その 理想 は S 史的 復古主義で はない こと を はっきりと. S つて 置きたい。 

わたくし 達の 周圉に は、 いま 建築の 雜然 たる 陳列が 見られる。 極めて 狹ぃ 地域 0 あ ひだ を步. S 

て さへ、 わたくし 達 は 建築の 昔から 今までの すべて、 西洋と 東洋の すべて を 併せた 様式 を 見る こ 

とが 出来る。 上古の 建築から 發 達した 神社の 様式、 奈良 朝の 寺院、 平安朝の 寢殿、 支那の？ 脾堂、 

そのほか 洋風 建築の はなはだ 多くの 様式が そこに は 見られる。 わたくし 達 0 文化の 特質、 それ Q 

發 達の 程度な どが 雜 然として 統 一 せられな いものに なつ てゐる こと を、 もっとも 直觀 的に 示す も 

の、 建築の 様式に 及ぶ もの はなから うと わたくし は 思 ふので ある。 隨 つて 當來の 建築 様式 を 者へ 

る こと は、 わたくし 達の 歷史 生活から 遊離した 生活の 單 なる 要素で ある 建築の、 實利ゃ 装飾 や を 

考 へる； J とで はない。 い まわたく し 達の 新ら しい 建樂を 創る こと は、 そのまま 實 はわた くし 達 Q 

文化 を 支配す る 理想 を 創る こ と で あ る。 建築家 は ただ ちに 當來 文化の 精神の 建築家 で なければ な 

ら ない。 

上古の 建築から 發 達した 神社の 様式、 奈良 朝の 寺院、 平安朝の 寢 殿、 支那の 禪堂、 それら はす 

ベて それだけの 様式と して 見れば、 まことに 美しい ものである。 單に 美しい とい ふより は、 もつ 


と豐 かな 生活 內容の 理想 を 表現した ものである。 例へば 住吉 神社、 藥師 寺の 東 塔、 宇治の 鳳凰 堂、 

US 寺の 舍利 殿、 東！ i 寺の 山門な ど を、 それぞれ 實 によく 完成 せられた 建築で あると 思って ゐる 

が、 それらの 何れ かが そのまま わたくしの 現實的 生活 を 表現し 得る もの だと は、 一度で も考 へた 

ことがない。 同じ やうに して 鐵筋 混凝土の 工場 も、 バ ンガ 口 ー 式の 所謂 文化 住宅 も、 そのままの 

こりな くわた くしの 生活 理想 を 表現して ゐ ると は 考 へる ことが 出来ない。 その 意味に 於いて わた 

くし 達 は、 まったくの ところ わたくし 達の 住むべき 建築 を 現在に 於いて 持って ゐな いので ある。 

建築 はしばしば 昔樂 に比铰 せられて ゐ るが、 わたくし はこ の發 想に 多くの 眞理を 認めな い では 

ゐられ ない。 或る 一 つの テェ マ を 取った とすれば、 それから あと は 數學の 精確 さ を 持って この テ 

ェ マ を 解いて 行く の は 昔樂の 構成で あるが、 それと まったく 同じ， S ことが、 また 直ちに 建築に つ 

いて 一一-; n はれる ので ある。 この こと は 本來、 緣畫、 文藝、 演釗 などへ も當て 嵌められなければ なら 

ぬ ものであるが、 その テ H マの 特質と それ を 解いて 行く 徑路 との いかにも 純粹 である こと、 建築 

と音樂 とに 類比 せられる もの を 他の 藝 術の 形式に 求める ことが 屮： 来ない。 

當來の 建築 様式が 創ら れる とすれば、 それ だから、 一方で それ はわた くし 達の 現實 的なる 生活 

耍求 をの こりな く 表現し、 他方で それ は犟 純なる テ H マに より 統合 せられる ものである。 言ひ換 

へれば、 わたくし 達の 現. 武 的なる 生活 要求 をの こりな く 表現し 得る、 S 举 純な、 そして まったく 新 

らしい 建 樂のテ H マ を、 わたくし 達 はお 互 ひの 努力 を 以て 创り 出さなければ ならない。 


音樂ゃ 建築 やの 場合に は、 ヴ アリア シ オン は 本當の 天才の する 仕事の 範圍の 中にはない。 そし 

てまた 同時に、 わたくし 達の 社會 的、 文化的 生活の 內容を はなはだ 高い 程度に 豐富 にして くれる 

ことで もない。 テ H マ の 創見が 本當に 生活に おける 「新」 の發 明で ある。 それ こそ は 人生の まつ 

たく 新ら しい プロ ブレ H ムを發 見した ので ある。 そして わたくし 達 は、 本當に 新ら し. S 人と は、 

歸 結を發 見した 人ではなくて、 問題 を、 方向 を、 發 見した 人 だと 考へ るので ある。 問題 は斷 じて 

寄 木 細工で ある ことが 出来ない。 テ H マ は どんな 簡單 な、 また 通俗的な 形式の ものに 變 へられて 

も、 なほ 立派に すべての 民衆の 理解に 訴へ 得る もので なければ いけな.^。 また 實 際さうな つてな 

るに 相違ない。 より 適切に 言へば、 そこに はまった くス ティ ー ルの相 遠がなければ いけない。 ス 

ティ ー ルの 相違の 場合に は、 例へば 神社 建築と 禪堂 建築との 對 比に 示される やうに、 それの， テテ 

ィルの 專鬥的 認識が 不可能と せられて ゐる やうな 民衆に も、 なほ 且つ 一 人の 誤る ものな く、 識別 

せられ 得る に 相違な. S ので ある。 それ だから この場合の 認識の 相違 は、 ス ティ ー ルの それ、 價値 

典型の それ、 すな はち テ H マの それな ので ある。 本 地 垂迹 說 などの 發展 により 祌、 道、 怫諸敎 の 

混合 融着 せしめられた 結 某と して 建築に も 多くの 様式の 混合 形式 をつ くり、 例へば 吉 田の 太元宫 

の やうな もの をまで 組み立てる ことと なった が、 これ はや はり 獨 立した 一つの ス ティ ー ル、 すな 

はち 價値 典型 だとい はれる ことが 出来ない。 それ は 何れ かの、 何れもの、 ス ティ ー ルのヴ アリア 

シ才 ン たるに 過ぎない。 
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. あるひ は 表現 派 趣味 を、 あるひ は 東洋 趣味 を、 また あるひ は バンガ 1 趣味 を 取り入れ たとい 

ふ 建築に わたくし は 赞 成す る ことが 中： 來 ない。 それ は 現に かなり 新ら しい 建築の やうに 世間で 言 

はれ、 建築家 もまた 暗々 裡 にさう 考 へる やうに なって ゐ るが、 かう した 様式 はじつ は昔樂 におけ 

るヴ アリア シ オン ほどの 效果 をも擧 げてゐ るので はない。 都々 一 のなかへ 義太夫の 文句 を 挿んだ 

やうな ものに 與味を もつ のと、 なんの 相違 もない。 その 證據に は 東洋 趣味と か茶窒 趣味と か を ま 

じへ たとい ふ 西洋の 住宅な ど を 見れば、 わたくし 達 は それが 少しも、 東洋の 茶室の、 精神 を摑ん 

でゐ ないで、 ただ それの 外形 だけ を模 した ことに 噴飯 を さへ 禁じ 得ない ので ある。 テ 一一 マと なつ 

た 「lw 神」 は t 始史 のなかに ュ 一一 イクの 地位 を 持ち、 それ は 分解 せられる こと も、 增 減せられ る こ 

とも ^£來 ない ものであるから、 ある 精神と 他の 精神と を、 言ひ換 へれば ある テェ マと 他の テェ マ 

と を 泥 合して、 ある まったく 新ら しい テ H マ をつ くり すな どと いふ こと は、 どうしたって 3! 來 

る ことで ない ので あ る。 

同時に わたくし は、 現在の 商業主義の ためす つかり 打ち ひし がれて 了った 建築家の 態度に も、 

赞成 する ことが 出來 ない。 さう いふ 意味 は、 建築家が すっかり 商人 的に なって ゐ ると 5- ふので は 

ない。 商業主義の 下に 隸 嵐せ しめられた 產業 文明 を そのままに 受け入れ、 なほ 進んで は その 識屬 

Q 程度 を 一 暦 高める ところに 建築家の 技倆が ある やうに 振舞って ゐる こと を、 わたくし は 責めた 

いので ある。 わたくし 達 Q 產業 文明 は、 現に どれ だけ わたくし 達の 生活 を 蝕 害して ゐ るか 知れな 


い。 けれども、 それ だからといって、 今後 0 人類 生活が、 その 產業 文明 をす つかり 振り捨てて 了 

ふと は、 なほ 更考 へられる ことで はない。 所詮 わたくし 達の 努力すべき 途は、 產業 文明の さう し 

た 非 人間性 を 出来るだけ 克服す る こと、 なほ 特に 產業 文明 を 商業主義より 解放す る こと 以外に は 

ない。 然るに 現代の 建築家 は、 その 取る 建築の テヱ マに おいて、 さう した 文明 批評に どれ だけ 成 

功す る ことが 出来た であらう か。 したがって わたくし 達 刻下の 仕事 は、 何 をお. S て も產業 文明 を 

克服し 得る やうな 建築の ス ティ ー ルを、 すな はち 新ら し. S テ H マ を發 見す る ことで あらう と 思 ふ 〔 

わたくし 達 はい ま周圍 にた だ雜然 たる 建築 樣 式の 隙 列 を 眺めて ゐる。 それの 何れ 一 つと して わ 

たくし 達の 現實の 生活 要求 を 表現す る もので はな. S 。わたくし 達 はい ま 本當に 住むべき 建築 を 持 

つて はゐ な. S  Q である。 かう し た と きに 建築家 はた だ實利 家と なっても. S けなければ、 またた だ 

藝銜 家に なっても 十分で はない。 現代の、 わたくし 達の 社會 の、 建築家 は、 文明 評論家の 襟度と 

展望と を 持つ こ とに 第 一 の 修練 を 積まなければ ならない とわたく しは考 へ る 0 である。 
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生花の 創作 境 

藝術 について わたくし は 何時も 思 ふこと であるが、 それ は 何より 第一 に 氣品を 持った もので な 

ければ いけない。 どんな 寫赏 もどん な 技巧 も、 それに 氣 品を缺 けば、 もはや 藝術 としての 資格 を 

持たない。 そして 本當の 寫實ゃ 技巧 は、 つねに 必らす さう した 氣品を 持って ゐ ると 思 ふ。 

しかし 概してい へば、 はなはだ 詳密に 現 實を寫 生した やうな 作品 は 髙ぃ氣 品 を 持つ に 困難で あ 

る。 それで ゐて なほす ばらしい 品格 を 持つ とい ふ藝 術で あれば、 それ を 創作した 作家 はよ ほどす 

ぐれた 天才で あるに 相違ない。 作品の 道具立てが 多く なれば 多くなる ほど、 そのす ベて を 藝街化 

する ことが 困難と なる。 なほ また 藝術品 は、 純化 せられれば 純化 せられる ほど、 「默」 の 方へ 近 

づく。 「表現」 は 「無」 の 表現と なった とき、 生活の 殘 りなき 表現 をな して ゐ るので ある。 その 

意味に 於. S て、 多くの 藝術品 は、 より 髙き氣 品 を あこがれれば あこがれる ほど その 表現 を 簡素な 

らしめ る。 西洋の 藝 術と 東洋の それと を 比較 すれば、 かくの 如き 藝 術の 第一義 諦へ 徹して 行く こ 

とで は、 東洋の 藝 術の 方が 西洋の それ を はるかに 凌駕して ゐ はしなかった かと、 わたくしに は考 


へられる ので ある。 生花と いふ やうな も Q がわた くし 達の 魂に こびり つ. S て、 どうしても 忘れら 

れな. S 親しみ を おぼえる と. S ふの も、 實は それらの 生花が いつ の 問に かさう した 東洋 藝 術の 第 1 

義諦を 取り入れて ゐ たからで あらう と 思 ふ。 

藝 術に 氣品を 持たせる と は、 結局 は それの 創作者が 自己の-人格 G 氣品 を、 そ Q 作品 Q 中へ 移し 

入れる ことに 外ならぬ。 佛 像の 彫刻に あって は、 「開眼」 と. S ふこと が 何より 重大の ことで ある 

が、 「開眼」 と は實は 自己の 魂 を その 作品の 中に 分つ ことで ある。 さう した 意味 を 以て は、 すべ 

ての 藝術は 開眼 せられて ゐ なければ ならぬ。 例 へ ば その 藝銜が 山水 や 花鳥 Q 簿畫 であ つ たと すれ 

ば、 その 山水 その 花鳥 は、 それに 對 したと きい かに も 品格の 高い 人間に 面接す ると 同じ 感じ を 持 

たされる もので なければ ならぬ。 わたくし は 京都に ある 元 信の 花鳥 や 山樂の それ を 見て いつ も 思 

ふこと であるが、 それらの 鳥の 遊ぶ ところ はいかに も 深い 仙境の やうな 感じが し、 それらの 鳥 は 

人間が 仙 化して、 かりに それらの 鳥 形 を 取った も Q の やうに しか 見えない。 すべて Q 藝術は 自己 

0 表現で ある。 自己より 獨 立し、 または 自己より 遊離した 作品 は、 もはや 一 の藝術 品で はない。 

そして 自己の 生活の すべ て を 統一 して 表現す る 全體の 成果 は、 藝 術の 氣 品で ある。 わたくし 達 は、 

いかなる 人と 面接しても 口 未だ 一 語を發 せざる に、 早くす でに 彼の 人格 Q 氣 品を感 する 所以の も 

の は、 氣品は 人格の 表現の 全體的 統一 なる が 故で ある。 それと 同じく、 藝術的 作品なる もの も、 
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わたくし 達に より  一 して 端的に 感じられる も Q である。 

しかし 自己の 氣品を その 作品の 中へ 移し 入れる と は、 なほ 結局 は、 その 藝術的 感興の 對象 と な 

つた もの を主觀 的に 損傷せ す、 その 對 象の 同 有する 本質 を發 揮せ しむる ことに 外ならぬ。 それ は 

一見、 前の 一一 一一 ：！ ひ 方の 逆の やうに 見える が、 事實に 於いて 雨 者 は 少しも 異 つた 生活 Q 垸を現 はす も 

Q ではない。 { さかに 對象を 凝視す る もの は、 對 象の 確立に より、 却って 自己の 主観の 決定 せらる 

る を 兑る であらう。 その 時 彼の 魂 は 生長して ゐる。 雲 無心に して 動く に 雲の 感情 あり。 それ はわ 

が 心のう ちなる 雲の 感動で ある。 花 風な きに 散る に 花の 寂靜 あり。 それ はわが 魂の 花びらの 聲な 

きに そよ ぐ寂靜 である。 かくして 2 異の藝 術 は、 我れ と 彼れ と相對 して、 そこに  一 G 仙境 をつ くり、 

我れ 呼べ ば 彼れ 應 へ て、 彼れ 呼べ ば 我れ 應 へ て、 我れ 彼れ とともに 生きる 住み家 を營 むこと であ 

る。 生花と い ふ や うな 東洋に 固有 の 藝術を 見る ご とに、 わたくし は 特に こ の感を 深く する もので 

ある 0  — 『MS  (大正 ± 「年 六月 S) 


信と 望と 愛 

わたくし は、 他の 多くの 人達が さう であると 同じ やうに、 勿論 現實 主義者で ある。 現赏 以外に 

わたくし 達の 生活 はない、 また 生活の 意味の 根據 もない。 さう した 意味で 現實 主義と いふ 言 紫 を 

使 ふので あれば、 言葉 そのものが すでに トウ ル イズムに 陷 つて ゐ ると 思 ふが、 現實を 正視し ない、 

夢 遊 生 活者 とわたく し 達と を 15^ 別す るつ もりで それ を 使 ふと 5 ふので あれば、 自ら を 現實 主義者 

と 呼ぶ こと も 不都合 だと はい はれない。 

しかし その 同じい 要求に 發 した 現 實 主義 も、 わたくし 達の 周圍 では、 隨分 偏狭な、 本當に 生活 

の 全 一 S を 見て ゐ ない それに 陷 つた もの を 見る 場合が、 少なく はない と 思 ふ。 現實 から 遊離した 非 

現實 主義者 を 見る 場合 は 少ない にしても、 現實の 部分 を、 現實の 透視 を、 全面の 現實 だと 誤認し 

て ゐ る 所謂 現實 主義者 は、 決して 少なくな いと 思 ふ。 そして それらの 偏 局 眼 を 持った 現實 主義者 

は、 わたくし 達の 自然 科學的 認識の 世界、 知的 觀 念の 世界 を だけ 現實と 呼び、 そのほかの 情意 生 

活の 世界 を、 現實 から 遊離した 不確實 の 世界と 見て ゐる ことが はなはだ 多い。 わたくし は それと 
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は反對 に、 わたくし 達の 情意 生活 を、 眞 に具體 的な、 また 直接的な、 現實 生活と 呼び、 自然 科學 

的 認識の 世界 を ひとしく 現實 生活と 呼ぶ にしても、 それ は 前 Q ものより すっと 抽象的な、 また 間 

接 的な それと して 見ようと 思 ふので ある。 

いかにも わたくし 達の 前に は、 堅實 にして 動かす ことの 出来ない 自然 物の 世界が ある。 わたく 

し逹 自身 も 亦す ベて その 世界の 中に 屬 して、 自然 科學 の 必然的 法則 の 支配 か ら脫 出す る ことが 出 

來 ない。 けれども その 認識 はわた くし 達の 生活の 中で は、 眞 に具體 的な、 また 直接的な 生活 を、 

知的に 整理した もので あり、 わたくし 達の 現實を もっと 端的に は 表現す る ことが 出来ない。 かか 

る 知的な 認識に あって さ へそれ を 露に わたくし 達の 生活と する もの は、 言 ひ換 へれば それ を現實 

的の ものにする もの は、 情意の 作用より 外の もので はない。 

社會組 が 問 違った ものに なって ゐる間 は、 わたくし 達の すべての 生活 は 虚偽で あるから、 わ 

たくし 達の 生活に は苦惱 があって も歡喜 はない とい ふ も Q が ある。 わたくし はさう した 意見に、 

全部 的に は 同意す る ことが 出来ない。 いかにも わたくし 達の 知的な 認識 對象 は、 いつでも つよく 

わたくし 達 を 拘束して ゐる であらう。 けれども 社 會組綠 だけが さう した 認識 對象 なので はない。 

その外に も わたくし 達の 生活 を 拘束し、 これに 苦 惱を與 へる もの は澤 山に ある。 社會 組織の 與へ 

る苦惱 は、 たまたま それ Q 一種で あり、 歷 史的 發展の 或る時 期に 於け る 特色と して、 現に それが 

わたくしたちに 外の ものより もより 强く 意識 せられて ゐ ると いふに 過ぎない ものである。 


若しも 本當に 現實に 生きる こと を、 苦惱 としてより 外に は 味 ひ 得ない とすれば、 その、 i 旣に 

自殺の 手段 を 選んだ に 相違ない。 社會 組織の 惡 より 来る 印象 を苦惱 として 味 ひながら も、 なほ 且 

つ 彼が それ を 生きと ほした の は、 彼が その 社會を 改造して よりよ きものに する ことの 希望 を 持ち、 

心のより 深い、 直接のと ころで は、 一 つの 悅びを 持ち 得た からに 外ならぬと わたくし は考 へる の 

である。 

わたくし 達の 生活の 眞に 具象的な、 また 直接的の もの は 情意の 作用で ある。 それが 自分の 力 を 

以て 創り、 決定し、 歩んで ゐる とき、 表皮 的に それ は 苦しみで あり、 忍耐で あっても、 それより 

もっと 深い、 他へ 踏み外さない ところで、 より 大 いなる 悅び をた え や 味って 生きて ゐ ると 思 ふ。 

眞に 具象的な、 また 直接的な、 わたくし 達の 情意 作用が、 純粹に それ 0 力 を 以て 創り、 それ を 

決定して 表現し、 それ 自身の 途を 歩んで ゐる 時、 わたくし 達 は その 生活 を 「信」 と 呼ぶ であらう。 

「信」 と は 自らに 求めて 自らに 歸る 根本の 悅び である。 生活に 「信」 なきもの は、 それの 破產者 

として 滅 ぶより 外 はな. so 

生活が 自らに 求めて 自らに 歸 つたと き、 それ はもとの 生活であって、 またす でに もとの 生活で 

はない。 生活 は それの 現在の 中に 過去と 將來と を 含み、 それの 全體を 以て 動く。 わたくし 達 は そ 

の 生活 を 「望」 と 呼ぶ であらう。 「望」 を 失った 生活 は、 過去 か 現在 か將來 か、 それの 何れ かの 

ところに 停滞す る。 これに 反して 「望」 を 失 はない もの は、 明日の 信 を 持して 今日 を 精一 ぱいで 
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生 き る こと が出來 よう。 

生活の 過、 現、 未に 展？ Im を 持ち、 それの 全面 を 以て 勁く もの は、 さらに かくの 如き 悅びを 他の 

人格との 諧調に 求めようと 要求す る。 「望」 は 「人」 の 「望み」 を 以て 完成す るの だ。 わたくし 

達 は その 生活 を 「愛」 と 呼ぶ であらう。 「人」 に發 した 要求が、 「人」 を 創り、 「人」 に歸 つた 

とき、 それ はまた たしかに わたくし 達の 「信」 であるから、 「愛」 こそ は 正しい 意味での 「信」 

であると. S はれよう。 

わたくし はかくして 生活の 悅 びが、 一 段 一 段と 生長して 行く 現實 をば 正視す る。 

I 『婦人 之 友』 (大正 十三 年 六月 


農民 美術 研究所に つ いて 

長 野縣に SJTi- 美術 研究所と いふ ものが 建てられ てゐ ます。 名前 は いかめし いお 役所の やうに 聞 

えます が、 そこへ 這 人って 見る と、 資は ただのお 百姓の 仕事場と 同じい もので、 近傍の 農村の 靑 


年男 女が 集まり 木工 やら 刺繍 やら、 いろいろ 0 手工 を やって ゐる だけのと ころです。 ただ 違 ふの 

は 、. そ の 手工 をす るの は 美術 學校 の專 門の 學 生か 何 か Q やうに 立派な 終 具 ゃ畫用 紙 を 使 つて 圖案 

を 書いたり、 寫生 をしたり する ことです。 荒 くれた 手 をした お 百姓の 靑 年が、 そんな 立派な 藝術 

家の やうな 仕事 をす る 0 ですから 大した も Q です。 35 來 上った もの も 大變に 立派な もので、 東京 

や 大阪で その 成績 品の 展覽會 を 開き ましたが、 何時も 大した 評判でした。 

わきの 人が、 ここで やって ゐる 仕事 を ちょっと 參觀 したと すれば、 どうして そんな 立派な 仕事 

をた だのお 百姓の 息子が 仕上げる のか、 不思議に 思へ て 仕方がな. S でせ う。 そして これ は 吃 度 こ 

の 近傍の 青年 達 だけ に 限り、 特別の 藝術的 天分が あ るから 出来る こ とだと 考へ るので ありま せ う。 

しかし 事實は 決して さう でな. SQ です。 どんな 人で も そ 0 天分 を 持って ゐ ます。 ただ その 天分 を 

伸ばす よい 機會を 持った か 持たない かにより、 藝 術の 天才が 出たり 出なかった りする Q です。 お 

百姓で も 立派な 藝術 家になる ことが 出来ます。 家に ゐて田 を 耕 やし、 蠶に桑 を やりながら 立派な 

藝術家 になる こと が 出来ます。 

こんな 實 例が ありました。 この 研究所へ 雇 はれて、 木工の 材料に する 村 木 を 山へ 伐り 35 しに 行 

くん 夫が 一 尺 ありました。 それ は 學問も 何もな く、 また 農民 美術と いふ ことに 何の 理解 もな く、 

ただ 毎日 ここへ 仕事に 雇 はれた とい ふだけ 0 ことであった 0 です。 と；」 ろが そ の 仕事 Q あ ひま あ 
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ひまに みんなの して ゐる 仕事 を 見る と、 自分 もちよつ とそ Q まね をして 見た くな りました。 それ 

で 外の 人の 使って ゐる 小刀 を 借りて、 自分 も 木 を 材料と し、 人形 を 彫って 見ました。 ところが ど 

うです 0 その 人形が すばらしく 立派な もんだった のです。 そこで その 人夫 はや はりこの 研究所 G 

練習生と なり 木工の 練習 を. S たし ましたが、 この 人の 彫る 人形 はよ ほど 面白い ところ を 持ち、 大 

へんに 評判が よいので す。 人形 彫りと して は、 この 人が どうやら 第一 の藝術 家ら しいと いはれ て 

ゐる 位です。 

この 實例を ますと、 どんな 人間で も 勉强を さへ すれば、 今まで 自分の 氣 のっかなかった どん 

な 天 分が、 その 人のう ちに かくれて ゐる ことへ 氣づく か 知れない と 思 ひます。 

私達 は、 このれ^^民美術研究所のぁると同じ土地 へ自由大學とぃふものを開きました。 もう それ 

に は 三年の 歷史が 屮ぃ 來 ました。 自由 大學 とい ふの は 要するに、 大 學で敎 へて ゐる やうな 學術 を、 

お 百姓の 靑年 男女 を あ いてに、 系統的に 敎 へて 行く のです が、 その 敎 育の 結 ra^ がまた すばらしい 

も ことなりました。 そのお 百姓の 中には、 立派な^ 學 者が 出ました。 藝術 家が m. ました。 大學の 

敎育 だからといって、 大學 へまで 行く と问 じい 年數を かければ、 家に ゐ てお 百姓の 仕事 をし なが 

ら その 程度にまで 達し 得ない とい ふこと はない 箸です。 親から 學资を 貰 ひ 十 何年 もの 間 何 一 っ勞 

働 をせ す、 下宿から 學 校へ 通って ゐて、 それで 大學を 卒業 するとい ふ Q と は 違 ひ、 何年で も辏け 


て勉强 した 結果、 大學 をお たと 同じ だけの 知識 を 得た が、 しかし やはり 家で 昔ながら の勞働 をし 

てゐ ると いふの は 何と 快の ことで せう。 

これからの 世の中で は、 みんなが さう した ことになら なければ ならない。 誰でもが 1 人 殘らす 

勞働 をす る。 また 誰でも 一 人 殘らす 大學を 卒業す るく らゐ までの 敎育を 受ける。 もっと 進んで は- 

生涯 敎育を 受けて 生長す る。 義務 敎育 など 5 ふ も Q は、 兵役の 現役、 豫 後備 後、 國民 軍と 同じく 

滿 六十 歳に 達する までとい ふこと になる でせ う。 

英國の 勞働黨 が、 今の やうに 勞働 者の 内閣 をつ くるに 至る までに は、 隨分 苦心して 勞働敎 育 を 

つづけて 來 たもので す。 勞働 黨に屬 する 人達の 中には、 ただの 勞働 者で ありながら、 大學を 卒業 

した 以上の 知識 を 持った ものが. S くらで も あると、 首相 マ ク. ドナ ルド 氏 は 以前から 申して 居り、 

「こんな 戕態 だから 今後 勞働黨 の 內閣の 成立す る こと は保證 出来る」 といって ゐ ました。 今度 內 

閣を組 いたしましても、 その 政策 Q 第一 として、 私達の 所謂 自由 大學と 同じい 設備 を全國 至る 

ところへ つくる こと を 腐つ 先き に 公言した ほどです。 

我國 では これから 勞働者 は、 高い 敎育を 受けて 本當 にえら くなる でせ う。 炭坑の 中に 勞働 しな 

がら、 大擧を 卒業した と 同じい 學カを 持つ と ぃふ勞 働 者 は、 どしどし 出て 來る やうに なること を 
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私 は 確信 を以 つて 前途に SI- んでゐ る も Q です。 私達の 自由 大學 は、 まだ 全國に g: 箇所し か 開かれ 

てはゐ ません。 しかし、 そ Q 外に 大都市に は 勞働學 校が 開講 せられて ゐ ます。 これから 先き、 炭 

坑の 所在地で も 次ぎ 次ぎに さう した 學 校が 開かれる やうになる ことで せう。 早く その 時代 を 作つ 

て 行きた ハ ものです。 —『お 全 ま (大正 ±11 年 七月 一 fig) 


消費の みの 都 會觸手 

電車が 僅か 七 八 町 延長せられ ただけ で 私の 家の 近傍 は 新開 町に なり、 いろいろ 0 店舗が 業せ 

られ る。 八百屋、 藥屋、 下駄屋、 珈排 店、 一品 西洋 料理、 すしや、 學 用品 店、 そんな ものが どこ 

まで も廣 がる。 さう した 店の 中で も 飮食店 風の ものな ど は その 數 殊に 多く、 珈排 店な ど は 僅かに 

四 五町 四方 0 場所のと ころへ 十 軒 足らす 出来た。 ど >J の 人が 來て 開業す る Q か、 また どうした 性 

質 Q 资 本で g 業す るの か、 私 は 何も 知らない。 たださう した 店が 近傍に 出来れば、 遠方へまで 買 

物に 行かない でもよ. S ので 便利 だと 思って ゐる だけの こと だ。 


しかし それらの 新築 店舗の 前 を 逋 つて 散歩 をして ゐる とき、 ； s# の 頭に は 文明 論 的 に 見たい ろい 

ろの 感想が 浮んで 來る。 その 一 つと して 近頃 次の やうな こと を 私は考 へて 見た。 

これらの 店舗 は 誰 を 頼 客と して、 店の 商品 を寶 らうと S ふの か。 と考 へる に、 何 Q 爲事を もし 

ないで ゐて 無制限に それらの 商品 を 購買し 消費し ようとい ふ もの は、 先づ 一 人 も ありさう にない。 

寧ろ それ はあり 得ない こと だ。 然 らば これらの 店舗 は 相互に どうした 關係を 持つ のかと い へば、 

つまり は寶る もの も それらの 店舗、 買 ふ もの も それらの 店舗と いふ ことにな つて ゐる。 藥厘は 近 

傍の 八百屋で 靑物を 買 ひ、 米屋で 米 を 買 ひ、 着屋で 魚を賈 ふ。 八百屋 は 藥屋で 藥を買 ひ、 米屋で 

米 を 買 ひ、 ：！ 有 厘で 魚 を 買 ふ。 以下 同様にし てこれ だけの 範圍が 相互の 購買に より、 相互の 生活 を 

立てて ゐ るので ある。 

さうな ると 大分に 不可思議 0 もの だ。 これらの 人達 は、 自分で 何 一 つ 商品 を 生産した とい ふこ 

とがない。 それに も 拘らす 彼等 は 立派に 生活 を 立てて 行く。 然 らば さう した 現象 はどうして 行 は 

れ得 るかと いへば、 彼等 は 自己の 販 資する 商品の 上に 自己の 生活 を 支持す るに 足る だけの 手數料 

を 加算す るから だ。 つまり 各自 は 自己の 商品に 手数料 を 加算し、 その 手数料で 相互に 生活が 支持 

せられて 行く ので ある？ 

便宜上す ベて Q 商品の 原 價を單 價五錢 とし、 それの 乎 數料を ニ錢五 厘と する。 商品の 價格は 七 

錢五 厘と なる。 今假 りに すべての 店舗の すべての 商品の 單價を それ だとす る。 然る 時には 自己の 
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店の 商品 を 三 筒 寶れば その 手数料 七錢五 厘と なリ、 他の 店の 他の 商品 一箇 を 購買す る ことが 3, ぃ來 

る。 りに 一 日の 生活に は 商品 十 箇を耍 する ものと すれば、 自分の 店で は 毎日 三十 箇の 商品 を寶 

つて 居れば よい。 而し てこの 生活 を 相互 的に 支持し 得る ために は、 そこに 三十 一軒の 店舗が 成立 

して 居れば よい。 これらの 店舗の 組！！ する 一 都市 は、 自分で 何 一 つ 商品 を生產 しないが、 ただ 相 

冗 一に 商品 を 交換して さへ 居れば、 それで 十分に 消費生活 を 支持す る ことが 出来る。 これ は 驚く ベ 

き  一 0 現象で はな. S か。 

なほ 考へを 追加す る。 今 商品の 手数料 を 五錢に 上げ、 商品の 價格 を十錢 にした とすれば、 自己 

の 商品 を ニ筒寶 つて 他の 商品 一箇 を 購買し 得る。 從來の 如く 一  日の 生活費 は 商品 十 筒で あつたと 

すれば、 自己 Q 商品 を 毎日 二十 筒寶 つて 居れば よ. S ことと なる。 併し その 時 商品 を 毎日 四十 箇寶 

つたと すれば、 その 手数料 は 從來の 倍額と なり、 隨 つて 自己 Q 生活 资料を 商品 二十 箇 にまで 鑌大 

する ことが s: 來る。 卽ち 知る、 その 都市の 各人 は 手数料 を 値上げし、 その 販賨 する 商品の 筒數を 

さへ^ 加せ しめれば、 どれ だけで も豐 かに その 生活 を 高 上せし める ことが 屮 I 來る。 ただ そのため 

に は 都市の 店舗が 一 一十 軒より 四十 軒と いふ 風に 增加 せしめられなければ ならぬ。 商品の 價格は ど 

れ だけ 騰赏 しても、 お 互 ひに は 何等の 苦痛 を も增し はしない。 

これ を 多少 法則 的に 首 ひ 現 はせば、 次の 如くになる。 都 會は單 なる 消費 犟位 であり、 自己 は 何 

等の 生産 を もな さす、 ただ 消費の み をす る。 物 憤の 騰貴 は 都會の 單位內 では 何 苦痛に もなら な 


5。 都會 人の 物的 享樂 を增 加せ しめる ために は、 都 會の人 U を增加 せしめなければ ならぬ。 その 

逆に、 都會の 人口が 增加 すれば、 都會 人の 物的 享樂 は增 加し、 物惯 は騰贵 する。 

かかる 現象に より 都會は 何等の 苦しみ も 受けない。 ひとり 苦しむ もの は 商品の 原料 を掛 供した 

田舍人 だ。 物惯を 定める もの は都會 だ。 田舍 では どれ だけ 原料の 價 格を增 したに せよ、 都 # は そ 

れ と無關 係で ゐる。 都會 はた だ 相互 的に 手数料 を增 せば それでよ い。 ^局 都會 は、 田舍の 利幅 を 

奪って、 どれ だけで も 自己の 物的 享樂 を豐 富に する ことが 屮： 來 るので ある。 Is.srji) 


忠義と 孝道 

一 

最近に 著しい 社會科 學の發 達に 伴 ひ、 わたくし 達 は社會 現象と それの 意味と に 就いて 幾多の 新 

ちしい 理論 を與 へられた。 社 會ゃ國 家、 また それらの 集團と 個人との 關係 などに ついては、 殆ど 

革命的と いっても よい 新ら しい 見方が わたくし 達の 自覺を 促が した こと は、 何人に よっても 否定 
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せられ 得ない。 しかし 同時に わたくし 達の 社 會ゃ國 家が これまで 傳統 的に 持って来た 道 德觀念 は、 

社會の 慣習と しての 强 味から 個人の 行 爲に强 い 規制 力 を 持って ゐ るし、 また 個人の 道德的 良心 l.i 

その 懷抱 する 社 會觀の 性質 如何に 拘ら す、 その 傳統 的觀 念に 今な ほ强ぃ 執着 を 示す ことで あらう。 

斯樣 にして わたくし 達の 社 會に行 はれて ゐる道 德的觀 念 を 見る ときには、 新ら し. S 解釋と 古い 傳 

統と、 それら はお 互 ひに 交 涉を斷 つて 別々 の 存在 を 保ち、 そこに は これらの 矛盾 を 統一した 新ら 

しい 生活 惯爐 標準が 創造 せられて ゐ ない Q である。 しかし かく 解放 せられた 社會的 意義の 新解釋 

と 族 Q 精祌 的傳統 とが 一 つの 新ら し. S 生活 價爐 標準 を 求め 得ないで ゐる こと は、 現代 生活 Q 世 

界 的に 動榣 して ゐる ことの 原因 その も Q である。 ケィ ンズ氏 は 世界の 經濟的 困 厄 0 究極 原因と し 

て、 價爐 標準 卽ち 貨幣 憤 値の 動 搖を擧 げてゐ るが、 わたくし は その 見方 を もっと 擴 張して、 ケィ 

ンズ 氏の 經濟愤 値 標準 を 生活 價値 標準と 言ひ換 へて 置きたい。 

舊道德 法則の 最も 大 いなる 缺陷は 次の 二つで あらう。 第一 に、 舊道德 法則の 見方に は 近代の 社 

. ^學、 政治 學 などの 見方が 取り入れられて ゐ なかった。 第二に、 舊道德 法則 は ある 一 つの 時代に 

f へ の 妥當性 を 持つ て ゐたぁ る實質 的 原理 を 永 久 に 妥當し 得る も のと 考 へて 了つ た。 こ の缺陷 

を g 正す る 仕方と して、 わたくし 達 は 第一 に、 道德法 13 の 解 釋には 十分なる 近代 社會學 その他 諸 

般 G 文化 科學の 理解 を 取 入れなければ ならない。 第二に、 道德 法則の 安 當性を 形式的に 考へ、 現 

代 に妥當 する 莨 質的 原理 は 十分に 現代ん，" 生活の 實 質的 事情 を 顧慮し なければ ならない。 しかし 


道德 法則と は 要す るに ある 抽象的 原理と し て 天降り 的に わ たくし 達の 生活 を 制限す る 根據と へ 

ら るべき ではなく、 歷 史的に、 具體 的に、 かく 生活して ゐる わたくし 達の 生活 樣式を 本質的に 表 

現した ものに 外なら ないから、 それ は 同時に 現に 生活して ゐる 民族の 精神的 傳統を 無視す る こと 

が 55 來 ない、 無視すべき ではない。 シ ユタ ムラ ァ氏は 法律の 本質に ついて r 變 化する 內容を 持て 

る 一 の 自然法」 といった が、 それ は 同じ やうに 道德 法則に ついても. S へる ことで ある。 山 鹿 素行 

は 「天壤 と 與に窮 りなし」 の 語意 を 解 するとき に、 r 懿 しき 哉。 木 朝 問 闢の義 は" 悉く. 神聖の 靈 

に 因る。 是れ 乃ち 實に天 之に 授け 人 之に 與 する 也」 と 首った が、 「天 之に 授け、 人 之に 舆 みす」 

はよ く道德 法則の 本質 を 明した ものであった。 

一一 

近代 社 會科學 の 新 理解と 傳統 的社會 法則の 規則との 中間に 立ち、 今な ほ 新ら しい 見方 を 持ち 得 

な. S 道德的 原理の 最 たる ものと して、 わたくし は 今 ここに 「忠義」 と 「孝道」 の 二つ を 持ち出し 

て 見よう。 

現代 道德 のす ベて は、 人格 的で あり、 社會 的で あり、 個性的で ある こと を耍 求して ゐ るが、 忠 

義と 孝道との 理解に は 近代に なり E 水して どれ だけの 進歩が 見られた であらう か。 例へば わたくし 

達の 周 圍の若 S 人達 は、 殆ど 例外な しとい つても よい 位に 社會 主義 的 理念 を それぞれの 程度で 容 
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認 して ゐ るが、 その 理念と 忠義との 間に は 何等の 矛盾 も 感ぜられない であらう か。 また近代c^生 

活は 個人主義 的、 人格主義 的と なり、 古来の 家庭生活の 様式 を そのまま 機 承す る ことの 出来ない 

ものと なって ゐ るが、 その 生活 表現と 孝道と は 果してよ く 昔の やうに 調和し 得る であらう か。 わ 

たくし は 今 近代 生活と 近代 社 會科學 の 理解に 從 つて、 忠義と 孝道との 見方に は、 少なくも 次の や 

うな 修正の 加 へられなければ ならぬ こと を 注意して 置きたい。 

一 つの 道德的 本務と して 考 へられる 「忠義」 と は、 わたくし 達が それの 成員と して 所属す る國 

家と 及び それの 主權 者に 對 して 持つ 奉仕 的、 犠牲的の 規制 をい ふので あらう。 そして 人類が 文化 

生活 を營む 或る 一 つの 表現と して 國家を 組織す る こと は、 人類の 生活 を 肯定し、 そ 0 努力 0 完成 

を 無^に &tll 見す る 限り、 いかにしても 否定せられ 得ない ものと 考 へるならば、 わたくし 達 は當然 

それに 對 しての 道德的 本務 を 持つべき であり、 隨 つて 「忠義」 の 道德的 原理 は 否定 せられる こと 

が 出来ない。 

しかし ここに 注意すべき は、 r 國家」 の 意義 は 近代 社 會科學 にあって は 昔の 理解と よほど その 

趣き を 異にして 來 たこと である。 へ H ゲルの 國家哲 學を權 承す る 人達 は、 —— 我國の 道德舉 者 は 

^ど 例外な しに この 系統に 覉す るが、 .—— 國家を 以て 道德 生活の 最高 完成 形式と 考へ、 國 家に 對 

する 本務 は その他す ベての 道德 本務 を 包攝し 得る と考 へて ゐ るが、 これ は 近代 社會 科！^ 「の實 験に 

合致す る もので はな. so 國家 と社# と は そのままに 同意語で はなく、 國お < はわた くし 達の 社會的 


機能 を滿 足せし める ある 一 つの 社會 形式で あるに 過ぎない。 隨 つて 國 家に 對 する 本務 は その他す 

ベ ての 本務 を蔽ひ 得る 力 を 持た す、 わたくし 達が 社會 生活 を 完成す る 上に ついて 持つ 多くの 本務 

の 中の 或る 一 つで あるに 過ぎない。 これまで 我 國の道 德學者 は、 すべての 本務 を 最初 は 個人的、 

入 格 的、 圃際 的に 說 いて 行く に拘ら や、 國 家に 對 する 本務 を考 へる 時に なって、 与ん に それまでの 

成 を國 家に 對 する 本務へ 譲つ て 了 ひ、 その 道德的 立場 を 國家的 何々 主義と 呼ぶ のが 通例と なり、 

それ は 現在の 道德敎 育の 常識に さ へな つて ゐ るが、 わたくし はさう した 妥協 的の 道德 理解に は贊 

成す る ことが 屮ぃ 來 ない。 

これ も 亦 等しく 一  つの 道德的 本務と して 考 へられる 「孝道」 は、 わたくし 達の 生活に 最も 親近 

の 關係を 持つ 父母に 對 する 本務で ある 以上、 それ を 否定す る こと は 恐らく 人類の 本能 的 感情に さ 

へ 背反す る もので あらう。 しかし 同時に わたくし 達 は 孝道と 中 封建時代に 特有の 社會 形式で あ 

つた 大家族 主義と を 混同すべき ではない。 近代 產業 文明 は 生活の 單 位を侗 人的なら しめ、 隨 つて 

大家族 主義に 特有の 財產觀 念、 家庭 觀念 など を壞 滅に歸 せしめた が、 社會 制度の 必然性に 立 卿し 

た その 新ら しい 孝道の 理解 は、 本務と しての 孝道 を 本質的に 破壤 したので はない。 また 偶人が 社 

會 形式に 對 して 持つ 關係 はすべ て 人格主義 的に 更改 せられた 今日の 理解と して、 個人 は 家庭 ゃ兩 

親の 所有物で はなく、 父母と い へど も その子の 人格の 自律 性 を 害して はならない と考 へる こと も、 

當然 容認 せらる ベ き 孝道の 新 理解で あらう。 
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右の 如くに わたくし は 「忠義」 と 「孝道」 と を それぞれ 一 つの 道德的 本務と して 觀 察し、 それ 

の 基礎 づけ を 道德の 認識論と 近代 社 會科學 の 上に 求め、 それより 不可解 的な 或る 神秘性の ヴ H 1 

ルを 取り去ら うと 思 ふが、 しかし 認識論 的に 考 へて さへ、 忠義と 孝道との 實現 形式 は、 その他の 

本務の それと 著しい 相違 を 持ち、 隨っ てこの 二つの 本務に は 或る 色？ I き 特性の 纏 ひついて ゐるこ 

と を わたくし は 否定し ようと 忍 ふ もので はない。 これら 二つの 本務 を 取り除 い た その他の もの は、 

人類の すべ て へ 平等に 妥當 し、 實 行者の 個々 性 を 考慮す る 必要 を 持たない が、 忠義と 孝道と は 或 

る 特殊の 侗人を 中心とし、 人類の すべてへ 平等に 妥當 せす、 或る 特定の 對象者 を 除いた その他の 

人類に 對 して は、 寧ろ 排他的に 働き かける。 言 ひ換 へれば、 忠義と 孝道と について だけ は、 それ 

の寳現 者 を 甲と か 乙と か ある 具體 的の 個人に 限定し ない 限り は、 それの 形式 を 何とも 決定す る こ 

とが 3： 來 ない。 一般の 道德的 法則の 普遍性に 對 せしめられた 忠義と 孝道との この 具體 性、 特殊性、 

個人性、 排他 性 はいかなる 理論 基礎の 上に 成り立つ たもので あらう か。 隨っ てまた それの 道德的 

惯値を いかに 考 ふべき であらう か。 わたくし は それ を 次 の やうに 解釋し て ゐ る。 

わたくし 達の 生活 はすべ て 根本的に 人格の 統一 を 示して ゐる。 生活が M に 進展して ゐる とか、 

創造的で あると か. S ふこと も、 原本 的に は 生活が 斯様に 傲烈な 統一 行動 を 絞け てね ると いふ こと 


であり、 統一 行動 を 離れて は 生活 も 人格 もない。 その 統一 が 生活 自身より 內面 的に 發展 し、 自ら 

生活 Q 本質 を 求めて 深化し 行く こと は 自我の 根本的 行動で あり、 そこに 直ちに 「道 德」 が 成立す 

る。 道 德とは 人格の 自律 的 自己 限定の 表現 だ。 わたくし 達 は 思惟の 便宜と して、 右の 如き 自己 限 

定の 人格 を 抽象的に、 一般的に 考 へて 行く が、 その 人格の 行動が 基礎と なって、 そこに は 幾多の 

道德的 本務が 成立す る。 しかし 貫に 統一 の立體 となる 人格 は、 かく 思惟の 對象 となった 抽象的 概 

念と しての 人格であって はならない。 それ は眞に 生活して ゐ る具體 的、 偭 人的の 人格 そのもので 

なければ. S けない。 自己 限定 を爲 しつつ 動く 生活の 全人 的 行動 そのもので なければ. S けない。 そ 

れは 普遍 を 含む 侗性、 一般 を 含む 具體 だ。 今 若し 道德的 生活 表現の 主體 が、 さう した 具體 的、 個 

ん的、 行動 的の 個人 その も Q であると 考 へられた とすれば、 そこに 實 現せられ て 行く 道德 形式 は" 

すべて 具體 性、 特殊性、 個人性、 排他 性 を 持った それと なるべき である。 だから 道德 はすべ て 個 

人の 實 行の 問題と なった ときには、 具體 的、 特殊 的、 個人的、 排他的の ものと なる。 言ひ換 へれ 

ば 道 德的實 質 は 歷史性 を 持つ ので ある。 ただ それらの 本務 は 抽象的に も 思考せられ 得る から、 そ 

の 場合に 普遍的、 一般的の ものと して 考 へられる に過ぎない。 忠義と 孝道と は、 具體 性、 特殊性- 

個人性、 排他 性 を 離れて その 意義 を 持ち 得な. S とすれば、 その 意味 は 右の 如くで あり、 隨っ てこ 

の 二つ Q 本務 は、 人格の 道德的 行動 を それの 起點に 近く、 出来る限り 原本 的に 表現した ものと. S 

ふべき であらう。 忠義と 孝道との 本務と しての 特殊性、 隨っ てこ cn 一つの 道德的 原理の 本務と し 
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ての 原本 性 は、 直ちに 右の 論理的 構成が 基礎と なって 誇 明せられ る。 わたくし は 次に なほ 進んで 

忠義と 孝道の 人格 的 根據を 求めて みょう。 

道德の 本質 は、 先き に 述べた 如く 人格の 根本的なる 統一 行動に 求められる とすれば、 道 德の基 

礎 は： 面 的に 人格の 根本的 行動の 上に 建設 せらるべき であり、 それと は內面 的の 關係を 持たない 、 

或る 外的の 基礎の 上に 建設 せらるべき ではない。 然るに 從來 忠義 や 孝道の 論理的 基礎 はさう した 

人格の 內面的 行動 以外の ものに、 外的に 求められた。 

例へば 牵 道に ついては、 父母 は 我れ を 生み、 我れ を 養育した から、 父母に 對 して 報恩の 行爲を 

しなければ ならぬ とい ひ、 忠義に ついては、 歷 代の 天皇 は 仁政 を 施した まうた から、 皇窒 は國民 

の總 本家で あるから、 日本の 國民 はすべ て國 家の 擁護 を 受けて ゐる から、 天皇と 國家 とに 對 して 

忠義 を盡 さねば ならぬ と說 かれ て來 た。 現 に 小 學ゃ中 學で敎 へられて ゐる 忠義 や 孝行 の 論理的 根 

據 はたし かに それで ある。 しかし これらの 解釋 によって、 いかにも 道德は 合理的の 根據を 得た け 

れ ども、 その 根據 となった もの は 道 德に對 して 外的の もので あり、 この 合理的 S 元によ つて 本務 

の 道 德性は 全く 抹消せ しめられ たので ある。 忠義と 孝道との この 說明 は、 結局 は 功利的の も Q だ。 

その 最後に は、 個ん の 利己的 本能 0 上に 道德が 建設せられ、 道德の 意義 は 利己に 外ならぬ ことと 


なる ので ある。 

これに 反して わたくし は、 道德の 意義 を 自律 的 Q ものと 見て ゐ るから、 5 かなる 道德も それに 

は本來 感情的 基礎が 存 すると 考 へる。 本來 何等の 道德的 感情 も自發 的に 湧き 屮 I て 来ない 人格に 對 

して は、 適法 性 を 語る こと は 來ても 道 德性を 語る こと は 可能で ない。 道德が 自律 的 だとい ふこ 

とも、 結局 Q ところ 道德は 道德的 感情 を 基礎と なし、 それにより 悅んで 容認 せられる こと を 意味 

する に 外なら ない。 ffM 子が 四 端の 說を 論じた の も それ を 意味す ると 見なければ ならない。 だから 

わたくし 達 は 忠義 や 孝道の 論理的 基礎 を 求める と. S ふ 場合に も、 先づ 原本 的に わたくし 達に は忠 

義ゃ 孝道の 道德的 感情の 存在す る こと を 容認し、 次ぎに それらの 感情 は單に 本能 的の ものである 

とい ふだけ ではなく、 それに は 或る 內面 的な 人格 的 意義、 レり 適切に 言へば 先験的 意味が 含まれ 

て ゐるこ と を 論證す る Q でなければ なるまい。 この 見方から すれば、 これまで 忠義と 孝道 と の 論 

理的根 據を證 明す る 仕方 は 甚だ 不完全な ものであった。 

わたくし は 忠義と 孝道と について、 それの 道德的 感情が わたくし 達に 本能 的に 存在す る こと を 

否定し ない。 何故 なれば、 忠義の 本能 的 感情 はわた くし 達が 人格の 地域的の ひろがり、 換言 すれ 

ば 人格の 橫の ディ メン ショ ン において、 孝道の それ は 人格の 歷 史的 連績、 換言すれば 人格の 縱 Q 
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デ ィメ ンショ ン において、 自己 Q 立 脚す る 地 點を 本位と す る 地 方 主義 的 Q 本能 を 根基 とする も 

であるから。 しかし そ Q 本能 的 感情 は 同時に その 中に 人格 的 意義、 換言すれば 先験的 意義 を內在 

せしめて ねる 0 

孟子 は 「大孝 は 身 を 終 ふるまで 父母 を 慕 ふ。 五十に して 慕 ふ は 予大舜 に 於いて 之 を 見る」 とい 

つたが、 孝の 根本主義 を 「慕 ふ」 感情に 置いた こと は、 本務と しての 孝道 を 人格の 本能 的 感情に、 

最も 近く 位 iiSl せしめた もので あらう。 然 らば 親 を 慕 ふこと Q 意味 は何處 にある か。 慕 ふと は 人格 

のす ベての 內容 がそれ の 原本 的 統一 の 深い 底 を 慕 ふ Q である。 統一す る 行動 は 反省 せられる こと 

が W 來な い。 隨 つて 一つの 統一 の 行動 を 前提し、 かくして 統一 は 人格の 無限の 底に 向って 還元す 

る。 それが 慕 ふことの 意味で あり、 隨 つて そ Q 慕 ふ 感情の 無^の 遡源 は 孝道の 構成 的意昧 となる 

であらう。 

孝經は 「孝 は 父 を 厳ぶ より 犬なる は莫 し」 といって なる。 尊ぶ と は 統一 行動の 主體 とな るん 格 

の 品位に 對 して 經驗的 意識が 尊ぶ Q である。 統一 行動の ない ところに は 尊ぶ 感情 もない。 然 らば、 

「蔬 ふ」 と は 絃局は 「尊ぶ」 ので ある。 自己 Q 根本的 統一 行動の 主體 となる 人格 を內面 的に 慕 ふ 

こと は、 直ちに その 人格 を 尊敬す る 所以で あり、 その 尊敬 心の 還元せられ ると ころ、 父母の 尊敬 

する 孝道の 感情と ならぬ 譯に はいかない。 程 子 は そのこと を、 「身 は 父母の 血 氣に資 て 以て 生る 

る も Q 也。 その 道を盡 せば 則ち 能く その 身 を 敬す。 その 身 を 敬す る もの は 則ち 能く その 父母 を 敬 


す矣」 といって ゐる。 

孝道の 論理的 意義が そこに ある ものと 見れば、 忠義の 本能 的 感情に ついては それと 全く 同じ S 

ことが 繰り返して 言 はれ 得よう。 忠と は卽ち 信で ある。 「^^敎要錄」 は 「忠は 心 上に 就いて 說き、 

信 は 事 上に 就いて 說く」 と 論じて ゐ るが、 人格 Q 統一的 行動が その 深き 底 を 慕 ひ、 その 底に 歸る 

は忠 であり、 かくして 統一 せられた 全體的 形態 は 信で ある。 忠の 要旨 は 「本に 報じ 始めに 反る」 

ところに ある。 

六 

わたくし 達の 道德的 本務と しての 忠義と 孝道との 論理的 基礎 を 求める 仕事 は、 旣に 達せられた。 

しかし 忠義と 孝道と は、 日本の 民族の 傳 統的歷 史的 信念 を 離れて 抽象的に は その 意義 を 持ち 得な 

い ものであるから、 わたくし は 次に それらと 結びつけて 取り離される ことの 出来な. S 民族的 信念 

の 主なる ものに 對し、 一 言の 新 解釋を 附記して 置かう。 

「天壌と 與に窮 りなし」 は 日本 民族の 忠義と 道德 との 根本的 信念で ある。 それ は單に 皇位 ゃ國 

家の 現 實的速 綾 性 を 言った に 止まる もので はない。 それ は 生活の 統一 の 無限に 進展して 止まる と 

ころな きこと、 道德的 理念の 實 現の 無限に W つ て 完成せられ ない こと を斷 言し、 その 根本的 統 一 

行動 の 熾烈なる こ と を 確信した も ので ある。 
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皇室 は 民族的に 國 民の 總 本家で あるとの 根本的 li;^ 念 は、 新ら しい 植民地の 存在す る 今日、 旣に 

事實 的に は 矛盾す る ものと なった。 しかし それ を事實 的に 證 明して ゐた 從來の 仕方 も、 道 德性を 

事實 性の 上に 基礎 づけようと 努めた、 無益な、 また 誤った 企てであった。 道 德とは 人格の 統一 で 

あり、 その 統一 は 人格の 唯一 の 深き 底に 向って 報 本反始 する ことで ある。 この 根本的 信念に 隨へ 

ば、 わたくし 達の 自ら 組綠 する 國 家の 主權者 は國 民の 生活の 總 本家と して 確信せられ るで あらう。 

すべ ての 道德は 忠孝 を 本と すると Q 根本的 信念 は、 國 家に 對 する 本務 を 以てすべ ての 本務 を蔽 

ひ 得る と 信じた 時に 誤謬と なる。 忠孝 は 人格の 統一 、 卽 ち道德 的行爲 の具體 性、 特殊性、 個人性、 

排他 性 そ Q もの を 最も 原本 的の 形式に おいて 表現した もので あり、 すべ ての 道德も それが 眞に實 

現せられ る 時には、 それと 同じい 具體 性、 特殊性、 個人性、 排他 性 を 持たねば ならぬ と 確信 せら 

れる ことが それの 正しい 意味で なければ ならない。 天孫 降臨のと き 天照大神 は 天壌無窮の 神勅 を 

下し 給 ひ、 更に 御手に 寶鏡を 持ち 給 ひて は、 「吾 兒 この 寶 鏡を視 まさん こと 當に 吾を視 るが ごと 

くなる べし」 と宣 はせられ たが、 寶鏡 を視て 人格の 進展の 原本 を 慕 ふこと に、 忠義と 孝道との 國 

民 的 信念 は證驗 せられて ゐる。 

最後に 「忠孝 一 木」 は、 我が 國民 道德の 根本的 信念で あるが、 その 意味 は 忠義と 孝道と その 實 

現せられ て 行く ディ メン ショ ンを 異にする にせよ、 それの 論理的 意味 は、 人格の 底への 報 本反始 

において 歸 一 せられる ことの 確信に あると 考 へ なければ ならない。 


歷史 生活 は、 それの 精神的 货物を 離れて 何等の 意味 を も 持つ ことが 屮 I 来ない。 傳統的 信念 を滅 

ぼす こと は歷史 生活 を 滅ぼす ことであって、 それ は 不可能の 途 でも あれば また 價値 のない 企てで 

も ある。 傳統 的道德 としての 忠義と 孝道と から は、 それの 歷史 性の 奪 ひ 去らるべき もので はない。 

それ はた だ 批判せられ なければ ならない。 新ら しい 見方から 解釋し 直されなければ ならない。 

.1  f 女性 改造』 (大正 十三 年 十月 ss> 


旱天 を 望んで 

もうこ れで 旱天が 幾日 續く か。 秋 も旣に 立った とい ふ Q にこれ はまた 何とい ふ 暑さで あらう。 

併し 暑い 位 はどうに でもなる。 この 服 前の 干 上った 田圃 はどうな るの だ。 農民 達の 額に は 深い 失 

望の 色が ある。 さう した 中に も 私 は 今 美しい 風景 を 見た。 それ は 京洛の 年中行事 として 有名な 大 

文字の 火が ともった こと だ。 私の 書齋 から 望めば、 東 山、 北山、 西 山の あっちに も 此方に も大文 

字 や 船 形の 火が 大きく 山の 半 腹に ともって ゐる。 これ は 確かに、 現し 世に 見る 最も 美しい 幻想の 
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表現に 相違ない。 

それらの 火 をと もす 下 Q 村で は 水 喧嘩の ために 村民が 夜半に 半鐘 を 鳴らして ゐる。 鋤 や 銀 を も 

つての 殺傷 も 起った。 今 は 盆 だとい ふのに 盆踊り どころ の 沙汰で はな. S と. S ふ。 それ だのに かう 

した 大文字の 火 だけ は 村の 獨 力で ともって ゐる。 文明 は どんなに 進み、 人間 は どんなに 巧 智に走 

つたに せよ、 かう した 美し. S 習俗 だけ は 今後 永久に 殘 して 行きたい。 大文字 は、 イルミ ネ ー ショ 

ン などと は 比較の S 來 ない 美し さ を 持つ。 單 純で 雄大 だ。 それ は 現實を 遊離した 假 想の 世界 を 我 

我に 見せて くれる。 それ を 通じて 我々 は 我々 の 祖先の 長い 歷史 生活と 結びつく ことが 屮：； 來る。 そ 

して これら はすべ て 文明の 進む とともに 我々 の 資本主義の 文明、 産業 主義の 文明に は 見られな く 

なって 来た 美しい 傳統 生活の 特色 だ。 

雨 乞 祈願が 到る ところで なされて ゐる 。そのために は隨分 風變り の神怫 祈願 も 行 はれて. Q るら 

しい。 その 祈願が ただの 純情から 出て、 神怫を 祈願 するとい ふなら ばよ い。 程度 は それよりも 進 

めら れて、 大抵の 場合 全くの 迷信に なって ねる Q は殘 念で ある。 けれども さう した 迷信 は、 まだ 

まだ 我國 の社會 から は 消失して ゐ ない。 これ を 打破し 得る もの は敎育 だけ だが、 天 變ゃ病 災に對 

して 奇怪な 迷信が 現在の やうに 强く 流行して ゐる やうな ことで は、 我々 はま だ 容易に 我 國の敎 育 

の 普及に 樂觀 して はならない とい ふ氣 がする。 神官 や 僭 侶な どが、 こんな 場合に なると 自ら は そ 

0 神佛 祈願と 天候 Q 自然と 全く 無關係 だとい ふこと を 知りながら、 故意に 民衆に 祈願 をす すめ、 


時流に 阿附 する 態度 を 取るな ど は 最もい やしむ ベ きで あると 思 ふ。 

民衆が 祌怫に 祈願す る 態度に 隨 分不眞 面目 の ものの ある こ とも 蔽 へ な い事實 だ。 例へば 中には 

殊更に 神の 怒り を 買 ふために 神聖なる 靈 場を瀆 し、 それ を 以て 雨 乞 ひの 一法と して ゐる ところが 

ある。 池 水の 最後の 一滴 を も 奪ひ盡 くして、 從來は 神聖 犯す ベから やと せられた 池 中の 龍 宮ゃ鳥 

居 の 神秘 を 早天 にさら し、 以て 平然たる とこ ろ も あ る 。 

これらの 實例を 見れば、 單に 純情 を 以て 神怫に 祈願 するとい ふ も Q も、 ra^ して どれ だけの 純情 

を 持つ のか 隨分 疑問と なる。 彼等 は 淸淨な 宗教心から 神怫を 祈る ので はない。 彼等の 新 願の 動梭 

はた だ 雨 を 降らす とい ふ 利害で ある。 だから 彼等 は、 この 利害 心 を さへ 滿足 せしめ 得る 結果 を與 

へる ものなら ば、 神怫を 侮蔑しても 憚る ところ はない の だ。  . 

私 は 迷信 を 排斥す る。 併し 現代人の 心理から 淸淨な る 宗敎の 失 はれた こと を も 否定し ようと は 

思 はない。 そして 暗い 迷信と 現實 暴露の 反 宗教心と が、 時代 空氣の 中に 併行して ゐ るの も 痛まし 

いこと だ。 重ねてい ふ。 私 は 科 學の敎 養 を 以て 民衆の 迷信 を 打破して 行きたい。 けれども 我々 の 

魂の 美し. S 根 だけ は、 功利の 現實の 中で 暴露して 行きた く はない も Q だ。 田圃の 水 は 涸れる。 け 

れ ども 魂の 根に 湧く 泉 はつねに 深く 涸れる 時がない。 田圃の 水 を 養 ふとと もに 文明 生活の 根源で 

ある この 魂の 根に 湧く 泉 を も 養って 行きたい。 それ は 迷信 を 打破す る 敎育を 積む とともに 愈- 深 

めら， d て 行く 生活で ある。 —i 代』 (大正 十三 年 十月 S) 

四 四 九 


il 五 〇 


丘の 上に 立って 

この 晴れた 獒 しい 靑空。 

秋の 日 を 過ごす に は、 小さな 丘の 上に 越した こと はない。 私 はさう した 丘の 上で 雜木 林の 中 を 

くぐりぬ けて は、 いろいろ のこと を考 へて ゐた 少年 0 日 を 忘れる ことが 出来ない。 今 かう して 私 

の 書齋の 窓から 眺めて ゐる だけで も、 美しい 丘 は 四つ 五つ 見える。 全體 がまる い 形 をして、 頂上 

の 平らに なった ところに は 立 木の 大きな のが かたまり となって ねる。 あそこに は どんな 社が ある 

の-だら う。 それとも きり 開かれた 畠が あるの か。 私の 心に は. S ろい ろの 空想が 湧く。 晴れた 秋の 

空 だけが 1® の 上に 深く 遠く 輝いて ねる ので ある。 —i 代』 (大正 十三 年 十一 3 き 


生活の 一隅 

人間 はヴ イジ ョ ンを はっきりと 持つ ことが 必要 だ。 

論理 はヴ イジ ョ ンを 正しく 指導し、 また それの 創り 31 される 經過を 助け はする が、 自分自身で 

それ をつ くり 31 す 力 を 持たない。 

創ら れたヴ イジ ョ ンは、 必す はっきりして ゐ なければ. S けない。 それに 深く 沈潜す る ことによ 

り、 また 論理 を 以て それ を 批判す る ことにより、 最後に また それと 現實 との 對向を 以て、 現實の 

缺陷を 深 劍にヴ イジ ョ ンの 上に 印刻す る ことにより、 創ら れたヴ イジ ョ ンは 及ぶ 限り はっきり さ 

せられて 來る ことが 必要 だ。 

敎 育と S ふやう な、 直接に 人間 の 生長に 關係 する 仕事に 携は る もの は、 特別 にさう した ヴィ ジ ョ 

ンを 持ち、 持った ヴ イジ ョ ンを はっきり させて 行かなければ ならぬ。 

私 は 近 來の敎 育 者 は あまりに もさう した ヴ イジ ョ ンを 持た す、 また 持った ヴ イジ ョ ンを はっき 

りさせる ことに 骨 を 折って ゐな いと 思 ふ。 それが すべて、 現代 敎 育に 力 を 持たせな いことの 根本 
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の 理由 だ。 私達 は必卞 しも 敎 育の 論理 家 を 求め はしない。 旣に 先づ敎 育に 醉 ふことの 35 來ろ人 を. 

求める。 

少壯 思想家の、 いよいよ 敎 育の 「學」 に 精 注す る もの ある を 見る ごとに、 私 は 常に 右の こと を 

Jg! 戒 したくなる。 我 國の專 門 敎育學 者 を 見よ。 彼等 はよ く敎 育の 實際を 云々 する が、 自身の 想像 

世界 裡に、 はたして 「新ら し. S 世界」 のヴ イジ ョ ンを 持つ だら うか。 そ 0 敎育 により 改作せられ 

た 最後の 人間 社 會むヴ イジ ョ ンを 持つ だら うか。 

「自由」 の 論理 を 精細に 弄する もの はかなり に 多い が、 「自由」 のヴ イジ ョ ンを はっきりと 持 

つた 敎育家 は 甚だ 少ない。 けれども 見よ、 ルソォ の 「自由」 は  一 Q 論理た る 前に、 先づヴ イジ ョ 

ン として はつ きり $^設 せられて ゐた ではな い か。 

私達 は 3^ 來る 限り 他人 を 善 解したい。 それ は 自分 を 生長させる と 同時に、 他人 を、 また 社會を 

生長させる 仕方 だ。 

かう すれば 私達 は 他人 を 善 解す る ことが 3^ 來 ると 思 ふ。 その 事業 を 見て 不滿が あれば、 そ 0 人 

を 見よ。 その 人 を 見て 不滿が あれば、 その 事業 を 見よ。 

私 は 古人に 就いては 多く そ Q 人 を 見て その 事業 を 見す、 今人に 就いては 多く その 事業 を 見て そ 

の 人 を 見ない ことにして ゐる。 何人 かその 生 時に 彼の 人格 を 完成す る ことが 來 よう。 現に 生き 


てゐる 人の 人格の 缺陷を 私達 は何處 かで 見出す ことが^ 來る。 また 何人 か 彼 Q なした 事業 を、 彼 

Q 死後 永遠に 161 り價 値の 高い ものに 止めて 置く ことが 出来よう。 前人の いかなる 事業 も 後人の 見 

ると ころで は 割引 せられて ゐ るの だ。 のみなら. f 彼は旣 にこの 世に 生きて ゐ ないから、 彼の 人格 

や 事業 や への S かなる 批評に 對 しても、 彼 自身の 意圖を 語って それの 辯 護 を なすこと が 出来ない 

の だ。 

現に 生きて ゐる 人の 人格 や 事業に 多少 の 不満が あるに しても、 その 何れ か に 甚だす ぐれた 特色 

が あると 考 へ た ときには、 私達 は 骨 を 折つ て 彼の地 位 を 社會 的に 有名な ものと してやる がよ い。 

社會的 地位 を 持った ものの 活動 は、 おの づ から 社 會 的の 批評 を 受けなければ ならぬ。 また 彼 自身 

その 批評 を豫 期して 活動し なければ ならぬ。 それ はおの づ から 彼の 人格と 事業と を 純化せ しめ、 

且つ 社會は それより 大 いなる 利益 を 受ける ことの 出来る 仕方 だ。 

最も 大ぃ なる 人物 は、 その 人と その 事業と、 併せて 偉大なる も Q であるが、 さう した 偉人 をの 

み 他人に 期待す る こと は、 爲 に 社會と 自己と を 愛育す る 所以で はな 5。 

すでに 外 光は溫 かにな つた。 私の 窨齋 から 見て ゐ ると、 野の 小川の 向 ふ 岸から 私の 家を寫 生し 

てゐる 幾人 かの 子供達が ある。 何とい ふ 嬉し さうな、 また 熱心な 寫生 振りで あらう か。 天 氣が溫 

かにな つてから は、 入り替 り 立ち 替り、 毎日 その 寫生 姿が 見られる。 ついこの 間な ど、 ひどい 雪 
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が 降り 、西風が 强. S のに 平氣で 描いて ゐる 二人の 女の 子供 を 見た。 

然るに 近頃 はまた かう. S ふ 風景 も 見られる の だ。 師範と 中學 との 學生達 だ。 書冊 を 開いた なり 

で 野途を 歩き、 小川の 向 ふ 岸に 腰をおろして はまた それ を讀 んでゐ る。 目下 何 處の學 校で も試驗 

最中 だから、 敎科 書の 諳記 を やって ゐ るの だ。 だが その 風貌 0 何と， S ふ元氣 のない ことか。 腰 は 

まがり、 擧動 はに ぶく、 精神の 落ちつき 場處 は何處 かへ 置き忘れられて ゐる。 これが 今 r 敎育」 

を 受けつつ ある 青年の 姿態 か。 r 敎育」 と は 何とい ふ淺 酷な こと をす る もの だ。 

或る 知人が 手紙で かう いって 来た。 「今夏の 縣講 習會 にあな た を 講師と してお 招きす る やうに 

推薦して 置いた のです が、 委員 會〇 人達が、 あなたで は 思想が 新ら し 過ぎて 困る とい ふので 否決 

してし まひました。 云々。」 傷害 を 受けて ゐる 私の 聲帶を 恢復す るた めに、 今年 中 私は絕 對に講 

浪 をし ない といって いたのに、 この 知人 はあく ま で も 私を縣 へ 推薦し て 居られた も の と 見え る 一 

それにしても、 私の 思想な ど を 新ら し 過ぎる といって けんのん がる 敎育 家の 思想 水準に、 私 はい 

つもながら 微笑 を 漏らさなければ ならなかった。 これと同じ 通信 は、 西から も 東から も來 る。 私 

の 講演 を 忌避した ところ は 單に數 箇所に 止まらない。 だが また 非常に 危險の やうに 思 ひながら、 

こ は ご は 開いた 講演 會が、 少しも 危險 ではなく、 却て 敎政 當路 者に 悅 ばれて 苦笑した 場合 も 一 再 

ではない。 それにしても； # などの 思想 を 危險視 して ゐ るの は、 實は 私の 書いた もの をよ く は讀ん 


でゐ な. S ところから 來る Q だ。 そ して 私が 評論に、 主と し て 社會 問題 を 取极 つて ゐ ると S ふ それ 

だけ Q ことが、 い つも 彼等に 危險 がられる 理由と なる の だ。 「社會 問題」、 その 首 葉 を 聞いた だ 

けで、 もうふる へあがる 敎育 家の あまりなる 滑稽 さよ！ 

丁度 その 時 新聞 を 開いたら、 日頃 私の 尊敬して ゐる島 崎 藤 村 氏が ラ ッ セルに ついて 書. S て 居ら 

れた。 その 終りのと ころで かう いって ある。 「この 言葉 を、 面白 S と 思った。 それば かりで はな 

く、 新ら しい 理解の 方法に よって 人間の 生活 を 見直さう とする 溫. S 心が 分って 來 てから、 それ ま 

であ まり 注意す る氣 にもなら す 何となく とげとげした 英吉利 人の やうに 思って ゐたラ ッ セルと い 

ふ 人が 異 つて 見えて 來 た。」 

本當 にさ うだらう。 島 崎 氏の やうな 人から は、 社會 問題の 中に 突入して ゐ るラッ セル 氏が 「と 

げ とげした」 んに 見えた であらう。 社會 問題 を 論す る 人、 社會 運動 をす る 人、 プロ レ タリ ァ文藝 

を 創作す る 人、 それら はすべ て 世間から は、 何かとげ とげした、 感じの 荒つ ぼい、 詩の 世界の 分 

ら ない 人物の やうに 見える であらう。 そして この 感じ は實は 外面 的の ものに 過ぎない の だ。 その 

批評 をした 人達 は、 實は 我々 の 書いた ものな どを讀 まないで、 ただ 「社 會 問題」 とい ふ 言葉に 對 

し、 自分で 勝手な 幻像 をつ くり、 そ Q 幻像に おびえて ゐ るの だ。 

「新ら しい 理解の 方法に よって 人間 Q 生活 を 見直さう とする 溫. S 心」 を 持って ゐれば こそ、 現 
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在の つめたい、 機械的な、 そして 生活 を 虐げる 社會 制度に 對し 極度の 憎惡を 感じ、 それ を 變改し 

ようとの ー舆氣 を 振 ひ 起す ので はない か。 社會 運動に 飛び込む 人の たれ 1 人が、 その 溫 かい、 詩的 

な、 こまかい 感じ を 持って ゐ なかった であらう か。 島 崎 氏で さ へ これ だ。 我々 の 世界の ほんの 僅 

かな 一端 だけで もが、 社會に 理解 せられる ni の來る こと は 容易で ない との 決心 を、 私 は 今更 Q や 

うに 强 めなければ ならなかった。 

私の 書いた 無産 褒藝術 論に 同感した といって 手紙 を くれた、 詩 をつ くる 小作人が ある。 また 鍬 

を 取り な が ら藝術 を 創る 年來 の 希望が 叶ひ鄕 里へ 歸 山した といって 通知して 來た雜 誌 記者 が ある。 

何れも 私に は 未見の 人で あるが、 その 人達の 將來に 私 は ひそかに 幸福 を 祈った。 二つ Q 手紙が 同 

じ 時の 配達で 私の 手許に 屆 いたの も 不思議な ことであった。 

そ の 小作人 は 手紙 の 中で 詳しく 自分の 生活 を 語 つて ゐる。 それ を讀ん で 私 は 暗 の 心に みたさ 

れた。 彼 は どんなに 文 藝の途 を 心がけても、 自分の 生活から は 結 尉に 拔け 出す ことの 中： 來 ない 運 

命 をに な はされ てゐ る。 ただの 所謂 農民 文藝. と は 違った、 無産者の 農民 文 藝へ志 ざした 彼の 徑路 

に は、 必然的な 現實 さが ある。 けれども 都會の 生活から 故 鄕へ歸 山した 人の 行く 途に は、 架して 

それだけの 必然性が あるか どうか。 私 は 多少、 後者の 雜誌 記者の 進む 途に 疑問 を 投じないで もな 

い。 しかし：^ れ にせよ、 それら は 正し. S 途 である。 私 はあくまで も 彼等の 將來に 幸福 を 祈って や 


まない の だ。 

書くな、 書くな、 自己の あかし を。 社 會の戰 ひの 雜 兵と なること を 志願した 自己の あかし を。 

戰略は 自らの 屬 する 聯隊に つ. S て だ. - 一 一等卒 は默々 として その 戰 略の 下に 動 S て 居れば よい。 

幾つ も 幾つ も 約束して ある 論文 最初の 間 は それが 實に偸 快に 書け る。 こみ上げて 来る 感情 

をお さへ おさへ 紙 Q 上に 自分 を 投げ 3^ す。 靑. を 窓から 見上げ、 澄んだ 靜 かな 心で ベ ンを 執る 

時の 嬉し さ。 けれども 締切 日 近くな つて 來 ると 流石に 書く ことが 重荷と なる。 しま ひに は 書く こ 

とが 本當に 苦しい 「行」 となる が、 それでも 自分 はべ ンを 捨てない。 頭ば かりが 澄んで、 その 時 

私 は 何 だ か 不思議な 感 じに 襲 はれる ので ある。 

さう した 幾日 かの 後 やっと 私 は 仕事から 解放 せられる。 今日は 五十 目 減った。 次 日 は 三十 目、 

次々 日 は 二十 目と、 私の 體重は 仕事の 間日增 しに 減じて 來た。 食欲 もす つかり なくなって しまつ 

た。 けれども その 仕事 を 終った 時の 悅び は、 他の、 何事に も換 へられな いもの だ。 

書く ことの 仕事が 終った からと. S つて 私の 仕事 はすつ かり 中止せられ たので はな い。 私 は その 

日から もう 猛烈に 讀書を 進める。 仕事に 費す 勢力の 分量 は、 恐らく は 前の 時よりも 多いで あらう- 

それ だのに 私の 健康 はぐん ぐんと 恢 夜して 行く。 體重 も增加 し 出す。 
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蔽 ひかぶ さつ たもの を 持つ て ゐる. I と い ふ こ と の 意識が、 どれ だけ 私達の 生活に 障害 を與 へ 

るか。 仕事 は 私 を 疲らさない。 先の 方に 仕事 を 持って ゐ るとの 豫 期が、 すっかり 私 を 打ちのめし、 

疲らす の だ。 

それ は 誰に 就いても 一 百へ る ことで あらう。 私の 「蔽 ひかぶ さった 物」 は、 私に 取り 一 つ „3 創造 

の 仕事 だから、 苦し いといっても 我慢の 出来る、 むしろ 心の底で は 嬉しくて たまらぬ 「重荷」 な 

Q だ。 それが 意味の ないた だの 拘束、 ただの 壓迫 であったら どんなに 不倫 快で あるか。 現に 敎育 

家の 上に 蔽 ひかぶ さった この 多くり 不偸 快なる 「重荷」 よ。 それから すっかり 解放 せられる 曰が 

來た とし たら 、 敎育家 の 活動 は どんなに 生氣 ある ものと なること か。 

星 一 I 今夜 はた だ 一 つ の 星 を 求めたい 夜で ある。  <  大正 ±ー！き 月) 

「敎 育界の 革命 兒 だ！」 とい ふ 場合に、 「彼 は ルソォ の やうな 人物 だ！」 とい ふ 批評 を 下す も 

のが 多い。 わたくし は それ を 見て ひそかに 苦笑 を 漏らす ものの 一 人で ある。 

今の^、 敎育界 の 革命 兒と 呼ばれる もの はいかなる 人物で あるか。 全國 を. S そがし く 汽車で 乘 

り 廻し、 いかなる 會合 にも 出て 演說 をな し、 激越なる 語調 を 以て 現代 教育 を 5 馬 倒す る 騒 狂的なる 

男、 それが 革命 兒 であると いふ。 それ も 確かに 一 種の 革命 兒 では あらう。 しかし 少なくも ルゾォ 


は、 この 意味 Q 風雲 兒 ではなかった。 また 時世への 普及 を悅 ぶ人氣 男で もなかった。 彼 は 常に 孤 

獨 であり、 時世よりの 隱遁 者であった。 彼が 時流 を 罵る 聲は、 その 獨 居の 寂寞から 發 せられた も 

ので はあって も、 雜 然として 集まる 公衆の 前に 立っての 愤激 の！^ ではなかった。 

そして ルソォ の 言 紫 は、 いかなる 場合に も 野卑 激越なる ものではなかった。 それ はつねに 整然 

たる 形式 を 持ち、 內容 として は沈潛 的で あり、 時には 沈 1^ 的で さへ あった。 ただ 一片の 短い 文意 

を 書く にも 彼 は^ 來る だけ 綿密の 反堪 をつ づけ * 書きつ 放しの 愚感 など をつ くる ことがなかった。 

ルソォ の 思想の 激越なる は、 その 詞藻に おいてで はなく、 その 懷抱 する 理想に おいてであった。 

のみなら す ルソォ は 世に 流行 せんがた めに その 文 をつ くらす、 その 生活 を 愛育 せんがた めに その 

思想 を 創った ものであるから、 勢力 絶倫なる 政治 運動 者の やうに 忙しく 立ち 廻って、 その 思想 を 

世に 行 はうな どと は 夢想 だ にしなかった ので ある。 

ルソォ は 一個の アナ キス トだ。 しかも 孤獨沈 I おなる アナ キス トだ。 何等かの 方法 を 以て、 自ら 

の 思想 を 他人の 上に 强 制する こと を 好まない。 だから 見よ、 彼の 「H ミ ィル」 Q 主人公 は、 全く 

^ の 流行 を はなれて 靜 かに 自然 の 中に 生きる 生 活 愛育 者 で あ つ た。 

「ェ ミ ィル」 の 主人公 を 人 はしばしば 自然 兒と 呼び、 ルソォ を もまた 自然 兒と 呼ぶ ことが 多い"" 

歷史 における すべての 價値を 否定し、 ただ あるがままの 欲望 を 高調す る 自然人、 或はむ しろ 動物 

者と 呼ぶ ベ きもの をルゾ ォ の 人物 だと 考 へる ことの 愚か さよ。 ル ソォ はか かる 野卑なる 性格 を悅 
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ん では ゐ ない。 近來 世に 流行す る 獸欲滿 足の 小說の ごとき を 彼 は いささか も 推 重す る もので はな 

い。 肉欲の ために 肉欲 を もて あそぶ 如き こと は、 ルソォ の 性格の いかにしても 許し 得な. S ところ 

であった。 それ故に、 ルソォ の 生活 ほど 複雜 なる 戀愛を 以て いろどられ たもの は 少ない が、 その 

何れの 戀愛 交涉も 現代の 所謂 「自然 兒」 のな す 放蕩 遊 逸の ごとく 放肆 卑錢 なる ものではなかった 

0 である。 

ルソォ は 彼と 同時代の 思想家 Q 徒らに 主知的に して 人格の きの 乏しい ことに 愤りを 持ち、 ひ 

た すら 人生の 惯 使を髙 調した 哲人であった。 

「革命 兒」 「自然 兒」 などの 首 葉が 餘 りに 卑俗に、 「現代的に」 理解 せられて ゐる ことに、 ；？^ 

もまた 竊 かなる 憤り を 持たぬ では ゐられ ない。 

ルソォ を 自然 兒と 呼ぶ もの は、 私達の 持つ. S かなる 文明 的 欲望 をで も、 それの 欲する がま まに 

仲 長させる ことが 自然 兒 であり、 ルソォ の 理想 は そこに あつたと 考 へる ものの 如くで ある。 けれ 

ども それ は ルソォ が M 實に考 へ てゐ たもの の 全く 反對 だ。 私達が ありのままに 懷抱 する 欲望の 中 

に は、 じつは 文明 的疾忠 の^らした 不自然なる ものが 甚だ 多分に 含まれて ゐる。 ルソォ はか かる 

文明 的 欲望に 制限 を 加へ、 その 欲 を 出来る限り 簡素に しょうと いふ。 文明 的 欲 を 出来るだけ 

俊 雜に滿 足させよ とい ふ ものと、 それ を 出来るだけ 簡素に 整理せ よと. S ふ ものと、 所謂 自然界の 


理解に お い て これ はまた 何とい ふ 相反的の もので あるか。 

私達 は 文明の 網から 免れ 出る ことが 屮 H 来ない。 また 商業主義の 支配から 完全に 離脫 する ことが 

屮 I 來 ない。 しかし 同時に 私達 は 文明の 與 へる 疾息 をに くまなければ ならぬ。 商業主義が 加へ る 人 

間 性の 蠶食 をに くまなければ ならぬ。 文明の 疾 惠に乘 じ、 商業主義の 罪惡を 利用して、 人生に お 

ける 惯 値の 轉換を 達しようと いふ ほど 蟲 のよ S 處世 法が 世に 多く あらう か。 

人 問 的 欲？ をすな ほに 仲び させて 行く —— と い ふ 一一 百 葉 はじ つに 多くの 危險を 含ん でゐ る。 

カントと ルソォ と、 その 取る 思想に おいて 正 反對の もの だと 考へ てゐる もの も 世に は 頗る 多い 

しかし それ はこの 二 家の 思想の ほんの 表面 だけ を 見た 謬 想で ある。 

力 ントの 思想 は その 原 泉の はなはだ 多く を ルソォ に 置いて ゐる。 ルソォ の 「一 般 意志」 は卽ち 

カントの 人格 概念であった。 ルソ ォが當 時の 主知主義に 反對 して 感情 價値を 高調した こと は、 力 

ン ト が純粹 理論 價 値の 支配の 外に、 道 德價値 や 宗敎價 値の 自律す る 生活 範園 を發 見した ことと、 

本質に お. S て 同じい 仕事で あつたの だ。 

ルツ ォが 誤解せられ たと 同じく、 力 ント もまた 世の 敎育 家に よって は 大いに 誤解 せられて ゐ る- 

I  (大正 十一 一一 年 十二月) 
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一 九 一 一 五 年の 賀詞 

大戰 によって 破壞 せられた 世界 は、 近来 着々 その 生活 形式 を 安定化せ しめつつ ある。 けれども 

そむ 安定 は、 戰 前の 舊社會 秩序に 戀々 たる 秋波 を途 つての それ だ。 襟度に 於いて 狹 量に、 抱負に 

於いて 姑息 だ。 二十世紀 第二次 Q、 そして 人類の 文化へ 最後の 命中 彈を 送る に 相違ない、 世界 大 

戰を藤 育す るに 十分の 形勢 だ。 これに 處 する われらの 深く 要望す ると ころ は、 一時の 安定で はな 

くて 永遠 の 原理 決定で ある。 い ま 併し われら は そ の 原理 を 地 上に 持たぬ と は 言 はれな い。 原理 は 

世界に 無力な の だ。 それ故に われらが 目今 原理 以上に 要望す る もの は、 原理 を 信奉す る 生活の や！^ 

剌 たる 資力と、 互に 他人の 中に 原理 人 を 喚び 起す 深刻なる 個性の 實現 とだ。 反動主義の 淺 薄なる 

形式 化の 働く とき、 同時に 生活の 表現 は その 弧度 を 短 少なら しめ、 斷片 的で あり、 漣 波 的で おる 

大洋の 悠々 たるう ねり は 見られない。 われらに 生活の 新 局面 を 創造す る 敦智 と感能 と は 共に 必要 

だが、 その 創造 を眞に 生きる 歷史の 連 貫 的！： は驗 は、 更に それ 以上に 必要 だ。 われら はこの 時局に 

當 面して、 旣に卷 縮しつつ ある 生命の 多面的 展望 性と、 胃險 への 一男 氣とを 解放し、 恢復し なけれ 


ばなら ない。 生活の 創造と は 歷史を 一 貫して 彈カ 的なる 實 力が、 全 的に、 象徴的に、 「 一 」 に 於 

いて 實現 せられる ことで あり、 生活の 統一 と は、 生命の かの 多面的なる 展望と 冒險 とが、 その 赏 

力の 「一」 へ 無限に 復歸 する 一 奥氣を 確信す る こと だ。 それが わたくしの、 われらの、 一九二 五 年 

における、 I 卑に 主観の 趣味 性た るに 停滞し ない 生活 信條 である。 


南都 風景 


新 薬師】 守 

奈 良の 秋の 印象 —— さあ、 奈 良の 秋の どんなと ころが 好き かとお 尋ねになる のです か。 奈良は 

いつでも 好きです。 四季 取り取りに 好きです。 櫻の 頃 も 美しい。 あしび Q 影の 濃い 頃 も、 春 日 山 

の 奥で 藤の 房の 美しく 垂れる 日 も、 梅雨の はれまに 三 笠 山 を 望む こと も。 

秋に なったら、 あの 興 福 寺 の 塔の あたりに 立って、 遠く 近く 紅葉 を 眺め たいと 思 ひ ま す。 け れ 
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ども それ は本當 によく 晴れた 日で ない といけ ません。 私 は 何日だった か、 奈 良で 下車して わざ わ 

ざ 一 汽車 をお くらせ、 あそこの 塔のと ころ をた まらない よい 氣 持で 步 いた ことがあります。 ゆつ 

くりと 鹿 を 見る の もよ ぃ氣 分です ね。 春 日 社の 方から 三月 堂へ 步 いて 行く の も。 けれども さう し 

た 時には あの 日光 佛ゃ、 月光 佛は 見ないで せう。 ただ 何處 まで も 明るい 氣 分で、 あの 近傍 を步き 

廻る ことで せう。 

しんみり とした 新 藥師寺 は 秋の 夕暮れに ふさ はしい ところです。 もう 日暮れ 近くな つた 時に、 

あの 重. S 扉 をギ イツと あけて くれた 日 を 忘れません。 お 寺の 奥の 座敷で、 あの 度 々盗難に 逢った、 

脚の いためられた 御怫を 見た 記憶 も。 新 藥師寺 だけ ぢゃ あありません が、 一 體に奈 良のお 寺で あ 

の 重い 扉 を あけて 貰 ふ 感じ は、 しみじみと 秋 を 思 はせ ますね。 

書いて ゐても はじまらない。 近いうちに また 出かけて、 奈 良の 秋色 を 味 ひたい ものです。 奈良 

ではない が、 今 ふっと 塔の 峯 Q 景色が、 頭が 浮びました。 あそこの 秋の 日 もす ばらしい ものです 

ね 0 

當 麻 

何 口だった か 営 麻へ 步 いて 行った 日の こと を 思 ひ 出します。 朝早くに 旅館 を 立って、 背に ボカ 

ボカと 日光 を あびつつ 當 麻へ 向ん 野路 は 愉快な ものでした。 塔が 見えた 時には 何とも 云 へ ない 嬉 


し. s 氣 がしました。 あそこの 春 は 今頃 どんなに 暖かな、 それで ゐて さえ ざえ とした、 春ら しい 感 

じがす る だら うかと なつかしまれます。 あそこに は 怯んで 見たい 氣 さへ する のです。 お 寺 を 出て 

から、 あのうし ろの 山 を 越えて 河. s: へ 出ました。 あの 峠 を のぼりつめ るまでの 途が 私に は 好きな 

のです。 住んで 見たい と 思 ふの は、 その 半 腹 あたりの ところです。 たしか それより すっと あとに 

下 村觀山 氏が そこへ 轉 住せられ、 永住せられ たやう に 新聞で 見ました が、 その 時 も 成る 程と 思 ひ 

ました 0 赛 はや はり 何處 かに さえ ざえ としたと ころがなければ 春ら しくありません。 竹林 や 梅 枝 

の 感じです。 樱が^ 5 て はもう 賑 かにな り 過ぎます。 何となく 心懶 く、 それ は 少し 行き過ぎた 感 

じに なり はしますまい か。 櫻なら ば 山路に 開く 山 櫻が 面白い と 思 ひます。 「微風 引 竹籟、 斜 月轉 

花 陰 1 とい ふやうな 風光 を、 私 は 好.： MW す。 —i 良 文化』 (大 K 十一 一一 牟十！ 月、 大正 十 E 年 五き 
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めしび の 花 

今 はもう 散って 了った が、 馬醉 木の 花 は樹の 花の 中で も 立泯な もの だ。 梅の さく 早春から 藤の 

散る 初 K 頃 まで^き 績き、 揷花 にで もしょう ものなら、 一箇月の 餘 もし ほれな 5- でゐ る、 生氣の 

强ぃ 灌木 だ。 

馬醉 木の 花 を 見る と、 大抵の 人が 少し さびし 過ぎる と考 へる であらう。 その 色つ や も 大して 立 

派 だと は 一一： 一口 ふまい。 けれども それ は馬醉 木の 古木が 本當 に^き 盛つ てゐ ると ころ を 見て ゐな. S の 

である。 一 丈 以上に も 仲び た 古木が 山 一面に さき 績 いて ゐ ると ころ、 それ は實、 際 何とも 言へ ない 

はで やかな もので、 だれでも ちょっと、 この 花 叢 を 馬醉木 だと は 信じ ま so 

爲醉 木の 花の 美し いのは 奈良 である。 私 はこの 春 用事が あって 幾度と なく 奈 良へ 出かけた が、 

一 筒 月の 餘 少しの 衰へを も 見せないで #^ き 盛って ゐ る馬醉 木の 花 を 見る こと は、 その 間 一 つの 樂 

しみであった。 馬醉 木の 古木 は 春 日 社の 一 の 鳥居から 博物館 あたりへ かけての 廣 つぼに 見られる _ 

が、 こ の もの は 大抵 孤立した 樹叢 だ。 東大寺から 三月 堂、 や 向山 神社 あたりに かけて 見られ 


る もの >  は、 木の たけ も 喬木の やうに 高く、 それが 一面に 密集して ねる から、 その 花 叢の 美しい こ 

と も 格別 で 、 と て も それへ は 普通 の -it 醉木を 見 ての 感 じを當 て はめる ことが 出来な い。 ここの 馬 

醉木 だけ は 全く 奈良 の 見 もので お る 。 

こ Q 邊ー 帶、 卽ち三 笠 山 Q 馬醉木 は、 旣に 一 千年 餘の 歷史を 持つ てね る。 萬 葉 集の 中に も HI? 醉 

木の 歌 は 二十 首 許り 這 入って ゐる。 中で も 有名な の は、 天平 寶字ニ 年 二月、 式部 大輔 中臣 淸麻呂 

の 宅で 宴會 のあった 時、 來會 者の 大伴家 持ら が 目 を 山 齋に屬 して 作った 歌 三 首で あるが、 それ は 

藝術的 に昆て も 馬醉木 の 感じ を 立派に 出して ゐる もの だ。 

をし のす む 君が この 山齋け ふ 見れば 馬醉木 の 花 も さ き にけ るか も 

池 水に かげ さ へ 見えて さきに ほふ 馬醉木 Q 花 を 袖に 极 入れな 

いそ かげの 見 ゆる 池 水 照 る ま で にさけ る あ し び の 散ら まく 惜し も 

ところが これらの 作に 歌 はれた 馬醉木 は、 今の所 謂 あしび ではない とい ふ 疑 ひ が 昔 から あ る 。 

n 十く 旣に 契冲 がその 疑 ひ を 出した。 この实 會は 二月に 開かれて 居り、 これらの 歌の 次に ある 作の 

詞 書に は 二月 十日と あるから、 少 くも これらの 歌 は、 二月 初旬に 作られた としなければ ならぬ が- 

醉 木の 花 はそんな に 早く は 4 ベ かな 5 とい ふの だ。 守 部 はこの 歌 Q 「に ほふ」 「てる」 兩語 を據 
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り處 として、 色の 赤い 花と 見る が至當 だとし- 木风の 花ら しいと 結論した。 雅澄 は、 この 歆" 作 

ちれた 前年 十二 十九 日が 立春と なって ゐ るから、 この 年 は 氣候も 早く、  二月 初. 一? に はもう 陽 地 

に 馬 醉木は ゆ、 いて ゐ たと 論じ、 あしび 說を 支持した。 

けれども 三 笠 山の 馬 醉木を 見た 時、 私 はすべ ての 疑問 を 解決し 得る と 思った。 守 部な ど は、 HiT 

醉木は 花. m く 見どころが ないから、 築 中の 歌に はすべ て 似つ かぬ と 言った けれども、 それ は 三 笠 

山の 馬 醉木を 知らぬ からで ある。 東大寺 Q 池に 映った 花 叢 を 見る と、 「いそ かげの 見 ゆる 池 水 照 

る ま で に さ け る 」 li 正し く實感 で あ る。 それ はかが やかに に ほうて ゐ る 0 家 持 はこの さきに ほ ふ 

花 を 袖 0 中へ 扱き 入れようと 歌った が、 霰. G の 珠玉 を惜氣 もな く 振り 蒔いた、 輕 快な この 花 幾 を. 

見る と、 だれでも ちょっと 家 持の 持った 欲念に そそられる。 木 R の 花で は 扱く ことが 出來な い 0 

「あしび なす 榮 えし」 と 枕詞に 使 はれたり、 「山 もせに さける 馬醉 木」 と 叙景せられ たりす る Q 

を 見れば、 その 花 は r 賑 はしく 麗しく 且 甚だ 多く 連ら なりて さく 花」 と 見える から、 馬醉 木で は 

一 ^似つ かぬ と 守 部 は 言 ふけれ ども、 馬醉 木と して こそ 實感そ Q まま Q 描寫 である。 昔 は河內 か 

ら 伊勢 路へ かけて、 馬醉木 Q 花 は 大和 一 面に さき つらなって ゐ たらしい。 

作品の 解釋 は、 やはり 實感を 標準と しなければ 分る もので な. S と、 私 は その 時 固く 信じた ので 

ある 0  — 『i* 京 MB 新！ w』 ( 大正 十 Hfe. 七 nj) 


誤解せられ^ 產兒 調節 

日本の 常識 階， はいつ まで もた だの 言葉に 恐怖 を 持って ゐる。 共産主義、 無政府主義 そ 外 一 

般に f 間から 危險 思想と 見られて ゐ たもの が、 危險 がられた 根據 は、 單 に共產 主義、 無 政』 財 主義 

などの 漢字が 暗示す る 意味に あった。 それ はもとの コム ミュ 一一 ズム、 アナ ー キズム などと は內容 

に 於いて 似 もっかぬ 物であった。 產兒 調節の 場合に も それと 同じ ことが 言 はれる。 餘程 物の 道理 

の 分った 人で も產兒 調節に 反對 する 理由 を 聞いて 見る と、 大抵の 場合 その 言 紫の 意味 を 1^ 解して 

ゐる。 中には 產兒 0 もはや 生れて 了った もの を 何等かの 手段で 制限す る こと をまで、 產兒 調節 だ 

と考 へて ゐる もの も ある。 だから 通俗的に この 主張の 理解 を 得る ために は、 漢字 を 適當に 改める 

ことが 阡耍 だ。 嘗て は r 產兒 制限」 の 語 も 使 はれた が、 r 產兒 調節」 は それよりも 穩 かに 聞え る。. 

更に 「姙娠 調節」 はこの 後の 語 以上に 世の 正しい 理解 を 助ける かも 知れない。 
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兒 調節 はいろ いろの 點で^ 間から 誤解せられ てるる が、 その 中で も 最も 強い 誤解. は、 「生め 

よ、 殖えよ、 地に 滿 てよ」 を、 何 か 人間の 上に 下された 天則で あるかに 考 へて ゐる 人達の それで 

ある。 

私 は 自然が 或る 道德 的の 法則 を 持つ て ゐ る こと を考 へ ない。 自然の 運行 そのままが 神の 攝理 で 

はない。 神 は 自然の 運行に 或る 理想的 調節 を 加へ る ものの 名で ある。 その-自然の 運行が そのまま 

に 神の 攝理 として 感得 せられる 場合 は ある けれども、 その 場合に も 自然 自身に は 何の 意味 も藏さ 

れてゐ るので なく、 これ を 感得す る 人 問の 情操 髙揚の 中に 或る 價 値が、 體驗 せられて ゐ るので あ 

る。 自然 科畢 的に 見られた 自然の-運行に は 何 0 道德も ん では ゐ ない。 「生めよ、 殖えよ、 地に 

.滿 てよ」 が 自然 Q 運行の 一 面を霄 ひ 現 はした 自然法 則 だと すれば、 それ は 人間の 道 德に對 して 敎 

^を與 へる もので はない。 

勿論 私 はこの 法^に、 それと は 違った 見方から、 或る 道德 的の 意義の 含まって ゐる こと を 排斥 

する もので はない。 何故 なれば、 人間の 理想の 實現は 永遠に 亙る 我々 の 義務で あり、 それの 無限 

の^ 現の ために は 無^の 時代に 亙つ て 生存す る 人間 を 必要と して ゐ るから。 だから 私は敢 てい ふ- 

「生めよ、 殖えよ、 地に 滿 てよ」 は、 人生の 或る 見方からの 確かに 一 つの 道德的 法則で あると。 


しかも それ は 自然の 運行と 一 致した 部面 を 持って ゐ るから、 宗敎 的の 感^ を 以て これ を 受け取る 

ものに 取り 一 つの 天則と して 見られ、 その 意味が 人間と 自然との 創造主で ある 神にまで 歸 せられ 

る こと も、 決して 不當 の經驗 ではな 5 と。 

ミ 

併し 私 はな ほそれに 附け加 へ て 言 ひたい。 天則に 現 はれた 「生めよ、 殖えよ、 地に 滿 てよ」 は、 

ただ 人 の數 Q 多 S こと だけ を 最後の 目的と する もので は あるまい。 神 は 地上の すべ ての 人間 を. 

選-ま： れた 人と して 創り 上げようと 欲して ゐる。 「生めよ、 殖えよ、 地に 滿 てよ」 と は 神に より 選 

ば ，0 た 至善 至福の 人間が、 こ Q 地上に 殖え、 滿 つる こと を 目的と した、 神の 願望の 聲 である。 だ 

から 地に 殖え、 滿 つる 人間 は、 軍に 量的に 增加 せしめられ ると いふで はなしに、 質的に 高 上せし 

めら れ、 Itei 正せられ ると いふので なければ な る ま い 0 

然るに 見よ、 地上の 神 子に は 次の やうな 人達 も 含められて ゐる。 それ はすべ て 不幸の 境遇に 於 

いて あるが、 それらの 人達の 上に も 神の 慈愛 は 及ん で な ら ないで あらう か。 或る 母性 は肉體 的に 

現に 病疾を 持って ゐる。 例へば 彼女に は 今 結核 素質が 潛 伏して ゐ るから、 幾人 かの子 供 を 生めば 

そのため 結核 を 表面に 現 はし、 終に は 死亡し なければ ならない。 叉 次に 或る 母性 は餘 りに 多数の 

子供 を 生んだ ため、 母體に 休息が 與 へられす、 そのため 彼女の すべての 活 ip は 阻害 を かう むって 
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ゐる。 併し 彼女の 生殖 能率 はま だ 萎縮して ゐ ない。 それ 以上に 姙娠 すれば、 彼女の 肉體は 益. -疲 

勞 せしめられ、 產兒も 亦 十分なる 肉體を 享受し てこの 世に 生 を 受ける こ とが 出来ない。 最後に 或 

る 母性 は、 その 家庭が 餘り にも 貧困で あるた め、 それ 以上に 家庭の 人員 を增 加せ しめる こと は、 

全く 不可能の 狀 態に あるから、 新たに 生まれ 35 でる 生命 は、 S かにしても 完全な 發育を 遂げる こ 

とが 出来ない 0 である。 我々 は 現に かう した 狀態 にある 母性 を 無数に 知って ゐる。 それらの 母性 

も 亦 神に より 量的に 「生めよ、 殖えよ、 地に 滿 てよ」 と 命ぜられ ねばなら ぬか。 

產兒 調節 は これらの 人の 上に 天則 を眞の 意味で、 言 ひ換 へれば 量的で はない 質的の 理解 を 以 て 

臨み、 天則 を 神の 意の ままに 生かさう と 努める 仕方で ある。 必. やや 神 は、 彼女の 健康が 恢復せ し 

めら れ、 更に 新ら し. S 一 與氣を 以て、 ilissn の 完全な 產兒を 得る まで、 その 姙娠を 中止せ よと 命す る 

であらう。 多 魔の 母性、 極貧の 母性に 就いても、 同じ ことが 命ぜられ るに 相違ない。 それ は眞に 

質的に 改善 せられた 人間 を 以て 地に 殖え、 榮 えしめ、 神 Q 愛と 福と を讚頌 せしめる 所以で ある。 

この 計 畫に對 して 次 Q やうな 抗議 を 申込む ものが あるか も 知れない。 抗議の 一 つ は 言 ふ。 併し 

人類の 生存して 來た 過去 を 頼れば、 產兒を 調節し なければ ならぬ ほど 多產 的な 女性 はさう 多數は 

見られなかった。 自然に 放& して 置いても、 各 家庭 は 大抵 適宜の 子供 を 持って ゐる ではない かと Q 


決して さう ではない。 姙娠に 調節 を 加へ なければ、 實際 は產兒 はいくら でも 增加 する 箸で ある。 

今日 各 家庭が 大體に 於 5 て 適當の 家族 を 持って ゐ るに は 次 Q 理由が ある。 第一 に、 性病の 蔓延 は 

恐るべき 程度に 女性 Q 姙娠を 妨げ、 甚だ 頻繁に 彼女 をして 不姙なら しめて ゐる。 第二に、 引き 續 

いて 餘 りに 多産なる ため、 生れた 子供 は 多く 死亡し、 殘存 する ものが やう やく 適度の 人員 を滿た 

して ゐ るので ある。 第三に、 實 際に 多産な 家庭 は、 何等か 不自然な 仕方で、 ひそかに 赃娠 調節の 

方法 を實 行して ゐる。 

それ故に 今、 第一に 性病が 驅遂 せられた とすれば、 人類 はどうしても 產兒 調節の 必要に 迫られ 

るで あらう。 第二に 產兒を 調節 すれば、 旣に 生れた 子供の 死亡率 は 著しく 減退せ しめられ、 の 

悲慘事 は 絶滅に 近づか しめられる であらう。 第三に、 この 不自然な 仕方の 調節 は、 不道德 不衛生 

の 行 爲を伴 ひ 易い から、 それから 免れる ために 正しい 仕方 の 調節 法 を 彼等に 敎 へる ことが 必耍で 

あらう。 

五 

第二の 抗議 は 言 ふ。 姙娠を 調節す る やうな こと をして まで 肉 交しなければ ならぬ 普 はない。 さ 

うした 必要に ある 人 は、 先 づ姙娠 の 原因で ある 肉 交 を廢し たが 至當 ではな いかと。 

併し それ は 軍なる 議論で ある。 何等か 不自然な 原因が 夫婦の 間に 介在し な. S 限り、 品性と 身體 
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の 上で 健康な 夫婦が 故意に 肉 交を廢 する こと を 私 は 想像し 得ない。 それ は 夫婦に 取って 最も 困難 

な 忠告の 一 つで ある、」 次に 夫婦が 戀愛を 意識す る 自然の 結 菜と して 肉 交に 至る こと を 私達 は 禁止 

すべき 何等 Q 极據を も 持って はゐ ない。 

肉 交 は 必す しも 子供 を 得る こ と を 目的と はしない。 子供 を 得 る ことと 戀 愛と は 別 の；」 とで あ る 0 

そして 戀 愛の 實 現せられ る經 過の 中に、 肉 交 は 自然 的に 現 はれて 來る に過ぎない。 この場合 肉 交 

の 意味 は 接吻と 何の 差違 を も 持たない。 勿論 戀 愛の 實 現せられ る 意識の 中に、 肉 交の 實 行せられ 

る 意識の 中に、 子供 を 得ようと する 欲求 は 働いて ゐる。 だから 產兒 は、 戀愛ゃ 肉 交の 一 つの 目的 

では ある。 ただこれ を 全部 Q 目的と 見る こと は、 人間 を餘 りに も 機械的な 自然 物と 見た 謬見 だと 

1! 目 ふので ある。 そして 戀 愛と 肉 交との 一部の 目的が 產兒 であると すれば、 その 產兒 によき 境遇と 

よき 健康と、 及び 父母の 幸福と 產兒の それとの 間の よき 諧調が 伴 はれる こと を 期待す るた め、 

兒 の 調節 を爲す こと は そ の 目的 を 最も 正しく 實 現せ しめる 所以で ある。 

「生めよ、 殖えよ、 地に 滿 てよ」 の 天則 を 我々 は 量的で はない 質的の 意味に 理解し、 至善 至福 

のん 類が 地上に 殖え、 榮 える こと を 神に 對 して 持った 我 々の 重大な 義務と して 感得したい。 

I 『產 a 調 ©SKi』 (大正 十四 年 51 月 IK> 


モ才ラ ン ZVJ  口才 メ ェ ン 

僅か 一 ー茵 月に もみたない 間に ポオ ル . モ オランの 『夜と ざす』 と 『レヰ スとィ レニ ン』、 ジ ュ 

ル. 口 オメ  H ン Q 『科學 の 奇蹟』 の 三 書 を讕譯 して、 わが 國の 文壇に 滋味 を 提供 せられた 堀 n 火 

學 氏の 努力に、 私 は 深く 感謝したい。 外國 現代 文藝 書の 邦譯 せられる もの、 一年に 幾 十 冊なる を 

知らない。 しかも その 印象の 今な ほ 濃厚に 私の 心に きざまれて ある もの、 私自身と して は 堀 口 氏 

の 過去 Q 飜譯に 如く もの はない。 嘗て は フィリップの 短篇 集が 氏に よって 邦譯 せられた が、 言 蒸 

のた だしい 意味に おいての 短篇 のうちで、 ^はこれ 程 美し. S もの を 見なかった。 堀 口 氏に よって 

書かれた その 書の 序文 は、 これ また わが 國の 文壇と して は 重要の 論文で あり、 それにより 私の 敎 

へられた ところ は 少なくなかった。 それに 次いで はモ オランの 『夜 ひらく』 が 紹介せられ、 世の 

いは ゆる 新感覺 派文藝 V.} 與 隆に大 いなる 貢獻 をな した こと は、 今 あらためて 記す まで もない。 私 

は 嘗て それら 一 一 著 Q いづれ についても 小感を 記した。 それ は 全く 氏に 對 する 私の 深い 感謝 を 表明 

した ものであると いってよ かった。 堀 口 氏の 紹介 せられる もの は、 何時でも わが 國文 擅の 常識と 
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して 私達の どうで も 知って ゐ なければ ならぬ ものば かりであった。 堀 口 氏の 如く フラ ン ス文舉 に 

ついての 完全なる 敎 養と 十分な 語學 力と それの 達意 豐醇 なる 邦譯の 表現 法と を 持って をら れる紹 

介から、 私 は 今後 も 甚だ 多くの 敎 へ を 受ける ことで あらう と 思 ふ。 

ボ オル • モ オランの 『レヰ スとィ レエ ン』 は、 『夜 ひらく』 『夜と ざす』 よりも 新ら し. S 著作 

であると いふ ことと、 それが 乇 オラン 唯一 の長篇 であると いふ こととの 理由 を 以て、 私たちの 特 

^の 注意に あた ひする。 これら Q 著作と 比較して 見たところで、 私 はや はり モ オランに は 一作 毎 

に 著る し. S 進歩の 見られる こと を斷 言したい。 『夜 ひらく』 と 『夜と ざす』 と を比较 して 見ても、 

前者 で も 著者 の よろこばしい 心 が實に 澄剌と して 動いて ゐる ために、 私たちの 興味 もま た 知らす 

識ら すに それに 惹き すられて 行く。 後者 は それよりも 幾分 さびしい。 けれども、 よく 味って 見れ 

ば、 モ オラ ンは その 描寫の 技巧に おいても また その 資材の 考察に おいても、 前の ものより は. f つ 

と 深. S 味 を 出 して ゐる ことが 分かる。 それが 『レ ヰス とィレ ェ ン』 になる と、 これで は實に 申し 

分の ない 完成 さ を 見せて ゐ るので ある。 モ オラン 獨特の 脂っこい ところと、 辛辣な ところと、 そ 

れ こそ 私達が 現に 見 石 こと Q 出来る 小說の 最高の レヴ 一一 ルを 示した ものと いふ ことが 出来る でお 

らう。 

『レ ヰス とィレ H ン』 Q 話しの 筋 © は、 どんな 通俗小説の 筋蒈が 持ち 得る 面白さよりも すっと 

面白い ものに なって ゐる。 それ はモ オランの いつもの 藝術的 特色で は ある けれども、 これで は 併 


しゃつ と現實 性の 濃い ものと なり、 『夜 ひらく』 に 見えた やうな 遊戲 性から 離れて ゐる。 描寫の 

技巧と して、 乇 オラ ンの それ はフラ ン ス文藝 Q 長い間に 育 醸して 來た香 氣を總 て 精練し 切った も 

のとい ふこと が 出来よう。 『レ ヰス とィレ H ン』 こそ は實に 蒸せる やうな 香氣を 放つ。 卷を 開い 

て 私 は 長く その 世界から 離れようと 思 はない。 げ にフラ ン ス人は 世界に おいて 眞に 生活す る こと 

を 知って をる 唯一 の國 民で はな. S か。 

乇 オランの 一 卷を讀 むこと は 滞歐十 年の 觀察を なすこと よりも まさって ゐ よう。 戰 後の 歐洲が 

どんな 方向に 流れて ゐ るか を敎へ る ことにお いて モ オラ ン の 著作 は餘 りに も 辛辣 だ。 『レヰ スと 

ィ レ ヱ ン』 一 篇は、 一 面から 見れば 今日の 資本主義 的經 濟社會 Q からくり を 無遠慮に 暴露した も 

ので あると いってよ い。 私 は 古典 文學と 古典 哲學 とに おける モ オランの 造詣に 心 ひそかなる 敬意 

を 表して ゐ たもので あるが、 そしてた と へば ィ レエ ン Q 性格 を 描く 時には ギ リシ ャ 人の 民 挨^ 舉 

を 遺， 憾 なく 表現し て ゐるこ とに 驚歎す る ものであるが、 更に かく も 深く 歐洲 財界の M 相 を 暴露し 

得る モ オランの 識見に 對 して はより 多く 驚歎し なければ ならない。 『レヰ スとィ レエ ン』 を讀む 

こと は、 私に とって は 力 ッ セ ル ゃケィ ンズ の 銀行 論策 を讀 むと 全くお なじい 感銘 だ。 

ジュル . 口 オメ  H ンの 『科學 奇 B は キネ マの 新 話で あるが、 これ はまた わが 國の キネ マ， S 

本に 今後 著 るし い 影響 を與 へる ものと なる であらう。 私 は キネ マ 脚 木の 如き もの が獨立 の 藝術 と 

して 立ち 得る ことに 多少の 疑惑 を 持って ゐ たけれ ども、 口 オメ H ン 0 かう した 作品 を讀 むと、 文 
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句な しに キネ マ 脚本の 藝術 としての 獨立性 を 容認し なければ ならない。 それ は 一 度 も 撮影せられ 

ないで よい。 脚本 は 脚本 だけで 立派な 藝術 品に なって ゐる。 『科學 の 奇績』 は 『レヰ スとィ レエ 

ン』 と 甚だ 多くの 共通 點を 持つ ことに 私 は 注意したい。 それ は 現今の 資本主義 的 文明の 成立 を批 

評する 點 にお S て 非常に 雄 辯 だ。 それに も かか はらす、 この 作品 は 意味 を 持った 會話 などで 話し 

の 筋 を 進める ことなく、 純然たる キネ マの 範疇の 中で 世界 を 構成して ゐる けれども、 また 脚本 自 

身と して みれば、 その 描寫 はすつ かり 詩で ある。 それ は小說 における モ オランの 特色 を そのまま 

キネ マ 脚本に おいて 發 揮した ものと いふ ことが 來る であらう。 さう 思って 反對に 乇 オランの 作 

品 を 顧みれば、 これ はまた 多分に キネ マ の 持つ 面白さ を吸收 して ゐる やうに 思 へる ので ある。 

11  f 東京 8  = 新 ？§』 (大正 十四 年 八月) 
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紫 野から 

謹んで 新春 を賀 します。 始終 御無沙汰 勝ちで ある こと をお 許し 下さい。 私 平生の 多忙に 加へ る 

に、 他家 をお 訪ねす る ことの 嫌 ひな 性分と は 近 來實に 徹底的と なり、 何れへ も本當 に失禮 をいた 

す ことにな りました。 あしから す お許し を 願 ひます。 

私の 一 家 は 私、 妻、 子供 三人 (男 一 一、 女 一) 及び 女中と です。 餘 りに 多忙な ため 健康に 始終 文 

句の ある 私 は 例に より 冬の 間 愚 圖愚圖 言って 居り ましたが 春 以後 健康に 復し、 妻 は 同じく 冬に 一 

週間 入院し ました。 併し 舂 以後 は みんな 健康で、 誰 ひとり 風邪 さへ 引きません。 私の 家と して は 

今 正に 健康の 最高 レ コォ. ド かも 知れません。 殊に 子供 は 達者です。 四月から 長男 寬は 師範の 附屬 

へ入學 致しました。 自分が まだ 學生 Q やうな 氣 分から 脫し 切らないのに、 直ぐ 次代が あとに 控へ 

て ゐ るの を 見る と 何時の間にか 年月の 經過 する ことに 驚かなければ なりません。 次の 子供 は、 私 

の 家が 手不足な ため 妻の 實家 であ づ かって 貰って ゐ たのです が、 それ も歸 つて 參り、 今年 は 家族 

が 全部で 健康に 新ら しい 年を迎 へ る 最初です。 家庭と して 御 報道 致す こと は先づ そんな ものです。 
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强 い 根 を 張り、 それぞれの 活動の 潛 勢力 を 貯 へつつ あ ると 見られな くもな いので ある。 

我國の 思想界で 見る と、 その 進歩主義 的 傾向に ある ものの 隨ー は、 社 會科學 研究の 一般的 欲求 

であると 言へ よう。 高等 專 門の 學 校に 學ぶ 人達 は、 昔 はた だの 政治 ゃ文藝 やに 興味 を 持った もの 

であるが、 今では それに 滿 足し 切れないで、 それらの 文化 現象 を もっと 根抵 から 觀 察し、 社會科 

學の 見方から 再評價 しょうと 志す やうに なった。 この 研究 は社會 主義 的 要 求と 互に 沒交涉 な も G 

だと は 言へ ない。 社會 史的に 觀 察すれば、 先き に は 漠然たる 社會 主義 的耍 求であった ものが、 今 

はもつ と 冷靜に 批評 的と なり、 その 基礎 を確實 に科學 的に 建設し ようと 努める やうに なつ たも の 

であると 見られな くもない であらう。 この 新ら し. S 思想 的 傾向に 對 して、 保守的の 人達 はや はり 

悅 ばす、 政治 當局者 は 種々 の 名目の 下に 抑壓の 方針 を 取って ゐる やうで ある けれども、 依然と し 

て それらの 老人 は 自分の 息子 達が 書棚の 上に さう した 社 會科學 の 書物 を 並べる こと を 否定 す る 譯 

に はいかない。 書棚 一 段に も 時勢の 相違が ある。 靑年 のこの 傾向 は、 他より 爆 動せられ たもので 

もなければ、 その 思想の 基礎が 浮薄な ための もので もない。 全く それが 社會 生活の 新しい 一 つの 

表現と なって 見え だして 來た、 否定の 出来ない 傾向な ので ある。 

然るに 我 々 はまた 他面 を 見る と、 さう した 進歩主義 的 思想に 對 照し て 見る ベ き 何等か の 反動 主 

^^的思想及び運動の、 近來 露骨と なって 來 だした こと も 否定す る ことが 出来ない。 そして この 倾 

向の 贊成者 やその， 王 張の 根強 さや は、 これ 亦 決して 輕視の 出来ない ものである。 私 は 公平に 觀察 


して、 この 力 は 寧ろ 前の 進歩主義 的 傾向 を 凌駕し はしない かと 思って ゐる。 併. しこの 反動主義者 

は、 今のと >J ろ 思想 的に 前者と 大いに 戰 はう とする だけの 极 氣を缺 き- 概ね は 一 つの 運動と して 

成功し ようと 努める ものの 如く 見える。 我々 はさう した 傾向 運動の 現 はれ を、 現に 幾つで も 見て 

ゐ るので ある。 そして ここに 重大な こと は、 今では これら 二つつ 傾向の 對立 は、 全く 人生 觀 的の 

ものと なり、 新ら しい 人 は 最初から 古い 人を對 手に せす、 古い 人 は 新ら しい 人 を 一概に 排斥して、 

その 間に ははつ きりとした 溝渠が 作られ、 二つの 群 は 互に 全く 沒交涉 に その 道 を 歩んで ゐる こと 

である。 その 極端な 端と 端と を 比較して 見る と、 どうして こんな 相反的な 思想が、 一 つの 共同 社 

會の中 に 等しく 包含 せられ 得る かと 思 ふやうな 場合 は少 くないし、 また そこまで 進ます 日常 の 新 

聞 記事に 現 はれる 位のと こ ろ を 比較して 見ても、 隨分違 つ た 思想 や 運動が 同時に 共存し てゐる こ 

と は、 何人の 眼に も 映 じて ゐる であらう。 

私の この 後者の 反動主義 的 傾向の 中に も、 人間の 一 つの 本能 的の 要求が 潛んで 居り、 それ は ど 

んな 進歩主義 者に よっても 否定せられ はしない し、 また 實に その 進步 主義者 自身の 中に も 本能 的 

の 姿で 存在す る こと を 注意した いと 思 ふ。 さう した 本能 的 要求の 一 つの 表現と して、 現に 日本 研 

究の氣 運が よほど 盛んに 一般に 舆 つて ゐる こと を、 私 は 現在の 我國 思想界の 大勢と して、 前の 社 

會科學 研究の 欲求に 併 立 させて 重要視したい。 それ は 出版界の 現狀の 一端 を 見ても 分る ことで あ 

り、 私の 今詳說 する を用ゐ ない。 この 倾向 は、 前の 社 會科學 研究に 對 して 言へば、 寧ろ 民族史 學 
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研究と いふが 一 般的 でも あれば、 現在の 事情の 實質を も 明示して ゐる。 或ん はこの 思想界の 一 傾 

向 を 目す るに、 反動思想の 一 つの 表現 だと 言 ふか も 知れない。 勿論 兩 者の 間に は、 何等の 關係も 

ない と 言 はれない。 併し その 關係 は單に 表面的の もので はなく、 もっと： n 面 的な、 言 はば 木 能 的 

の 水準に 於いての ものである。 そして こ C- 一  傾向が 社 會科學 研究の 一 傾向と^ 行して 現れた こと 

を、 私 は 誠に 當然 Q も Q だと 見て ゐる。 

右の 如くに して 私 は、 我國の 思想界の 現狀の 著しい 特色と して 一 方に は 社 會科學 研究、 他方に 

は 民族史 學 研究が あり、 これらの 一 一つ は顯 著な 對照を 示して ゐ ると 観察す る ものであるが、 隨っ 

て 思想界の 將來 はどうい ふ 方向へ 動く か を豫 想し、 また 同時に 新ら しい 民衆の 思想 を 建設す るた 

めに は、 これら 二つ Q 思想 的 傾向の 相互 的 交涉を 考察し なければ なるまい と 思 ふ。 しその 交涉 

は、 一 々の 研究の 實 質に 就いて よりも、 それらの 研究の 方法論 的 意義に 就いて 寧ろ 重要 だとし な 

. ければ ならない。 換 一一-一 n すれば、 唯一 の 社會的 共同生活が、 これら 二つの 思想 的 傾向 を產 出した、 

その 基本の 社會的 動機 を 反省して 見て、 一 社き 生活 內に 於け る それら 二つの 動機 Q 交涉を 考察し 

なければ ならない。 それが 實に、 我が 國 思想界の 當 面の 問題 だと 言 ふべき である。 

私 は 先づ社 會科學 研究の 社 # 的 動褛を 考察して 見る。 現に 社 會科學 研究の 氣 運に 對 して 好感 を 

持たない 保守主義 者 は、 單に その 研究の 成果に のみ 神經 質と なって ゐて、 その 科 學の勃 輿し なけ 

れ ばなら なかった 社會的 動機 を考 へない ところに 誤謬 を 持つ やうで ある。 社 會科學 は 軍に 一種の 


科學 であると か、 科學 方法論 0 上から 見て 云々 の 地位 を 持つ とか 言 ふ 以上に、 科學 研究の 上に 就 

いて、 實に隔 時代 的な、 重要な 意義 を 持つ。 それ は 從來の 文化 現象 研究の 個人的 傾向に 對 して、 

實に 社會的 見地の 開眼 を與 へた ことで ある。 例に 就いて 一一 一一 口へば、 從來 の藝術 論で は、 創作家 偶人 

Q 心理 を 解剖したり、 藝術 美の 本質 を 形而上 學 的に 決定した りすれば よかった ので あるが、 へ-で 

は 藝術釗 作、 藝術美 を も 一 つ Q 社會的 背景の 中に 据ゑ 置かない では 考 へられない ことにな つた。 

例へ ぱ單 なる 技巧 0 問題に しても、 悠長な 感じの する 言葉と、 急迫 的な 語調の それと に 就き、 何 

れを 選ぶ か を 決定す るに は、 やはり 社會 生活の 實質を 第一 に 顧. 慮す る ことが 必要で あり、 さう し 

た 着眼 は、 社會 生活から 來る壓 迫 を强く 感じなかった 從來 G 藝術 評論家の 考へも 及ばない ことで 

あった。 

二 

併し 法律 學ゃ經 濟學ゃ の や う な 最初 か ら社 會科學 としてより 外に 考察の 方法の な ささう に 見 え 

る科學 にあって さへ、 それと 同じ. S こと は、 右と 全く 同じい 强 さで 主張せられ なければ ならない- 

法律 學は 言葉の 解釋 計りに 氣苦勞 を 持つ、 一種の 註 釋學の やうな、 所謂 概念 法律 學に墮 して ゐた 

し、 經濟學 は 個人 心理 學 0 欲望の 考 への 上に 立って 組綠 する/」 と を、 最も 科學 的の 方法 だと 思つ 

てゐ た。 それ どころではない、 明かに 社.^ 學と銘 を 打った 舉問 でさへ も、 その 實質 は應用 個人 心 

ra 八 七 


四 八 八 

理舉と 言 はれる 方が 至當な ものであって、 社會を 直ちに 社會 として 取极ふ 社會學 は、 ほんの 昨今 

漸く 盛ん になり かけ たと 言 つても 過言 ではない 。 

現に 社 會科學 の 研究す る對 象の 文化 現象 は、 從來も 存在した し、 また その 研究 も 存在した ので 

あるが、 社 會科學 は それらの 研究に 對 して、 社會的 見地と. S ふ 新し 5- 洗 禮を與 へた。 だから 社 食 

科 寧の 勃興した 意味 は、 從來の 方法に 對し、 全く 根柢から 革命的の ものである。 我々 の 生活 や 思 

想 や は、 或る 社會 組織の 中へ 入り込む 時に、 必然的に その 社會 組織に より 決定 せられる こと を 否 

定し 難い。 その 決定 は、 今の やうに 社會的 構成が 綿密と なれば なる 程、 隨 つて 緻密の ものと なる。 

^しその 構成が 今 ほど 綿密でなかった 時代に も、 その 社會的 決定 は 全くなかった 譯 ではない。 か 

やうに して 我々 の 生活 現象 を 研究す る に 、 社會的 見地 に 立った 新しい 社會學 の 勃興す る こと は、 

餘， リ にも 當然 過ぎる ので ある。 

次 に民拔 .si, 學 研究 の 社會的 動機 を 反省し て 見る。 私 はこ こで も 亦 前者 と 同様な 或る 社會的 見地 

の 誕生した こ と を 否定し ようと は 思 はない。 例へば 日本の 古文 學を 研究す るに しても、 十 年 前 は 

舉に それ を講魏 し、 註釋 する だけで、 古文 學 研究が 卽ち 古文 講義 註釋 であった けれども、 近来で 

は、 それ を 批評したり 鑑赏 したり、 更に その 創作の 背景と なった 生活 を 追體驗 したりす る やうに 

なった。 なほ 從來 ならば、 古代人の 生活 rt- を 研究す るに 荚雄 本位、 戰爭 本：！^ となって、 同時に 方 

法的に は 文默的 研究 を 主として ゐ たもので あるが、 現在で は それに 滿 足しないで、 荐 古學、 人類 


學、 土俗 學、 傳說學 などの 考察 を根據 にしようと 志 ざす やうに なった。 この 方法論 的の 相違 は、 

普通に 人の 考へ る 以上に 大きい ものである。 文献 は 主として その 時代に 於け る 支配階級の 殘 して 

置いた ものであるが、 土俗 ゃ傳說 やになる と、 主として その 時代 Q 庶ん 階級の 創造した もので あ. 

り、 一見して は文獻 より は確實 でない やうに 見える が、 その 實 庶民 階級の 實際 生活 を 最も 雄 辯に 

語って ゐる。 考古學 的 遣 物 も亦必 す， しも 支配階級の それに 限らない。 文獻 では どれ だけの 要素が 

支配階級 であるか を 定める こと は 甚だ 困難で ある けれども、 遣 物の 場合に は 或る 程度まで その 區 

別 をす る こと も 可能で ある。 かやう にして 民 挨史學 研究が 從 來の史 學と異 ると ころ は、 それが 個 

人的でなくて 社會 的で あり、 全社 會 民衆 を 觀 察の 中へ 包含させる と. S ふこと である。 この 方法 は 

勿論 前の 社 會科學 の それとも 共 逋點を 持つ し、 同時に 直に 現代の 社 會的耍 求と 一 致す る ことが 55 

來 るので ある。 私が 先き に 民族史 學 研究 を 直に 反動思想 として 解し なかった 根 木の 理由が そこに 

ある。 寧ろ 今 言った こと だけで 言へば、 民族史 學 研究 は 社 會科學 研究と 方法論 的に 同じい 動機 を 

持って ゐる とさへ 言へ る。 もっと 進んで は、 民族史 學 研究 も、 結局 は 社 會科學 研究の 中の 一 つの 

種類 だと さ へ 實 へ る か も 知れない。 

併し 私 は、 兩 者の 研究の 社會的 動機 を 全く 同じい もの だと は考 へて ゐな いので ある。 少 くも 兩 
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者の 間に は 次の やうな 明確な 區 別が ある。 現在の 新しい 社 會科學 は、 次第に 社會 本質 學の 方向へ 

向って 進んで ゐる。 例へば 獨 逸の 社 會擧が 所謂 關係學 の 方へ 向って 進歩した などが、 それの 明か 

な 一 つの 證據 だと 言へ よう。 社 會科學 は 社會的 文化 現象 を 支配す る 或る 形式的 法則 を尋 求しょう 

と 欲する。 それが ために は社會 現象が 屮 I 來る だけ 形式的の 型に 純化し、 その 型の 社會 現象に つい 

て 或る 社會的 法則 を 分析し 出さう とする ので ある。 これ は 一 つの 合理的 方法 だと 言へ よう。 リツ 

ゲルトな どが 使った やうな 術語 を 使へば、 社會 現象に ついて 「繰り返し」 生起す る 現象 を 求め、 

そこに 一 つ Q 社會 法則 を 作り 35 さう とい ふので ある。 卽ち 例外に 與 味がなくて、 一般的 合理的 法 

則に 與 味が ある こ ととなる。 

これに 反して K 挨史學 は、 忠實 に具體 的の 實例を 多數に 集めよう として ゐろ。 そして これで も 

或 る 法則 的 の 觀察を 失 ひ はしない けれども、 そ 0 法則と いふ も 0 が 社 會科學 の 場合の やうに 合理 

的の もので はない。 例へば 前者の 一 つと 見るべき 社會 關係擧 では、 苟 くも 社 會. 2： に 成立す る 可能 

性 を 持った 社 會關係 を- 社會 とい ふ具體 的事實 から 離れ、 或る 程度まで 論理的に 分析し 出す こと 

が 屮ぃ來 る。 然るに 後者 Q 一  つと 見るべき 祌話學 では、. いかにも 法則 的に、 或る 祌 話の 典型 を 見つ 

け^す ことが 31 來 るから、 その 點 では 普通の 社會科 擧と區 別せられ る處 がない。 併し 民族史 學と 

しての 神話 舉 では、 それ 以上に、 例へば 日本 神話が 他と 異る 所以の 個性 を 見出さなければ ならな 

い。 なほ 又 進んで は、 かやう の 個性が 生れ 出た 根據 を、 その 時代の 社會 生活 Q 全 統一 に 顧みて 考 


察しなければ ならない。 さう した 點で兩 者の 研究 は 著しい 相違 を 持つ ことと なる。 

なほ 同じい 比 絞 を 他の 點 から 考察して 見れば、 社 會科學 の 方法 は社會 現象 を 分析す るに ある。 

これに 反して 民 挨史學 は 常に その 社會の 全體的 統一 を 顧慮して ねる。 例へば 社 \ 寳科學 の 眼から 奈 

良 朝 時代の 社會的 構成 を觀 察すれば、 そこに は 今と 同じい やうな 支配者と 被 支配者との 對 立が 見 

られ るで も あらう。 金 を 貸して 生活す る 人と それ を 借りて ゐ るん との 關係 は、 昔 もな；' も變 ると こ 

ろ. はない。 金 を 貸せば 利息 を 取る。 浮浪 人 も あれば 今の 土方の 親分 風の もの もゐ たらしい。 さう 

した ことの 社 會科學 的 觀察は 令の それと 大して 變る ところ はない。 然るに 民族史 學は、 これらの 

分析 せられた 材料 をもう 一度 統一 して、 奈良 朝に 特有の 民族 心 を 再建し なければ ならない。 さう 

した 眼で 見れば、 當 時の 經濟狀 態の 中に 表現 せられた 精神 は、 亦 直ちに 佛 像の 樣 式の 上に も 表現 

せられて ゐる。 例へば、 萬 葉 集の 短歌 Q 終りに ついて ゐる 「漕ぎ出で な，」 Q 「な」 とい ふ 特有の 

表現 は、 奈良朝 末 S? に 流行した 圖 案の 植物の 葉の 末端が 少し だけ 反轉 する のと、 全く 同じい 精祌 

生活から 來てゐ る， -」 さへ 一 百へ よう。 社 會科學 が 常に 社會的 合理性の..^ に 立つ 時に、 民族史 學が社 

會的 非合理 性 を 基礎と する 所以 は. 全く 後者が 生活の 全體的 統一 への 顧慮 を 忘れる ことが 出来な 

いからで ある。 
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社 會科擧 と 民族史 學 の 意義 を かやう に 分析して 見る と、 その 結果 我 々はいろ いろの こと を 暗示 

せられる と 思 ふ。 例へば かやう に 明かに 二つの 傾向と なって 表現 せられた 社會的 動機 を 如何にし 

て統 一 する ことが 來る かとい ふ 答案 も、 以上の 考察から 自然に 與 へられる。 

兩 者の 研究方法に は 全く 異る點 もあった が、 併し 或點 では 全く 同じ. S やうな 處 もあった 「- なほ 

その 考察 を 進めて 行けば、 社 會科學 でさへ も、 その 法則 性に は 自然 科學の それの やうな 確 實さを 

求める ことが 5^來な いから、 その 研究の 中には やはり 若干の 非合理 性 を 何時も 排斥す る こ と が 出 

來 ない。 また 他面 社 會史學 も、 或る時 代 や 或る 範園ゃ を 限れば、 そこで 或る 程度の 法則 性 卽ち合 

理性 を 求めて ゐる こと は 前に 言 つた 通りで ある。 神話 ゃ傳說 にも 或る 形式が あると 觀 察する の は 

それで ある。 かう して 見れば、 兩 者の 研究の 方法 的 相違 も 結局 は 程度の ものに 過ぎない とい ふこ 

とになる。 兩 者の 間に は 明かな 溝渠が 存す るので はなく、 兩者は どこかの 端で 連續 する ので ある。 

また兩^<?の關係に就ぃては、 次のゃぅに考へ ることも3^來る。 社 會科擧 は 民族史 學を 材料と し 

內容 として、 その上に 或る 形式 性 を 見出した もの だ。 だから 社 會科學 の法则 性に よって 民族史 學 

を その 中に 統一す る ことが 35 來る。 これ は 一 つの 見方 だ。 次ぎに は、 社 會科學 の 法則 性 を 內容と 

して、 それら 總てを その 中に 包含しつつ、 更に 大きな 社會 生活の 具體 的な 統一 を 再建す る。 これ 


が 民族史 學 0 立場で ある。 これ は 第二の 見方 だ。 そして 教 はこの 二つの 見方 を 何れも 今後 必耍 Q 

もの だと 考 へて ゐる。 今後の 社 會科學 と 民 挨史學 と は、 當然 この 二つの 方向に 向って 進步 しなけ 

れ ばなら ない。 それが 兩 者に 課せられた 宿題で ある。 だから 二つの 學問的 研究 は 相反的 Q もので 

はなく、 實は 大いに 相 依 的の もの だ。 

かう した 關係 を、 我々 の社會 生活の 上から 見ても、 私 は 何等かの 暗示が 與 へられ さう に考 へて 

ゐる C 言 ひ換 へれば、 我が 國 現在の 社 會に現 はれて ゐる これら 二つの 研究への 社會的 要求 は、 必 

す 將來に 於いて 統一 せられなければ ならぬ と 思 ふので ある。 そして その 統一 0 途は、 私が 前に 述 

ベた ことにより 旣に與 へられて ゐる。 我々 Q 社會 生活 は、 先 づ社會 科學が 今後 大いに 勃興す る こ 

とに より、 大いに 合理化し なければ ならない。 不合理 的な 專制ゃ 慣習 や 思想 や を 皆無に する の は 

社 會科學 に 課せられた 重大な 任務で ある。 併し かやう に 合理化の 途を盡 くした にせよ、 我々 の 社 

會 生活 Q 統一 は、 究極に 於いて 合理化せられ 得ない 何等かの 剩餘價 値 を^して ゐる。 それ は 我." < 

の社會 生活が 一 つの 歷史 である ことから 來た、 必然の 剩餘 なので ある。 この 剩餘 をまで なくしよ 

うと 計る こと は、 無歷史 主義の 過誤に 陷る 所以と なる。 この 剩餘 は、 その 民挨の 所謂 傳統 である。 

だから 私 は、 新ら し S 意味に 於いての 傳統 主義 こそ は、 社 會科學 と 民族史 學 との 雙 方に 現 はれた 

1 1 大社 會的耍 求を統 一 する ことが 來 ると 思 ふので ある。 

併し その 新傳統 主義 は、 勿論 昔の 傳統 主義で はない。 私 は 第一 に 傳統が 社 會科舉 によって 徹底 

四 九 三 


四 九 四 

的に 合理化せられ、 我々 の社會 生活から 合理に 反する 意味に 於いての 不合理が 徹底的に 排斥 せら 

れる； J と を、 新傳統 主義の 任務と する。 けれども それらの 合理性 法則 性の すべて を 包容して、 そ 

こに はな ほ 或る 個性的な、 合理 不合理 を 包容した 生活の 非合理 性の 存 すべき こと を、 新傳統 主義 

の 第二の 要求と して 髙 調したい。 言 ひ換 へれば 生活 は、 どこまでも 概念ではなくて、 或る 實質 を 

持った 生命で ある こと を 高調した いので ある。 我々 の 生活 は、 個人の 場合で も、 社會の 場合で も、 

常に 或る 無限 Q 合理性 を 包容した 非合理的な 歷 史的 生命 そのもの である ことに 新傳統 主義の 根據 

は橫 はって ゐる。 この 根 據に 立って 私 は 現在の 思想界の 展開 を、 甚だ 舆味 深く 眺める ものである。 

. ： 『大 K 時事 新報』 (大正 十五 年 一 月 六 


丁 馬隨筆 

近頃 は 上代 藝 術の 方へ 多くの 興味が 向いて ゐて 平安朝 期の ものから は 長い間 離れて ゐた。 尤も 

最近に は 平家 納經 Q 特^ 展觀を 多少 注意して 見た し、 平安朝 初期の 怫畫に は 何時でも 心を惹 かれ 


てゐ るので は あるが、 大體に 於いて こ の 時代の 藝 術に は 私の 性分の 合 はない と ころが あるので、 

さほど 熱心に 見たい も Q だと も 思って ゐ ない。 關 西に 來 住する やうに なつてから、 私 は 闆四人 Q 

性格に とても 自分と 合 はない も Q が あるの を 見て ゐ るの だが、 その 關西 人の いやな 部分が、 もう 

平安朝の 文藝 作品に 表現せ ら れてゐ る。 その 反感から 殊に それ を 見る Q がいやになる ものと 見え 

る。 ところが 與謝 野さん の 古典 全集が 出る やうに なつてから、 JU れは 形が 小さく、 夕食後 籐椅子 

に 寢轉ん だ儘讀 むのに 便利な もの だから、 私 も 何時しか 最近に 配本 せられた 『榮華 物語』 を讀み 

通 ほした。 京都に 住んで ゐて 京都 を描寫 した 文藝を 見る と、 多少 は 違った 味が する。 殊に 私の 今 

住んで ゐる紫 野で 葬送 をしたり、 私の 書齋の 西の 扉 を 開ける と 直ぐ 前に 立って 見える 船 岡 山 C 上 

で 鷹 狩 をしたり する 處が あるので、 多少 は事實 興味に ひき すられる こと も出來 た。 

併し それよりも 私に 興味深かった Q は、 これら 0 文藝 作品 を 通じて、 平安朝 時代が 何故 崩壊し 

なければ ならなかった かの 社會的 事情 を まざまざと 見せつ けられた ことで ある。 かうな ると や は 

り 歷史は 繰 返す とい ふ 言 薬 の 眞理 が 私達 に はっきり 分って 來る。 

上代 文藝に 見慣れた 眼で 不意に 『榮 華』 に 移って、 直ぐ 著しく 感じた こと は、 平安朝 文 藝に前 

代と は 比紋の 取れな. S 程度で イデ ォロギ ィの發 達した ことであった。 例へば 「萬 づに情 あり、 物 

の はえお はします こと 、りなし。 許 多の 女御、 御 息 所參り 集まり 給へ る を、 時 ある も 時 無き も、 

御 志 優れたる も、 こよな きも、 いささか 耻が ましげ に、 い とほ しげに もてなしな どもせ させ 給 は 

四 九 五 


四 九 六 

す。 斜に情 ありて、 めでたう 忍 召し わたして、 なだらかに 挂て させ 給 へれば、 こ Q 女御 御 息 所 達 

の 御中 も、 いと 目 やすく、 便な きこと 聞え す。」 と ある。 この 一文の 中に 主觀的 感情 或は 「心 ざ 

ま」 と 一 百った やうな もの を 現 はした 言葉が 如何に 豐 富に 含められて ゐ るか。 當時 Q 色紙、 衣裳、 

平家 納經、 扇 面 古 寫經、 薛簿などの類^^見ると、 私達 は先づ その デリ ケ H トな 感覺 Q 分化に 驚歎 

しなければ ならない が、 文 藝と對 照して 見る とこれ は單 純な 感覺 だった と は 言へ ない。 やはり 時 

代 全體に イブ ォ a ギ ィが發 達し、 分化して ゐ たの だと 見なければ ならない。 萬 葉な どに は斷 じて 

かう した 發 達がない。 のみなら や 萬 葉 Q 感覺は 客観的であって 確實 であるが、 平安朝 CJ それ は 主 

觀 的に ィ. テオ 口 ギッシュ となり、 そこに 一 種 Q 危っ氣 をた だよ はせ てゐ る。 かうな ると やはり 平 

安 朝 文藝、 ひいては 平安朝 時代 そ Q もの は崩壞 しなければ ならない ことになる。 

日本人 は 一 體に黨 同異 伐が 好きな Q ではな. S かと 思 ふが、 平安朝 文學を 見る とそれ が餘 りに 露 

骨な のです つかり 厭やになる。 『榮 華』 など もさ しづめ そ G 黨 同異 伐 記、 今で 言ったら 文壇 ゴ シ プ 

プの やうな 部分 を それから 除. S たら 後に 何が 殘 るかと 思 ふと、 寂しい よりも 寧ろ 癀に 障る 0 であ 

る。 一 方 Q 威勢が よくな つて 他方の それが 多少で も 望み 少なくな つた 時に 取る 末輩の 卑劣 さ不人 

情 さとい つたら、 全くない。 しみじみと 人間の 根性の 淺ま しさ を 暴露す る Q である。 また それ を 

描寫 する 『榮 華』 の 筆者 も 堂々 と 時代 批評の 氣慨を 示せば よいの だが、 同じ やうに その 雰圍氣 Q 

中に 卷き 込まれて、 おめでたく なって ゐ るから やり切れな. so 何でも 早くよ S 娘 を 得、 それによ 


つて 權勢を 得なければ ならない。 その 頓り にして ゐる 閨閥の 光が 薄くなる と、 「唯 だ 親と も 君と 

も宮を こそ 頼み 申しつ るに、 火 を 打消した る やうになる を」 と落膽 して ゐる。 「親と も 君と も 一 

とい ふ 言葉に は、 よくよく 私 も不偷 快であった。 そして 反對 に景氣 のよ. S 側 は、 「いと 道理に て、 

何れの 人 も、 萬 づに參 り 騒ぐ」 だとい ふから 愈./ 卑しい。 

どの を 見ても、 「物の怪」 が 現 はれて ゐ るの は、 これ 亦 この 時代の 特色 だら う。 くだらない 

黨 同異 伐に 肝 膽を碎 くも Q だから、 本當の 創作力な ど は 早くから すっかり 消耗 させられ、 たれ も 

かれ もが 意識 力 薄弱、 精神 消耗と なって ゐる。 事實、 精神病 忠 者が 多く 出て ゐる。 又 それまでに 

ならないでも 一寸した 病氣 にか かると、 直ぐ 一時的の 精神病 息 者と なり、 いろ. S ろの 物の怪 を 口 

走る ので ある。 これ は イデ ォ。 ギィが 特殊の 發達を 示し、 黨 同異 伐の 签氣が 濃厚な 社 會には 何時 

でも 現 はれる 精神 耗弱 現象で あると 私 は 診察 する ので あ る。 その 精神 耗弱 の 結果、 全く 架空 に 剖 

造せられ た 非常に 强ぃ 時代 勢力が 「物の怪」 の 意識 だ。 さう 思って 見れば、 何れ Q 時代、 何れの 

社會 もこの 物の怪 を 持って ゐな いこと はない。 さ しづめ 「文 壞 意識」 などい ふ も Q は、 この 「物 

の怪」 意識の 一 種で， ある。 

この 意識の 中に 卷き 込まれて ゐた人 は、 誰も 斯んな 堂々 たる 機構の 社會 が、 容易に 崩壞 するな 

どと は考 へなかった であらう。 それで 時代 全體 がすべ て 物の怪 意識に うき 身 を やつして ゐ たので 

ある。 然るに 現 實社會 の實相 はどうで あつたか。 これら のん 間の 勢力 範圍 は、 ほんの 京都 だけの、 
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屮央 だけの 極めて 狹 少な 範囫に 限られて ねた。 地方 Q 民衆 は 全く それと 沒交涉 に 生活し、 且つ 堂 

堂た る 自ら Q 力量 を貯へ てゐ た。 藤 原 氏 は その 地方 を 動かす 時には 源平 雨 氏 を 自らの 爪牙と しな 

ければ ならなかった。 けれども そ Q 爪牙 はまた 直ちに 容易に 中央 を顚稷 せしめた ので ある。 「物 

の怪」 は 今 は 古典の 中に 見本と して 保存 せられる だけの ものと なつ.. 5J。  —『文 ss』 (大正 十五 年 1 一一 月ぎ 


生活の 一 隅 

, 火 5^ を 卒業して から、 もう 丁度 十 年に なった。 大舉を 出てから さへ、 七 年になる と 思 ふと- そ 

れ こそ 本當に 夢の やうな 氣 がする。 自分 は 以前 は 僅か 一 年で も を隨分 長く 感じて 暮らした やうな 

氣 がする。 この頃の 一年 は、 全く 何が何だか 分らな S 間に 過ぎ去つ てし まふ。 そして 舉生 時代の 

方が 今よりも すっと 時間の 餘裕は 多かった やうに 思 ふので ある。 自分 は 博物 學 部で、 毎日 大抵 八 

時間の 授業を受け、 實驗が 長くなる ので 風呂へ も 這 入れない やうな 日が あった。 けれども 日曜な 

どになる と 流石に のうのう した 氣 分で、 自分 は 油 畫の箱 を かついで 寫 生に 出かけた。 寫 生の 歸り 


に はよ く 寶亭で 洋食 をた ベた。 有樂座 あたり へ 新ら しい 芝居 を 見に もよ く 出かけた。 議き Q 時分 

に は 實験を 早くし まって、 傍聽に 出かけた。 そんな こと を囘 想して 見る と、 確に 時間の 餘裕は 多 

かった。 生活 もさして 切り詰める 必要がなかった。 物價が 今に 比較して すっと 安かった ためで あ 

らう。 それに 絞べ ると 今の 方が 時間 はすつ と豐 富な 箸 だが、 さう は 行かな 5。 自分 は 今何處 Q 學 

校へ 一時間 敎 へに 行く と. S ふこ ともなく、 終日 書齋 に閉ぢ 籠って ゐ るの だが、 三十 分の 時間 さへ 

容易に 融通 出来ない。 全く 一  日の 中 0 最もよ い 時間 11 私に は 午前に 二 時間 半と、 午後に 三時 間 

としかな 5 —— を 三十 分 も 取られる と、 口惜しくて たまらな いので ある。 それ 程 時間の 融通が 5： 

來 ない。 油 畫の寫 生 どころ ではなく なった。 曰曜 だからと. S つて、 特別に 仕事 を 休む こと も出來 

ない" せめて 日曜 だけ は ゆっくりと 休む 餘裕 をつ くりた. S と 思 ふが、 それが なかなか 出來 ない の 

である 0 

自分 は 三十 歳になる まで は、 隨分 自分の 靑 春を恃 みに して ゐた。 身體 など も、 どんな 無理 をし 

ようと、 使って どうなる もので はない と 思って ゐた。 思 ふ 限り 讀 書し、 思 ふ 限り 執筆し、 思 ふ 限 

り社會 運動に も 這 入らう。 そんな 風に 考 へて ゐた。 ところが 人 問の 身體 はそんな 風になる も Q で 

ない こと も、 近頃に なって 分って 来た。 自分が 名 古屋の 或る 會へ 招かれて 行って 講演した のが、 

丁度 二十 八 歳の 時だった。 私 は それ を 今な ほ 忘れない。 とい ふ Q は、 その 講演に は、 今の 評論家 

ゃ學者 の 堂々 たる 人達ば か り が 出か けたの だが、 旅館で 宿帳 を つける 時に 自分の 二十 八 歳が 飛び 
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切りに 若くて、 誰も 本 當に思 はない 位であった からだ。 もう 自分 は來る 新年で 三十 五 歳になる。 

見る 人 は 非常に 若い とも 思 ふで あらう。 併し 自分の 前にもう 四十 歳 を tlnl んでゐ る 氣持は 決してよ 

いもので はない。 自分 はいつ か 河 上 博士  Q 『社會 問題 研究』 で、 「自分 も 愈./ 四十 歳に なった」 

とい ふ 意味の こと を 書いて あつたの を 記憶して ゐる。 して 見る と、 自分が 大學に ゐた萌 Q 博士、 

自分が 何時も gl 書 館の 新聞 閱覽窒 で 『貧乏 物語』 を 護んだ 頃の 博士 は、 もう 直きに 自分の 前に 向 

つて ゐ るの だと 考 へられ、 何となく 寂しくな つて 來る。 自分の 氣分 だけ は 非常に 若い。 全く 二十 

五 歳 時代 Q それ だと 思って ゐる。 それから 少しも 變ら ない と 思って ゐる。 それ だのに、 本 當にニ 

十五 歳 位で ある 舉生を 見る と、 自分の 思って ゐる 二十 五 歳の 生活 は、 やはり 何時の間にか 十代 も 

古く  3  くな つて ゐ るので ある。 が、 この場合に は、 本當に 二十 五 歳 位で ある 人の 思想な り 感^な 

りが、 十七 八^ 位で ある やうに しか 考 へられな いので ある。 三十 五 歳から 先き の 方へ 傾く の は、 

非常に， おし. S 感じで ある。 

書物の 廣吿 などに、 十 年 苦 辛の 結 rar たと か、 二十 年 研究 0 成績 だと か あるの を 見ても、 今の 自 

分 は 大して 驚かない やうに なった。 十 年 や 二十 年の 研究、 それが 何と 短 かい 期間で あるか。 自分 

でももう 十 年 位 研究 をつ づけて ゐるも Q は ある。 しかも 自分の は、 敎職を 片手間で ないから 隨分 

濃厚な 十 年な 積り である。 それ だのに、 自分 は その 十 年に 何程の 價値を も 置いて はゐ ない。 そし 

て どんな 畢說を 今の 自分が 取って ゐて も、 それで 確實 無比 だな どと は、 少しも 考 へて ゐな. S ので 


ある。 併し 自分の いささかの 研究で も、 他から 見れば 多少の 値打ち を 持って ゐる かも 知れない。 

いかなる 權威者 Q 研究の 成果 も、 程度に 格段の相違 こそ あれ、 概して はかう した 性質 を 持って ゐ 

るので あらう と 思 ふ。 それ 程 十 年 二十 年の 研究 は 値打ちの 少な. S ものであるのに、 さて 自分の 前 

途を 見る と、 そんな 研究 を 今後 幾つ 重ねる ことが 出來 ると いふので あるか。 自分 は近來 つくづく 

と 長壽が 欲しくな つた。 どうして も 八 十 歳 以上 生きな S と、 自分の 仕事な ど はも Q になり さう に 

なくなった。 そして その 八十 歳 を 標準に して 仕事 をす る氣 になって ゐる。 

八十 歳 を 標準に して 仕事 をし 出す と、 眼の 前の 一年が 少し は 長い やうな 氣 がし 始めた。 自分 は 

時々 一 日 位 ゆっくりと 遊ぶ 氣で、 取り止め もない 讀書 をす る こと も ある。 さう した 日、 午後 四 

時 頃に なって 窓から 外 光 を 望む 感じ は、 何とも 言へ ない 嬉しい も Q だ。 もう 仕事に も 飽き を 感じ 

てゐ る。 そして 今日の 一 日 は 何とい ふ 長. S 日だった らう か。 さう した 日が 晚 春の 日永 Q 頃だった 

とすると、 その 日の 夕方 は、 それ こそ 比較の 出來 な- S たのし. S ものである。 私 はさう した 0 うの 

うした 氣 分の 日 を、 一 年の 中で 出來る だけ 澤 山つ くりたい と考へ てゐ る。 

今年の 秋 は、 久しぶりで 秋の 日に 逢った 感じが した。 京都に 久しく 住んで ゐて、 京都 CJ 秋 を ほ 

れ ぼれ と 眺めた の は 今年が 始めて だった。 自分 は 或る 晴れた 日に 大 原へ 行って 見た。 ここへ 來た 

の も 全く 十 年 目で ある。 三千 院 から 茶畑の 傾斜 を 眺めた 靜 かな 感じ はどうしても 忘れられない。 

そして 自分 Q 人生 を も、 かう した 日 ざしに したい もの だ、 などと 私は考 へた Q である。 或る日 は 
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また 京都の 庭園 を 見て 廻った。 市の w〕 氣 課の仕事 として、 寺院の 名圃を 幾つか 公開した の だが、 

自分 も そ Q 一般の 見物人に まじって それら を 見て 廻った。 博物館へ も 何度か 行った。 恐らく 个年 

ほど 多く 行った こと はこれ までになかった であらう。 或る 特別 陳列の あった 時、 自分 は そこに 陳 

列せられ て ゐた鏡 や 怫像ゃ 銅鐸 やな ど を 調べに 行った。 何時の間にか、 自分の 手許に は、 そこに 

陳列せられ た-:^ Q 有名な ものに ついては、 大抵 寫露が 揃って ゐる。 私 は それら Q 寫眞と 引き 較べ 

つつ、 スケッチブック を 出して 要 點を寫 生した。 品の よい 母ら しい 人 や 妹 や を 伴った 學 生が、 自 

分 に その 支那 鏡の 年代な ど を 聞いた Q で 自分 も簡單 に それに 返事 をし た。 見 る と帝大 の 制？ 拍を つ 

けて ゐる。 その 擧 生が 母ら しい 人に 聞いた こと を また 敎へ てゐる 感じ も大變 よかった。 何となく 

仲び 仲び した 感じが した。 顧みる と 自分 も 何時 の 間に かこんな ことに 多少で も 専門的 に な つて ゐ 

るので あるか。 十 年 前、 この 同じ 博物館に 大きな 特別 展觀 があった。 古 美術に 對 する 自分の 眼と 

知識と は、 概ね その 時に 開かれ 貯 へられた もの だ。 それから 何時の間にか、 これ だけ Q 年代が た 

つて ゐる 0 

自分 は 今 来る年の 春 を 待 つ 心が 切で ある。 来る年の 春 も 今年の 秋の やうに して 日 を 送り た. S も 

Q である。 私 はやつ と 自分の 仕事の 第一 步を 始める ことが 出来る。 私 は その 時 その 時の 生活 を、 

少し Q 無理 を もしな い で 作品に 結晶 させた い と、 今い ろい ろ計畫 をして ゐ ると こ ろ だ。 

I 『東京 高等 師範 * 桉搴 友き： S- (大正 十五 年 三月？ s> 


表現 劇場 


劇 を 見て ゐる とき、 私に はいつ も 一 つ Q 疑問が あった。 それが 表現主義の 理論 や 作品 を 讀んで 

行く うちに、 多少 意見が 共通と なり、 解決せられ たもの も あるが、 併し私の^,1?へ てゐることは、 

すっかり 表現主義の 理論と 一致した もので もない。 ilw 現 主義よりも 私のお への 方が 正しい と、 少 

なく も 私 だけで は考 へて ゐる。 この 考へ はな ほ 幾多の 材料 を馆 めた ところで、 軍 行 本の 形に 纏め 

て 見たい とも 思つ てゐる もの だ。 

それ はどうした ことかと いふと、 議論 は美學 的に 大分 複雜 になる けれども、 耍點 だけ を 一一 in へば 

今の 劇の 演 に は 一 つの 獨立藝 術と しての 統一 性が 缺 けて ゐ ると 5 ふこと だ。 この こと は 劇作お  1 

自身 も あまり 深く 考 へて は ゐ ない。 或は全く問題にしなぃらしくさ へs^ぇる。 結局 作品と しての 

劇 は讀む ため Q 劇と いふ 特殊の 界を つくって ゐる。 若し これ を舞臺 で 演出す る も Q として 見る 

と、 そこに は 多くの 問題が 持ち上が るので ある。 
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舞臺藝 術 は 舞蔡藝 術と して、 渾然たる 一 つの 統一 を 持って ゐ なければ ならない。 舞毫の 上に 表 

現せられ た藝 術の 世界 は、 單 なる 客觀の 世界で もなければ、 また 單 なる 主 觀 Q 世界で もない、 あ 

つて はならない。 例で 言へば、 舞臺の 上に 現 はれる 人物 は、 萆 に現實 的に 或る 行 爲を演 する ので 

もなければ、 想像 的に、 或は 模倣 的に 現 實の模 寫を演 する ので もない。 その 人物 は 作家 の 描寫の 

^界の 中に ある もの でなければ ならな い 。 言 ひ 換 へ れ ば舞臺 の 上 がそ のま まに 作家の 腦髓の 中 Q 

表現で なければ ならない。 作家の 心理 世界の 表現で なければ ならない。 併しながら また 一 面から 

見る と、 それ は 全く 主觀 的に 作家の 心理 そのままであって もなら ないし、 また 認識論 的に 考 へて 

それが 可能で ある 笞 もない。 それ は 作家の 心理 そのもの ではなく、 作家の 心理の 表現、 心理の 創 

作で なければ ならない。 かやう に 見れば、 舞 臺の上 は、 單 なる 客觀 でもなければ 單 なる 主觀 でも 

ない。 客観と 主観との 合 一 した 「表現」 Q 世界な ので ある。 

然るに 今の 舞裹藝 術で は、 舞 臺の上 は 軍なる 「自然」、 單 なる 容觀 となって ゐる。 そして 表現 

としての 統一 を缺 いて ゐる。 観客 は、 舞 臺藝術 そのものの 美 を 味 ははす に、 劇の テ H マ を 味って 

ゐる。 舞 蠆 を 借りて 表出 せられた 文學 としての 劇作の 內容を 味 はって ゐる。 人物と 背景との 間に 

表現と しての 結びつきがない。 一人の 人物と 他の 人物との 表現す る 世界に 結びつきがない。 それ 

らは 全く 別々 の もの だが、 ただ 假 りに 同一 の 場所で 混亂を 極めて 演出 せられて ゐる だけ だ。 舞臺 

術と して 統一的に 味 はるべき 美の 宿り 所がない。 統一 Q 焦點 がな 5。 


實 例で 言へば、 この こと は 直ぐに 分かる。 俳優 は 表情が 大事 だと 誰も 考へ てね る。 併し 本営に 

表情に 藝術 美が 宿り 得る ものと すれば、 その 時 は、 俳優の 顏 そのもの がー つの 獨 立した 舞臺 にな 

ら なければ ならない。 そして これ は 確かに 立派の 舞臺 であらう。 併し その 顏 Q 舞臺 を觀赏 する に 

あの 大 劇場 は 立派に その 機能 を果し 得る であらう か。 また その， テリ ケ H トな 表情 を 注意して ゐる 

瞵 間に、 私達 は 背景の 自然な ど を 同時に 注意して ゐる であらう か。 少なくも 顏 0 藝術を 見て ゐる 

時には、 背景と. S ふ もの は 全く 不必要な の だ。 それ は 額の 藝 術の 統一 Q 外に あるの だ。 こ Q 點キ 

ネマは その 發 達の 上から 自然の 途を步 いて 來た。 何故なら 顔 0 藝術を 鑑賞し なければ ならぬ 場合 

に は、 スクリ インの すべて を 顔の 舞臺 にして 了 ふから。 能が 顔の 表情 をな くした こと も當然 であ 

つた。 隨 取りの 發 達しなければ ならなかった 理由 も そこに ある。 

また 次に、 舞臺藝 術が 一 つの 統一 せられた 表現 世界で ある 以上 は、 そして 科白が どしどしと 動 

的に 進行して 行く 以上 は、 同じ やうに して 舞臺 装置 その も Q も 動的に 變 化し、 進行し なければ な 

らぬ 箸で ある。 卽ち 人物が 憂 1^ になった 時には 舞臺 装置が 憂， となり、 人物の 心理が 動 摘した 時 

に は舞臺 装置が 動榣 しなければ ならない。 人物の 內 生活の 變化を 俳優の 顏の 表情で 推察せ よと い 

ふ Q は 全く 無理で ある。 それ はや はり 推察ではなくて 表現せられ たもので なければ ならない。 そ 

れ 故に 私 は 今までの やうな 自然 を 模倣した、 動かない 舞臺の 代りに 舞 豪 装置 そのものが やはり 一 

つ 0 表現で あると ころ 0、 それらが 結え. f 動き 進行す る 舞臺を 創らなければ ならぬ と考へ てゐ る- 
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尤も 或る 装置 は 全く 動かないでも よい。 私達の 表現 生活の 中の 「概念」 とい ふやうな もの は、 不 

變の 定形 を 持って ゐる。 だから それに 相應 する 舞臺 装置 や 科白 や は、 概念的に 不變の 定形 を 持つ 

たもので ある 方が よい ことになる。 支那 劇に はさう した 點で學 ぶべき ことが 多い。 例へば 『促：^ 

曹』 で 家人の 殺される ところでは、 みんなが 同じ やうな 格好 をして 通過す る だけ だが、 それが 象 

徴 的に ぴったりした エフェクト を與 へる。 『虹霓 關』 でお 陣 する やうな ところでは、 いつも 同じ 

5 形の 門の やうの もの を 持ち出し それ をく ぐる だけ だが、 それが また 大變 よい。 雨 軍が 戰ふ とこ 

ろで も 無表情の 多数の 人物が 浪の やうに 交互に 出たり 這 人ったり する だけ だけれ ども、 それで 立 

派に 複雜の 內容を 持って ゐ るので ある。 能の 『熊 野』 で 持ち as す 車な ども、 その 點 では 同じ 意味 

の ものに なって ゐ る。  . 

かうな ると 私達 は、 の 舞臺藝 術と して は、 今の 最も 新ら しい 未来派 表現 派な どに 最も 多くの 

舉ぶ ベ き も の を 持 つと 同時に、 昔 の 能ゃ單 純な 支那 劇 に また 等し く 最も 多く の學 ぶべき もの を 持 

つと いふ ことになるの である。 その 中間の 寫實 的の ものが、 全く 理論 を缺 いて ゐて 通俗的で いけ 

ない。 ，私 はいつ でも 南畫の 理論と， ホ オル . モ オランな どの あの 描 寫とを 結びつける ところに 藝術 

の眞の 問题が あると 考へ てゐ る。 それ は敢 へ て 舞臺藝 術に ついて だけ 言 ふこと ではない。 

『511^ 映 i お』 (大正 十 K. 年 m 月^) 


僕の 書齋か ら 

新刊書の 話になる と、 「下らない 本が 濫出 する」 と 言 ふの がー 種の 常識に なって ゐる。 併し こ 

れは實 際に 書物 を 讀んで 見ない 人の 言葉で はない かと 思 ふ。 少 くも 今日の 出版界 は、 そんなに 下 

らな いもの 計り を讀書 子に 送って はゐ ない。 少し 氣を つけて 見れば、 讀 みた. S 本が 續々 と 出版せ 

ら れてゐ るで はない か。 僕な ど は 毎日 買 ひたいと 思 ふ 本が 澤 山で 困って ゐる 始末 だ。 僕 は 日本 Q 

本 も 隨分澤 山 請んで それから 敎へを 受ける。 尺に よると 「同時代の 人間の 考へは 大抵 知れた もの 

だから、 一 々讀 まないでも 大體 Q こと は 想像 出来る」 など 亂 暴な こと を いふが、 決して そんな こ 

と はない。 僕の 無識 Q ため も あらう が、 僕 は 今日の 新刊書から 毎日 多大 P 敎へを 受け、 啓發 せら 

れてゐ るので ある。 よい 本 を擧げ よと. S ふなら、 幾らでも 擧げる ことが Si 來る。 西洋の 新刊書と 

比較して 少しも 卑屈に なって ゐる必 要はない。 西洋の 新刊書に も隨分 下らない のが ある。 それに 

近 來は爲 替の關 係 上、 外國書 はよ ほど 割高に なって ゐ るし、 日本の 書物 は 不景氣 のた めすつ と 安 

くな つて ゐ るから、 今 Q 場合 は 日本の 書物 を 買 ふ 方が どの 方面から 見ても 得策 だと 思 ふ。 
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「新刊書が 下らない」 とい ふ聲と 並んで、 「政府が 審査-員 を 置き、 國營 事業と して 出版 を やる 

がよ い」 とい ふ 議論 も隨分 盛んだ。 併し この 議論 ほど 愚劣な もの はない。 思想に 關 する も のが、 

官鹫 にな どなって、 僕達の 自由の 立場 はどうなる とい ふ 0 だ。 現に 或る 出版者に なると、 官營で 

はなく とも、 殆ど 牛官 といって もよ S やうな 官僚 的空氣 をみ なぎら せて ゐる ではない か。 この こ 

と はかって 『萬 朝.』 で 論じた ことがある。 僕 は 下らない 書物 を 出版す る 書店に 寧ろ 多く Q 敬意 を 

.|!^^する。 そして 新 こ， 版 を はじめよう とする 人に は、 一勝 助力して あげたい と 思って なる。 今日 

^界 Q 名著 は. 出版 當時 概ね 下らない 書物だった の だ。 そして 大 學敎授 Q 敎科 書の やうに、 形式 

に：^、 いて 整然として 3： たも Q は、 その 當時は 所謂 權威 ある 書物で あっても、 今にして 何人も それ 

を 顧み はしない の だ。 重箱の中 へサ：^,^っ ぃたゃぅな本計り3^て來られては、 思想 は 沈滞して 了 ふ- 

我々 はもつ と、 下らない 本の 出版 を；！！ 讚し、 それに 助力し なければ ならない。 

或る こと を 研究す るに、 「どんな 書物が よい か」 といって 聞く も 馬鹿らし いこと だ。 僕 はよ 

くそん な！」 と を 聞かれる がー 々默立 をして 上げた こと はない。 たと へお 聞かせしても そ 0 聞かせ 

た 人の 十分の 一 でもが それ を 讀んで くれない。 叉 それの 讀 まれる 笞 もない Q だ。 僕達 は 他人から 

書物 を 聞いて よめば、 やはり 旣に そこから 思想 Q 沈滞が はじまる。 書物 を 選ぶ ことが 旣に 自分 一 


人の 仕事で なければ ならない。 少し 研究して 見れば、 何を讀 むべき かな ど は ひとりでに 分かる も 

の だ。 それが 分らない なら、 讀 まない がよ い。 と、 言って 僕 はよ く 他人の 推獎 する 本 を 買って 

ゐる。 併し それ を 手に する 時には、 やはり それ を 推奨した 人の 思想と 結びつけて 見る ことにして 

ゐる。 かう して 見て 行く と、 他人の 推獎 もなかな か參考 になる。 敎科 書風の がっしりした 本 をよ 

むと、 よく 參考 書が 山の やうに あげて あるが、 これ は 概ね やくに 立たない。 さう でなくて、 他人 

の 論文な どに ふっと 引用せられ たり、 論議せられ たりして ゐる 本の 中に、 「これ は 讀んで 見たい」 

と 思 ふ ものが 隨分 多い。 少し 讀書を すれば、 かう して 所謂、 r 讀 むべき 本」 はいくら でも 自分で 

見つかる もの だ。 損 をし ない 讀 書な どいつて ゐる と、 凡俗な 優等生に しかなら ない。 終始 損 をし 

て ゐる讀 書生が、 本 當に獨 創 的の もの をつ くるので ある。 

新刊 批評 文の 中には、 その 批評 せられた 書物 以上に 立派な も Q が少 くない。 例へば 『日 木 及 日 

本人』 の 新刊 批評 欄に 出る 赤 堀 又次郞 氏の 批評 文な ど は それ だ。 僕 は三遍 くら ゐ念を 人れ てよ む 

が、 敎へを 受ける こと 正式の 論文 以上 だ。 僕達が 通有 的に 陷る 誤謬に それで 氣づ かされる からだ。 

この 意味に 於いて 達識の 士の 新刊 批評 を 僕 は 切に 讀 みたい と 希って ゐる。 

近来 出版物の 總 目録が 新聞 ゃ雜 誌に 載る の は 感謝す る。 『請 寶』 では 近來讃 書攔の 新刊書 目 を 
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侯 は 第一 に讀 む。 そして 絶版に なり さうな もの は 早速 註文す る。 だから 僕の ところでは 振替 達 金 

の 絶えた ことがない。 地方から 出版になる もの は、 こんな 方法に よらなければ、 買 損ね をす る。 

例へば 北海道から 出版 せられた バ チヱ ラァ 博士の アイヌ 研究の 書物な ども、 かう した 機關 がな か 

つたと すれば、 僕 は 買 ひ 損ねた ことで あらう と 思 ふ。 さう した 例 はいくつ も ある。 新刊紹介 を や 

つて くれる 新聞 や 雜誌は 地方の 珍 物 を 紹介す る ことに 大いに 骨 を 折って 貰 ひたい。 

珍しい 叢書の 現に 辯刊 中の ものに 就いても、 新聞 雜誌は 時 報道して 欲しい。 それの 最初の 時 

だけで はだめ だ。 それらの 叢書 は 概ね 半途 脫退 者の ために 餘分を 生ぜし めて ゐる。 それ を 別の 讀 

者が 買 ふの は 便利な こと だ。 叢書が 濟んだ 時に なって 一時に 買 はう と 思 ふと、 これ は 金額が 大き 

くて 容易で はない。 途中から 入 會出來 ると、 入會 する 方で も 大いに 便利で ある。 美術書な どに か 

うした のが 多い。 可成に 大きい 出版物で、 最後に なって それ を 知り、 買 ふに 骨の 折れた 場合が 僕 

に は隨分 多い。 こんなの は、 時 々途中で 誰か 紹介して くれない かなと、 僕 は 始終 期待して ゐる。 

11 『出版 タイ ムス 』 (大正 十五 年 六 n; 號) 


交響 樂と 社會 

交響 樂を 見て ねる と、 (僕な ど は 見て なる 方 だが) 何に せよ、 これ は 大きな 社會 だな とい ふ氣 

がする。 交響 樂の あの 大きな 作品 を 創作す る 人 は、 隨分 愉快な もの だら う。 他の どの 作品 を 創作 

する よりも、 大きな 交響 樂と 大きな 建築 を 創作す る 人が、 最も 大きな 偸 悅を味 ひさうな 氣が 僕に 

はする。 何故 なれば、 ；」 の 二つ は どっち も 大きな 社會を 創作す る こと だから。 

交響 樂は樂 器に 制限せられ よう。 ^し 交響 樂に 利用せられ 得ない 樂器 はないだ らう。 そこが、 

社會と 個ん と Q 關 係に 類して ゐる。 さて それらの 樂器は 全體の 統一 を 失 はすに、 しかも 十分に、 

そ れ ぞれ の 個性の 持ち分 を發 揮し なければ なるまい。 ほんの ちょっとの 間し か 使 はれない とか、 

或はす つと 一 貧して 使用せられ ると かいふ ことによって、 各樂 器の 持つ 重要 さは 根本的に 違 ふと 

は 言へ ない。 それ 以外の 個性 は 他 にないと いふ 點で、 各樂 器の 價値は 全く 平等 だ。 そこに 交響 樂 

とい ふ 一 社會の デ乇ク ラシィが ある。 併し 交 饗樂 主たる 性質 を 定める かどう かによ つ て、 また 

それぞれ の 樂器 に は異っ た 重要 さ が あると も 見られよう。 そ れ はこ Q 社會 にも、 天才が あり 凡人 
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が あり、 叉社會 生活に 重要な 貢獻 をす る 人と 僅かし かしない 人との 相違が ある 0 に似て ゐる。 

交響 樂の 創作に 徹した 人 は、 いき ほひ 社會の 建^せられる 道理に も 徹する ことが 出来る だら う。 

しかし 今の 交響 樂と. S ふ もの は、 どうも キヤ ビタリ ズム の 社會の 完成 を 表現す る もの だとい ふ 

やうな 感 じが 俟に する Q は、 僕が 音樂な どに 全然の 素人 であるた めか も 知れな い 。 

1 言で 言へば、 今の 交響 樂は 貴族的の 感じが し、 土民 的の 感じが しない。 さうな ると これ は 現 

代の 昔樂の 一般に 對 する 感想になる かも 知れない。 殊に 美しく 着飾った 樂 人が 並んだ 様子な ど は、 

どうも キヤ ピタ リズ ム の 社會を 最後に 表現す る 装飾で ある やうの 氣 がして ならない。 

土民の 交響 樂。 11 そんな もの は 起らない もの か、 いや 起り 得る 可能性 はあり さうな 氣 がする。 

正眞 正銘 Q 土民が それぞれの 樂器を 取り、 そして 當來 社會を 暗示す る やうな、 規模の 偉大な 淸新 

な 交響 樂を演 するとしたら、 これ は 痛快な ものに 相違ない。 誰が それ を やってくれ るか。 いや、 

近いうちに 吃 度 さう した 昔樂 家が 現 はれ て來 ると 僕 は 信じ て ゐ る。 

僕 は音樂 について は 全く Q 素人 だから 何とも 言へ ない の だが、 日本の 音樂界 でも プ n レタ リア 

昔樂 だと か ブル ジョ ァ音樂 だと かいふ ことが、 論題に なって ゐ るの だら うか。 なって ゐな いとし 

たら、 音 樂界は 他の 藝術界 と 平行 出来ない 幼稚な も Q だと 言 はなければ なるまい。 プロ レ タリ ャ 

昔樂、 それが あるなら 一度 聞きた. S もの だと 僕 は 望んで ゐる。 

交響 樂 Q 指揮者の 態度が、 ヒロイックに 見える の も 僕に は氣 持ち Q よ S も Q ではない。 殊に 誇 


張した、 人工的な 技巧 を やる の を 見る と、 その 昔樂 までが 人工的に 感じられる。 いや、 實 際に 幾 

分か 今の 交響 樂は、 人工的 技巧的な もの ぢゃ あない か。 指揮者が 英雄 Q やうに みんな を 指揮す る、 

そんな 偸 悅を味 ふこと が 指揮者 を 誘惑して ゐる 場合 はな S とも 限らない。 もし それが あると すれ 

ば、 その 交響 樂 は 當 來社會 を 暗示す る ものに はなり 得まい。 その 交響 樂 の 中から おの づ から 生れ 

屮 I て、 その 演出に ただ 一箇 Q 地位 を 占める 指揮者、 その 最も 自然な 指揮者が 僕達に は氣 持よ く 見 

える だら う。 支配 を悅 ぶこと、 これほど 恐ろしい 僕達の 誘惑 はない。 —m®s^』 (大正 十五 年 七 „« 號) 


日本 の 6^ 詹 

日本に 默 劇が あると. S ふこと は、 少数の 尊 門 家 ゃ擧者 以外に は餘り 多く 知られて ゐな 5 し、 ま 

た その 實演を 知って ゐるも Q でも、 これが 默劇 として 世界的に 甚だ 古く、 且つ 重要の もの だと. S 

ふこと をよ く 知って はゐ ない。 併し 日本に は 昔から 立派な 默 劇が あり、 今 もな ほかな りに 賑々 し 

く 興行 せられて ゐる。 それ は 京都 壬 生 寺の 念怫 狂言で ある。 私 は 京都に 十 年餘も 住まって ゐ なが 
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ら、 いつも その 期 を 失して 今年 やっと それ を 見る ことが 出來 た。 そして これ はいろ. S ろの 意味で 

大分 重要な もの だと 思 ふやう になった。 

京都に 念怫 狂言が 三つ ある。 第一 は 峨淸凉 寺釋迦 堂の 大念佛 で、 これ は 四月の 中旬に 三日 程 

ある。 第二 は 今の 壬 生 狂言で、 これ は 島 原 太夫 道中の ある 四月 一 一十 一 日から 五月 五日まで ある。 

同 じ 時期に 神泉苑 でも この 壬 生 狂言の 獨 立派が 同じ 狂言 を やる。 以上 三 處の狂 一一 百 は 純然たる 默劇 

だ。 五月 一 一十 一 日から 一 一十 日間 は 第三の 閻魔 堂の 念怫 狂言が 輿 行せられ るが、 これ は默 劇で はな 

い。 しこの 念怫 狂言に 類似した もの は、 まだ あちこちで 小規模に 行 はれて ゐる。 私 は 五月に 這 

人って か ら 壬 生 狂 一一： 一 a を 見 に 行った。 壬 生 寺の 前の 眞德寺 の 住職が いろい ろ 便宜 を 計つ て くれたの 

で、 ^^言も舞臺の上で詳しく硏究し、 その他 樂屋 から 何から 殘る ところな く見學 する ことが 屮ぃ來 

た。 數日 たつてから 私 はまた 寫眞師 を つれ 四 人で 出かけて、 舞 臺面ゃ 狂言 面 やの 寫眞を 撮った。 

併し この 時 は 二 百 から ある 狂言 面 Q 選擇と 撮影と に 息 を つ ぐ 間 もな い 忙し さで、 舞臺を 見て ゐ る 

暇な ど は 少しもなかった。 神泉苑 0 方へ は 夜行った。 これ も 紹介が あった Q で 樂屋の 中で 詳しく 

話 を 聞き、 特刖 にやって くれた 『夜 討 曾 我』 を 舞臺の 上で 詳しく 見學 する ことが 出来た。 

壬 生 狂 一 一一 s は 一見した ところ、 普通の 能と 狂言と を つきまぜた やうの ものである。 が、 その 一 々 

の 科が 象徴的で あり 一 切言 葉 を 用 ひない ところ、 他に 一 寸 類例 を 持たない。 狂言の 種類 は 五十 番 

或は もっと 以上 も ある さう だが、 神 泉苑で 見た 『夜 討 曾 我』 など は 新ら しい 方の 作で、 古い もの 


は 全體の 約半數 である。 壬 生 寺で 見た 『花盗人』 は その 古い 方の 部に 屬 する。 そして 古い 方の も 

のが、 その 科 も 一 警 象徴的に なって ゐる。 『夜 討 曾 我』 は 全體の 構想から 科から、 非常によ く 能 

樂 0 『夜 討 骨 我』 に似て ゐた。 今の 科に はいろ 5 ろの も Q からの 要素が 這入り込んで ゐる。 能樂、 

狂言、 芝居の 科が 至る ところに 出て 來る。 演者 は 皆 狂言 面 を かぶって ゐ るが、 その 面が すばらし 

く 立派の もの だ。 非常に 古い 年代の 銘を 持った ものが 多數 にある。 その 狂言 面が 二百 も 樂屋の 壁 

にか けられて ゐる ところ は壯觀 である。 衣装 も 非常に 立派の もの を 使 ふが、 これ は 皆お 寺への 寄 

進物 ださう だ。 今 もお 寺の 本堂へ 行って 見る と、 その 寄進の 衣装が 澤 山に つるされて ゐる。 人が 

死ぬ とその 人の 冥福 を 祈って かたみの 衣装 を あげる の ださう である。 お 寺の 座敷に 寶物 として 陳 

列して ある 衣装に は、 單に緩 物と して 見て、 そ^^前を立ち去り難ぃ立派のものが少なくなぃ。 寶 

唇 頃の ものと 見られる 鶴龜の 刺繍 ゃ琉 球友禪 から 轉 化した と 思 はれる 枝 垂樓の 模様な どもあった 

ので、 私に は 非常に 面白かった。 

舞臺は 地面から すっと 髙ぃ。 丁度 そ .の 舞臺の 下が 樂屋 になって ゐ るの だから、 二階で やる 狂言 

を 外から 見る と 思へば 間違 ひ はない。 舞臺 Q プラン は、 詳しく は 測定 しないが、 能樂の それと 略 

同じい。 能樂の やうな 橋掛が あるが、 これ は 廊下の やうな 搆造 である。 演者 は その 橋 掛から， W 

て來 る。 切戶 にあた ると ころに はや はり 入口が あり、 その 前のと ころ、 卽ち笛 柱に あたる ところ 

に蟠 子方が ゐる。 その 音樂 がまた 大分に 風變 りで、 絶え. f. 使 ふの が 鰐口と 太鼓、 時 々は 笛が 這 人 
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る。 その^ 口の 昔が 全體を 支配す るので、 その 點は 支那 芝居に よく 似て ゐる。 狂言の 內容 は、 能 

樂 などと 違 ひ、 默釗 だから 一 切 科に よる 傳授 で、 狂言 本な どい ふ もの を 持って ゐる譯 ではない。 

その 狂言の 內容も 今では 次第に 分らない ものに なり かけて ゐる。 かなりに 古いと ころの 分かる 人 

達が 今は片 一 方から 死んで 了って、 現に 七十 何歳な どい ふ 老人が 何 名か殘 つてね る さう であるが、 

私 は その 人達に 聞いて 今の 間に 狂言の 內容を 全部 筆錄 して 置きたい と 思った。 昔からの 傳統 は、 • 

今では 神 泉苑の 方に 傳 はり、 壬 生 寺に は傳 はって ゐ ない。 それ は 昔からの 念怫 狂言 師 達が 今から 

二十 何年 か 前に 壬 生 寺の 住職と 喧啤 分れ をして、 神 泉 苑へ獨 立し、 寺で は刖に 新ら しく 狂言 を始 

めた からで ある。 それ だから 面と 衣装との 昔ながら の もの は 寺に 傳 はり、 狂言 そのもの は獨 立派 

に 傅 はると い ふ 奇觀を 現 時 は呈し てゐ るので ある。 神 泉 苑の樂 屋で私 は その 老人 達が いかに 良心 

的な 名人 氣質を 持って ゐ たかの 逸話 を 幾つ も 聞いた。 新たに 狂言 面 を 買 ひ 集めた 時の 苦心談 を も 

聞いた。 併し：^ といっても、 ここ は 獨立與 行 だから、 衣装 も粗惡 であり、 萬 事いた いたしい 感じ 

がする。 

壬 生 狂言 は 木 來壬生 寺に 附隨 した もの だから、 興行主 は 寺 自身で あり、 一 日の 興行が 終れば 本 

堂で は風變 りの 佛敎 行事が 行 はれる。 樂屋に は 擯家總 代と. S つた やうな 人が 坐って ゐて、 溃 出の 

萬 事の 指圖 をして ゐる。 そして この 演出が すっかり 土地の人 達と なじんで 了 ひ、 舞臺 Q 上に は演 

伎 中 も 子供達が 澤 山上って ゐる ところな ど、 野趣 を 含んで ゐて 面白い。 演者が 刀 を 投げ 35 すと 子 


供が ちょこちょこと 這って 出て それ を 取ったり する。 『夜 討 曾 我』 で、 五郎が 愈 5 打 入りと なり 

刀を衝 いて 突進す る 時に、 演者が 子供達に 合圖 の懸聲 をす ると、 子供達 は 忘れて ゐ たの を 不意に 

思 ひ 出し、 後ろの 板 をた たく。 その リズムが 慣れた ものである。 すべて この 狂言に は 民衆 劇と し 

ての 色彩が 强く、 民衆が すべて 寄り 集って 演伎を 助ける とい ふ 趣きが 見える。 後見な ども 端坐す 

ると S ふで はなく、 院 組み をしたり、 子供達と にこに こ 話したり して ゐる。 演者 は 勿論 審 門の 役 

者ではなくて、 他に 職業 を 持った 人達で あり、 しかも 立派な 家柄の 人達ば かりで あるの も變 つて 

ゐる。 

私 はこ こで 詳しく 念佛 狂言の 歷史を 語らう と は 思 はない。 併し 藝術 的に は、 第一 に それが 默劇 

である こと、 第二に、 それが 民衆 劇で ある こと、 第三に、 それが 日本 演劇の 原始 形 を 保存して ゐ 

る ことで、 世の 注意 を 喚んで 置きたい。 默劇 はかう して 立派に 曰 本で 實溃 せられて ゐ るので ある。 

また 農民 自身に 演劇 を やらせる ことの 企てな ども 今に 始まった もので はなく、 昔から かう して 行 

はれて 來 てね るので ある。 その 點 では 佐 渡の 文彌 人形な ども 同じく 注意すべき 價値を 持つ。 昔の 

農民 は 演劇から 全く 隔離せられ たもので は 決してなかった。 いやむ しろ 逆に、 今の 歌舞伎 は、 そ 

の 農民の 浪 劇から 發 達して 來 たもので ある。 我々 は藝 術と 民衆との 關 係の 原始 形に 注意し なけれ 

ばなら ない。 

念怫 狂言に は、 現に いろいろ Q 要素が 混入して ゐる。 第一 に、 お 寺で 興業 せられる 點で、 宗敎 
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的 要素 を 持って ゐる。 狂言の 內容 にも 神佛の 功德を 述べた ものが かなりに 多い。 その 點、 能樂と 

共通 的で ある。 第二に、 昔の 田樂の 要素 を 含んで ゐる。 念佛狂 首が 今な ほ 民衆的な の は その 名淺 

り だ。 また その 狂 一 百の 趣向が 概ね 喜劇 的で ある こと も、 この 要素から 來てゐ る。 第三に、 それに 

は 昔の 散樂の 要素が 含められて ゐる。 昔の 狂言に、 屢.- 奇術 的の 部分が 見える の は、 そのためで 

ある。 第 四に、 能樂の 要素 を、 第五に、 歌舞伎の 要素 を 含む こと、 これ は 前に 述べた 通りで ある- 

今日の 狂言 名 を 見る と、 『舟 辨慶』 『紅葉 狩』 『羅生門』 『葵上』 『熊 坂』 など、 能樂と 共通の 

ものが 甚だ 多い。 

日 木に 於け る 演劇の 起原 は、 シャマ 一一 ズム の發 達と 不離の 關係を 持って ゐる。 シャマ 一一 ズム Q 

宗教 的 儀式の 必要 上、 溃 釗が發 達して 来たので ある。 が、 それと 同時に 民衆的 要求が 演劇の 上へ 

多分に 表現 せられて 来た。 猿樂は 前者から、 田樂は 後者から、 主として 發 達した ものである。 併 

しそれ らが獨 立 Q 藝術 として 本来の 要求から 遊離し はじめる と、 それらから 所謂 能 樂が發 達し、 

またお 國 歌舞伎が 生長して、 今の 歌舞伎の 原 流 をな した。 併し 斯様な 遊離 を はじめても、 後に は 

なほ 本来の 要求が 殘 つて ゐた害 であり、 それに は あらゆる 不純な 要求が、 l-i -實際 は 人間的な 要 

氽が、 —— 落ち込んで、 そこに 何とも 言へ ない、 ただ 雜然 たる 形式の 演劇 を 殘存 せしめた。 ぉ國 

欲 舞 伎で さへ も、 要するに 演じた もの は神怫 混合 式の、 今の 念佛 狂言の やうな も であった ので 

ある。 壬 生 狂 ー百 はかう して 複雜な 要素から 成る 淺存 物と なって ねる。 が、 また それだけ 人間の 生 


活の 反映 を 見る に は 都合の よい ものである。 壬 生 狂言 の 直接の 傳統 は田樂 から 來てゐ るか も 知れ 

ない が、 こんな 形式の 狂言 をつ くった もの はや はり 大和の 樂 人であった らしい。 しかし 能 樂の發 

達が 元 曲の 影響に 负 ふところ 全くなかった とは考 へられな いと 同様に、 王 生 狂言 も 支那 劇の 影響 

を 多分に 受けた に 相違ない。 人 「の 鰐口な ども その 時の 遺物で はない かと 思 ふ。 當時 支那へ 留學し 

て歸 つた ハイカラな 僧侶 は、 必すゃ 支那で 見た やうな 演劇の 眞似事 をしたかった に 相違ない。 と 

言って、 英語で 沙翁釗 を やって 見た にせよ、 俗衆に は 分かり さう にない。 そこで、 科 だけで 誰に 

も 分かる やうな 默 劇の 發 達する 必要が あった。 また かう した 俗衆 を對 手の 溃伎 であるから、 髙尙 

な 白 も喧騷 にけ おされて 分らなくなる うらみが ある。 そこで この 理由から も 狂言 は默 劇に ならな 

ければ ならなかった。 

壬 生 狂言 本来の もの は、 次第に 民衆の 實 生活と 關係 がなくなる と、 隨 つて 能樂の 狂言 題目が 取 

られ 出した。 貴族の 見る とい ふ 能 樂の眞 似 事 を* 民衆 も 見たかった からで ある。 併し 今の 民衆 は 

チャン、 チャン、 バラ リの 猛演 でない と 面白くない やうに なった ので、 足利時代の 悠長な 空氣の 

殘 つた 狂言 は 次第に 敬遠せられ たで あらう。 私が 後で 寫眞を 撮りに 行った 時で も、 『玉 裳 前』 な 

どい ふ 殺風景 極まる もの を 演じて ゐた。 これで は 演者が、 能樂の 舞臺の 仕手 柱と 目附 柱と にあた 

る兩 柱の 間から， 一 一 ニニの 松の ある 場所に 相當 する 土 問へ、 髙 ぃ舞臺 から 飛び降り たりす るの だ 

から、 よほどの 猛演と 一 百 はなければ ならない。 『桶 取』 などい ふ、 壬 生 狂言と して 有名な 狂言 は、 
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今年 は 一 囘も 演ぜられなかった らしい。 併し こんな 猛演 も、 所^^^は念怫狂霄の猛演だから知れた 

ものである。 村の 八 rQ 子供達 は、 もう 活動 寫眞を 見に 行って 念佛 狂言 を 見に 來 ない と、 老人 達 は 

くどいて ゐた。 時代の 動きだけ は、 何人も これ を 止める ことが 出来な. S の だ。 

—— 『演 S 映^ i  t 大正 十 E 牟 八月 sg) 


洛外 四景 


八 瀨大原 

今 口 は 秋雨が 降って ゐる。 私が 今 ® かう と 思 ふ 小景 は、 何れも 晴れた 日 Q 洛外で あるから、 實 

際 は それ を 書く に ふさ はしくない。 尤も 霧の やうな 北山 時雨の 降る 洛外の 景物 は、 また 一 つ 0 眺 

めな の だが。 

洛外と いふ 言葉 も實際 間遠って ゐる。 京都の 洛水卽 ち 加 茂 川 は 北から 南へ 流れる。 洛東 Q 語 は 


あっても、 洛北 洛外な どの 語 は あるべき 道理がない。 ひとつに 習俗に 隨 つての こと だ C 

八 1^ の 水 は 澄んで つめたい。 そして 八瀨大 橋の 姿 は、 いかにも 周圍の 景物に ふさ はしく、 その 

上に 架かって ゐ るの だ。 落葉が 降って 來る。 水の よどみに 幾つ も 幾つ もの 波紋が 描かれる。 

この 邊へ來 ると 家の 形が 美しい。 屋根が よい。 まことに 京都の 郊外で なければ 見られない、 整 

うた 家竝 だ。 八 瀨を訪 ふ 人 は、 &3 電車の 三 宅八播 でも 下草して 見る がよ い。 その あたり 0 家 も 

昔ながら の 美し さ を 持つ。 

大 原の 三千 院は、 垅 廓の やうな その 石垣が よい。 ここの 石垣の 上に 立って 眺める なだらかな 畑 

もよ い。 茶の 樹が 何處 まで も績 いて 見える。 極樂院 は、 この 世に 置き忘れられた 昔の 記念物の や 

うに 美しく、 山に 抱かれて 立って ゐる。 心を靜 ませる その 屋根。 來迎怫 は 寧ろ 搶畫 の構圖 だ。 

寂光院 への ぼる 石の 段々 は、 全く 紅葉の トンネル になって ゐる。 靑 S 藓 苔が 照り映えて、 私の 

眼に 映った。 

麿が 暴 

大德 寺の 塔 頭に あ る それぞれの 庭園 を 見 つくした も Q は、 後の 臺地か ら靜か に 磨が 峯 の 方へ 歩 

んで 行く がよ い。 ここの 臺地は 京都で 最も 立派な 住宅地 だ。 私 はいつ も その上 を 歩. S て、 流石に 

本 阿 彌光悅 の 選んだ 土地 だけ あつたと 考 へる。 
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ま たこ この 一， i 地 ほど 緒になる 多くの 小景 を 持 つと ころも 珍ら しい。 孤 蓬 庵 の 前の 石橋の 上に、 

私 は 無言で 何度 立った か 知れない。 落葉 は 足 を 埋める ほど ある。 風に 鳴る 雜木林 を 通りぬ ける と、 

察 地の 傾斜面に 整うた 花畑が 現 はれる。 と、 あちこち Q 樹薩に 三脚が 立てられて、 若い 畫 人の 沈 

潛が 見られる。 

光悅寺 の 峠を越して 下の 谷へ 下り る と、 京都に もこん な處が あるかと 思 ふ ほどの 粗野な 家！ T 仏 が 

現 はれる。 丹 波へ 越え るん ひ會 話が 聞かれる。 私達の 家族 は そこで 行廚を 開いた ことがある。 

醒 醐 

八^ 大 原が 電車の ために 近くな つた 代りに は、 鐵道 線路の 變 化で 醒醐は 遠くな つてし まった。 

昔 は 山 科の 驛 から 醍醐 は 直ぐ そこであった。 人 r- は 遠く 六 地藏の 方から 自動車で 行く。 その代りに 

この 途に は、 ちょっと 脇へ 外れて 日 野の 薬師が ある。 宇治の 鳳凰 堂と 略 i 同じ 頃の 建築 だ。 平安 

朝 時代の 空 氣を殘 した 天女が 上の 壁に 悠 々とその 天衣 を 翻へ す。 

醒醐は 春 もよ いが、 秋 もまた 決して 惡 くない。 私 は 殊に そこの 五重塔が 好きだ。 それ は 山 脚の 

林の 中に 立つ。 九輪が 全體の 比例 を 破る ほどに 長く 空に 向って ゐて も、 この 地形 なれば こそ 少し 

も 長く は 感じられない。 三 寶院の 建築と 庭園と を 見 終った もの は、 この 五重塔の 中へ 這 入って、 

そこの 板壁と 中心 注と に 描かれた 佛畫へ 心行く ばかり 打ち 浸る がよ い。 それ は 宗敎の 曼荼羅に 見 


る 強さと 平安朝の 艷麗 さとの 渾 然と 結びついた 淸ら かの 世界 だ。 

以前 は その 隣に 住んで ゐ る老 尼が 大きな 鍵 を 持 つて 來て 入口 を 明けて くれた もの だ。 私 は そ こ 

を 明けた ままに して 老 尼に 歸 つて 貰 ひ、 佛畫 を模寫 する ことに 秋の 日の 半日 を 費した ことがある。 

W しその 老 尼の 姿 も 今 は 見られ なくなった。 搭の 移る 如く、 人 も 移って 行く の だ。 

淀 

ただ 見る 限りの 枯れ 蘆。 それが 平野の 中 を 貫く。 その 蘆の 葉の 鳴る 聲は、 寂しい とい ふよりも、 

時に 凄愴 だ。 淀川が そこ を 流れて ゐ るの だ。 

川に 沿うた 家に は 鶴 頭の 葉が 紅い。 紫 苑も髙 く 立って ゐる。 私 は その 一 つの 家竝を 離れた。 も 

はやた だ 枯れ 蘆の 聲を 聞く ばかり だ。 私 は 蕪 村の 『春風 馬 堤 曲』 を 口す さむ。 それ はまこと に赛 

の 日ではなかった が。 また、 病弱に して 多く 旅行の 出來 なかった 元 政 上人の そこ を 舟行した 詩 を 

想 ひ 起す。 と、 そこに はまた 一 つの 家竝が 見え 出して 來た。 

枯れ 魔。 枯れ 藍。 葉の 浪 のうね りが 遠く 走る。  I 『婦人 之 友』 (大正 十五 年ト 月き 
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山と 海 

雲の 峯 草に かくれて 仕舞け り 

商 原の 信 州 を 旅行して ゐ ると、 かう した 情景に a./ 接する。 小 諸、 水內、 どこであって もよ い。 

步 いて ゐる ところ は 平地でなくて 地勢に 凸凹の ある 高原 帶だ。 夏草が 繁 つて、 風 は 草の 上 を 高く 

吹いて ゐる。 「仕舞け り」 とい ふので、 長い 路を 歩いて 來た 一 茶の 主觀も 見える。 畢生の 時分に、 

一 茶が 父の 藥を貰 ひに 行った 牟禮 から 長 野への 途を 歩いた ことがあ るが、 私 は 今 そ Q 途中での 高 

地 を 想 S した 0  —(大正 十五 年 十一月 > 


學界の 通弊 


近頃 何々 講座と か 何々 系と かいふ 名稱の 講義 錄 風の ものが 績 々と^る。 そ 0 分量から 見れば * 

その 一 科目に ついて Q 講述の 內容は 僅かな ものに なり、 その 講述の 様式 も 幾分 か 一般 通俗的の も 

のにな つて ゐる ことで あらう と 思 ふが、 それにしても これらの 講座の 執筆者に、 各 大學の 主たる 

敎授 諸氏が 殆ど 遣 漏な. S やうに 列記 せられて ゐる こと を、 私 は學界 近来の 一 異觀 であると 眺めて 

ゐる。 「よく あの人が 執筆 を 承諾して くれた もの だ」 と 思 ふやうな 學 者まで がその 名 を 列ね てゐ 

ると いって 何處 かに 書- S て 居られた 學 者が あつたが、 自分 も 同じ やうな 感想 を 持つ ので ある。 私 

が 今 「學界 の 通弊」 と 題して 書かう と 思って ゐる こと も、 この 事實に 多少の 關係を 持たぬ でもな 

い。 私が 「學 界」 と 言った の は、 主として 理學的 學科を 除いた 文化 科 學的學 科の 方面の ことで あ 

P, 「通弊」 と 呼んだ もの は、 一方で は それが 嚴 重に 積 疊 して ゐ ると も 言へ るし、 また 他方で は 
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漸次に それが 解體 しつつ あると も 一 百へ る ものである。 もっと 具體 的に 首へば、 「舉界 の 通弊」 と 

呼ばる. べき ものが、 近來頓 みに 積疊 しつつ あつたに 拘ら す、 最近に 講座 ものの 流行な どに 現 はれ 

た 事實を 見る と、 その 形勢 も 一部分から づっ は解體 しつつ ある こと を、 私 は 言 はう と 思った Cil で 

ある。 

我 SE: の 學界 (主と し て 文化 科 學的學 科 の ) の 歷史は 、 一一： 一 n ふま でもな くま だ 新ら し い。 その 最初の 

歷史が 啓蒙 的 になった の は、 これ は 已むを得ない ことで ある。 その 道の 博士 と 言 はれる 程の 人に 

なると、 寳 によく その 學科 の すべてに 通 際して ゐた。 そ し て 専門的 に 深い こと を 知 つ て ゐ ただけ 

ではなし に、 それ を以 て 民衆に 望む ことに 就いて も 極め て 熱心な もの であった。 碩學と 5- ふ 感じ 

のす る 人が 幾人 もゐ た。 文化 學的 方面の こと を 述べ ると 言った 言葉の 裏から 理學的 方面の こと を 

述べる の は 話の 筋途 を^ 雜 せしめる ことになるが、 今 思 ひ 3^ したから 書かう と 思 ふが、 恩師 齋田 

. 功太郎 先生から 植物 擧を學 んでゐ た 時、 我々 學生 は、 先生が 植物 學の 全般に ¥ 一って 實に廣 い 知識 

を 持 つ て 居られる ことに 敬服と いふより も 寧ろ 驚嘆した もこであった。 植物 分類 學 以外の 先生 の 

II 義に は、 先生 は 決して 講義の 草稿 や 参考書 を 使 はれなかった。 先生 はた だ身體 一 つで 敎 壇に 立 

たれて 講義 を 綾 けられる ので ある。 夏休みの 後 か 何 かで、 講義が 何處 まで 進んだ か を 忘れて 了 は 

れた 時に、 先生が みんなに それ を 尋ねられ ると、 折節 それに 答へ た 人 は 問 違った こと を 言 ひ、 も 

う 講義の 濟ん だ 大分 前 のと こ ろ を 首 つた。 ところが 先生 は、 「それで は その 次のと ころから 講義 


します」 と 言 はれて、 一度 講義の 濟ん だと ころ を 再び 講義せられ たが、 その 講義の 內容を 前のに 

絞べ 合せて 見る と、 寸分の 相違が なく、 細かな 注意まで がそつ くり そのまま なので ある。 これに 

は學 生の すべてが 驚嘆した ものであった。 先生 ほどの 學 者になる と、 講義の 內容 がちゃんと 出來 

上って、 頭の 中に ノオトせられ てゐ たものと 見える ので ある。 先生お 得意の 分類 學の 講義になる 

と、 先生 はェ ン グラァ などの 分類 書 を こそ 持って来られる が、 その 中の 藥用 植物の 效 用のと ころ 

を 講義 せられた 時な ど は、 和漢 洋の あらゆる 藥學の 本から 引用 せられた 知識 を 、 草稿 も 何も な し 

で 詳密に 講義 せられた。 齋田 先生の 御 講義 だけ は 今 想起しても、 一寸 人 業ではなかった やうな 

氣 がする。 併し 大體に 於いて、 明治 當 初の 舉 者の 行き方 はかう した ものであった。 

然るに その後 日本の 學界も 進歩して 來 ると、 文化 譜科學 は その 根本的 方法論の こと を やかまし 

く 言 ふやう になった。 そしてもう 民衆の 方 を 通俗的に 顧みる ことな ど をし ないで、 專ー に その 專 

門と した 學 科の 奥義 を 極めようと 努める ことにな つた。 この 時 我國の 學界は 偉大なる 進步を 遂げ 

た。 併し それと 同時に アカデミックな、 學界 特有な 嫌 ふべき 空氣 r 學界の 通弊」 が、 確に その 間 

に 藤され て來 た。 私 は 今 その 一端に 觸れて 見たい。 大抵 はもう 誰でもの いふ こと だが、 前に も 言 

つ た 如く そ の 通弊 解體 の徵 候が 漸次に 現 はれ かけた から、 私 は 特に 今の 時に そのこと を述 ベて 置. 

きたいの だ。 學界も 一 つの 生活で ある。 學界の 通弊 を 指摘し、 その 改革 を 論す るの は、 要するに 

我々 の 生活 改善の 一 つの 仕事な の だ。 
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^一  に、 mf 者 及び 世 問が 大擧 の敎授 及び 講座 を 非常に 高い、 名譽な 地位の やうに 思って ゐるこ 

と は 甚だ 結構な こ とで は あるが、 それ ももうよ い 加減に 程度 もの と考 ふべき ではな いかと 思 ふ Q 

である。 學者 によって は、 よい 舉 業の 成績 をつ くると いふ ことによりも、 博士に なり、 大 擧敎授 

になる ことに 唯 一 最高 Q 本能 を 感じて ゐる もの も ある。 そして この 本能の 滿 足せられ るまで は、 

どんな 苦役に も堪 へ、 さて その 目的が 達せられ ると、 やっと 多年の 愁眉 を 開く  Q である。 この 心 

理 は何處 から 生れた かと 言 ふと、 一 つに は獨逸 流の 官僚主義 を 受け 繼 いだから であるし、 もう 一 

つ に は 我 國在來 Q 官尊民卑 思想 を遗傳 した からで ある。 舉 者な どい ふ もの はすつ か り 迷信 から 離 

れ たやう のこと を 言って ゐ るが、 この 迷信 計り は 執拗に その 人達の 頭に すがりついて ゐ ろ。 博士 

になり 敎授 になる まで は、 通俗的の 爲事 など は 振り向かう ともしない。 發表 もなる ベく 數 少なに 

する。 謹慎に 謹慎 を 重ねる の だ。 さて 一 旦 その 目的 を 達する と、 もう 周圍 への 氣發ね はな. S と. S 

ふ 顔 をして、 專 門で はない 外の ことへ も 手 を 出し、 どれに も專 門の やうな 樣子 をし、 そ Q 書く も 

のに いかにも 氣樂 さが 見える Q である。 世間ゃ雜誌ゃ3^版者なども* そ Q 人が 博士 ゃ敎授 やにな 

ると、 その 時から 特別な 修業 を 積んだ 人の やうに して その 人 を 待遇す る Q である。 かう いふ 氣虱 

は 面白. S もので ない。 學者は 他の 生活の 改善 を 叫ぶ 前に、 先づぉ 手前 Q こ 0 氣風を 打破し なけれ 


ばなる ま 5- o そして 博士 ゃ敎授 やになる こと を もつ ともつ と 平凡 化した いもの だ。 

「誰 助 敎授. は 誰敎授 の秘藏 弟子 だ」 とか 「後 織. 者 だ」 とか 「折紙つ き」 だと かいふ 言葉 もよ く 

聞かれる が、 これ は 敎授の 地位の 糠 承 を、 全く 家督 相績の やうに 考 へた 弊で ある。 祕藏 弟子 だと 

か 後繼者 だと か 折紙 つきだと かいふ こと は、 要するに 同 臭 者 だと 5 ふこと だ。 同 臭 者 計りが 寄り 

集まった ところで、 學界の 進歩 は 望まれない。 

一一 一 

第二に、 擧 者が 専門的に 深く 這 入って 行く の もよ いこと， たが、 今日のと ころ は その 專鬥 化の 間 

口が 餘り にも 狭くな つて ゐ はしない かと 思 ふ。 何々 の 專鬥舉 者 だと. S ふと、 本當に それだけ のこ 

と をし か 知らな 5 人が かなりに 多い。 また 自分で 論文な ど を 書く 時に も、 ちょっと 尊 門外の こと 

に 亙らう とすると 「自分の 專 門外の こと だから こ Q 點は 明確に は 言へ な. S が」 などと 書く こと も 

今では 少し 鼻に つき 過ぎた。 一 體 そんなに 間口 を 狭く して 這 入って、 その物の 眞 相が 分かる もの 

だら うか。 學問 的に 範圍を 限った にした ところで、 人生の 現象が 何も 大學の 講座と 同じ 名 稱で區 

分け せられて ゐる譯 ではない。 廣ぃ 人生の こと を 公平に 見渡す 眼が あって、 然る 後に その 局部の 

意義 もしつ かりと 分って 來 るので ある。 然るに 全體の 人生 を いろいろの 視角から 見渡す 修業 を 省 

いて、 専門的に 深く 入り浸って 見た と. ころで、 本當 Q 意味で それが 專門 的に 深く 入り浸つ たこと 
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になる であらう か 。舉 問の 専門化と いふ こと は、 舉 問の 方法論の 嚴密 さとい ふこと S 上に 立つ も 

ので あるが、 擧 問の 方法論 は、 全人生 を 見渡す 修業が あって 然る 後に 始めて 出來る ものである。 

カントの 哲學 がどうの、 新 カントの 學派 がどうの といって 方法論 を やり、 それで 方法論 は 出來上 

つた やうに 思っても、 そんな もの はほんの 抽象の 知識で ある。 

かやう に學 問が 專鬥 化した の は、 主に 獨 逸の 學界の 影響で あらう と 思 ふが、 今では 肝腎の 獨逸 

の舉界 の專門 化よりも 我國の それの 方が その 程度 は ひどい ので ある。 哲學 者な ど を 見ても、 ジム 

メル は哲 學の詣 分科の どれに 就いても 論 著 を 書いて 居り、 經 濟學、 社 會學、 敎育學 などに ついて 

も 書物 を殘 してなる。 それで ゐてゲ H テ など を 論 やる かと 思へば、 また 戀愛 についても 書いて ゐ 

る。 ナトルプな ども、 その 取扱 ふ 範圍は なかなか 廣 かった。 どの 擧者を 見ても、 さう した 業績が 

あるで はない か。 さう いふと、 學問を 極端に 專門 化しよう とする 人 は、 「人間の 勢力で そんなに 

いろ， S ろ Q こと を やれる もので はない」 とい ふけれ ども、 決して そんな もので はない と 思 ふ。 あ 

る舉 問に ついて 一と 通りの こと を 知らう と 思へば、 その 方面の 大著 を 五六 冊讀 めば、 大抵の こと 

は 分る ものである。 

十 W も讀 めば、 先づ 大して 視角 を 誤る こと はない。 博士 ゃ敎授 と. S はれる からに は、 何 を 質問 

せられても 答へ 得ないで はいけ ない と 心配し て 、 所謂 專鬥內 の 大して 重要で ない 書物 を ま で 念 人 

りに いぢって ゐ るが、 その 時 問 を その 方へ 廻し さへ すれば、 廣く 人生 一 殺に 亙った 研究 をす るの 


は、 そんなに 困難な ことで はない。 學 問の 研究 は 測量の 爲 事に 同じい。 一 點の 地位 を 定める に は 

一 ー點 以上からの 視線が 必要な の だ。 

第三に、 學者 や^ 問 一般 や は、 その 學 者の なした 業績 を 無上の 眞理の やうに 考へ 過ぎ はしない 

か。 學問は 神聖な ものに 相違な いが、 それ も 極端に なると 滑稽な ことになる。 「何々 博士に よれ 

ば」 とか、 「經濟 學の專 門 敎授の 研究に よれば」 とか 言って、 $1 間で も その 研究 成果 を そのまま 

基礎に して. S ろい ろの こと を 主張したり、 批評した りする やうになる が、 學 間の 成 菜な ど. S ふ も 

の は、 そんなに 無類 Q 確 實性を 持った もので はない。 自分 は 顯微鏡 下に 細胞の 生理 を 職 5- た經驗 

を 持つ が、 この 位の プレ パラ アトで あんな はつ きりした 圖が 出 來 るの だから 怪しい もの だとよ く 

思った ものである。 理化 的の 知識に 於いて さへ、 極めて 深いと ころに なると、 そ Q 確實 性の 度 は 

よほど 減じて 来る。 文化 科學 上の 知識の 確 實性は それ 以上に 薄弱な もの だ。 

大學 の敎授 などが、 自ら を 「 一 學徒 として」 とか 「 一 學究 として」 とか 首 ふの も、 これ 亦 多少 

鼻に つき出し たと 思 ふ。 自分 Q やって ゐる こと を特刖 のことの やうに 言 ふ贵俟 的の 臭味が その 

から 出て 來る。 また それらの 敎授ゃ 世間 やで は、 「大學 の 研究室」 とか、 「研^室の 神聖」 とか 

を も 何等か 特別の 神 祕感を 持って 見て ゐる 場合が 多 5 が、 これ も 滑稽な もの だ。 大學の 研究室に 
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したと ころで、 個人の 書 齋の豐 富な ものに 過ぎない。 その 中へ さへ 立て籠れば、 ひとりでに 有難 

い 詫宣が 出て 來る などい ふ 場所で はない。 研究室 は どんなに 豐 富な 書物 を 嫁して ゐ たにせ よ、 あ 

る 一 つ Q ことの 研究 をしょう とすると、 餘 りに その 書物の 少ない Q に 苦しむ こと は、 誰でもが 經 

驗 して 来る ところで ある。 さう なれば * 大擧 Q 研究 窒も 個人の 私蔵に 依賴 しなければ ならぬ 場合 

が 幾ら も て來 るので ある。 

以上 擧 げたやうな こと は、 今日の 舉 界の 通弊 中の 主たる もので あらう。 私 は 學界が もっと 平凡 

化せられ、 その 中から 特殊の 祌祕感 の 消え去る こと を 希って ゐる ものである。 學問的 主張が デモ 

クラ ティ ック であったり、 社會 主義 的であった りした からと 首って、 その 人の實 生活に 於け る 信 

條ゃ 趣味 性 やが、 審制 的で あったり 非社會 性的であった りする 實例 は、 今日の 學界の 中 にないと 

は 決して 言 へない。  |『文 化 ini  (大正 十 Kte. 十一； 月 S 
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